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▶ 新潟大学産学連携協力会のご案内

新潟大学産学連携協力会について
　新潟大学地域創生推進機構と産業界等との密接な連携、協力によって産業技術の向上および地域連携を図り、産業の活性
化、高度化、地域社会の発展に資することを目的に、県内企業が集まって設立されました。
　会員企業には、セミナーの開催や技術の相談、大学への共同研究の取り次ぎなど、さまざまなサービスを行っています。
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発刊にあたって 

 

 新潟大学地域創生推進機構では、冊子とホームページで研究シーズを紹介しています。 

 この度、「『つながる研究』紹介 2021 年版」（247 テーマ収録：２０21 年 3 月発行）

の内容をアップデートするとともに、新規テーマを加え、「『つながる研究』紹介 2022 年

版」（292 テーマ収録）を作成しました。 

 本冊子では、産業界・企業が抱える技術的課題の解決や自治体等が抱える地域課題の解

決に役立つ研究内容を 10 の領域に分け、連携を求めている研究者とともにご紹介してい

ます。 

  また、本冊子は、企業や自治体等の皆様に、本学の研究内容をご理解いただき、課題解

決への可能性を感じていただくために、読みやすくわかりやすい内容と体裁にしました。 

 様々な企業や自治体等と研究者がつながり、新たな付加価値や製品・サービスの創出、

生産性向上等につなげていただければ幸いです。 

 掲載している研究にご興味をお持ちになりましたら、何なりと、下記の問い合わせ先ま

でご連絡ください。 

 

         ＜参考＞            領域別掲載テーマ数             

領   域 テーマ数 領   域 テーマ数 

医療・健康・福祉 97 製造技術 9 

農・食・バイオ 32 社会基盤 9 

環境・エネルギー 28 地域課題 5 

情報通信  15 人文社会科学 59 

ナノテクノロジー・材料 17 共通・他の領域 21 

                                              （合計 292） 

 

 

【ご相談はこちらまで・・・】 

 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター 

 TEL：025-262-7554 

 FAX：025-262-7513 

 E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp 

 

【ホームページでの研究紹介は・・・】 

 https://www.ircp.niigata-u.ac.jp 

 随時更新していますので、最新情報はこちらでご覧ください。 

 

 （記載している研究者の所属・役職は、2022 年３月時点のものです。） 

こんな関心・お困りごとをお持ちの方，
新潟大学 にご相談ください！

新潟大学では地域創生推進機構が
産業界・公的機関等の皆様と大学との橋渡しを行っています。

新潟大学って

どんな研究しているの？

技術的課題・地域課題を

解決できる研究はないか？

大学と共同研究するには

どうしたらいいのか？

　新潟大学は、10学部、5大学院研究科とともに、脳研究所、災害・復興科学研究所、医歯
学総合病院、附属学校園を有し、また、全学組織として、環東アジア研究センター、佐渡自
然共生科学センター、日本酒学センターが設置されている大規模総合大学であり、多分野に
おいて専門知識やノウハウを持った研究者が在籍しています。

　教育研究活動によって得た成果を、企業との共同研究や、地方公共団体との連携事業など、
様々な形で皆様にお使いいただき、地域社会の発展に貢献していくことを大きなミッション
としています。
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研究テーマ／研究者目次

医療・健康・福祉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （97テーマ）

脳小血管病の病態メカニズムの解明　～　脳小血管の線維化とその制御法の開発　～

 　脳研究所　教授　小野寺　　　理
 1

 　脳研究所　准教授　加　藤　泰　介 
脳・脊髄の疾患における神経回路の病態と再建

 　脳研究所　教授　上　野　将　紀  2
近赤外光線免疫療法による脳腫瘍の治療　～　脳腫瘍の世界に光を　～

 　脳研究所　助教　棗　田　　　学
 3

 　大学院生　温　　　城太郎 
小型魚類を見ることでヒトの疾患・障害・老化を診ています　～　Care Fish, Cure Human　～

 　脳研究所　教授　松　井　秀　彰  4
遺伝子変異の効果を簡便にスクリーニングするin vivoシステム

 　脳研究所　准教授　杉　江　　　淳  5
電子顕微鏡で解明するミクロな世界の微細構造イメージング
～　細胞・組織における微細構造の総合的理解を目指して　～

 　医学部　教授　芝　田　晋　介
 6

 　医学部　助教　早　津　　　学
ヒトiPS細胞由来人工神経による神経再生　～　安全性の高い革新的医療材料の開発　～

 　医学部　教授　芝　田　晋　介
 7

 　医学部　助教　奥　山　健太郎
包括的かつ定量的なタンパク質解析技術の開発

 　医学部　教授　松　本　雅　記  8
新規腫瘍転移促進因子Crumbs3の解析

 　医学部　助教　飯　岡　英　和　 9
神経変性疾患における神経毒性と蛋白質凝集体の分子機構

 　医学部　教授　藤　井　雅　寛
 10 　医学部　准教授　髙　橋　雅　彦

 　医学部　助教　垣　花　太　一
地域住民参加による加齢性疾患の予防医学研究
～　村上コホート調査：サケで元気プロジェクト　～

 　医学部　教授　中　村　和　利  11
「うおぬま地方の健康調査」食生活と身体活動の与える影響の解明を目的とした新潟県魚沼圏域住民/健診ベースの前
向きコホート研究　～　脳血管疾患と高血圧、慢性腎臓病との関係から　～

 　医学部　特任准教授　伊　藤　由　美  12
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「湯の街ゆざわの健康調査」新潟県湯沢町における温泉入浴、食生活、身体活動とライフスタイルが健康に与える影
響の解明を目的とした湯沢町住民/健診ベースの前向きコホート研究
～　フレイル・介護予防の観点から　～

 　医学部　特任准教授　伊　藤　由　美  13
オートファジーによるミトコンドリア分解　～　マイトファジーの理解とその制御法の開発　～

 　医学部　教授　神　吉　智　丈
 14 　医学部　助教　山　下　俊　一

 　医学部　特任助教（医学部准教授）　井　上　敬　一
大規模データからの知識発見　～　コンピュータで行う生命医科学研究　～

 　医学部　教授　奥　田　修二郎
 15

 　医学部　助教　凌　　　一　葦
自治体連携を通した健康寿命延伸エビデンスの創出

 　医学部　教授　曽　根　博　仁  16
研究リソースとしての医薬品治験データの利活用

 　医学部　教授　曽　根　博　仁  17
健診データを活用した生活習慣病予防法の開発　～　新規リスク因子の発見と発症予測、スクリーニング法開発　～

 　医学部　教授　曽　根　博　仁
 18

 　医学部　特任教授　加　藤　公　則
専門医の高度な現場判断を再現する人工知能（AI）診療支援システムの開発

 　医学部　教授　曽　根　博　仁
 19

 　医学部　特任准教授　藤　原　和　哉
GM-CSF吸入療法の有効性とそのメカニズムの解明

 　医学部　教授　菊　地　利　明
 20

 　医学部　特任助教　島　　　賢治郎
肺臓器移植を目指した多能性幹細胞と胚盤胞補完法を用いた肺臓器の創出

 　医学部　教授　西　條　康　夫
 21

 　医学部　助教　周　　　啓　亮
音声認知機能のメカニズムを探る　～　マウス大脳聴覚野イメージングから　～

 　医学部　准教授　高　橋　邦　行  22
人工知能を用いた蘇生後脳症における画像解析

 　医学部　教授　西　山　　　慶  23
“経験メッセンジャー”タンパク質による回路形成の分析

 　医学部　准教授　杉　山　清　佳　　 24
社会的ハイリスク女性への支援

 　医学部　教授　有　森　直　子

 25
 　医学部　准教授　関　島　香代子
 　医学部　准教授　西　方　真　弓
 　医学部　助教　柳生田　紀　子
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遺伝/ゲノム看護と共有意思決定の視点からヘルスコミュニティ創生をめざす

 　医学部　教授　有　森　直　子

 26
 　医学部　准教授　関　島　香代子
 　医学部　准教授　西　方　真　弓
 　医学部　助教　柳生田　紀　子　

医工連携：生体の計測から広がるヘルスケア　～　脳・神経系から人間支援へ　～

　 　医学部・工学部　教授　飯　島　淳　彦  27

「美味しさ」デバイスの探索とその活用　～　高齢者や障害者への摂食アプローチをめざすために　～

 　医学部　教授　内　山　美枝子

 28
 　医学部　教授　小　山　　　諭　　　
 　医学部　講師　奥　田　明　子
 　医学部・工学部　教授　飯　島　淳　彦

網膜硝子体術後患者が腹臥位持続可能な安楽性を追求した顔面枕コンセプトの開発

 　医学部　教授　内　山　美枝子
 29

 　医学部　准教授　横　野　知　江
母親、父親、みんなが笑顔で子育て！　～　周産期・子育て期の健康促進方略とは　～

 　医学部　教授　有　森　直　子

 30
 　医学部　准教授　関　島　香代子
 　医学部　准教授　西　方　真　弓  
 　医学部　助教　柳生田　紀　子

農村地域　新潟県田上町の児童生徒の体格と生活習慣の調査　～　長期にわたる定点調査　～

 　医学部　教授　住　吉　智　子
 31

 　医学部　教授　関　　　奈　緒
人は何を手がかりに「判断」をくだすのか　～　倫理学と心理学の架橋的研究　～

 　医学部　教授　宮　坂　道　夫  32

補完代替医療材料を活用した看護ケアのエビデンス　～　自然の恵みで看護ケアを促進する　～

 　医学部　准教授　柿　原　奈保子  33

予防接種教育の効果の検証

 　医学部　准教授　齋　藤　あ　や  34

リカバリー概念に基づく精神障がい者の包括的な地域生活支援プログラムの開発

 　医学部　准教授　成　田　太　一　 35

バイオモーションアナリシスに基づく生体関節機能評価法

 　医学部　教授　小　林　公　一  36

下肢静脈エコー検査における深部静脈血栓症リスク自動評価法の開発

 　医学部　教授　近　藤　世　範  37

乳児股関節超音波検査におけるコンピュータ支援診断（CAD）システムの開発

 　医学部　教授　近　藤　世　範  38

コーンビームＣＴによる３次元自動歯軸・歯列の新規評価法

 　医学部　教授　坂　本　　　信　　 39
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放射線治療の精度に影響を与える因子の検討

 　医学部　教授　笹　本　龍　太  40

専門的知識を有した教員が講義を行う教養科目の自治体職員等を対象とした開放と有用性の検証と可能性

 　医学部　教授　山　崎　芳　裕  41

ラジオミクスと機械学習を用いた強度変調放射線治療（IMRT）エラーの自動検出

 　医学部　准教授　宇都宮　　　悟  42

哺乳瓶ニプルを介して口腔細菌が液体ミルク内へ流入する！

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一
 43

 　大学院生　涌　井　杏　奈
ペットボトル飲料をラッパ飲みすると口腔細菌が流入する！

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一 
 44

 　大学院生　河　内　美　帆 
使用済みマスクに付着・生息する皮膚常在菌叢プロファイリング

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一 
 45

 　大学院生　丸　山　伸　吾 
手洗い前後の手指の皮膚常在菌叢プロファイリング

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一 
 46

 　大学院生　高　橋　七　瀬 
子宮頸部腺癌に対する治療戦略の提案　～　細胞診検体による前駆病変の検出　～

 　医学部　准教授　須　貝　美　佳  47

入浴習慣が自然免疫応答へ与える影響　～　温熱刺激と健康を免疫で考える　～

 　医学部　准教授　富　山　智香子  48

がん治療患者のプライマリ・ヘルスケア　～　医・地域・情報連携による治療支援　～

 　医学部　准教授　松　田　康　伸
 49

 　医歯学総合病院　臨床検査技師　大　澤　ま　み
ウイルス糖鎖を標的とした免疫ネットワークの解明

 　医学部　助教　山　本　秀　輝  50

口腔器官におけるエネルギー代謝調節　～　発生、再生、疾患発症への関与　～

 　歯学部　准教授　依　田　浩　子  51

顎顔面の器官形成メカニズムの解明　～　再生医療、生前診断・生前治療　～

 　歯学部　教授　大　峡　　　淳  52

米発酵エキスによるストレス誘発痛の解消効果

 　歯学部　准教授　岡　本　圭一郎  53

口腔扁平上皮癌の発生・進展に関わる分子機構の解明

 　歯学部　助教　阿　部　達　也  54

新しい骨粗鬆症予防機能性食品の開発

 　歯学部　助教　柿　原　嘉　人  55

矯正歯科治療における歯の移動を促進する薬の開発

 　歯学部　助教　柿　原　嘉　人  56
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2型糖尿病患者に対する歯周ケアの有用性についての多角的検討

 　歯学部　教授　小　川　祐　司
 57

 　歯学部　助教　皆　川　久美子
ユニバーサルへルスカバレージにおけるオーラルヘルスプロモーションモデルの構築　

 　歯学部　教授　小　川　祐　司　
 58

 　歯学部　助教　カウン　ミヤット　トゥイン
口臭ケアを考える

 　歯学部　教授　濃　野　　　要  59

抗菌性を有する唾液ムチン（MUC７）のオーラルケア製品への応用

 　歯学部　准教授　竹　原　祥　子  60

歯科用ケイ酸カルシウム系セメントの生体活性評価

 　歯学部　助教　枝　並　直　樹  61

骨の再生を促進する新規足場材料の研究開発

 　歯学部　教授　多部田　康　一
 62

 　歯学部　准教授　高　橋　直　紀
歯周病ペプチド医薬の研究開発

 　歯学部　教授　多部田　康　一 
 63

 　医歯学総合病院　講師　野　中　由香莉 
歯周病による関節リウマチ発症・悪化機序の解明

 　歯学部　准教授　小　林　哲　夫  64
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 　創生学部　助教　小　山　翔　子  173

ナノテクノロジー・材料　　　　　　　　　　　　　　　　 （17テーマ）

純良単結晶育成による新奇物性探索と電子状態の解明　～　極低温・強磁場・高圧下の物性機能評価　～

 　理学部　教授　摂　待　力　生　
 175

 　理学部　助教　広　瀬　雄　介
高圧力を用いた物質・材料評価　～　圧力下で形成される新規状態の探索も含めて　～

 　理学部　准教授　大　村　彩　子　 176

超音波法によるシリコンウェーハの原子空孔評価・制御の基盤技術開発

 　理学部　准教授　根　本　祐　一
 177

 　理学部　助教　赤　津　光　洋
魚コラーゲン製口腔粘膜欠損修復材の開発　～　表面のパターン化による上皮化促進　～

 　歯学部　教授　泉　　　健　次
 178

 　歯学部　特任助教　鈴　木　絢　子 
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非破壊で物理・化学的状態を透視可能なイメージングセンサ

 　工学部　教授　安　部　　　隆　 179

特殊金属、セラミック、水晶のマイクロ部品生産技術

 　工学部　教授　安　部　　　隆　 180

マイクロカンチレバー構造を用いたメカニカルセンシング　～　触覚センサ・タンパク質バイオセンサ　～

 　工学部　准教授　寒　川　雅　之 　 181

プラズモン高感度・簡便センサと有機デバイス

 　工学部　教授　馬　場　　　暁  182

ナノ・マイクロカプセルの調製と用途開発　～　複合化、カプセル化、表面改質　～

 　工学部　准教授　田　口　佳　成 　 183

水を利用するナノセラミックスの低温合成法

 　工学部　准教授　戸　田　健　司  184

多孔質高分子材料・生物材料の開発と応用　～　分離膜、バイオマテリアル　～

 　工学部　教授　田　中　孝　明　 185

自然の仕組みに学ぶ材料の設計・開発　～　セレンディピティー的発想によるモノづくり　～

 　工学部　教授　山　内　　　健　　　 186

WC-Ni系硬質薄膜の特性評価および応用展開

 　工学部　准教授　大　木　基　史  187

高圧力下の物性と圧力発生装置開発　～　極限環境下の物性研究　～

 　工学部　准教授　中　野　智　仁  188

磁性ソフトマテリアルの物性・機能・応用　～　磁場で柔らかさを自由に変えられる新材料　～

 　工学部　准教授　三　俣　　　哲　　　 189

液体中におけるナノ粒子の拡散係数の計算手法　～　拡散係数と溶媒和構造の関係　～

 　工学部　助教　中　村　有　花  190

物質の表面・界面では何が起きているのか？　～　モノの変化をミクロに見きわめる　～

 　教育学部　准教授　中　村　和　吉  191

 製造技術  （9テーマ）

超音波振動を利用した接合技術

 　工学部　教授　佐々木　朋　裕  193

広視野レーザ顕微鏡による表面と形状計測　～　従来できなかった広領域計測を可能にする　～

 　工学部　教授　新　田　　　勇
 194

 　工学部　准教授　月　山　陽　介
高摩擦表面の開発　～　レーザマイクロテクスチャリングによる摩擦制御　～

 　工学部　教授　新　田　　　勇
 195

 　工学部　准教授　月　山　陽　介
マイクロ触覚センサチップによる触感の可視化　～　その触り心地、数値で表現してみませんか？　～

 　工学部　准教授　寒　川　雅　之  196
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振動・雑音下での超精密非接触形状計測　～　外乱除去機能を有する半導体レーザ干渉計　～

 　工学部　教授　鈴　木　孝　昌  197

レーザ光源の波長走査技術　～　超音波偏向器を用いた静的波長走査光源　～

 　工学部　教授　鈴　木　孝　昌  198

誘電体被覆冷陰極

 　工学部　准教授　菅　原　　　晃  199

半導体材料抵抗率測定の補正係数の高精度な計算方法

 　理学部　准教授　劉　　　雪　峰  200

高アスペクト比微小径軸の成形法および微小径深穴加工への展開

 　教育学部　准教授　平　尾　篤　利  201

社会基盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （9テーマ）

遠隔地地震波形リアルタイム配信を用いたAIによる未来の地震波形予測を利用した構造系振動制御

 　工学部　教授　平　元　和　彦  203

交通荷重の繰り返し作用に伴う軌道・路盤の不可逆変形挙動の解析評価に関する研究

 　工学部　教授　紅　露　一　寛  204

産業副産物・廃棄物を利用した高耐久コンクリートの開発

 　工学部　教授　佐　伯　竜　彦  205

気候変動を見据えた河口域の土砂動態機構に関する研究

 　工学部　准教授　中　村　亮　太  206

平野地盤の工学的構造の解明と地震時挙動の評価　～　地震ハザードマップの高精度化に向け　～

 　工学部　助教　保　坂　吉　則　 207

建築物の耐震性に関する研究　～　地震被害の低減を目指して　～

 　工学部　教授　中　村　孝　也  208

ニューラルネットワークを用いた金属系材料の材料構成則の開発

 　工学部　助教　寺　西　正　輝  209

損傷力学を援用した構造材料の非破壊診断技術の開発　～　非破壊・非接触損傷度診断技術の構築　～

 　農学部　教授　鈴　木　哲　也  210

田んぼで水害対策　～　田んぼダムの技術開発と普及への仕掛け作り　～

 　農学部　教授　吉　川　夏　樹  211

地域課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （5テーマ)

アートプロジェクトの実践による地域貢献

 　教育学部　教授　丹　治　嘉　彦  213

「新潟英知のPotluck party」を通した問題解決Platformの創設
～　Web meeting を用いたpost COVID-19 eraの地域情報統合（医療情報から）　～

 　医歯学総合病院　特任教授　米　岡　有一郎  214
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歴史的景観の保全を軸としたまちづくりに関する研究

 　工学部　准教授　松　井　大　輔  215

地域と大学の協働による実践的まちづくり

 　工学部　助教　棒　田　　　恵　 216

環境共生社会の構築に向けた対話プロセスのデザイン

 　佐渡自然共生科学センター　准教授　豊　田　光　世  217

人文社会科学　　　　　　　　　　　　　　　　　 （59テーマ）

現代社会における写真文化の考察

 　人文学部　准教授　甲　斐　義　明  219

文化史から考える「感情」　　～　古代ギリシア美術の視点から　～

 　人文学部・教育学部　准教授　田　中　咲　子  220

災害に強いコミュニティの条件　～　災害対応・支援の経験知の蓄積から　～

 　人文学部　教授　松　井　克　浩  221

『ポストフクイチ社会』に向けた原発立地県における地域公共圏構築の可能性と課題

 　人文学部　教授　渡　邊　　　登  222

民俗学による地域生活の研究

 　人文学部　准教授　飯　島　康　夫　 223
観客が集まる理由、観客を集める工夫　～　図像資料を活用した伝統芸能の研究　～

 　人文学部　准教授　中　本　真　人  224

文書からたどる移民の歴史　～　東北アジアを行き交う人々の足跡から　～

 　人文学部　准教授　広　川　佐　保  225

石器の元素分析から先史時代人類の行動を探る

 　人文学部　助教　青　木　要　祐　　 226

思考様式の複層性を探る　～　日本語の文体史研究　～

 　人文学部　教授　磯　貝　淳　一  227

シベリア少数民族言語の現地調査　～　歴史的空白の解明と言語類型論への展開　～

 　人文学部　教授　江　畑　冬　生  228

清末中国の学者王国維と雑誌『教育世界』　～　李白・杜甫、魯迅でもない中国文学　～

 　人文学部　准教授　小　島　明　子  229

認知や行動の基礎理論を心理的問題の解決に活かす　～　認知行動療法の研究実践　～

 　教育学部　准教授　佐　藤　友　哉  230

読み書き困難を持つ子どもたちの学習の自立を目指して

 　教育学部　准教授　入　山　満恵子  231

重症心身障害児のコミュニケーション支援

 　教育学部　准教授　渡　邉　流理也  232

母語話者が（も？）知らない現代日本語の姿　～　現代日本語の動態・多様性を捉える　～

 　教育学部　准教授　岡　田　祥　平  233
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近代家族概念はどのように変容しているか

 　教育学部　准教授　小　泉　明　子  234

中近世ドイツの平民の政治・司法参加　～　魔女裁判・請願・コミュニケーション　～

 　教育学部　准教授　小　林　繁　子  235

祭りと教育を核とした地域活性化　～　佐渡市豊岡地区／関地区における取組　～

 　教育学部　准教授　森　下　修　次  236

メタ知的方略を組み込んだ表現活動における資質・能力の形成分析と学習モデルの開発

 　教育学部　教授　柳　沼　宏　寿  237

生活の新しいスタイルを提案する健康社会デザイン　～　スマートライフイノベーション構想　～

 　教育学部・工学部　准教授　村　山　敏　夫  238

Well beingに向けた教育システムの開発とプログラム提案　～　SDGs教育推進プロジェクト　～

 　教育学部・工学部　准教授　村　山　敏　夫  239

安心安全なモビリティ環境と地域デザイン　～　交通安全未来創造ラボ　～

 　教育学部・工学部　准教授　村　山　敏　夫  240

子どもと成人の健康回復維持につながる行動変容　～　認知行動療法を応用して　～

 　教育学部　教授　神　村　栄　一  241

多様性へ対応できる学校と社会をめざして　～　特別支援教育、障害者支援　～

 　教育学部　教授　長　澤　正　樹  242

子どもは世界をどう理解しているか　～　子どもの理解評価のための方法の検討と提案　～

 　教育学部　教授　中　島　伸　子  243

学校における子どもの学びと教師の学び

 　教育学部　准教授　一　柳　智　紀　 244

学校づくり・人づくり・地域づくり　～　地域教育経営による人材育成とつながりの創生　～

 　教育学部　准教授　雲　尾　　　周  245

地方利益とは何か　～　社会インフラ整備をめぐる国家と地方　～

 　法学部・経済科学部　教授　稲　吉　　　晃  246

冷戦と日本外交
～　日本の指導者たちは、冷戦に代わる国際秩序をどのように構想したのか　～

 　法学部・経済科学部　教授　神　田　豊　隆  247

医療保障法による医療費・診療報酬、医療の質の確保、医療アクセスの調整
～　日本とドイツの比較法を通じて　～

 　法学部　教授　田　中　伸　至  248

都市になるということ　～　19世紀英国におけるLocal Actによる権限付与　～

 　法学部　教授　馬　塲　　　健  249

ナショナリズムと憲法学　～　憲法と一般社会とのギャップに橋をかけることはいかにして可能か　～

 　法学部　准教授　栗　田　佳　泰  250

模擬国会と憲法学　～　批判力・政治的リテラシーを身につけ政治参加するための教育に向って　～

 　法学部　准教授　栗　田　佳　泰  251

立法裁量とその統制手法　～　違憲審査の充実と立法権・司法権の適切な関係　～

 　法学部　准教授　山　本　真　敬  252
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地方自治体と連携した少子化対策の実践

 　経済科学部　教授　溝　口　由　己  253

COVID-19後のグローバル経済

 　経済科学部　教授　溝　口　由　己  254

保育・子育ての経済分析

 　経済科学部　准教授　長谷川　雪　子  255

住生活から見たロシアの経済発展　～　ロシアの都市住宅市場の総合的研究　～

 　経済科学部　准教授　道　上　真　有  256

中小企業の価値共創ネットワークの成功要因に関する研究

 　経済科学部　准教授　有　元　知　史  257

企業の借入れと銀行との関係　～　より良い関係の維持のために　～

 　経済科学部　准教授　稲　村　由　美  258

伝統産業の海外展開と国内市場の創造　～　日本酒のグローバリゼーションと新潟地域の創生　～

 　経済科学部　准教授　岸　　　保　行  259

中小企業の海外市場での価値形成メカニズム研究　～　広告を通して文化的差異を探る　～

 　経済科学部　講師　張　　　文　婷  260

アニメの現場で作成された中間素材の分析と活用

 　人文学部・経済科学部　教授　石　田　美　紀
 261

 　人文学部・経済科学部　准教授　キム　ジュニアン
幅広い書文化の研究　～　実技と理論の二面から　～

 　教育学部・経済科学部　教授　岡　村　　　浩  262

地方自治体の人材育成・政策立案

 　経済科学部　教授　宍　戸　邦　久  263

日本における橋梁の維持管理の適正性評価　～　市町村管理の橋梁における健全性の点検結果を用いて　～

 　経済科学部　准教授　中　東　雅　樹  264

人工学級を用いて、ストップ！いじめ　～　in silico 社会教育工学の構築を目指して　～

 　工学部　教授　前　田　義　信  265

地域ブランド力測定による地域の魅力や課題の発見

 　工学部　准教授　長　尾　雅　信  266

企業のエシカル・ブランディング

 　工学部　准教授　長　尾　雅　信  267

現代社会における科学技術やそのリスクをどう捉えるか　～　公共政策、イノベーション、データ、エビデンス　～

 　創生学部　教授　佐　藤　　　靖  268

高校生・大学生のキャリア形成　～　社会・学校教育との関わりを通して　～

 　創生学部　教授　田　中　一　裕  269

学習効果を高めるオンライン講義開発・実践　～　zoom活用による遠隔教育　～

 　創生学部　教授　田　中　一　裕  270

「教育の仕組み」づくりを通じて地域社会の課題解決を当事者とともに目指すアクションリサーチ

 　創生学部　准教授　澤　邉　　　潤  271
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アンケート調査の活用と改善に関する研究、地域の活性化に関する活動・研究

 　創生学部　准教授　並　川　　　努  272

民学産公の協働による地域価値向上を目指したマネジメントシステムとしての地域のリデザイン

 　創生学部　准教授　堀　籠　　　崇  273

グローカル地域経営の視角からの観光まちづくり　～　地域課題の解決を目指すアクションリサーチ　～

 　創生学部　准教授　堀　籠　　　崇  274

子どもの哲学（p4c）による探究的学びのプロセスデザイン

 　佐渡自然共生科学センター　准教授　豊　田　光　世  275

新潟の弥生文化を掘る　～　島崎川流域遺跡群の発掘調査　～

 　研究推進機構超域学術院　助教　森　　　貴　教  276

弥生時代の農耕技術を探る　～　石製農具による実験考古学的研究　～

 　研究推進機構超域学術院　助教　森　　　貴　教  277

共通・他の領域　　　 （21テーマ）

「見えない情報を見る」ヒトの能力の活用　～　錯覚・錯視のチカラ　～

 　人文学部　准教授　中　嶋　　　豊  279

公営住宅での居住性の改善と空き家問題の予防策　～　安全・健康・快適な住生活に向けて　～

 　教育学部　教授　飯　野　由香利  280

作曲と音による芸術表現

 　教育学部・工学部　教授　清　水　研　作  281

クラウドを利用した教育環境システム(CES-Alpha)

 　理学部　准教授　劉　　　雪　峰
 282 　教育・学生支援機構　特任准教授　齋　藤　　　裕

 　自然科学系　特任助教　池　　　浩一郎 
新世代位置天文衛星を用いた天体の研究

 　理学部　准教授　西　　　亮　一  283

サイエンスとアートの架け橋　～　形が織りなす美の世界　～

 　理学部　教授　松　岡　　　篤  284

災害をもたらす顕著大気現象の発現過程の解明

 　理学部　教授　本　田　明　治  285

医療的ケア児・者と家族を支援する地域プラットフォームづくりをめざして

 　医学部　准教授　田　中　美　央  286

長方形および直方体のパッキングアルゴリズム　～　限られたスペースにどうやってものを詰め込むか　～

 　工学部　准教授　高　橋　俊　彦  287

計算知能技術による複雑な実問題の最適設計

 　工学部　助教　余　　　　　俊  288
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ǭーワーȉ Ꮿݱᘉሥ၏、ᛐჷၐ、治療ඥ発、ኬᏘٳマトȪクス

ᧉ分ݦ ᅕኺ内科学、ᢡˡ学、分子生ཋ学、Ꮿ၏७Ȣデル解ௌ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• %andesartan preXents arteriopath[ progression in cereDral autosomal recessiXe arteriopath[ with 
suDcortical inHarcts and leuMoencephalopath[ model. -ato et al.� , %lin +nXest.�131
22�:e140555..

• *ara et al.� Association oH *T4A1 mutations and Hamilial ischemic cereDral small-Xessel disease. 0 
Engl , /ed. 2009� 360
17�:1729-39. 

• ཎᫍ2020-084683      
2020-05-13 出ᫍ�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• Ꮿݱᘉሥᨦܹの治療ඥの発に興味のある企
業、自治体、研究ܴ等

• 医ᕤ品᧙連企業

マウスᏯݱᘉሥの၏理・生҄学・機能解ௌと
これらの解ௌを通したᕤдのスクȪーȋンǰが
可能です。

脳神経内科学分野・分子神経疾患資源解析学分野
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/neurology/index.html
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/moleneu/index.html

脳研究所 教授

小野寺 理 ONODERA Osamu

脳小血管病の病態メカニズムの解明
～ 脳小血管の線維化とその制御法の開発 ～

脳研究所 准教授

加藤 泰介 KATO Taisuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ꮿᘉሥの機能ᨦܹにǑって発ၐする၏ൢを、Ꮿ
ᘉሥ၏の理解はれてݱᘉሥ၏とԠƼます。Ꮿݱ
おり、これまでٶくがᙸᡜされてきました。です
がܱは、Ꮿݱᘉሥ၏はアルȄȏイマー၏と共にᛐ
ჷၐの大きなҾ׆のɟつで、アルȄȏイマー၏の
進行ともขく᧙ɨしています。

々は、*T4A1とԠばれるᢡˡ子のီ٭に
Ǒって発ၐするᏯݱᘉሥ၏のȢデルマウス

*T4A1-/-マウス�をဇいた研究から、Ꮿݱᘉሥ
၏のҾ׆には、ᏯᘉሥへのマトȪǽームとԠばれ
るタンȑクឋ፭のᔛᆢがขく᧙ɨしていることを
発ᙸしました。マトȪǽームは、ኬᏘをૅえる
クッシȧンのǑƏな構造ཋですが、ᢅйなᔛᆢは
ᐥ֥のᄒ҄をࡽきឪこし、ኽௐとしてദࠝな機能
をᨦܹします。また、カンデサルタンといƏᕤを、
ȢデルマウスにませることにǑって、このマト
Ȫǽームタンȑクឋのᔛᆢが˯下し、Ȣデルマウ
スにᙸられるᏯݱᘉሥの機能ᨦܹを᧸ƙことがで
きることを発ᙸしました。

「健やかにᎊいる」をテーマとし、Ꮿݱᘉሥ၏
のǑりᛇኬなȡカȋズムと、Ǒりஊјな治療ඥを
発することにǑって、社会にᝡྂしていきます。

カカンンデデササルルタタンンににǑǑるる**TT44AA11ỻỻ//ỻỻママウウススᏯᏯᘉᘉ
ሥሥののママトトȪȪǽǽーームムᔛᔛᆢᆢ৮৮ССににǑǑるるᏯᏯݱݱᘉᘉሥሥ၏၏
ၐၐཞཞのの৮৮СС
カンデサルタンは、*T4A1ỻ/ỻマウスᏯᘉሥ
でのマトȪǽームᔛᆢを᠉ถさせ、ᘉሥのᄒ
҄やᘉ්の˯下といったᏯݱᘉሥ၏ၐཞを৮
Сさせる。

脳研究所

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1� 0aMamura et al.� /odulation oH Doth intrinsic and eZtrinsic Hactors additiXel[ promotes rewiring oH 
corticospinal circuits aHter spinal cord injur[. , 0eurosci 41:10247-60� 2021

2� 5ato et al.� Lesion area in the cereDral corteZ determines the patterns oH aZon rewiring oH motor 
and sensor[ corticospinal tracts aHter stroMe. Front 0eurosci 15:737034� 2021

3� %orticospinal circuits Hrom the sensor[ and motor cortices diHHerentiall[ regulate sMilled moXements 
through distinct spinal interneurons. %ell 4ep 23:1286-300� 2018

脳䞉⬨㧊䛾ᝈ䝰䝕䝹䛸⚄⤒ᅇ㊰䛾ᘓ

脳䞉⬨㧊ෆ䜢᥈⣴䛩䜛ᶆ㆑䚸᧯స䚸ゎᯒᢏ⾡

ǭーワーȉ Ꮿҡɶ、Ꮸ᭒ͻ、Ꮿᅕኺ၌ध、Ȣデルѣཋ、ᅕኺׅែ、Ꮿ၏७、ϐ生、可خ性、ȪȏビȪテーシȧン

ᧉ分ݦ ᅕኺ科学、Ꮿ၏७、ᅕኺ解а学、ᅕኺ၏理学、分子生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᅕኺ၌धの治療・ϐ生、ᅕኺ機能の解ௌ技術、
ᅕኺׅែのˁኵみと機能、に興味のある企業、
自治体、研究ܴ。

Ꮿҡɶ、Ꮸ᭒ͻ、ᅕኺ٭性၌धなƲȢデ
ルマウスをဇいた၏७解ଢやϐ生・治療јௐ
の౨ᚰ。マウスやウイルスをဇいたᅕኺׅែ
のᜤやદ作、Ʀの他ᅕኺ機能の解ௌ技術。

ἉἋἘム脳病態学分野ίɥ野研究ܴὸ
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/ᶜsystemᵽneurodis/ueno/home.html

脳研究所 教授

ɥ野 ኔݩ ᵳENO ᵫasaki

脳・Ꮸ᭒の疾患ỆấẬỦ神経ׅែの病態とϐ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᏯҡɶやᏨ᭒ͻ、AL5 なƲ、ᏯやᏨ᭒が̛
される၌धでは、ᅕኺׅែがᄊዧし、ᢃѣや感ᙾ
なƲさまƟまなᅕኺ機能がᨦܹされてしまいます。
ᄊዧしたׅែはǄとǜƲϐ生しないため、機能を
するఌ本的な治療ඥはᄩ立されてないのがྵࣄׅ
ཞです。

わたしたちの研究ܴでは、さまƟまなᏯ・Ꮸ᭒
၌धのȢデルマウスをဇいて、ْされたᅕኺׅែ
をƲのǑƏにϐし、機能をׅࣄするか、Ʀのた
めのҾ理や૾ඥᛯをっています。ཎにしばしば
ᨦܹをƏける、ᢃѣをになƏׅែや、生体のँࠝ
性をになƏ自ࢷᅕኺのׅែにბႸし、၏७の機ࡀ
を理解するとともに、Ꮿに内נする̲ࣄや可خ性
の能щをࡽき出し、ϐ生や機能ׅࣄを̟すҾ理を
っています。Ʀのため、Ꮿ・Ꮸ᭒内の分子、ኬ
Ꮨ、ׅែ、機能のӲ᨞ޖを、ᜤ、દ作、解ௌす
る技術をဇいています。

ׅែの၏७やϐの機ࡀ、Ҿ理をᙸいだすこと
で、新たなᅕኺのネットワークを作り出し、機能
をׅࣄへとݰく治療ඥの発へつながることが
されます。ȪȏビȪテーシȧン等にǑり機能がࢳ
。するȡカȋズムの理解へもつながりますࣄׅ

脳研究所

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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㻺㻵㻾-㻼㻵㼀䛾ཎ⌮

↷ᑕ୰䛾㉥いග㻔ୖẁ㻕䚸↷ᑕ┤ᚋ䛻⭘⒆⣽⬊䛜◚㻔ୗẁ㻕

ǭーワーȉ फ性Ꮿᏽၨ、ᡈហٳዴ、৴体医ᕤ品、がǜ৴Ҿ、がǜཎီ的৴体

ᧉ分ݦ Ꮿᅕኺٳ科学、फ性Ꮿᏽၨ、プȬシジȧンȡデǣシン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

్ဋ学. 科研ᝲᒉ研究
$�、*29ᾄ30、「+&*ီ٭ǰȪオーマにおけるᘙ᩿৴Ҿを的とした術ɶ療ඥの発」
్ဋ学. 科研ᝲ基盤研究
%�、41ᾄ2、「फ性ᅕኺᐑᏽにݣしてᏽၨཎီ的ȝȉプȩȋンを的とした術ɶ療ඥの発」

9atanaDe� 0atsumeda et al.� 9orld 0eurosurger[� 2018（2/+&: 31345255）
-anemaru� 0atsumeda et al.� Acta 0europathol %ommun� 2019（2/+&: 31100523）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・৴体医ᕤ品の発に᧙する分、ή学に᧙連
する計ย機֥、医療機֥ȡーカーとの連携を
。しますࢳ

脳神経ٳ科学分野 ᵵEᵠῨ῟ḷ 

脳研究所 я教

్ဋ 学
NATᵱᵳᵫEDA ᵫanabu

Ҕഫ学ኒ 学ᨈဃٻ

ภ ᢹٽ؉
ON ᵨotaro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈហٳዴβ၃療ඥ
0+4-2+T�は、ࢼஹの્ݧዴ
治療や҄学療ඥ、ήዴщ学療ඥとはμくီなる機
をஊする新規のがǜ治療ඥです。᪽ᫀᢿ領域のࡀ
がǜにᐮࣖဇがڼされていますが、Ꮿᏽၨを
。ဇはまだされていませǜࣖᝋとしたᐮݣ

0+4-2+Tではή感Ӗ性ཋឋをኽ合させた৴体を
ᏽၨኬᏘにӒࣖさせ、人体にܹでൔ᠋的ᡢᢅ性
のあるᡈហٳዴをༀݧすることで、ኬᏘᐏをᄊْ
しᏽၨኬᏘだけをര๒させます。

ஹの治療とはီなり、体のദࠝなᢿ分にはܹࢼ
をɨえƣに、ᏽၨኬᏘのみをᡚ治することが可能
な、人᧓にとって理े的な治療ඥとࢳされます。

ᦆを੮るのが、ᏽၨኬᏘのみにӒࣖするǑƏな
৴体をᙸつけることと、јྙ的なༀݧデバイスの
発です。Э者についてはܴ࢘では他大学と連
携し、৴体のኧ・発を行っています。ࢸ者に
ついては新潟大学学ᢿとңщして、ܤ価で᠉
なシステムの発に成ыしています。ݩஹƲこで
も・ቇҥに・ܤ価に治療ができることをႸਦして
治療ඥの発をዓけています。

⭘⒆⣽⬊

ගឤཷᛶ≀㉁ᢠయ

㏆㉥እ⥺

⭘⒆≉␗
ⓗ䛺ᢠཎ

↷ᑕ๓ ↷ᑕᚋ

新潟Ⴤ内ɟの大学၏ᨈとして大ѬのᏯᏽၨध者
さǜの治療ኺ᬴があります。また内ஊ数のᏯ研究
ᚨであるᏯ研究所のɟՃとして、Ꮿ研究所他分
との連携は݅で、Ꮿᏽၨのദᄩなᚮૺ、၏७解ௌが
可能です。

脳研究所 脳⚄⤒እ⛉学ศ㔝

ᡈហٳή線β၃ၲ法ỆợỦ脳ᏽၨのၲ
～ 脳ᏽၨのɭမỆήử ～

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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研究ᐊ䛻所ᒓ䛩䜛ᵝ䚻䛺ᑠᆺ㨶㢮で䛩

䜰䝣䝸カ䝯䝎カは3䞄᭶䛾ຍ㱋䛾䜏で䝟ー䜻ン䝋ン䛻⨯ᝈ䛩䜛
(%%eellll  44eepp..  2019�

ǭーワーȉ ɧμ、ȑーǭンǽン၏、ᛐჷၐ、Ȓトа౨Ꮿ、発ᢋᨦܹ、自ၐ࣎、ᮄ、ᎊ҄、0A5*、ሂᓨݱ

ᧉ分ݦ ᅕኺᩊ၏、ᎊ҄、加ᱫ᧙連၌ध、発ᢋᨦܹ、ݱᮄ、ᅕኺ内科

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

//aattssuuii��  **..� et al. %[tosolic ds&0A oH mitochondrial origin induces c[totoZicit[ and neurodegeneration in 
cellular and \eDraHish models oH 2arMinsonÞs disease. 00aatt..  %%oommmmuunn..  12
1�:3101� 2021.
//aattssuuii��  **..� et al. Age- and �-5[nuclein-&ependent &egeneration oH &opamine and 0oradrenaline 
0eurons in the Annual -illiHish 0othoDranchius Hur\eri. %%eellll  44eepp..  26
7�:1727-1733� 2019.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・基ᄽ研究にも、創ᕤにも、あるいは健康成分
発にも、᩼ࠝにᢘした環境です。
・子̓にも紹介しやすい研究ܴで、研究だけで
なくᏋやɟᑍ社会とのݣᛅにもᢘしています。

わƣか3ȶ月で2&、ᛐჷၐ、0A5*、ሂᓨ、
ᭌቫ᭨ၐなƲの၏ൢにかかり5ȶ月でݤԡをኳ
えるアȕȪカȡȀカ、あるいは様々なᢡˡ子ો
。をしたǼȖȩȕǣッシȥやȡȀカがいます٭

ʟ研究ܴ https://www.bri.niigata-u.ac.jp/ᶜneuroscienceᵽofᵽdisease/index.html

脳研究所 教授

ʟ ᅵࢧ ᵫATᵱᵳᵧ ᵦideaki

小ᮄửᙸỦẮとỂἤἚの疾患・ᨦܹ・ᎊ化ửᚮềẟộẴ
～ ᵡare ᵤishᵊ ᵡure ᵦuman ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶᢋはݱᮄのɶにȒトとӷ様の၌ध・ᨦ
ܹ・ᎊ҄をϐྵしたりᙸ出したりすることで、Ȓ
トの人生においておきる၌ध・ᨦܹ・ᎊ҄にݣす
る理解をขめ、ʖ᧸や治療にኽƼつけǑƏとして
います。ཎにᏯ・ᅕኺのီࠝにǑっておこる၌ध
やᨦܹ、加ᱫにǑってឪこるᆔ々の加ᱫ᧙連၌ध
（ᛐჷၐ、ȑーǭンǽン၏�2&、࣎ɧμ、ሂᓨ、
0A5*、生፼ॹ၏なƲ）、Ʀしてᎊ҄のҾ׆を
ଢらかにし、Ʀの治療や理解にኽƼつけます。

々人はٶᆔٶ様であること、ᎊ҄すること、
രƵこと、これらを進҄の上でᢠ৸した生きཋの
ᘼだと考えることができます。人はᮄをኺ
て進҄しており、ǄとǜƲのᐥ֥の構造や機能は
ଏにᮄのെ᨞からנ܍します。ですのでᮄがȒト
とӷじ၏ൢやᨦܹにかかり、ӷじǑƏにᎊ҄する
ことはᭃきでもͪでもありませǜ。

ᮄで生ԡやᐥ֥のきおǑƼ様々なᨦܹや၏७
を解ଢし、ࢽられたჷᙸをᏯ研究所や新潟大学に
ᔛᆢされたȒトᚾ料やマウスȢデルとༀらし合わ
せることで、これまでᩊしかった၌ध・ᨦܹ・ᎊ
҄の治療・理解・ʖ᧸につなげていきます。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

脳研究所 脳ែゎᯒ学ศ㔝
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䝅䝵ウ䝆䝵ウ䝞䜶䛾」║䠖ಶ║䛜䛝䜜い䛻ᩚิ䛧䛶い䜛䚹

䝠トᝈタン䝟䜽㉁䜢Ⓨ⌧䛩䜛䛸䚸」║構㐀䛜␗ᖖ䜢♧䛩䚹

⡆౽䛻ᝈタン䝟䜽㉁䛾ẘᛶ䜢᳨ฟで䛝䜛䛯䜑䚸㑇ఏᏊኚ␗
䛾ຠᯝ䛾᳨ド䛜㎿㏿䛻で䛝䜛䚹

ǭーワーȉ ᢡˡ子、バȪアント、ȡンデル、ݲࠎ၌ध、சᚮૺ၌ध、シȧウジȧウバエ

ᧉ分ݦ ᅕኺ科学、ᢡˡ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5aMamoto /.� 5asaMi -.� 5ugie A.� 0itta ;.� et al.� 
2021� *um. /ol. )enet. ddaD224

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᢡˡ子の機能解ௌに興味がある分Ȓトだけでなく、様々なᆔのᢡˡ子ီ٭のј
ௐをቇ̝に౨出することができます。

ன൶研究ܴί脳病態解析分野ὸ https://www.bri.niigata-u.ac.jp/ᶜneuroscienceᵽdiseaseᵽsugie/lab/

脳研究所 准教授

ன൶ ค ᵱᵳᵥᵧE Atsushi

ᢡˡ子ီ٭のјௐửቇ̝ỆἋἁἼὊニὅἂẴỦin ᶔiᶔoἉἋἘム

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

μエクǽームまたはμǲノムᣐЗ決ܭ技術にǑ
り、ݲࠎ၌धやசᚮૺ၌धのध者のエクǽームま
たはǲノムをᣐЗ決ܭすることにǑって、ٶくの
ᢡˡ子ီ٭がཎܭされています。ཎܭされたᢡˡ
子が၌धのҾ׆であることがଏჷであるئ合、ᚮ
ૺのᄩܭにᐱります。しかし、大ٶ数のバȪアン
トは、၌धにƲのǑƏなјௐをもたらすのかɧଢ
です。Ʀのために、ᢡˡ子機能の解ௌを行い、ј
ௐをଢらかにすることが࣏᪰ではありますが、ܤ
価でᡆᡮなјௐ౨ᚰはᩊです。

ᅶたちは、シンプルなȢデル生ཋであるシȧウ
ジȧウバエをဇいて、この問題のӕりኵみ、年々
ᔛᆢしつつある၌धのҾ׆となるͅᙀバȪアント
をスクȪーȋンǰし、ݲしでもٶくのᄩܭᚮૺの
ɟяとなることをႸ的とします。

ࢳされるјௐとして、ݲࠎ၌धやசᚮૺ၌ध
のᄩܭᚮૺྙの向上がਫげられます。これにǑり、
何年にもわたってᚮૺをつけるためにࣃࢪƏ
àdiagnostic od[sse[àをしなければならない
らげることܤしでもݲくのध者さǜのൢ持ちをٶ
がࢳできます。

脳研究所 脳ែゎᯒ学ศ㔝

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ᅗ㻝.㻌㼀㻱㻹䠄㻭䠅䛸㻿㻱㻹㻔㻮㻕䛾యീ.

ǭーワーȉ ᡢᢅᩓ子᫋ࣇᦟ、ឥ௹ᩓ子᫋ࣇᦟ、ή学᫋ࣇᦟ、ឬ解度ȬーǶー᫋ࣇᦟ、ឬ࢟ࣇ७解ௌ、ࣇኬ構造解ௌ

ᧉ分ݦ ኬᏘ生ཋ学、解а学、ᅕኺ解а学、発生学、ϐ生医学、イȡージンǰ、ᩓ子᫋ࣇᦟ、ή学᫋ࣇᦟ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・ᑮဋା介� 信ᕲჷ子� ޢʂ� ࢸᕲ̲ɟ. ᨥཎᚩ・2%T/,22019/051141� 内ཎᚩ・ཎᫍ2018-248067
・ଔ学� �ʂޢ �ᢹ� 信ᕲჷ子ٽ健ޛښ ᑮဋା介. 2021. ᫋ࣇᦟ 53:124-130.
・-itagawa等 5tem %ell 4ep. 2022、*araguchi等 %ommun $iol. 2022、-awai等 %ell 4ep 2021、5ato
等 0ature. 2021、5imanMoXa等 )lia. 2021、0agai等 %ommun $iol. 2020、Teratani等 0ature. 2020、
-ajiMawa等 /ol $rain. 2020、TanaMa等 0at %ommun. 2020、/i\utani等 %ell Adh. /igr 2020他ٶ数

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ኵጢ・ኬᏘ・分子・Ҿ子Ȭșルのࣇኬな構造
解ௌを࣏ᙲとする૾や᧙連企業

・食品・医療᧙連企業

様々な᫋ࣇᦟでᚇݑを行Əための最ᢘなᚾ料
作製をܱできます。またᚇݑႸ的にࣖじた᫋
。することが可能ですݑᦟをဇいてᚾ料をᚇࣇ

᫋ࣇ解а学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/anᵑ/

ᩓ子᫋ࣇᦟỂ解明ẴỦἱἁἿễɭမのࣇኬನᡯỶメὊἊὅἂ
～ ኬᏘ・ኵጢỆấẬỦࣇኬನᡯのዮӳႎ理解ửႸਦẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体のኬᏘやኵጢの構造はƦの機能と݅な᧙
̞にあり、機能をჷるためには構造をჷることが
ᙲです。々はᙐ数ᆔのᩓ子᫋ࣇᦟをɼなܱ
᬴Ȅールとして生体内のࣇኬ構造のᚇݑ、解ௌを
テーマとした研究を行っています。ᩓ子᫋ࣇᦟは
ɼにᚾ料のࣇኬ内ᢿ構造のᚇݑを行Əことができ
るᡢᢅᩓ子᫋ࣇᦟ
TE/� 1A�とࣇኬなᘙ᩿࢟ཞ
のᚇݑを行Əことができるឥ௹ᩓ子᫋ࣇᦟ
5E/� 
ᦟもή学᫋ࣇがあります。Ʋちらのᩓ子᫋�1$
が可能ですݑኬ構造のᚇࣇできないݑᦟではᚇࣇ
。これまでにѣཋᚾ料はもちǖǜ、ౡཋ、ኬᓏ、
ؔኬᏘ、材料なƲ様々なᚾ料をᚇݑし、Ʀのࣇ
ኬ構造をଢらかにしています
。さらに�2A-&
大学にᚨፗされているマルȁؽは、অড፯נྵ
ビーム5E/をဇした研究も進めています。マル
ȁビーム5E/は10cmׄ૾にもӏƿ࠼ርᚾ料で
もμ体をእଔくかつ᭗分解能でજࢨすることがで
きるため、ᚾ料のμ体のᚇݑからኬᏘ内のࣇኬ構
造の解ௌまでܱ可能なଐ本にɟӨしかないɭ界
先ᇢのᩓ子᫋ࣇᦟです。これをԃǉٶ数のイȡー
ジンǰ機֥を、新潟大学では自ဌにМဇ可能です。

様々なᩓ子᫋ࣇᦟにǑるᚇݑや、ή学᫋ࣇᦟを
はじめとしたᙐ数の᫋ࣇᦟや、分子ᢡˡ学的ඥ
をኵみ合わせ、ࠢ࠼い分でࣖဇしています。

5 µm

ᅗ㻞.㻌㼀㻱㻹㻔㻭㻘㻌㻰㻕䛸㻿㻱㻹㻔㻮㻘㻌㻯㻕でほᐹ䚸ྲྀᚓ䛧䛯⏬ീ䛾.㻌㻔㻭㻕㻌
䝬ウスᆘ㦵⚄⤒ 㻔㻮㻕㻌䝴䝸ⰼ⢊.㻌㻔㻯㻕ᯤⲡ⳦.㻌㻔㻰㻕䜲ン䝗䝩䜶䝆カ
⬚⭢⏤᮶ᇵ㣴⣽⬊.

20 µm

2 µm 5 µm

A B

C D

A B

Ҕഫ学ኒ 教授

ᑮဋ ା介
ᵱᵦᵧᵠATA ᵱhinsuke

Ҕഫ学ኒ я教

ଔ 学
ᵦAᵷATᵱᵳ ᵫanabu

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ᮏ研究プ䝻䝆䜵䜽ト䛾ᴫせ

ᮏ研究でά⏝䛧䛶い䜛䝠トi㻼㻿⣽⬊⏤᮶ேᕤ⚄⤒

ǭーワーȉ 人ᅕኺ、ϐ生医療、医療機֥、Ȓトi25ኬᏘ、ఴᅕኺᨦܹ、ኵጢܭ解ௌ、ϐ生ᅕኺイȡージンǰ

ᧉ分ݦ ᅕኺ発生学、ϐ生医学、ኵጢ学、イȡージンǰ、ᩓ子᫋ࣇᦟ解ௌ、ឬ解度共点ȬーǶー᫋ࣇᦟ解ௌ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ʙや術なƲでഎしたఴᅕኺの機能をׅ
נྵ。させるには、術的な治療がɧ可എですࣄ
自៲のఴᅕኺやࠊᝤの人ᅕኺをᆆౡする治療
ඥはありますが、いƣれも治療ርや治療јௐな
Ʋに課題がസっています。Ʀこで々は治療јௐ
の᭗い人ᅕኺの発にӕりኵǜでいます1.。

ʻׅ、ཎഷؔデバイスにてȒトi25ኬᏘから
数ǻンȁȡートルをឬえるᅕኺ᠆ኧளをؔし、
生体Ԉ収性እ材でளƶてᆆౡする新規人ᅕኺの
発にӕりኵǜでいます2.-3.。これまで、ϼፗ
ではϐ生ɧ可能な大きなఴᅕኺഎᢿに新規人
јࣄᅕኺをᆆౡし、ᛇኬな解ௌにǑって機能ׅ
ௐをᚸ価しました。新規人ᅕኺのᆆౡは、ᝅ݈
なஊ᭒ᅕኺとᘉሥのϐ生と、ᢃѣ機能のׅࣄをܤ
。的に̟進することをᄩᛐしていますܭ

、生体Ԉ収性እ材のவˑを౨᚛しながら、נྵ
治療јௐとܤμ性の౨ᚰをᥘॖ進めております。
本計ဒがܦされれば、ఴᅕኺͻにݣする᭗
Ȭșルの治療јௐとܤμ性をɲ立し、ଏ܍の治療
ඥの様々な課題をɟਫに解決する可能性のある、
᪃新的な医療材料が੩̓できるଐがஹるとࢳさ
れます。ݩஹ的にᅕኺഎᢿの機能ϐのみなら
ƣ、様々なҾ׆にǑる٭性をˤƏఴᅕኺᨦܹな
Ʋの治療にもࣖဇできる可能性をᅼめています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. -imura * et al. 2018. 5cientiHic 4eports 8
1�:10071. 
2. -awada , et al. 2017. 5tem %ell 4eports 9:1441-1449. 
3. 人᠆ኧኵጢをဇいたᅕኺϐ生ᛔݰሥ（ཎᫍ2020-181354）ྵ、נᨥཎᚩ
2%T�出ᫍɶ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 人ᅕኺをளƶる生体Ԉ収性እ材にアȉバン
テージのあるȡーカー、企業、研究者の૾々

• ή学、ᩓ子᫋ࣇᦟなƲをኵみ合わせたኵጢイ
ȡージンǰ解ௌに興味をお持ちの૾々

ʻࢸᡈいݩஹ、研究発െ᨞Ǒりᐮᚾ᬴、
ܱဇ҄െ᨞へᆆ行し、発ɶの新規人ᅕኺを
ᐮئྵでဇされるread[ to useな医療材料
として製品҄することをᙸੁえています。

᫋ࣇ解а学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/anᵑ/

Ҕഫ学ኒ 教授

ᑮဋ ା介
ᵱᵦᵧᵠATA ᵱhinsuke

ἤἚiᵮᵱኬᏘဌஹʴ神経ỆợỦ神経ϐဃ
～ μࣱの᭗ẟ᪃ૼႎҔၲ૰の開発ܤ ～

Ҕഫ学ኒ я教

ޛښ ᢹٽͤ
OKᵳᵷAᵫA Kentaro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⚄⚄⤒⤒生生
䜢䜢ಁಁ進進

⒴⒴䛾䛾ᡭᡭ⾡⾡䜔䜔እእയയ䛺䛺䛹䛹でで
ษษ䜜䜜䛯䛯⚄⚄⤒⤒はは機機⬟⬟ᘓᘓ䛜䛜ᚲᚲせせ

䝠䝠トトii㻼㻼㻿㻿⣽⣽⬊⬊ᢏᢏ⾡⾡䜢䜢ᛂᛂ⏝⏝䛧䛧
新新䛧䛧いいேேᕤᕤ⚄⚄⤒⤒䜢䜢㛤㛤ⓎⓎ

⌧⌧ᅾᅾ䛾䛾ᶆᶆ‽‽⒪⒪ἲἲ
⮬⮬ศศ䛾䛾⚄⚄⤒⤒䜢䜢⛣⛣᳜᳜

㛗㛗䛥䛥㊊㊊䞉䞉▱▱ぬぬ႙႙ኻኻ
䛺䛺䛹䛹䛾䛾ḞḞⅬⅬ䜒䜒కక䛖䛖

⚄⚄⤒⤒䛾䛾ᦆᦆയയ
䛧䛧䛯䛯㒊㒊䜈䜈

新新䛧䛧いいேேᕤᕤ⚄⚄⤒⤒䜢䜢⛣⛣᳜᳜
ᐇᐇ㝿㝿䛻䛻生生䛧䛧䛯䛯⚄⚄⤒⤒䛾䛾᩿᩿㠃㠃

㍈㍈⣴⣴᮰᮰᩿᩿㠃㠃䛾䛾㟁㟁ᏊᏊ㢧㢧ᚤᚤ㙾㙾ീീ

新新つつ䛻䛻㛤㛤ⓎⓎ䛧䛧䛯䛯≉≉ṦṦᇵᇵ㣴㣴䝕䝕䝞䝞䜲䜲スス䛻䛻䜘䜘䜚䜚
䝠䝠トトii㻼㻼㻿㻿⣽⣽⬊⬊䛛䛛䜙䜙ேேᕤᕤ⚄⚄⤒⤒㍈㍈⣴⣴㻺㻺ee㼞㼞㼢㼢ee㻌㻌㻻㻻㼞㼞ggaannooiidd䜢䜢ᇵᇵ㣴㣴

㍈㍈⣴⣴㒊㒊ศศ䛾䛾䜏䜏䜢䜢ศศ㞳㞳䛧䛧䛶䛶
生生యయ྾྾ᛶᛶ⣲⣲ᮦᮦでで᮰᮰䛽䛽⛣⛣᳜᳜䛩䛩䜛䜛䛯䛯䜑䜑

⭘⭘⒆⒆䝸䝸スス䜽䜽䛜䛜㠀㠀ᖖᖖ䛻䛻పపいい

≉≉ṦṦᇵᇵ㣴㣴䝕䝕䝞䝞䜲䜲スス

ᇵᇵ㣴㣴䛧䛧䛯䛯ேேᕤᕤ⚄⚄⤒⤒㍈㍈⣴⣴᮰᮰

⣽⣽⬊⬊యయ䛾䛾ሢሢ ㍈㍈⣴⣴᮰᮰

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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タン䝟䜽㉁ゎᯒ⏝䛾㉁㔞ศᯒ䝅ス䝔䝮

」㞧䛺タン䝟䜽㉁䝛ットワー䜽䛾ᥥฟ䜢┠ᣦ䛧䛶いま䛩

ǭーワーȉ がǜ、ᎊ҄、オȟクス、ឋ分ௌ、ዌܭݣ

ᧉ分ݦ タンȑクឋ҄学、ኬᏘ生ཋ学、プロテオȟクス、バイオインȕǩマテǣクス

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

タンȑクឋのܭ૾ඥ（ཎᚩᇹ5468073ӭ）
/atsumoto /. et al. 0at. /ethods� 14� 251-258 
2017�
-odama /. et al. 0at. %ommun. 11� 1320 
2020�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製ᕤ、食品、生ཋ環境なƲタンȑクឋをݣᝋ
とするあらǏる分。
・ឋ分ௌにǑるタンȑクឋやペプȁȉܭを
。λしたい企業等ݰ

これまで৴体で行われてきたタンȑクឋ機能
解ௌのᨂ界を容ତにᆳᄊすることができます。

Ȓトにᨂらƣ、ࣇ生ཋからౡཋまでࠢ࠼いݣ
ᝋを解ௌ可能です。

ஜ研究ܴίἉἋἘムဃ化学分野ὸ https://omics.med.niigata-u.ac.jp

Ҕഫ学ኒ 教授

ஜ ᨻᚡ ᵫATᵱᵳᵫOTO ᵫasaki

ѼਙႎẦếܭႎễἑὅἣἁឋ解析২ᘐの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体内でឪきているٶᆔٶ様な生҄学Ӓࣖはɼ
にタンȑクឋにǑって行われています。タンȑク
ឋのᣐЗはǲノム情報から容ତに推ܭすることが
できますが、Ʀの、構造、性なƲܱᨥのタン
ȑクឋの生体内での機能をჷるために࣏ᙲな情報
はǲノム情報からႺ読みӕることはできませǜ。
また、ٶくのタンȑクឋは他のタンȑクឋと相ʝ
作ဇしてネットワークを࢟成して機能することか
ら、ҥタンȑクឋの機能解ௌだけでは、生ԡシ
ステムをҗ分に理解することはᩊです。

Ʀこで、ᅶᢋは、ឋ分ௌ計をᬝ̅して、タン
ȑクឋのዮ体であるプロテオームのཞ७をѼਙ的
かつܭ的に計ยするための技術発やƦのࣖဇ
を行なっています。

̊えば、タンȑクឋのנ܍をዌݣとして計
ยするඥの発や、タンȑクឋ上で生じるȪン
ᣠ҄なƲのᎇᚪ̲ࢸをዡ፠的にܭするඥ、
さらにはឬݲ数ኬᏘの発ྵプロテオーム解ௌඥ
の発なƲを進めています。

これらの技術は、がǜやᎊ҄なƲで生じるᙐᩃ
なኬᏘ内プロǻスの҄٭を読み解くඥを੩̓し
ます。

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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৴%rD3৴体をဇいたȒト大ᐂၶኵጢの௨ᑥ̊

৴%rD3৴体をဇいたウǧスタンȖロットの̊

ǭーワーȉ がǜ、ේ᠃ᆆ、৴体

ᧉ分ݦ 分子生ཋ学、ᏽၨ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᛯ文：+nt , %ancer. 2019 0oX 15�145
10�:2740-2753. doi: 10.1002/ijc.32336. EpuD 2019 Apr 29.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・৴体᧙連企業
・౨௹᧙連企業

FF2EኵጢЏ༾の解ௌにᢘဇ可能な自の
%rD3৴体をӕࢽしています。%rD3は新規の᠃
ᆆ̟進׆子であり、ʻࢸさらに解ௌを進めるこ
とで、ࣖဇርが࠼がる可能性があります。

分子病理学ᜒࡈ https://www.med.niigata-u.ac.jp/paᵐ/index.html

Ҕഫ学ኒ я教

ޢ ᒍԧ ᵧᵧOKA ᵦidekaᶘu

ૼᙹᏽၨ᠃ᆆ̟ᡶ׆子ᵡrumbsᵑの解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

（研究のႸ的）
がǜኬᏘのཎࣉにදႸし、ଔᚮૺや新しい治

療ᕤの発にጟがるჷᙸをࢽることをႸに研究
を行っています。

（ಒᙲ）
%rumDs3（%rD3、クȩムス３）といƏᐏタン

ȑクឋにදႸし、ᆔ々のがǜኬᏘ、ኵጢをဇいた
解ௌを行っています。解ௌのᢅᆉで৴%rD3Ȣノ
クローナル৴体を作成し、β၃௨ᑥやウǧスタン
Ȗロットඥを行Əことで、ཎにᐄၶで%rD3の発
ྵがࢍいことをИめてଢらかにしました。さらに
%rD3ノックアウトኬᏘやマウスをဇいた᬴ܱか
ら、大ᐂᐄၶの᠃ᆆを̟進することをଢらかにし
ました。大ᐂᐄၶˌٳのफ性ᏽၨにおける機能に
ついてもྵנ解ௌを進めています。

（ࢳされるјௐ）
々の研究からȒトのफ性ᏽၨでは᠃ᆆを̟進

するきを持つことがЙଢしました。%rD3おǑ
Ƽ᧙連分子の解ௌを進めることで、新たなᚮૺ
マーカーや治療ᕤのターǲットの発ᙸにጟげるこ
とがࢳされます。

%rD3

*E

㠀⒴㒊 大⭠⭢⒴

48

35

25

20

60

M&a

Ȓト大ᐂᐄၶኬᏘఇ
（&L&-1� *%T116� 
*T-29� Lo8o）おǑƼ、
ᨏ性ǳントロールとして
ȒトዴዜᑻኬᏘ
（0*&F）のኬᏘਁ出෩
を、৴%rD3৴体（上）、
৴ȁȥーȖȪン৴体
（下）をဇいたウǧスタ
ンȖロットにǑり解ௌし
た。%rD3がኄᦋ̲を
Ӗけるため、Ȗローȉな
バンȉとして౨出される。

་学㒊
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┿

ǭーワーȉ ウイルス、ᅕኺ٭性၌ध、ᅕኺ性、ᖨႉឋϹᨼ体、ኬᏘര

ᧉ分ݦ ウイルス学、ᅕኺ٭性၌ध

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᅶたちは、ウイルス（*TL8-1、Șルペス
ウイルスなƲ）にǑるᅕኺ٭性၌ध（*TL8-
1᧙連Ꮸ᭒ၐ、ȘルペスᏯ໒なƲ）おǑƼ、
᩼ウイルス性のᅕኺ٭性၌ध（ȑーǭンǽン
၏、アルȄȏイマー၏おǑƼሂᓨ性ͨኧᄒ
҄ၐなƲ）の၏७を解ଢすることをႸਦして
います。ࢸ者の၌धでは、ƦれƧれの၏ൢの
Ҿ׆となるᖨႉឋ（�シȌクȬイン、タウ、
T&2-43）がオȪǴマーを࢟成し、ᅕኺኬᏘ
にᔛᆢし、このオȪǴマーがᅕኺ性をᅆし
ます。ᅶたちは、ウイルスのᅕኺ၏७に᧙ɨ
するܿɼᖨႉឋ（75210、)3$21、
1ptineurinおǑƼT+A1）をӷܭし、これら
が᩼ウイルス性のᅕኺ٭性၌धの၏७にも᧙
ɨしていることをଢらかにしました。
75210、)3$21、1ptineurinおǑƼT+A1
は、ᅕኺ٭性၌धにおいて、ᅕኺ性とᖨႉ
ឋϹᨼ体の࢟成をСࣂしていました（ᛯ文1-
4）。これらのᖨႉឋを的としたᅕኺ٭性
၌धの治療ᕤの発をႸਦしています。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᅕኺ٭性၌ध、感௨ၐ、がǜ、加ᱫ性၌ध
なƲに᧙࣎がある企業、製ᕤ会社おǑƼ自治
体なƲ。

ᛐჷၐやᢃѣᨦܹなƲのᅕኺ٭性၌धの
၏७には、さまƟまなウイルス感௨が᧙ɨ
しています。これらの၏७を解ଢするため
に、၏७ȢデルマウスなƲをဇいて、ウイ
ルス感௨ၐとᅕኺ٭性၌धをӷ時に解ௌし
ています。

神経ࣱ٭疾患ỆấẬỦ神経ࣱとᖨႉឋϹᨼ˳の分子ೞನ

Ҕഫ学ኒ 教授

藤ʟ ᨻݎ ᵤᵳᵨᵧᵧ ᵫasahiro

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. 5ango et al.� 75210 inhiDits the dopamine-induced reactiXe oZ[gen species-dependent apoptosis 
oH neuronal cells D[ stimulating the antioZidant 0rH2 actiXit[� ,$%� in press.

2. -aMihana et al.� The optineurin/T+A1 pathwa[ inhiDits aDerrant stress granule Hormation and 
reduces uDiSuitinated T&2-43. i5cience� 2021.

3. AnisimoX et al.� )3$21 inhiDits uDiSuitinated protein aggregations induced D[ p62 and 75210.   
5ci. 4ep.� 2019. 

4. 2iatnitsMaia et al.� 75210 is a critical Hactor Hor Tau-positiXe stress granule Hormation in neuronal 
cells. 5ci. 4ep.� 2019.

ỸỶἽἋ学分野 http://www.med.niigata-u.ac.jp/ᶔir/welcome.htm

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ҕഫ学ኒ 准教授
᭘ ᨻࢠ TAKAᵦAᵱᵦᵧ ᵫasahiko

Ҕഫ学ኒ я教
ᑶ ɟٽ KAKᵧᵦANA Taichi

ウウ䜲䜲䝹䝹ススឤឤᰁᰁ
ຍຍ㱋㱋䚸䚸⅖⅖䚸䚸㧗㧗⇕⇕ USP10

G3BP1

神神経経細細胞胞死死

⚄⚄⤒⤒ኚኚᛶᛶᝈᝈ䛻䛻おお䛡䛡䜛䜛⣽⣽⬊⬊ẘẘᛶᛶ䛾䛾䝰䝰䝕䝕䝹䝹

⣽⣽⬊⬊ẘẘᛶᛶ

⣽⣽⬊⬊ẘẘᛶᛶ䛾䛾άά

神神経経変変性性疾疾患患のの発発症症

ཎཎ⺮⺮ⓑⓑ㉁㉁
䛾䛾䜸䜸䝸䝸䝂䝂䝬䝬ーー ⺮⺮ⓑⓑ㉁㉁จจ㞟㞟యయ

ཎཎ
⺮⺮ⓑⓑ㉁㉁

⺮⺮ⓑⓑ㉁㉁
ศศゎゎ

USP10

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆

ǭーワーȉ 加ᱫ性၌ध（ᛐჷၐ、ᭌቫ᭨ၐなƲ）、ʖ᧸医学、ᮖ、ビタȟン&、上・᧙߷・ቮ、地域˰ൟ、ǳホートᛦ௹

ᧉ分ݦ ʖ᧸医学、၃学、環境医学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

10aMamura -� et al. EnXiron *ealth 2reX /ed 2018�23:28� https://www.med.niigata-
u.ac.jp/h[g/muraMami/indeZ.html� 2;oMo[ama ;� et al. , Epidemiol 2016�26:420-32� 
30aMamura -� et al. $one 2015�74:10-7

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Ϭϵ̬܍しているᘉ෩౨体をМဇして生体バ
イオマーカーをยܭすることは可能です。
ている生፼ॹ情報をဇいて、新たなࢽנྵ・
ᙻ点でወ計解ௌを行Əことは可能です。

環֥၏なƲの大ࣅをႸਦしたがǜや˦ࡨԡݤ
規研究はٶくの研究者が行っていますが、健
康ݤԡࡨ˦をႸਦした加ᱫ性၌धのዮ合研究は
。です。またビタȟン&研究はɟʚですݲࠎ

ؾʖ᧸Ҕ学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/hyg/index.html

Ҕഫ学ኒ 教授

ɶ ԧМ NAKAᵫᵳRAᵊ Kaᶘutoshi

ൟӋ加ỆợỦ加ᱫࣱ疾患のʖ᧸Ҕ学研究˰؏ע
～ ɥἅἭὊἚᛦ௹ᾉἇἃỂΨൢἩἿἊỹἁἚ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ǳホートᛦ௹とは、ᨼׇのཎ性を৭੮したƏえ
で၏ൢの発生をᡙួし、様々なᙲ׆と၏ൢの׆ௐ
᧙̞をるᛦ௹です。ᅶたちは地域˰ൟ14�364
人をݣᝋとしてǳホートᛦ௹を行いました1 。こ
のᛦ௹は、ᛐჷၐやᭌቫ᭨ၐなƲの加ᱫ性၌धの
ʖ᧸をႸ的とし、健康ݤԡࡨ˦をႸਦしています。

2011᳸2012年に大がかりな健康・生፼ॹ
ᛦ௹、ᘉ෩౨体収ᨼが行われました。健康ཞ७、
ᢃѣ፼ॹ、։ڤ品のઅӕ、食品のઅӕなƲ、ޟٶ
にわたるႸをᛦ௹ᅚにǑりᛇኬにࢽました。ཎ
に、食ʙ・に᧙しては、55のእと182
食品のઅӕをࢽています2 。またᘉ෩౨体をኖ6
лの参加者Ǒりࢽており、μ౨体のᘉɶビタȟン
&ຜ度をยܭしました3 。ビタȟン&はᮖ（上の
ཎ産品）にᝅ݈にԃまれているビタȟンで、最ᡈ
様々な၏ൢの発生との᧙わりがදႸされています。

ᡙួᛦ௹おǑƼ၌ध発生のᡙួを行って、נྵ
います。φ体的には、ڼから5年おきに健康・
生፼ॹᛦ௹とᘉ෩౨体収ᨼを行っています。ま
た、随時၌ध発生のデータの収ᨼをዒዓしていま
す。șースȩインでࢽた情報とƦのࢸの၌ध発生
情報をኵみ合わせることで、様々な生・環境ᙲ
、ௐ᧙̞をኜ解くことが可能となり׆と၏ൢの׆
ƻいては၏ൢのʖ᧸にጟがるとᄩ信しています。

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ㄪᰝ᪉ἲ䛾䝅䜵ー䝬

ㄪᰝス䜿䝆䝳ー䝹

ǭーワーȉ ǳホート研究、၃学、生፼ॹ၏、ᮄකࠊ、Ҥᮄකࠊ、地域˰ൟ

ᧉ分ݦ ၃学、Ᏼᐥ၏学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5tud[ &esign and $aseline 2roHiles oH 2articipants in the 7onuma %-& %ohort 5tud[ in 0iigata� ,apan. 
-aDasawa -� et.al: , Epidemiol 2020�30
4�:170-176

ᮄකח域の地域医療における၌၏ʖ᧸とǳホート研究 ဋɶኝٽ� 新潟Ⴤ医ࠖ会報Შ2018: 820: 2-6

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域˰ൟの健康をૅえるためのሊに科学的
エビデンスを࣏ᙲとしている自治体
・地域˰ൟの食生や៲体ѣなƲの情報をМ
ဇし、地域からめてɭ界のசஹをਏき健康
をૅえるサイエンスに᧙࣎がある分

大規なアンǱートᛦ௹にǑりࢽられたᛇኬ
な生፼ॹデータであり、Ʀの࢘ڲ性も౨᚛さ
れています。̬܍生体ᚾ料から生体バイオマー
カーのยܭやᢡˡ子解ௌも可能です。

ࡈᡶҔ学ᜒفࡍͤ https://ja-jp.facebook.com/Nᵳᵦᵮᵫ

Ҕഫ学ኒ ཎ˓准教授

˙藤 ဌ፦ ᵧTO ᵷumi

Ẑạấệộ૾עのͤࡍᛦ௹ẑ
ဃと៲˳ѣのɨảỦࢨ᪪の解明ửႸႎとẲẺ
ૼჄᮄකח؏˰ൟ/ͤᚮἫὊἋのЭӼẨἅἭὊἚ研究
㛊 脳血管疾患と᭗血ןẆॸࣱᏴᐥ病との᧙̞ẦỤ 㛊

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ꮿᘉሥ၌धやƦのүᨖ׆子である᭗ᘉן、ॸ性
Ᏼᐥ၏なƲの生፼ॹ၏は、៲体ѣや食፼ॹな
Ʋの環境ᙲ׆と、̾人の持つᢡˡ的ᙲ׆が᧙ɨし
ています。ᅶたちは様々なᙲ׆と၌धとの׆ௐ᧙
̞をり、ʖ᧸に役立てることをႸ的とし、ᮄක
ᝋとしたǳホートᛦݣの地域˰ൟをࠊҤᮄක、ࠊ
௹を行っています。2012年ᾄ2014年にșース
ȩインᛦ௹として、40ബˌ上の˰ൟにݣし、生
፼ॹに᧙するアンǱートᛦ௹とᘉ෩、ބの౨体
収ᨼを行いました。̅ဇしたឋ問ᅚは立がǜ研
究ǻンターの,2*%-0EXT研究で̅ဇしている
ものにᮄක地域にཎ҄したႸをᡙ加したもので
あり、食品、։ڤ品のઅӕཞඞやᢃѣ፼ॹ、生
環境、健康ཞ७なƲのᛇኬな情報をࢽることがで
きます。また、,2*%-0EXT研究に参加してい
る他地域のデータとのወ合解ௌも可能です。ྵנ、
研究ӷॖ者40�764人の၌၏発生、രʧのᡙួを
行っており、șースȩインから5年おǑƼ10年ኺ
ᢅした時点での生፼ॹに᧙するϐᛦ௹も行いま
す。ᮄක地域でのแ҄രʧൔはᏎがǜ、大ᐂၶ
で˯く、ᎊᘛ、Ꮿᘉሥ၌ध、自ൈが᭗いといƏཎ
られたエビࢽがあります。ᅶたちは本研究にてࣉ
デンスを地域からɭ界へ発信し、၌धʖ᧸に役立
て、健康ݤԡのࡨ˦をႸਦしています。

ᮄᮄකකࠊࠊ：：人人ӝӝ3388��445533人人

ҤҤᮄᮄකකࠊࠊ：：人人ӝӝ5599��224422人人

ᝋ者（40ബˌ上˰ൟ）62�139人ݣ

生፼ॹに᧙する
アンǱートׅሉ者

39�764人

自治体健ᚮでの
生体ᚾ料おǑƼ

健ᚮデータ੩̓者

7�440人

ϰϬ͕ϳϲϰ人

ᡙ
ួ
ᛦ
௹

è成27年度人ӝ

་学㒊
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－13－－12－

ǭーワーȉ ǳホート研究、၃学、生፼ॹ၏、ืඑထ、地域˰ൟ、サルǳペȋア、λෘ፼ॹ

ᧉ分ݦ ၃学、Ᏼᐥ၏学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域˰ൟの健康をૅえるためのሊに科学的エビ
デンスを࣏ᙲとしている自治体
・地域˰ൟの食生、៲体ѣやλෘ፼ॹなƲの情
報をМဇし、地域からめてɭ界のசஹをਏき健
康をૅえるサイエンスに᧙࣎がある分

ᛇኬな生፼ॹについての情報があり、サル
ǳペȋアʖ᧸のᚇ点から、੮щยܭ値、ᘉɶビ
タȟン&ຜ度ยܭも行いました。̬܍生体ᚾ料
から生体バイオマーカーのยܭも可能です。

https://ja-jp.facebook.com/Nᵳᵦᵮᵫ

ẐืのᘑỡằỪのͤࡍᛦ௹ẑ
ૼჄืඑထỆấẬỦภඡλෘẆဃẆ៲˳ѣとἻỶἧἋἑỶἽầͤࡍỆ
ɨảỦࢨ᪪の解明ửႸႎとẲẺืඑထ˰ൟ/ͤᚮἫὊἋのЭӼẨἅἭὊἚ研究

～ ἧἾỶἽ ・介ᜱʖ᧸のᚇໜẦỤ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ืඑထのあるᮄකח域はޛ々にまれたᝍᩌ地
࠘であり、ٶくのภඡが点נしています。ᮄකח
域ではᏯᘉሥ၌धแ҄രʧൔが᭗く、फ性新生
ཋのแ҄രʧൔは˯いといƏཎࣉがあります。
また、ืඑထは᭗ᱫ҄ྙが30Ჟをឬえるឬ᭗ᱫ
環境にありながらᙲ介ᜱ（ᙲૅੲ）ᛐܭཞඞはൔ
᠋的ᑣڤなͼ向にあります。ᅶたちはภඡ等のλ
ෘ፼ॹなƲをԃめた様々な環境ᙲ׆と၌धとの׆
ௐ᧙̞をり、ʖ᧸に役立てることをႸ的とし、
ǳホートᛦ௹を行っています。șースȩインᛦ௹
として2015年に、40ബˌ上のืඑထൟの生፼
ॹに᧙するアンǱートᛦ௹とᘉ෩、ބの౨体収ᨼ
を行いました。̅ဇしたឋ問ᅚは立がǜ研究ǻ
ンターの,2*%-0EXT研究で̅ဇしているものに
λෘ፼ॹに᧙するႸをᡙ加したものであり、食
品、։ڤ品のઅӕཞඞやᢃѣ፼ॹ、生環境、健
康ཞ७なƲのᛇኬな情報をࢽました。ྵנ、研究
ӷॖ者3�569人の၌၏発生、രʧのᡙួを行って
おり、șースȩインから5年おǑƼ10年ኺᢅした
時点での生፼ॹに᧙するϐᛦ௹も行います。ᅶ
たちは本研究にてࢽられたエビデンスを地域から
ɭ界へ発信し、၌धʖ᧸に役立て、健康ݤԡのࡨ
˦をႸਦしています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5tud[ &esign and $aseline 2roHiles oH 2articipants in the 7onuma %-& %ohort 5tud[ in 0iigata� ,apan. -aDasawa
-� et.al: , Epidemiol 2020�30
4�:170
Association $etween Estimated &ietar[ Acid Load and AlDuminuria in ,apanese Adults -aDasawa -� et.al: $/% 
0ephrol 2019� 20: 194.
Low serum 25Ûh[droZ[Xitamin & is associated with low grip strength in an older ,apanese population TaeMo -itsu
T� et.al� , $one /iner /etaD. 2020�38:198-204.

ㄪᰝ᪉ἲ䛾䝅䜵ー䝬

ㄪᰝス䜿䝆䝳ー䝹

ᝋ者（40ബˌ上˰ൟ）：5�651人ݣ

生፼ॹに᧙する
アンǱートׅሉ者

3�455人

自治体健ᚮでの
生体ᚾ料おǑƼ

健ᚮデータ੩̓者
628人

Ҕഫ学ኒ ཎ˓准教授

˙藤 ဌ፦ ᵧTO ᵷumi

ืืඑඑထထ：：人人ӝӝ88��004466人人
Ფ*27年度人ӝ

3͕ϱϲϵே

ࡈᡶҔ学ᜒفࡍͤ
་学㒊
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䝬䜲ト䝣䜯䝆ー䛸は䠛

➽⫗䛾ⴎ⦰㐣⛬䛻お䛡䜛䝬䜲ト䝣䜯䝆ー䛾ቑຍ

ǭーワーȉ マイトȕǡジー、ȟトǳンȉȪア、マウス、ՌʐؔኬᏘ、ᣞ

ᧉ分ݦ 生҄学、生理学、ኬᏘ生ཋ学、ᢡˡ学、᬴ܱѣཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・/itophag[ reporter mouse anal[sis reXeals increased mitophag[ actiXit[ in disuse-induced muscle 
atroph[. （;amashita et al.� , %ell 2h[siol. 2021. ҮТɶ）
・)emcitaDine induces 2arMin-independent mitophag[ through mitochondrial-resident E3 ligase 
/7L1-mediated staDili\ation oH 2+0-1.（+garashi et al.� 5ci 4ep. 2020. 10
1� 1465.）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・マイトȕǡジーのСࣂにǑる健康ඥ・治療ඥ
の発に興味のある企業、自治体、研究所等

・食品・医ᕤ品・҄学᧙連企業

ؔኬᏘやマウス、ᣞをဇいた、ȟトǳン
ȉȪアオートȕǡジー性҄д・᧹ܹдのスク
Ȫーȋンǰやᚸ価が可能です。

ೞᏡ制御学研究ܴ https:/www.med.niigata-u.ac.jp/mit/

Ҕഫ学ኒ 教授

神Ӵ ɣ KANKᵧ Tomotake

ỼὊἚἧỳἊὊỆợỦἱἚἅὅἛἼỴ分解
～ ἰỶἚἧỳἊὊの理解とその制御法の開発 ～

Ҕഫ学ኒ я教
ɦޛ ̢ɟ ᵷAᵫAᵱᵦᵧTA ᵱhun-ᵧchi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶたちのኬᏘのɶにנ܍するȟトǳンȉȪアは、
៲体ѣに࣏ᙲなエネルギーを産みだすとӷ時に、
फࢨ᪪をおǑǅす性ᣠእも産みだします。Ʀの
ためफくなったȟトǳンȉȪアは、オートȕǡ
ジーにǑってすみやかに分解される࣏ᙲがありま
す。Ʀの分解がɧҗ分になると、健康ཞ७のफ҄
や၏ൢ、ᎊ҄につながります。

ᅶたちは、このȟトǳンȉȪアのオートȕǡ
ジー（マイトȕǡジー）がឪこるˁኵみを理解す
ることで、人々の健康をܣるための૾ඥや技術の
発にӕりኵみます。

̊えば、၏ൢや加ᱫにǑりሂᎹが̅われないཞ
७がዓくと、ሂᎹはถݲします。この時、マイ
トȕǡジーがف加していることをᅶたちは発ᙸし
ました（;amashita� 2021）。しかしながら、
マイトȕǡジーがなƥف加し、なにを行なってい
るのかはɧଢです。

ᅶたちは、こƏしたွ問に分子・ኬᏘȬșルで
ሉえることで、ƦのСࣂඥを発し、健康ཞ७の
ોծや၏ൢの治療、健康ᧈݤをめƟします。

Ҕഫ学ኒ ཎ˓я教 ίҔ学ᢿ准教授ὸ
ʟɥ ɟ ᵧNOᵳE Keiichi

ᚲせ䛻䛺䛳䛯䝭ト䝁ン䝗䝸䜰䜢䚸䜸ート䝣䜯䝆ー䞉䝸䝋䝋ー䝮
䝅ス䝔䝮䛻䜘䜚ศゎ䛩䜛⌧㇟䚹䝭ト䝁ン䝗䝸䜰䜢䜸ート䝣䜯䝂
䝋ー䝮䛻ྲྀ䜚㎸䜏䚸䝸䝋䝋ー䝮でศゎ䛩䜛䚹

⚾䛯䛱䛜㛤Ⓨ䛧䛯䝬䜲ト䝣䜯䝆ー䝰䝙ター䝬ウス䛾ᚋ⫥䜼
プスᅛᐃ䛻䜘䜚➽⫗䛾ⴎ⦰䛥せ䜛䛸䚸䝬䜲ト䝣䜯䝆ー䜢♧䛩
㉥い䝗ット≧䝅䜾䝘䝹䛜᭷ព䛻ቑຍ䛧䛯䚹䠆は䚸p 㻨 㻜.㻜㻡.
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－15－－14－

ǭーワーȉ ǲノム、オȟクス、ขޖ学፼、ȡタǲノム

ᧉ分ݦ バイオインȕǩマテǣクス、マイクロバイオーム、人ჷ能、データșース

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• 1Muda et al. 2roHiling oH host genetic alterations and intra-tumor microDiomes in colorectral cancer. %omput. 
5truct. $iotechnol. ,. 19:3330-3338
2021�. 

• 5himada et al. *istopathological characteristics and artiHicial intelligence Hor predicting tumor mutational Durden-
high colorectal cancer. ,. )astroenterol. 56
6�:547-559
2021�. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・情報科学をᬝ̅しデータサイエンスで新しい
価値を発ᙸしたい企業や自治体等。
・インターネットをࣖဇし、サービスや製品を
੩̓したい企業や自治体等。

情報科学はǳンȔȥータでৢƏことができる
データであればƲのǑƏなものでも解ௌݣᝋに
なります。Ȓトˌٳの生きཋもԃめ、ٶ様な研
究ݣᝋのデータからのჷᜤਁ出がࢳできます。

ἢỶỼỶὅἧỻἰἘỵἁἋ分野 https://bioinfo.med.niigata-u.ac.jp

Ҕഫ学ኒ 教授

ဋښ ̲ʚᢹ OKᵳDA ᵱhujiro

ᙹἙὊἑẦỤのჷᜤ発ᙸٻ
～ ἅὅἦἷὊἑỂᘍạဃԡҔ科学研究 ～

Ҕഫ学ኒ я教

ϴ ɟᓽ ᵪᵧNᵥ ᵷiwei

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ɭ界でИめてμǲノムが解読された生ཋᆔはイ
ンȕルエンǶᓏで1995年でした。ʻでは数Ҙᆔ
をឬえる生ཋᆔでǲノムᣐЗが決ܭ・πされて
います。これらの情報を̅って生ԡ医科学分の
様々な領域でǲノムワイȉな研究がܱされてき
ています。&0AᣐЗの情報がفえるだけでなく、
40AやタンȑクឋȬșルでもȏイスループットϼ
理の技術᪃新があり、これらすǂてのオȟクス情
報をወ合的に解ௌする૾ඥᛯのᄩ立が求められて
います。本研究ܴでは、計ም機をᬝ̅したオȟク
スデータからのჷᜤਁ出とƦの技術発を行って
います。環境ɶのࣇ生ཋǳȟȥȋテǣをݣᝋにし
たȡタǲノムデータの解ௌをܱしています。と
りわけ、ᐂ内ኬᓏဌஹのȡタǲノムデータは、人
の健康との᧙わりを研究する上で᩼ࠝに新しい材
料とᚕえます。ᐂ内環境をڼめ、၏ൢと᧙連のあ
る人とࣇ生ཋǳȟȥȋテǣとの相ʝ作ဇの解ଢを
Ⴘਦしています。また、がǜǲノム医療に࣏ᙲと
なるがǜኬᏘのǲノム解ௌもܱしています。が
ǜኬᏘの持つ&0Aီ٭をᛦǂることで、最ᢘ治療
૾ඥをᢠ৸できる2recision medicine（ች݅医
療）をܱྵするための技術発をしています。医
療ྵئにおいてʻࢸǑりᙲ性をفすことがʖे
される人ჷ能の発も行っています。
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䝕ータ䛾ྍど➼䜢㏻䛨䛶䚸ே䛜⌮ゎで䛝䜛ᙧ䛻䛩䜛䛣䛸で▱
㆑Ⓨぢ䜢ಁ進

大つᶍ䝕ータ䜢ィ⟬䛩䜛䛯䜑䛾䜽䝷スターᆺィ⟬機䝅ス䝔䝮
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－17－－16－

ǭーワーȉ 自治体連携、共ӷ研究、生፼ॹ၏ݣሊ、健康ݤԡࡨ˦

ᧉ分ݦ 生፼ॹ၏、健康ݤԡࡨ˦、ѣᏦᄒ҄、医療ビッǰデータ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

血෩・内分ඣ・ˊᜓ内科研究ܴ

ᐯ˳ᡲઃửᡫẲẺͤݤࡍԡࡨ˦ỺἥἙὅἋのоЈ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

Ҕഫ学ኒ 教授

ఌ Ҧʶ ᵱONE ᵦirohito

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ㅮᗙ䛾ᴫせ

ᚰᚰ⫵⫵ᣢᣢஂஂຊຊ䛸䛸➽➽ຊຊ䛾䛾⤌⤌䜏䜏合合わわせせ䛻䛻䜘䜘䜛䜛
䝯䝯タタ䝪䝪䝸䝸ッッ䜽䜽䝸䝸スス䜽䜽䛾䛾㝵㝵ᒙᒙ

ᇶᮏᒓᛶ㻔ᛶู䚸学༊䚸᳨デᖺᗘ㻕䚸⏬㠃㜀ぴ㛫䚸ᮅ㣗⩦័㻔Ḟ㣗䛾᭷↓㻕䛾ᙳ㡪䜢⿵ṇ῭䜏

0RULNDZD�S��)XMLKDUD .��SRQH�+��PHGLDWULF�'LDEHWHV��01���1�����3��0�

研究ᡂᯝ䛾୍

ܴではᙐ数の自治体と共ӷ研究にǑる成ௐを࢘
ਫげてきました。̊えば᧺ࠊは健康ف進にщを
λれ、学ఄ健ᚮにもᘉ෩౨௹をݰλしていますが、
Ʀの医学的サȝートを行Əと共に、健康ሊ立కに
ᢩΨ可能な科学的ఌਗをࢽることをႸ的に、ࢽられ
たデータをܴ࢘内で解ௌしています。Ʀのኽௐ、
たとえば࣎Ꮝ持ʁщとሂщのɲ૾が˯いɶ学生では、
生፼ॹ၏（ȡタȜ）ͼ向をஊする可能性が相ʈ的
に᭗くなることを報ԓし（ӫ）、ȡデǣアでも大
きく報ᢊされました。 またࠊൟ၏ᨈに生፼ॹ၏ǻ
ンターをᚨ立し、၏ᚮ連携をԃめたᚮ療体Сをᄩ立
し、ࠊൟサービスおǑƼ研究のਗ点としています。
ᛇኬな食ʙઅӕᛦ௹も行い、Ʀの他の生፼ॹと共
に分ௌしています。また、新成人にݣして、μ的
にもᆇな「成人ئࡸにおける健ᚮ」をܱしており、
̾人のኽௐとアȉバイスのᡉҲを行Əと共に、Ʀの
データのဇもڼめています。また治療をɶૺして
いるኄބ၏ध者をスクȪーȋンǰして、通ᨈϐを
̟すプロジǧクト等もサȝートしています。

これらの自治体と共ӷで行Əプロジǧクトは、ࠊ
ൟの健康ݤԡࡨ˦や31L向上に݃ɨするのみならƣ、
健康ሊ立కなƲにもဇ可能で、ݩஹ的には医療
ᝲ৮Сにもつながるものとࢳされています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Morikawa SY,�Fujihara K,�Hatta�M,�Osawa T,�Ishizawa�M,�Yamamoto�M,�Furukawa�K,�Ishiguro�H,�Matsunaga�S,�Ogawa�Y,�Shimano�
H,�Sone�H.�Relationships�among�cardiorespiratory�fitness,�muscular�fitness,�and�cardiometabolic risk�factors�in�Japanese�
adolescents:�Niigata�screening�for�and�preventing�the�development�of�nonͲcommunicable�disease�studyͲAgano (NICE�EVIDENCE�
StudyͲAgano)�2.�Pediatr�Diabetes.�2018; 19: 593Ͳ602

・地Ψデータに基Ʈいた̬健ሊ立కのための
科学的エビデンスが࣏ᙲな自治体。
・「新潟新ɭˊȘルスǱア情報基盤プロジǧク
ト」とも連携しています。

地域のデータ分ௌにǑり、˰ൟの健康やሊ
にႺኽする科学的エビデンスのᄩ立が可能です。

子̓から᭗ᱫ者まで、μɭˊに᧙する分ௌが
可能で、地域ѼਙǱアにもかせます。

་学㒊
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ǭーワーȉ 産学連携、共ӷ研究、医療ビッǰデータ、2ooled anal[sis

ᧉ分ݦ 生፼ॹ၏、ѣᏦᄒ҄、内分ඣˊᜓ၌ध、健康ݤԡࡨ˦、医療ビッǰデータ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

血෩・内分ඣ・ˊᜓ内科研究ܴ

研究ἼἏὊἋとẲềのҔᕤԼ᬴ἙὊἑのМဇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

Ҕഫ学ኒ 教授

ఌ Ҧʶ ᵱONE ᵦirohito

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

研究プ䝻䝆䜵䜽ト䛾ᴫせ

研究ᡂᯝ䛾୍

医療・医学界には、ᐔ大なビッǰデータがச
ဇのままっています。ܴ࢘ではこのǑƏな
データを、ኺ᬴ᝅかなݦᧉ医のჷᜤやǻンスを
かしつつݦᧉ的解ௌを行い、新たなჷᙸやエビデ
ンスの創出にጟげるӕりኵみを行っています。

̊えば、Ʀのɟ̊として、ኄބ၏治療ᕤの治᬴
データ́合解ௌがあります。5)LT2
sodium
glucose co-transporter 2�᧹ܹᕤは、ᘉኄ˯下
作ဇのみならƣ、体˯下作ဇや࣎ᘉሥイșント
৮С作ဇなƲの作ဇを持ち、ɭ界的にදႸされて
いるᕤдであるɟ૾、Ʀのȡカȋズムはまだҗ分
に解ଢされていませǜ。これまで々は、本プロ
ジǧクトからኄބ၏၏७生理の新たな᩿ͨや本ᕤ
дの新たなјௐ等について報ԓしました
ӫ�。

このǑƏなଏ܍のビッǰデータを、ྵئᐮ的
ᙻ点からϐ解ௌすることで、ᐮ上ᙲなჷᙸや
発ᙸがࢽられ、ӷ時にኄބ၏の၏७解ଢにもし
ます。本プロジǧクトからは、この他にもٶくの
ᙲなᐮ研究テーマとエビデンスが創出されて
おり、ɭ界最大のध者数をஊするிアジア人ኄބ
၏のᚮ療におけるᙲなਦᤆを੩̓するものと
。されていますࢳ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1䚸Matsubayashi Y,�Sone�H,�et�al.�Diabetes�Metab.�2018�Mar;44:135Ͳ142.
2䚸Abe�T,�Sone�H,�et�al.�Diabetes�Metab.�2018�Mar;44:172Ͳ174.�

➨4ᅇ⫢⮚䛸

⢾ᒀ௦ㅰ研
究YIAཷ㈹

・製ᕤ企業、食品企業、スȝーȄクȩȖ、౨ᚮ
会社、Ʀの他ビッǰデータをஊする健康ف進᧙
連産業や自治体等。

ኺ᬴ᝅ݈なᐮݦᧉ医のᙻ点をӕりλれ、ଏ
のデータșースからも新たなჷᙸを創出でき܍
ます。健康食品等のデータに᧙しても医療・健
康ف進にࣖဇできる可能性があり౨᚛可能です。

་学㒊
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䛂≀ᛀ䜜䛜ከ䛟䛺䛳䛯䛃䛸䛂ᛣ䜚䛳䜍䛟䛺䛳䛯䛃䛻୧᪉ᙜ䛶
はま䜛ேは䚸⢾ᒀ䛾䛺䜚䜔䛩䛥䛜Ϯಸ䛻ୖ᪼䛧䛶い䜛

ǭーワーȉ 人ჷ能（A+）、医療ビッǰデータ、健康ݤԡ

ᧉ分ݦ 内科学、ኄބ၏学、生፼ॹ၏学、健ᚮ・人᧓ȉック学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᛯ文はಊめてٶ数ですので、https://puDmed.ncDi.nlm.nih.goX/ に、5one * A0& 
0iigata 14 TsuMuDa�
なƲのǭーワーȉをλщして、౨ኧしてください。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健ᚮ等のデータを健康ኺփにつなげたい企業
・食ʙ・ᢃѣ・生体データ等ӕࢽのための+oT
機֥発企業、人ჷ能（A+）の医療ࣖဇを౨
᚛している企業なƲ

これまで数ႊ本ˌ上の大規医療データ研究
ᛯ文を発ᘙしており、生፼ॹ၏・ѣᏦᄒ҄၌
धʖ᧸をȪーȉするɭ界的な研究ਗ点として、
企業との共ӷ研究ܱጚもٶ数あります。

血෩・内分ඣ・ˊᜓ内科研究ܴ/ဃ፼ॹ病ʖ᧸・ͤᚮҔ学ᜒࡈ
http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

Ҕഫ学ኒ 教授

ఌ Ҧʶ ᵱONE ᵦirohito

ͤᚮἙὊἑửဇẲẺဃ፼ॹ病ʖ᧸法の開発
～ ૼᙹἼἋἁ׆子の発ᙸと発ၐʖยẆἋἁἼὊニὅἂ法開発 ～

Ҕഫ学ኒ ཎ˓教授

加藤 πЩ KATO Kiminori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

企業等の健康̬ᨖኵ合や健ᚮǻンターなƲには、
ᐔ大な健ᚮ・人᧓ȉックኽௐがᔛᆢしዓけていま
す。これらのビッǰデータは、ݦᧉ医がݦᧉ的
ඥをᬝ̅して解ௌすれば、ࢼ業ՃにΨൢでᧈく
してもらƏための「健康ኺփ」や、ൟμ体や
ɭ界の人々の健康ݤԡをࡨばすことにᝡྂするٶ
くのஊဇな科学的ჷᙸをࢽることができる、ᚕわ
ば「ܰのޛ」です。しかしܱᨥには、̾人への健
ᚮኽௐ報ԓˌٳにはҗ分ဇされていませǜ。

ビッǰデータ解ௌにǑり、ᨨれたኄބ၏をڼめ
とする生፼ॹ၏をјྙᑣく発ᙸするスクȪーȋ
ンǰඥの発や、ƲのǑƏな人がƲのᆉ度の可能
性でᏯҡɶや࣎ሂయصのǑƏな、健康ݤԡをめ
るሶな၌धを発ၐするかについて、ʖยやȪス
クᚸ価૾ඥがᄩ立できれば、̾人のみならƣ、企
業、μ体なƲにおいても、最もјௐ的でᝲဇ̝
Ⴉൔのᑣいݣሊ立కにኽƼつけることができます。

ƦのǑƏな研究をさらに発ޒさせるために、
データ੩̓企業、生፼ॹ（食ʙ、ᢃѣなƲ）ᚸ
価ยܭのための新たな+oT機֥の発企業、Йܭ
やசஹʖยのための人ჷ能（A+）システム構ሰ
企業とのǳȩȜȬーシȧンを求めています。

䛂䛯ま䛻大㔞䛻㣧䜐䛃䝟ターン䛜᭱䜒⢾ᒀ䛻䛺䜚䜔䛩い

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ 産学連携、共ӷ研究、医療ビッǰデータ、人ჷ能

ᧉ分ݦ 生፼ॹ၏、ѣᏦᄒ҄、内分ඣˊᜓ၌ध、健康ݤԡࡨ˦、医療ビッǰデータ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

血෩・内分ඣ・ˊᜓ内科研究ܴ

ЙૺửϐྵẴỦئễྵࡇᧉҔの᭗ݦ
ʴჷᏡίAᵧὸᚮၲૅੲἉἋἘムの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

Ҕഫ学ኒ 教授

ఌ Ҧʶ ᵱONE ᵦirohito

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

機機ᲔᲔ学学⩦⩦䛾䛾ᴫᴫせせ

研研究究ᡂᡂᯝᯝ䛾䛾୍୍

医学医療界においても、人ჷ能（A+）のဇ
は大いにࢳされており、ྵܱئဇ҄を向けɭ界
ɶで研究がおこなわれています。しかしྵנ、ܱ
ဇ҄െ᨞にλりつつあるのは、ɼに医療ဒ（X
ዴ、%T、/4+、აࡁϙჇなƲ）の自ѣᚮૺがɶ࣎
で、ݦᧉ医のჷᜤとኺ᬴に基Ʈく᭗度な「医学的
Йૺ（ཎにᙐᩃな治療ඥのᢠ৸）」については、
まだܱဇ҄にҗ分なኽௐは出ていませǜ。
本プロジǧクトでは、このǑƏな᭗度なݦᧉ医の
ЙૺなƲを機学፼させることにǑるᚮ療ૅੲ
Ȅール作成をႸਦしています。

̊えば、Ʀのɟ̊として、ଐ本μのኄބ၏ݦ
ᧉ医のᚮ療記録ビッǰデータをဇした研究があ
ります。ኄބ၏ݦᧉ医がインスȪン療ඥをᢠ৸し
たध者さǜの၏ཞをA+に機学፼させ、И治療
にインスȪン療ඥが࣏ᙲかのЙૺ能щについて、
ᧉ医のЙૺ能щとのൔ᠋もԃめて౨᚛しましݦ᩼
た
ӫ�。Ʀのኽௐ、 A+が᩼ݦᧉ医Ǒりദᄩに、
インスȪンᢠ৸が࣏ᙲであるၐ̊をЙ別できるこ
とをᅆし、᩼ݦᧉ医がҥで૾ᤆ決ܭせƟるをࢽ
ないᨥのᚮ療サȝートとして、A+が役立つ可能性
をଢらかとしました。

本プロジǧクトからは、ᚮ療の様々なཞඞにお
いて、機学፼を基にしたA+にǑるॖ࣬決ૅܭੲ
システムの発が可能となることがࢳされます。

᧙連するჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Fujihara K,�Sone�H,�et�al.�Machine�Learning�Approach�to�Decision�Making�for�Insulin�Initiation�in�
Japanese�Patients�With�Type�2�Diabetes�(JDDM�58):�Model�Development�and�Validation�Study.�JMIR�
Medical�Informatics�2021;�9:�e22148

・データサイエンスኒ企業、情報・通信企業等。ܱᨥの医療ྵئにᢩΨする科学的エビデンス
の構ሰできます。健ᚮ、介ᜱなƲޟٶにわたり
ᧈ᧓のデータșースを所ஊしており、ᡆᡮに
共ӷ研究を介することができます。

ᘙ 9Ӹɶ8Ӹのኄބ၏ݦᧉ医がインスȪンを࣏ᙲとЙૺしたၐ̊に
おける、機学፼おǑƼɟᑍ医のインスȪンᢠ৸のദ解ྙ/ʖย値

ɟᑍ医 機学፼

ദ解ྙ ʖย値

ၐ̊1 0.59 1.00

ၐ̊2 0.36 0.86

ၐ̊3 0.41 0.79

ၐ̊4 0.45 0.20

ၐ̊5 0.18 0.87

ၐ̊6 0.64 0.99

ၐ̊7 0.95 1.00

ၐ̊1-7は9Ӹɶ8Ӹのݦᧉ医が

インスȪン治療を࣏ᙲとЙૺし

たၐ̊をᅆすᲨ

7ၐ̊を合計すると、ɟᑍ医、機

学፼のദ解ྙはƦれƧれ43�、

86�とኖ2̿のᢌいがある。

Ҕഫ学ኒ ཎ˓准教授

藤Ҿ ԧՁ ᵤᵳᵨᵧᵦARA Kaᶘuya

་学㒊
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⫵㠀⤖᰾ᛶᢠ㓟⳦䛻ᑐ䛩䜛
'DͲ�^&྾ධ⒪ἲ䛾༢タ㠀┣᳨᥈⣴ⓗヨ㦂

ǭーワーȉ )/-%5F、Ꮝ᩼ኽఋ性৴ᣠᓏၐ、ᏍᏘᖨႉၐ、࣯性ԠԈᇀᡐၐͅ፭

ᧉ分ݦ ԠԈ֥内科学、感௨ၐ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0 Engl , /ed 2019� 381:923-932
0ature 2014�514: 450
Eur 4espir , 2018�51: 1702127

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Ǒりјྙ的でӕりৢいもቇ̝なᕤдԈλデバ
イスの発分

内やදݧなƲのμ៲への৲ɨではなく、Ԉ
λといƏᏍޅ所への৲ɨにǑり、ޅ所的なјௐ
のࢍفおǑƼμ៲性и作ဇの᠉ถがࢳできま
す。他၌धや他のᕤдへのࣖဇもࢳできます。

ԠԈ֥・ज़௨ၐ内科研究ܴ https://www.med.niigata-u.ac.jp/resp/welcome.html

Ҕഫ学ኒ ཎ˓я教

 ជᢹ ᵱᵦᵧᵫA Kenjiro

G0�&S)Ԉλၲ法のஊјࣱと
そのメカニズムの解明

Ҕഫ学ኒ 教授

ᓎע М明 KᵧKᵳᵡᵦᵧ Toshiaki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

)/-%5FはᏍᏘマクロȕǡージ（/}）の分
҄・成༌に࣏᪰のサイトカインであり、)/-%5F
シǰナȪンǰがᨦܹされるとᏍサーȕǡクタント
ँࠝ性がなわれ、ᏍサーȕǡクタントがᏍᏘに
ᔛᆢするᏍᏘᖨႉၐを発ၐします。

ᏍᏘᖨႉၐのኖ9лは)/-%5Fɶԧ自ࠁ৴体が
産生されることにǑる自ࠁβ၃性ᏍᏘᖨႉၐであ
り、これをݣᝋとした)/-%5FԈλ療ඥのஊј性
が報ԓされ、ᕤʙ১ᛐဎᛪが進められています。

また、ஊјな治療ඥがᄩ立されていない࣯性Ԡ
Ԉᇀᡐၐͅ፭や、แ的な治療ඥでもᩊ治̊がݲ
なくないᏍ᩼ኽఋ性৴ᣠᓏၐにݣする)/-%5FԈ
λ療ඥのஊј性も報ԓされていますが、ᄩ立した
ものではなく、Ʀのȡカȋズムもɧଢです。

ᏍᏘᖨႉၐマウスȢデルにおいて、)/-%5Fが
໒ၐोឪ性の᧓ឋ性/}から৴໒ၐ性のᏍᏘ/}
への࢟ឋ҄٭をᛔݰする可能性がᅆՐされており、
々は࣯性ԠԈᇀᡐၐͅ፭おǑƼᏍ᩼ኽఋ性৴ᣠ
ᓏၐマウスȢデルにおける)/-%5FԈλのࢨ᪪を
解ௌすることにǑってஊј性のȡカȋズムを解ଢ
したいと考えています。

ӷ時に、Ꮝ᩼ኽఋ性৴ᣠᓏၐध者をݣᝋとして、
)/-%5FԈλ療ඥのஊј性とܤμ性をᚸ価するこ
とをႸ的とした医ࠖɼݰᐮᚾ᬴を行っています。

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－21－－20－

ǭーワーȉ Ꮝϐ生、Ꮥ盤Ꮨᙀܦඥ、ٶ能性࠴ኬᏘ、ǭȡȩ、FgH10

ᧉ分ݦ ϐ生医療、ٶ能性࠴ኬᏘ研究、ᏽၨ内科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. -itahara et al.� )eneration oH Lungs D[ $lastoc[st %omplementation in Apneumic FgH10-&eHicient 
/ice. %ell reports. 31
6�:107626� 2020. 

2. 4an et al.� )eneration oH Th[roid Tissues From EmDr[onic 5tem %ells Xia $lastoc[st 
%omplementation +n 8iXo. Front. Endocrinol.� 2020 &ec 14�11:609697

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ൢሥ/Ꮝϐ生医療や研究、ǭȡȩマウスをဇ
いた၌धȢデル研究なƲに᧙࣎がある企業、製
ᕤ会社なƲ。

in Xitro でᆆౡに᎑えƏるᙐᩃな3ഏΨ構造
を持つᏍᐥ֥のϐ構ሰはಊめてᩊしいと考えら
れています。々は、Ꮥ盤Ꮨᙀܦඥをဇいて、
in XiXoでのᏍᐥ֥の作成にਪしています。

https://www.med.niigata-u.ac.jp/onc/

Ҕഫ学ኒ 教授

ᙱఱ پࡍ ᵱAᵧᵨO ᵷasuo

Ꮝᐥ֥ᆆౡửႸਦẲẺٶᏡࣱ࠴ኬᏘと
ᏕႴᏘᙀܦ法ửဇẟẺᏍᐥ֥のоЈ

Ҕഫ学ኒ я教

ԗ գʰ ᵸᵦOᵳ ᵯiliang

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶたちは、ီᆔ᧓Ꮥ盤Ꮨᙀܦඥをဇいて、Ȓ
トへのᆆౡをЭ੩としたီᆔ᧓Ꮝᐥ֥作出技術
のᄩ立をႸਦしています。

々は、Ꮝᐥ֥をഎするFgH10ノックア
ウトマウスのᏕ盤Ꮨに)F2発ྵマウスE5ኬᏘ
をᆆλし、マウスの生体内において)F2ᨗ性
E5ኬᏘဌஹするᏍᐥ֥の作出に成ыしていま
す。Ʀの૾ඥを発ޒさせ、ီᆔ᧓のᚨܭでȩッ
トE5ኬᏘをᏍഎマウスのᏕ盤Ꮨにᆆλする
ことにǑり、マウス生体内にȩットဌஹのᏍᐥ
֥作出をႸਦします。更にマウスを成ᧈさせ、
ီᆔ᧓ǭȡȩにおけるβ၃Ӓࣖのஊとᆆౡに
᎑えƏる成༌Ꮝの作出が可能かを౨᚛します。
更にはȒトへのᐮࣖဇをᙸੁえ、ǲノムዻᨼ
ඥをဇいて大ѣཋのᏍᐥ֥എȢデルを作成
し、ီᆔ᧓Ꮥ盤Ꮨᙀܦඥをဇいて᩼Ȓトᩙᧈ
であるマーȢǻットのE5ኬᏘから大ѣཋに
おけるᏍᐥ֥創出技術のᄩ立をႸਦしています。

本研究が成ыしたئ合、Ꮝᐥ֥ϐ生における
᪃新的な૾ඥᛯを੩కすることができ、Ȓトへ
のࣖဇに向けてのȒトi25/E5ኬᏘをဇいた究
ಊ的なᏍᐥ֥ϐ生に大きなȖȬークスルーをも
たらします。

ᏽၨ内科学分野
་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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୧ഃྠ ŝŶ�ǀŝǀŽ�䜲䝯ー䝆ン䜾⨨

䛥ま䛦ま䛺㡢䛻ᑐ䛩䜛⚄⤒άື

ǭーワーȉ ᪦٣ᛐჷ、大ᏯᎮᙾ、ɲᎮ、マウス in XiXo イȡージンǰ

ᧉ分ݦ Ꭾᙾ、ᅕኺ生理学、ή学的イȡージンǰ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1gi /� ;amagishi T� TsuMano *� et al. AssociatiXe responses to Xisual shape stimuli in the mouse 
auditor[ corteZ. 2Lo5 1ne. 2019�14:e0223242. doi: 10.1371/journal.pone.0223242.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᪦᪪機֥ȡーカー
・ȪȏビȪテーシȧンをɶ࣎とした健康ف進

᧙連産業
・デジタルǳンテンȄ発企業

ӫ別Хນができ、ӫɲͨイȡージンǰ
るᘺፗがあり、in XiXo イȡージンǰができま
す。ᣓ下ѣཋだけでなくᙾᣧѣཋでのイȡー
ジンǰも可能です。

Ꭾᙾဃ理研究ἓὊム https://www.med.niigata-u.ac.jp/oto/

Ҕഫ学ኒ 准教授

᭗ ᢰᘍ TAKAᵦAᵱᵦᵧ Kuniyuki

᪦٣ᛐჷೞᏡのメカニズムửỦ
～ ἰỸἋٻ脳Ꭾᙾ野ỶメὊἊὅἂẦỤ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶたちがଐࠝ感ჷしている᪦は、様々なᙲእか
ら成り立っており、᪦の３ᙲእとして、᪦の᭗さ
（ԗඬ数）、᪦のࢍさ（ਰࠢ）、᪦の᪦ᑥ（時᧓
的҄٭）がჷられています。ᱠԹձ科で行われ
るᎮщ౨௹では、Ꭵきӕれる᪦の᭗さ、ࢍさをย
し、ᩊᎮのᚮૺをしています。しかしܱᨥにはܭ
ᩊᎮが᠉度であってもᚕᓶのᎥきӕり（᪦٣ᛐ
ჷ）がफいध者さǜがいます。ƦのҾ׆として᪦
の᪦ᑥ（時᧓҄٭にˤƏ᪦҄٭ן（᪦ඬ࢟））が
᧙連しているとᚕわれます。また༾ᩊᎮの૾は
ɲでᎥこえる૾にൔǂ᪦٣ᛐჷがफいこともჷ
られています。Ʀこでᅶたちは᪦٣ᛐჷのᦆとな
ると࣬われる᪦ඬ࢟、ɲᎮにදႸして研究を
行っています。

᪦٣を最ኳ的にᛐᜤするのは大ᏯᎮᙾである
ことから、ɲͨӷ時マウス大ᏯᎮᙾ in XiXo イ
ȡージンǰをဇいて、ɲǑりさまƟまな᪦でХ
ນしᅕኺѣをยܭしています。本研究にǑり᪦
٣ᛐჷ機能のȡカȋズムが解ଢされると、Ꭾこえ
にる૾々への新たなᙀᎮ機֥、ȪȏビȪテー
シȧンプロǰȩムの੩̓や、これまで体᬴できな
かったデジタル᪦เの発へと発ޒ、ࣖဇできる
と考えています。

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆

ǭーワーȉ 人ჷ能、ဒᚮૺ、࣎Ꮝͣഥ、ᕽ生ࢸǱア

ᧉ分ݦ ࣯医学、ᨼɶ治療医学、ᕽ生学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・人ჷ能解ௌ
・ဒᚮૺ

ұ時性のあるദᄩなᕽ生ࢸᏯၐのၐ度ᚸ価
ඥが発されれば、治療成ጚの的な向上と
医療เのᢘЏなМဇのɲ立といƏ課題を解決
することができると考えられます。

ԡ࣯Ҕ学研究ܴ https://www.med.niigata-u.ac.jp/ecu/

Ҕഫ学ኒ 教授

ᙱޛ অ NᵧᵱᵦᵧᵷAᵫA Kei

ʴჷᏡửဇẟẺᕽဃࢸ脳ၐỆấẬỦဒ解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究のႸ的】
人ჷ能をဇいᕽ生ࢸᏯၐのၐ度をұࡈに᭗

ች度でᚸ価する૾ඥを発し、ᕽ生ࢸᏯၐにݣす
る体ภሥ理療ඥ（TT/）の最ᢘ体ภをଢらかにす
ることで、テーȩーȡイȉのᕽ生ࢸǱアを可能に
します。
【研究のಒᙲ】

がǜ治療にဇいられてきた人ჷ能をဇいたဒ
解ௌඥ「ȩジオȟクス」をɭ界でИめてᕽ生
学にࣖဇし、データਁ出・ϐ構成、ཎਁࣉ出、ʖ
ʖยなƲのඥを発します。まƣ、ȑイロッࢸ
ト研究として、人ჷ能にǑる解ௌに᎑えƏるٶ
ᚨデータਁ出ඥを発し、ဒの̾別҄にМဇ
できるデータϐ構成・ཎਁࣉ出ඥを発し、さ
らに、Ꮿ内のဒཎࣉのᆰ᧓分ࠋをȕǣー
ȁȣーマップをဇいてᅆし、分ች度の᭗いဒ
ཎࣉを発します。ƦのƏえで、˯ภ域TT/
のஊј性に᧙連するཎࣉをଢらかにし、新たな
ၐ度ᚸ価ඥに基ƮいたTT/における最ᢘ体ภの
ᚨ૾ܭඥを発します。
【ࢳされるјௐ】

人᧓のაをឭえた᪃新的なဒᚮૺඥ・ᕽ生ࢸ
Ꮿၐၐ度ᚸ価ඥを発し、テーȩーȡーȉ҄さ
れたᕽ生ࢸǱアを創造します。

་学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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脳⣽⬊䛾Ⓨ㐩䛸⮫⏺ᮇ䜢ಁ䛩㑇ఏᏊ䛾

ǭーワーȉ ᅕኺׅែ࢟成、Ꮿの௩᠂性、ᐮ界（感Ӗ性）、ᙻᙾ

ᧉ分ݦ ᅕኺ発ᢋ学、ᅕኺ生理学、ᅕኺ࢟७学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1: 5ugi[ama et al.� EZperience-dependent transHer oH 1tZ2 homeoprotein into the Xisual corteZ 
actiXates postnatal plasticit[.  %ell 134� 508-520� 2008 （くの新Ꭵ社に紹介記ʙありٶ）

2: *ou et al.� %hondroitin sulHate is reSuired Hor onset and oHHset oH critical period plasticit[ in Xisual 
corteZ. 5ci. 4ep. 7:12646� 2017 （᠂ᭌ成分ÛᏯの発ᢋ̟進：新潟ଐ報・ଐ本ኺฎ新Ꭵに紹介記ʙあり）

3: 5aMai et al.� )enome-wide target anal[ses oH 1tZ2 homeoprotein in postnatal corteZ. Front. 0eurosci.  
11:307� 2017 （ᢡˡ子データșースあり）

4: 21L;2E2T+&E5 F14 52E%+F+% TA4)ET+0) T1 1TX2 TA4)ET %ELL5（912010081975 
A1�）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ペプȁȉǻンサー発や生体分子材料発に
᧙わる製ᕤ・医療・医ኒȡーカーなƲの企業
・マウスᙻᙾኒをȢデルとした新たな発も可
能です（ᛐჷ・機能解ௌをԃǉ）。

Ꮿが成ᧈするᢅᆉでᅕኺׅែがᛚᣐዴされる
と、ችᅕ၌धがࡽきឪこされやすくなります。
ׅែを可ᙻ҄し、௩᠂にᣐዴし治すˁኵみが分
かると、Ꮿ機能のϐに役立つとࢳされます。

神経発ᢋ学研究ܴ https://www.med.niigata-u.ac.jp/contents/actiᶔity/research/shinryou/shinkei.html

医医学学部部

Ҕഫ学ኒ 准教授

னޛ ฌ̀ ᵱᵳᵥᵧᵷAᵫA ᵱayaka

Ḝ経᬴メἕἍὅἊἵὊḜἑὅἣἁឋỆợỦׅែ࢟の分析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ហちǌǜはᙸたり感じたりできますかᲹとឋ問
すると、大人とӷじとሉえる学生がいます。ܱᨥ
にはហちǌǜのᏯはச༌で、Ꮿの成ᧈはԗりの環
境やኺ᬴にǑって大きくӫされます。ᛖの
፼ࢽにもᎥいてᛅすኺ᬴が࣏ᙲですし、ᙻщの向
上にもᙸるኺ᬴が大Џです。̊えば、ࣴなƲで
こƲもの༾Ⴘにა࠘をすると、ᙸるኺ᬴をさえƗ
られたႸのᙻщがࢊくなり、ࢊᙻを生じることが
あります。しかし、ኺ᬴がᏯの機能を発ᢋさせる
ˁኵみについては、ɭ界的にも分からない点がٶ
いのがྵཞです。

これまでに、1tZ2ᖨႉឋがኺ᬴をᏯኬᏘにˡ
えるといƏȦȋークな性ឋを持つことをଢらかに
しました。マウスのᏯ内において、このᖨႉឋの
をٳᢿからદ作すると、ኺ᬴にǑりᏯが௩᠂に
成ᧈする時（ᐮ界）を人ໝ的にદ作できます。
̊えば、成体マウスのᏯにおいてᖨႉឋをถݲさ
せると（৴体や᧹ܹペプȁȉ=ཎᚩ4?をႸやᏯᏨ
᭒෩にදλすると）、ኺ᬴をȪǻットし、こƲも
の᪭のǑƏに௩᠂にׅែを࢟成できるǑƏになり
ます。この技術をဇいて、Ꮿの成ᧈを̟進するた
めの「ᢡˡ子データșース」も作成しています。

コンドロイチン
（2W[�を細胞内に

取り込む）

2W[�

細胞骨格因子
（突起を伸ばす）

KƚǆϮ⺮ⓑ㉁䛻䜘䜛どぬ䛾Ⓨ㐩
䠄䝬ウス䝰䝕䝹䛻䜘䜛ᐇド䜢ඖ䛻సᡂ䠅
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ǭーワーȉ ЏれႸのないૅੲ、2%%、ཎۡکܭ、社会的ᜱᚨ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

、ࢷ᭗ఄ、大学、企業、地域、福祉、ඥ᳸ݱ・
製ᕤ会社、行、021、ݑ理、ᜩ࣎

学ఄ、地域、ᜩݑ、δᇜ福祉ᚨ、行がң
して、࢘ʙ者の最ծのМႩにつながるǑƏな、
ЏれႸのないૅੲをႸਦせるǑƏ、連携をᚾみ
ます。

ᅈ˟ႎἡỶἼἋἁࣱڡồのૅੲ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ʖせƵ۔ک、ᝢ、ᖋܔ、ࢳ立なƲ、社会
的課題を抱えた「ཎۡکܭ」、「社会的ᜱ
ᚨ」（ʐδᨈ、δᇜᜱᚨ）なƲをȕǣール
ȉにし、社会μ体でӕりኵǉ「ЏれႸのないૅ
ੲ」をテーマに研究しています。

出生Ⴚࢸから、ƦのೌМがઢᜱされ、人生を
、μにᢅごすことができる生の基盤ܤ・࣎ܤ
生き৷くщや、自立にǉけた情報のӕਾᢠ৸が
できるщ、盤ჽなǽーシȣルǭȣȔタルの構ሰ、
࣏ʙ者自៲が515をᙲᛪできるためのૅੲが࢘
ᙲです。ƦこでȔープル・ǻンターȉ・Ǳア

2eople-%entered %are：2%%�のᙻ点から、
ができるܭ性自៲が自分の健康生のॖ࣬決ڡ
ǑƏ、医療者がもっている健康情報や技術を的
ᄩにわかりやすく੩̓することでɧܤやᒊၘを
共に解ෞできるǑƏにȑートナーシップをとる
ことをႸਦします。

ᛡしもがЭに進ǉことにできるためのプȩッ
トホームやǳȟȥȋテǣの構ሰのために、子Ʋ
もから大人まで人生のራႸに「自分らしく」
「あるがまま」にᝅかな人生をഩǉためのॖ࣬
決ܭに݃りชƏݦᧉ職が、ƲのǑƏな᩿ئでア
プローȁし、Ʋの領域に連携を求めていくのか
をჃᜱのᙻ点から考えていきます。

ᧉ分ݦ ᢡˡჃᜱ学、性Ⴣᜱ学、я産学

ࣱჃᜱ学・яင学・ᢡˡჃᜱ学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜarimori/

Ҕഫ学ኒ 教授

ஊౕ Ⴚ子
ARᵧᵫORᵧ Naoko

ษ䜜┠䛾䛺いᨭ

≉ᐃዷ፬

Ꮚ⫱䛶Ᏻ
ᭀຊ

⾜䛝㐣䛞䛯㌫

ணᮇせ䛼ዷፎ

Ꮩ❧

ᑵປᏳ
ᛮᮇ

い䛨䜑

ḟୡ௦䛻ཬ䜆㈇䛾㐃㙐

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ʙ者とのȑートナーシップに基Ʈく「2eople-%entered %are」のಒࣞのϐ構ሰ：᭘ࢼൟと̬健医療ࠊ・ औ子� 
ʒʟ 子� 大ౕ ኝ子� ஊౕ Ⴚ子� Ҿ きǑみ� ᓛක χ子� 新福 බ子� ဋˊ 子� 大 ʁ፦子� ஔຓ ऑ子
Ꭲែ加ᨥ大学ኔᙲ � $ulletin oH 5t. LuMe	s +nternational 7niXersit[   4 9-17   2018年

་学㒊 ಖ学⛉

Ҕഫ学ኒ 准教授 ᙱ૾ Ⴧࡻ NᵧᵱᵦᵧKATA ᵫayumi

Ҕഫ学ኒ 准教授 ᧙ ᬐˊ子 ᵱEKᵧᵨᵧᵫA Kayoko

Ҕഫ学ኒ я教 ௶ဃဋ ኔ子 ᵷAᵥᵷᵳᵳDA Noriko
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ǭーワーȉ ᢡˡ/ǲノムჃᜱ、共ஊॖ࣬決ܭ、ȩイȕスǭル、医療ኺฎ学、行ѣኺฎ学、ʖ᧸医療

ᧉ分ݦ ᢡˡჃᜱ学、性Ⴣᜱ学、я産学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・出産に᧙するک産ۡの自ࠁ決ܭᲨଐ本Ⴣᜱ科学学会ᛏᲨ1999Ღ19
2�Ღ33-41
・ᢡˡ/ǲノム医療に᧙わるჃᜱ職にࢳされること
ଐ本ᢡˡჃᜱ学会 ᢡˡჃᜱݦᧉ職౨᚛ۀՃ会�

http://idenMango.com/nursing-in-genetics20170220.pdH �アクǻス：2020/1/28 
・ஊౕ科研ȝータルサイト https://www.clg.niigata-u.ac.jp/`arimori/MaMen/

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・共ஊॖ࣬決ܭに᧙࣎のある૾
・ȘルスǳȟȥȋテǣƮくりに᧙࣎のある

自治体の皆様
・ʖ᧸医療のアウトカムに᧙࣎のある૾

%%7744EEがなくても、%%AA44EEがあることで、ࠊൟ
は၏になった時にもࠎஓを持てるئ合があります。
ᅶたちჃᜱ職のࢍみは、この%A4Eを160ɢと
いƏ̬健医療職最大の数でਃƏことができること
です。

ࣱჃᜱ学・яင学・ᢡˡჃᜱ学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜarimori/

Ҕഫ学ኒ 教授

ஊౕ Ⴚ子
ARᵧᵫORᵧ Naoko

ᢡˡ/ἄἠムჃᜱとσஊॖ࣬ൿܭのᙻໜẦỤ
ἪἽἋἅἱἷニἘỵоဃửỜằẴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ᢡˡ学的౨௹は、Ʀのኽௐが生෨٭わらないᢡˡ情報
をଢらかにすること（ɧ٭性）、ᢡˡ情報を共ஊするȡ
ンバーにもࢨ᪪すること（共ஊ性）、発ၐЭᚮૺ、出生
ЭᚮૺなƲݩஹをʖยすること（ʖย性）において、通
ࠝの౨௹とはီなります。ཎに出生Э౨௹は、ᚃのȪプ
ロȀクテǣȖȘルスȩイȄと子Ʋも生きるೌМについて、
͒理的な問題を抱えます。̬健医療に᧙するॖ࣬決ܭは、
人々にとってᩊしいॖ࣬決ܭといえますが、ཎにᢡˡ学
的౨௹はǑりɠݗなૅੲが࣏ᙲといえます。

ᅶたちは、ध者と医療者が、決ܭのኺᢅを共ஊしテイ
ク（共ஊॖ࣬決ܭ）に᧙する研究を行っています。（
参ༀ）ॖ࣬決ܭは、ȩイȕスǭルのɟつでもあり、ྵנ、
創生学ᢿとңして、࣬࣬ବବ（（ɶɶ᭗᭗ఄఄ生生））ををݣݣᝋᝋにに「「出出
生生ЭЭ౨౨௹௹」」ををእእ材材ととししてて業業をを行行っってていいまますす。。

共ஊॖ࣬決ܭのアウトカムは、「ឱ度」にとƲまら
ƣ、医療ኺฎへのࢨ᪪もʻࢸኧしたいと考えています。

ᅶたちჃᜱ職は、̬健医療ྵئでおきている課題から
の解決ሊをਃ࢘しますが、Ʀれを୍ӏしていくሊ、࠼
報の領域の૾々とのᗡ合研究をࠎஓします。

最ኳ的なǴールは、Șルスǳȟȥȋテǣ創生を地૾ᣃ
。新潟で可能にするための૾ဦをኧするܱᘺ研究ですࠊ

、ൟが「၏になっても自分らしくある社会」をႸਦしࠊ
「医療のܤμにသまらない࣎地Ǒい生のǱア
（（99eellllDDeeiinngg））」に᧙する研究をޒしたいと࣬います。
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་学㒊 ಖ学⛉

Ҕഫ学ኒ 准教授 ᙱ૾ Ⴧࡻ NᵧᵱᵦᵧKATA ᵫayumi

Ҕഫ学ኒ 准教授 ᧙ ᬐˊ子 ᵱEKᵧᵨᵧᵫA Kayoko

Ҕഫ学ኒ я教 ௶ဃဋ ኔ子 ᵷAᵥᵷᵳᵳDA Noriko
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║⌫㐠ື䛸▖Ꮝᛂ䛾䝸䜰䝹タ䜲䝮ィ 

ĨDZ/䛻䜘䜛脳機⬟ゎᯒ

ǭーワーȉ Ꮿᅕኺ科学、ᙻᙾ情報ϼ理、自ࢷᅕኺ、ȘルスǱア

ᧉ分ݦ ᅕኺ生理学、生体医学、ᛐჷ科学、計ย学、人᧓学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

医療分にഥまらƣ、ଐࠝにある健康やܤμな
生のために࣏ᙲな医学生理学的౨ᚰを、医学と
学をኵみ合わせてӕりኵǜでいます。ཎに、ᙻ
ᙾとᏯᅕኺኒの᧙̞にදႸして、Ȣノをᙸること
をきっかけとして、ᙸた情報のᏯ内ϼ理からμ៲
へඬӏするᏯとᐥ֥の連᧙を分ௌし、ᚮૺ技術の
発、ȘルスǱアのためのȢȋタȪンǰ技術を
発しています。

აྶはȢノをᙸるためにች݅にᢃѣしますが、
Ʀのᨥのѣきの向きやᡮ度、ȑターンにٶくの情
報を持っています。また、შ܉はήにӒࣖしてƦ
のࢲを҄٭させるだけではなく、情ѣ（շࣦԻಏ
の様な感情）の҄٭にも感にӒࣖしࢲを٭えま
す。これらは自ࢷᅕኺኒの作ဇにǑって҄٭しま
す。აྶᢃѣやშ܉を分ௌすることで、Ꮿ内でឪ
こっているྵᝋや自ࢷᅕኺの様子を推ܭすること
がࢳできます。

Ȓトのᝅかな生のためには、Ꮉ体的な健康に
加えて࣎の健康にもൢをᣐりたいとこǖです。感
性にјௐをもたらす፦術や᪦ಏをり、科学的に
ᑸ術のᑣさを考えることにもӕりኵǜでいます。
Ꮿᅕኺኒをɶ࣎とした生体計ยから࣎៲のཞ७を
ȢȋタȪンǰする技術は、医療、ȘルスǱアへ大
きくᝡྂできる分です。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

+ijima A� et al.� 8ergence e[e moXementä� &ispla[s� 33
2�� 91-7� 2012.
คࢠǄかᲦストȬスཞ७の推ܭにஊјなäᲦ生体医学Ღ49
6�� 946-951� 2011.
立体ဒ分ௌᘺፗ（ט ဋ  ଯ�    ค Ღཎᚩᇹ5331785ӭ）なƲࢠ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・計ย機֥、ή学機֥、+Tをԃǉᩓ子・情報ኒ
ȡーカー、医療機֥ȡーカー、ȘルスǱアをႸ
的とするˁኵみ作りに᧙࣎のある企業、自治体
なƲ

医学ᢿ̬健学科、医学科生理学ܴなƲと݅
に連携し、医学研究を推進しています。医学
と学のӑ૾のݦᧉჷᜤ・技術をဇいて研究
発しています。

神経ဃ理・Ҕ学研究ܴ http://npbme.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

 คࢠ ᵧᵧᵨᵧᵫA Atsuhiko

Ҕᡲઃᾉဃ˳のᚘยẦỤ࠼ầỦἪἽἋἃỴ
㛊 脳・神経ኒẦỤʴ᧓ૅੲồ 㛊

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

EĞǁŽƉƚŽ
�dͲϲϬ

་学㒊 ಖ学⛉ ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ᅗϭ 㢼お䜘䜃่⃭䛸⮬ᚊ⚄⤒⣔䛾ᛂ

ᅗ䠎 Ⴔዲ䛾㐪い䛻䜘䜛ၚᾮෆタン䝟䜽䛾ศἪ≧ែ

ǭーワーȉ ፦味しさ、食行ѣ、感ᙾ相ʝ作ဇ、食品発

ᧉ分ݦ Ⴣᜱ学、基ᄽჃᜱ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

人᧓がଐࠝ的に行Ə行ໝのなかでも、ཎにᙲ
なᙲእが食である。何を食ǂるか、ƲのǑƏに食
ǂるかといƏことはɟつのಏしみであり、文҄に
なっています。ᅶたちがଐࠝ生で̅Ə「味」と
は、ᐾの上に分ࠋしている味ᙾኬᏘのみにǑって
だけでなく、ܱᨥには味ᙾˌٳの数ᆔの感ᙾХນ
（օᙾ・ᙻᙾ・Ꭾᙾ・ᚑᙾ等）をወ合したものと
して食品の味をᛐᜤしています。ƦれǏえに౨ᚰ
がᩊです。

々はこれまで「፦味しさ」をƲのǑƏにยܭ
できるか、౨᚛し౨ᚰを進めてきました。Ʀのኽ
ௐ、『「፦味しい」と感じたときのშ܉のݿに
（1
ѣがある』『ႝᐎᩓൢӒࣖがある』٭
『「፦味しい」と感じた時に՜෩内タンȑクឋの
ɟᆔ（5100A8）がཎီ的に分ඣされている』

といƏ生体Ӓࣖがみられました。これらを（２
「፦味しさ」デバイスとして発ޒさせることがで
きればɼᚇ的ᚸ価がᩊなݣᝋ（᭗ᱫ者やᨦܹ
者）への౨ᚰができるのではないかと考えました。
『ִ下ᨦܹがある᭗ᱫ者でも፦味しいものをみ
ᡂǉときは「つるǜ」とのみこǜでǉせない』と
いƏኺ᬴談をჃᜱࠖや介ᜱٟからǑくᎥきます。
本研究がܱᚰされることで「፦味しさ」とִ下の
᧙̞や「፦味しさ」ᙻの介ᜱ職の発にბで
きるのではないかと考えました。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

;u -o[ama a� 5haliMa &ewmi 2remarathne� ThulasiMa 1ppilaman[� A[aMa 1hnuma� AMiMo 1Muda� AtsuhiMo +ijima� 
0ori[asu 1noma� /ieMo 7chi[ama&iHHerences in suDjectiXe taste Detween ,apanese and 5riLanMan students 
depending on Hood composition�nationalit[� and serum \inc� %linical 0utrition EZperimental � 22 � 1-9� 2018.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・味ᙾや味の研究や企業食品発を推進して
いる新潟Ⴤ内の食品業者、医学とƦのࣖဇを
食にかすことを౨᚛している分との共ӷ研
究をࢳします。

食の։ڤやឱ感は、食ǂるॖഒやみᡂみ
૾に᧙̞していると考えますが、౨ᚰのെ᨞で
す。食品サンプル作成から共ӷ研究いただける
૾、共ӷ研究いただける業ᆔの૾大ടᡇです。

Ẑ፦ԛẲẰẑの౨ᚰἓὊム http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜucci-/index.html

Ẑ፦ԛẲẰẑἙἢỶἋのኧとそのဇ
～ ᭗ᱫᎍởᨦܹᎍồのઅỴἩἿὊἓửỜằẴẺỜỆ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ҕഫ学ኒ 教授 小ޛ  KOᵷAᵫA ᵷu

ᐯ科学ኒ 教授  คࢠ ᵧᵧᵨᵧᵫA Atsuhiko

Ҕഫ学ኒ ᜒࠖ ဋښ 明子 OKᵳDA Akiko

་学㒊 ಖ学⛉

Ҕഫ学ኒ 教授

内ޛ ፦子
ᵳᵡᵦᵧᵷAᵫA ᵫieko

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ ዡᐏᄏ子体術、ᐃᐬˮ、ᙙၫʖ᧸、ܤಏ、体ן分ݏφ

ᧉ分ݦ 基ᄽჃᜱ学、ᙙၫሥ理

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1�Tsuchi[a 5� 5ato A� 0ishi\awa ;oMono T（10ဪႸ）他8Ӹ� The eHHectiXeness oH small changes Hor pressure 
redistriDution� using the air mattress Hor small changes. , Tissue 8iaDilit[�25
2�:135-142�2016. 2� ᙱຓ（್）ჷ൶� 
ʚ ᑻʁ፦� ᪰ᤅ ค子�他3Ӹ�エアマットȬスの体ן分૾ࡸのᢌいがᔕ・発൱とႝᐎภにӏǅすࢨ᪪. ଐ本ᙙၫ学会ᛏᲦ
6
4��660-663�2004.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ؕᄽჃᜱ学研究ܴ

Ҕഫ学ኒ 准教授

್野 ჷ൶
ᵷOKONO Tomoe

ዡᐏᄏ子˳ᘐࢸ患ᎍầᐃᐬˮਤዓӧᏡễ
ಏࣱửᡙ൭ẲẺ்᫊᩿ἅὅἍἩἚの開発ܤ

Ҕഫ学ኒ 教授

内ޛ ፦子
ᵳᵡᵦᵧᵷAᵫA ᵫieko

་学㒊 ಖ学⛉

ᵵEᵠῨ῟ḷ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㼔ttp㻦㻛㻛mai㼘.㼢it㼞ectom㼥.com㻛p㼞inte㼞.p㼔p㻫m㻩㼒ace
┿ϭ ┿Ϯ

9༏感
9ص感
ăԠԈしƮらさ

9Ϲり 9ၘみ
9しƼれ
ă持ዓ的ןᡐ

ԠԈሂᎹ ᅕኺႝᐎ

9ᙙၫ発生
ă持ዓ的ןᡐ ăӷɟ体ˮ̬持

ăۋѬのപみ

ののᒊᒊၘၘ៲៲࣎࣎ が᩼ࠝに大きい

ዡᐏᄏ子体のა科術では、ǬスӏƼairのූщをМဇしたዡᐏのࣄˮを行Əため（Ძ）、
ध者は術ࢸኖ1ᡵ᧓、᫊᩿下（ϙჇᲫ）やᐃᐬˮ（Əつƿせݏ）（ϙჇ２）を̬持する࣏
ᙲがあります。しかしۋѬ̬持はध者にとって࣎៲共にᒊၘが大きいྵཞがあります。Ʀこで、
ᐃᐬˮを̬持しながら、᪹ᢿの生理的のዜ持とܤಏな体Ѭの̬持、体ן分可能なĬ᪽ᢿ
̬持ဇ்ӏƼĭ体࠴の体ן分クッシȧンの発が࣏ᙲと考えました。ʻׅは、ᇹ1ステップ
としてĬ᪽ᢿ̬持ဇ்の発をʖܭしています。

【ᇹ1െ᨞：்᫊᩿のཎ性分と課題のଢᄩ҄】
【ᇹ2െ᨞：்᫊᩿̅ဇ時の生体Ӓࣖ、

【ɼᚇのᚸ価、҄٭७学的࢟
ଏ܍の்᫊᩿（ӫϙჇ）をᚸ価
Ĭ᫊᩿体ן
ĭᫀᢿ、Ꮡᢿのሂᄒ度
ĮۋѬの҄٭
įᒊၘ（ऒᒊしさ、ၘみ、しƼれ、ɧࣛ感））

ᅗ ϭ͘�ୗྥ䛝で
⥙⭷䜢ᢚ䛘䜛

܌܌77
ウウȬȬタタンン製製

܌܌77
ビビーーズズ製製

ረረ
ウウȬȬタタンン製製

ă通通ൢൢ性性と᫊᩿と்のᚑᚑ᩿᩿ᆢᆢをを࠼࠼くくと
ることをɲ立した்を考えることが࣏ᙲ

Ⴣᜱ学・生体学的ᙻ点から科学的ఌਗに
基Ʈいたܤಏ性をᡙ求した்᫊᩿の発

ăध者の術ࢸの生のឋの向上
ă術ࢸの治療成ጚの向上にᝡྂ

【【ᇹᇹ33െെ᨞᨞：：FFaaccee  22iilllloowwǳǳンンǻǻププトトのの発発】】
産産学学連連携携がが࣏࣏ᙲᙲ

ཞはᲹ࢟

እ材はᲹ

・்᫊᩿のእ材・࢟ཞの発・ᚸ価が可能な業ᆔ
・்᫊᩿の生体ӒࣖにǑる౨ᚰが可能な業ᆔ
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子育て期は、ストレスの多い、健康が脅かされる時期
十分な睡眠が必要だが、昼夜を問わない子どもの世話も必要

果たして、どのくらい睡眠はとれているのか？
「よい睡眠」に向けてどのように睡眠をとればいいのか？

ǭーワーȉ 子Ꮛて、子Ꮛてૅੲ、ზ、ᚃ、༵ᚃ、健康̟進

ᧉ分ݦ 子̬健、ウǣȡンズȘルス、ᢡˡჃᜱ学、性Ⴣᜱ学、я産学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

An oDserXational longitudinal stud[ among Hirst parents Hor sleeping
third report� - diHHerence oH in/out 
Ded time and suDjectiXe health conditions at third trimester� one month and three months aHter 
childDirth -. The 9th %ongress oH Asian 5leep 4esearch 5ociet[ 
A545�
出産ڡࢸ性の月ኺ、ホルȢン値のׅࣄの౨᚛ 産3ࢸȵ月までのᚇݑ研究. 性ᘓ生� 593
3�� 323� 2018.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᚃ・༵ᚃ（ʖͳԃǉ）へのૅੲとして、
子Ꮛてのアȉバンテージ（ਃのみでない）を
ଢᄩ҄し共ஊできるˁኵみを考えたいです。
ă̬Ꮛ・Ꮛ、・農学、ኺฎ・ኺփ、ඥࢷ
等のݦᧉ者、ܱោ者のみなさǜ

子Ʋもだった᪭のಏしかったあǜなことこǜ
なことをいまの子ƲもたちにもᲛƦǜな子Ʋも
の成ᧈをᇰ᫊でᙸܣるᚃたちをૅえられる社会
にᲛをႸਦし、ࣇщながらӕりኵǜでいます。

ࣱჃᜱ学・яင学・ᢡˡჃᜱ学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

Ҕഫ学ኒ 准教授

᧙ ᬐˊ子
ᵱEKᵧᵨᵧᵫA Kayoko

ᚃẆ༵ᚃẆỚỮễầᇰ᫊Ể子Ꮛềὲ
～ ԗင・子Ꮛềの̟ͤࡍᡶ૾ဦとỊ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、Ӗችҳが生じた時点から分ۖにᐱる進۔ک
行性の҄٭です。۔کしたڡ性はኖ10か月にบ
りȀイナȟックに࣎៲を҄٭させ、分ۖをਃって
（子Ʋもが出生）ܼଈを産み出します。Ʀのࢸは
ჺ᧓のƏちに៲体をׅࣄさせつつʐᏋδなƲ
新しい子Ʋもの子Ꮛてがڼまります。

出産ࢸは、ଷٸを問わない子Ʋものɭᛅが加わ
り、ᚃのみならƣ、社会生とのɲ立をᡐられ
ኧする༵ᚃも、ٸはれƣ、ଷもれƣ、ዬࢌ
のٶい時です。出産年ᱫの᭗年ᱫは、体の合
́ၐ（持၏）のǱアが࣏ᙲなئ合や、ӷ時にܼଈ
も᭗年ᱫǏえに介ᜱが࣏ᙲなئ合もあります。ᡈ
年は、新ǳロナウイルス感௨ၐݣሊもᡙいち
をੑけ、子Ꮛてに᧙わるさまƟま課題がූきࢤり
になっています。ᏋδɧܤᲩ産ࢸƏつ၏Ჩδᇜᖋ
。ったなしのཞඞですࢳ、8は&、ࢳ

ǑりǑい健康ཞ७で相ʝにңщ的であることが
ஓまれますが、ܱ७はௐたしてƲƏでしǐƏかᲹ

「Ǒり健康で、みǜながᇰ᫊で子Ꮛて」のܱ
ྵに݃ɨすǂく、子Ꮛてサȝートの૾ሊ、۔کЭ
からのแͳ・ǻルȕǱア૾ဦへのᅆՐをݰけるǑ
Əな研究を進めています。

アクチスリープモニタ

（モニタ）

3次元の加速度計。重量18g。
使用者の動きを測定し、精度が十
分に認められているCole-Kripkeも
しくはSadehのアルゴリズムで睡
眠・覚醒を高い精度で判定する。
（MAGnet websiteより引用）

Cole&Kripke analysis 

corrected mes by referring to sleep diary 

in  blued night sleep, awaked >5 min changed pink as awaking 

<15 min sleep between awakings regarded as awaking 

Procedures  of  Analysis  of  Sleep  Time  

night sleep　　　　　　　awaking 

1st  

3rd  

4th  

2nd  

分析方法

産後1か⽉
平⽇：90.1
休⽇：95.3

平⽇：34.3
休⽇：60.1平⽇：0.8回

休⽇：1.4回
187.0

168.0

143.0

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

医学部 保健学科

Ҕഫ学ኒ 准教授

ᙱ૾ Ⴧࡻ NᵧᵱᵦᵧKATA ᵫayumi
Ҕഫ学ኒ я教

௶ဃဋ ኔ子 ᵷAᵥᵷᵳᵳDA Noriko

Ҕഫ学ኒ 教授

ஊౕ Ⴚ子
ARᵧᵫORᵧ Naoko
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ǭーワーȉ 子Ʋもの健康、տྙ、ࢻδ生፼ॹ၏ʖ᧸、学ఄ̬健、δᇜ生ݱ

ᧉ分ݦ πᘌᘓ生学、̬健ወ計学、生፼ॹ၏ʖ᧸、ݱδ̬健学、ݱδჃᜱ学

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T� 5umi[oshi�0� 5eMi�Thimira Amarasinghe�5achini -umari ThennaMoon�5� -uDota : LiHest[le %hanges 
and 2assiXe 5moMing 4isM in 4ural ,apan: %omparing %ross-5ectional 5urXe[s� )loDal ,ournal oH 
*ealth 5cience�13
6��110-123�2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Ӳ自治体の健康福祉をਃ࢘するᢿፙ、ݱ学
ఄ・ɶ学ఄの̬健ሥ理のਃ࢘者や、学ఄ̬健ۀ
Ճ会なƲ、Ǒりјௐ的でᧈ的な健康ોծに向
けたңをࢳします。

なࡈɶ学ఄ向け、̬ᜱ者向けの健康Ꮛᜒݱ
Ʋもܱ可能です。

インターネット等の࣎៲のࢨ᪪についてもᛦ
௹をܱし、ȕǣーȉバックしています。

᧙研究ܴ ˰Ӵ研究ܴ

Ҕഫ学ኒ 教授

᧙ ደډ ᵱEKᵧ Nao

Ҕഫ学ኒ 教授

˰Ӵ 子 ᵱᵳᵫᵧᵷOᵱᵦᵧ Tomoko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

全全体体 22000022年年 22001177年年 pp
n % n %

私は将来は絶対
煙草を吸わない

349 62.7 237 82.6 <.001

家族に喫煙者が
いる

407 74.1 142 48.6 <.001

喫煙者:父 343 59.1 100 33.0 <.001
喫煙者:母 66 11.4 30 9.9 .002 

⾲㻝㻌ᐙ᪘䛾ႚ↮䛸⮬ศ䛾ᑗ᮶䛾ႚ↮ண
-㻝㻡ᖺ๓䛸䛾ẚ㍑-

nは䛂はい䛃䛾ᩘ䜢♧䛩 ↓ᅇ⟅は㝖ཤ䛧䛶い䜛

ᅗ㻝 ⫧‶ᗘฟ⌧⋡䠄㻑䠅 㻞㻜㻜㻞ᖺ䛸㻞㻜㻝㻣ᖺ䛾ẚ㍑

䠄ὀ䠅ᅜ䠄㻞㻜㻝㻣ᖺ䠅は䠈ᖹᡂ㻞㻥ᖺᗘ䠄㻞㻜㻝㻣ᖺ䠅䛾学ᰯಖ⤫ィ
䛻䜘䜛㻝㻞ṓ䛾⫧‶ഴྥඣ䛾ฟ⌧⋡䛾ᅜ್で䛒䜛

12.3

9.4

12.0

7.5

9.9

8.0

ϲ͘Ϭ

ϳ͘Ϭ

ϴ͘Ϭ

ϵ͘Ϭ

ϭϬ͘Ϭ

ϭϭ͘Ϭ

ϭϮ͘Ϭ

ϭ3͘Ϭ

男子 女子

2002年

2017年
全国(2017年)

་学㒊 ಖ学⛉

ᵵEᵠῨ῟ḷ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ᠾע؏ ૼჄဋɥထのδᇜဃࢻの˳とဃ፼ॹのᛦ௹

～ ᧈỆỪẺỦܭໜᛦ௹ ～

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᡈ年、子Ʋもをӕりࠇく生環境は大きな҄٭
がឪこっています。ǳンビȋエンスストアのف加
にǑる食生の҄٭、スマートȕǩン、505Ȅー
ルの୍ӏにǑるᚕᛖ発ᢋやᙻᎮᙾ、၅і度へのࢨ
᪪、Ӑ人᧙̞構ሰなƲ、子Ʋもたちの࣎៲の健康
にࢨ᪪をӏǅしています。またܼଈの生፼ॹも
しています。ᣒやտ等、ܼଈの生፼ॹ҄٭
が҄٭するɶで、δᇜ生ࢻへのࢨ᪪や、健康Ꮛ
のあり૾も҄٭を˷Βなくされています。このǑ
Əな社会環境のɶで、δᇜ生ࢻへのࢨ᪪を考える
ときには、್ૺ的な౨᚛も࣏ᙲですが、ᧈにわ
たるܭ点ᛦ௹にǑる҄٭も᩼ࠝにஊॖ፯なデータ
となります。

ᅶたちは新潟Ⴤの農地ғであるဋ上ထと共ӷ
して、15年Эからδᇜ生ࢻへの健康ᛦ௹ならƼ
に健康Ꮛをܱしてきました。δᇜ生ࢻのᏄ
度の҄٭やᲦܼଈのտ者のນถ、δᇜ生ࢻのտ
にݣするᛐᜤなƲ、大きな҄٭が15年᧓の᧓
にありました
。このǑƏに自治体�ᘙ1参ༀ、1
と連携し、地域のഏɭˊをਃƏδᇜ生ࢻの健康Ʈ
くりのૅੲをዓけています。
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ᅗϭ ே㛫䛜ุ᩿䜢ୗ䛩㝿䛾䠏䛴䛾ཧ↷ᇶ‽

ᅗϮ 研究䛾ᡂᯝ≀䛸䛧䛶䛾ᅗ᭩➼

ǭーワーȉ ॖ࣬決ܭ、͒理ҾЩ、ナȩテǣȴ・アプローȁ、ॖ࣬決ܭȄール

ᧉ分ݦ 生ԡ͒理学、医療͒理学、Ⴣᜱ͒理学、ナȩテǣȴ・アプローȁ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

医療͒理学の૾ඥ :پᢊקܷ - ҾЩ・ナȩテǣȴ・�ᇹ3版� 医学ᨈ� 2016年
Ǆか: Ⴣᜱ͒理�ᇹ2版� 医学ᨈ� 2018年پᢊקܷ
Friedo <oel\er� )aston /esMensዻ� Ethics oH EnXironmental *ealth�  4outledge� 2017年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療機᧙、行ኵጢ、企業やൟ᧓ׇ体等でॖ
࣬決ܭのあり૾をᙸႺし、新しいルールやॖ࣬
決ܭを作りたいと考えているǱースがेܭ
されます。

医療にᨂらƣ、ྵˊ社会は理ኒから文ኒの࠼
い領域にまたがる学ᨥ的なアプローȁを࣏ᙲと
しています。本研究はॖ࣬決ܭをテーマにした
学ᨥ的でܱဇ的な研究です。

研究ܴקܷ http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜmiyasaka

Ҕഫ学ኒ 教授

קܷ ᢊپ ᵫᵧᵷAᵱAKA ᵫichio

ʴỊ˴ửầẦụỆẐЙૺẑửẪẻẴのẦ
～ ͒理学と࣎理学のႎ研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶはこれまで、医療ྵئで生じる͒理的問題に
ついてのॖ࣬決ܭのための૾ඥᛯを求してきま
した。͒理学と࣎理学にまたがる研究にǑってࢽ
られた成ௐが、ҾЩ・ཋᛖ・といƏ、人᧓が
Йૺを下すᨥの３つの参ༀ基แをဇいるȢデルで
す（1）。「ҾЩ」とは、ཞඞやᏑʙ情に
ӫされない、൮ဇ性の᭗い行ໝ規ርです。「ཋ
ᛖ」とは、̾人やᨼׇがʙᝋに価値をᙸいだすた
めのᛟଢです。ҾЩとཋᛖはしばしばᘔᆳをឪこ
し、ܱᨥのЙૺ・ॖ࣬決ܭにはƦのᛦͣが࣏ᙲで、
Ʀれをแ҄するのが「」です。

このǑƏなȢデルは、ኳ医療のॖ࣬決ܭか
ら、先ᇢ医療のඥ規Сにᐱるまで、ٶくのᙐᩃな
ॖ࣬決ܭにᢘဇできました。2000年度からዒዓ
的に研究ˊᘙ者として科学研究ᝲᙀяのя成を
Ӗけ、ॖ࣬決ܭのためのȄール等を発し、ᛯ
文・としてπᘙし、ٶくの人にМဇされてい
ます（2）。ʻࢸは、医療のテーマにᨂܭせƣ、
企業やൟ᧓ׇ体で、ܭや自治体のπ共ሊのሊ
のॖ࣬決ܭ、さらには̾人やݱᨼׇが行ƏЙૺに
いたるまで、ࠢ࠼いテーマにᢘဇできるかƲƏか
を౨ᚰしたいと考えています。

原則
principle

物語
narrative

⼿順
procedure

原則
principle

物語
narrative

⼿順
procedure

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

་学㒊 ಖ学⛉
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൦分ᔕ計やႝᐎщ計なƲだけでなく
ኬᏘ、၏理ኵጢをӕし、分ௌしたりする

ǭーワーȉ ች、૾、ౡཋ、ᙀܦˊஆ医療、ወ合医療、スǭンǱア、ჃᜱǱア発

ᧉ分ݦ ჃᜱǱア発、がǜჃᜱ、᭗ᱫ者Ⴣᜱ、アンȁエイジンǰ、ᙀܦˊஆ医療、ወ合医療、創ͻ治ၷ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

/oisturi\ing eHHects oH cold process soap treatment in mouse Durned sMin : A potential eHHectiXeness 
oH cold process soap in complementar[ medicineଐ本アロマǻȩȔー学会ᛏ 16
1�:  7-14  2017
向ᎊႝᐎ༏ͻȢデルにݣするИޅ所療ඥでのඹдᢠ৸に᧙する研究 Ⴣᜱ理学会ᛏ4
2�90-97.2017

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・農産ཋやౡཋに᧙連する産業界、
ᙀܦˊஆ医療に᧙࣎のある産業界
҄ታ品・バイオ創ᕤ企業

なƲ

新潟で生産される農作ཋやౡཋをဇして、
新たなჃᜱǱア૾ඥのјௐを౨ᚰしていきたい
と考えています。

ᙀܦˊஆჃᜱἃỴ開発研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

Ҕഫ学ኒ 准教授

Ҿ 子̬ډ KAKᵧᵦARA Nahoko

ᙀܦˊஆҔၲ૰ửဇẲẺჃᜱἃỴのỺἥἙὅἋ
～ ᐯのऔỚỂჃᜱἃỴử̟ᡶẴỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

わたしたちは自界から様々なऍऔをӖけてい
ます。ଥからൟ᧓療ඥとしてౡཋをဇいたりと
様々なᚕいˡえがあります。ମʻでは、エビデン
スのないものもたくさǜ情報としてあƾれかえっ
ています。人々は、医学の発ޒにはရのࣞを
Əɟ૾で、自のщをかしたᙀܦˊஆ療ඥにも
。いのもʙܱですٶを持っていることが࣎い᧙ࢍ
このǑƏなᙀܦˊஆ療ඥは、エビデンスがᄩ立し
ていないものもٶく、ཎに၏ൢになり࣎៲の機能
が˯下しているئ合にはᡞјௐでܹになることも
あります。࢘研究ܴでは、ᙀܦˊஆ医療材料を
ဇしながら、ʻまでのǑƏなჃᜱǱアをܱする
ことにǑり、Ǒり࣎地Ǒくјௐ的なჃᜱܱោとな
ることをࢳしています。Ʀのための科学的ఌਗ
を౨ᚰしていくことをႸ的としています。ᙀܦˊ
ஆཋをჃᜱǱアにӕりλれる点がཎࣉとなってい
ます。ʻࢸ、၏ᨈでの治療をはじめとしてᎊ健
ᚨやܡנ医療ྵئなƲにもࠢ࠼くӕりλれられる
ǑƏなᐮࣖဇまでをすすめていきたいと考えて
います。
Ʀのため、᬴ܱѣཋやኬᏘ᬴ܱؔにǑる基ᄽ医
学的研究ඥだけでなく、ȒトにǑるܱᚰ研究、
ᐮ研究にǑる研究ඥも行いたいと࣬います。

ƲのǑƏなᙀܦˊஆ材料をဇいてƦの
ǑƏにჃᜱǱアするのが最もјௐ的か
を౨ᚰする

་学㒊 ಖ学⛉
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ǭーワーȉ ʖ᧸ᆔ、ʖ᧸医療、健康Ꮛ、ध者Ꮛ、医療ǳȟȥȋǱーシȧン

ᧉ分ݦ 基ᄽჃᜱ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5aitoh� A[a� et al. �EHHect oH stepwise perinatal immuni\ation education: a cluster-randomi\ed 
controlled trial.� 8accine 35.12 
2017�: 1645-1651.
5aitoh� A[a� et al. �2erinatal immuni\ation education improXes immuni\ation rates and Mnowledge: 
a randomi\ed controlled trial.� 2reXentiXe medicine 56.6 
2013�: 398-405.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・+%Tをဇした健康Ꮛに興味のある企業や
自治体、ʖ᧸ᆔ行に᧙連する自治体やׇ体、
౨ᚮなƲܱしている医療機᧙、ʖ᧸ᆔۡک
の相談をӖける̬Ꮛ࠷、טᆐטなƲ

̬健や医療のئでǑりᑣいॖ࣬決ܭができる
ǑƏにエビデンスに基Ʈいた情報੩̓と、わか
りやすいˡえ૾やシステム作りを౨ᚰしていま
す。

ᱣ藤研究ܴ

Ҕഫ学ኒ 准教授

ᱣ藤 ẝở ᵱAᵧTOᵦ Aya

ʖ᧸ᆔ教Ꮛのјௐの౨ᚰ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʖʖ᧸᧸ᆔᆔををすするる人人ががദദししいい情情報報ををλλししててॖॖ
࣬࣬決決ܭܭででききるる環環境境ののૢૢͳͳををႸႸਦਦししてていいまますす。。

ᡈ年、ଐ本の子Ʋもたちのʖ᧸ᆔをӕりま
く環境が大きく҄٭しています。2008年ˌᨀ、
λされ、ʐݰ内にくのワクȁンが相ഏいでٶ
のワクȁンのᆔとᆔׅ数が大ࠢにڜδ推࠷
してʖݣ加しました。これにǑり、̬ᜱ者にف
᧸ᆔに᧙するٶくの情報੩̓が࣏ᙲとなȪま
したが、ྵנの内では、ʖ᧸ᆔの情報੩̓
は、Ӳ医療᧙̞者に˓されており、ᚃはီな
る情報をီなる時にӖけています。Ʀのため、
ॖ࣬決ܭできƣᆔタイȟンǰがれると、最
も࣏ᙲな時にβ၃ྒࢽができƣ感௨のȪスク
を上ଞさせてしまいます。ӷ時に、推ڜスǱ
ジȥール通りᆔすることがᙐᩃさをفし、ɟ
度のᆔのれがƦのࢸのᆔのれをяᧈさ
せ、சᆔやアウトȖȬイクのȪスクをف大す
る可能性があります。̬ᜱ者へはʻまでˌ上に
ദᄩな情報੩̓やᢘЏなᆔへのॖ࣬決ܭがで
きるǑƏなʖ᧸ᆔᏋが࣏ᙲと考えます。

̬̬健健医医療療ࢼࢼʙʙ者者᧓᧓ででののʖʖ᧸᧸ᆔᆔのの情情報報ࠀࠀやや
ᛐᛐᜤᜤののࠀࠀななくくししᘮᘮᆔᆔ者者へへののɧɧММႩႩををななくくすすӕӕ
りりኵኵみみををႸႸਦਦししてていいまますす。。

ʐ࠷δのʖ᧸ᆔの情報੩̓機᧙（産科・ݱ
δ科・̬健所）、੩̓者（産科医・ݱδ科医・
内科医・я産ࠖ・̬健ࠖ・Ⴣᜱࠖ）はᙐ数נ܍

し、プロバイȀー向けのኒወ的なʖ᧸ᆔ
Ꮛがないɶで所属機᧙やݦᧉ職᧓、立ئのᢌ
いなƲにǑりᛐᜤや情報のᢌいがあります。
ܱឋ、ʖ᧸ᆔᏋがӲ医療ࢼʙ者の̾人の
裁にǏだƶられており、Ʀのኽௐ、ᘮᆔ
者への情報ࠀが生じているのがྵཞです。
ʖ᧸ᆔにࢼʙするすǂての̬健医療᧙̞者
がወɟしたᛐᜤを持ち、แ҄したʖ᧸ᆔ
Ꮛをܱ可能にするためにも信᫂性が᭗く、
職ᆔ᧓で共通して̅ဇできるᏋ料・ٶ
Ꮛプロǰȩムのᄩ立が࣏᪰であると考えてい
ます。

≉ูᑓ㛛ဨ䛸䛧䛶ཧ⏬䛧䛯᪥ᮏᑠඣ⛉学
䛂▱䛳䛶お䛝䛯いワ䜽䝏ンሗ䛃䛾సᡂ

་学㒊 ಖ学⛉
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ǭーワーȉ ȪカバȪー、ችᅕᨦがい、生ૅੲプロǰȩム

ᧉ分ݦ πᘌᘓ生Ⴣᜱ学、地域Ⴣᜱ学、ችᅕ̬健

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・「ችᅕᨦܹにもࣖݣした地域ѼਙǱアシステ
ム」構ሰにӕりኵǉ自治体
ʙ者ǰループ、Ȕアサȝートǰループ࢘・
・ችᅕ科医療機᧙、ᨦܹ福祉ᚨ 等

94A2（Ψൢׅࣄ行ѣプȩン）ȕǡシȪテー
ターとしてȔアサȝートѣに参加しながら、
၏ൢやᨦがいのஊに᧙わらƣ、「Ʀの人らし
い生」について究しています。

ဋ研究ܴ

Ҕഫ学ኒ 准教授

ဋ ɟٽ NARᵧTA Taichi

ἼカἢἼὊಒࣞỆؕỀẪች神ᨦầẟᎍのѼਙႎễ
ဃૅੲἩἿἂἻムの開発؏ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ችᅕᨦがい者の地域ᆆ行が̟進されるɶで、ƦƦ
のの人人ららししくくܭܭܤܤししたた地地域域ででのの生生ををૅૅੲੲすするる
たためめ、、医医療療やや福福祉祉、、地地域域ǳǳȟȟȥȥȋȋテテǣǣををԃԃめめたたٶٶ
様様ででѼѼਙਙ的的ななૅૅੲੲがが࣏࣏ᙲᙲととななっってていいまますす。。

ችᅕᨦがい者の地域での生をૅੲする上で、
ஓやႸをᙻする「Ȫカࠎʙ者の人生の࢘
バȪー」がɶ࣎的なಒࣞとなっています。「Ȫカ
バȪー」とは、࢘ʙ者がたとえၐཞやᨦがいがዓ
くɶでも人生のࠎஓやႸをᙸ出しΪܱした人生
を生きていくɼ体的なプロǻスです
（Anthon[�1993）。ӲではȪカバȪー
がችᅕ̬健福祉ሊのɶ࣎ಒࣞとしてˮፗƮけら
れていますが、ଐ本ではሊ的なಒࣞのဇには
ᐱっていませǜ。ଐ本における࢘ʙ者のȪカバ
Ȫーのܱ७は、まだまだଢらかにはなっておらƣ、
ʙ者のᙻ点に立った地域生ૅੲプロǰȩムは࢘
ૢͳされていないྵཞがあります。

これまでችᅕ科デイǱアМဇ者をݣᝋにܱし
てきたȪカバȪー࣓向ૅੲȢデルの発に᧙す
る研究を発ޒさせ、ȪȪカカババȪȪーーಒಒࣞࣞにに基基ƮƮくくѼѼਙਙ
的的なな地地域域生生ૅૅੲੲププロロǰǰȩȩムムをを発発すするるここととををႸႸ
的的ととししてていいまますす。。

ᅗ㻞㸸◊✲ࡢ⨨࡙ࡅ

⢭⚄㞀ࡢ⪅࠸ࡀᆅᇦ⛣⾜

㐍ಁࡢ࣮ࣜࣂ࢝ࣜ

࡞࡞ໟໟᣓᣓⓗⓗࡃࡃᇶᇶ࡙࡙ᴫᴫᛕᛕ࣮࣮ࣜࣜࣂࣂ࢝࢝ࣜࣜ
ᆅᆅᇦᇦ⏕⏕άάᨭᨭࡢࡢ࣒࣒ࣛࣛࢢࢢࣟࣟࣉࣉ㛤㛤ⓎⓎ

ࢣࣇࣝࢭ ࢺ࣮࣏ࢧ ᙺ࣭ཧຍ

地地域域でで生生άά䛩䛩䜛䜛⤫⤫合合ኻኻㄪㄪᝈᝈ⪅⪅䛾䛾䝸䝸カカ䝞䝞䝸䝸ーー
䛆新䛯䛺┠ᶆ䜔㢪ᮃ䜢䜏䛴䛡䚸యⓗ䛻生ά䛩䜛䛇
䛆⮬ศ⮬㌟䜢ᐈほど䛧䚸⫯ᐃⓗ䛺䝉䝹䝣䜲䝯ー䝆䜢䜒䛴䛇
䛆యⓗ䛻ᨭ䜢ά⏝䛧䚸≧䛜Ᏻᐃ䛩䜛䛇
䛆地域♫で┦㛵ಀ䜢⠏䛝ᢎㄆ䛥䜜䜛䛇

ಁಁ進進せせᅉᅉ

䛆࿘ᅖ䛾ேⓗ䞉≀ⓗ⎔ቃ䛜ᩚ䛖䛇
䛆ᐙ᪘䜔௰㛫䛛䜙䛾䝃䝫ート䜔ᑓ㛛ⓗᨭ䛇

㜼㜼ᐖᐖせせᅉᅉ

䛆࿘ᅖ䛾೫ぢ䜔ス䝔䜱䜾䝬䛇
䛆ᨭయไ䛾㊊䛇

ᡂ⏣ࡽ㸦����㸧ࡿࡼᅗ୍ࢆ部ᨵ⦅

ᅗ�㸸ᆅᇦ࡛⏕άࡿࡍ⤫ྜኻㄪᝈ⪅
ࣝࢹᴫᛕࣔࡢ࣮ࣜࣂ࢝ࣜࡢ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

成ဋٽɟᲦݱऔ子：ᧈλᨈをኺ᬴しデイǱアをМဇするဏ性ወ合ڂᛦၐ者の地域における生のϐ構ሰÜվڂと
のɶでのつながりのᣱ成ÜᲨଐ本Ⴣᜱ科学会ᛏᲦ40：205ệ213� 2020Შܔ
成ဋٽɟᲦݱऔ子：地域で生するወ合ڂᛦၐध者のȪカバȪーのಒࣞ分ௌ. ଐ本地域Ⴣᜱ学会ᛏᲦ20
3�:35-44�
2017.

་学㒊 ಖ学⛉

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵏᵎᵎᵎᵎᵎᵔᵒᵖᵽja.html

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ᮏᮏ研研究究䛾䛾ᴫᴫせせ

ǭーワーȉ ᢃѣ֥の機能・構造解ௌ、生体内ᚸ価、医ဇဒ、イȡージȬジストȬーシȧン、術計ဒ・術ૅੲ技術

ᧉ分ݦ 医ဇ学、生体医学、生体材料学、バイオȡカȋクス、医ဇシステム

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

人Ꮒ᧙ራፗ੭術ૅੲဇ治φӏƼ人Ꮒ᧙ራፗ੭術ૅੲシステム（ཎᫍ2005-258217）
+n XiXo Minematics oH the eZtensor mechanism oH the Mnee during deep HleZion� A5/E , $iomech Eng� 
8ol.135� 0o.8� 81002� 2013.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療・福祉᧙連機֥発ȡーカ、情報科学分
（ǽȕトウエアȡーカ等）

医療ࢼʙ者と学者にǑる݅な連携体Сを
ሰいており、様々なᐮ的課題を共ஊしながら
共ӷで研究を進めています。

Ҕဇဃ˳学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/radiationᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵑᵐ

Ҕഫ学ኒ 教授

小 πɟ KOᵠAᵷAᵱᵦᵧ Koichi

ἢỶỼἴὊἉἹὅỴἜἼἉἋỆؕỀẪဃ˳᧙ራೞᏡᚸ̖法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᭌや᧙ራ（ᢃѣ֥）の機能がなわれるとଐࠝ
生が᧹ܹされ、生的ឋ（3ualit[ oH LiHe：
31L）はᓸしく˯下します。ᢃѣ֥の機能ᨦܹは
᭗ᱫ者だけの問題ではなく、ᒉ者にٶく発生する
᪆࠘ͻはᢃѣ機能の˯下をஹすだけではなく、
ᧈ的な᧙ራ᠂ᭌへのਃف大にǑり࢟٭性ᐐ᧙
ራၐのȪスクȕǡクターとなります。

ᢃѣ֥に機能ᨦܹをもたらす၌धやͻの発生
ȡカȋズムを解ଢし、Ǒりјௐ的なʖ᧸ඥやᚮ
ૺ・治療ඥをᄩ立するためには、ᢃѣ֥のщ学的
機能をҗ分に理解することがᙲです。

ƦのためにはႺ的に᧙ራのᢃѣをยܭするこ
とがᙲと考え、Xዴで᧙ራᢃѣをજࢨしてᭌを
可ᙻ҄し、Ʀれに%Tや/4+スǭȣンデータにǑり
ཞȢデルをイ࢟ᝋ者ごとに構ሰしたɤഏΨᭌݣ
ȡージマッȁンǰすることで᧙ራᢃѣを᭗ች度で
ยܭするඥを発しています。これにǑり、
立ったཞ७やഩ行時におけるᭌのѣきや᪆࠘の٭
おǑƼ᧙ራ᠂ᭌのᚑѣ७をᛇしく解ௌするこ࢟
とが可能となり、࢟٭性᧙ራၐなƲᢃѣ֥၌धの
発生や進行ᙲ׆がଢらかになります。このことは、
Ǒりјௐ的なʖ᧸ඥや治療ඥの発にጟがり、医
療̬健福祉分と᧙連する産業界の発ޒがࢳさ
れます。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

་学㒊 ಖ学⛉
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ǭーワーȉ ဒᚮૺ、ขᢿ᩺Ꮶᘉఀၐ、ឬ᪦ඬဒ、デǣープȩーȋンǰ、ǳンȔȥータૅੲᚮૺ

ᧉ分ݦ 医ဇဒ情報学、્ݧዴ科学、ဒ学、ჷ能情報学、生体医学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

2004年に発生した新潟Ⴤɶឭ地ᩗをႝЏりに、
ܹࢸのᏍᘉఀఀصၐ（2TE）の発ၐف加がදႸ
されています。2TEのҾ׆のǄとǜƲは下Ꮓขᢿ
᩺Ꮶᘉఀၐ（&8T）です。&8Tのʖ᧸ሊには൦
分ᙀዅ、ឱや体をѣかす、性ストッǭンǰをޗ
くなƲがありますが、これらをܱするためには
まƣᘮ者自៲が自分の&8T発ၐȪスクのᆉ度を
ᛐᜤする࣏ᙲがあります。Ʀのためにᘮ地での
&8T౨ᚮとして、医療ࢼʙ者にǑるᘉを通じた
&-タイマー౨௹や下Ꮓ᩺Ꮶエǳーがܱされてき
ました。しかしながら、ܔ立・点נするᢤᩊ所す
ǂてをカバーすることはᩊであり、ݣሊがஓま
れています。Ʀこで、本研究ܴでは、Ӳᢤᩊ所に
ቇତのឬ᪦ඬ౨௹ᘺፗをࠝᚨし、ᘮ者自らが
自分の&8T発ၐȪスクを計ยできるȄールとして
МဇできればஊဇであǖƏと考えました。Ʀのた
め、本研究では、下Ꮓ᩺Ꮶエǳーဒから&8T発
ၐȪスク（̊えば、3െ᨞：᭗、ɶ、˯）をʖย
する人ჷ能（A+）ᚮૺアルǴȪズムを発する
ことをႸ的としています。ᘮ者自らがឬ᪦ඬプ
ローȖを自៲の下Ꮓに࢘ててဒӕࢽ・計ยを行
Əことをेܭしており、Ʀのために、ᐱᢘなૺ᩿
ဒをࢽるためのឬ᪦ඬ౨௹Ǭイȉシステムのᙲ
እ技術の発もᙻにλれています。 ⡆᫆ᆺ䜶䝁ー⨨䠄䝫䜿ット䜶䝁ーŵŝƌƵĐŽ䠅

ୗ⫥㟼⬦䜶䝁ー⏬ീ䠄ṇᖖ䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ܹ時ૅੲやܡנǱアなƲでA+のဇをႸਦ
す医療̬健福祉の分。ܹ時ૅੲの計ဒ立క
を行Əࠊထやဒ学のᚇ点からܹ時のૅ
ੲ機֥の発を行いたい企業をࢳします。

Ǳアဇにもဇできると考えまܡנ時には
す。人ჷ能分の᪃新的ඥとしてදႸ・
ဇされているデǣープȩーȋンǰをɼᙲ技術と
して研究発を進めます。

ɦᏃ᩺ᏦỺἅὊ౨௹ỆấẬỦ
ขᢿ᩺Ꮶ血ఀၐἼἋἁᐯѣᚸ̖法の開発

Ҕഫ学ኒ 教授

ᡈ藤 ɭር KONDO ᵷohan

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

科研（%）「ܹ時やܡנǱアဇの下Ꮓ᩺ᏦᘉఀၐȪスク自ѣᚸ価Ȅールの発」（課題ဪӭ20-11068）
ɶޛᘽ介� ဋग़� பᦊር� 皆߷᩹子� 内ޛ፦子. 4esnet101をဇいた下Ꮓ᩺Ꮶエǳーѣဒからᚮૺにᢘしたૺ᩿
ဒの自ѣӕࢽඥの発. 医ဇဒ情報学会ˋԧ3年度ᅸܓ
ᇹ191ׅ�大会� 新潟� 10/9� 2021.

ᡈ藤 研究ܴ http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜkondoy/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

་学㒊 ಖ学⛉
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ǭーワーȉ %omputer-aided diagnosis 
%A&�、先ټ性Ꮒ᧙ራᏮᐵ、ʐδ健ᚮ、ឬ᪦ඬ౨௹、ขޖ学፼

ᧉ分ݦ 医ဇဒ情報学、્ݧዴ科学、ဒ学、ჷ能情報学、生体医学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ʐδの先ټ性Ꮒ᧙ራᏮᐵはᏂ᧙ራ࢟成ɧμ
（&&*）ともԠばれ、新生δの0.16�ᾄ2.85�
で発生していると報ԓされています。ଐ本ではπ
的ʐδ健ᚮが&&*のଔ発ᙸに大きな役лをਃっ
ていますが、ᡈ年、ଐ本ݱδૢٳ࢟科学会にǑる
大規ᛦ௹にǑって౨ᚮでのᙸᡜしをᘻ付ける
データがᅆされました。ᙸᡜしにǑるࢨ᪪は大き
く、࢘ʙ者の3ualit[ oH LiHeをᓸしく˯下させま
す。&&*のଔ発ᙸにはᙻᚑᚮに加えてឬ᪦ඬ౨
௹のஊဇ性が੩されています。ではʐδ健
ᚮ時にᏂ᧙ራのឬ᪦ඬ౨௹を፯ѦƮけているも
あります。ଐ本においてもɟᢿのࠊထではឬ᪦
ඬ౨௹にǑるʐδᏂ᧙ራ౨ᚮがܱされています。
（̊えば、新潟ࠊでは自ࠁਃ2�800όでӖᚮ
可）。ɟ૾、ʐδᏂ᧙ራのឬ᪦ඬ౨௹はƦのϐྵ
性のʅしさもਦઇされており、ӷɟᘮ౨者あるい
はӷɟ౨௹者であっても౨௹ኽௐにばらつきが生
じることが報ԓされています。Ʀこで、本研究ܴ
では、౨௹ኽௐのばらつきやီࠝ所ᙸのᙸᡜしྙ
を˯ถさせるために、ʐδᏂ᧙ራにݣするǳン
Ȕȥータૅੲᚮૺ（%A&）システムの発をႸਦ
しています。ƦのためにʐδᏂ᧙ራのឬ᪦ඬဒ
からᏂ᧙ራのཞ७（ദࠝᾄီࠝのᆉ度）を自ѣ的
にᚸ価・分する%A&アルǴȪズムを発します。 㛤Ⓨ୰䛾CAD䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛾䝣䝻ー䝏䝱ート

ஙඣ⫤㛵⠇䛾㉸㡢Ἴ⏬ീ䛸デ᩿ᣦᶆ
䠄Grafἲ䠖ɲゅ䛸ɴゅ䛻䜘䛳䛶⫤㛵⠇≧ែ䛾デ᩿䜢⾜䛖䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・人ჷ能やဒᚮૺのჷᜤをဇしてʐ࠷δ
健ᚮのឋ的向上をႸਦす分。ʐ࠷δ健ᚮをɼ
ထや医療ᚨ、おǑƼ%A&機֥のࠊするݰ
発に参λしたい企業をࢳします。

၏٭のଔ発ᙸはƲの၌धでもとてもᙲで
すが、ཎにʐ࠷δのためのଔ発ᙸ・治療にᝡ
ྂします。人ჷ能分でᏩήをෘƼているข
。学፼をɼᙲ技術として研究発を進めますޖ

ʐδᏂ᧙ራឬ᪦ඬ౨௹ỆấẬỦ
ἅὅἦἷὊἑૅੲᚮૺίᵡADὸἉἋἘムの開発

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

テクスȁȣཎࣉをဇいたឬ᪦ඬဒにおけるʐδᏂ᧙ራのཞ७分� 信学ᛯ ,101-&
1�� 2018.
ขޖ学፼をဇいたឬ᪦ඬဒにおけるʐδᏂ᧙ራ࢟成ɧμの自ѣᚸ価に᧙するʖͳ的౨᚛� 医ဒ情ᛏ 34
2�� 2017.
科研（%）「ʐδᏂ᧙ራのឬ᪦ඬဒᚮૺૅੲシステムの発」（課題ဪӭ16-09012）

ᡈ藤 研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Base line Bony roof line 

Car lage roof line 

ɲ 

ɴ 

་学㒊 ಖ学⛉

http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜkondoy/

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

Ҕഫ学ኒ 教授

ᡈ藤 ɭር KONDO ᵷohan



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－39－－38－

�ḟඖཱྀ⭍ෆワー䝹䝗ᗙᶆ⣔䛾構⠏

�ḟඖཱྀ⭍ෆワー䝹䝗ᗙᶆ⣔ෆで䛾ୖୗ㢡ṑ㍈䛸ṑิ

ǭーワーȉ %$%T、ഫ᠆、ഫЗ、ഫ科ჼദ、ǳンȔȥータૅੲᚮૺ・術

ᧉ分ݦ バイオエンジȋアȪンǰ、バイオȡカȋクス、ഫ学、ૢٳ࢟科学、્ݧዴ技術科学、機学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ǳーンビーム%T（%$%T）ဒから3ഏΨϐ
構成した上下᫈ᭌのཎࣉ点から3ഏΨӝᏸ内
ワールȉࡈኒを構ሰし、上下᫈Эഫのഫ᠆と
ഫЗの3ഏΨዌݣˮፗを自ѣ的に求めるඥを
੩కしました。

ഫの3ഏΨȢデルにݣし、3ഏΨɼ成分分ௌඥ
にǑりഫのᧈ᠆૾向のɼ成分であるഫ᠆おǑƼ
3ഏΨཋ体࢟ཞ࣎を計ምにǑり求めます。

さらに、ഫЗをᚸ価するために、下᫈のɲͨ
オトǬイ܉Э૾と上᫈のЏഫሥの3点をཎࣉ点
として3ഏΨワールȉࡈኒをܭめ、ഫの࢟ཞ
࣎にǑる3ഏΨഫЗをᘙྵすることができま
す。本ඥは、自ѣ計ም的にЭഫᢿの3ഏΨഫ
᠆と上下᫈ഫЗがӷ時にྒࢽできるಊめてஊј
で新たなെです。

、されるဇᡦとしては、ഫのȡンテナンスܭे
ഫ科的マッȔンǰ、ഫ科ٳ科、ഫの̲ࣄ、ഫЗ
ჼദ、Գ合ˮፗ決め、᫈᧙ራ機能ᨦܹᚮૺ・治
療、፯ഫ、インプȩントの術Э計ဒ・術ࢸᚸ価
等、ഫ科のあらǏる᩿ئで̅ဇできます。

本技術にǑる3ഏΨӝᏸ構造・機能ᚸ価シス
テムは、ݩஹ的にஊјなᐮᚮૺ・治療ૅੲ૾
ඥとしてМဇされると考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ഫ科ဇのဒϼ理ᘺፗᲦഫ科ဇのજࢨシステムᲦഫ科ဇのဒϼ理૾ඥӏƼプロǰȩム
（ཎᫍ2017-204342Ღ2%T/,22018/039182）
ٽ上џק本信Ღק 他：ǳーンビーム%T にǑるЭഫᢿのɤഏΨ自ѣഫ᠆おǑƼഫЗ決ܭඥᲨᐮバイオȡカȋクス
39: 207-216� 2018.
ཎᚩ 7511�090�014 $2 ཎᚩ &ental image processing deXice� dental imaging s[stem� dental image 
processing method� and program 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ഫ科᧙連の企業（ǽȕトウǧア企業をԃǉ）
であれば、本技術は࠼くМဇできるものと考え
ています。

%$%Tのئࠊの成ᧈはഫのᨦܹの፝धྙの上
ଞ、᭗ᱫ者のف加、ݙ፦ഫ科のᩔᙲਘ大おǑƼ
%$%TシステムのアプȪǱーシȧンਘ大にǑり
̟進されていますので、ஊஓな技術です。

ሂᭌኒἢỶỼメカニἁἋ研究ܴ http://www.clg.niigata-u.ac.jp/hosha/j/

Ҕഫ学ኒ 教授

ஜק ̮ ᵱAKAᵫOTO ᵫakoto

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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྾ᛶ䛾⮚ჾ⛣ື䜢䝅䝭䝳䝺ート䛩䜛ືయ䝣䜯ント䝮䠄ᩥ⊩䠍䠅

྾ྠᮇ↷ᑕ䛻お䛡䜛㐜ᘏ㛫 ᐃ᮲௳䛾᳨ウ䠄ᩥ⊩䠍䠅

ǭーワーȉ ዴ治療、治療ች度ݧ્

ᧉ分ݦ ዴ治療技術学、医学ཋ理学ݧ્、ዴᏽၨ学ݧ્、ዴ技術科学ݧ્

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

向૾ٶ、ዴ治療のᡈ年の進ഩはႸᙾましくݧ્
からༀݧしてᏽၨに᭗ዴを৲ɨするܭˮ્ݧዴ
ༀݧ（Ȕンȝイントༀݧ）は᪽᪹ᢿのみならƣ体
をࠋ内のዴ分ርݧᢿにもࣖဇされ、またༀ࠴
ᏽၨの࢟ཞにȕǣットさせてԗᐥ֥のዴを˯
ถするࢍ度٭ᛦ્ݧዴ治療（+/4T）も୍ӏが進
ǜでいます。これらの્ݧዴ治療を᭗ች度に行Ə
ためには၏ߺならƼにദࠝኵጢにԈ収されるዴ
をദᄩにシȟȥȬートすることが࣏ᙲとなるため、
ྵˊの્ݧዴ治療においてはǳンȔȥーターૺޖ
જࢨにǑる3ഏΨဒデータ（3&-%T）をもとに
した્ݧዴ治療計ဒとዴ分ࠋの計ምが行われて
います。3&-%Tは体内のዴ分ࠋをദᄩにᚸ価
するために᩼ࠝにஊဇですが、જを行ったɟქ
のཞ७をӒପしているにすƗませǜ。ᡈ年、ԠԈ
にˤƏᐥ֥のᆆѣやध者さǜのଐ々のዬࢌ度なƲ
にឪ׆するڭࣇな治療ˮፗのᛚࠀを৭੮できるဒ
（4&-%T）のӕࢽと、これらのᛚࠀᙲ׆にݣ
ࣖした્ݧዴ治療（ԠԈӷༀݧ、ဒᛔݧ્ݰ
ዴ治療なƲ）が可能になっています。本研究ܴで
はこれらの治療をദᄩに行Əために࣏ᙲな、治療
ች度にࢨ᪪をɨえる様々なᙲ׆について౨᚛を
行っています（文ྂᲫ、２）。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

文ྂᲫ）新潟大学医ഫ学ዮ合၏ᨈのԠԈӷシステムにおけるTime &ela[の౨᚛
新潟大学̬健学ᩃᛏ 14
1�: 9-15� 2017

文ྂ２）ༀݧˮፗのͪᛚࠀにǑるዴ分ࠋの҄٭にݣしてༀݧの࢟ཞがӏǅすࢨ᪪
新潟大学̬健学ᩃᛏ 15
1�: 57-65� 2018

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

。ዴ治療はがǜ治療の３本௵のᲫつですݧ્。をお持ちの૾々࣎ዴ治療に᧙ݧ્・
и作ဇがݲなくјௐの᭗い્ݧዴ治療をǑりദ
ᄩにܱできることにᝡྂできる研究を行って
います。

ᇽஜ 研究ܴ http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜrsasa/index.html

Ҕഫ学ኒ 教授

ᇽஜ ᱴٽ ᵱAᵱAᵫOTO Ryuta

᚜子の౨׆᪪ửɨảỦࢨỆࡇ線ၲのችݧ્

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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་⒪䛸ᨺᑕ⥺䛾ㅮ⩏㢼ᬒ

ㅮ⩏䛾㛤ᨺ䛻䜘䜛᭷⏝ᛶ䛾᳨ド

ǭーワーȉ ዴの最新ჷᜤݧዴの基ᄽჷᜤ、医療્ݧ能、医療્ݧዴと્ݧ્、ዴݧዴ技術科学、医療と્ݧ્

ᧉ分ݦ ఋ医学、્ݧዴ技術科学、医ဇဒજࢨ技術学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

И年ഏ大学生におけるᚮ療્ݧዴ技ࠖにݣするॖᜤについてᲨଐ本્ݧዴ技ࠖᏋ学会ᛯ文ᛏᲦ7Ღ43-48Ღ2015
大学)2におけるȁーム医療のӕኵᲨଐ本્ݧዴ技ࠖᏋ学会ᛯ文ᛏᲦ7Ღ48-52Ღ2015

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療્ݧዴのჷᜤを࣏ᙲとする自治体やȡ
デǣア
・၏ᨈをஊする機᧙のȡデǣカルスタッȕˌٳ
の職Ճ

医療્ݧዴのݦᧉ的なჷᜤをஊしたՃのᜒ
፯をӖᜒすることで、ݲしでも医療્ݧዴに興
味をᅆしてもらいたいです。また、Ʀこから࠼
がる可能性や࣏ᙲ性・ஊဇ性を౨ᚰしたいです。

ఋҔ学研究ܴ

Ҕഫ学ኒ 教授

߃ޛ ᑷᘽ ᵷAᵫAᵸAKᵧ ᵷoshihiro

˳ᧉႎჷᜤửஊẲẺ教Ճầᜒ፯ửᘍạ教科Ⴘのᐯݦ
ᎰՃሁửݣᝋとẲẺ開્とஊဇࣱの౨ᚰとӧᏡࣱ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医学ᢿ̬健学科、્ݧዴ技術科学ݦૌはנቔ学
生にݣしてᚮ療્ݧዴ技ࠖのܼをӕࢽする
ことが大きなႸです。ᚮ療્ݧዴ技ࠖのは、
Ȭントǲン（Xዴ）技ࠖとは別のです。ᚮ療
ዴ技ࠖのৢƏ業Ѧはɟᑍ的なᏟᢿ、ᐃᢿ、ᭌݧ્
જٳˌࢨにXዴ%Tજ4/、ࢨ+、ᘉሥજࢨ、
52E%Tや2ETજ、્ݧዴ治療なƲ医ࠖらのਦ
ᅆのもとܱを行っています。最新の医療ᘺፗは
他の医療分にൔǂてとても᭗価でદ作に፼༌す
ることに時᧓とіщがかかることがཎࣉです。自
治体やȡデǣアにおいて医ࠖとჃᜱࠖのᄩ̬がӕ
りƟたされるものの、医療のጂの下のщ持ちであ
るᚮ療્ݧዴ技ࠖのᙲ性に᧙してᜭᛯされてい
ることをあまりᎥきませǜ。ݦ࢘ૌではɟᑍ
として「医療と્ݧዴ」と題したᜒ፯をᇹ1に
ᜒし、年300Ӹᡈいࠎஓ者がいる科Ⴘです。

Ʀこでこの「医療と્ݧዴ」に科Ⴘ̲ޗ生とし
てႇ録し、ᎮᜒしてもらƏことにǑって、医療્
くჷってもらいたいと考えていま࠼ዴのჷᜤをݧ
す。Ʀのኽௐ、ཎに自治体において先進的なᘺፗ
のݰλやध者さǜにΟしい医療の推進Ʀしてሊ
等に役立てられることがႸ的です。また、ஊဇ性
や他の可能性についても౨ᚰしたいです。

医医学学ᢿᢿ̬̬健健学学科科

自自 治治 体体 等等

䕿 ⛉┠ᒚಟ生Ⓩ㘓䛻䜘䜛༢ㄆᐃ
䕿 ඛ進ⓗ䛺ᨺᑕ⥺་⒪䛾⌮ゎ
䕿 ᭱新䛾ᨺᑕ⥺ᢏ⾡⛉学䛾⡆༢䛺ㄝ᫂䛜で䛝䜛
䕿 ⮬య䛾ᨻ⟇䛻㑏ඖ

䕿 ཷㅮ䛾䝙ー䝈ㄪᰝ䛸ཷㅮᥦ
䕿 ⮬య㛵ಀ⪅䜈䛾ㅮ⩏㛤ᨺ
䕿 ཷㅮ生䜈䛾⪺䛝ྲྀ䜚䛻䜘䜛᭷⏝ᛶ䛾᳨ド
䕿 ⮬య䜈䛾Ⓨಙ䛸⥅⥆䛻ྥ䛡䛯ྲྀ䜚⤌䜏

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/radiationᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵑᵔ
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/DZd䛾」㞧䛺䝅ス䝔䝮䛸/DZd⥺㔞᳨ド

䝷䝆䜸䝭䜽ス䛸機Ე学⩦䜢⏝い䛯ᙉᗘኚㄪᨺᑕ⥺⒪䠄/DZd䠅
䜶䝷ー䛾⮬ື᳨ฟ䛾䜰ウト䝷䜲ン

ǭーワーȉ がǜ治療、ࢍ度٭ᛦ્ݧዴ治療、機学፼、ȩジオȟクス、Xዴဒ

ᧉ分ݦ 医学ཋ理学、્ݧዴᏽၨ学、્ݧዴ技術科学、医ဇဒ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• 5aMai /.� 7tsunomi[a 5 et al. &etecting /L% modeling errors using radiomics-Dased machine 
learning in patient-speciHic 3A with an E2+& Hor intensit[-modulated radiation therap[. /ed 2h[s. 
2021�48
3�:991-1002. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・機学፼やขޖ学፼なƲの技術にች通した情
報学ኒ・機システム学ኒの研究者の૾々
をお持ちの医療機֥ȡー࣎ዴ治療に᧙ݧ્・
カーの૾々

ဒ解ௌや機学፼なƲの技術をがǜ医療に
ࣖဇしǑƏとする࣎的な研究であり、がǜ医
療の発ޒに݃ɨすることがࢳされています。

Ҕ学ཋ理学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/radiationᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵑᵖ

Ҕഫ学ኒ 准教授

ᣃܷܢ थ ᵳTᵱᵳNOᵫᵧᵷA ᵱatoru

ἻἊỼἱἁἋとೞ学፼ửဇẟẺ
線ၲίᵧᵫRTὸỺἻὊのᐯѣ౨Јݧᛦ્٭ࡇࢍ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

がǜ治療のɟつである્ݧዴ治療はᡈ年࣯ᡮな
᭗ች度҄をげており、ཎにࢍ度٭ᛦ્ݧዴ治療
（+/4T）とԠばれる技術をဇいるとターǲット
となるᏽၨへの᭗いዴ৲ɨをܱྵしつつ、ᏽၨ
ԗᡀのദࠝなᐥ֥へのዴを˯ถすることが可能
となりました。しかし、+/4Tは治療計ဒᘺፗに
Ǒる᭗ች度のዴ計ምች度や治療ᘺፗ（Ȫȋアッ
ク）のマルȁȪーȕǳȪȡータのᙐᩃなѣき（機
的ች度）なƲをЭ੩としているため、治療のች
度にࢨ᪪をɨえるǑƏなエȩーの発生がভࣞされ
ます。

+/4Tでは、治療のڼЭに࣏ƣध者への治療
をしたཞඞでዴยܭを行い（+/4Tዴ౨
ᚰ）৲ɨዴのਃ̬を行Əこととされています。
しかし、ࢼஹの+/4Tዴ౨ᚰඥがҗ分᭗いች度
でエȩーを౨出できるとはᚕいᩊく、いかにエ
ȩーをች度ᑣくかつјྙᑣく౨出するかが課題の
ɟつとなっています。

本研究では、医ဇဒからܭ的なཎࣉをਁ出
するඥである「ȩジオȟクス」をXዴ᩿౨出
֥（E2+&）をဇいてજࢨした+/4TのXዴဒに
ᢘဇし、ࢽられたデータをဇいて機学፼Ȣデル
を構ሰすることで、+/4Tエȩーを᭗いች度で自
ѣ౨出できるシステムの発をႸਦしています。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

་学㒊 ಖ学⛉
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ᅗ㻝 ஙඣ⏝㣧ᩱ≀䛾p㻴䚸㣧䜏ṧ䛧䛯㝿䛾⣽⳦㔞

ǭーワーȉ ෩体ȟルク、ብȟルク、ʐ、Ռʐ、ੲੲяཋ

ᧉ分ݦ ᐮ҄学、ӝᏸኬᓏ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Š発ଢのӸᆅ「ӝᏸኬᓏのቇତᡆᡮ౨௹૾ඥ」π年月ଐ：2016.12.22（πဪӭ：2016-214101）
ŠŠ9aMui A� 5ato T� et al: $acterial concentration and composition in liSuid DaD[ Hormula and a DaD[ 
drinM consumed with an artiHicial nipple. ,ournal oH 1ral $iosciences 6633

22��::  161-168� 2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品科学・食品ᘓ生学
・食品（ʐ製品）製造・ᝤ٥業

医学・ഫ学・̬健学の最新のჷᙸ・౨௹技術を
ဇして、ʐδဇ料ཋのませ૾・̬ሥに᧙する新
しいᙻ点からの研究です。みかけのペットȜトル
料ཋのܤμ性や健康へのࢨ᪪なƲ他の食品ᘓ生学
にもࣖဇ可能な研究ඥ・体Сとなっています。

ᐮ化学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵒᵓ

̬ͤ学研究科 学ᨈဃٻ

ෟʟ ډ ᵵAKᵳᵧ Anna

ՌʐニἩἽử介Ẳềӝᏸኬᓏầ෩˳ἱἽἁ内ồ්λẴỦὲ

Ҕഫ学ኒ 教授

˱藤 ਏɟ ᵱATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅗ㻞 ஙඣ⏝㣧ᩱ≀䜢㣧䜏ṧ䛧䛯㝿䛾⣽⳦構ᡂ

ʐδဇ෩体ȟルクは、ݥすればすƙにま
せることができ、ࠝภで̬܍できるといƏ̅ဇ
上の大きなȡȪットがあり、ᜂٳでは࠼く୍
ӏしています。ଐ本においては、ிଐ本大ᩗ
の時に、ੲੲяཋとしてᜂٳから੩̓さ
れ、ڤᚸをҦしました。ଐ本ではᧈ年、食品ᘓ
生ඥに基Ʈくҽ生іႾˋに「෩体ȟルク」の
規基แがなく、ᛐ可がれていたものの、
2019年4月から、ଐ本のȡーカーにǑる製造・
ᝤ٥がڼされました。̅ဇ上のȡȪットから、
ଐ本でも࠼く୍ӏしていくものと考えられます。

ଐ本での୍ӏにあたっては、Ĭ᭗ǳスト、ĭ
ჺいច味ᨂ、Įࢸݥにみസしを̬ሥする
可能性がある、といった、ΰすǂき課題があ
ります。ཎに、みസしのᚇ点については、
みസしたᨥのӝᏸからの՜෩の්λや൲௨、健
康へのࢨ᪪がভࣞされます。みസしはࡑూす
るǑƏȡーカーは推ڜしていますが、Ʀのఌਗ
となるとଢᄩではないǑƏです。この「もった
いない」といƏ価値ᚇは、々ଐ本人ཎஊのも
のかもしれないことから、ଐ本でこƦ、研究す
ǂき課題といえるのかもしれませǜ。

これまで、ʐδဇ料ཋ（෩体ȟルクなƲ）
をՌʐを̅ってみ、みസしたᨥのӝᏸか
らの՜෩の්λについて研究し、相࢘の՜෩

ኬᓏが්λしていることがЙଢし、さらに、
みസしの̬܍・̬ሥ૾ඥに᧙するɟܭの成ௐを
収めることにも成ыしました。

ʐしたʐをՌʐを̅ってǉこ、נྵ
とをेܭし、ʐɶのኬᓏӜやᘮ᬴者（ᚃ、
ʐδ）のӝᏸኬᓏӜとのൔ᠋౨᚛も進め、基ᄽ
的なჷᙸをࢽるǂく研究を進めています。

་学㒊 ಖ学⛉
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1 ペットȜトル料ཋのp*、みസしたᨥのኬᓏ

ǭーワーȉ ペットȜトル料、みസし、ኬᓏӷܭ、ᰳᒧ、スȝーȄ料、オȬンジジȥース

ᧉ分ݦ ᐮ҄学、ӝᏸᘓ生学、ӝᏸ̬健学、ӝᏸኬᓏ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Š発ଢのӸᆅ「ӝᏸኬᓏのቇତᡆᡮ౨௹૾ඥ」π年月ଐ：2016.12.22（πဪӭ：2016-214101）
ŠŠ9aMui A� --aawwaacchhii //� et al: 2roHiling oH microDiota at the mouth oH Dottles and in remaining tea aHter 
drinMing directl[ Hrom plastic Dottles oH tea. &entistr[ ,ournal 99

66��::  58 
7 pages�� 2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品学・食品ᘓ生学
・食品製造・ᝤ٥業

医学・ഫ学・̬健学の最新のჷᙸ・౨௹技術を
ဇして、みかけのペットȜトル料ཋのܤμ性や
健康へのࢨ᪪、̬ሥなƲに᧙する研究です。他の食
品ᘓ生学にもࣖဇ可能な研究ඥ・体Сとなってい
ます。

ᐮ化学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵒᵓ

̬ͤ学研究科 学ᨈဃٻ

ඕ内 ፦ࠌ KAᵵAᵡᵦᵧ ᵫiho

ἬἕἚἮἚἽ૰ửἻἕἣỚẴỦとӝᏸኬᓏầ්λẴỦὲ

Ҕഫ学ኒ 教授

˱藤 ਏɟ ᵱATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2 ᰳᒧኒのおᒧをみസしたᨥのኬᓏ構成

ペットȜトル料ཋは、ɟ度ݥしたあとで
もᔟをすることでϐ料が可能で、持ちᢃƼに
も̝МであるといƏ̅ဇ上の大きなȡȪットが
あり、ᅶたちの生でも៲ᡈなものです。

ペットȜトル料のみസしについてのテȬ
ビやᡵ刊ᛏでの報ᢊは、ཎにٰにٶくᙸられま
す。ٰは、ႺӝをつけてϬたいみཋをǉ
機会がٶいためです。しかし、みസしたئ合、
ӝᏸからの՜෩の්λや൲௨、健康へのࢨ᪪が
ভࣞされます。もちǖǜ、みസしはࡑూする
ǑƏに料ȡーカーは推ڜしていますが、Ʀの
ఌਗとなると、ॖٳと科学的にはᛦǂられてい
ないǑƏです。また、Ǆǜのݲだけǜだئ
合、もったいないと࣬い̬ሥしたり、あるいは
自ܹなƲ、ϐဇを˷Βなくされることも
。されますܭे

これまで、ᰳᒧኒのおᒧやスȝーȄ料、オ
Ȭンジジȥースをみ、みസしたᨥのӝᏸか
らの՜෩の්λについて研究を行い、՜෩ኬᓏ
がペットȜトル料へ්λしていることがЙଢ
しました。またƦのみസしをᲫଐ̬܍したᰳ
ᒧはኬᓏが100̿に഻فしましたが、スȝーȄ
料やオȬンジジȥースではあまりኬᓏは生え
ませǜでした。スȝーȄ料やオȬンジジȥー
スであまりኬᓏが౨出されないҾ׆として、

みཋの˯いp*や、ԃまれる成分
ȝȪȕǧノー
ルなƲ�がࢨ᪪していると考ݑしています。

Ӳ料ཋのp*や成分のൔ᠋౨᚛も進め、
料ཋの品ឋሥ理といƏ᩿でも新しいᙻ点をኧ
しながら研究を進めています。

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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1 ბဇЭࢸの᪼ᢿႝᐎお
ǑƼბဇࢸマスクのኬᓏ

ǭーワーȉ ɧጢࠋマスク、ͳᔛ、ႝᐎ、ࠝנᓏ、スǭンǱア

ᧉ分ݦ ᐮ҄学、ᘓ生学、ኬᓏ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Šɺޛ˦ԍᲦ˱ਏ人Ღ˱ᕲਏɟ：̅ဇฎみマスクおǑƼ᪼ᢿႝᐎに付ბ・生ऒするኬᓏのプロȕǡイȪンǰᲦ
ᇹ33ׅଐ本ᐮࣇ生ཋ学会ዮ会・学術ᨼ会（˅Ө）2022.1.29【ӝ発ᘙ】

Šɺޛ˦ԍᲦ˱ᕲਏɟ：̅ဇฎみマスクおǑƼ᪼ᢿႝᐎに付ბ・生ऒするኬᓏのプロȕǡイȪンǰᲦ2021年度・
新潟大学大学ᨈ̬健学研究科研究ڜѕ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᘓ生学
・自治体におけるܹဇのͳᔛ

ǳロナᅤでしばらくマスクをბဇ（ࠝဇ）する生が
ዓきます。医学・̬健学の最新のჷᙸ・౨௹技術をဇ
して、ɧጢࠋマスクに付ბ・生ऒするኬᓏについて解ௌ
し、マスクのϐ̅ဇにおける健康へのࢨ᪪なƲ、ܤμ᩿
に᧙して求する研究です。

ᐮ化学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵒᵓ

̬ͤ学研究科 学ᨈဃٻ

ɺޛ ˦ԍ ᵫARᵳᵷAᵫA ᵱhingo

̅ဇฎỚἰἋἁỆ˄ბ・ဃऒẴỦႝᐎࠝנᓏӜἩἿἧỳỶἼὅἂ

Ҕഫ学ኒ 教授

˱藤 ਏɟ ᵱATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2 ბဇЭࢸの᪼ᢿႝᐎ
おǑƼბဇࢸマスクのኬᓏ
構成

新ǳロナウイルス感௨ၐʖ᧸のためにマス
クのბဇがࢍくԠƼかけられ、あらǏる᩿ئで
マスクをბဇする生が࢘たりЭとなり、これ
までˌ上にマスクへの᧙࣎が᭗まっています。
Ʀれにˤい、マスクにǑるᎻᒰれやかƿれ、か
Ǐみ、ȋǭビといったᎻトȩȖルのपみがفえ
ています。Ʀのᙲ׆としてはઊરにǑるХນや、
度の҄٭なƲが考えられますが、内ٳの数
の文ྂではᎻの൦分やp*にბႸしたものٶ
はٶいのですが、ࣇ生ཋのفถや構成の҄٭
に᧙するデータはʅしいǑƏです。

もマスクをࢸなくともଐ本では、ʻݲ、ˊྵ
ଐࠝ的にბဇする生がዓくと考えられること
から、マスクをბဇすることにǑるᎻへのࣇ生
ཋに᧙するࢨ᪪を求することは、ଐ々のǑり
ࣛᢘな生をܱྵするƏえでもᙲであると考
えられます。

これまでの研究で、マスクをあるɟܭ時᧓
（8時᧓ᆉ度）ბဇしてもらい、̅ဇしたマス
クと᪼ᢿႝᐎからᚾ料をӕし、ൢۯ性ᓏにသ
ॖした᬴ܱ環境下でኬᓏ、ኬᓏ構成をች݅に
解ௌし、Ĭマスクのᘺბでኬᓏが2̿ᆉ度に
加すること、ĭマスクへは10Ჟᆉ度しかᢟف
ᆆしないこと、Įマスクに付ბ・生ऒするኬᓏ
のဌஹは（ӝᏸဌஹǑりも）ɼにႝᐎဌஹであ
ることがЙଢしました。

Ⴘ下、マスク̅ဇと᪼ᢿႝᐎのཞ७（̊Ჵ
スǭンǱア）との᧙連性についてኧしてお
り、マスク̅ဇ時の᪼ᢿႝᐎへのᘓ生的ᣐॾ
の࣏ᙲ性について、ࢼஹǑり៊みᡂǜだ、Ǒ
りφ体的な੩కをႸਦしています。マスクბ
ဇにǑる᪼ᢿႝᐎへのࢨ᪪について新たな੩
కをすることができれば、፼ॹ҄しているマ
スクのბဇにǑる᪼ᢿႝᐎへの健康ᘮܹへの
ሊおǑƼ健康にするマスクბဇ૾ඥなƲݣ
を੩కでき、感௨ၐݣሊをࠝにॖᜤしなけれ
ばいけないྵˊのʻの人々の生のឋ
31L�
の向上にᝡྂできると࣬われます。

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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 ඹいඹјௐ（ਦ先のኬᓏ構成）

ǭーワーȉ ඹい、ႝᐎ、ࠝנᓏ、ඹд（ණཞ、෩ཞ）、ͳᔛ

ᧉ分ݦ ᐮ҄学、ᘓ生学、ኬᓏ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Š᭗ɡແᲦஹながらᲦಿӝჇဌᲦෟʟډᲦ˱ᕲਏɟ：ඹいЭࢸのਦから౨出されるႝᐎࠝנᓏӜのプロ
ȕǡイȪンǰ：ኬᓏ学的・分子生ཋ学的解ௌᲦᇹ61ׅଐ本ᐮ҄学会年ഏ学術ᨼ会「学生シンȝジウム」（福ޢ）
2021.11.7 ӝ発ᘙ【学術ڜѕច Ӗច】

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᘓ生学
・自治体におけるܹဇのͳᔛ

ǳロナᅤで᧙࣎が᭗まっているඹいのඹјௐ
について、医学・̬健学の最新のჷᙸ・౨௹技術を
ဇして、ཎにႝᐎのസသࠝנᓏӜについて解ௌし、
スǭンǱアについて新たな੩ᚕをႸਦす研究です。

ᐮ化学研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵒᵓ

̬ͤ学研究科 学ᨈဃٻ

᭗ ɡແ TAKAᵦAᵱᵦᵧ Nanase

ඹẟЭࢸのਦのႝᐎࠝנᓏӜἩἿἧỳỶἼὅἂ

Ҕഫ学ኒ 教授

˱藤 ਏɟ ᵱATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ǳロナᅤでඹいにこれまでˌ上の᧙࣎が᭗
まっています。୍െのඹいがႝᐎࠝנᓏӜに
ƲのǑƏなࢨ᪪をӏǅしているのでしǐƏか。
ඹдをဇいたり、ᧈめにඹいすることはј
ௐ的といƏ報ԓがあります（ᄸら 2007Ჵޛ
本ら 2002Ჵܷᑣら 2018）。しかし、ණཞ
と෩ཞといったඹдの࢟७のൔ᠋を行ってい
る研究はവƲなく、ඹдの࢟७とඹいјௐ
との᧙連についてはいまだɧଢです。ඹдの
があるとすれば、ॖᜤさࠀཞにǑってјௐに࢟
せることなく、ٶくの人にʻˌ上のඹいのј
ௐをもたらすことがࢳできると考えられます。

これまでの研究で、ණཞඹдと෩ཞඹд
をဇいた、ඹいにおけるඹјௐについて解
ௌしたとこǖᲵ
Ძ）ኬᓏは、ඹいのஊで、ॖٳにも大き
なࠀ（ถݲ）はᙸられませǜでした。ඹいに
Ǒり、ႝᐎ最ᘙ᩿のኬᓏがඹい්され、Ʀの下
ኬᓏが౨出されることにǑり、ኬנにあるࠝޖ
ᓏ数がถらなかったと考ݑしています。
２）സသႝᐎࠝנᓏӜ（ኬᓏ構成）では、ඹ
いしă්൦ăණཞă෩体ཞとࢍщにඹƏに
って、%utiDacteriumࢼ acnes（アクネᓏ）
のл合がถݲし、5taph[lococcus（Ȗȉウྶ
ᓏ）のл合がف加しました。%. acnesはႝᏢ

のٶいとこǖをڤみ഻فする（Ϡဋ 2016）た
め、Ꮲ分を๋かすඹдにǑり容ତにඹい්さ
れやすいと考ݑしています。%. acnesや5. 
epidermidisなƲのႝᐎࠝנኬᓏは、ਦなƲ
のႝᐎᘙ᩿をࢊᣠ性にͼけることにǑり感௨か
らܣっています（Ϡဋ 2016）。Ǒって、୍െ
の生のɶでは࣏ᙲなኬᓏであり、ਦのඹ
しᢅƗにදॖする࣏ᙲがあると考えられます。

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ 子ܷᫀᢿᐄၶ、子ܷがǜ౨ᚮ、ኬᏘᚮ、治療ဦ

ᧉ分ݦ ኬᏘ౨௹学、၏理学、ᐮ౨௹科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・5ugai /� et al. 2athol +nt. 2008� 58: 681-686. 
・᪰፦̀� 他. ଐ本ᐮኬᏘ学会ᩃᛏ� 2013: 53: 176-1811.
・TanaMa T� 5ugai /� et al. , 2athol. 2006� 208: 662-672.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・がǜ౨ᚮにǑるСၶဦを推進する企業・
ׇ体や、ኬᏘ分҄に᧙わる分子を的とした
治療へのࣖဇに᧙連する企業・ׇ体。

၏理ኵጢ、ኬᏘᚮにǑる၏理࢟७学的解ௌ、
β၃ኵጢ҄学的解ௌをɼ体としてኬᏘ機能解ௌ
と́せて౨ᚰしたいと考えています。

᪰研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵓᵏ

Ҕഫ学ኒ 准教授

᪰ ፦̀ ᵱᵳᵥAᵧ ᵫika

子ܷᫀᢿᐄၶỆݣẴỦၲဦの੩క
～ ኬᏘᚮ౨˳ỆợỦЭᬝ病٭の౨Ј ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年、45ബˌ下のڡ性において፝ध数のٶい
子ܷᫀၶですが、Ʀの80Ჟᆉ度はኬᏘᚮにǑる
ၶのЭᬝ၏٭の౨出が可能な上ႝၶです。子
ܷがǜ౨ᚮをӖけることでଔ発ᙸ・ଔ治療
（ʚഏʖ᧸）が可能です。さらに、子ܷᫀၶの発
ၐはȒトȑȔローマウイルス（*28）の感௨がɼ
たるҾ׆であることが解ଢされ、ワクȁンᆔに
Ǒりɟഏʖ᧸も可能です。Ʀれにもらƣരʧ数
は上ଞͼ向にあります。これは子ܷがǜ౨ᚮӖᚮ
ྙが˯いことに加えて、ᐄၶの፝ध数ف加がɟ׆
であると考えられます。ኬᏘᚮにǑる子ܷがǜ౨
ᚮではᐄၶЭᬝ၏٭を౨出しᩊいことに加えて、
*28感௨と᧙̞なᐄၶがנ܍することにǑり、
子ܷᫀၶのʖ᧸的治療ဦが機能しないためと考
えられます。

本研究ܴでは、ᐮ၏理ኵጢ・ኬᏘ౨௹౨体の
७学的解ௌと́せて、ኬᏘ・ኵጢの機能に᧙わ࢟
る׆子の発ྵタイȟンǰを解ௌすることで、ၶ҄
プロǻスに᠃じたኬᏘをǑりଔに౨出する૾ඥ
をኧしています。この研究成ௐにǑり子ܷᫀᢿ
ᐄၶЭᬝ၏٭のଔ発ᙸとᚮૺች度向上へのјௐ
がࢳされるとともに、ᐄၶ発ၶ機構の解ଢにǑ
る治療ဦへ発ޒすることもࢳされます。

⼦宮頸癌は罹患数・死亡数ともに増加傾向である。

正常頸管腺細胞と腺癌前駆細胞の形態変化の差異が免疫
組織・細胞化学染⾊によって明らかになる。
機能、分化に関わる因⼦の発現の有無により、正常細胞
から腫瘍細胞へと変化していることが明らかになる。

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ ภ༏Хນ、自β၃、β၃ਃ࢘ኬᏘ、自ࢷᅕኺ、健康

ᧉ分ݦ β၃学、Ꮑᐥβ၃学、健康科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・Tomi[ama %� 9atanaDe /� *onma T� +nada A� *a[aMawa T� 4[uHuMu /� ADo T. The eHHect oH 
repetitiXe mild h[perthermia on Dod[ temperature� the autonomic  nerXous s[stem� and innate and 
adaptiXe immunit[. 
2015� $iomed 4es 
ToM[o�� 36 :135-142.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ภඡ、サウナなƲภ༏Хນに᧙連する産業界
・̬健機能食品等に᧙連する産業界

なƲ

健康をβ၃ࣖሉのᚇ点から౨ᚰする基ᄽ的研
究を行っています。ภ༏Хນの他、健康を̬持
するʙᝋおǑƼཋឋなƲのјௐをβ၃学的ᚇ点
から᬴ܱѣཋをဇいた᬴ܱで౨ᚰしていきたい
と考えています。

研究ܴޛ݈ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵓᵐ

Ҕഫ学ኒ 准教授

ޛ݈ ᬐ子 TOᵫᵧᵷAᵫA ᵡhikako

λෘ፼ॹầᐯβ၃ࣖሉồɨảỦࢨ᪪
～ ภ༏Хນとͤࡍửβ၃ỂᎋảỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

健康でらしていくための生፼ॹのᲫつとし
てλෘがあります。ଐ本はืにේかるといƏ自
のλෘ፼ॹがあり、自ܡのෘはもちǖǜ、᥉ื、
ภඡなƲを様々なᚨをМဇしてλෘしています。
また最ᡈではɭ界のλෘ૾ඥの1つであるサウナも
「サウナÜ」、「ૢƏ」といƏᚕᓶとともにƦの
јௐもදႸされています。これらλෘは、体をฌ
に̬つことに加えてภ༏ХນにǑる၅іׅࣄј
ௐ、Ȫȩックスјௐ等あるとᚕわれていますが、
Ʀの健康јௐについての科学的ఌਗは出ڼめたば
かりです。また、λෘは生፼ॹでもあることか
ら、ภ༏ХນにǑる健康јௐを考える上でᧈ的
なјௐの౨ᚰも࣏ᙲと考えます。࢘研究ܴではภ
༏ХນにǑる健康јௐについてβ၃学的に౨ᚰを
行ってきています。

これまで、1ᡵ᧓連ዓのภ༏Хນは、၏Ҿᓏを最
Эዴでૌએする自β၃ਃ࢘ኬᏘであるڤɶྶ数
のف加と0-ኬᏘ機能をࢍفしたこと
、また、�1
Ȫȩックスјௐもあることを報ԓしています
。�2

更なるᧈ的なภ༏Хນの健康јௐのβ、נྵ
၃学的౨ᚰと᬴ܱѣཋをဇいて基ᄽ的ჷᙸをࢽる
ǂく研究を進めています。ʻࢸは、ภ༏Хນの他、
ஹからいわれている健康を̬持するʙᝋやཋឋࢼ
を̅ဇしたᨥの生体へのјௐについてβ၃学的ᚇ
点から౨ᚰしていきたいと࣬います。

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ᅗϭ  ⇕่⃭䛻䜘䜛චᢸᙜ⣽⬊ᩘ䛸機⬟䛾ኚ
䠄㉥▮༳䛜ᩘ䛾ቑຍ䚸機⬟䛾ቑᙉ䜢♧䛩䠅

ᅗϮ ⾑୰カ䝔䝁䝷䝭ン䛸䝁䝹䝏䝌ー䝹䛾ኚ
䠄㉥▮༳䛜䝸䝷ッ䜽スຠᯝ䜢♧䛩䠅

䠄ᅗϭ͕�Ϯ䛸䜒dŽŵŝǇĂŵĂ �͕�Ğƚ�Ăů�(ϮϬϭϱͿ��ŝŽŵĞĚ�ZĞƐ�(dŽŬǇŽͿ䜘䜚୍㒊ᨵኚ䠅
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ǭーワーȉ 分子的ᕤ、がǜ治療、ᐮ౨௹学、データ解ௌ学

ᧉ分ݦ ᐮ౨௹学、分子生ཋ学、データ解ௌ学、ෞ֥҄内科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

/atsuda ;� 9aMai T� -uDota /� 1sawa /� et al. +nt , %lin EZp 2athol. 2014: 7:1299-1313
1sawa /� /atsuda ;� -inoshita ;� 9aMai T. Anticancer 4es. 2021: 41:645-660

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・情報学、地域医療機᧙、がǜध者のȘルス
Ǳアのプȩットȕǩーム作りに᧙わる企業、自
治体なƲ

がǜのᕤд᎑性機構における基ᄽ的研究のܱ
ጚがあり、本プロジǧクトのޒを通して、が
ǜ治療јௐのોծのみならƣ、がǜध者のȘル
スǱアへのᝡྂがࢳされます。

ဋ研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵓᵑ

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈ ᐮ౨௹২ࠖ

ຓٻ ộỚ OᵱAᵵA ᵫami

ầỮၲ患ᎍのἩἻỶἰἼ・ἪἽἋἃỴ
～ Ҕ・ע؏・ऴإᡲઃỆợỦၲૅੲ ～

Ҕഫ学ኒ 准教授

ဋ ˦ࡍ ᵫATᵱᵳDA ᵷasunobu

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ここ数年᧓で、がǜ治療をӕりࠇくᐮئྵは
大きく様٭わりしました。2019年6月からは、
がǜᢡˡ子ȑネル౨௹も̬ᨖ収載が可能になって
おります。しかしながらྵཞをध者様の立ئから
みると、ᢡˡ子౨௹と分子的ᕤのኵみ合わせに
Ǒる医療ᝲのਃはᙻできないȬșルにᐱって
います。Ǒりܤ価・容ତに、がǜध者にᢘしたᕤ
дのᢠ৸・јௐʖยを行えるᚸ価システムの構ሰ
は、᭗ᱫ҄社会のわがにおけるᙲ課題です。

ᅶたちは、Ꮑがǜの分子的ᕤ（̊：ǽȩȕǧ
ȋȖ）の᎑性機構の研究を通じて、ၶ治療ᕤとଏ
ᕤ（デȑǱンᶳ：てǜかǜᕤ）との́ဇのᐮ܍
がᕤдのјௐをᓸଢにોծすること
や、ᐮ�1
౨௹ႸのƻとつであるウロǭナーǼプȩスȟ
ノーǲン・アクȁșーター 
u2A�が、ᕤд᎑性の
的׆子である可能性をᙸいだしました
。�2

ˌ上の研究ኽௐは、ଏ܍のᕤдやᐮยܭႸ
が、ʖेˌ上に、がǜ治療ᕤのјௐ向上・ʖࢸʖ
ยのᚸ価にஊဇである可能性をᅆՐしてます。

最新のがǜ治療ᕤのјௐ向上をႸਦして、ଏ܍
の医ᕤやᐮ౨௹をဇする研究は、දႸ分の
ƻとつです。ᅶたちは、地域の医療機᧙・自治体
と連携をขめることにǑり、地域のがǜ治療ध者
のᕤдјௐの向上をႸਦしたいと考えています。

11 ǽȩȕǧȋȖ・バルプロンᣠ
デȑǱンᶳ）
́ဇにǑるၶ治療јௐ 
バルプロンᣠ́ဇ：
にǑり、ኬᏘේが৮Сされる。ӫ：ӷ́ဇにǑり
がǜኬᏘ数がᓸถする。+nt , %lin EZp 2athol. 2014�

ǳントロール ǽȩȕǧȋȖ
ǽȩȕǧȋȖ
アȟロȩイȉ

２２ ǽȩȕǧȋȖ・アȟロȩイȉ
u2A᧹ܹд）
́ဇにǑるၶ治療јௐ 
：ǳントロール、ɶ：
ǽȩȕǧȋȖҥд、ӫ：ǽȩȕǧȋȖᲥアȟロȩイ
ȉ́ဇ৲ɨしたマウスᏁがǜኵጢ。ɲд́ဇにǑり、
ᏽၨ内ᢿが出ᘉْരする。Anticancer 4es. 2021 �

་学㒊 ಖ学⛉

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ኄኄᦋᦋををᛐᛐᜤᜤすするるӖӖ容容体体ででああるる%%ȬȬククȁȁンンӖӖ容容体体（（%%LL44ss））をを
基基᠆᠆ととししたたイインンȕȕルルエエンンǶǶʖʖ᧸᧸基基盤盤ᄩᄩ立立にに向向けけたたဦဦ

**AAХХນນににǑǑるるཞཞኬኬᏘᏘかかららのの໒໒ၐၐ性性ササイイトトカカイインン産産生生はは
//᳂᳂1111ppddmm0099ˌ̩ٳٳでで生生（（99TT））ママウウススととൔൔ᠋᠋しし
&&eeccttiinn--22എഎ（（--11））ママウウススににおおいいてて᫋᫋ᓸᓸにに˯˯下下すするる..

ǭーワーȉ 感௨β၃、インȕルエンǶ、Ꮝ໒

ᧉ分ݦ β၃学、生体᧸ࣂ学、感௨ၐ内科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. ;amamoto *. et al.� +nHect. +mmun. 82
4�: 1606-15� 2014. doi: 10.1128/+A+.01089-13.
2. 5ato -.� ;amamoto *.� et al.� ,. +mmunol. 205
3�: 686-98� 2020. doi: 10.4049/jimmunol.1901238.
3. ;amamoto *. et al.� $iomed. 4es.
ToM[o� 42
2�: 53-66� 2021. doi: 10.2220/Diomedres.42.53.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ウイルス学的解ௌをॖࢽとする企業おǑƼ
研究者
とॖࢽ生ཋဌஹのኄやタンȑクች製をࣇ・
する企業おǑƼ研究者

マウスをဇいたᏍ໒Ȣデル作成やኬᏘ解ௌを
、としています。またॖࢽめとするѣཋ᬴ܱをڼ
β၃学的ඥをဇいたኬᏘ機能ᚸ価おǑƼ分子
生ཋ学的解ௌをɼに行っています。

ஜ研究ܴޛ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspectionᵽprof.htmlᵝprofᵽcodeᵛᵮRᵤᵎᵎᵓᵖ

Ҕഫ学ኒ я教

ஜޛ ᅵ᠗ ᵷAᵫAᵫOTO ᵦideki

ỸỶἽἋኄᦋửႎとẲẺβ၃ἕἚὁὊἁの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生ཋ構成成分をࣇ生ཋに感௨すると体内でࣇ

β၃ኬᏘがᛐᜤし、໒ၐӒࣖをڼすることに

Ǒりࣇ生ཋをᨊします。生体がᛐᜤするࣇ生

ཋ構成成分としてタンȑクឋやఋᣠがǑくჷら

れていますが、ᡈ年はჇᓏをɶ࣎にࣇ生ཋᘙ᩿
ኄᦋがදႸされています1�� 2�。感௨ၐの၏७理

解においては、ཞኬᏘなƲの৴Ҿ੩ᅆኬᏘが

発ྵする৴ҾᛐᜤӖ容体と上記のࣇ生ཋ構成成

分がƲƏ作ဇしてβ၃Ӓࣖをڼさせているか、
Ʀの᧙̞性を解ଢすることが᩼ࠝにᙲです。

本研究ܴでは、インȕルエンǶウイルスがԃ

ஊするٶኄに点を࢘てたܿɼβ၃ࣖሉを解

ௌしています。᭗マンノースኄᦋをᛐᜤする৴

ҾᛐᜤӖ容体である&ectin-2はインȕルエン
Ƕウイルスɼᙲ৴ҾであるȘマǰルȁȋン

（*A）をᛐᜤし、໒ၐ性サイトカイン産生を

ᛔݰすることをଢらかにしました3�。このჷᙸ

は、৴Ҿ੩ᅆኬᏘが&ectin-2̔܍的にウイル

スᘙ᩿ኄᦋをᛐᜤし、໒ၐӒࣖをᛔݰすること
をᅆՐします。ྵנ、このࣖሉに᧙ɨするβ၃

ኬᏘや産生׆子のѣ७について解ௌを進めてい

ます。

本研究はウイルスኄᦋにბႸした新たなイン

ȕルエンǶʖ᧸・治療ဦをるためのᇹɟഩ
であり、新規ワクȁンアジȥバントや治療ᕤの

発に発ࣖޒဇできる可能性をᅼめています。

ママククロロ
ȕȕǡǡーージジ
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䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆

ǭーワーȉ ഫ、ᭌ、エネルギーˊᜓ、ኄˊᜓီࠝ、ϐ生医学

ᧉ分ݦ ӝᏸ解а学、人体解а学、ഫ科ϐ生医学、ኵጢኬᏘ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. Ida-Yonemochi H, et al. Functional expression of sodium-dependent glucose transporter in amelogenesis. 
J Dent Res 99(8): 977-986, 2020.

2. Ida-Yonemochi H, et al. Extracellular enzymatically synthesized glycogen promotes osteogenesis by activating 
osteoblast differentiation via Akt/GSK-3b signaling pathway. J Cell Physiol 234(8): 13602-13616, 2019. 

3. Ida-Yonemochi H, et al. Glucose uptake mediated by glucose transporter 1 is essential for early tooth 
morphogenesis and size determination of murine molars. Dev Biol 363(1): 52-61, 2012. 

4. ̔ဋී子 他. ǰȪǳーǲンをԃஊするᭌ࢟成̟進д（ཎᫍ2012Ყ533869）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・エネルギーˊᜓに᧙する基ᄽ研究分
・ˊᜓ性၌धをݣᝋとするᐮ医学分
・ϐ生医療に᧙連する企業や医ᕤ品ኒ企業
・学・食品学

エネルギーˊᜓのᚇ点から、発生から၌धの
ʖ᧸、ϐ生医療へのࣖဇをႸਦすѼਙ的な研究
です。基ᄽ研究領域からᐮ᧙連領域まで࠼く
ᗡ合できる、発ޒ性のある課題です。

ᄒኵጢ࢟態学分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜhard-tissue/

Ҕഫ学ኒ 准教授

̔ဋ ී子 ᵧDA ᵦiroko

ӝᏸ֥ܫỆấẬỦỺἽἀὊˊᜓᛦራ
㛊 発ဃẆϐဃẆ疾患発ၐồの᧙ɨ 㛊

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

エネルギーˊᜓはኬᏘの഻فや分҄にᙲなᛦ
ራ機構で、からだの֥ܫが作られるᢅᆉでは、エ
ネルギーがᢘЏにኬᏘに̓ዅされることにǑり、
ദࠝな発Ꮛがなされていきます。またエネルギー
ˊᜓのီࠝが発Ꮛီࠝや၏ൢの発ၐのҾ׆にもつ
ながります。

本研究ではཎにኄˊᜓのᙲ性にბႸし、ഫ、
՜෩ᐄやᭌなƲのӝᏸ領域の֥ܫについて、ദࠝ
な発ᏋをみちƼくኄˊᜓᛦራのˁኵみの解ଢや、
ϐ生医療へのࣖဇをႸਦしています。さらに、ኄ
するӝᏸ၌धの発ၐ׆၏なƲのኄˊᜓီࠝにឪބ
ȡカȋズムをଢらかにすることにǑり、ᢘЏなᚮ
ૺ・治療・ʖ᧸ඥのᄩ立につながることがࢳさ
れます。

ᅶたちはこれまでに、ኄˊᜓのᨦܹにǑりഫの
発Ꮛがͣഥしたり、大きさが҄٭することをᙸ出
しています。さらに、ኄˊᜓのᛦራにǑりᭌの࢟
成を̟進できることもᚰଢしています。

ʻࢸはエネルギーˊᜓのᙻ点から、新たなアプ
ローȁにǑる֥ܫϐ生ඥの発や、၌धʖ᧸につ
ながる基盤研究へと発ޒさせたいと考えています。

• 䜾䝹䝁ースྲྀ䜚㎸䜏㔞䛾㐪い䛻䜘䜚ṑ⬇䛾大䛝䛥䛜ኚ䛩䜛
• 㓝⣲合ᡂ䜾䝸䝁ー䝀ン䛜㦵ᙧᡂ䜢ಁ進䛩䜛

䜶䝛䝹䜼ー௦ㅰ

生

Ⓨ生

ᝈⓎ

ㄪ⠇

ไᚚ

␗ᖖ
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ǭーワーȉ 発生生ཋ学、生ཋ進҄、ϐ生医療

ᧉ分ݦ 発生生ཋ学、進҄発生、ϐ生医療

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

&eXelopmental %ell 6: 219-27� 2004� &eXelopment 136: 897-903. 2009� 20A5 107: 92-7� 2010� 
0ature )enetics 44: 348-51� 2012� *um /ol )enet 22: 1873-1885� 2013� , &ent 4es 94� 121-
128� 2015� 2Los 10E  20:e0204126� 2018� &eX &[n 248:201-210� 2019� , Anat� 236
2�:317-
324� 2020

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・進҄なƲのҦཋ学を持つ自治体
・ϐ生医療のᄩ立に᧙わる業ᆔ
・先ࠝီټに興味のある医療機᧙や業ᆔ

様々な֥ܫのئ所、࢟、数の決ܭ機構の解ଢ
は、ϐ生医療のᄩ立、先ࠝီټのҾ׆解ଢ、生
Эᚮૺ・生Э治療への݃ɨなƲのᐮ᩿ばかり
でなく、進҄のȡカȋズムをኜ解くなƲの生ཋ
学の発ޒにもつながります。

ӝᏸ解а分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜoralanatomy/

Ҕഫ学ኒ 教授

ٻ ค OᵦAᵸAᵫA Atsushi 

᫊᩿᫈の֥࢟ܫメカニズムの解明
～ ϐဃҔၲẆဃЭᚮૺ・ဃЭၲ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

μての֥ܫは、決まったئ所に、決まった数、
決まった࢟で࢟成されます。々は、Ⴘ、マȖタ、
ഫ、ᐾ、ӝᔟ、᫈ᭌなƲの様々な᪽ᔟ᫊᩿におけ
る֥ܫの発生ȡカȋズムの解ଢをႸਦしています。

ᡈ年、࠴ኬᏘをဇいたϐ生療ඥのᄩ立がஓまれ
ていますが、࠴ኬᏘをႸ的֥ܫへとᛔݰするȡカ
ȋズムは、Ʀの֥ܫが発生時に࢟成されていく機
構とӷɟであるため、々の研究成ௐは、ϐ生療
ඥのᄩ立にも݃ɨします。

ɟ૾、先ࠝီټの1/3に、᫊᩿᫈のီࠝがᚇݑ
されることがჷられています。つまり、᫊᩿᫈の
発生Сࣂ機構は、内ٳのわƣかな҄٭にもӒࣖす
るǄƲጞኬであることをॖ味します。々の研究
成ௐは、なƥ᫊᩿᫈が他の֥ܫにൔǂてཎഷ性を
ஊするのかᲹといƏွ問にもݣします。Ʀれら
のჷᙸは、先ࠝီټのҾ׆解ଢや、生Эᚮૺ・生
Э治療の発にもつながると考えています。

μての֥ܫは、ᧈい進҄の᧓に、様々な࢟७を
ኺて、ྵנにᐱっているため、֥ܫのئ所、数、
٭くの進҄におけるٶ、ȡカȋズムにはܭの決࢟
҄が内Ѽします。Ʀのため、々の研究成ௐは、
進҄ȡカȋズムの解ଢにもつながるとࢳしてい
ます。 ター䝀ット䛸䛧䛶い䜛ჾᐁ

ṑ学㒊
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ᨷᧁ⾜ື䜢⏝䛧䛯ᚰ⌮スト䝺ス≧ែ䜢సᡂ䛩䜛

ǭーワーȉ ଐ本ᣒ、ᣒቪ、࣎理ストȬス、ၘみ、ഫ科、Ꮿᅕኺ科学、Ȣデルѣཋ

ᧉ分ݦ ഫ科学、生理学、Ꮿᅕኺ科学、行ѣᚇݑ、β၃ኵጢ҄学、ᩓൢ生理学、感ᙾ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

�本ら͘�Japanese�Rice�Wine�ĐĂŶ�ƌĞĚƵĐĞ�ƉƐǇĐŚŽƉŚǇƐŝĐĂů�ƐƚƌĞƐƐͲŝŶĚƵĐĞĚ�ĚĞƉƌĞƐƐŝŽŶͲůŝŬĞ�ďĞŚĂǀŝŽƌƐ�ĂŶĚ�&ŽƐޢ
ĞǆƉƌĞƐƐŝŽŶ�ŝŶ�ƚŚĞ�ƚƌŝŐĞŵŝŶĂů�ƐƵďŶƵĐůĞƵƐ ĐĂƵĚĂůŝƐ�ĞǀŽŬĞĚ�ďǇ�ŵĂƐƐĞƚĞƌ�ŵƵƐĐůĞ�ŝŶũƵƌǇ
/Ŷ�ƚŚĞ�ƌĂƚƐ͘��ŝŽƐĐŝĞŶĐĞ��ŝŽƚĞĐŚŶŽůŽŐǇ�ĂŶĚ��ŝŽĐŚĞŵŝƐƚƌǇ�ϮϬϭϴ͘�WD/��3ϬϮϴϲϲϵϲ͘
�本ら͘�ĂŝůǇ�ĂĚŵŝŶŝƐƚƌĂƚŝŽŶ�ŽĨ�Sake�Lees�(Sake�Kasu)�ƌĞĚƵĐĞĚ�ƉƐǇĐŚŽƉŚǇƐŝĐĂů�ƐƚƌĞƐƐͲŝŶĚƵĐĞĚ�ŚǇƉĞƌĂůŐĞƐŝĂ�ĂŶĚ�&ŽƐޢ
ƌĞƐƉŽŶƐĞƐ�ŝŶ�ƚŚĞ�ůƵŵďĂƌ�ƐƉŝŶĂů�ĚŽƌƐĂů�ŚŽƌŶ�ĞǀŽŬĞĚ�ďǇ�ŶŽǆŝŽƵƐ�ƐƚŝŵƵůĂƚŝŽŶ�ƚŽ�ƚŚĞ�ŚŝŶĚƉĂǁ ŝŶ�ƚŚĞ�ƌĂƚƐ͘
�ŝŽƐĐŝĞŶĐĞ͕��ŝŽƚĞĐŚŶŽůŽŐǇ͕�ĂŶĚ��ŝŽĐŚĞŵŝƐƚƌǇ�ϴϰ(ϭͿ�ϭϱϵͲϭϳϬ�ϮϬϮϬ͘�WD/�͗�3ϭϰϴ3ϮϭϮ͘

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ഫ学ᢿӝᏸဃ理学研究ܴ https://www.dent.niigata-u.ac.jp/physio/physio.html

Ҕഫ学ኒ 准教授

ஜޢ ɟᢹס OKAᵫOTO Keiichiro

発ᣞỺỿἋỆợỦἋἚἾἋᛔ発ၘの解ෞјௐ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

スストトȬȬススȢȢデデルルのの作作成成（（社社会会的的҅̔スストトȬȬススȢȢデデルル））

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

・食品の生体機能への᧙わりを、Ȣデルѣཋで
౨ᚰしたい分の企業をࢳします。

ଐ本ᣒ・ᣒቪにᨂらƣ、ٶ様な食品なƲの生
理機能への᧙わりを、̾体Ȭșルで౨ᚰできま
す。

ストȬスがƻƲくなると、健康がᨦܹされます。
ストȬスのҾ׆は、たくさǜあります。̊えば人
᧓᧙̞、ˁʙなƲです。ҹ介なことに、これらは
ɧ可ᢤです。Ҿ׆からᡜれられないˌ上、ᅶたち
は、ストȬスƦのものを解ෞする࣏ᙲがあります。

ストȬスはᏯᅕኺኒにはたらきかけ、Ꮿを၅れ
させます。Ʀのኽௐ、࣎៲ともに問題が生じます。
̊えば、ൢ分がȖルーになったり、Ꮞや᪽がၘく
なったりします。

ᅶたちはストȬスがƻきおこす、度のᢅƗたᏯ
のዬࢌཞ७を、Ȫȩックスさせる૾ඥのɟつ
（ăストȬス解ෞ）として、ଐ本ᣒやᣒቪのஊј
性を、Ȣデルѣཋをဇいてᛦǂています。Ʀして、
ストȬスがࡽきឪこす様々なの生体ࣖሉ（ၘみ、
ウȄなƲ）がƲのǑƏに҄٭するかᲹを、̾体Ȭ
șルでᚇݑします（また最ᡈ、ᣒቪのエǭスを
ഫの治療にࣖဇできるかᲹについても、౨᚛ɶで
す）。

ˌ上の研究は、ଐ本ᣒやᣒቪにᨂらƣ、Ӳᆔ食
品の生理性の౨ኧにも̅えます。まだ人でᛦǂ
るെ᨞ではないが、まƣは̾体Ȭșルでの᧙わり
をჷりたいئ合なƲに、ཎにஊјです。

スストトȬȬスス スストトȬȬスス

ウウȄȄ
ၘၘみみ

ウウȄȄ
ၘၘみみ

ዬዬࢌࢌ ዬዬࢌࢌ

ଐଐ本本ᣒᣒややᣒᣒቪቪににǑǑるるスストトȬȬススԧԧららƗƗјјௐௐ

スト䝺ス䛻䜘䜛㈇䛾生యᛂ⟅䠄③䜏䚸ウ䝒䠅
は᪥ᮏ㓇䜔㓇⢑䛻䜘䛳䛶㍍ῶ䛧䛯䚹

ଐଐ本本ᣒᣒ

ᣒᣒቪቪ

ṑ学㒊
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ǭーワーȉ ӝᏸ上ႝၶ、ӝᏸנ的फ性၌ध、ӝᏸቬᐏ၌ध、ၶ-᩼ၶ界᩿、၏理ኵጢ本、ؔኬᏘ、β၃ኵጢ҄学

ᧉ分ݦ ၏理学、ኵጢ学、ኬᏘ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Abé T, et al. 6Fi ReS� 2020;10(1):14586. 
Abé T, et al. ([S 0ol PDthol� 2017;102(2):327-36. 他.
https://researchmap.jp/taabe10 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新規分子のСၶ機能解ௌを行いたい企業・ׇ
体や、ဒ解ௌ技術の၏理ኵጢ౨体へのࣖဇを
Ⴘਦしている企業・ׇ体をࢳします。

၏理ኵጢをဇいた၏理࢟७学的解ௌや、ؔ
ኬᏘなƲをဇいた機能解ௌなƲ、᩿ٶ的な解ௌ
アプローȁが可能です。

ӝᏸ病理学分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜopatho/index.html

Ҕഫ学ኒ я教

᧺ᢿ ᢋʍ AᵠE Tatsuya

ӝᏸɥႝၶの発ဃ・ᡶޒỆ᧙ỪỦ分子ೞನの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年、ӝᏸၶは፝ध数・രʧ数ともにف加ͼ向
にあり、ଔ発ᙸ・ଔ治療とともにၶの進ޒを
いかにСࣂできるかが、ӝᏸၶにݣ৴するെと
してᙲᙻされています。また、ӝᏸၶはǄとǜ
Ʋが上ႝၶといƏኵጢをᅆし、ٶくはЭᬝ
၏٭をኺて、ၶへと成ᧈ・進ޒしていきますので、
ၶになるЭのെ᨞またはၶになって᧓もないെ᨞
を的ᄩにᚮૺすることが、ଔ発ᙸ・ଔ治療を
行ƏƏえで᩼ࠝにᙲです。

ᅶたちの研究ܴでは、ᐮ၏理ኵጢ౨௹౨体の
解ௌに加えて、ؔኬᏘなƲの解ௌを́ဇし、ӝ
ᏸ上ႝၶኬᏘと᩼ၶኬᏘがᚑするᢿ分では
ƲのǑƏなྵᝋがឪこっているか、ኬᏘരにᨋっ
たၶኬᏘがԗのၶኬᏘにƲのǑƏなࢨ᪪をӏǅ
すかといった、内ٳでも᩼ࠝにȦȋークなᙻ点
に基Ʈいて、ၶの解ௌにӕりኵǜでいます。また、
ၶの発生地となりƏる上ႝ性ီ࢟成やӝᏸ
ᒀႁなƲの၏٭にもදႸし、᩿ٶ的なアプローȁ
からၶの発生・進ޒの解ଢをႸਦしています。

これらの研究成ௐは、၏理ᚮૺにおけるӝᏸၶ
おǑƼƦのЭᬝ၏٭のᚮૺች度向上・ଔ発ᙸへ
のࣖဇがࢳされるとともに、ၶの進ޒに᧙連す
る分子機構の解ଢから、৴がǜдなƲの治療ဦ
への発ޒ性もࢳされます。

ṑ学㒊
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㦵⢒㧼は䚸◚㦵⣽⬊䛸㦵ⱆ⣽⬊䛾άᛶ䛾䜰ン䝞䝷ンス䛜ཎᅉ

ǭーワーȉ ᭌˊᜓ、ᭌቫ᭨ၐ、機能性食品、食品እ材スクȪーȋンǰ

ᧉ分ݦ ᕤ理学、分子生ཋ学、生҄学、ኬᏘ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ឬ᭗ᱫ҄社会にともなって、がにおけるᭌ
ቫ᭨ၐध者数は年々ف加しており、すでに推ܭध
者数が1300ɢ人（ዮ人ӝのኖ10�）にᢋすると
ᙸᆢもられています。また、᭗ᱫ者がݏたきりに
なるɼᙲ׆のƻとつが、ᭌのэ҄にǑって᠃͂し
たᨥにឪこるᭌ৵です。ᭌを健康に̬つことは
31L/A&Lのዜ持に࣏᪰であり、ᒉいときからの
ᢘ度なᢃѣとҗ分なઅӕがとても大Џです。
ཎにタンȑクឋ、カルシウム、ビタȟン&やビタ
ȟン-は、ᭌ࢟成にᙲなእです。しかしな
がら、他のእとӷ様に、ƦれらのԈ収ྙは年
ᱫと共に˯下していくことがჷられています。

研究ܴでは、ᭌቫ᭨ၐのʖ᧸をめƟして、機࢘
能性食品の発を行っています。これまでに、ᭌ
ˊᜓを性҄する食品እ材や҄合ཋのኬᏘスク
Ȫーȋンǰኒを構ሰしてきました。Ʀして、ҥᩉ
されたものがܱᨥにјௐがあるのか生体ኒのȢデ
ル᬴ܱをဇいてᚸ価しています。

このǑƏなスクȪーȋンǰᲠᚸ価システムをဇ
いることで、新しいᭌቫ᭨ၐʖ᧸機能性食品が生
まれることがࢳされます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

The inhiDitors oH c[clin-dependent Minases and )5--3� enhance osteoclastogenesis.
AMiDa ;� /i\uta A� -aMihara ;� 0aMata ,� 0ihara ,� 5aito +� Egusa *� 5aeMi /.
$iochem $ioph[s 4ep. 2015 &ec 30�5:253-258.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・様々なች製҄合ཋや食品እ材を所ஊし、Ʀれ
らのᭌˊᜓにおける機能性に᧙࣎のある企業。

ች製҄合ཋから食品ਁ出ཋまで、様々なእ材
のスクȪーȋンǰやᭌˊᜓにݣする性ᚸ価が
可能です。

ഫ科ᕤ理学分野

Ҕഫ学ኒ я教

Ҿ ֒ʴ KAKᵧᵦARA ᵷoshito

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

https://www.dent.niigata-u.ac.jp/pharmacology/pharmacology.html

ᙜ研究ᐊ䛾機⬟ᛶ㣗ရ㛤Ⓨ䛾ス䜽䝸ー䝙ン䜾䠃ホ౯䝅ス䝔䝮

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ૼẲẟᭌቫ᭨ၐʖ᧸ೞᏡࣱԼの開発
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ǭーワーȉ ჼദഫ科、ᭌˊᜓ、ᕤдスクȪーȋンǰ

ᧉ分ݦ ᕤ理学、分子生ཋ学、生҄学、ኬᏘ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等


1�The inhiDitors oH c[clin-dependent Minases and )5--3� enhance osteoclastogenesis.
AMiDa ;� /i\uta A� -aMihara ;� 0aMata ,� 0ihara ,� 5aito +� Egusa *� 5aeMi /.
$iochem $ioph[s 4ep. 2015 &ec 30�5:253-258.

2�ഫངᆆѣ̟進дӏƼჼദഫ科治療ဇǭット
ཎᫍ2018Ყ012950�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・様々なች製҄合ཋを所ஊし、Ʀれらのᭌˊᜓ
性҄機能に᧙࣎のある企業。

ഫᭌȪȢデȪンǰをԃめたᭌˊᜓμᑍに᧙
わる性҄дのスクȪーȋンǰとƦのᚸ価可能
です。

ഫ科ᕤ理学分野

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

◚㦵⣽⬊䛸㦵ⱆ⣽⬊䛾άᛶ⸆ス䜽䝸ー䝙ン䜾䝅ス䝔䝮

◚㦵⣽⬊䛸㦵ⱆ⣽⬊䛻䜘䜛ṑᵴ㦵䛾䝸䝰䝕䝸ン䜾

・すでに࢘研究ܴでҥᩉされたᕤдのჼദഫ科
治療へのࣖဇに᧙࣎のある企業。

Ҕഫ学ኒ я教

Ҿ ֒ʴ KAKᵧᵦARA ᵷoshito

https://www.dent.niigata-u.ac.jp/pharmacology/pharmacology.html

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ჼദഫ科ၲỆấẬỦഫのᆆѣử̟ᡶẴỦᕤの開発

ᡈ年、ჼദഫ科治療をࠎஓするध者数はف加ͼ
向にあり、ࢼஹのᒉ年者の治療ࠎஓ者に加えて、
成人の治療ࠎஓ者数のف加が᫋ᓸになってきてい
ます。しかしながら、成人ध者は、ᒉ年ध者とൔ
᠋してഫのᆆѣがく、治療がᧈ҄するͼ向に
あります。ƦれにǑってӝᏸᘓ生環境の˯下をਔ
き、ᖓഫやഫԗ၏、ഫఌԈ収なƲのʚഏ的な問題
をࡽきឪこす可能性が᭗まります。

ჼദഫ科治療におけるഫのᆆѣは、ഫᭌのȪ
ȢデȪンǰにǑってࡽきឪこされます。ᆆѣഫの
ഫఌᐏのןᡐͨではᄊᭌኬᏘにǑるᭌԈ収が、ཏ
ではᭌᑻኬᏘにǑるᭌช加が生じており、こͨࡽ
の発なᭌȪȢデȪンǰをࡽきឪこすᕤдがᙸ出
されれば、ഫのᆆѣᡮ度の上ଞӏƼјྙ的なഫの
ᆆѣへのᐮ的ࣖဇが可能となります。

Ʀこで、࢘研究ܴでは、ᄊᭌኬᏘとᭌᑻኬᏘの
ɲ૾を性҄するᕤдスクȪーȋンǰとჼദ的ഫ
のᆆѣのᚸ価システムを構ሰしてきました。

本システムのࣖဇにǑって、ᕤ理学的なアプ
ローȁにǑる成人ध者への新しいჼദഫ科治療ඥ
の創出がࢳされます。
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⢾⢾ᒀᒀ䛸䛸ṑṑ࿘࿘䛾䛾㛵㛵㐃㐃䛾䛾ᶍᶍᘧᘧᅗᅗ ᢠᢠ⳦⳦ṑṑ࿘࿘⒪⒪䛻䛻䜘䜘䜛䜛䜰䜰䝕䝕䜱䜱䝫䝫䝛䝛䜽䜽䝏䝏ンン⃰⃰ᗘᗘ䛾䛾ኚኚϭ)

(desƚ͗�ᢠᢠ⳦⳦ⓗⓗṑṑ࿘࿘⒪⒪⩌⩌ �ŽnƚƌŽů䠖䠖㏻㏻ᖖᖖṑṑ࿘࿘⒪⒪⩌⩌)

ǭーワーȉ ၏、ഫԗǱア、アデイȝサイトカインބኄ2

ᧉ分ݦ ʖ᧸ഫ科学、ӝᏸ̬健学、ӝᏸᘓ生学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. EHHect oH antimicroDial periodontal treatment and maintenance on serum adiponectin in t[pe 2 
diaDetes mellitus. 5./atsumoto� *.1gawaǄか5Ӹ: , %lin 2eriodontol� 2009. 

2. EHHect oH periodontal treatment on adipoMines in t[pe 2 diaDetes. *.1gawa� - /inagawaǄか5Ӹ: 
9orld , &iaDetes� 2014. 

3. %orrelation Detween 502 genot[pes and periodontitis in ,apanese t[pe ++ diaDetic patients: a 
2reliminar[ stud[. T.&amrongrungruang� *.1gawaǄか5Ӹ: 1dontolog[� 2015. 

つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ኄބ၏ʖ᧸をᆢಊ的に推進している自治体
なƲと共ӷで၃学的ᛦ௹研究を行っていくこ
とをࠎஓします。

ʖ᧸ഫ科学分野 ᵵEᵠῨ῟ḷ 

Ҕഫ学ኒ 教授

小߷ ᅎӮ
OᵥAᵵA ᵦiroshi

ᵐኄބ病患ᎍỆݣẴỦഫԗἃỴの
ஊဇࣱỆếẟềのٶᚌႎ౨᚛

Ҕഫ学ኒ я教

ႏ߷ ʁ፦子
ᵫᵧNAᵥAᵵA Kumiko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生環境の҄٭にˤいኄބ၏ध者はف加してきており、ኄބ၏ʖͳ፭と合わせて2000ɢ人を
ឬえています。ഫԗ၏はኄބ၏の6ဪႸの合́ၐであることから、ኄބ၏ध者におけるഫԗǱア
のᙲ性は᭗いと考えられます。

これまで医学ᢿ内分ඣˊᜓ内科と共ӷで、2ኄބ၏ध者にݣして৴ᓏдを́ဇしたഫԗǱア
をܱし、アデǣȝネクȁンをはじめとする၏७マーカーにӏǅすࢨ᪪について、エビデンスを
ᔛᆢ・共ஊしてきました。

Ʀの上で、ഫ科医療的ᙸ地からのᝡྂの可能性を学術的に解ଢすǂく、৴ᓏ的ഫԗ治療にǑる
ᘉሥُᨦܹોծへの作ဇȡカȋズムを౨ᚰしています。これらの研究にǑって、ഫ科治療がᏯయ
Ȫスクや᠉度ᛐჷᨦܹȪスクのોծへ̟進的に作ဇする可能性について、ଢらかにすることをص
Ⴘにしています。

ኄބ၏ध者の31Lをफ҄させるもののᲫつに、
Ꮿయصがਫげられます。ྵנ、ȩンȀム҄ൔ᠋
ᚾ᬴をဇいて、৴ᓏ的ഫԗ治療がᏯయصȪスク
のਦであるL1X-indeZにӏǅすࢨ᪪について
౨᚛を行っています。

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

アアȔȔーールルȝȝイインントト
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W,Kཱཱྀྀ⭍⭍デデᰝᰝἲἲᶆᶆ‽‽䛾䛾トト䝺䝺ーー䝙䝙ンン䜾䜾 䠄䠄カカンン䝪䝪䝆䝆䜰䜰䠅䠅 ཱཱྀྀ⭍⭍ಖಖ⟇⟇構構⠏⠏ワワーー䜽䜽䝅䝅䝵䝵ッッププ 䠄䠄䝭䝭䝱䝱ンン䝬䝬ーー䠅䠅

ǭーワーȉ ǰローバȪǼーシȧン、オーȩルȘルス、9*1

ᧉ分ݦ ᨥӝᏸ̬健学、ӝᏸᘓ生学、ʖ᧸ഫ科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. FrameworM Hor deXelopment oH 1ral *ealth 2olic[ and 5trategies in /[anmar 

https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/`preXent/image/pr190724/pr190724AHrameworM.pdH�

2. 9*1 )loDal 1ral *ealth &ataDase 
https://www5.dent.niigata-
u.ac.jp/`preXent/perio/contents.html�

つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ʖ᧸ഫ科学分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜpreᶔent/japanese/collaborating.html

Ҕഫ学ኒ 教授

小߷ ᅎӮ
OᵥAᵵA ᵦiroshi

ἸニἢὊἇἽồἽἋカἢἾὊἊỆấẬỦ
ỼὊἻἽἪἽἋἩἿἴὊἉἹὅἴἙἽのನሰ

Ҕഫ学ኒ я教

カỸὅ ἱἶἕἚ ἚỷỶὅ
Kaung ᵫyat Thwin

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2007年2月、ଐ本Иのӝᏸ̬健に᧙する9*1（ɭ界̬健機᧙）ңщǻンターに、ʖ᧸ഫ科
学分がਦܭされました。9*1の基本理ࣞである「ᨥ的なӝᏸ̬健推進」をǳンǻプトに、
・ӝᏸ̬健分のᏋ、研究プロジǧクトを推進し、基ᄽ、၃学研究からࣖဇ研究へとޒし、
最先ᇢのӝᏸ̬健分をȪーȉ
・ᜂٳの大学や研究機᧙と連携してٶᚌ的Ꮛ研究ネットワークを構ሰし、ӝᏸ̬健分の
ᨥ的Ꮛ研究ਗ点を࢟成
・ᒉ研究者をෙٳにᢔし、また本学にਔᎣし、ݩஹのӝᏸ̬健推進をਃƏ人材のᏋ成とѣ
のૅੲ をɼᙲႸとしています。

、は、ȟȣンマーでの学ఄഫ科̬健構ሰנྵ
9*1 *ealth[ Ageingにおけるӝᏸ健康の
ܱឋ҄等にӕりኵǜでいます。

・7*%にఌࠀした5&)᳭をܱោしている
自治体等とӝᏸ̬健のȢデル構ሰをࠎஓし
ます。

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

アアȔȔーールルȝȝイインントト
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Ϭ ϭϬ ϮϬ 3Ϭ ϰϬ ϱϬ

ṑ୪䜃䛜Ẽ䛻䛺䜛

ṑ▼䛜䛯ま䛳䛶い䜛

ṑ䛜③䜣䛰䜚䛧䜏䛯䜚䛩䜛

ཱྀ⮯䛜䛒䜛

ṑ䛾Ⰽ䛜Ẽ䛻䛺䜛

䜒䛾䛜ᣳま䜛

ϮϮ͘ϱ�
Ϯϰ͘ϵ�
Ϯϲ͘Ϭ�
Ϯϳ͘ϭ�
3Ϯ͘ϳ�

ϰ3͘Ϯ�

ଐ本ഫ科医ࠖ会にǑる10ˊから70ˊの1ɢ人をݣᝋにした
ᛦ௹（2016）では、おӝのपみに「ӝᐰ」をਫげた人は4
人に1人ˌ上でᇹ3ˮであった（ᙐ数ׅሉ）。

ǭーワーȉ ӝᐰʖ᧸、ӝᏸᘓ生

ᧉ分ݦ ʖ᧸ഫ科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

z 0ohno -. et al.� TaDlets containing a c[steine protease� actinidine� reduce oral malodor: a crossoXer 
stud[. ,ournal oH  $reath 4esearch 6
1�� 017107� 2012.

z ຜᙲ 他Ღȑȑインԃஊǲル́ဇᐾฌੈにǑるᐾᒀᨊӊјௐᲦӝᏸᘓ生学会ᩃᛏ 66
1�：9-14� 2016.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ӝᏸฌੈဇインスȄルȡントを共に製造して
いただける分おǑƼݣᝋ成分（ᣞእ等）を
様々な࢟७にԃѼさせる技術のある分とのң
をࢳしています。

јௐのᚸ価にはӝᐰ数値ยܭだけではなく、
̅ဇ感や̅ဇឱ度のᛦ௹も可能です。他ᙾ・
自ᙾのӑ૾からのᚸ価にǑって、̅ဇ者のࢳ
にࣖえられる発をႸਦします。

ʖ᧸ഫ科学分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜpreᶔent/japanese/index.html

Ҕഫ学ኒ 教授

ຜ野 ᙲ NOᵦNO Kaname

ӝᐰἃỴửᎋảỦ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ӝᐰはݣ人᧙̞においてᙲな問題であり、
ӝᐰをൢにしたことがある人は80�、पみとし
て感じる人は25�をឬえるとされます。また、
ᡈ年では介ᜱのྵئでも介ᜱ者のਃとして問
題となっています。ӝᐰの৮Сには、ƦのҾ׆
をᨊӊすることがஊјです。Ҿ׆ᨊӊ૾ඥとし
てはȏȟǬǭの他に、ӝᐰのҾ׆となるኬᓏの
ᨊӊやᐾᒀ（ӝᐰのɼな産生ئ所）のᨊӊがɟ
ᑍ的です。ᅶたちはこれまでに、いくつもの成
分（ᕤдや食品）にǑるӝᐰ৮С・ᐾᒀᨊӊに
ついて౨᚛をしてきました。また、̅ဇされる
ᨥの࢟ཞもᙲなᙲእのɟつであり、タȖȬッ
トやǲルにǑるࣖဇをᚾみてきました。

Ȓトのӝᐰはᙐᩃで、ဒɟ的なϼፗでは問題
が解決されないことがٶくあります。また、ӝ
ᐰへのࣖݣはǻルȕǱアとして行われることが
ᨊӊにपまれ׆です。ӝᐰのҾࣉいこともཎٶ
る૾は、解決するまでᙐ数の૾ඥをᚾすことが
。くのᢠ৸Ꮓがஓまれますٶく、Ǒりٶ

ʻࢸは̾別のவˑにᢘした૾ඥを੩ᅆしてい
くことが࣏ᙲであり、Ʀのኽௐ、ݲしでもٶく
のӝᐰにपǉ૾のяけとなることをࢳして
います。

й

9 ӝᐰのҾ׆となるᐾをฌੈする֥φもᙐ数のᆔがある
（ዯϙჇはࠊᝤされているɟᢿ）。ӷじ࢟にᙸえても
のᚌ度やእ材がီなる。

9 ӝᐰ৮С（ᐾᒀᨊӊ）成分のМဇには෩体（ඹӝдタイ
プ）がٶいが、タȖȬットཞやǲルཞなƲも౨᚛してき
た（᩷）。̅Ə人や᩿ئに合わせるためにᙐ数のᢠ
৸Ꮓが࣏ᙲとなる。

⮬ศ䛾ཱྀ䛾୰でᝎ䜐䛣䛸䜔Ẽ䛻䛺䜛䛣䛸は䠛
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ǭーワーȉ ՜෩タンȑクឋ、՜෩ムȁン（/7%7）、৴ᓏ性、シアルᣠ

ᧉ分ݦ ᲤᲤᲤᲤᲤᲤ、ᲤᲤᲤᲤᲤᲤ、ᲤᲤᲤᲤᲤᲤ、ᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤ、ᲤᲤᲤᲤᲤᲤ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• &egradation oH /7%7and /7%5$ in human saliXa. 2Lo5 1ne. 8
7�: e69059. 
doi:10.1371/journal.pone.0069059� 2013.

• 4elationship Detween oral malodor and gl[cos[lated saliXar[ proteins� , /ed &ental 5ci� 57:25-33� 
2010.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ӝᏸǱアဇ品、ӝᏸ̬д、ӝᐰʖ᧸製品を
発している企業様なƲとңできればとࢳ
しています。

• ՜෩タンȑクឋにბႸしたオーȩルǱアはこれ
までになく、新規性の᭗い研究です。

• ᇿ者はӝᐰ研究のܱጚもあり、ӝᐰʖ᧸へのࣖ
ဇもᙻにλれています。

ʖ᧸ഫ科学分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜpreᶔent/japanese/index.html

Ҕഫ学ኒ 准教授

ᇦҾ ᅙ子 TAKEᵦARA ᵱachiko

৴ᓏࣱửஊẴỦ՜෩ムἓὅίᵫᵳᵡᾆὸの
ỼὊἻἽἃỴᙌԼồのࣖဇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

၏Ҿ体にとっての最Иの᧙ᧉがӝᏸであり、
ӝᏸには自β၃がͳわっています。՜෩には
自β၃の役лをௐたす成分がԃまれています
が、加ᱫにˤってƦの᧸ࣂ機能は˯下し、感௨
ၐに፝धしやすくなります。᭗ᱫ者にとってᛚ
ִ性Ꮝ໒はരにႺኽしており、Ʀのʖ᧸は大٭
ᙲです。

研究はɼᙲ՜෩タンȑクឋである՜෩ムȁ࢘
ン（/7%7、/7%5$）にბႸしました
ᘙ1、
。々のʖͳ᬴ܱからˌ下をଢらかにしま�Ძ
した（2）。
• /7%7の৴ᓏ性ᢿˮは10-20分ᆉ度のჺ時

᧓で分解する
• ᳇ᲽᲱにԃまれるシアルᣠ分解にǑって、

৴ᓏ性ᢿˮがǑりᡮく分解する

/7%7は、՜෩ɶに最もٶくԃまれるɼᙲ՜
෩タンȑクឋのƻとつです。したがってƦの٭
҄がӝᏸμ体にɨえるࢨ᪪は大きいと考えられ
ます。本研究では৴ᓏ性を持つ/7%7のࣖဇに
Ǒって、᭗ᱫ者のᛚִ性Ꮝ໒ʖ᧸だけでなく、
ӝᐰʖ᧸なƲࠢ࠼いɭˊをݣᝋにオーȩルǱア
。をႸ的とした製品へのࣖဇをႸਦします҄ࢍ

ᧉ分ݦ ʖ᧸ഫ科学、πᘌᘓ生学、၃学

ᅗ㻝.㻌ၚᾮ䝮䝏ン䠄㻹㼁㻯㻣䠅䛾構㐀䛸≉ᚩ䠄⡆␎ᶍᘧᅗ䠅

ᅗ㻞.㻌㻹㼁㻯㻣䛾ศゎ䠄ணഛᐇ㦂䛛䜙䛾௬ㄝ䠅

⾲㻝.㻌せ䛺ၚᾮタン䝟䜽㉁
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䜿䜿䜲䜲㓟㓟カカ䝹䝹䝅䝅ウウ䝮䝮⣔⣔䝉䝉䝯䝯ンントト䛾䛾⏝⏝᪉᪉ἲἲ

生生యయෆෆ䜰䜰䝟䝟タタ䜲䜲トトᙧᙧᡂᡂ⬟⬟䛾䛾ホホ౯౯

ǭーワーȉ Ǳイᣠカルシウムኒǻȡント、アȑタイト࢟成能、ኵጢ̲ࣄ、生体内ᚸ価

ᧉ分ݦ ഫ内療ඥ学、生体性材料、バイオǻȩȟック

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

$elal 45. et al. %omparison oH calcium and h[droZ[l ion release aDilit[ and in XiXo apatite-Horming aDilit[ 
oH three Dioceramic-containing root canal sealers. %lin 1ral +nXestig. 2021.
*inata ). et al. $ioactiXit[ and Diominerali\ation aDilit[ oH calcium silicate-Dased pulp-capping materials 
aHter suDcutaneous implantation. +nt Endod ,. 2017.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ǻȡント・ǳンクȪート学に᧙わっている
研究者・企業の૾

これまでǱイᣠカルシウムኒǻȡントのアȑ
タイト࢟成能はɼにွ˩体෩ɶでᚸ価されてき
ましたが、ᅶたちは自のѣཋ᬴ܱȢデルを構
ሰし、生体内でのᚸ価を進めています。

ạᗒ学分野 https://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜrestend/restend.html

Ҕഫ学ኒ я教

ɳ Ⴚ EDANAᵫᵧ Naoki

ഫ科ဇἃỶᣠカἽἉỸムኒἍメὅἚのဃ˳ࣱᚸ̖

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ȝルトȩンȉǻȡント（ǳンクȪートҾ料のƻ
とつ）をșースとして1990年ˊに発されたഫ
科ဇǱイᣠカルシウムኒǻȡントは、ʻଐではഫ
内療ඥ（ഫのఌの治療）にഎかせない材料となっ
ています。これは本材料が、ഫ᭒あるいはഫԗኵ
ጢとの界᩿でᭌ˩アȑタイトをௌ出させ、ኵጢ
を̟進するといƏཎီ的な性ឋ（生体性）ࣄ̲
をஊしているためです。ここ数年᧓では、治療上
のદ作性をોծしたٶ数の発ޒ製品が発されま
した。しかしながら、Ӳᆔのช加ཋが材料本ஹの
アȑタイト࢟成能にƲのǑƏなࢨ᪪をɨえている
るかはҗ分に౨ᚰされていませǜ。Ʀこでᅶたち
は、Ӳᆔኵ成の材料についてアȑタイト࢟成能の
ᚸ価を行い、ƲのǑƏな構成成分がǻȡントの生
体性をف進あるいはถᡚさせているのかを解ଢ
することをႸਦして研究を進めています。

は生体内あるいはલ的生体環境においてנྵ
ଏ成製品のᚸ価を行っていますが、ʻࢸはӲᆔኵ
成の材料を自ܼᛦ製し、構成成分にǑるアȑタイ
ト࢟成能のီࠀをᛇኬにᛦǂていくʖܭです。本
研究の成ௐは、治療јௐとદ作性をɲ立した新規
Ǳイᣠカルシウムኒǻȡントの発につながると
考えています。

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－63－－62－

ᅗ䠍䠖ṑ࿘䛻䜘䜛ṑᵴ㦵䛾◚ቯ

ǭーワーȉ ഫԗ၏学、ϐ生医療、バイオマテȪアル、スǭȣȕǩールȉ

ᧉ分ݦ ഫԗ၏学、ϐ生医療、β၃学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*orimi\u / et al.� %lin EZp &nt 4es. 
2017� 5[nergistic eHHects oH the comDined use oH human-
cultured periosteal sheets and platelet-rich HiDrin on Done regeneration: An animal stud[
1Muda - et al.� 0ihon 4insho. 
2015� Application oH cultured autogenous periosteal cell sheets Hor 
periodontal and alXeolar Done regeneration.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ϐ生医療に興味がある研究者・企業の૾
・生体Ԉ収性の新規ឱئ材をお持ちの૾

ϐ生治療における基ᄽ研究・ѣཋ᬴ܱ・ᐮ
研究のܱጚがあり、ᐮࣖဇへのノウȏウをஊ
しています。ഫ科領域のみならƣᭌをݦᧉとす
るૢٳ࢟科等の医科領域へのࣖဇޒがࢳさ
れます。

ഫԗᚮૺ・ϐ学分野 https://niigata-perio.jp/

Ҕഫ学ኒ 教授

ᢿဋٶ ɟࡍ TAᵠETA Koichi

ᭌのϐဃử̟ᡶẴỦૼᙹឱئ૰の研究開発

Ҕഫ学ኒ 准教授

᭗ Ⴚኔ TAKAᵦAᵱᵦᵧ Naoki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ʀのஊ၏ྙの᭗さからൟ၏とԠばれる「ഫԗ
၏」は、ഫƙきの໒ၐとഫをૅえるᭌ（ഫᭌ）
のᄊْにǑり、ഫをڂƏҾ׆となります（Ძ）。
ɟ度ڂったഫᭌは自にΨ通りにならないため、
これまでにٶくのϐ生治療がᚾみられています。
、分では、ᭌᐏኬᏘがஊするᭌϐ生能にදႸし࢘
ኬᏘおǑƼѣཋȬșルで基ᄽ研究をƶ、ҽ生і
Ⴞのϐ生医療新ඥのもと、ध者ဌஹのؔᭌᐏ
ኬᏘをဇいたഫᭌのϐ生療ඥをܱᐮ҄してい
ます（２）。

Ǒり᭗いϐ生јௐをࢽるためには、ᆆౡኬᏘの
分҄環境をૢえるためのǭーマテȪアルと・഻ف
してᢘЏなឱئ材料（スǭȣȕǩールȉ）が࣏ᙲ
です。࢘分ではこれまでにȏイȉロǭシアȑタ
イトや自ܼᭌをဇいていますが、ؔᭌᐏኬᏘに
Ǒりᢘした新規ឱئ材のኧ・発が求められて
います。᭗ᭌϐ生能щをஊするスǭȣȕǩールȉ
とؔᭌᐏኬᏘのᙐ合҄ᆆౡ材料にǑって、更に
Οれたϐ生療ඥのܱྵをႸਦしています。

Ʀのܱྵが可能となれば、ഫԗ၏にǑるഫᭌ
ᄊْのみならƣ、ӝᏸٳ科領域における更に࠼ር
におǑƿᭌのϐ生や、インプȩント治療Эのᭌ
。されますࢳ科領域におけるࣖဇがٳ࢟ૢ、生ف ᅗ䠎䠖⮬ᐙᇵ㣴㦵⭷⣽⬊
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ǭーワーȉ ഫԗ၏、ȕȬイル、A/4、ペプȁȉ医ᕤ

ᧉ分ݦ ഫԗ၏学、ഫԗ治療学、β၃学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

AoMi-0onaMa ;� TaDeta -. et al.� A peptide deriXed Hrom rice inhiDits alXeolar Done resorption Xia suppression oH 
inHlammator[ c[toMine production.� ,ournal oH periodontolog[� 90
10�: 1160-1169� 2019.
/atsugishi A� AoMi-0onaMa ;� et al.�. 4ice peptide with amino acid suDstitution inhiDits DioHilm Hormation D[ 
2orph[romonas gingiXalis and FusoDacterium nucleatum.� ArchiXes oH oral Diolog[� 121� 104956� 2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新規のӝᏸǱアアプȪǱーシȧン、ഫԗ၏医
ᕤ発に興味がある研究者・企業の૾
・ȉȩッǰデȪバȪーシステムの発につなが
る技術をお持ちの研究者・企業の૾

ഫԗ၏治療へのᐮࣖဇをᙸੁえたトȩンス
ȬーシȧナルȪサーȁを推進しています。付加
価値機能ペプȁȉのഫԗ၏ˌٳの၌धにおける
ࣖဇがࢳされます。

ഫԗᚮૺ・ϐ学分野 https://niigata-perio.jp/

Ҕഫ学ኒ 教授

ᢿဋٶ ɟࡍ TAᵠETA Koichi

ഫԗ病ἬἩἓἛҔᕤの研究開発

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈ ᜒࠖ

野ɶ ဌᬐᒻ NONAKA ᵷukari

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ഫԗ၏はɭ界で最も感௨者のٶいኬᓏ感௨ၐで
あり、ഫངվڂのɼᙲなҾ׆です。ഫԗ၏をʖ
᧸・治療することは、Ԣָ機能ዜ持にǑるଐࠝ生
ѣ作（食ʙ・更ᘘ・ඟ・λෘ）Ȭșルのોծ
やᛚִ性Ꮝ໒のʖ᧸につながり、᭗ᱫ者ȕȬイル
のʖ᧸にもஊјです。々は、ǳȡからࢽられた
ペプȁȉなƲを材料として、Ʋのȩイȕスټ
テージにおいてもܤμかつቇ̝で፼ॹ的にМဇで
きるӝᏸǱアアプȪǱーシȧンの発をႸਦして
います。ペプȁȉがஊするٶ機能性にბႸし、৴
ᓏ性や৴໒ၐ作ဇなƲ᩿૾ٶから解ௌを行い、
ഫԗ၏ʖ᧸・治療へのஊј性について౨᚛を行っ
ています 。

さらに、̾々の౨௹・ᚮૺやၐཞ・၌धステー
ジにࣖݣするഏɭˊȑーǽナȩイズȉペプȁȉ
医ᕤの発をႸਦして、これらのペプȁȉの機能
やȉȩッǰデȪバȪーシステムのોᑣについ҄ࢍ
て研究を進めています。ഫԗ၏にஊјな域スペ
クトル৴ᓏ医ᕤの発は、౨௹に基Ʈいたペプȁ
ȉカクテル療ඥなƲの̾別医療を可能にするだけ
でなく、ഫ科治療にဇいるଏ܍৴ࣇ生ཋᕤの̅ဇ
Ъถにつながることでɭ界がႺ᩿する課題である
ᕤд᎑性（A/4）のف加にݣ৴するെとなる
ことがࢳされます。

ṑ学㒊
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ᅗᅗ䠍䠍䠖䠖ṑṑ࿘࿘䛸䛸㛵㛵⠇⠇䝸䝸ウウ䝬䝬䝏䝏䛾䛾㛵㛵㐃㐃

ᅗᅗ䠎䠎䠖䠖生生≀≀学学ⓗⓗ〇〇䛻䛻䜘䜘䜛䜛㛵㛵⠇⠇䝸䝸ウウ䝬䝬䝏䝏䞉䞉ṑṑ࿘࿘䛾䛾ᨵᨵၿၿ䛸䛸
ṑṑ࿘࿘䞉䞉ṑṑ࿘࿘ཎཎ⳦⳦ឤឤᰁᰁ䛻䛻䜘䜘䜛䜛䝸䝸ウウ䝬䝬䝏䝏ᨵᨵၿၿຠຠᯝᯝᢚᢚไไ

ǭーワーȉ ഫԗ၏、᧙ራȪウマȁ、自ࠁβ၃、サイトカイン、医科ഫ科連携

ᧉ分ݦ ഫԗ၏学、ഫԗ治療学、β၃学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1.�Kobayashi�T,�et�al.�Host�responses�in�the�link�between�periodontitis�and�rheumatoid�arthritis.�Curr Oral�Health�Rep.�2(1):�1Ͳ8,�2015.
2.�Kobayashi�T,�et�al.�Serum�immunoglobulin�G�levels�to�Porphyromonas gingivalis peptidylarginine deiminase�affect�clinical�response�to��

biological�diseaseͲmodifying�antirheumatic�drug�in�rheumatoid�arthritis.�PLoS One.�11(4):e0154182,�2016.
3.�Kobayashi�T,�et�al.�The�KCNQ1�gene�polymorphism�as�a�shared�genetic�risk�for�rheumatoid�arthritis�and�chronic�periodontitis�in�Japanese��

adults:�A�pilot�caseͲcontrol�study.�J�Periodontol.�89(3):�315Ͳ324,�2018.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自ࠁβ၃၌ध新規医療に興味がある企業
・自ࠁβ၃ࣖሉに᧙する基ᄽ研究分

医科ഫ科連携の発ޒに加えて、ഫԗኵጢへの
ᎇᚪ̲ࢸ৮СдのࣖဇなƲ医ᕤ品᧙連領域の
ᗡ合もࢳされます。

ഫ科ዮӳᚮၲᢿ https://niigata-perio.jp/

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈ 准教授

小 Ջپ KOᵠAᵷAᵱᵦᵧ Tetsuo

ഫԗ病ỆợỦ᧙ራἼỸἰἓ発ၐ・फ化ೞࡀの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ഫのኬᓏ数は体内最ٶで、ӷኬᓏ感௨にǑる
໒ၐ性၌धがഫԗ၏です。ഫԗ၏は、᭗い፝धྙ
からൟ၏ともᚕわれ、μ៲の健康にもफࢨ᪪を
ӏǅします。ᡈ年では、ˊᘙ的な自ࠁβ၃၌धで
ある᧙ራȪウマȁとӑ૾向性の᧙連にあることが
考えられています（Ძ）。

ᅶƲもは、本学Ᏼ・ᐑҾ၏内科学分ならƼに
新潟Ⴤ立Ȫウマȁǻンターとの共ӷ研究にǑって、
２၌धのȪスクᢡˡ子、ᢡˡ子epigenetic̲と
ᎇᚪ̲ࢸ発ྵの共通性・˩性、ഫԗ၏治療に
Ǒる᧙ራȪウマȁોծをଢらかにしました。また、
サイトカイン᧹ܹ生ཋ学的製дはഫԗ၏にもોծ
јௐがあり、Ʀの᧙ራȪウマȁોծјௐはഫԗ၏
とˊᘙ的ഫԗ၏Ҿᓏ2orph[romonas gingiXalis
にǑり৮Сされることも報ԓしました（２）。

本研究では、これまでの研究ኽௐを基にして、
２၌धに共通する自ࠁβ၃᧙連マーカーにბႸし、
ഫԗ၏にǑる᧙ራȪウマȁ発ၐ・फ҄機ࡀの解ଢ
をႸਦしています。ӷ機ࡀの解ଢにǑり、ഫ科に
おける᧙ራȪウマȁʖ᧸システム発がࢳされ、
Ʀの基盤的研究をޒしたいと考えています。

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ ᕤд᧙連᫈ᭌْര、ᭌኬᏘ、ᭌᑻኬᏘ、ᄊᭌኬᏘ、ᭌኬᏘネットワーク

ᧉ分ݦ ӝᏸٳ科学、ᕤд᧙連᫈ᭌْര、ᭌˊᜓ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

https://researchmap.jp/nao-saito31/
科学研究ᝲ（ᒉ研究） 「ᕤд᧙連᫈ᭌْരのȡカȋズムを大ޅ的に解ଢする -ᭌኬᏘネットワークにბႸして-」

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᭌˊᜓに᧙࣎のある医ᕤ品ኒ企業 等၌धのʖ᧸や治療ඥ発のみならƣ、ʻࢸのᭌቫ
᭨ၐᕤ等の発基盤になることがࢳされます。

ኵጢϐӝᏸٳ科学分野

Ҕഫ学ኒ я教

ᱣ藤 Ⴚஒ ᵱAᵧTO Naoaki

ᕤд᧙ᡲ᫈ᭌْരのメカニズムửޅٻႎỆ解明ẴỦ
～ ᭌኬᏘἕἚὁὊἁỆბႸẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ᕤд᧙連᫈ᭌْരは2003年にИめて報ԓされ、
ƦのࢸさまƟまな研究が行われていますが、̔
として၏ൢの発生ȡカȋズムがҗ分に解ଢされて
いない၌धです。ᭌቫ᭨ၐやがǜのᭌ᠃ᆆ৮Сに
ဇいられるᕤдがᙲ׆と考えられていますが、Ӳ
ᕤдが作ဇするȡカȋズムはီなります。にもか
かわらƣ、ӷ様の᫈ᭌْരが生じるといƏことは、
ᭌˊᜓμ体のバȩンスが၏ൢの発ၐと᧙̞してい
るものと考えられます。

ᅶたちの研究では、᬴ܱ的にᕤд᧙連᫈ᭌْര
を生じさせたȩットをဇいて、Ʀの成り立ちにつ
いて研究しています。ᭌのɶでは様々なኬᏘが連
携し、ʝいにࢨ᪪をӖけあってᭌのˊᜓが成り
立っています（ӫ）。ཎにᡈ年の研究から、ᭌ
ኬᏘといƏᭌに؈めᡂまれたኬᏘがƦのӮˋذと
して機能していることがわかってきており、この
ᭌኬᏘをɶ࣎としたᭌˊᜓネットワークに၏ൢの
発ၐȡカȋズム解ଢのᦆがあるものと考えていま
す。

ᕤд᧙連᫈ᭌْരはഫ科のみならƣ、医科でも
大きな問題となっている၌धです。Ҿ׆ᕤдから
られるᭌ৵ʖ᧸јௐ、ᭌ᠃ᆆ৮Сјௐといったࢽ
ऍऔが᩼ࠝに大きいことから、ʻࢸもᐮ上の大
きな問題となっていくものと࣬われます。本研究
から᫈ᭌْരのǑƏなሶなи作ဇのないᕤд

発の基盤となる発ᙸができればと考えています。

ᭌˊᜓに᧙わるኬᏘ፭：

ṑ学㒊

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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䝅䝱ープ䠄ᰴ䠅䛸ඹྠ研究䜢⾜䛳䛯ᄮᅇᩘィ ⨨

ďŝƚĞƐĐĂŶ䛾⢭ᗘ᳨ド䠄㢡㐠ື⢭ᐦィ ⨨D<'䛸䛾ẚ㍑䠅
,Žƌŝ�Ğƚ�Ăů͕�:�WƌŽƐƚŚŽĚŽŶƚ ZĞƐ͕�ϮϬϮϭ

ǭーワーȉ Ԣָ、ウエアȩȖルデバイス、+oT、食品、生፼ॹ၏ʖ᧸、食Ꮛ、介ᜱૅੲ

ᧉ分ݦ ഫ科ᙀዢ学、᫈ӝᏸ機能学、અ食ִ下ȪȏビȪテーシȧン学、ᐮ医学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*ori T� 7ehara F� ;amaga ;� et al. 4eliaDilit[ oH a noXel wearaDle deXice to measure chewing HreSuenc[. 
, 2rosthodont 4es� 2021� online ahead oH print. 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jpr/adXpuD/0/adXpuDA,24A&A20A00032/Aarticle

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・発ᢋの食Ꮛにӕりኵǉ̬健Ꮛ分
・生፼ॹ၏ʖ᧸のਦݰにӕりኵǉ分
・᭗ᱫ者介ᜱサービス分
μな食品発をႸਦす企業ܤ・࣎ܤ・

Ditescanはɭ界でИめて自な環境でのԢָ
行ѣの記録と解ௌを可能にした+oTデバイスで
す。ᛇしくは、
https://jp.sharp/Dusiness/solution/aiot/Dit
escan/をご参ༀください。

Ѽਙഫ科ᙀዢ学分野 http://www.ᵏhotetsu-niigata-uniᶔ.net/index.html

Ҕഫ学ኒ 教授

小野 ᭗ᘽ ONO Takahiro

ỸỺἻἨἽἙἢỶἋửဇẟẺḛ֣ớḜᘍѣのἴニἑἼὅἂ
～ ἪἽἋἩἿἴὊἉἹὅとԼ開発ồのࣖဇ ～

Ҕഫ学ኒ 准教授

ؗ ɟී ᵦORᵧ Kaᶘuhiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

発ᢋにǑく֣ǉことが࣎៲の発ᢋにጟがり、
成人におけるଔ食いは大食いはᏄやƦの他の生
፼ॹ၏のҾ׆になり、᭗ᱫにはҗ分Ԣָせƣ
にみᡂǉことでᛚִやᆷऒがឪこりやすいäこ
のǑƏな「Ԣָ行ѣ」と健康との᧙̞はこれまで
もᚕわれてきました。しかし、いくら「しっかり
֣みましǐƏ」とਦݰしても、Ʋれだけ֣ǜだか
を計ることが容ତではなかったため、ਦݰのјௐ
が上がらƣ、またјௐ的なႸ値のᚨܭにもᐱっ
ていないのがྵཞです。

ᅶたちは、シȣープ（ఇ）が発したੑけࡸ
のԢָׅ数計ยᘺፗDitescanについて、発И
െ᨞から共ӷ研究を行い、計ยᢿˮのᄩܭとች度
౨ᚰ、行ѣ٭容јௐの౨ᚰなƲを行ってきました。
このDitescanをဇいて、ଐࠝ的な食ʙにおけるԢ
ָ行ѣ（֣ǉׅ数、時᧓、ᡮさ、ۋѬなƲ）をȢ
ȋタȪンǰすることで、様々なɭˊにおけるԢָ
行ѣと健康との᧙̞をり、ദしいԢָにݰくこ
とにǑるȘルスプロȢーシȧンの発にጟがりま
す。また、様々な食品がƲのǑƏに֣まれて食ǂ
られているかのデータがࢽられるため、食ǂやす
くܤμな食品発においても役に立つことでしǐ
Ə。領域を問わƣ、ࠢ࠼いࣖဇが可能と考えられ
ます。

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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⯉䛾ở䜜䜔⇱䜢⏬ᒙㄆ㆑ᢏ⾡䜢⏝い䛶᳨ᰝ

⯉䛾┿䛛䜙䚸⯉䛾⠊ᅖ䛸⯉ⱏ䜢ホ౯

ǭーワーȉ ᐾᒀ、ᐾ度、ӝᏸ機能˯下ၐ、ဒᛐᜤ、+oT

ᧉ分ݦ ഫ科ᙀዢ学、᫈ӝᏸ機能学、᭗ᱫ者ഫ科学、ᐮ医学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᐾཞ७推ܭᘺፗ、ᐾཞ७推૾ܭඥӏƼプロǰȩム（ཎᫍ2021-159436） ᭗ᘽ、ؗɟී、大߷ኝݱ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• ӝᏸሥ理をᙲする᭗ᱫ者介ᜱサービス分
• オーȩルǱア・ȘルスǱア᧙連企業
• アプȪǱーシȧン発や医療機֥発を行い、

ܱဇ҄をႸਦす企業

Ȣバイル機֥にǑりજࢨされたဒから、ᐾ
のርを自ѣᜤ別し、ᐾの様々なཎࣉを数値҄
が可能です。学፼ネットワークのアップデート
にǑり、ጏૺ的かつ最新のᚸ価を੩̓できます。

Ѽਙഫ科ᙀዢ学分野 http://www.ᵏhotetsu-niigata-uniᶔ.net/

Ҕഫ学ኒ я教

߷ٻ ኝ OKAᵵA ᵨumpei

ἋἰἭのϙჇẦỤЙܭὲᐾの൲ủとʑ༞ὲ
㛊 ဒᛐᜤỆợỦᐾᒀとᐾࡇのᚸ̖ 㛊

Ҕഫ学ኒ 教授
小野 ᭗ᘽ ONO Takahiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

スマートȕǩンでજࢨされたおӝのϙჇから、
ᐾのርを自ѣᜤ別し、ᐾの൲れやʑ༞のࢍさを
ยܭするシステムを構ሰしています。

ɭ界的な᭗ᱫ社会をᡇえたྵˊでは、健康ᧈݤ
のࡨ˦がදႸされています。しかし、おӝのき
がࢊくなったཞ७である「ӝᏸ機能˯下ၐ」は、
食ഒや食ʙの˯下をਔき、ᙲ介ᜱのҾ׆となり
Əる˯やサルǳペȋア（ሂᎹのถݲ）に連ᦋ
します。ᐾに付いた൲れ（ᐾᒀ）やᐾのʑ༞（ᐾ
度）は、ӝᏸ機能˯下ၐの౨௹にもဇいられ、
またᛚִ性Ꮝ໒やӝᐰにも᧙連しています。しか
し、Ʀの౨௹にはݦᧉ的なჷᜤやᘺፗが࣏ᙲです。
Ʀこで、人ჷ能（A +）にǑるဒᛐᜤ技術をဇ
いて౨௹できないかと考えました。

ᅶたちは、A + に࣏ᙲな学፼ネットワークを構
ሰし、おӝのϙჇからᐾのርを౨出でき、ᐾᒀ
おǑƼᐾ度をᚸ価するシステムを౨ᚰしてき
ました。スマートȕǩンのǑƏなȢバイル機֥を
ဇいて「ᛡでも・Ʋこでも・ቇҥに」ᐾのᚸ価が
可能となるǑƏに研究をዓけるʖܭです。また、
ᐾのཎࣉを数値҄することができるため、A + を
アップデートすることで、様々なᐾのཞ७をᚸ価
できるǑƏ発を進めていきます。

Ҕഫ学ኒ 准教授
ؗ ɟී ᵦORᵧ Kaᶘuhiro

。。生生ཋཋがが生生ऒऒしし、、食食ǂǂཋཋやや՜՜෩෩ににฆฆƟƟるるࣇࣇ

ӝӝᐰᐰののҾҾ׆׆ととななるるȋȋオオイイཋཋឋឋをを産産出出すするる。。

՜՜෩෩ががถถݲݲししたたཞཞ७७でであありり、、ӝӝᏸᏸ内内のの̬̬

ᜱᜱ・・৴৴ᓏᓏ作作ဇဇがが˯˯下下すするる。。

ㄗㄗᄟᄟᛶᛶ⫵⫵⅖⅖䜔䜔ཱཱྀྀ⮯⮯䛻䛻㛵㛵㐃㐃

ࢀࢀởởࡢࡢ⯉⯉

⇱⇱ࡢࡢ⯉⯉

ṑ学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ഫఌᐏのϐ生は機能的なഫのϐ生を可能にする

ǭーワーȉ ഫ科ᙀዢ学、ϐ生医療、ኬᏘٳマトȪックス、ǳȩーǲン、ኬᏘСࣂ、ኬᏘᡙួ

ᧉ分ݦ ഫ科ᙀዢ学、ϐ生医療、ኬᏘٳマトȪックス、ǳȩーǲン、ኬᏘСࣂ、ኬᏘᡙួ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

, 1rthop 5urg 4es. 2018 &ec�13
1�:318. 2lo5 one. 2018�13
9�:e0204306.
, 2eriodontal 4es. 2017 Aug�52
4�:686-694.     , %ell 2h[siol. 2016 5ep�231
9�:1974-82.
, %ell 2h[siol. 2016 Apr�231
4�:926-33. , 2rosthodont 4es. 2014 1ct�58
4�:193-207.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• ኬᏘٳマトȪックスにǑるϐ生医療、၏७
解ଢ

• ኬᏘٳマトȪックスの࢟成能をᚸ価基แと
する新ᕤ、健康食品のኧ

• ዴዜ࢟成や、ኵጢɶでのኬᏘѣ७をਦに、
様々な生理性ཋឋのᚸ価が可能です。

• 健康食品とᭌのマトȪックス࢟成について
企業と共ӷ研究のܱጚがあります。

ဃ˳ഫ科ᙀዢ学分野 https://researchmap.jp/kakumasaru

Ҕഫ学ኒ 准教授

加ஹ ជ KAKᵳ ᵫasaru

ೞᏡႎễഫのϐဃửႸਦẲẺἰἚἼἕἁἋ研究
～ ኵጢཎီႎễ線維࢟とኬᏘ制御 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ȓトの൨ʁഫはɟ度ڂわれると、自にϐ生す
ることはありませǜ。したがってྵנの治療ඥで
は、ᆔ々の人材料にǑってᙀƏ૾ඥがɼ්です
（፯ഫ、インプȩントなƲ）。わたしたちはഫ自
体はこれまで通り人材料を̅ဇするͯら、ഫと
ԗりのኵጢをኽ合するßഫఌᐏàをኬᏘ生ཋ学的
なඥでϐ生することにǑり、ټのഫとᢐᑥの
ない、機能的なഫのϐ生が可能になると考えてい
ます。

ኬᏘٳマトȪックスはኵጢの機能的な本७とし
てだけでなく、ኵጢのዜ持に᧙わるኬᏘの഻ف分
҄にᆢಊ的に݃ɨすることから、ኬᏘٳマトȪッ
クスのኵጢཎီ的なኵ成のϐྵこƦが、ഫఌᐏϐ
生のᦆであると考えています。

ഫఌᐏのϐ生をႸਦし、ኵጢからӕしたタン
ȑクをዴዜ࢟成にཎ҄したデータșースをဇいて
Ѽਙ的に解ௌだけでなく、マトȪックスにСࣂさ
れるኬᏘѣ७をኵጢȬșルで可ᙻ҄する૾ඥにǑ
り、マトȪックスɶ࣎としたഫఌᐏኵጢのμ体
をଢらかにするための研究にӕりኵǜでいます。

わたしたちがႸਦしているのは、機能的なഫの
ϐ生ですが、この技術はٶ様なኽ合ኵጢのマト
Ȫックス研究にもࣖဇ可能です。 ኬᏘᜤとᧈᡙួにǑる

ኵጢ内ኬᏘѣ७の可ᙻ҄
マトȪックスのኵጢ解ௌ

とѼਙ的ܭ解ௌ
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ǭーワーȉ デンタルインプȩント、規҄ナノ構造ȁタン、ኵጢ࢟成Сࣂ、機能性生体材料

ᧉ分ݦ ഫ科ᙀዢ学、ϐ生学、デンタルインプȩント、属アȬルギー、分子生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ኬᏘ࢟७と成Ꮛ૾向とኵጢ࢟成をСࣂするインプȩントにࣖဇ可能な規 ҄ナノ構造付きȁタン（ཎᫍ産学3-56ܫ）

$iological reaction control using topograph[ regulation oH nanostructured titanium. 
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アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・生体材料発に᧙わる医療ȡーカー、企業先ᇢ学領域と生ԡ科学領域のီ分ᗡ合研
究にǑってࣇኬ構造にǑりԗᡀኵጢにࢨ᪪をɨ
える点において学術的価値は᭗く、Ʀのࣖဇር
。いです࠼も

ဃ˳ഫ科ᙀዢ学分野 ᵵEᵠῨ῟ḷ

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈ ᜒࠖ

ᅸᓶ ᨗ介 AKᵧᵠA ᵷosuke

ૼẲẟ˳内؈ỜᡂỚೞᏡࣱဃ˳૰の開発
～ ᙹ化ἜἠನᡯἓἑὅỆợỦኵጢ࢟制御 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

デンタルインプȩントはΟれた治療ඥですが、
治療᧓、ᢘࣖၐСᨂ、生ྙ܍なƲの課題がச
解決でസっています。ナノサイズȬșルののቫ
᩿構造がᭌኽ合を̟進することがჷられていま
すが、ྵנまで、ȁタンにǑるナノ構造の規
Сࣂは技術的にᩊでᢋ成されていませǜでし
た。ȩンȀムなナノ構造ではᭌኽ合̟進機構の
解ௌやॖ的なԗᡀኵጢСࣂはɧ可能でした。
々は最先ᇢナノ加技術にǑるナノȁタン構
造の規҄に成ыしました（Ძ）。々の研
究にǑりዴཞ構造の規҄ナノȁタン基ெ上で、
ᭌ᭒ဌஹኬᏘがナノ構造にඝってᣐ向性を持っ
て഻فし、ኬᏘ内ᭌ࢟成もᣐ向性をᅆすኽௐ
がࢽられました
これらのኽௐは、規。�２
҄ナノȁタン構造が、ᭌኽ合̟進や、アȑタイ
トᣐ向にǑる機能的成༌ᭌの࢟成̟進を可能と
し、ᭌ治ၷ᧓ჺや、インプȩント生ྙ܍の
向上をᢋ成する可能性をᅆしています。本研究
は、ᭌ࢟成、ኽ合̟進、アȑタイトᣐ向、ቬᐏ
ᦋ、৴ᓏ性なƲの機能的付加価値を持ったイݥ
ンプȩントの発をႸ的としています
。�３

最ኳ的にはԗኵጢをСࣂ可能な機能性体内
。生体材料の発をႸਦしていますめᡂみ؈
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ᅗ䠍䚸䜲ンプ䝷ント䛸㦵は┤᥋⤖合䛧䛶お䜙䛪䚸ᩘ༑nm䛾
᭷機ᒙ䛜ほᐹ䛥䜜䜛䚹

ǭーワーȉ デンタルインプȩント、規҄ナノ構造ȁタン、ኵጢ࢟成Сࣂ、機能性生体材料

ᧉ分ݦ ഫ科ᙀዢ学、ϐ生学、デンタルインプȩント、属アȬルギー、分子生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ኬᏘ࢟७と成Ꮛ૾向とኵጢ࢟成をСࣂするインプȩントにࣖဇ可能な規 ҄ナノ構造付きȁタン（ཎᫍ産学3-56ܫ）

$iological reaction control using topograph[ regulation oH nanostructured titanium. 
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アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・体内؈めᡂみ生体材料発に᧙わる医療
ȡーカー、企業

最先ᇢ学技術のࣖဇと生ԡ科学領域のီ分
ᗡ合研究にǑってȁタンとᭌのኽ合に᧙して
これまでにない解ௌをܱしǑƏとする点で新
規性が᭗いです。

ဃ˳ഫ科ᙀዢ学分野 ᵵEᵠῨ῟ḷ

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈ ᜒࠖ

ᅸᓶ ᨗ介 AKᵧᵠA ᵷosuke

ἓἑὅኽӳἑὅἣἁឋのኧとᭌኽӳೞನの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

デンタルインプȩントはଐ本内だけでも年
᧓150ɢ本がध者さǜのӝᏸ内にౡ立されてお
り、࠼く୍ӏした治療ඥです。インプȩント は
材料のȁタンとᭌがኽ合するとᚕわれています
が、ᩓ子᫋ࣇᦟでは２０ᾄᲯ０nmのᨤ᧓がᚇݑ
されており（Ძ）、Ʀのᆰᨤにのஊ機ឋにԃ
まれるタンȑクឋがᭌኽ合成立に᧙わると考え
られていますが、ኽ合᧙連ᖨႉឋや、ኽ合様ࡸ
なƲは、Ǒくわかっていませǜ。これまでのȁ
タン・ᭌኽ合研究で̅ဇされたȁタンは๖研
ᄶ᩿とᚕっても、ᩓ子᫋ࣇᦟでは᩼ࠝにቫい
構造をしており（２）、ȁタンにბするタ
ンȑクឋのҥᩉ解ௌがᩊでした。々は本研
究において、ᘙ᩿ቫさ０.ᲰnmといƏナノサイ
ズȬșルで๖なȁタン基ெを作成し（３）、
ȁタンბタンȑクឋのኧを行っている。ྵ
、までにͅᙀタンȑクឋがᙐ数ҥᩉされておりנ
ኬᏘბ̟進がᄩᛐされ（Ხ）、Ʀの他の機
能についてもྵנ解ௌɶです。最ኳ的にはデン
タルインプȩントの、ȁタンბタンȑクឋを
介したᭌኽ合機構の解ଢと、インプȩントのᭌ
ኽ合̟進にǑるᧈܭܤしたʖࢸのᢋ成をႸਦ
しています。

ᅗ䠎䚸機Ე研☻ᖹᇶᯈ㟁
Ꮚ㙾⏬ീ䠖⣽䛛いพฝ䛜ከ
ᩘ䜏䜙䜜䜛䚹

ᅗ䠏䚸䝘䝜䝺䝧䝹㉸ᖹᇶᯈ㟁
Ꮚ㙾⏬ീ䠖พฝ䛜ぢ䜙䜜䛺い䚸
ᴟ䜑䛶ᖹ䛺ᇶᯈ

䝏タン᥋╔⺮ⓑ㉁䛺䛧 䝏タン᥋╔⺮ⓑ㉁䛒䜚

ᅗ䠐䚸䝏タン᥋╔タン䝟䜽㉁䛻䜘䛳䛶⣽⬊᥋╔䛾ಁ進䛜ほ
ᐹ䛥䜜䜛䚹
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ග学ⓗ୕ḟඖືసゎᯒ䝅ス䝔䝮䠄s/�KE䠅䛸
ཱྀ၁䛾ᅽ䝉ン䝃䝅ス䝔䝮䛾⤫合

ǭーワーȉ ӝᏸ機能、અ食、バイオȡカȋクス、ݱδ

ᧉ分ݦ δഫ科学、ᨦܹ者ഫ科学ݱ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• 0ogami ; et al. Lip-closing strength in children is enhanced D[ lip and Hacial muscle training. %lin EZp &ent 4es. 1nline ahead oH 
print� 2021

• 5asaMawa ; et al. Lip-closing pressure during Hood intaMe Hrom a spoon in normal children. , 1ral 4ehaDil� 48
6� 711-9� 2021
• 0ogami ; et al. 2reXalence oH an incompetent lip seal during growth periods throughout ,apan: a large-scale� surXe[-Dased� 

cross-sectional stud[. EnXiron *ealth 2reX /ed. 26
11�� 2021
• 0aMamura ; et al +nHluence oH Hood adhesiXit[ and Suantit[ in lip closing pressure. 2h[siol $ehaX� 214� 112743� 2020

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 人のઅ食ѣ作やӝᏸ機能のܲᚇ的ᚸ価を通し
て、食のܤμや食Ꮛの推進を共にႸਦす分

• 生体計ยを通して、様々な食品や食φのཎࣉ
ᚸ価をᚾみる分の企業

「食ǂる」「ᛅす」「ᘙ情をつくる」といった
ӝᏸの機能を、様々な生体計ยをဇいてᚸ価を
行Əことが可能です。

小δഫ科学分野研究ܴ

Ҕഫ学ኒ 教授

ଔ᱾ 明 ᵦAᵷAᵱAKᵧ ᵦaruaki

ӝᏸと᧙ᡲᢃѣ֥ܫのೞᏡ٭化ẦỤỦ
અἋỿἽの発ᢋ

Ҕഫ学ኒ 准教授

ɶ ဌኔ NAKAᵫᵳRA ᵷuki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人は生4᳸6ࢸか月᪭から、ƦれまでのՌʐᢃ
ѣをɼ体としたઅӕから、࢟食をӝᏸ内に
ӕᡂǉઅ食ᢃѣをɼ体としたઅӕへと、Ȁイ
ナȟックに҄٭をڼします。Ʀのࢸさらにᙐᩃ
な食品を食ǂることができるǑƏになるまで、અ
食に᧙連する֥ܫのᢃѣは学ᱫЭを通して向上
すると考えられています。このઅ食機能の発ᢋ٭
҄については、ӝᏸのᢃѣに加えて、ӝᏸと上Ꮓ
とのңᛦᢃѣの成༌がᙲとされています。

々の研究ܴでは、ӝᏸ機能発ᢋの᩿ͨからの
「食ǂ૾」のᏋ成ૅੲをႸ的として、食（食ǂ
ཋのӕᡂみѣ作）におけるӝՑ機能おǑƼ上Ꮓな
Ʋ食᧙連֥ܫのᢃѣのݱδのཎࣉに᧙して、
バイオȡカȋクスなඥをဇいて解ௌを進めてい
ます。また、અ食機能・ӝᏸ機能のܲᚇ的ᚸ価に
向けて計ยඥのᄩ立にӕりኵǜでいます。

ෞᝲ者࠻にǑると、ݱδにおける食品にǑるᆷ
ऒരは年᧓20ˑˌ上報ԓされており、「食品が
Ҿ׆のᆷऒ」は決してྦྷしいことではありませǜ。
としては、અ食機能の᩿ͨޒஹ的な本研究のݩ
からᆷऒのȪスクについての౨᚛や、ݱδの機能
発ᢋにࣖじた食品ᢠ৸にもࣖဇできる可能性があ
ると考えています。

㢌㒊

ཱྀ၁䞉㢇

యᖿ
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䝉ン䝃
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属属ഫഫϛϛ̲̲ࣄࣄཋཋににǑǑるるӝӝᏸᏸቬቬᐏᐏ໒໒ののफफ҄҄（（ႉႉჵჵҮҮ））

治療がᠲいだけでなく、ᡦɶで治療をめるध者もいる。

ǭーワーȉ ӝᏸ内ᘺፗ、ӝᏸቬᐏ໒、がǜ治療のרてǜ҄、医療ኺฎ、᪽ᫀᢿ્ݧዴ治療

専門分野 がǜӝᏸሥ理学、ԗ術ӝᏸሥ理学、ഫ科્ݧዴ学、્ݧዴ治療学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1) Katsura 他ᲨA cost-minimization analysis of measures against metallic dental restorations for head and neck radiotherapy. Journal of radiation  
research 62(2) 374 - 378 2021年

2) Katsura 他ᲨSpecial prosthetic device for head and neck radiotherapy based on scientific evidence. Annals of oncology 28(suppl_9) 36 - 36 2017年
3) Katsura 他ᲨA study on a dental device for the prevention of mucosal dose enhancement caused by backscatter radiation from dental alloy during  

external beam radiotherapy. Journal of radiation research 57(6) 709 - 713 2016年
4) Ѩᑣ 他Შ્ݧዴӝᏸቬᐏ໒のफ҄をʖ᧸するデンタルデバイスᲧƦの製作૾ඥとᐮјௐᲨデンタルȀイアȢンȉ (6) 156 - 160 2014年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ӝᏸ内スǭȣナや3&プȪンタなƲ最新技術をဇいた
医療技術の発をႸਦす分

・医療技術と材料科学をᗡ合させた、Ǒり࣎ܤでܤμな
医療材料の発をႸਦす分

・もの造りがॖࢽで、医療分でのޒに興味ある企業

ӝᏸ内ᘺፗは、̬ᨖ収載されており11ᘺᘺፗፗ11553300点点
（（1155330000όό））です。また、્ݧዴ治療時の属ഫϛ̲ࣄ
ཋのݣሊをすǂてӝᏸ内ᘺፗにЏりஆえると、年年᧓᧓ኖኖ33ΕΕ
όόののππ的的医医療療ᝲᝲののЪЪถถが可能です1）。ྵנ、ଏ成の્ݧ
ዴ治療ဇӝᏸ内ᘺፗは2社からȪȪースされていますが、
ध者ܭဇでありʏዴʖ᧸ဇではありませǜ。

ầỮӝᏸ管理学研究ܴ

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈ 病ᨈ准教授

Ѩᑣ бᚺ KATᵱᵳRA Kouji

᭗ችݧ્ࡇ線ၲဇのӝᏸ内ᘺፗ開発
～ 患ᎍỆΟẲẟ્ݧ線ၲのרềỮ化ửႸਦẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

᪽ᫀᢿがǜにݣし、્ݧዴ治療が行われることがٶ

くなりました。્ݧዴ治療の進ഩにǑり術とӷ等の

治療јௐと、術ǑりΟれた࢟७と機能のภ܍がࢳ

できるからです。ɟ૾、્ݧዴ治療ɶはӝᏸቬᐏ（ˌ

下、ቬᐏ）にቬᐏ໒がឪこります。ቬቬᐏᐏ໒໒はは、、治治療療ɶɶ

ののधध者者をを最最ももᒊᒊししめめ、、治療を࣎ܤしてӖけてもらƏた

めには、ቬቬᐏᐏ໒໒ݣݣሊሊががᙲᙲになります。

ቬᐏ໒はቬᐏのዴが᭗くなるǄƲफ҄します。ቬ

ᐏዴが᭗くなるᙲ׆のɟつにの属ഫϛ̲ࣄཋがあ

ります。属に્ݧዴが࢘たるとʏዴが発生しቬᐏ

ዴがف加します。ʏዴのࢨ᪪は属から3ᾄ5 

mmであり2� 3）、属からቬᐏをᩉすことでʖ᧸でき

るため3� 4）、ഫ科でӝᏸ内ᘺፗが作られます。しかし、

ഫ科́ᚨ၏ᨈは၏ᨈμ体のኖ24�であり（ˋԧΨ年ҽ

іႾ料）、၏ᨈの70�ˌ上でӝᏸ内ᘺፗが̅ဇされ

ƣに્ݧዴ治療が行われ、ʏʏዴዴににǑǑるるቬቬᐏᐏ໒໒ののफफ҄҄

ににपपままさされれてていいるるधध者者ががٶٶいいことが推ยされます。

ഫ科でС作するものとӷ等のӝᏸ内ᘺፗがཎ別な技

術なく製作できれば、ʏዴにǑるቬᐏ໒のफ҄にप

まされるध者はいなくなり、治治療療をを࣎࣎ܤܤししててӖӖけけててもも

ららƏƏことができます。また、この様なӝᏸ内ᘺፗが੩

̓できれば、્ݧዴ治療の၏ᨈ᧓ࠀがなくなり、धध

者者ににΟΟししいい્્ݧݧዴዴ治治療療ののררててǜǜ҄҄につながります。

属属ഫഫϛϛ̲̲ࣄࣄཋཋかかららののʏʏዴዴににݣݣすするるӝӝᏸᏸ内内ᘺᘺፗፗののʖʖ᧸᧸јјௐௐ

a：属ഫϛ̲ࣄཋがٶく、ӝᏸቬᐏ໒のफ҄がভࣞされる。

D：ӝᏸ内ᘺፗをᘺბしたཞ७：ᘺፗをᘺბしながら્ݧዴ治療

をӖける（ɟᑍ的には、治療時᧓1ׅ15分ᆉ度、これを1ଐ

1ׅ、25᳸35ׅ行われる）。

c：ༀݧ：᪼ቬᐏに治療ዴ 60 )[がʖܭされている。

d： 60 )[の時点：ʏዴにǑるቬᐏ໒のफ҄はない。

D E

F G

�0�G\ 3��G\
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新潟大学་ṑ学⥲合㝔で䛾䝉䝭䝘ー䛾ᵝᏊ

ṑ⛉་㝔スタッ䝣ྥ䛡䝉䝭䝘ー䛾ᵝᏊ

ǭーワーȉ シȟȥȬーシȧンᏋ、ഫ学Ꮛ、ഫ科医ᨈ、ഫ科࣯、࣯医療

ᧉ分ݦ ഫ科ᣓ、ഫ学Ꮛ、医学シȟȥȬーシȧン、ϐ生医療、࠴ኬᏘ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. -ishimoto 0 et al. 5imulation training Hor medical emergencies in the dental setting using an
ineZpensiXe soHtware application. Eur , &ent Edu. 2018�22:e350-e357.
2. ެ本 Ⴚᨙ 他 大᧵ഫ科大学᧽属၏ᨈᐮ研̲ഫ科医をݣᝋとしたバイタルサインǻȟナーのᏋјௐ ଐഫᛏ
2015�43:25-29.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・A4（ਘܱྵࢌ）、84（ˎेྵܱ）技術の医
学Ꮛࣖဇへ興味のある企業
・ഫ科医療のܤμ性向上に興味のあるഫ科医ᨈ、
企業

治療ɶのध者࣯ࣖݣ٭についてスǭルアップ
したいഫ科医療᧙̞者へ、ᣓをݦᧉとするഫ
科医ࠖがɠݗにਦݰいたします。

ഫ科ᣓ学分野 https://www.facebook.com/anestemᵐᵎᵏᵐ/

Ҕഫ学ኒ 准教授

ެஜ Ⴚᨙ KᵧᵱᵦᵧᵫOTO Naotaka

患ᎍ࣯٭ỆࣖݣỂẨỦഫ科ҔࠖのᏋ
～ ਤ病ầẝỦ患ᎍỆờ࣎ܤễഫ科Ҕᨈ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人ӝの᭗ᱫ҄にˤい᭗ᘉןやኄބ၏なƲ様々な
၏ൢを持った૾が、ഫ科医ᨈをᚧれる時ˊになり
ました。ɢがɟ、治療ɶに持၏がफ҄したئ合、
ഫ科医ࠖ、ഫ科ᘓ生ٟなƲഫ科医ᨈスタッȕにǑ
るᢘЏなࣖݣがᙲです。

ᅶたちは2012年にഫ科医ᨈでのध者࣯٭にݣ
ࣖするためのstud[ group「Ane5tem（アネス
テム）」をᚨ立し、ഫ科医ᨈスタッȕへのᏋを
行ってきました。これまでにࡈ学やܱ፼ࡸ࢟での
ǻȟナーをٶ数͵しており、また੩̓している
プロǰȩムのᏋјௐについて科学的に౨ᚰして
きました。

研究の成ௐから、ᅶたちが発したഫ科治療ɶ
の࣯ࣖݣ٭シȟȥȬーシȧンǻȟナーをӖᜒする
ことで、࣯٭時のࣖݣスǭルやスタッȕの自信が
向上することがଢらかになりました。ྵנは「ྒ
したスǭルがƲのくらいの᧓̬持されるのࢽ
か」に᧙して、研究を行っております。

ʻ࠼、ࢸくこのǻȟナーをޒすることで࣯٭
時、ᢘЏにࣖݣできるഫ科医ᨈスタッȕがفえる
ことがࢳされ、ƻいてはध者さǜへܤμなഫ科
医療をފけることにつながると考えております。

ṑ学㒊
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ǭーワーȉ ᭗ᱫ者Ღઅ食ִ下ᨦܹᲦ介ᜱ食Ღ介ᜱ食֥φᲦӝᏸǱア

ᧉ分ݦ ִ下ᨦܹ学、ӝᏸ生理学、ᅕኺ生理学、食品学、介ᜱ食発

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

2018年のଐ本の᭗ᱫ者ྙは28%でありɭ界ᇹ1ˮ
の᭗ᱫ者大です。加ᱫとともにμ៲のሂщӷ様、
食ǂるщもᘛえて、食ཋや՜෩のᛚִにǑってࡽ
きឪこされるᛚִ性Ꮝ໒や˯のȪスクはف加
します。

新潟大学大学ᨈ医ഫ学ዮ合研究科では、成21
年に新潟Ⴤ内の食品・食֥φ᧙連企業、行との
タッǰ（ྵנは産学）にǑる産ܫ学連携ʙ業を推
進するためにჄ内ٳの企業と共ӷして「「ににいいががたた
અઅ食食ִִ下下ᨦᨦܹܹササȝȝーートト研研究究会会」」を発ឱしました。
Ʀのӕりኵみのƻとつに「「食食ののૅૅੲੲスステテーーシシȧȧ
ンン」」があります。新潟大学၏ᨈЭバスࢳ合ܴЭに
ᚨፗされた本ステーシȧンでは、研究会会Ճ企業
から੩̓いただいた介ᜱ食、食֥φ、ӝᏸǱアဇ
品のޒᅆ・ᚾဇǳーナーをᚨけています。さらに、
ध者様に࣏ᙲなઅ食ִ下のサȝートဇ品のマッȁ
ンǰと新たな製品の発を進めています。またᨩ
するアȡȋテǣȢールでは、ध者様やƦのごܼ
ଈ、医療、介ᜱ、福祉᧙̞者をݣᝋとした「「અઅ食食
ִִ下下ǻǻȟȟナナーー」」をܭ͵しています。

ध者様の食ǂることへのૅੲは生きることへの
ૅੲです。ʻࢸますますف加するとʖेされる᭗
ᱫ者のઅ食ִ下ᨦܹへのサȝートのנり૾をٶく
の企業の૾々と考えていきたいと࣬います。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᛯ文：ాʟӐ̀Ღ別ࡅᒔᲦᅸΨ幸Ღޛʟ൶Ღʟӝݎ子Ღʟ上ᛗᲦޛဋڤᅸᲨ食のૅੲステーシȧンにおけるܱ
७ᛦ௹Შଐ本અ食・ִ下ȪȏビȪテーシȧン学会ᩃᛏ172ࠇӭ P153-163Ღ2013
ჷ的ᝠ産：ᐾᒀฌੈφဇシートの製造૾ඥ（ཎᚩ出ᫍɶ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ᱫ者医療や福祉を考えて連携ʙ業をࠎஓす
るすǂての自治体、企業

・介ᜱ食や食֥φ、ӝᏸ᧙連ဇ品の発をႸਦ
すすǂての企業

にいがたઅ食ִ下ᨦܹサȝート研究会のHP
http://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~dysphagia/support/index.html

。のᜒ会や研̲会もɼ͵しています̊ܭ

અִɦἼἡἥἼἘὊἉἹὅ学分野 http://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜdysphagia/index.html

Ҕഫ学ኒ 教授

ʟɥ ᛗ ᵧNOᵳE ᵫakoto

ộỦڼỊẐỔỦẑẮとẦỤݤᧈࡍͤ
～ င学ᡲઃỆợỦẐૅੲẑồのἓἵἾὅἊ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䝉䝭䝘ー➼䛾㛤ദ
䠄䛻い䛜䛯ᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖ䝃䝫ート研究ᥦ౪䠅

㣗䛾ᨭス䝔ー䝅䝵ン䛾㐠Ⴀ
䠄䛻い䛜䛯ᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖ䝃䝫ート研究ᥦ౪䠅

食のૅੲステーシȧンは
こちらです

食のૅੲステーシȧンは
こちらです

ṑ学㒊
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ŚƚƚƉ͗ͬͬǁǁǁ͘ŵĂĨĨ͘ŐŽ͘ũƉͬũͬƐŚŽŬƵƐĂŶͬƐĞŝǌŽͬŬĂŝŐŽ͘Śƚŵů䜘䜚ᢤ⢋

ǭーワーȉ ᭗ᱫ者、અ食ִ下ᨦܹ、Ԣָ介ᜱ食

ᧉ分ݦ ִ下ᨦܹ学、ӝᏸ生理学、ᅕኺ生理学、食品学、介ᜱ食発

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. Sirima Kulvanich et al. Gerontology, 2021 Jan 15;1-9. doi: 10.1159/000511912
2. Eri Takei et al. Physiology & Behavior. 2020 Jul 25;225:113102. doi: 10.1016/j.physbeh.2020.113102.
3. Iguchi H et al, Physiol Behav. 2015 Dec 1;152(Pt A):217-24. doi: 10.1016/j.physbeh

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

食品発にあたり、基ᄽからᐮへとつなげ
る研究ステップをஊしています。学内には共ӷ
研究推進のための食品ȩȜをᚨܭしています。

અִɦἼἡἥἼἘὊἉἹὅ学分野 http://wwwᵓ.dent.niigata-u.ac.jp/ᶜdysphagia/index.html

Ҕഫ学ኒ 教授

ʟɥ ᛗ ᵧNOᵳE ᵫakoto

介ᜱのɭမỆ᪃ԡử
～ ẐỔỦẑửჷẾềẐỔỦẑửૅảỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅗ㻝䠊ス䝬䜲䝹䜿䜰㣗䛾㑅䜃᪉

・介ᜱ食や食֥φの発をႸਦすすǂての企業
・ଏ܍の食品の౨ᚰをࠎஓする᧙連企業

ᅗ㻞䠊ட⏣〇Ⳬ䞞ᵝ䛸䛾
ඹྠ研究
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医医療療・・健健康康・・福福祉祉

農൦産Ⴞでは、「食ǂる」ことがᘛえた
人向けに、介ᜱ食の新たなӸᆅを「スマイル
Ǳア食」とӸƮけて、Ʀのئࠊਘ大をǖƏ
としています（1）。スマイルǱア食では、
食品アイテム決ܭにᨥして、食品ཋ性をܤμ
性の基แにあげています。ここでは、みᡂ
みやすいものを食ǂやすいものᲷܤμに食ǂ
られるものとܭ፯しています。しかし、Ʀれ
で本࢘にいいのでしǐƏか。

食ǂるには「みᡂǉ」ものだけでなく
「֣ǉ」ことも大٭ᙲです。ᅶたちが、新
潟大学医ഫ学ዮ合၏ᨈのध者様や「֣ǉ」と
「みᡂǉ」の᧙̞をᛦǂた研究を通して分
かったこと、ƦれはԢָ（Ʀしǌく）するこ
とこƦみᡂみをяけるために࣏᪰でᙲな
ᢃѣであるといƏことです。

ᅶたちはこれまで、新潟Ⴤ内のٶくの食品
企業様と᧓で「食ǂる」ことをჷるための共
ӷ研究、新たな食品発につながる共ӷ研究
を行い、Ʀの成ௐを発ᘙしてきました（下記
ᛯ文Ȫストはɟ̊です）（2）。健康なᅶた
ちなら何ൢなく食ǂてしまƏものが、ध者様
や᭗ᱫ者にとってƲれだけᙲであるかをɟ
ደにᛦǂてみませǜか。
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ࠪʁસࠅ

ӊʁݟ׃

೧ౕ

����೧ౕҐ߳のʰݟ׃ʱଲԢ݇数には
ʰࣉࢤ׃ಒ૮ॶʱଲԢ݇数Ν。

ඣ❺ᚅᑐᛂ௳ᩘ䛾推⛣䠄ϭϵϵϬͲϮϬϭϴ䠅

ඣ❺ᚅᑐᛂ௳ᩘ䛸♫ⓗ㣴ㆤ⋡䛾推⛣䠄ᑐẚ䠅

ǭーワーȉ 社会的ᜱ、δᇜᖋࢳ、ᙲ̬ᜱδᇜ、δᇜᜱ、自立ૅੲ

ᧉ分ݦ δᇜ福祉、ᨦܹ者福祉、ǽーシȣルワーク

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

᭗ᒍ（2015）「社会的ᜱϐ点҄のプロǻス」新潟ഫ学会ᛏ45（2）Ღ1-12
᭗Ҿᆌ・᭗ᒍ（2021）「δᇜᜱᚨのǱアјௐの౨᚛Ყ「%hild $ehaXior %hecMlist
%$%L�にǑるλ所δ
ᇜのᚸ価と『新しい社会的Ꮛビジȧン』とのൔ᠋からᲧ」『社会福祉学』62（1）Ღ27-37Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・社会的ᜱをਃƏᚨやᚃ
・ᙲ̬ᜱδᇜݣሊ地域ңᜭ会、ࠊထ子Ʋもܼ
をѣႸ的とすࣖݣࢳዮ合ૅੲਗ点、δᇜᖋࡊ
る021なƲ

δᇜ福祉ඥ行70ࢸ年ˌ上がኺᢅするɶで、
ǬȩȑǴス҄した社会的ᜱシステムをμɟ
ᩊであり、基ᄽ自治体でϐ構ሰすることはࢷ
をርにƦのあり૾をኧする࣏ᙲがあります。

᭘ᒍ研究ܴίᅦᅍ学分野ὸ https://www.dent.niigata-u.ac.jp/oral/

Ҕഫ学ኒ 教授

᭗ ᒍ TAKAᵦAᵱᵦᵧ ᵦideki

ᅈ˟ႎᜱἉἋἘムửỄのợạỆϐನሰẴỦのẦ
～ δᇜᖋࢳのᡲᦋửૺếẺỜỆ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

δᇜᖋࣖݣࢳˑ数のف加ᙲ׆は、大きくは、Ĭ
「ଢ଼数」の᫋҄נ、ĭܭ፯のਘ大おǑƼࣖݣ基แ
の٭更と体Сの҄ࢍにǑる、といƏʚつの解が
のᛦ௹研究でもଢᄩなኽᛯが܍しており、ଏ܍́
でているとはいえませǜ。とはいえ、人ӝถݲが
進行し、ƻいてはǳȟȥȋテǣの解体さえүूさ
れる࣯ນな人ӝ٭ѣのพɶにおいて、「大Џな子
Ʋもたち」の発ᢋがᖋࢳにǑってなわれるү機
はჃᢅできない社会問題とᛐᜤされています。

くは、ɟ時̬ᜱٶの「された子Ʋもたちࣖݣ」
なƲのૅੲをኺて、Ҿܼଈ（ǄとǜƲはܱᚃ）の
もとでらすものの、ɟᢿはܼଈから分ᩉされδ
ᇜᜱᚨなƲ社会的ᜱ下でǱアされています。
加にൔ̊し、18ബச人ӝにҩめفˑ数のࣖݣ
る社会的ᜱδᇜ数はفするྵཞにあります。

δᇜᖋࣖݣࢳの最大のႸ的（Ğ究ಊのʖ᧸）は、
「ᖋࢳされた子Ʋもたち」をᘮᖋࢳのȀȡージか
らׅࣄさせ、Ʀの発ᢋと自立をૅえてᖋࢳの（ɭ
ˊ᧓）連ᦋをૺつことにあり、社会的ᜱの課題
ਁ出とシステムのϐ構ሰが求められています。ᅶ
たちは、2015年からჄ内の社会的ᜱ᧙̞者の
ңщをࢽて、社会的ᜱ下にいる子ƲもたちやƦ
こからߺ立った人たちのྵཞを৭੮し、課題をଢ
らかにするためのȪサーȁをዒዓしています。
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児童虐待対応件数

社会的養護率

݇ ˍ

೧ౕ

：左軸（単位：件）

：右軸（単位：％）
（18歳未満⼈⼝に占める社会的
養護下にある⼦どもの割合）

ほぼパラレル
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構㐀ⓗせᅉ䛻㛵䛩䜛ㅖᣦᶆ䛾ᑐẚ䠄ϮϬϭϬᖺⅬ䠅

ẕぶ䛾ᖺ௦ูฟ生⋡䠄ዪᛶேཱྀ༓ேᑐ䠈ϮϬϬ3ͲϮϬϭϮ䠅䛾ẚ㍑
䝕ータ䠖ཌ生ປാ┬䛂ேཱྀືែ≉Ṧ⤫ィ䛃

ǭーワーȉ δᇜᖋࢳ、地域ࠀ、構造的ᙲ׆、人ӝ٭ѣ、ǳȟȥȋテǣ解体

ᧉ分ݦ δᇜ福祉、ᨦܹ者福祉、ǽーシȣルワーク

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

᭗ҾᆌᲦ᭗ᒍ（2019）「δᇜᖋࢳ発生の地域ࠀとƦの構造的ᙲ׆ Ყሶʙ̊発生地域とཎܭ自治体における
౨ᚰኽௐの分ௌᲧ」Ღ学会ᛏに発ᘙʖܭ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・基ᄽ自治体、ᙲ̬ᜱδᇜݣሊ地域ңᜭ会、ࠊ
ထ子Ʋもܼࡊዮ合ૅੲਗ点
・δᇜᖋࢳ᧸ഥをѣႸ的とする021なƲ

δᇜᖋࢳは、ܼଈとܼଈがおかれる社会構造
との相ʝ行ໝの連ᦋのなかで生ƣる社会問題と
いƏ理解に立ち、Ʀの地域に最ᢘなアプローȁ
をᙸいだしていきたいと考えています。

᭘ᒍ研究ܴίᅦᅍ学分野ὸ https://www.dent.niigata-u.ac.jp/oral/

Ҕഫ学ኒ 教授

᭗ ᒍ TAKAᵦAᵱᵦᵧ ᵦideki

δᇜᖋࢳ発ဃのࠀ؏עとそのನᡯႎᙲ׆
～ ẐẮẮỨのբ᫆ẑẻẬỆᢩΨẲễẟẺỜỆ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

δᇜᖋࢳの発ᙸྙには地域ࠀがあります。Ʀ
れは「ଢ଼数」の᫋ᢅ҄נᆉにီࠀがあることで
生じるのか、Ʀれともδᇜᖋࢳの発生Ʀれ自体
にࠀがあるのかはଢらかではありませǜ。いく
つかのᛦ௹研究では「ᣃࠊ」とƦれˌٳの地域
をਦઇしますが、Ʀれらの文Ꮶからは、̊えࠀ
ば、᩼ᣃࠊᢿのしかもଐ本の人ӝ٭ѣをኖҞɭ
ኔ先ӕする人ӝถݲ（子Ʋも数のນถ）が生じ
ている地域で、相ݣ的にٶくのδᇜᖋࣖݣࢳが
なされているʙᝋを合理的にはᛟଢしえませǜ。

ᅶたちは、δᇜᖋࣖݣࢳˑ数の人ӝൔл合が
᭗い新潟Ⴤ（AჄ）内の基ᄽ自治体（$ࠊ）をݣ
ᝋに、δᇜᖋࢳの発生に᧙連する構造的ᙲ׆を
分ௌ的に౨᚛するなかで、ᒉ年ޖの社会ᆆѣ
（᠃出ឬᢅ）とƦれに連᧙するᒉ年出産л合の
᭗さが、δᇜᖋࢳの発生に݃ɨしている可能性
があることをᙸいだしました。この分ௌからݰ
かれるˎᛟは、人ӝถݲが進行し、ƻいてはǳ
ȟȥȋテǣの解体さえүूされる࣯ນな人ӝ٭
ѣのพɶにある自治体では、子Ʋもたちがᘮᖋ
、に୵されるȪスクが大きいといƏことでありࢳ
ƦこにბႸしたஊјなȝȔȥȬーシȧンアプ
ローȁを構ेし、Ʀれをޒしていくǽーシȣ
ルワークが求められていると考えます。

��ඬඬࢨࢨଆଆ的的གྷགྷҾҾͳͳͨͨののߑߑ ��ड़ड़๏๏๑๑ࢋࢋ સસࠅࠅ�� ��ݟݟ̘̘ ��ࢤࢤ̙̙
��གྷགྷҾҾࡃࡃܨܨ
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ᄮ⬟ຊ ᐃ⏝䜾䝭䝊䝸ー 㼁㻴㻭ぬ⢾㻴㻼䜘䜚

ǭーワーȉ ˯、テーȩーȡイȉਦݰ、介ᜱ食、$&*3、Ԣָ能щᚸ価

ᧉ分ݦ πᘌᘓ生、ӝᏸ̬健Ꮛ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

EleXated antiDod[ titers to 2orph[romonas gingiXalis as a possiDle predictor oH ischemic Xascular 
disease - results Hrom the ToMamachi-0aMasato cohort stud[. TaDeta -� ;one\awa &� et al. , 
Atheroscler ThromD. 2011�18
9�:808-17.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ᱫ者の˯にݣするアプローȁを౨᚛し
ている企業なƲ（新しい介ᜱ食の発etc）
・᭗ᱫ者の健康ݤԡのࡨ˦、介ᜱʖ᧸地域ૅੲ
ʙ業の性҄をႸਦす地૾自治体なƲ

新潟大学医ഫ学ዮ合၏ᨈでは、医ഫ学の連携
にǑり、᭗ᱫ者の問題となっている˯にݣ
して、新しいアプローȁでのોծሊを౨᚛して
いくことが可能となります。

ᅦᅍ学分野 ᵵEᵠῨ῟ḷ 

Ҕഫ学ኒ я教

ຓ ᠒ٻ ᵷONEᵸAᵵA Daisuke

᭗ᱫᎍỆấẬỦ˯᧸ഥのૼဦ
～ ፯ഫਦݰỆ́ẶẺἘὊἻὊメỶἛਦݰ法ನሰ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

˯は、ሂщの˯下にǑり᠃͂やᭌ৵をࡽき
ឪこし、ݏたきりにጟがることで、᭗ᱫ者のA&L
の˯下をਔくことがჷられています。˯ཞ७
の૾のл合は、65ബˌ上では16.4�をҩめてい
ます。˯をોծすることで、医療ᝲおǑƼ介
ᜱዅ付ᝲが、1�238ΕόЪถできると内᧚ࡅኺฎ
ᝠ問会ᜭでᚾምされています（2018年）。

˯のɼなҾ׆の1つに、ഫのվڂにǑるӝ
ᏸ機能˯下（オーȩルȕȬイル）がਫげられてい
ます。オーȩルȕȬイルを᧹ഥするためには、ഫ
科ᙀዢ治療にǑるԢָ機能のׅࣄがᙲです。し
かしながら、ഫ科ᙀዢ治療だけではእઅӕ
がોծしないとの報ԓがٶ数みられています。

本研究では、μᢿ፯ഫまたはᢂᩉᇢ፯ഫ新製
時に行Ə፯ഫਦݰに́せて、ሥ理ٟにǑる̾
別のਦݰをܱし、እઅӕにɨえるࢨ
᪪を౨ᚰするために作ໝ҄ᐮ၃学研究を行い
ます。ȕȬイルサイクルを᧹ഥし、ദのスȑイȩ
ルに向かƏための૾ሊとして、፯ഫ新製時にሥ理
ٟが行Əテーȩーȡイȉなਦݰが᭗ᱫ者
のእઅӕをف加させることが、˯᧸ഥ
の新ဦとなるのではないかと考えています。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ 地域၃学研究、᭗ᱫ者、介ᜱʖ᧸、ӝᏸ機能、ᘖ機能

ᧉ分ݦ ʖ᧸ഫ科、ӝᏸ̬健Ꮛ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

65ബˌ上の᭗ᱫ者がᙲ介ᜱとなるɼなҾ׆は
「ᭌ৵・᠃͂」がμ体の12.2�をҩめています。
また、᭗ᱫ者における᠃͂Ȫスクは、ሂщ˯下に
Ǒり4.9̿、ᘖ機能˯下にǑり3.2̿になります。
᭗ᱫ者の᠃͂をʖ᧸するためにはሂщやᘖ機能
のዜ持がᙲとなります。ᢅӊの研究Ǒり᭗ᱫ者
のഫの数、かみ合わせやᐾの機能なƲの様々なӝ
ᏸ機能がᘖ機能と᧙連することがଢらかになり
ました。しかし、᭗ᱫ者のӝᏸ機能がᘖ機能に
᪪をɨえているかはଢらかにࢨしてƲのǑƏにݣ
なっていませǜ。

新潟大学と新潟医療福祉大学はӝᏸ機能とᘖ
機能の᧙連・Ʀのȡカȋズムを解ଢするために、
地域נ˰の᭗ᱫ者をݣᝋにした共ӷ研究を行って
います。この共ӷ研究はഫ科と理学療ඥ学の2分
からのᙻ点で᭗ᱫ者のᘖ機能をዜ持するため
のアプローȁが可能となり、᭗ᱫ者の介ᜱʖ᧸に
݃ɨします。また、介ᜱʖ᧸地域ૅੲʙ業におい
てٶ職ᆔ連携が推進され、᭗ᱫ者の᠃͂ʖ᧸にጟ
がることがࢳできます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・ӝᏸ機能ᚸ価ᘺፗ 健ӝくǜ（ཎ2008-289737）
・1Mu[ama 0� ;amaga T� ;oshihara A� et al.:+nHluence oH dental occlusion on ph[sical Hitness decline in 

a health[ ,apanese elderl[ population.Arch )erontol )eriatr. 2011 /ar-Apr�52
2�:172-6.
・;oshihara A� et al.:2h[sical Hunction is weaMl[ associated with angiotensin-conXerting en\[me gene

+/& pol[morphism in elderl[ ,apanese suDjects. )erontolog[. 2009�55
4�:387-92.
・;amaga T� ;oshihara A� et al.:4elationship Detween dental occlusion and ph[sical Hitness in an

elderl[ population. , )erontol A $iol 5ci /ed 5ci. 2002 5ep�57
9�:/616-20.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ᱫ者の健康ݤԡのࡨ˦、介ᜱʖ᧸地域ૅੲ
ʙ業の性҄をႸਦす地૾自治体なƲ

・᭗ᱫ者のӝᏸ機能ᚸ価Ȅールの発をႸと
する企業なƲ

2大学3分において᭗ᱫ者のӝᏸをԃǜだ
μ៲の健康に᧙する研究をしています。

地域נ˰の᭗ᱫ者の૾々とともに៲体とӝᏸ
の健康をႸ的としたᢃѣのգ発をしています。

ӝᏸ̬ͤ学分野

Ҕഫ学ኒ 教授

ᔁҾ 明ࢀ ᵷOᵱᵦᵧᵦARA Akihiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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医医療療・・健健康康・・福福祉祉

᭗ᱫᎍのӝᏸೞᏡのોծẦỤࢽỤủỦᘖೞᏡのોծ

http://www.ha-niigata.jp/harmonyᵽproj/index.html
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ఫẸཧຍᆺṑ⛉ಖάື䛸䛂は䡚䜒䛻䡚プ䝻䝆䜵䜽ト䛃䛾ᙺ

ǭーワーȉ ˰ൟ参加ഫ科̬健ѣ、ǽーシȣルǭȣȔタル、行ѣ٭容

ᧉ分ݦ ʖ᧸ഫ科、ӝᏸ̬健Ꮛ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

健康Ʈくりにはࢼஹの
ǑƏな行がɼݰとした
૾ඥだけではなく、˰ൟ
のᙻ点をӕりλれ、立ئ
のီなる者たちにǑるʝ
いの情報をӑ૾向にˡᢋ
できる体Сが求められて
います。Ʀこで、ഫ科と
˰ൟをつなƙ「はは᳸᳸ももにに
᳸᳸ププロロジジǧǧククトト」を立ち
上げ、ഫ科᧙̞者にǑる
˰ൟ参加ഫ科̬健ѣ
を行っています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・ᔁҾଢࢀ 他 ዻᨼ・ؓᇿ：ഫ医者さǜが、まちƮくり021に出会ったᲛᲦ新潟ଐ報ʙ業社Ღ新潟ࠊᲦ2009年
・ᔁҾଢࢀ 他 ዻᨼ・ؓᇿ：おӝからはじまるまちƮくりのᖊの᳸ࠇ˰ൟ参加地域ഫ科̬健ѣのスタートアッ
プ᳸Ღは᳸もに᳸プロジǧクトᲦ新潟ࠊᲦ2013年
・ᔁҾଢࢀ: ഫ科̬健ѣで「地域とつながる」といƏこと」� πᘌᘓ生� 77
2�� 111-115�2013.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・˰ൟのӝᏸの健康の向上したいと考えている
地૾自治体、学ఄやᚨなƲ

・地域における̬健ѣを通して˰ൟの健康を
ૅえるȄールの発を考えている企業なƲ

大学、行、ഫ科医ࠖ会、ഫ科ᘓ生ٟ会が
ңӷして˰ൟ参加ഫ科̬健ѣをします。

地域の˰ൟが「Ψൢでᧈ生き」をႸとし、
ɼ体的にѣできるǑƏにサȝートします。

ӝᏸ̬ͤ学分野

Ҕഫ学ኒ 教授

ᔁҾ 明ࢀ ᵷOᵱᵦᵧᵦARA Akihiro

˰ൟӋ加ഫ科̬ͤѣỆợỦἏὊἉἵἽỿἵἦἑἽのನሰ
～ ẐỊ㛊ờỆ㛊ἩἿἊỹἁἚẑのӕụኵỚ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ĭ地域˰ൟとഫ科ݦᧉܼのॖᙸʩ੭会
ĭ地域ȪーȀーへのȕǡシȪテーター研̲会
Į学ఄや行、自治会なƲとの連携
į᭗ᱫ者をݣᝋとした研̲会

このѣにǑって˰ൟが自らのȋーズをഫ科ݦᧉܼへ発信しやすくなり、ഫ科ݦᧉܼの情報ˡ
ᢋ技術や参加ॖᜤが向上するといƏјௐがࢽられています。さらに、˰ൟがɼ体的にഫ科̬健
ѣにӕりኵǉǑƏになったことで、˰ൟとഫ科とのॖᜤのُが˯くなり、ӑ૾向の᧓にᑣڤな᧙
̞が構ሰされています。ʻࢸは地域内で様々なネットワークの࢟成とともにǽーシȣルǭȣȔタ
ルの構ሰをႸとして、はは᳸᳸ももにに᳸᳸ププロロジジǧǧククトトをዒዓし、˰ൟのӝᏸの健康をႸਦします。

ලయⓗ䛺ྲྀ⤌䜏

http://www.ha-niigata.jp/harmonyᵽproj/index.html

㒔ᒱἋ⨶䝟ート䝘ー䝈䝉ンター 䜘䜚䛣䜜䛛䜙䛾༠ྠ䛾䜲䝯ー䝆ᅗ
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ǭーワーȉ 地域၃学研究、᭗ᱫ者、介ᜱʖ᧸、ӝᏸ機能、ᫀᢿ機能、ᘖ機能

ᧉ分ݦ ӝᏸ̬健Ꮛ、ഫ科ᘓ生学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・1dajima A� ;oshihara A� � et al.：The eHHect oH the oral Hunction training on tongue and necM in the 
communit[ dwelling older adultsᲦ7th European 5ociet[ Hor 5wallowing &isorders （E55&）Ღ
$arcelonaᲦ2017.9.21-22Ღ2017Შ
・1dajima A� ;oshihara A� � et al.：The oral Hunction training aHHects the improXement oH cerXical actiXe 
range oH motion in the communit[ dwelling older adultsᲦᇹ65ׅ,apanese Association Hor &ental 
4esearch（,A&4）ᲦToM[oᲦ2017.11.18-19Ღ2017Შ
߃Ღ々ዃ子ᲦܷߙჇߢᲦჽ上ԧဏᲦᇽࢀあǏ子ᲦᔁҾଢဋݱ・ ᅵپ：地域᭗ᱫ者におけるᘖ機能とӝᏸ機能
の᧙連Ღ࢟ޛᲦ2017年5月31ଐ-6月2ଐᲦӝᏸᘓ生学会ᩃᛏ67：117᪫Ღ2017Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ᱫ者の健康ݤԡのࡨ˦や、介ᜱʖ᧸ʙ業の
性҄をႸਦす地૾自治体なƲ

・ӝᏸ機能ᚸ価Ȅールを発する企業なƲ

ഫ科と理学療ඥのɲ分がңӷして、᭗ᱫ者
のᘖ機能˯下ʖ᧸について研究しています。

ӝᏸ̬ͤ学分野

Ҕഫ学ኒ я教

小ဋ ẝỡ子
ODAᵨᵧᵫA Ayuko

᭗ᱫᎍỆấẬỦ᪽ᫀᢿのೞᏡ維ਤỆợỦ
ᘖೞᏡ˯ɦの৮制јௐ

Ҕഫ学ኒ 教授

ᔁҾ 明ࢀ
ᵷOᵱᵦᵧᵦARA Akihiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

᭗ᱫ者におけるᘖ機能の˯下は᠃͂するȪス
クが3.2̿にも上がり、᭗ᱫ者の᠃͂はᙲ介ᜱཞ
७につながることが報ԓされています。᭗ᱫ者の
介ᜱʖ᧸をႸ的としたᘖ機能˯下のʖ᧸ݣሊが
求められています。᭗ᱫ者のᘖ機能はӝᏸ機能
（ഫ数、Գ合、ӝՑやᐾのᢃѣ機能なƲ）と᧙連
することがᢅӊの研究にǑって報ԓされています。
しかし、᭗ᱫ者のӝᏸ機能がᘖ機能へƲのǑƏ
なࢨ᪪をɨえているかといったȡカȋズムはいま
だに解ଢされていませǜ。

本研究ではഫ科と理学療ඥのݦᧉܼがңӷし、
᭗ᱫ者のӝᏸ機能をԃǉ᪽᪹ᢿの機能がᘖ機能
にݣしてƲのǑƏなࢨ᪪をɨえているかを研究し
ています。Ȣーシȧンǭȣプȁȣーや࣎ѣੵ計
をဇいて៲体ѣੵのᚸ価を、様々なӝᏸ機能ᚸ価
Ȅールをဇいてӝᏸ機能のᚸ価を行います。ࢽら
れた成ௐは地域で行われている介ᜱʖ᧸ʙ業のј
ௐをᘻ付けるためのఌਗとなり、᭗ᱫ者の᠃͂ʖ
᧸ƻいては健康ݤԡのࡨ˦にጟがることがࢳで
きます。

䝰ー䝅䝵ン䜻䝱プ䝏䝱ーお䜘䜃
㔜ᚰືᦂィ䛻䜘䜛ྠ ᐃ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ ഫ科ӝᏸ̬健、ჷ的ᨦܹ者、ܱ行機能

ᧉ分ݦ ഫ科ᘓ生学、ӝᏸ̬健学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・ཊӝဌ̔、௷ဋ˱ᣃ子、4oZana 5tegaroiu、大内ᇘ、通所ᨦܹ者福祉ᚨにおけるӝᏸの健康ዜ持に
向けたӕりኵみཞඞに᧙するܱ७ᛦ௹、ଐ本ഫ科ᘓ生学会ᩃᛏ14
1�：117、2019.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・̬健、医療、福祉、ᏋなƲの領域において
地域でѣされているݦᧉ職

・ᨦܹ者のഫ科̬健、健康、31Lの向上を考
えている自治体、学ఄおǑƼᚨなƲ

ഫ科ݦᧉ職だけでなくཎ別ૅੲᏋ職のჷᙸ
をӕりλれ、ჷ的ᨦܹ者のӝᏸ機能をૅえる
ӝᏸ̬健ૅੲプロǰȩムとٶ職ᆔ連携にǑる
Ǳアシステムの発をႸਦしています。

ӝᏸ̬ͤ学分野 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/oral/

Ҕഫ学ኒ 准教授

௷ဋ ˱ᣃ子 ᵱᵦᵧᵠATA ᵱatoko

ჷႎᨦܹᎍのẺỜのӝᏸ̬ͤૅੲἩἿἂἻムの開発
～ ᨦܹ理解ử̟ᡶẲͤࡍửૅảỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ჷ的ᨦܹ者のӝᏸ内ཞ७は健ࠝ者にൔ᠋して、
சϼፗഫ数、ɟ人רվڂഫ数、ϼፗഫ数のл合
が᭗いといƏ報ԓがᙐ数あります。また、Ӗᚮྙ
を健ࠝ者とᨦܹ者でൔ᠋すると、ɟᑍᚮ療のӖᚮ
ྙはӷᆉ度（ƦれƧれ、ኖ80�）ですが、ഫ科
Ӗᚮྙは健ࠝ者（ኖ15�）にൔǂᨦܹ者（ኖ
9�）は˯いことが報ԓされています。

また、ჷ的ᨦܹ者はܱ行機能（Ⴘ的に向けてॖ
ᜤ的に自ࠁの࣬考や行ѣをСࣂするщ）のࢊさが
ਦઇされ、Ʀのことはѣのዒዓや、生፼ॹを
ሰくことのᩊにつながります。

Ʀれらを៊まえ、ჷ的ᨦܹ者のഫ科̬健行ѣを
容するために、̬健・医療・福祉なƲの様々な٭
ᧉ職にǑる連携を通してᢘЏなૅੲを੩̓するݦ
ことができれば、ᨦܹ者のѼਙ的Ǳアシステムの
構ሰ、ӝᏸ機能おǑƼ健康のዜ持・向上にᝡྂす
ることがࢳできます。

ᨦܹ者福祉ᚨやཎ別ૅੲᏋの通所、נྵ
、ᝋにݣᧉܼとの連携を通して、ᚨ通所者をݦ
Ȫスク発ᙸ・行ѣ٭容ૅੲのഫ科̬健プロǰȩ
ムをࣖဇしたᨦܹ者のӝᏸ̬健ૅੲプロǰȩムを
発するためのӕりኵみを行っています。

ᧉ職とのңӷにǑってᨦܹ者の健康にݦくのٶ
݃ɨしたいと考えております。

⚟♴タ䛜ㄆ㆑䛧䛶い䜛㏻所⪅䛾ཱྀ⭍䛾問㢟

㞀ᐖ⪅⚟♴タ䛸་⒪機㛵䛸䛾㐃ᦠ䛾ᚲせᛶ䛸
ᐇ㝿䛾㐃ᦠ≧ἣ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ྜ࠺ᛮࡔᚲせࡀ㐃ᦠࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ࡀタۑ
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࣭医⛉医⒪ᶵ㛵࣭࣭࣭࣭࣭⣙���

㐃ᦠ≧ἣࡢ医⒪ᶵ㛵タۑ
࣭ṑ⛉医⒪ᶵ㛵࣭࣭࣭࣭࣭⣙���
࣭医⛉医⒪ᶵ㛵࣭࣭࣭࣭࣭⣙���

ṑ学㒊 ཱྀ⭍生⚟♴学⛉
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研究䛾యീ

ǭーワーȉ ഫԗ၏、ӝᏸ健康ཞ७、生፼ॹ၏、અӕཞඞ

ᧉ分ݦ ഫ科ᘓ生学、ӝᏸ̬健学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5uwama -ana� ;oshihara AMihiro� 9atanaDe 4eiMo� 5tegaroiu 4oZana� 5hiData 5atoMo� /i[a\aMi 
*ideo. :4elationship Detween alcohol consumption and periodontal tissue condition in communit[-
dwelling elderl[ ,apanese. )erodontolog[ 2018� 35
3�: 170-176

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域˰ൟの健康や地域ഫ科̬健の向上をႸਦ
して、連携・ңӷをஓまれる医療・̬健・
のݦᧉ職なƲ。

この研究ኽௐが地域˰ൟの健康のために、ഫ
科ݦᧉ職だけではなく、他職ᆔでМဇできる情
報となることで更なる連携・ңӷをႸਦしてい
ます。

ӝᏸ̬ͤ学分野 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/faculty/oral/

Ҕഫ学ኒ я教

᛭ᚧ᧓ 加ډ ᵱᵳᵵAᵫA Kana

μ៲疾患・ဃ፼ॹとӝᏸ内のͤࡍỆ᧙ẴỦ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年、ഫ・ӝᏸの健康、ཎにഫԗ၏がࣅ環֥
၌धをはじめॸ性Ᏼᐥ၏、ኄބ၏、Ꮝ໒なƲの
くのμ៲၌धに᧙わることをਦᅆするエビデٶ
ンスがف加しています。また、ഫԗ၏なƲにǑ
りഫのվڂがおこるとԢָ能щの˯下につなが
り、食品・エネルギー・እのઅ食˯下、અ
ӕバȩンスのफ҄、さらには᭗ᱫにおける˯
のҾ׆となります。

ഫԗ၏の၏ҾҾ׆には、ൢۯ性ኬᓏのǄかに
տや食生といったٶくのܿɼ׆子や環境׆
子がࢨ᪪することがଢらかにされています。ഫ
ԗ၏発ၐ・ၐ҄ʖ᧸をはじめとするӝᏸ内の
健康をዜ持することは、μ៲၌धのȪスクを下
げ、健康のዜ持・ف進にǑる健康ݤԡのࡨ˦、
医療・介ᜱᝲЪถにつながるものと考えられま
す。しかし、地域Ȭșルで他業ᆔ連携にǑるዮ
合的、јௐ的なӕりኵみがいまだ進ǜでいない
ྵཞがあります。ƦのҾ׆のɟつとして、ഫ・
ӝᏸの健康がμ៲の健康にɨえるࢨ᪪について
エビデンスがɧឱしていることがਫげられます。

この研究ではμ៲၌धや生፼ॹとഫԗ
၏をはじめとするӝᏸ内の健康との᧙連を
၃学的に解ଢすることをႸ的としています。
このኽௐが地域ഫ科̬健、地域˰ൟの健康
向上につながることをႸਦしています。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ṑ学㒊 ཱྀ⭍生⚟♴学⛉
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ᅗ䠍.�⭷㏱㐣ᛶ䜢᭷䛩䜛⊂⮬䝒ー䝹IRDAptamer創⸆

ᅗ䠎䠊እ㒊่⃭䛻䜘䜛IRDAptamer創⸆䛾ไᚚ䝰䝕䝹

ǭーワーȉ がǜ、ᅕኺ၌ध、創ᕤ、Хນࣖሉ性、ఋᣠアプタマー

ᧉ分ݦ ᏽၨᚮૺ、治療学、機能生ཋ҄学、生ཋ分子҄学、Ǳȟカルバイオロジー

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ఋᣠアプタマーӏƼƦの̅ဇ（ཎ2020-145958）
ఋᣠアプタマー（ཎᫍ2019-096035）（2%Tᨥ出ᫍ：2%T/,22020/020119）
-aneMo� A.� %human� ;. et al� %atal[sts� 10
10�� 1153� 
2020�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製ᕤ業界、౨௹ᕤ業界、ȘルスǱア業界、
食品業界

・ஊјな治療ᕤがנ܍せƣ、新規創ᕤ研究を
ɟደにȁȣȬンジしていただける૾々

+4&AptamerȩイȖȩȪは、ٶ様な的にݣ
するኽ合分子のኧが可能であることから、創
ᕤだけでなく、「バイオǻンサー」や「分子̬
持д」なƲࠢ࠼いࣖဇが可能です。

ɶᬔ研究ܴίဃཋ化学ὸ http://chem.sc.niigata-u.ac.jp/ᶜchuman/

ᐯ科学ኒ 准教授

ɶᬔ Ӵᢹ ᵡᵦᵳᵫAN ᵷoshiro

疾患᧙ᡲἑὅἣἁឋửᛐᜤӧᏡễ分子ἴἒἼἘỵの開発
～ Ẑ化学ẑのᙻໜẦỤのоᕤ・౨௹ᕤ開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

৴体をᕤдとしてဇいる৴体医ᕤは、的にݣ
して᭗いཎီ性とᢠ৸性を持ち、и作ဇがݲない
なƲのМ点があるɟ૾、「ኬᏘᐏをᡢᢅできƣ、
၌धタンȑクឋのٶくをҩめるኬᏘ内タンȑクឋ
にはᢘဇできない」といƏ大きなُがנ܍してい
ます。また、৴体医ᕤは᭗᫇な治療ᝲや新規৴体
医ᕤのௗญなƲが課題となっており、「新規創ᕤ
プȩットホーム」の発がࢍくஓまれています
。（Ძ）

々は、イオンなƲのٳᢿХນにǑり的にݣ
するኽ合能・機能Сࣂが可能なХນࣖሉ性&0Aア
プタマーȩイȖȩȪ（++44&&AAppttaammeerrȩȩイイȖȖȩȩȪȪ）
を自発しています。これまでに本ȩイȖȩȪ
から発がǜタンȑクឋᛐᜤ分子のӷܭに成ыする
とともに、本分子が、ٳᢿХນにǑりƦの৴がǜ
性を1100//11FFFFССࣂࣂできること、ኬኬᏘᏘᐏᐏᡢᡢᢅᢅ能能を
ஊし、がǜኬᏘの഻ف৮Сјௐをᅆすことをᄩᛐ
しています（２）。

々が自発した+4&AptamerȩイȖȩȪは、
Ძ００Εをឬえるٶ様性を持ち、Ӳ的にݣして
、ஊのኽ合分子をҥᩉすることが可能であるため
がǜのみならƣ様様々々なな၌၌धधににݣݣししててࣖࣖဇဇ可可能能な
「「ХХນນࣖࣖሉሉ性性新新規規創創ᕤᕤȢȢȀȀȪȪテテǣǣ」」としてࠢ࠼い
ࣖဇがࢳされています。

⌮学㒊 学プ䝻䜾䝷䝮

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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䛩䜉䛶䛾⣽⬊は⢾㙐䛻そわ䜜䛶い䜛

⢾㙐ゎᯒ䛾䝙ー䝈䛸⢾㙐䜰ト䝷ス䛾ព⩏

ǭーワーȉ バイオマーカー、ၶ、ウイルス感௨Ȭǻプター、࠴ኬᏘ品ឋሥ理、৴体医ᕤ品

ᧉ分ݦ ኄᦋ生ཋ学、ኄឋ҄学、ኄᦋ構造解ௌ、生҄学、分子生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

䞉Noriko Suzuki, Tatsuya Abe, Ken Hanzawa, Shunji Natsuka. Toward robust 1-glycomics of various tissue samples 
that may contain glycans with unknown or unexpected structures. 6FientiIiF ReSoUts, 11, 6334 (2021).
䞉Shunji Natsuka, et Dl� Improved method for drawing of a glycan map, and the first page of glycan atlas, which is a 
compilation of glycan maps for a whole organism. P/o6 2ne, � (7) e102219 (2014).

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・౨௹ᕤや治療ᕤの4Რ&においてኄᦋの解ௌ
を࣏ᙲとする企業
・ኄᦋ分ௌᘺፗを発しǑƏとしている企業
・ኄᦋ解ௌਗ点の࢟成に興味を持つ自治体等

ɭ界トップȬșルのኄᦋ構造解ௌ技術をஊし
ています。ኄペプȁȉの解ௌも可能です。ኄᦋ
マッȔンǰඥをဇいて᭗感度かつ᭗ች度にኄᦋ
構造の҄٭をኧすることができます。

ኄᦋဃཋ学研究ܴ https://bio.sc.niigata-u.ac.jp/ᶜnatsuka/index.html

ᐯ科学ኒ 教授

ᧈள ̢ NATᵱᵳKA ᵱhunji

ဃ˳ऴإ分子とẲềのኄᦋのನᡯとೞᏡの解析
～ ἢỶỼἰὊカὊሁのኧỆМဇ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ఋᣠ、タンȑクឋにዓく生ԡのᇹ３ᦋであるኄ
ᦋの構造と機能の研究を行っています。ኄᦋは情
報分子であり、ٶ様な情報をਃっています。̊え
ば、ၶ҄なƲのኬᏘのཞ७҄٭を感にӒପする
ため、バイオマーカーኧの的としてදႸされ
ています。

ኄᦋ情報の解読をႸਦして、構造解ௌඥの構ሰ
からはじめ、ዡ፠的な分ௌすなわちǰȩイǳーム
解ௌのඥをᄩ立することに成ыしました。ྵנ
はƦのඥをဇいて、Ȓトやマウスのኄᦋをዡ፠
的に解ௌしデータșース҄するኄᦋアトȩスの作
成と、ኄᦋシーǱンサーの発研究を進めていま
す。

々のኄᦋ解ௌ技術とᧈ年のኄᦋ研究にǑるᝅ
݈なჷᜤをဇすることにǑり、
Ძ）ᙐᩃで᭗度な技術を࣏ᙲとするኄᦋ解ௌをቇ
̝に行Əことができます。
２）ఋᣠやタンȑクឋの研究とᢌって、まだܭ
まった૾ඥᛯがないኄᦋ研究にᢊሂをつけること
ができます。
３）ኄᦋ自ѣ解ௌᘺፗの発ができます。
Ხ）「ኄᦋアトȩス」を作成して、ኄᦋ研究の
ᨥ的ɼೌݰを੮ることができます。

⢾㙐ゎᯒ䛾䝙ー䝈

⒴≉␗ⓗ䛺⢾㙐䝬ーカー䜢᥈䛧䛯い

䛭䛾ᝈ≉␗ⓗ䛺⢾㙐䝬ーカー䜢᥈䛧䛯い

ᖿ⣽⬊䛾ศ䝬ーカー䜢᥈䛧䛯い

ウ䜲䝹スឤᰁ䝺䝉プター䜢᥈䛧䛯い

ᢠయ་⸆䛾⢾㙐構㐀䜢ㄪ䜉䛯い

ᶆⓗ⢾㙐䛾᥈⣴

ᨭ䛘䜛䜲ン䝣䝷䛂⢾㙐䜰ト䝷ス䛃

䛂እ᮶⪅䛃は᭱ึ䛻⢾㙐䛻ゐ䜜䚸ሗ䜢䛩䜛

⣽⬊⾲㠃䛾⢾㙐
'ůǇĐŽĐĂůǇǆ

⌮学㒊 生≀学プ䝻䜾䝷䝮
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ᅗ㻝㻌㑇ఏሗ䛾Ⓨ⌧
䠄WĞĂƌƐŽŶ��ĚƵĐĂƚŝŽŶ͕�/ŶĐ͘䜘䜚୍㒊ᨵኚ䠅

ǭーワーȉ Xዴኽ構造解ௌ、生体分子、ᢡˡ子発ྵ、感௨ၐ、ȉȩッǰデǶイン

ᧉ分ݦ 構造生ཋ学、分子生ཋ学、生҄学、ኬᓏ学、ᕤ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・A. /atsumoto� -. +to et al. 
2019� 2roteins 87
3�: 226-235
・*. +mai� -. +to et al. 
2018� 0ucleic acids research 46
15�: 7820-7830 
・T. /i[oshi� -. +to et al. 
2016� 0ature communications 7: 11846 等

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・生体分子の立体構造を発研究にဇしたい
医ᕤ品・バイオኒの企業おǑƼ研究機᧙ 等

ᢡˡ情報の発ྵに᧙ɨする生体分子だけでな
く、他の生体分子についても立体構造の解ௌが
可能です。また、立体構造に立Ꮹしたタンȑク
ឋのો٭研究についてもяᚕ可能です。

˙ி研究ܴίನᡯဃཋ学ὸ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/uchiumi-ito/

ᐯ科学ኒ 准教授

˙ி ܑᅎ ᵧTO Kosuke

ᢡˡ子発ྵೞನの研究
～ ؕᄽ研究ẦỤࣖဇ研究ộỂ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

་⒪䞉ᗣ䞉⚟♴

＜基ᄽ研究＞
&0A上のᢡˡ情報が、生ԡѣのܱᨥのき

であるタンȑクឋへと٭੭される「ᢡˡ情報
の発ྵ」は生ԡѣのఌ࠴であり、Ʀのˁኵみ
を解きଢかすことは、生ԡ科学のɶ࣎的なテー
マの1つです（1）。々は、ᢡˡ情報の発ྵ
に᧙わる生体分子の立体構造をXዴኽ構造解
ௌにǑり決ܭし、生҄学的・分子生ཋ学的解ௌ
と́せて、ƦれらのӒࣖのȡカȋズムをҾ子分
解能Ȭșルで解ଢすることをႸਦしています。
＜ࣖဇ研究＞

ኽఋやᏍ໒なƲ、感௨ၐのਘ大は大きな社会
問題の1つです。感௨ၐのҾ׆であるኬᓏやウ
イルスのᢡˡ子発ྵを৮Сし、Ʀの഻فをСࣂ
することは感௨ၐをСןするためのஊјなെ
です。々は、人᧓のᢡˡ子発ྵにࢨ᪪をɨえ
ることなく、ኬᓏのᢡˡ子発ྵのみをјྙǑく
৮Сする新規ᕤдの発研究を行っています。
研究では、ᕤдのターǲットとなるタンȑクឋ
の立体構造をXዴኽ構造解ௌにǑりҾ子分解
能Ȭșルで決ܭすることで、ターǲットタンȑ
クឋのᦆᆭにȕǣットするᕤдをјྙ的にኧ
・デǶインするといƏ最先ᇢのඥをဇして
います（2）。 ᅗ㻞㻌❧య構㐀䛻ᇶ䛵い䛯⸆䛾᥈⣴䞉䝕䝄䜲ン

�WĞĂƌƐŽŶ��ĚƵĐĂƚŝŽŶ͕�/ŶĐ͘

⌮学㒊 生≀学プ䝻䜾䝷䝮
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ᅗ䠍 D^ͲK�D⨨構ᡂ䛸ŝŶͲǀŝǀŽᐇ㦂䛾ᵝᏊ

ᅗ䠎 Ϯ3Ŭ,ǌ㡢Ἴ༳ຍ䛾䝰䝹䝰ットឤぬୖ⓶ᖏືィ ⤖ᯝ3

ǭーワーȉ ήǳム、ήǳȒーȬンストȢǰȩȕǣー、ฏ計、3ഏΨ᫋ࣇᦟ

ᧉ分ݦ ήエȬクトロȋクス、ή計ย、ฏ計ย、生体ήイȡージンǰ、ήȕǡイバーǻンシンǰ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ඥ（ཎᫍ2020-2008）૾ܭシステムおǑƼยܭਰѣ計ย૾ඥ（ཎᚩ6555712ӭ）[2]ย᩿ਰѣ計ยᘺፗӏƼ᩿[1]
[3] Choi S, Nin F, Ota T, Sato K, Muramatsu S, Hibino H. Biomed Opt Express 10(�), 3317-3342 (2019)
[4] Choi S, Ota T, Nin F, Shinoda T, Suzuki T, Hibino H. Opt Express 29(11) 16749-16768 (2021)

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・生体イȡージンǰが࣏ᙲな分（生体ኵጢや
がǜኬᏘの可ᙻ҄、ൗなƲ生体ਰѣの計ย）

ཞ౨௹ᘺፗ、ナノ材料࢟でのئ業・生産ྵ・
MEMSデバイスなƲの᭗度な計ยが࣏ᙲな分

・3ഏΨのૺޖとਰѣをワンスǭȣンで計ย
   ஹ技術をϴᬢするឬ᭗ᡮ計ย: 20M scan/sࢼ・

最᭗で�⛊㛫�༓ᅇ計ยが可能�
・様々なဇᡦに௩᠂にᢘဇ・ࣖဇ可能な技術

ඬѣήࣖဇ研究ܴ http://optlab.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 准教授

߅ ౕन ᵡᵦOᵧ ᵱamuel

ဃ˳ẦỤỶὅἧἻộỂࣖဇỂẨỦ᩼ᚑήᚘย২ᘐ
～ ήἅムửဇẟẺឬ᭗ᡮૺޖਰѣᚘยᘺፗ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

IoT社会のПஹにǑりʻまでǑりもئ生産ᢅᆉ

のオートȡーシȧン҄やカスタマǼーシȧンがᙲ
求され、јྙ的な᩼ᚑ計ย技術へのᙲஓが᭗
まっています。さらに、医ဇ学分においても
ȡカノバイオロジーなƲ新しい学問分をૅえる
新規生体計ย技術へのᙲஓが᭗まっています。こ
れらのȋーズに合わせて、࢘研究ܴでは「ήǳム
(Optical frequency comb)」をᬝ̅した新しいήǳ

ムฏ技術をࣖဇした様々な計ยᘺፗの੩కと
発にȁȣȬンジしております。

ʻまでに、ĬĬ࠼ᙻのᚇย᩿（x-y᠆）をɟਙで

イȡージンǰ可能なٶٶඬඬᧈᧈឥឥ௹௹ήήǳǳȒȒーーȬȬンンスス
᫋᫋ࣇࣇᦟᦟᘺᘺፗፗ�0S�2&0�>1�3@ӏƼ、ĭĭɟつのยܭ点を
ขさ૾向（z᠆）に最᭗20 MHzのスǭȣンȬート

で計ยできるឬឬ᭗᭗ᡮᡮήήǳǳムムૺૺޖޖਰਰѣѣ計計ยยᘺᘺፗፗ>���@の
2ᆔのᘺፗを発してきました。

これらの技術はࢼஹ૾ࡸではɧ可能な᭗ᡮなナ
ノਰѣをૺޖ構造と共にਵえることが可能で、᩼
ᚑナノ計ยが࣏ᙲな様々な分へのඬӏјௐが
ࢳできます。ཎに、MS-OCMᘺፗは医学分で

ᗞཅの感ᙾ上ႝ࠘のૺޖਰѣ計ยにࣖဇされて
います（1Ღ2）。成ௐとして、ʻまでに大᧵大
学との医連携（AMED-CREST）やȑナǽȋッ
クఇࡸ会社への技術ਦݰなƲのܱጚがあります。
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ᕤ学㒊 㟁Ꮚሗ㏻ಙプ䝻䜾䝷䝮

医医療療・・健健康康・・福福祉祉 製製造造技技術術
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ǭーワーȉ ৴生ཋឋ、生理性タンȑクឋ・ペプȁȉ、イネ

ᧉ分ݦ 生ཋ材料、タンȑクឋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

生体᧸ࣂဇኵ成ཋӏƼƦのဇᡦ （ཎ2017Ყ149692）
ȁロシナーǼ性᧹ܹд （ཎ2013Ყ60418）
1sAF21 is a new drug candidate against human pathogenic Hungi� 5cientiHic 4eports� 8� 11434� 2018

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

、ཋဌஹの新しい機能性成分を求めているټ・
食品、҄ታ品、ጞዜ、医ᕤ品ኒの企業やӲᆔ研
究機᧙をࢳします。

に᧙わらƣ、食品なƲの様々なټཋឋか
ら機能性成分をኧ・ҥᩉし、ᚸ価することが
できます。また、Ʀれら機能性の発ྵȡカȋズ
ムの解ଢなƲの基盤的研究も行えます。

ᓳӳ研究ܴίဃཋ૰分野ὸ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜmtanig/top.html

ᐯ科学ኒ 准教授

ᓳӳ ᅸʴ OᵡᵦᵧAᵧ Akihito

Ỷဌஹဃ理ࣱἑὅἣἁឋのኧとそのࣖဇ
～ ૼẲẟೞᏡࣱ分Ệ᧙ẴỦؕႴႎ研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、ଐ本だけでなくɭ界ɶで食生のɶ࣎を
ਃっています。しかしながら、ྵˊではଐ本の食
のٶ様҄にǑりのෞᝲはถݲͼ向にあります。
このǑƏなᏑをӖけて、の新たな付加価値を
生み出すǂく新しい機能性成分をኧしています。

デǣȕǧンシンは、᭗等生ཋの先ټ性β၃ኒに
おいて機能する৴ᓏタンȑクឋのɟᆔとしてჷら
れています。ᅶたちは、イネにԃまれるデǣȕǧ
ンシンのɟつが、Ȓト၏Ҿ性Ⴧᓏをࢍщにൈᓏす
ることを発ᙸしました。ɟ૾で、このデǣȕǧン
シンは、ଏ܍の৴Ⴧᓏᕤとはီなりアȝトーシス
をᛔݰする新規な作ဇȡカȋズムをᅆすことをଢ
らかにしました。ྵנ、タンȑクឋ学をဇいた
機能ોᑣを進め、新たな৴Ⴧᓏᕤの発をめƟし
た研究を進めています。

また、成分からペプȁȉ性ȁロシナーǼ᧹
ܹдをᙸ出しました。ȁロシナーǼは、々のႝ
ᐎኬᏘにおいてᑥእආბをࡽきឪこすࢷᡮᣞእで
あり、この᧹ܹペプȁȉは、ႝᐎのᢅйなᑥእආ
ბを᧸ഥするјௐをもたらすことがࢳされます。

このǑƏに、ဌஹの成分から、҄ታ品や医ᕤ
品、あるいは機能性食品にࣖဇ可能な材料を製造
する技術発を行っています。

�

��

��

��

��

���

���

� � � � �

┿┿
⳦⳦

生生
ᏑᏑ

⋡⋡
䠄䠄
䠂䠂

䠅䠅

䝕䝕䜱䜱䝣䝣䜵䜵ンン䝅䝅ンンฎฎ⌮⌮㛫㛫䠄䠄㛫㛫䠅䠅

ͤග䜛⣽⬊䛜
Ṛ⁛⣽⬊䜢♧䛩

䜲䝛䛛䜙ぢฟ䛧䛯
䝕䜱䝣䜵ン䝅ン

䞉 ゎ᫂䛧䛯㔞య❧య構㐀䚹䠄ୖ䠅

䞉 㛫౫Ꮡⓗ䛻䝠トཎᛶ┿⳦䜢
ẅ⳦䛩䜛䚹䠄ୗ䠅

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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研究䝔ー䝬

㐠ື㛵㐃㟁䝬ッ䝢ン䜾䠄㐠ື㉳で䜒Ⓨ生䠅

ǭーワーȉ Ꮿ機能解ௌ、Ꮿඬᡞ問題、Ȓȥーマンインタȕǧース、ૅੲ機֥

ᧉ分ݦ 生体医学、生体計ย、ᅕኺ学、ૅੲ技術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ؗɟ: ßაᩓをဇいたǳȟȥȋǱーシȧンૅੲဇλщインタȕǧースの発à� ഏɭˊインタȕǧース発最Эዴ� 
エȌ・テǣー・エス� pp.145-157� ,une 2013.
ؗɟᲦݱཎᨼ「人と機をつなƙᙻࡈ」̛᩼᙭Ꮿ内ᩓൢѣイȡージンǰ� シȟȥȬーシȧン� Xol. 30� no. 2� 
pp.90-95� ,une 2014. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製品発における品ឋᚸ価

・ȋȥーロマーǱテǣンǰ

これまでアンǱートなƲのܫ能ᚸ価に᫂って

いた製品や環境のᚸ価を、ᏯඬなƲの生体情報

計ยǑりܲᚇ的にᚸ価できるǑƏになります。

ؗ研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜhori/

ᐯ科学ኒ 教授

ؗ ɟ ᵦORᵧ ᵨunichi

̛᩼᙭脳ඬᚘยỆợỦ脳ೞᏡ解析とỶὅἑἧỹὊἋࣖဇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

̛᩼᙭でᏯᩓൢѣを計ยできるᏯඬ計をဇい

て、Ꮿ内ᩓൢѣを可ᙻ҄し、Ꮿ機能を解ௌする

૾ඥを౨᚛しています。

Ꮿඬは時᧓分解能はΟれていますが、ᆰ᧓分解

能は᪽ᔟᭌの˯ˡݰཎ性のࢨ᪪Ǒりэっています。

ここではᏯඬᡞ問題を解くことにǑり、᪽ႝᘙ᩿

で計ยされたᏯඬからᏯ内ᩓൢѣを᭗ችኬにဒ

҄するᏯ機能イȡージンǰについて研究してい

ます。本૾ඥをᢘဇすれば、շࣦԻಏなƲの感性

情報や、タスクやѣ作ɶのᨼɶ度・Ȫȩックス度

といったችᅕཞ७をܭ的にᚸ価できます。生体

情報をӕりλれたȋȥーロマーǱテǣンǰへのࣖ

ဇもࢳできます。

さらに、ワイȤȬスቇତ生体信ӭ計ยをᢘဇ

することにǑり、Ꮿඬ、ሂᩓ、ᙻዴなƲをဇい

たȒȥーマンインタȕǧースに᧙する研究発も

進めています。これにǑり、ᨦܹ者のためのૅੲ

技術や新しい情報ᇢのλщデバイスとしてܱဇ

҄がࢳできます。

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ǭーワーȉ タンȑクឋの҄ܭܤȡカȋズム、ᣞእ、創ᕤ、タンȑクឋ-タンȑクឋ᧓相ʝ作ဇ、機能性材料

ᧉ分ݦ 生ཋཋ理・҄学ཋ理・ǽȕトマターのཋ理、計ም科学、๋෩ᛯ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1) S. Murakami, H. Oshima, T. Hayashi, and M. Kinoshita, J. Chem. Phys. 143, 125102 (2015).
2) T. Hayashi, M. Inoue, Y. Yasuda, E. Petretto, T. Škrbiü, A. Giacometti, and M. Kinoshita, J. Chem. Phys. 149, 045105 (2018).
3) T. Murata, Y. Yasuda, T. Hayashi, and M. Kinoshita, Biophys. Rev. 12, 323 (2020).

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオ・医ᕤ品・҄学᧙連企業
・生体分子の性や機能性材料の性ឋなƲを、

分子ȬșルのჷᙸにǑりોծ・ࣖဇすること
に興味のある企業、研究所、自治体等

タンȑクឋᲫ分子のܭܤ性をわƣか1ᅺச
でᚸ価することが可能です。 にもかかわらƣ、
理ᛯ計ምに̅ƏǳンȔȥータは、ごくɟᑍ的な
ワークステーシȧンやȑǽǳンでも1-です。

ဃཋཋ理学研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜhuman/

ᐯ科学ኒ я教

 ࢠ ᵦAᵷAᵱᵦᵧ Tomohiko

ἑὅἣἁឋのܭܤ化ፗ੭˳の理ᛯʖย法の開発
～ ൦のјௐỆბႸẲẺឬ᭗ᡮኧ法 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

タンȑクឋなƲの生体分子は、൦ɶでஊの立体
構造に「৵りたたǉ」ことでܭܤなཞ७を̬ってい
ます. これをさらに҄ܭܤさせることで、ӈしい環
境でも機能するᣞእの発や、構造解ௌがᩊな創
ᕤ的タンȑクឋのኽ̟҄進なƲ、産業・医学・
ᕤ学のࠢ࠼い分へのဇがࢳ出ஹます。

ᅶたちは、生体分子のԗりに「大にנ܍する൦
分子」のཋ理的なॖ味・役лにბႸして、タンȑク
ឋの҄ܭܤȡカȋズムをᛟଢ・ʖยすることが可能
な、自の理ᛯඥを発してきました。 これま
でに、100ᆔˌ上のタンȑクឋのټ構造ʖยに
成ыし、さらに、ፗ੭体のܭܤ性をʖยするඥ11

の発をዓけてきました。このඥでは、൦ɶのみ
ならƣ、アルǳールやျ൦性๋ۥ、さらには生体ᐏ
ɶなƲ、あらǏる「環境」のཋ理ཎ性を分子Ȭșル
でȢデȪンǰして、タンȑクឋのܭܤ性を᭗ᡮᚸ価
することが出ஹます。22 ଏに、࠹つかのタンȑクឋ
の᎑༏҄に成ыするなƲ、ٶくの成ௐを上げていま
す。33

ʻࢸは、Ӗ容体タンȑクឋを҄ܭܤ・ɧ҄ܭܤす
るȪǬンȉのʖยや、タンȑクឋ-タンȑクឋ相ʝ
作ဇの҄ܭܤȡカȋズムからȒントをࢽた、新しい
タイプの創ᕤ技術・機能性材料の発なƲへのࣖ
ဇ・ޒをႸਦしています。 タタンンȑȑククឋឋ11分分子子ののܭܭܤܤ性性ををわわƣƣかか11ᅺᅺசசででᚸᚸ価価可可能能

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ಙ㉺学ᕤᴗ(ᰴͿ䛸䛾ඹྠ研究䛻䜘䜛
䝅䝸䝁ーンᶞ⬡〇䝤䝻ッ䜽䝅ート䛸䜽ッ䝅䝵ン䝬ット〇స

ͤͤ䠅యಖᣢᛶ⬟䛾ẚ㍑

ǭーワーȉ ᙙၫʖ᧸、体ן分、体ˮ̬持、ሂѣ、シȪǳーンᏢ

ᧉ分ݦ バイオȡカȋクス、生体医学、福祉学、インタȕǧースデǶイン、プロジǧクトマネジȡント

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᙙၫʖ᧸をႸ的としたクッシȧンマット等をカ
スタムȡイȉ可能なシȪǳーンȖロックシートを
発しました。本Ȗロックシートは、シȪǳーン
ǲルとシȪǳーンǴムから成るᙐ合構造をஊして
います。これをဇいて作製したクッシȧンマット
は、ӷɟ࢟ཞの発ණウȬタン製クッシȧンマット
にൔǂ、体ן分性能がΟれておりè）、またЭࢸ
さくݱˮፗᆆѣが࣎のͼけたᨥの᩿ࡈӫに
èè）体ˮ̬持性能が᭗いཎࣉをஊしています。

ʻࢸ、本ȖロックシートがஊするもƏɟつのཎ
であるカスタムȡイȉが可能なཎ性を生かしたࣉ
ࣖဇʙ̊ਏがࢳされています。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

Ҕၲ・ᅦᅍ学

оဃਖ਼ᡶೞನ؏ע 教授

ဋރ ᨻ૨ ODA ᵫasafumi

ἨἿἕἁᆢޖἉἼἅὊὅἁἕἉἹὅἰἕἚ
～ ἉἼἅὊὅἨἿἕἁἉὊἚဇᡦ開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᙙၫʖ᧸ဇマットȬス （ཎᚩᲯᲱᲱᲰᲯᲰᲳӭ）
ᙙၫʖ᧸ဇǻȟオーȀーシȪǳーンȖロック製クッシȧンのᚾ作（バイオエンジȋアȪンǰᜒ会ᛯ文ᨼ�2016）
ᙙၫʖ᧸ဇシȪǳーンᏢマットȬスのܭܤ性に᧙する研究 （,5/E҅ᨕ信ឭૅᢿᜒᛯ文ᨼᲦ2012）

䝤䝻ッ䜽✚ᒙᆺ
䝅䝸䝁ーン䜽ッ䝅䝵ン䝬ット

ⓎἻウ䝺タン〇
䜽ッ䝅䝵ン䝬ット

地域創生推進機構

ᵵEᵠῨ῟ḷ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

シȪǳーンȖロックシートは、ᙙၫ発生ʖ᧸
とۋѬܭܤ性のӑ૾に݃ɨします。

Ȗロックᆢޖ構造をဇし、̅ဇ者の体࢟や
。ཞにカスタムȡイȉ可能です࢟Ѭにࣖじたۋ

・医療や介ᜱのྵئで、ᙙၫʖ᧸機֥を発し
ている発者

・医療機֥や介ᜱဇ品を発している企業
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ᅗ䠍͘ እྥᛶ䛾ಶேෆኚື䛸ಶே㛫ኚື

ǭーワーȉ マルȁȬșル分ௌ、ጏૺ研究、٭ѣ性、

ᧉ分ݦ 社会࣎理学、ȑーǽナȪテǣ࣎理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

『自ࠁಒࣞのǏらƗ：ݣ人᧙̞におけるƦの分҄と٭ѣ』 ჷඡ 2019年
「0arcissism� XariaDilit[ in selH-concept� and well-Deing」『,ournal oH 4esearch in 2ersonalit[』�452011 �ࠇ年

「ᚃの自ࠁग़と子へのૌએ：自ࠁのɧᢀを子に࠙すとき」�『社会࣎理学研究』� 222006 �ࠇ年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Ꮛ、福祉、̬健、Ⴣᜱ、医療なƲのྵئや
ǻンターなƲでݣᝋ者に᧙するデータをお持ち
の૾々、ൟ᧓、π的機᧙、Ⴤࠊ・࠻役所等で˰
ൟに᧙するᜂᛦ௹の企ဒਃ࢘の૾々。

Ψに人に᧙する大データがあるけれƲも、
ƲƏやって分ௌしたらǑいのだǖƏかᲹ 分ௌ
ඥはٶ々あるので、Ʀǜなွ問があるときには
ƲƏƧご相談ください。

理学研究ܴ࣎ https://researchmap.jp/osamuᵽfukushima

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ᅦ  ᵤᵳKᵳᵱᵦᵧᵫA Osamu

ฆӳјௐˮፗἋἃὊἽἴἙἽỆợỦ
̾ʴ内٭ѣと̾ʴ᧓٭ѣの分析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ฆ合јௐˮፗスǱールȢデルとԠばれる分ௌඥ
にǑり、自ࠁಒࣞの̾人内٭ѣと̾人᧓٭ѣを౨
᚛しています（1）。

この૾ඥは人の҄٭に᧙するあらǏる的デー
タにᢘဇできるものです。人にはยܭ可能な様々
な࣎理的・生理的属性がありますが、ಒƶ100人
ˌ上の人々に᧙して、ጏૺ的なデータがࢽられれ
ば、ƲのǑƏなยܭ値でも、҄٭の解ௌを行えま
す。ƦのМ点は、̾人内と̾人᧓の҄٭にࢨ᪪す
るီなるᙲ׆をӷじȢデルのɶでɟਙしてᚸ価で
きることです。

̊えば、৮Əつ的なൢ分の҄٭には、ଐ々のス
トȬスのᢌいのǑƏな̾人的јௐと、年収のǑƏ
な社会ኺฎ的地ˮにǑるμ体的јௐがあります。
ストȬスと年収にも᧙連はありますが、これまで
は別に分ௌせƟるをࢽませǜでした。しかし、本
研究の૾ඥをဇいると、Ʀの᧙連をԃめてɟਙし
て1つのȢデル内で౨ᚰできます。さらに、ᛦǂ
たい٭数の̾人内٭ѣと̾人᧓٭ѣの大きさもൔ
᠋できるので、ྵᝋ理解に役立ちます。

この分ௌ૾ඥは、Ꮛ（テストࢽ点なƲ）、福
祉（Ꮛδɧܤ・介ᜱਃなƲ）、̬健（ᣒ・カ
ロȪーઅӕなƲ）、Ⴣᜱ（治療行ໝのѣ機Ʈけ
なƲ）のǑƏなٶくの社会・健康科学領域のデー
タにᢘဇできる新しいඥです。

ಶಶேே

ܭᚸࠁ向性のᆉ度に᧙する自ٳ値はܭのย
です。自分の行ѣཎࣉに᧙する自分自៲にǑる
ᚸܭなので、自ࠁಒࣞのɟᢿにあたります。

このには、٭ѣにࢨ᪪するᙲ׆はなくて、
ҥኝに̾人内٭ѣと̾人᧓٭ѣをᅆしています。

上下に˦Ƽているዴ分は、Ӳ̾人のยܭ値の
ѣࠢ（d15&）をᘙします。これが̾人内٭
。ѣです٭

ዴ分のɶ࣎にある「Ź」は、Ӳ̾人のר値
をᅆしています。Ʀの᭗さが人にǑってᢌƏの
がわかるかと࣬います。これが̾人᧓٭ѣです。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ேᩥ学㒊 ᚰ⌮䞉ே㛫学プ䝻䜾䝷䝮
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新潟┴䛾⥲㎰ᐙᩘ䛸㧗㱋ᣦᩘ䛾推⛣

ǭーワーȉ 農産ཋ、機能性食品、᭗ᱫ者、ᭌቫ᭨ၐʖ᧸、Əつ৮Сјௐ

ᧉ分ݦ ᛦ理科学、食品科学、食品機能学、食生学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

&ail[ administration oH 5aMe Lees 
5aMe -asu� reduced ps[choph[sical stress-induced h[peralgesia 
and Fos responses in the lumDar spinal dorsal horn eXoMed D[ noZious stimulation to the hindpaw in 
the rats. $iosci $iotechnol $iochem. 84
1�:159-170 
2020�
41%- inhiDitors enhance Done healing D[ promoting osteoclastic and osteoDlastic diHHerentiation. 
$iochem $ioph[s 4es %ommun. 526
3�:547-552 
2020�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・機能性食品に興味があり、農産ཋの健康機能
性をかした加・製造ができる食品企業
・機能性農産ཋの生産に興味のある生産者

様々な農産ཋや食品እ材について、食品科学、
食品機能学的解ௌを行い、科学的エビデンスに
基Ʈいた機能性食品の発が可能です。農業と
食品産業のᗡ合と発ޒをめƟします。

ཋ学・ᛦ理科学研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

ӝޛ 子
ᵷAᵫAᵥᵳᵡᵦᵧ Tomoko

ᠾငཋửМဇẲẺ᭗ᱫᎍᵯOᵪӼɥೞᏡࣱԼの開発

Ҕഫ学ኒ 准教授 ஜޢ ɟᢹס
OKAᵫOTO Keiichiro

Ҕഫ学ኒ я教 Ҿ ֒ʴ
KAKᵧᵦARA ᵷoshito

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟Ⴤでは様々な農産ཋがμ的に᭗い൦แで
生産されていますが、ᒉ者の農業ᩉれや᭗ᱫ҄に
Ǒって農地域のᘛᡚはขЦ҄しており、持ዓ可
能な農業のܱྵに向けたݣሊがտዬの課題です。
また、新潟Ⴤの᭗ᱫ҄ྙは31.9Ჟ（成30年）
でμרǑり3.8ȝイント᭗く、健康ݤԡのࡨ
˦と医療ᝲЪถにݣする課題もあります。᭗ᱫ者
の生のឋ（31L）は、ᭌ৵にǑるݏたきりやƻ
とりらしにǑるƏつ၏にǑってт的に˯下する
ことがჷられています。これらのॸ性的な၌धへ
のࣖݣは、食生のپにǑりଐࠝ生にఌƟし
た૾ඥで行Əことがஓましいと考えます。

これらの課題を解決するために、新潟Ⴤ産農産
ཋの健康機能性をଢらかにし、ཎに᭗ᱫ者のᭌቫ
᭨ၐʖ᧸とችᅕ的Əつʖ᧸јௐに点を࢘てた、
᭗ᱫ者のための31L向上機能性食品の発をႸ的
として研究を行しています。

新潟Ⴤのˊᘙ的農産ཋとして、ナス、ᝃ、、
食ဇᓎがਫげられます。これらにԃまれるஊј成
分のኒወ的な分ௌを行い、᭗ᱫ者がଐࠝ的、ɫつ、
јྙ的にઅӕできる食品への加ඥを౨᚛し、᭗
ᱫ者のための31L向上機能性食品を発すること
ができれば、Ⴤ内の食農産業と農地域の性҄、
᭗ᱫ者医療ᝲのЪถにጟがります。

㧗㱋⪅䛾ᗣᑑ䛾ᘏఙ䚸
㎰ᮧ地域䛾άᛶ䛜ᚲせ䟿

ᩍ⫱学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉 農農・・食食・・ババイイオオ

㎰学㒊 㣗ရ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

ᵵEᵠῨ῟ḷ



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－95－－94－

ᅗ䠍䠖ᵝ䚻䛺生యᛂ䛛䜙ே䛾ㄪ⠇機構䜢᫂䜙䛛䛻䛧ま䛩䚹

ǭーワーȉ 体ภᛦራ、൱ᐄ、ႝᐎᘉ්、༏ɶၐ、スȝーȄ

ᧉ分ݦ ภ༏生理学、ᢃѣ生理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ٰのい環境下でᢃѣを行Əと体ภがᢅ度に上
ଞし、ᢃѣȑȕǩーマンス˯下や༏ɶၐのүᨖが
᭗まります。༏ɶၐをʖ᧸するには発൱やႝᐎᘉ
ሥਘࢌといった༏્機能をǑく理解し、᭗める
ことがᙲです。ᅶᢋの研究ܴでは、発൱をɶ࣎
に、体ภ・ࣅ環・ԠԈᛦራӒࣖからወ合的にȒト
の生体ᛦራ機構について研究しています。

φ体的にยܭする生理Ӓࣖとして、ขᢿ体ภ、
ႝᐎภ、ޅ所発൱、ѣ൱ᐄ数、ҥɟ൱ᐄの発
൱、൱のط分ຜ度、ႝᐎᘉ්、ᣠእઅӕ、
なƲがあります。医ࠖやჃᜱࠖとңןਊ数、ᘉ࣎
щしながらᘉをしたり、൱ᐄ・ႝᐎᘉሥをݣᝋ
としたᕤ理研究も行っています。

人の生理Ӓࣖをᛦǂることは新たな製品発や
健康のዜ持ف進なƲにᝡྂできると࣬います。最
ᡈの研究テーマはˌ下のǑƏになります。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ㄽᩥ୍ぴї

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ႝᐎ科学、ᘘ、食品、産業і、ᢃѣ・ス
ȝーȄ、༏ɶၐʖ᧸、健康のዜ持ف進といった
分でのつながりをࢳしています。

発൱に᧙する研究では、Ȓトin XiXoの᬴ܱを
することができます。൱ˌٳにもወ合的にȒト
の体について研究するノウȏウがあります。

ᢃѣとؾဃ理学研究ܴ https://www.leep-niigata.com/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

野ټ ᢋᢹ AᵫANO Tatsuro

ἤἚᢃѣの˳ภ・ԠԈ・ࣅᛦራӒࣖỆ᧙ẴỦ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅗ䠎䠖ᐇ㦂䛾ᵝᏊ䚹

>ĂďŽƌĂƚŽƌǇ�ĨŽƌ��ǆĞƌĐŝƐĞ�ĂŶĚ��ŶǀŝƌŽŶŵĞŶƚĂů�WŚǇƐŝŽůŽŐǇ ᩍ⫱学㒊

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

• 発൱のȡカȋズム解ଢ
• ൱ᐄへのјௐ的なኺႝᕤдᡛᢋඥの発
• ൦分̬持јௐの᭗い新しいスȝーȄ料の発
• 発൱にǑるޅ所・μ៲のط分等のڂยܭ
• ༏ɶၐʖ᧸のためのウǧȩȖルデバイス発に向

けた基ᄽ研究
• 子Ʋもの༏ɶၐʖ᧸のための研究（体ภᛦራ機能、

体൦分、༏環境୧ᩧなƲ）
• スȝーȄဇᘘやシȥーズの機能性ᚸ価

䊹Ⓨờでኻ䛖㌟
䛾ሷศᦆኻ㔞䜢ᐇ
 で䛝䜛研究ᐊは
ୡ⏺で䜒㝈䜙䜜䛶
お䜚䚸ᅜෆでは⚾
㐩䛰䛡で䛩䚹䛣䛾
ᢏ⾡はሷศ䛰䛡で
䛺䛟䚸ờ䛻ྵま䜜䜛
ᵝ䚻䛺≀㉁䜢ᐇ 
䛩䜛᪉ἲ䛸䛧䛶䛯
䜆䜣᭷ຠで䛩䚹
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බ⾗⾨生䛻㛵䛩䜛᪥ᮏ䛾⤒㦂䜢᥀䜚㉳䛣䛧䠈グ㘓䛩䜛

ǭーワーȉ πᘌᘓ生ѣ、地域̬健、ᘓ生Ꮛ（健康Ꮛ）、˰ൟ参加、ǳȟȥȋテǣȘルス

ᧉ分ݦ πᘌᘓ生学、医学Ӫ（πᘌᘓ生Ӫ）、ȘルスプロȢーシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဋɶᛗʚ（2020）「ǳȟȥȋテǣѣ（地域ѣ）」ɺʟᒍʚዻ『わかるπᘌᘓ生学・たのしいπᘌᘓ生学』ࢀ文ؘ
ဋɶᛗʚ他（2018）「፭ᬔჄቪ߷におけるᡕ信『ƻのえƏま』ᡙ્ᢃѣ」（学会発ᘙ：ᇹ83ׅଐ本健康学会ዮ会ź፭ᬔŻ）
ဋɶᛗʚ他（2009）「ם၏マȩȪアはいかにઞ๒されたか：ᇹʚഏ大ࢸの๔Ⴤࢠఌࠊ」ଐ本医Ӫ学ᩃᛏ 55
1�� 15-30

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域の健康課題にӕりኵǉ（౨᚛している）
自治体や˰ൟǰループの皆様とのңをࢳし
ます。

様Ɵまな૾ඥで健康ોծにӕりኵǜできた先
人たちの「ჷऔやپ」をɠݗに記録・分ௌす
ることでᅶたちの健康を考えるß新たなᙻ点à
を੩ᅆできるǑƏѐめています。

ဋɶ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ဋɶ ᛗʚ TANAKA ᵱeiji

ᅶẺẼのͤࡍỊẟẦỆếẪỤủܣỤủềẨẺのẦᾎ
～ ỪầのഭӪႎ経᬴Ệ学ốπᘌᘓဃと˰ൟӋ加 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

70ࢸ年、わがの健康൦แは的にો
ծ・向上しました。医療技術の進ഩや̬健医療
サービスのΪܱがこれに大きく݃ɨしていますが、
ɟ૾で、人ƼとにǑるٶ様な健康ܱោがƦのᄽと
なっていることもまたᄩかです。࢘研究ܴでは、
πᘌᘓ生に᧙するわがのഭӪ的ኺ᬴をりឪこ
し、౨ᚰすることで、ྵˊのȘルスプロȢーシȧ
ンѣや健康Ꮛにࣖဇ可能なჷᙸをᔛᆢ・ૢ理
する作業にዒዓ的にӕりኵǜでいます。

̊えば、ྵנӕりኵǜでいる研究課題のᲫつに
「ᖗとはえのいない生ܱោᢃѣ」とԠばれた˰
ൟɼ体の地域̬健ѣがあります。1950年Эࢸ
に農ᢿで生まれ、Ʀのࢸ、μӲ地に࠼がった
このѣは、࢘時μ的に්行していた「ហၚ」
のถݲに大きな成ௐをਫげたとᚸ価されています。
また「ᖗとはえ」ݣሊにသまらƣ、人ƼとがႺ᩿
する健康課題（̊えばોծやኽఋʖ᧸なƲ）
をഏ々にテーマとしてӕり上げ、ٶ様な̬健ѣ
へと発ޒしていった点がཎࣉといえます。

健康問題の解決に向けた「˰ൟのɼ体࢟成」と
ኵጢѣはいかにして成立するのでしǐƏかᲹ
ଐ本で発҄したこƏした地域̬健ѣにბႸࢸ
し、様ƟまなӪ料をኜ解くことで、ྵˊにおけ
るπᘌᘓ生ѣへのࣖဇ可能性を౨᚛しています。

ᙪ᰿ᕷ䛾㢼ᅵ䝬䝷䝸䜰᧞⁛㐠ື䠄ϭϵϱϭ䠅 ⩌㤿┴⢑ᕝᮧ䛾䇾䜂䛾䛘䛖ま䇿ᑐ⟇䠄ϭϵϲϱ䠅
䠷䜰䝃䝠䜾䝷䝣䠈ϭϵϲϱͬϭϮͬϭϬྕ䠈W͘ϭϰ䜘䜚䠹

ཌ生┬䠄ϭϵϰϳ䠅

研究で⏝䛩䜛ᵝ䛦ま䛺ྐ㈨ᩱ

ᩍ⫱学㒊
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ǭーワーȉ ᠃ׅ͂ᢤѣ作とのጂ性、៲体࣎、Ӓࣖ時᧓、៊み出しᡮ度、៊み出しុᩉ

ᧉ分ݦ 体દ、体つくりᢃѣ、体Ꮛ科Ꮛ学、᠃͂ʖ᧸ᢃѣ、ǳーȁンǰ学

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᷓ⓶㈗Ꮚ䜋䛛䠄ϮϬϮϬ䠅㌿ಽண㜵䜢┠ⓗ䛸䛧䛯ᑠ学ᰯయ⫱ᤵᴗ䛻㛵䛩䜛研究ࠥືⓗ䝞䝷ンス㐠ືධ䛾ຠᯝࠥ䠊᪥ᮏ㌿ಽண
㜵学ㄅ䠈ϳ䠄ϭ䠅䠈ϱ3Ͳϲ3͘
ᷓ⓶㈗Ꮚ䜋䛛䠄ϮϬϭ3䠅䝞䝷ンス䝪ー䝗䜢⏝い䛯ዪᛶ㧗㱋⪅ྥ䛡㌿ಽண㜵య᧯䛾⪃䠈య⫱学研究䠈ϱϴ䠄Ϯ䠅䠈ϳϬϳоϳϮϬ͘ 䛺䛹

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健康֥φの発や᠃͂ʖ᧸や健康に᧙わるʙ
業をされている企業
・子Ʋもや᭗ᱫ者の᠃͂ʖ᧸についてӕりኵみ
を̟進している自治体

᠃͂のȪスクをยܭするႸは、᠃ׅ͂ᢤѣ
作とのጂ性が᭗くないものがٶいです。ܱᨥ
に៲体࣎をૅ持基᩿ࡁからٳして៊み出しを
行Ə本ยܭは新しいბა点をஊしています。

˳દ૾法ᛯ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

೮ႝ ᝮ子 ᵦᵧᵵA Takako

とẾẰのɟഩửࡽẨЈẴᘺፗẐͼẨἼỴἁἉἹὅẑの開発
～ ἋἘἕἦὅἂἋἚἻἘἊὊỆბႸẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㌿ಽᅇ㑊ືస䛸䛾㢮⦕ᛶ䛻╔┠

傾
き
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ク
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ョ
ン

で
測
定

ᩍ⫱学㒊

᠃ׅ͂ᢤѣ作のɟつであるステップȔンǰスト
ȩテジーにბႸし、Ʀのѣ作をܤμにᛔ発させる
ᘺፗ「ͼきȪアクシȧン」を発しました。ѣ作
のは、ഏの通りです。ᲫᲨݣᝋ者は自な立
ˮۋѬで൦なெ上にʈります。２Შ立ˮۋѬを
̬持したままЭ૾に加します。３ᲨឱΨのெが
Эͼし、ݣᝋ者は᠃͂をׅᢤするɟഩを៊み出し
ます。さらに、ெ上とͼいたெが地する᩿、
スイッȁを所にマットئᝋ者がឱを៊み出すݣ
ᚨፗし、ெがͼいたࢸにឱがᩉれるまでの時᧓と
ெからឱがᩉれて៊み出しឱをბ地させるまでの
時᧓をยܭできるǑƏにしました。さらにF4ยܭ
֥をોᑣし、ឱの៊み出しុᩉもยܭできるǑƏ
にしました。大学生105Ӹをݣᝋに、「ͼきȪア
クシȧン」ยܭ値と体щ・ᢃѣ能щᛦ௹8Ⴘの
ยܭ値を分ௌしたኽௐ、੮щおǑƼ上体ឪこし、
50mឥ、シȣトルȩン、ȏンȉȜール৲げの5
Ⴘと「ͼきȪアクシȧン」での៊み出しᡮ度との
᧓にࢊい相᧙がᅆされました。すなわち、「ͼき
Ȫアクシȧン」においてឱをእଔくѣかす能щと
μ៲ሂщや៲体をᆆѣさせる能щとの᧓に᧙連が
あると考えられます。ʻࢸ、᠃͂と᧙連するଏ܍
のยܭႸとの相᧙をଢらかにすることで、᠃͂
ʖ᧸јௐや᠃͂Ȫスクをᅆすためのݿ度として、
Ʀの発ޒがࢳされます。

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ
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ǭーワーȉ 食生、ᢃѣ、ᣒ・տ、ზ、健康ᚮૺ・ᛦ௹ኽௐ

ᧉ分ݦ 健康行ѣ科学、ᘓ生学・πᘌᘓ生学、健康Ꮛ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ძ）᭗ఄҡ業ࢸの学生にみられるእ等અӕཞඞの҄٭にࢨ᪪するᙲ᳸׆食፼ॹの҄٭とɟ人らしの᧓に点
を࢘てて᳸Ღᇵࠇኝɟ 他Ღଐ本ᘓ生学ᩃᛏᲦ8ol.75Ღ2020

２）ᇹ2ᇘ ̬健ᘓ生ወ計Ღᇹ3ᇘ ၃学・၌၏ʖ᧸学 他Ღ「ᜱのためのπᘌᘓ生学」ᲦᇵࠇኝɟᓸᲦඕဋӪܰᲦ
内ޛஊ子ዻᲦிޛᲦ2018

３）&eXelopment and Application oH an EXaluation 5tandard Hor *ealth $ehaXior. ,unichi -asamaMiᲦ
075518Ღ2017

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健康ᚮૺや健康・・生፼ॹᛦ௹のኽௐ
を、ݣᝋとなるᨼׇの健康ૅੲሊにဇしたい
と考えている地૾自治体なƲ。

健康行ѣのཎࣉにࣖじた生፼ॹ၏のȪスク
ȕǡクターについて、信᫂性、࢘ڲ性、ஊဇ性
の᭗いデータ・健康情報を౨᚛し、ᢩΨします。

健康行ѣのોծに向けた健康ૅੲሊに᧙する
学術ǳンサルテǣンǰ等のご相談にࣖじます。

ੲ科学研究ܴૅࡍͤ ᵵEᵠῨ῟ḷ

┿
ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᇵࠇ ኝɟ KAᵱAᵫAKᵧ ᵨunichi

ᘍѣの解析ỆợỦဃ፼ॹ病ʖ᧸のẺỜのࡍͤ
ੲሊỆếẟềの研究ૅࡍͤ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生፼ॹ၏への፝धは、健康ݤԡや幸福感の˯
下にࢨ᪪しƏるᙲ׆です。ࣅ環֥၌धやがǜ等を
はじめとする生፼ॹ၏への፝धは、ɟ人ƻとり
の生のឋにࢨ᪪するだけでなく、ൟ医療ᝲの
。ᡐしていますןᝠをもܼ加にˤいف

生፼ॹ၏ʖ᧸をるためには、すǂての年ᱫ
・ᙲです。̬健࣏する健康ૅੲሊのΪܱがݣにޖ
医療のݦᧉܼのみならƣ、学ఄ、行、企業等が、
ƦれƧれの機能を生かしたૅੲを行Əことが大Џ
です。

研究ܴでは、健康行ѣを解ௌし、生፼ॹ၏࢘
をʖ᧸するためのૅੲሊにஊဇな健康情報を੩ᅆ
しています。ß健康行ѣàとɟӝにᚕっても食、
ᢃѣ、ᣒ、տ、ზ等なƲがᙐᩃに絡み合っ
て、生፼ॹ၏のȪスクȕǡクターを࢟成してい
ます。Ʀこで、٭ٶ解ௌとᚕわれるወ計的ඥ
をဇいて、ᙐᩃޟٶにわたる健康行ѣを解ௌし、
生፼ॹ၏のᙲ׆にアプローȁします。

信᫂性の᭗いወ計解ௌኽௐに基Ʈき、၌၏にࢨ
᪪する健康行ѣをᚸ価することは、科学的ఌਗに
基Ʈくјௐ的・јྙ的な健康ૅੲሊの౨᚛を可能
とします。

【【 、、ൟൟのの健健康康行行ѣѣをを解解ଢଢししࠊࠊ解解ௌௌををဇဇいいてて٭٭ٶٶ
生生፼፼ॹॹ၏၏ののਦਦととななるるᘉᘉ෩෩౨౨௹௹値値等等ととのの

᧙᧙連連をを解解ௌௌすするるᚾᚾみみ 】】

（（３３（（かかららののӖӖᚠᚠ研研究究ࠊࠊ新新潟潟））ൟൟ健健康康・・ᛦᛦ௹௹ኽኽௐௐのの解解ௌௌࠊࠊ

ᕷ䛜ᐇ䛧䛯ᗣ䞉ᰤ㣴ㄪᰝ䛾㡯┠䛛䜙䚸
生ά⩦័䛻㛵㐃䛩䜛㡯┠䜢㑅ᐃ

㑅ᐃ㡯┠䜢䚸ホ౯䛜ྍ⬟䛺ᑻᗘ䛻構ᡂ
䠘ಙ㢗ᛶ䞉ጇᙜᛶ䛾᳨ウ䠚

ᒓᛶู䛻ᗣ
⾜ື䜢ホ౯

⾑ᾮ᳨ᰝ್䚸⾑ᅽ್䚸
య᱁ᣦᩘ➼䛾 ᐃ
⤖ᯝ䛸䛾㛵㐃䜢ゎᯒ

健康行動の課題を抽出
効果的な健康支援策に向けた対策に活用

䠘䠘健康情報のフィードバック䠚䠚

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ᩍ⫱学㒊
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ᅗϭ�䛘䛾䛝䞉䛧い䛯䛡⳦ᗋ⏤᮶䛾Ⓨᡂศ䛻䜘䜛
䜲䝛䛾䝞䜲䜸䝬スቑ大

ǭーワーȉ 農食バイオ、きのこᓏ、ੱ発性成分、ౡཋ成ᧈ̟進作ဇ

ᧉ分ݦ ౡཋ分子生ཋ学、ࣖဇኄឋ科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

https://researchmap.jp/+-003289

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・きのこ研究者・生産企業・生産者
ஹ的にはイネや他の作ཋఎؔをされているݩ・
農ܼ様

イネをݣᝋに様々な分子生ཋ学的研究を行っ
ています。

ဃཋ化学研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵓᵕ

ᐯ科学ኒ 教授

˙藤 ኔ፦子 ᵧTOᵦᵊ Kimiko

Ỷのᧈử̟ᡶẰẶỦẨのẮᓏဌஹの分のМဇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年、ኬᓏやჇᓏが発生するੱ発成分がౡཋの
バイオマスف大を҄ࢍさせるʙがჷられるǑƏに
なってきました。このǑƏな成分は新たなバイオ
ステǣȟȥȩントเとして᩼ࠝにஊஓと࣬われ
ます。また々のᚇݑでは、ストȬス᎑性を付ɨ
することもଢらかになってきています。

しかしながら、ኬᓏやჇᓏの大഻فኒのᄩ立、
またМဇするኬᓏやჇᓏがٓםや作ཋ、ӕりৢƏ
人にӏǅすࢨ᪪を考えたときに、新たなᓏをဇい
てǼロから഻فኒをᄩ立し、これらのࢨ᪪を౨ᚰ
していくことは᩼ࠝにȏーȉルが᭗いとᚕえます。

ɟ૾で、食品生産にМဇされているきのこᓏ
はᄩ立したᓏの഻فኒである上に、ੱ発成分もᝅ
݈であり、᩼ࠝにΟれたバイオステǣȟȥȩント
እ材になりࢽるのではないかと考えました。

Ʀこで、ࠊᝤのえのき・しいたけᓏをဇいて
イネの࠷ᒁを᩼ᚑ共ؔ܍したとこǖ、ɼに地
上ᢿにおいてʑ༞のف大がᚇݑされました。
をဇいて᬴ܱを様々なきのこᓏ、ࢸʻ（1）
進めるとともに、ࡑᓏについてもƦのјௐを౨
᚛したいと考えています。

新潟ჄではきのこఎؔがႮǜであり、もしࡑᓏ
がМဇできるならば、バイオステǣȟȥȩント
เとして᩼ࠝにஊஓではないでしǐƏか。

㎰学㒊 ᛂ⏝生⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

ᅗϮ��Ⓨᡂศ䛻䜘䜛䜲䝛䛾ᡂ㛗ಁ進䛾ᵝᏊ
ᕥ䛛䜙䛧い䛯䛡䚸䛘䛾䛝䚸ᑐ↷༊
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ရ㉁ྥୖ䞉㔞ቑຍ䛻ྥ䛡䛯ᰤ㣴生⌮䛸⫧ᇵ⟶⌮䛾PDCA

ǭーワーȉ ౡཋ、൦᎓ఎؔ、Ꮔ料、ˊᜓ、品ឋ、収

ᧉ分ݦ ౡཋ学、ٓםᏄ料学、ౡཋ生理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

作ཋの᭗収・᭗品ឋ҄は、ౡཋの生理と
ขくኽƼついています。々の研究ܴでは、ɼと
してᆷእにბႸし、ΨእのԈ収・ᆆ行・
ᔛᆢについて研究をܱしてきました。ݣᝋౡཋ
はȀイズやȢデルౡཋの他に、ௐなƲについて
も研究ኽௐをࣖဇしています。

Ȁイズはᆔ子ɶに᭗ຜ度にタンȑクឋをᨼᆢし、
လのཅᎹといわれています。Ȁイズᆔ子ɶのタン
ȑクឋᨼᆢは̓ዅᆷእにǑり、Ʀのᨼᆢが٭
҄し、ཎにᆔ子生Ꮛ᧓ɶのᆷእ̓ዅがࢨ᪪をɨ
えることを解ଢしてきました。

また、新潟Ⴤ農業ዮ合研究所טᑸ研究ǻンター
においてܱされた、൦ᆖᏋᒁȏウスをဇいたௐ
ఎؔにおいて、シȣインマスカット等の品ឋᛦ
௹をܱしました。

これまでの研究のノウȏウをࣖဇすることで、
Ꮔ料やౡཋᛦૢдのјௐを科学的に౨ᚰすること
や、品ឋにɨえるࢨ᪪について解ௌし、さらなる
製品の向上のɟяとなることがࢳできます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᓏბ生̟進ඥ（ཎᚩᇹ4119760ӭܭዴϼ理をМဇしたౡཋへのᆷእݧ્ ʁ ൟԧ・ᇦ下 ᒍ文・ᕲࠇ ᅵ・大ޛ
Ң༺・大ᇦ ঙᢰ ）
Accumulation oH so[Dean seed protein （in 0itrogen Assimilation in 2lants� 4esearch 5ignpost� -erala� 
+ndia 
2010� ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・作ཋの生産に携わる分。
・出៲が新潟ࠊです。新潟Ⴤであれば地のМを
生かし、ƲのǑƏな地域でもࣖݣが可能です。

)%-/5や)%-F+&、72L%なƲの分ௌ機֥
にǑり成分の分ௌが可能。

൦᎓ఎؔにǑるౡཋᏋ成とᙲእの᧙̞お
ǑƼ分子生ཋ学的解ௌが可能。

ౡཋ・Ꮔ૰学研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵔᵏ

ᐯ科学ኒ 教授

ᇦٻ ঙᢰ OᵦTAKE Norikuni

ఎؔのᢌẟầᠾငཋのԼឋỆɨảỦࢨ᪪解析
～ ᠾ˺ཋのԼឋӼɥ・ӓف加 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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ᅵተ䛻ῧຍ䛧䛯ሙ合䛾୰ຠᯝ

ǭーワーȉ 作ཋ、ˊᜓ、品ឋ、ยܭ、分ௌ

ᧉ分ݦ ౡཋ学、ٓםᏄ料学、ౡཋ生理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᰄҳを構成するɼな成分は、໗ᣠカルシウム
であり܉ٶឋの構造を持ちます。ᰄҳの農業ဇ
のМဇは大ȡーカーも参λしていますが、Ʀの
Ꮔјௐについての౨ᚰはݲないです。カルシウ
ムは᭗等ౡཋのٶ࣏᪰Ψእのɟつであり、ϐᆆ
行しにくいΨእであるため֥ܫの࣯ນな˦ࢌなƲ
にǑりഎʅၐཞが発生することがあります。通ࠝ
လఎؔئבでは作付けЭにჽ໋あるいはᒊםჽ໋
にǑりٓםをɶԧしたのちఎؔをڼします。ჽ
໋ឋᏄ料についてはɶԧщの᭗いෞჽ໋、生ჽ໋
あるいはৢいが容ତな໗ᣠカルシウムがဇいられ
ています。最ᡈでは҄ჽብやをဇいたჽ
໋ឋᏄ料もᝤ٥されています。

本研究では成ᰄҳをဇいたٓםɶԧјௐと
Ʀのဇјௐについてᛦ௹しました。

ҳ加食品の会社から੩̓された材について、
Ძ）ٓםにݣするɶԧјௐ
２）ዼј性のɶԧ材として、໗ᣠカルシウムと
のࠀ別҄
３）ჿɯ地におけるᏄјௐ
についてデータを੩̓できました。

これらは、農業分における地域のเࣅ環
農業となるとともに、農作ཋの収や品ឋにもᝡ
ྂできることがᅆされています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᓏბ生̟進ඥ（ཎᚩᇹ4119760ӭܭዴϼ理をМဇしたౡཋへのᆷእݧ્ ʁ ൟԧ・ᇦ下 ᒍ文・ᕲࠇ ᅵ・大ޛ Ң༺・大ᇦ
ঙᢰ ）
ᰄҳ材のٓםဇјௐ （2019年12月 Ꮔ料学会᧙ிૅᢿ大会ٓם ᧈ大会）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・農業や食品生産、+T技術にǑる農業ਰ興なƲౡཋのఎؔにࢳされる材なƲのјௐの౨
ᚰ、おǑƼ地域におけるࣅ環農業のᄩ立にᝡ
ྂします。

ౡཋ・Ꮔ૰学研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵔᵏ

ᐯ科学ኒ 教授

ᇦٻ ঙᢰ OᵦTAKE Norikuni

ỆấẬỦᣠࣱ化৮制資の研究ٓם

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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ǭーワーȉ ཋ、生合成、テルペン、ᬐ料、医ᕤ、食品ټ

ᧉ分ݦ 生ཋஊ機҄学、ټཋ҄学、Ǳȟカルバイオロジー

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

生ཋが生産するஊ機҄合ཋをټཋとԠƼます。
ᅶᢋは、生ཋから新しいټཋを発ᙸする研究を
行っています。また、ټཋが生ཋのɶでƲのǑ
Əに作られているか（生合成）を解ௌして、Ʀの
ᣞእやኺែをバイオテクノロジーにǑってો٭し
て、新規・ټݲࠎཋを創出することも行ってお
ります。

̊えば、マッǳウクジȩが生産するᱴᬐ
（りǎƏƥǜこƏ）は、Ӟくからɭ界Ӳ地でᬐ
料・ˡወᕤとしてМဇされていましたが、ՠ業
᮪がᅠഥされているྵˊではλᩊです。ᅶᢋ
は、ټཋ生合成ᣞእの発ᙸから、ᱴᬐɼ成分
アンȖȬインの人的なኺែを創出して生合成に
成ыしました。生合成ኺែが分からないټཋで
も、他の生ཋဌஹのᣞእをો٭することで生ཋ合
成できることをᅆしております。

アンȖȬインを産業Мဇするため、バイ、נྵ
オテクノロジーにǑるᣞእો٭等にǑる生産ف
加、ᬐൢ成分への٭੭、アンȖȬインの生理性
解ௌの研究を他の研究者と共ӷで進めております。

Ʀの他にも、医ᕤ、農ᕤ、食品なƲに᧙̞する
研究を進めております。ݣᝋの生ཋは、ࣇ生ཋ・
ౡཋ・ѣཋなƲ何でも1-です。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・アンȖȬインの製造૾ඥアンȖȬインの製造૾ඥ、ཎᫍ2013-184143（出ᫍଐ ᨥ出ᫍ、（2013/09/05
ဪӭ2%T/,22014/071333（出ᫍଐ 2014/08/12）、˱ᕲѐ・上ဋ大ഏᢹ・щ、新潟大学
・7eda� &.� *oshino� T.� 5ato� T.� ,. Am. %hem. 5oc.� 2013� 135� 18335-18338. 
・;amaDe� ;.� et al.� 5ci. 4ep.� 2020� 10� 19643.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ဃཋஊೞ化学研究ܴ http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜsatot/index.html

ᐯ科学ኒ 教授

˱藤 ѐ ᵱATO Tsutomu

ᐯ科学ኒ я教

ɥဋ ഏᢹٻ ᵳEDA Daijiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㎰学㒊 ᛂ⏝生⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

ૼᙹ・ټݲࠎཋのဃӳоЈ
～ ἢỶỼἘἁἠἿἊὊỂ˺Ủ ～

ཋを生合成で作りたい૾ټ新規な・ݲࠎ・
・ᬐ料・製ᕤ・農ᕤ・҄成・食品なƲの企業の
૾
・新しいټཋをᙸつけたい૾

ஊ機合成がᩊしいټཋやஊ機合成品がなじ
まない製品にǑいです。
ᣞ・大ᐂᓏ等での発ᣞ生産もᢡˡ子ኵみ੭え

ᣞእにǑるᚾ᬴ሥ内ᣞእ合成もできます。
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㑇ఏᏊ⤌䛘䛻䜘䜚ⴥ䛾Ⰽ䛜ኚわ䛳䛯䝨䝷䝹䝂䝙ウ䝮 (ྑͿ

ǭーワーȉ バイオテクノロジー、ᒬᑶ、新品ᆔᏋ成、ᆔ᧓ᩃᆔ

ᧉ分ݦ ౡཋኬᏘ学、טᑸ学、ౡཋᏋᆔ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᡈ年、ኵጢؔ・Ꮥ出・ᢡˡ子ኵ੭え等のバ
イオテクノロジーの発ޒにǑり、᭽щ的な新ౡཋ
がјྙ的に作出できるǑƏになりました。

々のǰループでは、様々なᑶきטᑸౡཋ 
ᒬ
ᑶ� をဇいて、バイオテクノロジーにǑる新品
ᆔのᏋ成や഻فに᧙する研究を行なっています。
これまでに、ᑶが大きくなったりᒬɣが˯くなっ
たᆳီ٭体や、ɲᚃのᑣいཎࣉをあわせ持った
ᢒጂᆔ᧓ᩃᆔ、ᑶやᓶのᑥ・࢟の҄٭したᢡˡ子
ኵ੭えౡཋを作出してきました。これらのౡཋは
他にはいものであり、オȪジナルの新品ᆔとし
てᏋ成できる可能性がҗ分にあります。ܱᨥに、
ɟᢿのᢒጂᆔ᧓ᩃᆔはᑶき農ܼでのᚾ᬴ఎؔのࢸ、
オȪジナルの新品ᆔとして生産・ᝤ٥されていま
す。

々は、バイオテクノロジーにǑりࠊထや農
ܼ等とңщしてオȪジナルのᑶき品ᆔをᏋ成し、
Ʀれを通して地域やᑶき産業の発ޒにᝡྂしたい
と考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

A. -anemaMi� /. 1tan� /. 0aMano et al. 
2018� 5cientia *orticulturae 240: 411-416
T. +namura� /. 1tani� /. 0aMano et al. 
2019� 2lant $iotechnolog[ 36: 175ỻ180
/. 1tani� -. Ao[agi� /. 0aMano 
2020� 2Lo5 10E 15: e0237176

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・オȪジナル品ᆔのᏋ成に興味のある農ܼや、
ᑶきטᑸౡཋをဇいた地域おこしに興味のある
自治体との連携をࢳしますᲨ

バイオテクノロジーにǑるオȪジナル新品ᆔ
のᏋ成やΟᑣ̾体の܍̬・഻فを行Əことがで
きます。また、ᑶの新Ӹ所Ʈくりについてяᚕ
することができます。

ౡཋኬᏘ学研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

ɶ野 Ο NAKANO ᵫasaru

ἢỶỼἘἁἠἿἊὊỆợỦᑶẨטᑸౡཋのԼᆔોᑣ
～ ỼἼἊἜἽԼᆔのᏋỆӼẬề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⬇ᩆฟ䛻䜘䜚సฟ䛧䛯䜻䝞䝘䝜䝩トト䜼ス (ᕥͿ�䛸
タ䜲ワン䝩トト䜼ス (ྑͿ�䛾✀㛫㞧✀ (୰Ϳ

㎰学㒊 ᛂ⏝生⛉学プ䝻䜾䝷䝮

http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜmnakano/index.html
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㧗 Ⓩ⇍䛻䜘䜛⡿⢏ⓑ⃮䝯カ䝙䝈䝮

䝁䝅䝠カ䝸新潟大学Ehϭྕᡂᯝሗ࿌グ⪅ぢ䠄௧ϮᖺϭϬ᭶3Ϭ᪥䠅

ǭーワーȉ イネ、�ᴈアȟȩーǼ、デンプンˊᜓСࣂ、新品ᆔ発、バイオステǣȟȥȩント

ᧉ分ݦ ࣖဇ分子ኬᏘ生ཋ学、ౡཋ生҄学、境界農学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ǳシȒカȪ新潟大学071ӭ（品ᆔႇ録ဪӭ：ᇹ２ᲱᲲᲯᲰӭ）
The rice �-am[lase gl[coprotein is targeted Hrom the )olgi apparatus through the secretor[ pathwa[ 
to the plastids. 2lant %ell 2009� 21: 2844ệ58� doi:10.1105/tpc.109.068288.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟のǳȡ（ཎに、ǳシȒカȪ、ᣒ等）に
᧙̞する産学ܫのすǂての分

ᡆᡮなɭˊ̟進技術をᬝ̅して、イネの新品
ᆔ発を進めるとともに、ఎؔ技術、ཎに作ཋ
のஊする能щをࡽき出すバイオステǣȟȥȩン
トを発し、地域農業のਰ興にᝡྂします。

ɤʟ研究ܴ http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵑᵗᵑᵽja.html
https://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜnkariwa

ᐯ科学ኒ 教授

ɤʟ 明 ᵫᵧTᵱᵳᵧ Toshiaki

ỶのἙὅἩὅˊᜓ制御研究
～ ૼԼᆔ開発・ἢỶỼἋἘỵἱἷἻὅἚ開発ồ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ǳȡは、イネのܦ༌ᆔ子からቡをٳしたもので、
ɼにᏕʐといƏኵጢと、Ꮥ盤（Ꮥᑻ）から構成さ
れています。このƏちᏕʐはႉに相࢘するᢿ分
で、大のデンプンがԃまれています。イネのᆔ
子の発ᑻには、このᏕʐにᔛえられたデンプンを
分解し、発ᑻのᨥのエネルギーにする࣏ᙲがあり
ます。ɟ૾で、イネのႇ༌には、Ꮥʐにおけるデ
ンプンのᔛᆢがᙲなȝイントとなります。この
ǑƏにデンプンのˊᜓのȡカȋズムの解ଢは、イ
ネの健μな成ᧈとともに、の品ឋをዜ持・向上
するƏえでಊめてᙲな課題です。

地ྶภଡ଼҄にǑるٰܓのཹはイネの᭗ภႇ༌
ᨦܹをࡽきឪこし、ǳȡの品ឋ˯下が農業ྵئで
大きな問題になっています。これまで、イネにお
けるデンプンˊᜓСࣂの研究を、生理・生҄学的、
おǑƼ分子ኬᏘ生ཋ学的ඥをᬝ̅して進め、デ
ンプン分解ᣞእ�ᴈアȟȩーǼが分ඣኺែからプ
ȩスȁȉにᡛ・҄נޅし、機能することをଢら
かにしました。この研究から、᭗ภႇ༌にǑるǳ
ȡ品ឋ˯下に�ᴈアȟȩーǼが᧙ɨするといƏˎ
ᛟが生まれ、Ʀして౨ᚰしました（上） 、נྵ。
ᣒもԃめ、᭗ภストȬス᎑性をஊするイネ新品
ᆔの発（下）、ɳƼに、᭗ภストȬス᎑性を
付ɨするバイオステǣȟȥȩントの発を行って
います。

⃦⢊
生合ᡂ

⃦⢊
ศゎ

⃦⢊
生合ᡂ ⃦⢊

ศゎ

ṇᖖ䛺⃦⢊௦ㅰ

O2
�
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�

O2
�

␗ᖖ㧗 
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㻹㻿㻰㻝
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䝡䝣䜱䝈ス⳦䛾ᣢ䛴LNB㑅ᢥ௦ㅰ⤒㊰

Ᏻ౯䛺ཎᩱ䜢ฟⓎ䛸䛧䛯10LͲス䜿ー䝹で䛾LNB䛾㓝⣲合ᡂ

ǭーワーȉ オȪǴኄ、プȬバイオテǣクス、ビȕǣズスᓏ、ᣞእ

ᧉ分ݦ ᣞእМဇ学、ኄឋ҄学、食品学、食品科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ȩクトᲧᲧビオース᳃ӏƼǬȩクトᲧᲧビオースの製造૾ඥ （ཎᚩ4915917ӭ）
オȪǴኄの製造૾ඥ （ཎᚩ6678483ӭ）
1
 本ή、ኄឋ᧙連ᣞእဇ技術の発.� ࣖဇኄឋ科学� 8ޢ҅�20-32 � 
2018�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品・ᕤ品᧙連企業なƲ*/1᧙連ˌٳにもᆔ々のオȪǴኄ大ᛦ製
技術を発しております。ᣞእඥにǑるオȪǴ
ኄの大ᛦ製技術に興味をお持ちでしたらご
連絡ください。

Լ学研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵑᵐᵏ

ᐯ科学ኒ 教授

ޢ҅ ஜή KᵧTAOKAᵊ ᵫotomitsu

ἥἧỵズἋᓏのἤἚἱἽἁỼἼἆኄˊᜓ経ែỆᡐỦ
～ ʐとἥἧỵズἋᓏの᧙̞ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᆔ々のオȪǴኄがᐂ内ծྚᓏをفやすきをᅆ
すことにǑりプȬバイオテǣクスとして食品発
されています。ビȕǣズスᓏはプȬバイオテǣク
スのɼᙲなターǲットです。ʐδᐂ内でのビȕǣ
ズスᓏܭბはʐδ健康にᙲであるとされます。
ビȕǣズスᓏはʐにԃまれるȒトȟルクオȪǴ
ኄ
*/1�をᢠ৸的にˊᜓすることにǑりΟ先的な
ることがӞくからჷられていました。しࢽを഻ف
かしながら*/1はオȪǴኄのᙐᩃなฆ合ཋであ
り、Ʀのˊᜓኺែはᧈ年ଢらかにされていませǜ
でした。ᅶたちは2005年にビȕǣズスᓏがᓏ体
内に*/1のᢩ᩼Ψᇢにٶくנ܍するʚኄで
あるȩクト-0-ビオース+
L0$�のཎီ的ˊᜓኺែ
を持つことを発ᙸしました。この発ᙸをڎ機とし
て共ӷ研究者らとビȕǣズスᓏの*/1Мဇに᧙
わるᣞእ፭をӷܭすることに成ыし、ྵנではǲ
ノム情報から*/1ˊᜓኺែのஊをᄩᛐできる
ǑƏになりました。

ʐδᐂሥからҥᩉされるビȕǣズスᓏᆔの大ᢿ
分はL0$ཎီ的ˊᜓኺែを持ちます。L0$はビ
ȕǣズスᓏ׆഻ف子としてࢳされますが、ஊј
な製造ඥがנ܍しませǜでした。ᅶたちはL0$を
価なҾ料のシȧኄと0-アǻȁルǰルǳサȟンかܤ
らɟെ᨞のᣞእඥにǑり大に製造できる૾ඥを
発しました。食品እ材としてのࣖဇをࢳして
います。

gltA gltB gltC lnpA lnpB lnpC lnpD

1 kb

B. longum subsp. longum JCM1217T

ABC transporter (GltABC)

Gal 1-P + HexNAc

LnpA

B. longum cell

Glc 1-P

LnpDLnpC

ゎ⢾⣔䠖䜶䝛䝹䜼ー

GNB/LNB

UDP-Glc

UDP-Gal

GNB/LNB
ATP ADP

Pi

UDP-GlcNAc

UDP-GalNAc

GlcNAc 1-P

GlcNAc 1-P
GalNAc 1-P

LnpC

ATP ADP

LnpB

GNB: Galɴ1,3GalNAc
LNB: Galɴ1,3GlcNAc

Suc Glc1P Gal1P

Fru
Pi

SP GalT GLNBP

GlcNAcGalE

LNB
UDP-Gal UDP-Glc
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ǭーワーȉ 食品の機能性、大ᝃ、ʐᣠᓏ、イǽȕȩȜン、エクオール

ᧉ分ݦ 食品生҄学、食品ࣇ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

大ᝃはٶくの成分や機能性成分をԃǉ健康食材であり、Ʀのˊᘙ的機能性成分としてイǽ
ȕȩȜンがあります。イǽȕȩȜンは、৴ᣠ҄作ဇ、ᭌቫ᭨ၐやʐၶ・Э立ᐄၶのʖ᧸јௐなƲ
様々な機能を持つことが報ԓされています。しかし、大ᝃɶのイǽȕȩȜンの大ᢿ分はኄとኽ合
したᣐኄ体としてנ܍するためƦのままではԈ収されƣ、јྙのᑣいԈ収にはኄの分解が࣏ᙲで
す。Ȓトのෞ҄ᣞእではイǽȕȩȜンのᣐኄ体は分解できませǜ。ƦこでƦの分解はᐂ内ኬᓏに
があるため、Ʀの分解とԈ収は̾人にǑり大きくࠀしていますが、ᐂ内にいるኬᓏには̾人܍̔
ီなります。また、イǽȕȩȜンの機能のٶくはڡ性ホルȢン様作ဇにǑるものですが、イǽȕ
ȩȜン自体の作ဇは᩼ࠝにࢊいものです。ɟᢿのᐂ内ኬᓏはイǽȕȩȜンをホルȢン作ဇがࢍい
「エクオール」に٭੭することがჷられていますが、このᓏを持つȒトのл合は２ᾄᲯлしかい
ませǜ。つまり、ӷじのイǽȕȩȜンをઅӕしても、ƦのјௐはƦのȒトのᐂ内ኬᓏにǑり大
きくီなります。Ʀこで࢘研究ܴでは、自界から様々なʐᣠᓏをҥᩉし、イǽȕȩȜンᣐኄ体
を分解する能щが᭗いᓏや、イǽȕȩȜンをエクオールに٭੭できるᓏのኧを行っています。

ծྚᓏとしてჷられるʐᣠᓏからこれらの作ဇを持つᓏがࢽられれば、ᐂ内ኬᓏに作ဇされる
ことなくイǽȕȩȜンのјௐがࢽられるܤμ性の᭗い機能性食品の発が可能になります。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

、研究ܴでは食品の᭗付加価値҄をႸਦし࢘・
食ǂཋの「፦味しさ」と「機能性」の向上に᧙
する研究を行っています。食品᧙連企業との連
携をࢳします。

イǽȕȩȜンだけでなく、in Xitro での様々
な機能性のᚸ価が可能です。また、Ӳᆔ食品成
分の分ௌも可能ですので、おൢ᠉にご相談下さ
い。

ဃཋửМဇẲẺԼのೞᏡࣱのӼɥࣇ
㛊 ᝃのೞᏡử᭗ỜỦʐᣠᓏのኧٻ 㛊

ᐯ科学ኒ 教授

؉ ૯࣓پ ᵨOᵦ Toshio

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ౡཋ性食品እ材から分ᩉしたʐᣠᓏの大ᝃイǽȕȩȜンのアǰȪǳンへの٭੭能（ଐ本食品学会ᛏ）

Լ化学研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵓᵖ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᦤྲྀ䛧䛯大㇋䜲䝋䝣䝷䝪ン䛾⭠ෆ⣽⳦䛻䜘䜛௦ㅰ

㎰学㒊 㣗ရ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ ᭗ן食品加技術、᩼加༏食品加、᭗付加価値҄、ࣇ生ཋСࣂ、ཋ性٭੭

ᧉ分ݦ 食品科学、အ産ཋМဇ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

≉チ䠈 ⪏⇕ᛶⱆ⬊⳦䛾ẅ⳦ཪはάᛶฎ⌮᪉ἲ 䠄㻼㻯㼀㻛㻶㻼㻞㻜㻝㻠㻛㻜㻣㻢㻝㻞㻜㻘㻌㼃㻻㻞㻜㻝㻢㻜㻜㻢㻝㻞㻝㻭㻝䠅
≉チ䠈 㣗⫗ධ䜚䝺ト䝹ト㣗ရ䛾〇㐀᪉ἲ䠄㻶㻼㻞㻜㻝㻠㻜㻢㻠㻡㻠㻞㻭䠅
ㄽᩥ䠈 ᅽຊで⫗䛜㌾䠛䌦㣗⫗䛾㧗ᅽ≀ᛶኚᢏ⾡䛾㛤Ⓨ䌦.㻌㧗ᅽຊ䛾⛉学䛸ᢏ⾡㻘㻌㻞㻣㻔㻝㻕㻦㻌㻠㻥-㻡㻥 㻔㻞㻜㻝㻣㻕

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

အငᙌᡯ学研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜriesan/chikusei.htm

ᐯ科学ኒ 教授

ᙱෙ 理ʂ Nᵧᵱᵦᵧᵳᵫᵧ Tadayuki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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᭗ןԼ加২ᘐの開発と୍ӏ
～ ૼ発ẆٹのԼ加২ᘐ ～

・食品᧙連企業
・食品እ材（農൦အ産ཋなƲ）をかした加
ช加д˯ถ食品の発をႸਦす૾・طやถ
・食の᭗付加価値҄で地域おこしを考える૾

᭗ןϼ理は༏をဇいないで様々なことができ
る技術で、ᡈ年、ɭ界でՠ品҄が進ǜでいます。

新潟大学地域連携ȕーȉサイエンスǻンター
ᧈとして、産ܫ学地域連携ѣをしています。



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－109－－108－

⅏ᐖ㣗
研究

ǭーワーȉ ܹ食、ଐ本ܹ食、ᙲᣐॾ者、食のͳえ、ローȪンǰストック

ᧉ分ݦ 食品科学、҄学、タンȑクឋ・アȟノᣠˊᜓ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

大学を᠆とした産学ܫ連携の食品研究発とᏋのޒ：「ܹ食の研究：ܹ時の食のોծにǑるถ、ଐ本ܹ
食ᛐᚰ基แ」、食品と発、2016.
ܹ時における食とƦのͳᔛ、Üிଐ本大ᩗをਰりᡉってᬍᣃႺ下地ᩗにͳえるÜ、ࠓ社、2014.
ܹ時の・食ኋ問題、ଐ本・食ኋ学会ዻ（分ਃؓᇿ）、ࠓ社、2011.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤ
ᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤ

・ᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤ
ᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤᲤ（Ჲ０܌ᆉ度）

ଐ本ܹ食の୍ӏ、ͳえの̟進をႸにӕり
ኵǜでいます。新潟大学地域連携ȕーȉサイエ
ンスǻンターや学会等のネットワークも生かし、
課題解決に向けて進めています。

制御学研究ܴ http://www.agr.niigata-u.ac.jp/food-sc/index.html

ᐯ科学ኒ 教授

藤 ࣑ ᵤᵳᵨᵧᵫᵳRA ᵱhinobu

ấẟẲẟܹの研究
～ ܹののોծỆợỦถẆࣄᐻửႸਦẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

・食品製造、්通、ᝤ٥等に᧙わる分。自治
体等のܹに᧙するᢿፙ（ܹݣሊ、̬健所、
ٟなƲ）。またܹݣሊ機᧙等の皆様との
連携をおࢳちしています。

㎰学㒊 㣗ရ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ 共共通通・・他他のの領領域域

ܹにͳえた᩼ࠝ食はᧈ̬܍性が

最ᙲᙻされておりますが、発ࢸの
տ食時での᭗ᱫ者やʐ࠷δ、Сᨂ
者等の食ǂるͨのᙻ点では、ોծの˷
地がٶくあります。また食ʙӏƼ生
ਦݰは、ᘮ地でのᛚִ性Ꮝ໒等の˯
ถにつながることもଢらかとなってき
ました。

Ʀこで「ܹ食」のဇᛖを੩し、
新潟ɶឭ地ᩗ、ɶឭඌ地ᩗ、᧵ᅕែ
大ᩗ、ிଐ本大ᩗ等における食の
課題を研究し、ኵጢとしてોծを੩ᚕ
してきました。

ଐ本ܹ食学会のᚨ立ңщ等、ܹ
に向けた食のͳえのΪܱをっていま
す。
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䛂䝹䝺䜽䝏䜶䛃ᯝᐇカ䝷ー䝏䝱ート

䛂䝹䝺䜽䝏䜶䛃生⫱䝰䝙タ䝸ン䜾

ǭーワーȉ ᑥࢢဒϼ理、ᑥࢢ解ௌ、࢟ཞ解ௌ、ௐܱカȩーȁȣート、ᡈហٳ分ή、ɶហٳ分ή

ᧉ分ݦ 農業情報学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ψ൨ܑ̀� ఌ� ᤠஙб˦� ݱɟ� ૪ᕲ̬χ 
2015�: 生産ྵئへのݰλをႸਦすȖȉウ（シȣインマスカット）
カȩーȁȣートのᚾ作� 農業情報研究� 24
1�� 1-14.
Ψ൨ܑ̀: ᑥࢢဒϼ理にǑる農産ཋのᑥ計ย� ဒȩȜ� 25
12�� pp.1-7� 2014.
農業情報学会ዻᲦ新スマート農業 ー進҄する農業情報МဇーᲦ農ወ計出版Ღ144-145Ღ2019.

Լ・ᠾಅऴإ学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᐯ科学ኒ 准教授

Ψ൨ ܑ̀ ᵫOTONAᵥAᵊ ᵷoshitaka

ဒϼ理・ήἍὅἉὅἂ২ᘐỆợỦ
Լ・ᠾငཋのԼឋᚸ̖・管理

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

食品・農産ཋの品ឋのɼᙲな׆子に、ᑥ、࢟、
食味、ᬐり、食感がありますが、これらはいƣれ
も人᧓のʞ感にǑってᚸ価されます。Ʀのため、
ᚸ価者のီࠀなƲܲᚇ性にഎける、数҄がᩊし
いなƲの問題があります。

ௐܱカȩーȁȣートでは、ᑥࢢဒϼ理にǑり
ௐܱのᑥの҄٭をᑥᆰ᧓での推ᆆとਵえ、解ௌす
ることで、ௐᑥ҄٭Ȣデルを構ሰしています。ま
た、ௐܱの࢟ཞ解ௌでは、大きさにǑらない、࢟
だけの情報をဇいて、ٶ様な࢟ཞのௐܱのแ࢟
ཞをም出し、ௐܱȁȣートにᢘဇしています。

このௐܱカȩーȁȣートはܭ的にৢƏことが
ᩊしい、ௐܱのᡙ༌進度のᚸ価基แとなっていま
す。また、ᡈហٳ分ή、ɶហٳ分ήをဇいて、成
༌ᢅᆉでのௐܱの内ᢿ成分の҄٭を解ௌすること
で、ኄ・ஊ機ᣠ成分のኵ成、ԃの҄٭と成༌と
の᧙̞、成༌ࢸの品ឋᚸ価なƲに᧙する研究も
行っています。

さらに、上でのௐܱの生ᏋをဒȢȋタȪン
ǰするとともに、ᡈហٳ分ήǻンサーで᩼ᄊْ・
ኺ時計ยすることで、収ᆫᢘの推ܭ、収ᆫௐの
品ឋ推ܭなƲ、᭗品ឋなௐܱのఎؔሥ理に向けた
研究にもӕりኵǜでいます。

㎰学㒊 㣗ရ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ
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ᅗϮ͘�➽⫗䛻お䛡䜛ɴϮͲ䜰䝗䝺䝘䝸ンཷᐜయ䜢䛧䛯
タン䝟䜽㉁ศゎᢚไ䝯カ䝙䝈䝮

ǭーワーȉ 㦵᱁➽タン䝟䜽㉁ศゎ䚸機⬟ᛶ㣗ရ䚸機⬟ᛶ㣫ᩱ

ᧉ分ݦ ᰤ㣴生学䚸㣫ᩱ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5himamoto 5 et al.� )eneral and comparatiXe endocrinolog[� 8ol.267� pp.45-50� 2018.
5himamoto 5 et al.� %omparatiXe Diochemistr[ and ph[siolog[. 2art A� /olecular � integratiXe  

ph[siolog[� 8ol.211� pp.1-6� 2017.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品᧙連企業
・料᧙連企業
・医ᕤ品᧙連企業

ሂᎹのをᛦራするˁኵみの研究を通して、
ᑣឋな食ᎹをјྙǑく生産する技術発や、
サルǳペȋアへのݣሊ૾ඥにもᝡྂしたいと
考えています。

制御学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᐯ科学ኒ я教

Ψ ኟࠎ ᵱᵦᵧᵫAᵫOTO ᵱaki

ሂᎹのἑὅἣἁឋˊᜓᛦራỆ᧙ẴỦ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ѣཋの体のኖ40ᲟがሂᎹであり、ሂᎹはᢃѣ
やۋѬዜ持なƲᙲな役лを持つኵጢです。また、
ܼအのሂᎹはᑣឋなたǜƺくឋเとして、ᅶたち
の食にഎかせないものです。

ሂᎹは、タンȑクឋの合成と分解のバȩンス
にǑってᛦራされています。ྵנ、᭗ᱫ社会で問
題となっているサルǳペȋアやࡑဇ性ሂᓨなƲ
にǑるሂᎹのถݲは、タンȑクឋの分解が合成
を上ׅったཞ७です。Ʀのため、ሂᎹをዜ持す
るためにはタンȑクឋの分解のˁኵみをჷる࣏ᙲ
があります。

ሂᎹタンȑクឋのኖ8лがሂҾዴዜタンȑクឋ
とԠばれるȟオシン、おǑƼアクȁンで構成され
ており、これらのタンȑクឋが分解されるˁኵみ
について研究しています。また、ሂᎹのタンȑク
ឋ分解を৮Сする機能を持つ成分にදႸし、
機能性食品や料材へのဇに向けた研究も
行っています。

これまでに、ሂᎹɶの�2-アȉȬナȪンӖ容体
が性҄すると、ሂᎹɶのȦビǭȁンプロテア
ǽームኒタンȑクឋ分解が৮Сされることをଢら
かにしています。

㻭t㼞og in-㻝 㻛㻹 㻭㻲㼎㼤
䝴䝡䜻䝏ン䝸䜺ー䝊

タタ ンン䝟䝟䜽䜽㉁㉁ศศゎゎ䛾䛾ᢚᢚไไ

㻞㻢㻿プ䝻䝔䜰䝋ー䝮

䃑㻞-䜰䝗 䝺䝘䝸 ンཷᐜయ

㻲o㼤㻻㻝 m㻾㻺㻭

㻭t㼞og in-㻝 㻛㻹 㻭㻲㼎㼤㻲㻲oo㼤㼤㻻㻻

m㻾㻺㻭ศゎ

mi㻾㻺㻭䛾ቑຍ

䝭 䜸䝅ン

䜰䜽䝏ン

ᅗϭ͘�➽⫗䛾䛺構ᡂタン䝟䜽㉁
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ǭーワーȉ 時ኒЗ行ѣデータ、દ作インタȕǧース、感ᙾ情報・信ӭϼ理、ᢒᨠСࣂ・ǳȟȥȋǱーシȧン

ᧉ分ݦ ౡཋᏋᆔ学、ᢡˡ学、טᑸ学、ᢡˡ子学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

内のᓔ生産では、品ឋሥ理のためᕤдにǑ
る၏ܹ᧸ᨊを行っていますが、生産者にٶ大なі
щとǳストをࢍいる上、生産者の健康ᘮܹやٓם、
൦ឋ൲௨のᚇ点からしても、農ᕤఎؔが可能な
᎑၏性品ᆔのᏋ成がࢳたれています。

このため、᎑၏性品ᆔをјྙ的に発する研究
のɟつとして、৽৴性ᢡˡ子の&0Aマーカーを
発しています。

ᓨ᰾၏は、アȖȩナ科ᓔにᓶの᰾҄・ᓨϳၐ
ཞの発生なƲขЦなᘮܹをもたらすขЦなٓםˡ
௨性၏ܹであり、ᆔᒁȡーカーではᓨ᰾၏৽৴性

;;44�を付加した品ᆔᏋ成が求められていますが、
発᧓のᧈ҄が問題となっています。

Ʀこで、研究発のኽௐ、ᓨ᰾၏にݣする;;44
ᢡˡ子のクローンȋンǰに成ыし、ᢡˡ子ཎᚩを
ӕࢽしました。アȖȩナ科ᓔの;;44ᢡˡ子では、
ɭ界でИめての̊であり、本ཎᚩを̅ဇした&0A
Йܭඥは、ࢼஹ行われてきた൲௨ئבをМဇした
৽৴性ᢠ৷では人的、ኺฎ的ਃはက大であった
のにݣして、іщੑけƣ、ჺ᧓ᄩܱにᢠ৷を進
めることができ᩼ࠝにஊဇです。

ᓨ᰾၏のǄかに、ఌこƿ၏の৽৴性ᢡˡ子マー
カーやȦȪのᑶብを作るᢡˡ子のマーカーも
発しています。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・品ᆔોᑣを行っているᆔᒁȡーカー、π立
のᚾ᬴研究機᧙。

ᛦǂたᨂり、ࠊᝤされるアȖȩナ科ᓔのか
なりᢿ分が、 ;;44ᢡˡ子を持っておらƣ、本技
術のݰλの࣏ᙲ性があります。

᎑病ࣱᢡˡ子ἰὊカὊの開発とМဇ

ᐯ科学ኒ 教授

߃ޢ ɟ OKAᵸAKᵧ Keiichi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᓨ᰾၏ᓏ৽৴性をஊするȝȪȌクȬオȁȉ、ӏƼƦのМဇ、ɳƼにアȖȩナ科ౡཋのᓨ᰾၏ᓏにݣする৽৴性のЙܭ
૾ඥ. ߃ޢɟ、ᕲ本ᱴ、߷ᡀᨙ大、ฌ൦Ψ、ᔓ子∑. ཎᚩᇹ6261934ӭ、πଐ2015/4/20.

ౡཋᢡˡᏋᆔ学研究ܴ http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜplantbreed/index.html

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

5 6+

1075 ĺ
810 ĺ

265 ĺ

ᅗ㸯 '1$᳨ᰝ࡚ࡗࡼᚓࡓࢀࡽ㻰㻺㻭ᆺࠋ㻾㻦ᢠ

ᛶࣔ࣍㻔㻾㻾㻕ࠊ 㻿㻦⨯ᛶࣔ࣍㻔㼞㼞㻕ࠊ㻴㻦ࣟࢸ࣊ᆺ㻔㻾㼞㻕

ᅗ㻞 ᥋✀ヨ㦂䛻お䛡䜛⨯ᗘᣦᩘ䚹�䠖䚸�䠖▸
䚸�䠖㯤䚸䠏䠖ᯤṚ。
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ϙჇ.ᓸ・共ዻᓸ

ǭーワーȉ ᨥତ、クȩスターဦ、μ̬ᨦܤᨥȕーȉシステム、農業・農発、食料

ᧉ分ݦ 農業ኺฎ学、発ኺฎ学、地域研究

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ஙҤᒻᒻ（2010）『ɶにおけるクȩスターဦにǑる農業農発』農ወ計出版.
ஙҤᒻᒻ（2015）『ોᚖ .ᨥȕーȉシステムᛯ』農ወ計出版
-iminami�L.and 0aMamura� T.eds.（2016）Food 5ecurit[ and +ndustrial %lustering in 0ortheast Asia 
0ew 

Frontiers in 4egional 5cience: Asian 2erspectiXes 6�� 5pringer.
-iminami� L� et al. 
2021� 4ice policies Hor long-tail marMet-creating innoXations : empirical stud[ on consumersÞ 

cognition and DehaXior in ,apan. Asia 2aciHic ,ournal oH 4egional 5cience� 5
3�:909-932

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᅈ˟経ฎᠾ学分野 https://sites.google.com/site/lilykiminamihp/home

ᐯ科学ኒ 教授

ஙҤ ᒻᒻ KᵧᵫᵧNAᵫᵧ ᵪily

ᨥἧὊἛἉἋἘムとਤዓӧᏡễᠾಅ・ᠾ開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ʻଐの食料やเӏƼ環境問題の解決には、技術的なアプローȁだけではなく、ኺฎ・社会的
なアプローȁがɧ可എです。本研究ܴでは、食料やเӏƼ環境問題をめƙる᧙̞をኺฎ学的に
解きଢかし、持ዓ可能な農業と農をܱྵするˁኵみを考えることをᏋ・研究のɶ࣎にしてい
ます。ଐ本やɶをԃǉிアジア地域をɼᙲな研究ݣᝋ地域としています。

ᡈ年では、ଐ本のǳȡ産業の持ዓ的な発ޒのܱྵに向けて、ෞᝲ者のᛐჷ・行ѣ、ᆖ作ኺփの
イノșーシȧンのʙ̊、ሊなƲをٶᚌ的に分ௌし、ئࠊ創造イノșーシȧンのᛔ発に向けて
ǳȡሊを٭᪃し、ロンǰテールئࠊとしてǳȡ産業を発ޒさせる࣏ᙲ性をଢらかにしています。

また、新潟を᠆ឱに他の地域をԃめてٶ様なテーマの研究を推進しています。最ᡈではཎに食
料・農業・農における社会的企業ܼችᅕ（�Ძ）にბႸしたܱᚰ的研究にӕりኵǜでいます。

農業ኺฎ学、発ኺฎ学、地域研究のӲ分
のࢍみを生かしつつ、ྵܱ社会と研究のុᩉ感
を大ʙにしながら、ᧈ的・ᨥ的なᙻ点を
持った研究をੑ࣎けています。

・問題ॖᜤやビジȧンが共ஊでき、ᛦ௹や情報
੩̓等を通じて研究にごңщいただけるμての
ステークホルȀー

㎰学㒊 生≀㈨※⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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イノșーシȧンにǑる創造ئࠊ1Შǳȡ産業における
ロンǰテールئࠊの発ޒȢデル 
-iminami et al. 2021Ǒり�

（ロングテール）

販売数

節約
美味しさ 健康

安全
⽶を⾷べるプロセス
を楽しむ
（選択/調理/⾷事）

新しい種類の⽶商品
と⾷べ⽅の発⾒

コミュニケーション
稲作・⽶の⽂化継承・創造

＜イノベーション志向＞ ＜共有価値創造志向＞

（ヘッド）

ブランド 環境

市場創造型イノベーション
による需要創造部分

＜利⽤・経験価値志向＞＜ニーズ＞

【受動的消費者】 【能動的消費者】

経済価値
経済、社会・環境価値

社会・環境価値

�1: ǽーシȣル・イノșーシȧン（新たな価値ᚇの下で、人々の相ʝ᧙̞や社会のˁኵみを٭えていくプロǻス）のเඡとなるもの。
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ᅗ䠍䠊㒔ᕷ䛾ᣢ⥆ⓗⓎᒎ䛸㎰ᴗ䛾ከ㠃ⓗ機⬟䛾㛵ಀ䛻㛵䛩䜛䝰䝕䝹

ᅗ䠎䠊ศᯒ⤖ᯝ䛾୍㒊

ǭーワーȉ ᣃࠊ農業、᩿ٶ的機能、ǽーシȣル・ビジネス、創造性、ǽーシȣル・ǭȣȔタル（社会᧙̞本）

ᧉ分ݦ 農業ኺฎ学、発ኺฎ学、地域研究

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

-iminami� Lil[ et al. 
2018� +mpacts oH /ulti-Hunctionalit[ oH 7rDan Agriculture on the %%s in ,apan. Asia-2aciHic ,ournal oH 
4egional 5cience. 2
2�:507-527

-iminami� Lil[ et al. 
2019� +mpacts oH /ulti-Hunctionalit[ oH 7rDan Agriculture on the %reatiXe %lasses in )loDal /ega %it[: 
Focusing on 5hanghai in %hina. Asia-2aciHic ,ournal oH 4egional 5cience. 3
2�:487-515

-iminami� Lil[ et al. 
2020� 5ocial Entrepreneurship and 5ocial $usiness Associated with /ultiple Functions oH 7rDan Agriculture in 
,apan. Asia-2aciHic ,ournal oH 4egional 5cience. 4
2�:521-551

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・農業を通じた社会課題の解決と地域の持ዓ的
発ޒをႸਦす自治体
・ǽーシȣルビジネスとしての農業ኺփを推進
するኵጢ・ׇ体、農業・食料分のឪ業ܼ

先ᇢ的なᣃࠊ農業Ȣデルの社会ܱᘺ・社会的イ
ンȑクトᚸ価のᚇ点から研究推進と成ௐᢩΨを
。っています

ᅈ˟経ฎᠾ学分野 https://sites.google.com/site/lilykiminamihp/home

ᐯ科学ኒ 教授

ஙҤ ᒻᒻ KᵧᵫᵧNAᵫᵧ ᵪily

ᣃࠊᠾಅの᩿ٶႎೞᏡとἏὊἉἵἽ・ἥἊἋỆ᧙ẴỦ研究
～ ଐஜとɶのൔ᠋研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農業は食料生産だけでなく、環境̬μ、ᚇ
的機能をஊして᩿ٶなƲのئ成、農業体᬴の࢟
います。ᡈ年はᣃࠊにおける農業（ᣃࠊ農業）
はƦの役лが大きくᙸႺされ、ྵئȬșルや
ሊにǑってᆢಊ的な推進がれています。ɟ૾、
地域課題をビジネスのアプローȁを通じて解決
をるǽーシȣル・ビジネスにදႸがᨼまって
おり、ᣃࠊ農業においてもǽーシȣル・ビジネ
スとᙸなせる内ٳの先進的ʙ̊がࢹ々に報ԓ
されています。

本研究ܴでは、ଐ本（ிʮᣃ、新潟ࠊをԃǉ
ˋਦܭᣃࠊᲮࠊ）とɶ（上ෙࠊ）をݣᝋと
した的分ௌ（˰ൟアンǱートᛦ௹の企ဒ・ܱ
とወ計解ௌなƲ）おǑƼឋ的分ௌ（ឪ業ܼへ
のȒアȪンǰᛦ௹・文ྂ）を行いました。Ʀの
ኽௐ、ǽーシȣル・ビジネスとしてのᣃࠊ農業
とƦの発ޒのプロǻスが᩿ٶ的機能の発ੱとと
もに、創造性（クȪエイテǣȖ࣬考）をஊする
人々をोきつけ、社会᧙̞本（˰ൟの信᫂・
規ር・ネットワーク）の向上とᣃࠊの持ዓ性を
向上させるȡカȋズムをଢらかにしました。

┿䠊ᐇែㄪᰝ䛾ᵝᏊ

ᐯ科学ኒ я教

Ӟຓ ॰ɟ ᵤᵳRᵳᵸAᵵA ᵱhinichi

㎰学㒊 生≀㈨※⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ
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ǭーワーȉ ች子、ҳ子、Ꮥ盤Ꮨᙀܦඥ、ᢡˡ子ો٭ѣཋ、ٶ能性࠴ኬᏘ

ᧉ分ݦ ѣཋ生഻学、発生学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

https://researchmap.jp/www.niigata-u.ac.jp
https://researchmap.jp/Animal-/odel

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

まだ᬴ܱെ᨞の研究ですが、新たな食料生産、
生഻ᙀя医療、ϐ生医療なƲのࣖဇにޒでき
る可能性のある技術発になります。

ܼအጛ഻学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ᐯ科学ኒ 准教授

؉ޛ ᅵଯ ᵷAᵫAᵱᵦᵧRO ᵦideaki

ီᆔဃ˳内ỂのೞᏡửϐྵӧᏡễဃ഻ኬᏘ˺ᙌ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新たなᨥ環境の下で、がの農൦産業・
食品産業が持ዓ的にዜ持・発ޒするためには、μ
く新たな食料生産のあり૾にਪし、新しいᇤʗ
щのเඡを生み出す先ݰ的な技術の発が࣯Ѧで
す。本研究では、ီᆔᏕ盤Ꮨᙀܦඥ、ᢡˡ子ો٭
技術おǑƼٶ能性࠴ኬᏘ技術をᗡ合することにǑ
り、᬴ܱݱѣཋのマウス体内で、ウシをはじめ
としたီᆔѣཋの生഻ኬᏘを作製し、人的にƦ
の産子をӕࢽする᪃新的な技術を発しています。

本研究発が成ыしたئ合、がにおけるΟ
ᑣᆔᨺ・ᩀཅのᣐͪ子をჺ᧓で大に、かつј
ྙ的に生産することが可能になります。また、性
成༌にᢋする᧓がჺい᬴ܱݱѣཋをМဇする
ことで、ɭˊ᧓ᨠのჺがࢳでき、Ꮛᆔોᑣܼ
အの生産に大きなᝡྂがࢳされます。Ʀの技術
は、အ産ྵئにおいてഏɭˊのጛ഻・Ꮛᆔ技術
のシーズとなるだけでなく、ଐ本が᪃新されたܼ
အ生産ჺ҄を先ݰすることになり、持ዓ可能な
食料生産、Ʀしてアジア・ɭ界への技術ᆆ᠃にも
ѣཋ᬴ܱݱ、することになります。加えてޒ
のအ産業へのМဇなƲ、᬴ܱѣཋ業界においても
ഏɭˊのѣཋเМဇへの発ޒにဒ的進ഩを
もたらすものとなります。

・ᣃᢊࡅჄのအ産ᚾ᬴ئ、အ産農ܼ、᬴ܱѣཋ
のȖȪーȀー、生഻ᙀя医療クȪȋック、ѣཋ
製ᕤ企業等

㎰学㒊 生≀㈨※⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

さらに、Ӳᆔ֥ܫの究ಊ的なီᆔでの新たな
機能をஊするᐥ֥ᆆౡဇѣཋ生産といったϐ生
医療研究領域にݣしても大きなࢨ᪪をɨえるも
のとなります。
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䠄ᪧ䠅ᑠᅜ⏫᳃ග㞟ⴠ䛻お䛡䜛㞟ⴠ⯆ィ⏬䛵䛟䜚

地ඖ䛂ሷᕝ㓇㐀䛃䛸䛾䝁䝷䝪䠖䛂大学は⨾䛧い䛃ŝŶ新ᐟ㧗ᓥᒇ

ǭーワーȉ 農業ਰ興計ဒ、地域農、参加地域Ʈくり

ᧉ分ݦ 農業ኺฎᛯ、地域農業ᛯ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

大学人のࢍみは、ȕȪーな立ئのɶ立性かも
ჷれませǜ。ɧܭܤな「ཱྀのႸ」農・٭᪃に
ある農業情Ѭの下で、地域の農業・農をϐ構ሰ
するには、何Ǒりも地域農業の૾向性についての
ॖᜤ共ஊ・ǰȩンȉデǶイン（計ဒ）が࣏ᙲです。

「人・農地プȩン」「地域農業ビジȧン」等、
これまでの計ဒƮくりは、「作ることがႸ的҄」
し、ܱ行᩿ޅで࣏ƣしもᝦ࣋しないことはなかっ
たでしǐƏか。ɟᢿのਃ࢘者や「ஊᜤ者」が੨い
たǭȬイな構が、ܱᨥには「ዋに੨いた」に
とƲまることはなかったでしǐƏか。Ʀれでも何
とかなってきたとすれば、Ʀのこと自体は「Ӟき
ᑣき時ˊ」あるいは、行のྵئに、ᣠいもい
も分かった上で「ᢋ人のᛦૢ」をਃƏプロの農
ਃܫ࢘がいたことのᚰでもあǖƏと࣬います。

しかし、人的にもᝠ的にも自治体がǏとりを
なくしつつあるʻ、ࢼஹのඥは通ဇしƮらくな
り、他૾で、きめኬかな計ဒƮくりとƦの࠼い᧙
̞者᧓での共ஊ、ܱ行െ᨞へのዓが求められま
す。ٶくの᧙̞ɼ体をࠇきᡂみながら、参加の
計ဒƮくりを進めることは、Ʀのࢸのܱោにもጟ
がります。ただٶくのɼ体をளƶるには、大学な
ƲٳのもဇすることがஊјになるでしǐƏ。
࢘ࡰを持ち݃って、ɟደに൱をかきませǜか。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᛯ文Ღ農業ۀՃѣ記録からみる新潟Ⴤの農業ۀՃの業Ѧのܱ७Ღ農ኺฎ研究Ღ201ᲱᲦ35
1�Ღ110-117Შ
ᛯ文Ღ農ңો᪃下での農ң本体ʙ業のңӷ性を問Ə:新潟Ⴤ内のѣきからᲦңӷኵ合研究Ღ201ᲱᲦ37
1�Ღ24-27Შ
ᛯ文Ღ新潟ࠊ᪃新的農業ܱោཎғのྵئから. ˰ൟと自治.Ღ2017Ღ649.Ღ16-19Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟Ⴤ内のࠊထ（農᧙連ᢿፙ）
・農ң・ם地ોᑣғ・015A+他農業ׇ体
・農業ٟ会・農ൟኵ合等の農ൟׇ体
・ᨼᓳኵጢ・地ғਰ興ңᜭ会021等の地域ׇ体

ᐯ科学ኒ я教

˙藤 ʰӮ ᵧTO Ryoji

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ൢᧈにじっくりお付き合い᪬ければ幸いです。
自ዅྙが᭗まる「のᣒ」でやりましǐƏ。
ばか（り）者・わか（ඖか）者・ǑƦ者の。
地Ψ大学ならではの݅な᧙̞構ሰ。

˙藤ʰӮ研究ܴ
㎰学㒊 生≀㈨※⛉学プ䝻䜾䝷䝮

ᵵEᵠῨ῟ḷ

農農・・食食・・ババイイオオ

のẺỜのؕᄽᛦ௹・ኵጢỀẪụܭᠾಅਰᐻᚘဒሊ؏ע
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ǭーワーȉ バイオテクノロジー、טᑸ作ཋ、新品ᆔᏋ成、ஊဇᢡˡ子のኧ、ౡཋኵጢؔ、ᆔ᧓ᩃᆔ

ᧉ分ݦ ౡཋኬᏘ学、טᑸ科学、ౡཋᏋᆔ学、ౡཋ生理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ɶ Ο��ɤˮ ദබݱ�� ʶ��大 Ⴧ࠼��οங ᨻӪ 『ᑶᏋᆔへの分子的なアプローȁ』Ꮛᆔ学研究 1���3�±�0. 201�年.
T.�,nDPurD��M.�1DND]DZD��M.�,VKLEe��M.�OWDnL��M.�1DNDno���201���3roduFWLon�Dnd�FKDrDFWerL]DWLon�oI�LnWerVeFWLonDl�K\ErLdV�
EeWZeen�7UiFyUWis VeFW.�BUDFhyFyUWis Dnd�VeFW.�+iUWDe YLD�oYule�FulWure.�3lDnW�%LoWeFKnolog\�3���1�5±1�0.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

Οれた࢟ឋをもつᩃᆔやီ٭体については地
域の新しいȖȩンȉ品ᆔとしてのМဇがࢳで
きます。

ౡཋኬᏘ学研究ܴ http:/www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵕᵖ

ᐯ科学ኒ я教

ٻ Ⴧ࠼ OTANᵧ ᵫasahiro

˺ཋのԼᆔોᑣのẺỜのؕᄽḵܱဇ
～ ἢỶἘἁỆợỦૼԼᆔのᏋ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

々の研究ǰループではטᑸ作ཋ 
ཎにᑶき� 
の品ᆔોᑣに向けてˌ下の研究をܱしています。

するȡカȋズムの解ଢܭឋを決࢟ᑸט �1

ᚇចをႸ的とするᑶきטᑸౡཋにおいては、ᑶ
ᑥ、ᑶ࢟おǑƼᒬۋ等のᙸたႸに᧙する࢟ឋが᩼
ࠝにᙲとなります。

々はこれらのטᑸ࢟ឋを決ܭするȡカȋズム
をᢡˡ子Ȭșルでᛦ௹しています。また最ᡈでは
ౡཋの生Ꮛにᢘさない環境でもఎؔが可能な新品
ᆔのᏋ成に向け、ౡཋの環境ストȬス᎑性に݃ɨ
するᢡˡ子をኧしています。

2� バイオテクノロジーにǑる新品ᆔのᏋ成

ᡈ年、ౡཋのኵጢؔやᢡˡ子ኵ੭えといった
バイオテクノロジーにǑるᏋᆔが研究されていま
す。

々は様々なᑶきטᑸౡཋをݣᝋとしてᢒጂᆔ
᧓ᩃᆔの作出やᢡˡ子ኵ੭えにǑる新品ᆔのᏋ成
を౨᚛しています。またʻࢸはௐやᓔのᏋᆔ
にもを࠼げていきたいと࣬っています。

々のもつ技術をМဇすることで、ݩஹ的に地
域のཎᑥとなるǑƏなȖȩンȉ品ᆔのᏋ成にᝡྂ
したいと考えています。

研究䛾ᴫせ

㎰学㒊 生≀㈨※⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

・地域にఌࠀしたȖȩンȉ品ᆔの創出に興味
のある企業、自治体おǑƼ生産者の૾
・品ᆔોᑣのݣᝋとするטᑸ作ཋを੩కして
くださる૾
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ᅗ䠍 ウ䜲䝹ス䛾ឤᰁ䛻䜘䜛䝮䜼㢮䛾ぢ䛯┠䛾ኚ
䠄ᕥ䠖䝭䝘トカ䝰䝆䜾䝃䚸ྑ䠖䜸䜸䝮䜼䠅

Ϋʖϭʖχ ଝᖓۥ介、ౡཋウイルス 、ɤ者᧓相ʝ作ဇ、ムギ / insect-Dorne Xirus� tripartite interactions� cereals

分 ౡཋ̬ᜱ科学、ౡཋ၏理学、ౡཋウイルス学 / crop protection� plant patholog[� plant Xirolog[

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

/inato 0. et al.� 5ci. 4ep. 4: 7399. 
2014�.（၏Ҿ体感௨にǑりଝᖓ࣐ᢤཋឋの内生がถݲすることをᅆした）
/inato 0. et al.� 2Lo5 10E 14
2�: e0212780. 
2019�.（ଝᖓۥ介性ウイルス၏の発生とਘをிҤアジア地域
ʚカでᛦ௹した）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟ჄおǑƼ҅ᨕ地૾のムギ生産に
携わる૾

・作ཋにおける၏ൢᚮૺアプȪ発等に興味の
ある૾

᬴ܱܴと生産ئבのบしとなるǑƏな研究

をႸਦしています。ᅶたちの技術をဇいて地域
農業の持ዓ・性҄にᝡྂしたいと考えていま
す。

ౡཋ病理学研究ܴ

ᐯ科学ኒ я教

ฬ ᓔச ᵫᵧNATO Nami

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ɭ界は8Ε人ˌ上の人ӝを抱えていまנྵ

す。ᅶたちは食料問題の解決にᝡྂすǂく、農作

ཋ生産のኖ3лともᚕわれる၏ܹᖓにǑるȕー

ȉロスの解ෞにბႸし、ౡཋ၏理学の分で研究

を行っています。ౡཋウイルスにǑるȕーȉロス

はኖ9300ɢトンにも上るとᚕわれていますが、

ウイルスはܿɼౡཋのˊᜓኒに大きく̔܍してい

るため農ᕤにǑる᧸ᨊがᩊです。ᅶたちは、ǳ

ムギなƲのムギにᘮܹをɨえるଝᖓˡ௨性のウ

イルス（1）をݣᝋに、ౡཋとウイルス、Ʀし

てۥ介ଝᖓのǑƏにီなる生ཋがƲのǑƏに᧙わ

りあって၏ൢをឪこすのか、ƲƏやって၏ൢを᧸

ƙことができるかを研究しています。

ウイルスがౡཋに၏ൢをࡽきឪこすȡカȋズム

やۥ介ଝᖓをౡཋにԠƼ݃せるˁኵみをᢡˡ子Ȭ

șルでଢらかにすることにǑり、ౡཋ-၏Ҿ体-ۥ

介ଝᖓの᧙わりをѼਙ的にਵえ、ଝᖓۥ介性ウイ

ルス၏にݣする新たな᧸ᨊඥの構ሰにすること

をႸਦしています（2）。またئבでቇ̝・ᡆ

ᡮにウイルスに感௨した作ཋをᙸつけるための౨

出ኒの発をᚾみています。

݊સ

Τϩη״染

݊સ

Τϩη״染

ᅗ㻞 䝮䜼㢮䝰䝕䝹᳜≀䛸᪻䜢⏝い䛯ウ䜲䝹ス᥋✀ᐇ㦂

㎰学㒊 生≀㈨※⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

ᠾ˺ཋỆ病ൢửឪẮẴỸỶἽἋとẺẺẦạ
～ ଝᖓۥ介ࣱ病Ҿ˳のဃ܍ဦの解明 ～

https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵏᵔᵕ
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䝻䝅䜰ᴟᮾ䛻お䛡䜛新潟大学䛾ྲྀ⤌䜏䛸ㄢ㢟

䝻䝅䜰ᴟᮾ大㇋生⏘⪅䛸᪥ᮏᕷሙ䛾䛩䜜㐪い

ǭーワーȉ ロシアಊி、食ဇ大ᝃ、၏ܹᖓ、ᆔ子ᝪᔺタンȑク、ขޖᏄ

ᧉ分ݦ 農業環境学、農業情報学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ロシアಊிは地理的にもଐ本にᡈく、わがの
食料ܤμ̬ᨦにנ的な能щをஊしています。し
かし、ൢͅや၏ܹᖓにݣする品ᆔᢘ性、ఎؔ૾ඥ、
収ᆫࢸϼ理、ཋ්おǑƼลฺᚨͳなƲで、҅、
カナȀおǑƼɶなƲのˊᘙ的なλ大ᝃの൦แ
にӏばないྵཞがあります。

本研究は、これまでにӕኵǜだ農൦産Ⴞᙀя
ʙ業のჷᙸに基Ʈいて、Ძ）大ᝃ၏ܹの発生ᛦ௹
と৽৴性のኧ、２）ロシア大ᝃにおける໗እ・
ᆷእのᨼᆢᛦራ機構の解ଢ、３）大規ئבにݣ
ࣖした᭗ᡮขޖᏄછᆔ機の発をႸ的とした、
ロシア科学アカデȟーಊிૅᢿ研究所とのᨥ共
ӷ研究です。

わがの大ᝃの自ዅྙ（ኋဇӏƼ食ဇ）は
7�であり、ܭܤしたλが食料ܤμ̬ᨦ上ᙲ
です。本研究ǰループは、ロシア大ᝃのɶにଐ本
の食文҄をࢢるᝃᏵ、味֠にڤᢘと考えられる品
ᆔをᙸい出しました。本研究は、大ᝃの၏ܹᖓ৽
৴性の向上、ขޖᏄછᆔ技術のᢘဇにǑりロシ
ア大ᝃの᭗収҄と᭗品ឋ҄とともに、わがの
食料ܤμ̬ᨦにᝡྂします。᭗ዾ度地域にあるロ
シアಊிの研究機᧙が̬ஊする研究ᔛᆢをݰλす
ることで、機能性に݈ǉエȀマȡ、大ᝃの発が
ࢳされます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

TaManori Fujii� *ideo *asegawa� TaMuji 1h[ama and 8alentina 5inegoXsMa[a: EXaluation oH Tillage 
EHHicienc[ and 2ower 4eSuirements Hor a &eep-2lacement Fertili\er Applicator with &iHHerent 5haped 
4otar[ $lades� 4ussian Agricultural 5ciences� 41
6�� 498-503� 2015

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ロシアಊிから農産ཋλを౨᚛するՠ社
・ロシアへ農機・Ꮔ料出を౨᚛するՠ社
・ロシア人᭗度人材のဇを౨᚛する企業

ᇤʗ的研究をྒࢽしてロシア連ᢰでᨥ
共ӷ研究をޒする本ᢰɟの研究ǰループ。

ロシア連ᢰの᭗度農業人材をᏋ成するٳᝲ
。人သ学生プロǰȩムのǳアȡンバー

ဃཋဃငೞ学研究ܴ http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵏᵎᵎᵎᵎᵎᵐᵎᵏᵽja.html

ᐯ科学ኒ 教授

ᧈ߷ ᒍپ ᵦAᵱEᵥAᵵA ᵦideo

ἿἉỴಊிỆấẬỦ᭗ᖨႉٻᝃのኧと
Ꮔછᆔೞの開発ޖẲẺ᭗ᡮขࣖݣỆئבғဒٻ

ᐯ科学ኒ ཎ˓я教

ἼἷὊἙ ỴὅἜ ᵪᵷᵳDE Anna

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㎰学㒊 ὶ域⎔ቃ学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ
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ᅗ1 ス䜼㞝ⰼ䛾᩿㠃䚹
ྑ䛜↓ⰼ⢊ス䜼䚸ᕥ䛜ⰼ⢊䛾ฟ䜛ス䜼䚹

ᅗ2 DNAゎᯒ䛻䜛䝬ーカー㑅ᢤ䛾୍

ǭーワーȉ ᆔᒁ生産、新品ᆔ発、&0A解ௌ、ᢡˡ的ᚸ価

ᧉ分ݦ ஙᏋᆔ学、ౕᢡˡ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Y Moriguchi, S Ueno, M Saito, Y Higuchi, D Miyajima, S Itoo, Y Tsumura : Tree Genet Genomes 10, 1069-1077 (2014)
Y Moriguchi, S Totsuka, J Iwai, A Matsumoto, S Ueno, Y Tsumura : Tree Genet Genomes 13, 61 (2017)
Y Hasegawa, S Ueno, A Matsumoto, T Ujino-Ihara, K Uchiyama, S Totsuka, J Iwai, T Hakamata, Y Moriguchi : PLOS ONE 13, 
e0206695 (2018)

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ができる૾ඥܭでቇҥにᑶብスギのЙئྵ・
の発に興味のある会社、ஙのᆔᒁ生産や品
ᆔોᑣを行っている会社、ᚾ᬴研究機᧙

これまでに発ᙸされたすǂてのᨺ性ɧᆌᢡˡ
子/51᳸/54にឪ׆するᑶብスギを̬ஊし
ており、ችщ的に研究を行っています。

ౕᢡˡᏋᆔ学研究ܴ http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜshinrinidenikushu/index.html

ᐯ科学ኒ 准教授

ౕӝ շ ᵫORᵧᵥᵳᵡᵦᵧ ᵷιῂᾷᾸ᾽ᾰ῁Ᾰ

ஙのૼԼᆔ開発とᆔᒁဃင

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農農・・食食・・ババイイオオ

々が最もщをλれてӕりኵǜでいるのは、
ᑶብをばさない「ᑶብスギ」の研究です。
スギᑶብၐの፝धྙは年々ف加しており、ྵנ
ではൟの4人に1人がスギᑶብၐとᚕわれ、ข
Цな社会問題となっています。このǑƏなᏑ
から、ᑶብスギ等のᑶብၐݣሊにするスギ
ᒁஙの発・̓ዅが求められています。

ᑶብスギは1992年にИめて発ᙸされ、Ʀ
のࢸの研究でҥɟの性ᢡˡ子（ᨺ性ɧᆌᢡˡ
子）にǑって生じることが報ԓされました。新
潟大学では、自界に数Ҙ本に1本と推ܭされ
ているᑶብスギのኧをችщ的に行い、これ
までにኖ10̾体のᑶብスギをᢠ৷しました。
さらに、これらのᑶብスギをᛦ௹したኽௐ、
4ᆔのᨺ性ɧᆌᢡˡ子（/51᳸/54）が܍
することを発ᙸしました。また、ᆔ子を生産נ
するためのᆔטのોᑣにもӕりኵǜでおり、
これまでに様々なタイプのᆔטで生産された
ᆔ子のᚸ価を行ってきました。

は、これらの材料をဇい、ౕዮ合研究נྵ
所や新潟Ⴤౕ研究所等とңщして、ᑶብス
ギをЙܭする&0A解ௌඥやኵጢؔにǑる
ᑶብスギの作出技術の発にӕりኵǜでいます。

㎰学㒊 䝣䜱ー䝹䝗⛉学ேᮦ⫱ᡂプ䝻䜾䝷䝮
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䛩䜉䛶䛾⣽⬊は⢾㙐䛻そわ䜜䛶い䜛

䜸䝸䝂⢾䛾プ䝻䝞䜲䜸䝔䜱䜽ス機⬟

ǭーワーȉ プȬバイオテǣクス、ૢᐂ作ဇ、β၃ដ性、৴ၶ作ဇ、ウイルス感௨᧹ܹ

ᧉ分ݦ ኄᦋ生ཋ学、ኄឋ҄学、ኄᦋ構造解ௌ、生҄学、分子生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

䞉Noriko Suzuki, Tatsuya Abe, Ken Hanzawa, Shunji Natsuka. Toward robust 1-glycomics of various tissue samples 
that may contain glycans with unknown or unexpected structures. 6FientiIiF ReSoUts, 11, 6334 (2021).
䞉Shunji Natsuka, et Dl� Improved method for drawing of a glycan map, and the first page of glycan atlas, which is a 
compilation of glycan maps for a whole organism. P/o6 2ne, ��(7) e102219 (2014).

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ኄᦋやٶኄの性にǑる機能性食品等を発
しǑƏとしている企業
・ኄᦋやٶኄをМဇした生体機能性እ材を発
しǑƏとしている企業

ɭ界トップȬșルのኄᦋ構造解ௌ技術をஊし
ています。ٶኄやኄペプȁȉの解ௌも可能です。
ኄឋ᧙連ᣞእのᢡˡ子学おǑƼᣞእ҄学的解
ௌにもᧈけています。

ኄᦋဃཋ学研究ܴ https://bio.sc.niigata-u.ac.jp/ᶜnatsuka/index.html

ೞᏡࣱཋឋとẲềのኄឋのನᡯとೞᏡの解析
～ ೞᏡࣱԼễỄの開発ỆМဇ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農農・・食食・・ババイイオオ

ఋᣠ、タンȑクឋにዓく生ԡのᇹ３ᦋであるኄ
ᦋの構造と機能の研究を行っています。ኄᦋは情
報分子であり、ٶ様な生理性をਃっています。
̊えば、自β၃の性҄機能を持つものは、৴
ᏽၨ性ཋឋとしてදႸされています。

ኄᦋ情報の解読をႸਦして、構造解ௌඥの構ሰ
からはじめ、ዡ፠的な分ௌすなわちǰȩイǳーム
解ௌのඥをᄩ立することに成ыしました。ྵנ
はƦのඥをဇいて、Ȓトやマウスのኄᦋをዡ፠
的に解ௌしデータșース҄するኄᦋアトȩスの作
成と、ኄᦋシーǱンサーの研究を進めています。

々のኄᦋ解ௌ技術とᧈ年のኄᦋ研究にǑるᝅ
݈なჷᜤをဇすることにǑり、
Ძ）ᙐᩃで᭗度な技術を࣏ᙲとするኄᦋやٶኄの
解ௌをቇ̝に行Əことができます。
２）β၃性҄機能やૢᐂ作ဇを持つኄᦋのኧ
ができます。
３）ኄ᧙連機能性食品の品ឋȁǧックができます。
Ხ）ኄឋ᧙連ᣞእを̅ったኄឋ生産ኒの発がで
きます。
Ჯ）ܼအ感௨ウイルスのኬᏘȬǻプターのኧが
できます。
Ჰ）ኄ᧙連機能性እ材の発ができます。

⫱ᡂ

Ὑいὶ䛧

⭠ෆ⣽⳦

⢾㙐構㐀≉␗ⓗ䛺機⬟

䛂እ᮶⪅䛃は᭱ึ䛻⢾㙐䛻ゐ䜜䚸ሗ䜢䛩䜛

⣽⬊⾲㠃䛾⢾㙐
'ůǇĐŽĐĂůǇǆ

ᐯ科学ኒ 教授

ᧈள ̢ NATᵱᵳKA ᵱhunji

⌮学㒊 生≀学プ䝻䜾䝷䝮
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Ძ ,ኒወアȕȪカȄȡǬエルの体の作りかえ

ǭーワーȉ ȄȡǬエル、アȝトーシス、TኬᏘ、ᢡˡ子発ྵ

ᧉ分ݦ 発生生ཋ学、β၃学、分子生ཋ学、生҄学、生体機能学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・/uMaigasa -.....� +\utsu ;� 2roc. 0atl. Acad. 5ci. 7 5 A.� 106: 18309-18314 
2009�. 
&1+: 10.1073/pnas.0708837106  
・5ession A/ et al.� 0ature� 538: 336-343 
2016�. &1+: 10.1038/nature19840

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ϐϐ生生//ኵኵጢጢϐϐ構構成成のɤഏΨ的なシȟȥȬー
シȧン解ௌやኬᏘイȡージンǰ解ௌをされてい
る生体学ኒ、医学ኒの૾と連携できます。
ኬᏘのᖩήᜤ/௨ᑥの技術੩̓も可能です。

μに/*%（ɼᙲܦ研究ܴでは,ኒወといƏ࢘
ኵጢᢘ合性ᙐ合体）がӷɟなɭɭ界界ででɟɟののᡈᡈʩʩ
ኒኒɲɲ生生をኒወዜ持しています。アȕȪカȄȡ
Ǭエルのμǲノム解読に̅われました。

ʟለ研究ܴ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/iᶘutsu/welcome.html

ᐯ科学ኒ 教授

ʟለ ỡỚ ᵧᵸᵳTᵱᵳ ᵷumi

ѣཋの発ဃᢅᆉỆấẬỦ˳の˺ụẦảの分子ೞನ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

アȕȪカȄȡǬエルの発生ᢅᆉでは、体のҞ分
をもҩめるރރががෞෞڂڂします
。おたまじǌく�Ძ
しがカエルになるᨥにރがෞڂすることは、子̓
の᪭からᛡでもჷっているʙですが、このǑƏな
ྵᝋはカエルにだけᙸられることではありませǜ。
μμててののᏨᏨౢౢѣѣཋཋは、̾体発生のᨥにᮄの様な࠷生
体からׄᏃを持つ成体へと体体のの作作りりかかええ

ȪȪȢȢデデȪȪ
ンンǰǰ��をします
ᅶたちの研究のႸ的はѣཋ。�2
の体の作りかえの分子機構をଢらかにしていくこ
とです。ƦれにǑって、ѣཋの֥ܫ発生のȡカȋ
ズムを理解出ஹると考えています。ദࠝでないこ
とがឪこること、すなわち၏的ီ٭のҾ׆をる
上でもᅶたちの研究は基盤になると考えています。

ᅶたちはރのኬᏘで作られ、成体のβ၃TኬᏘ
からᛐᜤされるタンȑクឋをǳーȉする新新規規ののᢡᢡ
ˡl子子ををᙸᙸつつけけままししたた。オオウウロロȜȜロロススととӸӸ付付けけ、࢘
ᛆᢡˡ子をཀྵった時とئ所にȔンȝイントに発
ྵ上ଞ、あるいは৮Сさせることができるኵ੭え
ѣཋF4ᾄF5ɭˊをኒወዜ持しています。発生ᢅ
ᆉで࣏ᙲなኬᏘを『自ࠁ』ɧᙲなኬᏘを『᩼自
β၃ኒが自らの体をᙲ・ɧᙲࢽྒ、として『ࠁ
（イȁorǼロ）でЙૺし、トȪȟンǰをしている
と考え、新たな࢟७࢟成のȡカȋズムをᚰଢしǑ
Əと研究をしています。

䝠ト

䝙ワト䝸

䝃ン䝅䝵ウウ䜸

㨶

䝤タ

２ μてのᏨౢѣཋは発生ᢅᆉに体の作りかえをする

⌮学㒊 生≀学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ
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ᅗϮ䠊生Ṫ䛾㐣⛬でほᐹ䛥䜜䜛᰾⼥合䛾機構䚹
᳜≀䜔㓝ẕでは䚸᰾⭷䛜⼥合䛩䜛䛣䛸でϮ䛴䛾᰾䛜⼥合䛩䜛䚹

ᅗϭ䠊㏻ᖖは䚸⣽⬊䛜⼥合䛧䛶䜒⣽⬊᰾䛜⼥合䛩䜛䛣䛸は
⁛ከ䛻䛺い䚹

ǭーワーȉ ஊ性生഻、ᣐͪ子࢟成、オルǬネȩ生ཋ学、イȡージンǰ技術、Ꮛᆔ

ᧉ分ݦ 分子ኬᏘ生ཋ学、ౡཋ生理学、分子ᢡˡ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*wang� &.� 9ada� 5.� TaMahashi� A.� 7rawa� *.� -amei� ;.� and 0ishiMawa� 5. 
2019� 2lant %ell 2h[siol. 
60: 2564-2572.  57.
/aru[ama� &.� *igashi[ama� T.� Endo� T.� and 0ishiMawa� 5. 
2020� 2lant %ell 2h[siol. 61: 29-40.  
0ishiMawa� 5. ;amaguchi� ;.� 5u\uMi� %.� ;aDe� A�. 5ato� ;�. -urihara� &.� 5ato� ;.� 5usaMi� &.� *igashi[ama� 
T.� and /aru[ama� &. 
2020� Front 2lant 5ci. 11: 548032.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ౡཋのᏋᆔ分ྵנの研究はౡཋのӖችをɶ࣎としています
が、ౡཋやᣞの生഻ᢅᆉに᧙して、᫋ࣇᦟᚇ
。におˡい可能です࣎をɶݑ

ᙱ߷研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

ᙱ߷ ԗɟ NᵧᵱᵦᵧKAᵵA ᵱhuh-ichi

ౡཋஊࣱဃ഻ೞನの解析
～ ஊࣱဃ഻ᢅᆉのఋᗡӳ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

核

核

⌮学㒊 生≀学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

ᅶたちのኬᏘには、ᢡˡ情報をኛ・̬持する
ኬᏘఋといƏ構造がנ܍します。ኬᏘఋはఋᐏと
Ǒばれるᐏでまれ、Ʀの自性が̬たれていま
す。このため、ኬᏘӷٟがᗡ合してもఋӷٟがฆ
Ɵり合Əことは通ࠝ๒ٶにおこりませǜ（1）。

ɟ૾で生഻のᢅᆉでは、ӖችࢸにɲᚃのኬᏘဌ
ஹの2つのఋがјྙᑣくᗡ合します（2）。ᅶ
たちは、ౡཋとᣞをဇいて、ஊ性生഻のᢅᆉで
なƥјྙのǑいఋᗡ合がおこるのか、Ʀのȡカȋ
ズムの解ଢをႸਦして研究を進めています。これ
までの研究で、ஊ性生഻におけるఋᗡ合をСࣂす
るఋᐏタンȑクឋをᙸいだしました。ྵנ、解ௌ
を進めていますが、Ʀの成ௐは、様々なౡཋのᏋ
ᆔにࣖဇできるとࢳしています。

また、ᅶたちはこれまでの研究で、ౡཋの生഻
ᢅᆉをᚇݑするための様々な技術を発してきま
した。ᑶብなƲの生഻に᧙する構造のイȡージン
ǰ解ௌなƲ、ౡཋのᏋᆔなƲでのおˡいも可能
です。

https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/nishikawa/index.html
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᳜≀䝩䝹䝰ン䜢⏝い䛯⤌⧊ᇵ㣴⣔は
䝞䜲䜸䝔䜽䝜䝻䝆ー䛾ᇶ┙ᢏ⾡で䛒䜛

䛒䜛㌿ᅉᏊ䛾機⬟䛜ኻわ䜜䛯✺↛ኚ␗యでは
ჾᐁ生ຠ⋡䛜ⴭ䛧䛟ୖ᪼䛩䜛

Ϋʖϭʖχ ኬᏘȪプロǰȩȟンǰ、᠃ϙ׆子、ኵጢؔ、バイオテクノロジー

分 ౡཋ発生学、֥ܫϐ生、分子ᢡˡ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

/olecular mechanisms oH plant regeneration（Annual 4eXiew oH 2lant $iolog[）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ౡཋ発ဃ学研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

൷内 ఒ子 ᵧKEᵳᵡᵦᵧ ᵫomoko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ౡཋのኵጢؔ২ᘐの開発ỆếễầỦ
ϐဃの制御メカニズムの解明ܫ֥

ਫ਼ܗ
ਫ਼しΏͤい࠸
ಧષ変異ର

ΨʖΫεϱ

γ

φ
Ω

ω
ϱ

⌮学㒊 生≀学プ䝻䜾䝷䝮䠋⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

農農・・食食・・ババイイオオ

地ྶ規で環境٭ѣがឪこっているʻ、ܭܤし
た食ኋ̓ዅのためには᎓作地にᢘさない環境でも
生Ꮛできる農作ཋの創出といったイノșーシȧン
がɧ可എです。ǲノムዻᨼ技術にǑり作ཋの࢟ឋ
をો٭するアプローȁがᏋᆔにࣖဇされڼめてい
ますが、ǲノムがዻᨼされた体ኬᏘから̾体をϐ
生できなければႸ的の̾体をࢽることはできませ
ǜ。̾体ϐ生のしやすさはౡཋᆔや品ᆔにǑって
大きくီなり、イネやǳムギなƲᙲな作ཋ品ᆔ
のٶくで֥ܫϐ生јྙがफいことが技術上のȜト
ルネックとなっています。したがって、֥ܫϐ生
能を規ܭするᢡˡ子Сࣂ機構の解ଢは、ౡཋ科学
に課せられたտዬの課題となっています。

ȡカȋズムࣂ研究ܴでは、ϐ生能щの分子С࢘
解ଢを進めています。これまでに、ౡཋの֥ܫϐ
生能をСᨂする᠃ϙ׆子をᙸつけています。Ȣデ
ルౡཋシロイȌナズナでは、この᠃ϙ׆子の機能
がڂわれるとᓸしくϐ生能щが᭗まることを発ᙸ
しました。作ཋもӷじ᠃ϙ׆子を持つことから、
本発ᙸをࣖဇすることにǑってϐ生しやすい作ཋ
品ᆔの作出につながることがࢳできます。

・ᆔᒁ会社、Ꮛᆔやኵጢؔ技術にӕりኵǉバ
イオテクノロジー企業なƲ

くࢍᛆ分はɭ界ɶで研究者やᆔᒁ会社が࢘
᧙࣎を݃せている᩼ࠝにホットな研究領域です。
ᅶの発ᙸをƥƻࣖဇや技術発につなげたいと
࣬っています。

https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/ikeuchi/index.html
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䝭ト䝁ン䝗䝸䜰�K/㡿域䝝プ䝻タ䜲プ䛻ᇶ䛵䛟䝛ットワー䜽ᅗ䠄༑
ᔒ͕�ϮϬϮϬ䠅䚹㟷Ⰽ⣔䠄ᮾி‴䡡୕Ἑ‴䡡ᯇᕝᾆ䠅䛸㯤Ⰽ⣔䠄䛭䛾
䛾⏘地䠅で㑇ఏⓗ⣔⤫䛜␗䛺䛳䛶い䜛䛣䛸䛜ศ䛛䜛䚹

ǭーワーȉ Ꮸౢѣཋ、ෙ産ѣཋ、&0Aマーカー、%1+、マイクロサテȩイト

ᧉ分ݦ Ꮸౢѣཋ学、ኒወ進҄分学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ʞҗᨗߕ大・ྚፗᨻኔ・ܷ᱾Ѩࠁ 
2020� ȟトǳンȉȪア%1+ᢡˡ子ط基ᣐЗに基Ʈくଐ本産カイȤȉȪウȟǰȢ
のᨼׇᢡˡ学的解ௌᲨ൦生ѣཋ 2020-4.
ܷ᱾Ѩޛ・ࠁဋѨᨻ（ዻ）
2019� カイȤȉȪウȟǰȢ：大発生からの研究のѣ向Შ生ཋ科学 70
2�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ෙ産ѣཋをݣᝋとするので、൦産業᧙̞者。
・ኵጢ学的ඥやឥ௹ᩓ子᫋ࣇᦟにǑるᚇݑ
技術もあるので、Ʀれらが࣏ᙲな企業や自治体
᧙̞者。

研究ܴとしては、࠼くෙ産Ꮸౢѣཋの生ཋ
学に興味を持っています。紹介した解ௌඥは、
これまでにウȟǰȢの他、ႝѣཋクȢȒト
デにもᢘဇしています。

Ꮸౢѣཋ学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ᐯ科学ኒ 教授

ܷ᱾ Ѩࠁ ᵫᵧᵷAᵸAKᵧ Katsumi

ෙငᏨౢѣཋע؏ᨼׇのᨼׇᢡˡ学ႎ解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ෙ産ራឱѣཋのɟ፭であるウȟǰȢは、生ཋ
学的には大٭興味ขいものの、人の生や産業に
はμく᧙̞しないѣཋとᙸなされていました。と
こǖが2007年にிʮฺでアサȪの大૧രが࢘
発生し、ƦのҾ׆がカイȤȉȪウȟǰȢ࠷生の
大݃生であることがଢらかとなりました。本ᆔ
は1926年に発ᙸされ、Ʀの時からʚへの݃
生はჷられていたのですが、݃生にǑるのരʧ
̊はく、この૧രʙˑはウȟǰȢが൦産業に
大きなࢨ᪪をɨえたɭ界最Иのʙ̊でした。この
߷ිなɤඕฺ、福ࢸ生の大݃生はƦの࠷
Ʋでも発生し、ிଐ本大ᩗをきっかけに̾体፭
がෞڂした߷ිˌٳでは、ྵנもᘮܹはዓいて
います。カイȤȉȪウȟǰȢの産地は内で数ሖ
所がᄩᛐされており、Ӳ産地ᨼׇのဌஹや分ࠋਘ
大のኺែの解ଢは、ଢらかにすǂき問題です。

本研究では、この問題にݣし&0Aマーカーを
̅ってアプローȁしています。ȟトǳンȉȪア
&0A %1+領域を̅ったȏプロタイプ解ௌでは、
ிʮฺɤඕฺ߷ි̾体፭がᢡˡ的にまとまっ
ていると共に、他の̾体፭とは大きくᨠたってい
ることがଢらかとなりました
ʞҗߕ他� 2020�。
立環境研究所との共ӷ研究で発した、はנྵ
マイクロサテȩイトマーカーを̅い、Ǒり解度
を᭗めた解ௌを進めています。

䜰䝃䝸䛾㌟䛻大㔞ᐤ生䛧䛯カ䜲䝲䝗䝸ウ䝭䜾䝰ᗂ生䚹ᕥୖは
ᡂయ䚹ᡂయはẆእ䜈ฟ䛶䚸⮬⏤生ά䜢䛩䜛䚹

⌮学㒊 ⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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䝅䝻䜲䝚䝘䝈䝘Ꮚⴥ⣽⬊䛾㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ീ䠄A:ᬯ所䚸B:᫂所䠅

プ䝷ス䝏ッ䜽ᚤ⢏Ꮚ䛻䜘䜛䜽䝷䝭䝗䝰䝘ス䛾Ṛ⁛機構䠄௬ㄝ䠅

ǭーワーȉ 子ᓶኬᏘ、ᕹኬᏘ、ᩓ子᫋ࣇᦟ、オルǬネȩ、プȩスȁックࣇቩ子

ᧉ分ݦ ኬᏘ生ཋ学、機能࢟७学、ᕹኒወ学、ౡཋ生理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1iMawa et.� al. ,ournal oH +ntegratiXe 2lant $iolog[. 61
7�:836-852. 
2019�
9id[aningrum et.� al. ,. 2h[col. doi: 10.1111/jp[.12798 
2018�
*a[ashi et.� al. %[tologia� Xol.83: pp123-124 
2018�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᕹやౡཋのኬᏘへの新機能ཋឋやᕤдのࢨ
᪪なƲをᛦǂたい製ᕤ、農ᕤ会社。
・ᡢᢅᩓ子᫋ࣇᦟやᕹへのᢡˡ子ݰλ技術
をჷりたい企業研究者

新潟大学において、ᕹを研究材料としてい
る研究ܴはྦྷしいです。分子生ཋ学的、あるい
は生理学的解ௌの他に、ᡢᢅᩓ子᫋ࣇᦟ解ௌ
をॖࢽとしています。

ೞᏡ࢟態学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᐯ科学ኒ 准教授

 οݤ子 ᵦAᵷAᵱᵦᵧ ᵷasuko

ήӳẴỦኬᏘίᕹởౡཋὸのࣖؾሉೞನ解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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⌮学㒊 ⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

ᕹやౡཋなƲή合成能をஊするኬᏘが環境か
らのストȬスにƲƏӒࣖして、ኬᏘ内のオルǬネ
ȩの機能を҄٭・ᛦራしているかをᛦǂています。

ᕹやౡཋのኬᏘはѣཋኬᏘとはီなり、ή合
成を行い、自らのエネルギーเを作り出します。
Ʀのエネルギーเは、デンプンやᝪᔺᏢᏆ等とし
てኬᏘ内にᔛえられ、࣏ᙲにࣖじてˊᜓされます。
研究ܴでは、ᕹやౡཋのኬᏘでのᝪᔺཋឋのᔛ
ᆢとෞᝲのᛦራ機構をଢらかにし、ᕹの生きസ
りဦ、ᕹをဇいたバイオマス生産、食ኋɧឱ
問題にݣするౡཋの生産ዜ持等にᝡྂできるǑ
ƏなኬᏘの環境ࣖሉ機構の解ଢをႸਦしています。

ౡཋの発ᑻ子ᓶኬᏘ内でのᝪᔺᏢᏆの」、נྵ
ෞᝲ・ถݲȡカȋズム」や「ᕹにおけるᏢᏆ体
のෞڂ・ˊᜓ機構」について解ௌしています。

また、環境に્出されるプȩスȁックǴȟが生
७ኒにขЦなᘮܹをもたらしていることが、最ᡈ、
問題となっていることから、「൦環境内に્出さ
れたプȩスȁックࣇቩ子がɨえるౡཋ性プȩンク
トンへのࢨ᪪」についても研究をڼめています。
これまでに様々なҥኬᏘዯᕹやហກのҾ׆となる
ᆔをԃǉٶくのᕹがプȩスȁックࣇቩ子にǑっ
てര๒することや、ɟᢿのჇᓏについては生Ꮛ
᧹ܹをࡽきឪこすことも分かってきました。
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ᙜ研究ᐊで⦾Ṫ㣫⫱䛧䛶い䜛⇕ᖏ㨶

ǭーワーȉ ༏࠘ᮄ、ᢡˡ子学、ǲノム科学、発生、進҄

ᧉ分ݦ 進҄発生学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Tol2-mediated transgenesis in tilapia 
1reochromis niloticus�ᲦFujimura -� -ocher T&.ᲦASuacultureᲦ
8ol.319Ღ0o.3-4Ღ pp.342-346Ღ2011年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᢡˡ子解ௌやો٭体作出なƲ生ԡ科学分
での基ᄽ研究や൦産/環境分でのࣖဇ研究に
おいて連携できます。Ꮥ、ኵጢЏ༾、ᡢଢᭌ
本なƲのᚾ料や技術の੩̓も可能です。

々は研究ܴ内で༏࠘ᮄをࠝ時ጛ഻させて
います。またᲦᚨ計であるǲノム情報を解
ௌしᢡˡ子をો٭する技術もૢͳしています。

ѣཋᡶ化発ဃ学研究ܴ http://enᶔ.sc.niigata-u.ac.jp/ᶜkojifuji/top-j.html

ᐯ科学ኒ я教

藤 ᘖᐱ ᵤᵳᵨᵧᵫᵳRA Koji

༏࠘ᮄửဇẟẺဃ˳内Ểのᢡˡ子解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農農・・食食・・ババイイオオ

䝊䝤䝷䝣䜱ッ䝅䝳

䝘䜲䝹䝔䜱䝷䝢䜰

䝫䝸プ䝔䝹ス

ᏨౢѣཋはኖᲯɢᆔいるとされ、ƦのƏちҞ分
のኖ２ɢᲯҘᆔがᮄとされています。ᮄは、
あらǏる൦חにᢘ્ࣖし、生७学的にも࢟७学
的にもٶ様҄しています。

様性を学ƿ理学ᢿ自環境ٶ研究ܴは、生ཋ࢘
科学プロǰȩム環境生ཋ学分に属していて、
൦༏࠘ᮄをဇいた࢟७進҄とǲノム進҄に᧙する
基ᄽ研究をおこなっています。

வᯀとԠばれるᄒᭌᮄのɶで、最もᅑ先的な
Ӟˊᮄ「ȝȪプテルス」、Ȣデル生ཋとしてɭ界
ɶで研究されているǳイのː᧓「ǼȖȩȕǣッ
シȥ」、最も進҄しٶ様҄したǰループにԃまれ
഻ᮄとして食される「ナイルテǣȩȔア」を、
ƦれƧれ研究ܴ内でጛ഻Ꮛしています。これら
のӖችҳをဇいてᢡˡ子ો٭やǲノムዻᨼなƲ分
子生ཋ学的な᬴ܱをおこないൔ᠋することにǑっ
て、ٶ様性の分子ȡカȋズムを研究しています。

々の研究でဇいているᢡˡ子学の技ඥは、
生ԡ科学分で࠼くဇいられているものであり、
൦産や環境なƲの分にもࣖဇできます。

生体内でのᢡˡ子解ௌなƲ༏࠘ᮄのᏕを̅った
研究をご౨᚛のᨥには、ൢ᠉にご相談ください。

⌮学㒊 ⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－127－－126－

�>^KD䛾䜰䝹䝂䝸䝈䝮䠄ୖ䠅䛸�>^KDゎᯒ⤖ᯝ䛾୍䠄ୗ䠅

ǭーワーȉ ɟਙ学፼自ࠁኵጢ҄マップ、連ዓط基ኵ成、ࣇ生ཋ生७、ȡタǲノム、生ཋኒወ推ܭ

ᧉ分ݦ バイオインȕǩマテǣクス、ǲノム科学、データサイエンス

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ǲノム解読技術の的進ഩにǑり、ǲノムᣐ
Зデータはਦ数᧙数的にف加しています。Ʀのɶ
で最も容をҩめているのはࣇ生ཋǲノムです。
新規ᢡˡ子をᝅ݈に̬ஊすると考えられ、産業
的・医学的にもදႸをᨼめています。しかし、自
環境で生ऒするࣇ生ཋの99Ჟˌ上はᩊؔ性
で通ࠝの᬴ܱ的研究が行えƣ、またƦの新規性の
᭗さから、ᣐЗ相ӷ性౨ኧといったࢼஹの情報学
的ඥをဇいても、生ཋኒወやᢡˡ子機能を推ܭ
するʙはǄǅɧ可能です。

々は、ǲノムᣐЗ自体はAT)%の4ط基から
成るҥኝな文܌Зであることから、連ዓط基出ྵ
᫁度を٭数として、ឬ大ǲノムᣐЗから生ཋᆔ
を̳ყ的に৭੮可能とするࠖなࣉஊのᣐЗཎ
し機学፼であるɟਙ学፼自ࠁኵጢ҄マップ
（$atch-Learning 5elH-1rgani\ing /ap、
$L51/）を発しました。本ඥは、大ǲノ
ム情報のཎࣉをዡ፠的、かつ、̳ყ的に可ᙻ҄可
能で、ᙻᙾ的にも理解しତく৭੮できます。また、
ȡタǲノム解ௌဌஹのӲᣐЗの生ཋኒወや新規性
を推ܭするためのඥを発し、Ǒりٶくの研究
者にМဇできるǽȕトウǧアをπしています。

ɭ界に先ᬝけて発した技術をဇいて、医学や
産業的にஊဇな新規ࣇ生ཋやஊဇᢡˡ子をኧす
るための基盤情報の構ሰ・੩̓をႸਦしています。

ἢỶỼỶὅἧỻἰἘỵἁἋ研究ܴ http://bioinfo.ie.niigata-u.ac.jp

ᐯ科学ኒ 教授

᧺ᢿ ᝮ࣓ AᵠE Takashi

ἻỶἧἇỶỺὅἋ分野ồのೞ学፼のࣖဇ
～ ἥἕἂἙὊἑẦỤのјྙႎễჷᜤ発ᙸ法の開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䝯タ䝀䝜䝮㓄ิ䛻ᑐ䛩䜛⣔⤫推ᐃ䝋䝣トウ䜵䜰3EMS䛾ᴫせ

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

基ᣐЗの分システムおǑƼオȪǴȌクȬオȁȉ出ྵ᫁度の解ௌシステム（ཎ2005-092786）ط

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ǲノム解ௌに興味がある企業
・環境分ௌ会社（൦ឋ、ٓם etc）
・ᐂ内ኬᓏӜに興味のある食品会社や製ᕤ会社
・新規ࣇ生ཋのဇをႸਦすバイオኒ会社 等

大かつ᭗ഏΨデータにݣする、᭗ች度なク
ȩスタȪンǰとƦの解ௌኽௐを̳ყした可ᙻ҄。

ǲノム解ௌは、ウイルス・ኬᓏ・Ҿᖓ・ౡཋ
なƲࠢ࠼い生ཋᆔにݣするܱጚをஊします。

農農・・食食・・ババイイオオ
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ǭーワーȉ 農業生७ኒ、生ཋٶ様性、環境̬μ農業、環境ᚸ価、ޛ

ᧉ分ݦ 生७学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

農地のሥ理ඥと、Ʀこに生ऒするଝᖓ፭ᨼと
の᧙̞について研究を行っています。

ᙐ数の作ཋの「ฆ作」にǑる環境のᙐᩃ҄が、
ܹᖓやૣټの̾体数にӏǅすࢨ᪪を᬴ܱٳにǑ
りᛦǂてきました。この研究をࣖဇして、̊えば
൦ဋのဧのౡ生をᢘЏにሥ理し、ᆖ作ܹᖓのᘮܹ
をถらす૾ඥを求したいと考えています。

また、൦ᆖのႾщ農ඥである「ɧ᎓ឪʑဋႺ
છ農ඥ」がଝᖓ፭ᨼにӏǅすࢨ᪪をᛦ௹していま
す。Ⴚછ農ඥではٰのᓳ൦ϼ理（ɶし）が行
われƣ、൦生ଝᖓの生ऒ・ጛ഻ئ所として機能
するなƲ、ѣౡཋの፭ᨼに大きなࢨ᪪をӏǅすこ
とが分かってきています。ʻࢸは環境̬μ農ඥ
の生ཋへのࢨ᪪ᚸ価なƲにもӕりኵみたいと考え
ています。

さらに、ᒧᢊဇங໗の生産をႸ的としたクȌギ
のౡ地において、ౡࢸの環境とଝᖓ፭ᨼのѣ
७をȢȋタȪンǰしています。これにǑり、᎓作
્ూ地の᩿ٶ的なဇにݣし、生ཋٶ様性へのј
ௐをᘻ付けるとともに、ሥ理ਦᤆにݣするᅆՐを
ɨえることが可能となります。

農業における、生きཋたちへの様々な「
への成ௐئྵ、や「ᣐॾ」のјௐ౨ᚰを行い「پ
のᢩΨをႸਦしています。 䜽䝚䜼᳜ᯘ地䛻お䛡䜛᳜ᯘ䞉⟶⌮䛾䝃䜲䜽䝹

㎰地䛾᳜生⟶⌮䛻䜘䜛ᐖ⿕ᐖ䛾పῶ㐣⛬䜢⾲䛩ᶍᘧᅗ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境にᣐॾした農業をܱする生産者
・᎓作્ూ地の᩿ٶ的ဇにӕりኵǉ地域
なƲ

生産農ܼのңщをࢽながらٳᛦ௹をܱし、
農ܼの૾々とݣᛅをりながら研究を進めてき
ました。

ᐯ科学ኒ 准教授

小ែ ା˺ KOᵨᵧ ᵱhinsaku

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ⴞщ農ඥとしての「ɧ᎓ឪ8ไႺછ農ඥ」が൦ဋのራឱѣཋとౡཋのٶ様性にӏǅすࢨ᪪Შଐ本生७学会ᛏ 65: 279ệ290
ADundance� diXersit[� and seasonal population d[namics oH aSuatic %oleoptera and *eteroptera in rice Hields: 
eHHects oH direct seeding management. EnXiron Entomol 42: 841-850.

https://create.niigata-u.ac.jp/staff/sᵎᵎᵖ/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

小ែ研究ܴίଝᖓဃ態学ὸ
創生学㒊

農農・・食食・・ババイイオオ

ᠾעỆấẬỦ管理ầଝᖓ፭ᨼỆấợỗẴࢨ᪪のᚸ̖
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ື≀䛾生⌮機⬟は䛥ま䛦ま䛺脳䝩䝹䝰ン䛻䜘䛳䛶ㄪ⠇䛥䜜䛶い䜛

⾑ᾮ୰䛾⭈⓶㉁䝩䝹䝰ン䠄䝁䝹䝏䝌䝹䠅⃰ᗘはスト䝺ス䛾
ᣦᶆ䛸䛺䜛

ǭーワーȉ 発生、成ᧈ、性成༌、生഻、ストȬス、ᆔᒁ生産、഻、ホルȢン、β၃ยܭඥ、ឋ分ௌ、ᢡˡ子発ྵ、ܭ2%4

ᧉ分ݦ 生഻内分ඣ学、ᅕኺ内分ඣ学、ෙබ生理生७学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5hahjahan� /d.� -itahashi� T.� Ando� *. 
2017� Temperature aHHects seZual maturation through the control oH Misspeptin� Misspeptin
receptor� )n4* and )T* suDunit gene eZpression in the grass puHHer during the spawning season. )eneral and %omparatiXe 
Endocrinolog[. 243: 138-145. 
2015
 .ࣈܨிܤ� クサȕǰのҞ月ԗ性産ҳׅᢂ行ѣとホルȢン. ෙබと生ཋ. 37: 569-575.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・൦産会社、ᮄの഻、ᆔᒁ生産を行ってい
る企業やᚾ᬴研究機᧙
・ᮄをဇいて環境ᚸ価なƲを行っている企業
なƲ

ᐮෙ᬴ܱ所は、ෙ産ᮄ、൦ᮄのᏋᚨͳか
ら、生理機能やᢡˡ子解ௌဇの研究機֥、生७、
ٳᛦ௹ဇのᚨͳまでܦͳしています。ෙ൦は
。/ຯᢅෙ൦をかけ්しで̅ဇできますټ

ෙබဃཋ学研究ܴ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/sadomarine/

˱บᐯσဃ科学ἍὅἑὊ 教授

ிܤ ࣈܨ ANDO ᵦironori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ѣཋが成ᧈし、性的に成༌するまでにはホルȢ
ンや成ᧈ׆子、サイトカインなƲのٶくの生理
性分子にǑるᛦራ機構が᧙わります。また、成༌
したᩀᨺが出会い、生഻し、Ӗች・発生とഏのɭ
ˊへとጟがっていくᢅᆉでも、ٶくの生体分子が
᧙わります。これらの生体分子は、相ʝに᧙連す
るとともに、ѣཋが生ऒする環境の҄٭とも連ѣ
しながら、体の生理機能をᛦራしています。

ѣཋの発生、成ᧈ、性成༌、生഻やストȬス機
能のɶはᏯであり、ᙻ下ᢿから分ඣされるさ
まƟまなᏯホルȢンがఴの内分ඣ֥ܫのきを
ᛦራしています。࢘研究ܴでは、これまでᮄの
成ᧈと成༌、生഻、ストȬスをɶ࣎に、生理機能
をᛦራするᏯやఴのホルȢン分子のきについ
て研究してきました。

ホルȢン分子のᘉ෩ɶຜ度やƦれらのᢡˡ子の
発ྵをยܭすることにǑって、ѣཋの生理機能
をჷることができます。また、ホルȢン分子の
をǳントロールすることにǑって、ѣཋの生理機
能をᛦራすることができます。

ᏯやఴのホルȢンѣ७解ௌኒをᄩ立すること
にǑって、ෙ産ᮄ、൦ᮄの生理機能ᚸ価システ
ムを構ሰし、ᮄのјྙ的な生産、เሥ理につ
なげます。

ᮄのᧈ・༌・ἋἚἾἋೞᏡᚸ̖ἉἋἘムの開発

బΏ⮬↛ඹ生⛉学䝉ンター

農農・・食食・・ババイイオオ
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ǭーワーȉ 食ɶʖ᧸、食のܤμ性、食品のᏵ৮С、၏Ҿࣇ生ཋ、᰾ᑥȖȉウྶᓏ、̬܍ᚾ᬴、ൈᓏ、৴ᓏ

ᧉ分ݦ 食品ᘓ生学、食品科学、ܼ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

人᧓は食ǂなければ生きていけませǜ。食ǂる
機会がفえるといƏことは「食ǂることにǑる健
康ᨦܹがឪこるȪスクもفえる」ことになります。
食のܤμをܣり、Ȫスクを最ݱᨂに৮えるために
、に᧙する研究を行っています。ཎにࣂ生ཋСࣇ
食ɶはᛦ理をする人のჷᜤɧឱやɧᢘЏな行ѣ
にǑりឪこることもٶく、ܼࡊや食ࡃなƲでǑ
くឪこります。本研究ܴでは、ɼに食ɶᓏであ
る᰾ᑥȖȉウྶᓏについて、Ҿ׆食品である
をဇいてܱᨥのᛦ理のཞඞをेܭし、൲௨Ҿ׆に
ついての科学的なᛦ௹や、ᓏの഻فӏƼእ産生
৮СのためにСࣂඥのኧを行っています。

また、持ዓ可能な発Ⴘ（5&)s）では食品
ロスをถらすことが求められていますが、食品の
「食ǂられるཞ७」をさらにᧈ的にዜ持し、食
品のᏵをらせることも、ᙲな食品ロスЪถ
のためのӕりኵみのɟつです。ࣇ生ཋにǑる൲௨
がឪきているཞඞ下でも、加食品の̬܍ɶにな
るǂく഻فさせないǑƏ̬持することが࣏ᙲとな
ります。本研究ܴでは、Ҿ材料の൲௨がǑくឪこ
るᑻᏘኬᓏやɟᑍ的な食品൲௨のਦである大ᐂ
ᓏをဇいた食品ᘓ生に᧙する研究も行っています。
加食品等を作るᨥには、Ʀれらのᆉごとܱཞ
に合わせた環境下でࣇ生ཋのਫѣをɠݗにᛦǂる
ことがᙲであると考えています。 ⡿㣤୰䛾䜾䝸䝅ン䜔ᕷ㈍ㄪᩱ䛻䜘䜛㯤Ⰽ䝤䝗ウ⌫⳦䛾ᢚไຠᯝ

ᵝ䚻䛺ᕷ㈍ㄪᩱ䜢⏝い䛯⡿㣤䛾ಖᏑヨ㦂䛾ᵝᏊ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

人の行ѣ・作業環境にもბႸし、ᘓ生環境の
ોծや向上等のࣖဇをႸਦす分。加食品や
ࡃ٥ᝤ٥ݱやुᓔ等のᛦ理ฎみ食品をৢƏ࢘ࡰ
ӏƼʙ業所ともңщできたらと考えています。

ܱᨥのᛦ理・加や൲௨をेܭし、φ体的に
ᛇኬにᛦǂることがᙲと考えています。ଏ܍
の̬܍ඥをМဇしながらも、ܼࡊやʙ業所でቇ
ҥにできる食ɶʖ᧸や食品̬܍をႸਦします。

ɶửឪẮẰễẟܤμễ加Լử੩̓ẴỦẺỜの
ᛦ理・加Ệ᧙ẴỦ研究

研究ਖ਼ᡶೞನឬ؏学ᘐᨈ я教

ለි ẰとỚ TᵱᵳTᵱᵳᵳRA ᵱatomi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Tsutsuura 5� /urata /. 
2017� Food 5ci. Technol. 4es.� 2233
2�� 267-274.
Tsutsuura 5� *a[ashida 0� /urata /. 
2018� ,. *ome Economics� ,apan� 6699
12�� 799-810.
7eno *�� Tsutsuura 5�� +noue A� /urata /. 
2020� Food 5ci. Technol. 4es.� 2266
2�� 247-256. �ESuall[ contriDuted.

Լᘓဃ学研究ܴ https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/tenure-track/tt-researcher/tsutsura-satomi/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ຍᕤ 䠄ẅ⳦䠅 ಖᏑ

ᚤ生≀ไᚚ

㣗ရ
ῧຍ≀

㣗ሷ

䘡㣗୰ẘ
Ⓨ生

ᕷ㈍
ㄪᩱ

研究推進機構 ㉸域学⾡㝔

農農・・食食・・ババイイオオ



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－131－－130－

▼Ἔ䞉ኳ↛䜺ス䛻㌿䛧䛖䜛᭷機≀䜢ከ䛟ྵ䜐ᒾ▼䠄㜿㈡㔝ᕷ䠅

ୗ㉺䡚ᒣᙧ┴䛾ෆ㝣地域で䠈⣙㻝㻘㻡㻜㻜ᖺ๓䛻地ᒙ୰䛻᭷機
≀⃰㞟䛜䛒䛳䛯ሙ所䠄ᮒⰍ䛾㒊ศ䠅䠖ᰩ⏣䠄㻞㻜㻝㻤䠅䜘䜚

ǭーワーȉ 地Ӫ、地ឋ構造発ᢋӪ、ჽ・ټǬス、ჽఌเޥ、໗እサイクル、自科学アウトȪーȁ、社会人研̲

ᧉ分ݦ 地ឋ学、Ӟ生ཋ学、ؚᆢ学、ჽ地ឋ学、พൗᕹ҄ჽ、Ӟ環境推ܭ、地ឋ年ˊ推ܭ（҄ࣇჽ生ࡀޖ）

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ంဋᘽӮᲦ2018� 新潟Ⴤ下ឭ᳸࢟ޛჄ域のɶ新ɭ地ឋ：ᩧ᪽からșースンへ. ჽ技術ң会ᛏ� 83� 239-245.
大ش थ・ҧᢿҽ࣓・ంဋᘽӮ� 2020� Ϥの地下൦МဇにǑるρଐထႧ地の࠼域地盤ආ下の考ݑ. ࣖဇ地ឋ� 61� 
38-49.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ჽ・ټǬスเの௹・発
・地盤の構成ᙲእの記ᡓ・解
・地ឋ・地盤に᧙̞する社会人のᏋ・研̲
・୍ӏᜒ、出Э業、ࠊൟᜒࡈ等

地ឋ学は、เやܹのᏑにある地ྶのഭ
Ӫを、なにげないޥჽから解ଢする、生に݅
ბしたおもしǖい分です。成ௐを࠼くԗჷし、
᧙࣎を持っていただくこともႸਦしています。

ؚᆢ・ჽעឋ学研究ܴ http://geo.sc.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 准教授

ంဋ ᘽӮ KᵳRᵧTA ᵦiroshi

ỾἋ資源ټ・のễụẺẼとჽעٻ
～ ἉỹὊἽỾἋ開発ỊૼỂӧᏡẦᏮ໗እとỊ˴Ầ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ଐ本内には新潟Ⴤ・ᅸဋჄをɶ࣎に、20ɭ
ኔИ᪽からいくつものဋ・Ǭスဋが発されま
したが、Ʀのٶくはྵཞでௗญെ᨞にあります。
ɟ૾で2000年ˊࢸҞˌᨀ、ɭ界のჽ・ټǬ
スの産出ʙ情はᲦアȡȪカ内で進ޒした「タイ
トᝪသޖ」（˯ේᡢ性のჽ・ټǬスដޖ܍）
の発技術のᄩ立で、ɟ٭しました。ɟᑍには
シǧールǬス・シǧールオイルとԠばれるもので
す。このѣきをӖけて、内ではᅸဋჄでܱᨥの
生産にႺኽする技術的ᚾ᬴が行われています。

ᅶは、地を構成する地ޖの࢟成ᢅᆉとƦのᏑ
の研究をしており、ᡈ年は、ჽ・ټǬスに
᠃੭しƏるஊ機ཋをٶくԃǉޥჽ「ჽఌเޥ」
の分ࠋと࢟成ᙲ׆をテーマとした求をዓけてい
ます。ݣᝋ地域はɼに新潟Ⴤ下ឭ地域から࢟ޛჄ
にかけてです。この研究が進ޒすれば、新潟Ⴤ下
でのシǧールǬス・シǧールオイルの発可能性
に᧙するኺฎ性౨᚛の基ᄽ料がࢽられます。Ʀ
のᏑにある、ᅶたちが生するឱΨの大地の数
Ε年᳸数Ҙɢ年といƏ時᧓スǱールでの٭᠃、Ʀ
れがเ発・地ᩗや൦ܹ、Ꮾ໗እの社会の්れ
なƲにƲƏ᧙̞しているのか、なƲの᩿ႉさを、
く発信していきたいと࣬います。社内研̲・出࠼
Эᜒ፯なƲおൢ᠉にお٣がけください。

⌮学㒊 地㉁⛉学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ᅗ㻞. ୖ䛾᪉ἲ䛻䜘䜚ᚓ䜙䜜䛯䝅䜾䝘䝹䛾⤒ኚ

ǭーワーȉ 成ᢅᆉ࢟成分、スペシエーシȧン分ௌ、൦ឋࣇ、൦ټ

ᧉ分ݦ 分ௌ҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

成分には、ʣᤲのǑƏに生ࣇするנ܍にټ
体内でᙲなきをする生体ࣇ࣏᪰Ψእと、൦
のǑƏに生体内にӕりᡂまれると性をᅆす
性Ψእがנ܍します。とこǖがӷじΨእでも、Ʀ
の҄学࢟७にǑって生体への作ဇが大きくီなる
Ψ እ が あ り ま す 。 ̊ え ば ク ロ ム に は %r
+++� と
%r
8+�がנ܍しますが、%r
+++�は生体内でኄˊᜓ
に᧙連する࣏᪰Ψእであるɟ૾、%r
8+�は᩼ࠝに
性が᭗いことがჷられています。したがって、
クロムをはじめとしたࣇΨእが環境や生体にɨ
えるࢨ᪪をദしくᚸ価・理解するためには、Ψእ
のዮではなく҄学࢟७別のຜ度ยܭが࣏ᙲです。

また、環境ɶにנ܍するࣇΨእの҄学࢟७や
環ࣅは、ƦのΨእがこれまでኺてきたཋឋנ܍
ᢅᆉにǑり決ܭされることがჷられています。し
たがって、これらΨእをプローȖとすることで、
様々なΨእのཋឋࣅ環ᢅᆉを解ଢできる可能性も
あります。

Ʀこでᅶたちは、これまで行われてきたǑƏな
Ψእのμยܭではなく、҄学ཞ७別分ௌඥ（ス
ペシエーシȧン分ௌඥ）、ཎにټ൦ɶにנ܍し
ているsuD-ppDȬșルのࣇ成分にݣする҄学ཞ
७別分ௌඥの発にӕりኵǜでいます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

5peciation oH dissolXed chromium and the mechanisms controlling its concentration in natural water� 
%hemical )eolog[� 8ol.365� pp.33-41
2014�.

5electiXe &etermination oH Trace +ron in &iHHerent 1Zidation 5tates in 0atural 9ater D[ Flow +njectionệ
5olid 2hase 5pectrometr[� Anal[tical 5ciences� 8ol.28� 0o.3� pp.225-230� 
2012�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・൦ឋなƲの環境計ยを通じ、人ໝဌஹ・自
ဌஹを問わƣ൦ឋ൲ບのҾ׆究ଢをႸਦしてい
る分、属Ψእの҄学ཞ७別分ௌඥを࣏ᙲと
している分。

ෙ൦ɶにנ܍している suD-ppD Ȭșルの
Fe
++�、Fe
+++�、%r
+++�、%r
8+�のᣠ҄ཞ७別ܭ
ඥ発や、これら分ௌඥのオンサイト҄にӕり
ኵǜでいます。

ؾ分析化学研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

ޢ Ӫᢹ ᵫATᵱᵳOKA ᵱhiro

分のࣇẲềẟỦឬנ܍൦ɶỆټ
ἋἬἉỺὊἉἹὅ分析法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅗ㻝. 䝆䝣䜵䝙䝹カ䝹䝞䝆䝗䜢ⓎⰍヨ⸆䛸䛧䛶⏝い䛯ᅛ┦ศග
ὶ䜜ศᯒἲ䛻䜘䜛㉸ᚤ㔞㻯㼞㻔㼂㻵㻕䛾ᐃ㔞ἲ

A: ȖȩンクᲦ$: 0.2� %: 

0.4� &: 0.6� E: 0.8� 

F:1.0�g dm-3 %r
8+�.

ᚾ料ݰλ体ᆢ:7.9 cm3

౨出ᨂ界：%r
8+� 15ppt

ዮ%r 20 ppt

5uD-ppDȬșルの%r
8+�

が、ཎ別のЭϼ理なくᚾ料

をยܭኒにݰλするだけで

ยܭ可能

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵓᵐᵓᵽja.html

環環境境・・エエネネルルギギーー

⌮学㒊 ⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ ඝެෙ൦、ឬࣇᤧ、スペシエーシȧン分ௌ、ᄸけ

ᧉ分ݦ 分ௌ҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1）ޢӪᢹ� ӴԧʁᲦ分ௌ҄学Ღ8ol.54Ღ0o.12� 1137-1148 
2005�.
2）5arenSiSige� 5. 5aputro� 5. -ai� /. 5atoda� 5. /atsuoMa and -. ;oshimuraᲦAnal. 5ci.� 

8ol.29� 0o.6� 677-680 
2013�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・൦ឋなƲの環境計ยを通じ、人ໝဌஹ・自
ဌஹを問わƣ൦ឋ൲ບのҾ׆究ଢをႸਦしてい
る分、属Ψእの҄学ཞ७別分ௌඥを࣏ᙲと
している分。

ෙ൦ɶにנ܍している suD-ppD Ȭșルの
Fe
++�、Fe
+++�、%r
+++�、 %r
8+�のᣠ҄ཞ७別ܭ
ඥ発や、これら分ௌඥのオンサイト҄にӕり
ኵǜでいます。

ؾ分析化学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

൦地点 Fe
++�

Pg dm-3�

Fe
+++�

Pg dm-3�

ቮ Ძ 0.67 0.95

ቮ ２ 0.57 3.06

ቮ ３ 0.56 1.04

ቮ Ხ 0.59 3.11

ቮ Ჯ 0.87 1.97

ቮ Ჰ 0.46 2.22

ቮ Ჱ 0.57 0.90

൦地点 Fe
++�

Pg dm-3�

Fe
+++�

Pg dm-3�

˱บ Ძ 0.64 2.91

˱บ ２ 0.69 1.64

˱บ ３ 1.07 4.03

˱บ Ხ 0.67 2.96

˱บ Ჯ 0.45 2.28

˱บ Ჰ 0.88 5.33

˱บ Ჱ 0.62 4.17

新潟ࠊ Ძ 0.31 2.45

新潟ࠊ ２ 0.61 2.05

新潟ࠊ ３ 0.54 1.67

ϮͿ

2�ᄸけの᫋ᓸなෙ域はFe
+++�ຜ度が᭗い。

1)ቮはᄸけが᫋ᓸで、˱บはඌ合でᄸ
けがᚇยされている。ဪӭはサンプȪ
ンǰෙ域がီなることをᅆす。

3�ඕӝにᡈいෙ域ă Feはඕ߷から̓ዅされる可能性。

⾲䠍 ⢖ᓥ䠈బΏ䛾ἢᓊᾏỈ୰䛾㓟≧ែู㻲e⃰ᗘ䛾ศᯒ್䠍䠅

ϮͿ

ϮͿ

ϮͿ

3Ϳ

3Ϳ

Fe
++�Ǒりもǉしǖෙ൦ɶに᭗ຜ度で๋܍しているFe
+++�
の૾が、ᕹئの生ᏋにМဇされている可能性が᭗い。

ᅗ䠍 ☾↝䛡䛧䛯⸴ሙ䠄ᕥ䠅䛸䛺⸴ሙ䠄ྑ䠅䚹ྑ䛾ᅗでは⸴ሙ䛜
⾶㏥䛧▼⅊⸴䛜ጞま䛳䛶い䜛䚹⸴ሙ䛾生䛻は㛗いᮇ㛫䛜ᚲ
せ䛸䛺䜛䚹

ᐯ科学ኒ 教授

ޢ Ӫᢹ ᵫATᵱᵳOKA ᵱhiro

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵓᵐᵓᵽja.html

環環境境・・エエネネルルギギーー

ᕹئのᄸẬとẆෙ൦ɶの๋ᤧ܍化学ᆔຜࡇ
との᧙ᡲỆếẟềの研究

ᡈ年、ඝެ域における「ᄸけ」が業にขЦ
なᘮܹをɨえています。ᄸけの発生にはٶくの
Ҿ׆が考えられていますが、ෙᕹの生Ꮛに࣏ᙲな
ᤧຜ度のถݲもƦのɟつにਫげられている。とこ
ǖが、ᄸけやᕹئのׅࣄに᧙ɨするෙ൦ɶの๋
学ᆔについては、Ʀのᣠ҄ཞ७さえもଢら҄ᤧ܍
かにされていませǜ。Ʀの最大のᙲ׆は、ෙ൦ɶ
にנ܍する๋҄ᤧ܍学ᆔの҄学ཞ७別ܭのᩊ
さです。

々は、Fe
++�-ȕǧナントロȪンᥴ生成ኒを
相分ήඥ（525ඥ）にᢘဇすることで、ෙ൦ɶに

Fe܍するsuD-mg dm-3Ȭșルの๋נ܍++�、
Fe
+++� に᧙して、ദᄩさの᭗いᣠ҄ཞ७別ܭඥ
をᄩ立しました。さらに、この૾ඥをဇいること
で、ᚾ料をӕしたのち、ܭに̓するまでのᚾ
料๋෩ɶの๋҄ᤧ܍学ᆔのᣠ҄ཞ७の҄٭につい
てもᛇኬに౨᚛し、ෙ൦ᚾ料のӕ・̬܍ඥに᧙
する最ᢘ҄も行いました。ᄸけの᫋ᓸなඝެ域
とᄸけのᚇยされないඝެ域においてӕ・̬
して、ʻׅ新たに構ሰしたᣠ҄ཞݣしたᚾ料に܍
७別ܭඥをᢘဇすることにǑり、ᕹئの生Ꮛに
७についても౨᚛を行っ࢟ᙲなᤧ҄学ᆔの҄学࣏
ています。

⌮学㒊 ⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ᅗ䠍䠊 㻔a㻕㻌䜽䝸ーン㻯㼀㻰᥇Ỉἲ䠈 㻔㼎㻕㻌⁐Ꮡ㓟⣲䛾ศᯒ๓ฎ⌮䠈
㻔c㻕㻌῝ᗘ䝕ータゎᯒ䠈㻔d㻕㻌㉸ᚤ㔞ඖ⣲⏝ᾏỈヨᩱ䛾䜝㐣᥇ྲྀ

ᅗ䠎䠊 㻔a㻕㻌㉸⣧Ỉ䜢䛥䜙䛻⢭〇䛩䜛⣔䠈 㻔㼎㻕㻌㻌㻔c㻕㻌⊂⮬䛻㛤Ⓨ䛧䛯
pmo㼘㻛㼗g䝺䝧䝹䛾ศ㞳ศᯒᢏ⾡䠈 㻔d㻕㻌ᅜඹྠ⏝䛻䜘䜛㧗ឤ
ᗘィ 䠜ᮾி大学大Ẽᾏὒ研究所

ǭーワーȉ ෙබ、ଐ本ෙ、ࣇΨእ・ӷˮ体、൲௨ཋឋ、៲ᡈな൦域ᛦ௹、生ཋ地ྶ҄学サイクル

ᧉ分ݦ ෙබ҄学、地ྶ҄学、分ௌ҄学、環境ѣ७解ௌ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0orisu[e� -.� 0aMagawa� /.� /aru[ama� -.� 1Data� *.� )amo� T.� $o[le� E.A.� Lee� ,.-/.� 1Mamura� -. 0agaishi� -.� 
+shiMawa� T. %helating resin column separation method Hor 2D isotopes and Xertical proHiles oH 2D isotope ratios in 
the western suDarctic 0orth 2aciHic. East Asia )E1T4A%E5 9orMshop: Trace Element and +sotope 
TE+� stud[ in 
the 0orthwestern 2aciHic and its marginal seas 
2017�. 17 ,an 
Me[note�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ෙබᛦ௹分、機֥分ௌኒの分と共ӷ研究
等でのޒをࢳしています。また、学内でも
ᆔ々のီ分との共ӷ研究もࢳしています。

ෙ൦ɶのࣇΨእとӷˮ体の分ᩉ分ௌに᧙す
るクȪーン技術・ෙබᚇยに᧙する技術をͳえ
ております。൲௨なく分ᩉ分ௌできます。

ෙබྶע化学研究ܴ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/ᵫarineᵥeochemistry.html

ᐯ科学ኒ 准教授

Щ ԧܨ NORᵧᵱᵳᵷE Kaᶘuhiro

ෙබỆấẬỦࣇΨእ・ӷˮ˳Ệ᧙ẴỦ研究
～ ἂἿὊἢἽෙබẦỤ៲ᡈễଐஜෙ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ෙබは、ෙබ൲௨、ᣠ性҄と生७ኒへのࢨ᪪、
໗እࣅ環とൢͅ٭ѣ等のտዬ的課題と݅に᧙̞
した地ྶシステムです。これらのᜂ課題の解決に
は、ෙබのѣ७と生ཋ地ྶ҄学サイクルを科学的
に解ଢしていくことがᙲであり、ෙබにおける
にბႸしたǰローバルෙබ「Ψእとӷˮ体ࣇ」
ᚇย、ᨕ上での分ᩉ分ௌと解ௌに基Ʈく研究を
行っています。ࣇΨእとӷˮ体のɶでཎに学術
的ᙲ度の᭗いႸは、ෙබ研究科学ۀՃ会
5%14がπᛐするᨥ)E1T4A%E5計ဒにおい
て࣏᪰のᚇยႸである「Me[ parameter」にਦ
Ψእࣇ、されています。々のǰループではܭ
とӷˮ体のMe[ parameterに᧙してɭ界的にᙸて
බやインȉබٽ、ਦの分ௌ技術をஊしておりމ
等のǰローバルᚇยにӕりኵǜでいます。

ᡈ年では、新潟に៲ᡈなෙ域であるଐ本ෙのᛦ
௹にもщをλれています。ଐ本ෙはᨩෙ域とい
シルでጟがれたҞᦋෙ域であり、自のขࣅޖ
環機構をஊするȦȋークなጂෙです。൦産เの
や分ࠋ域の҄٭がভࣞされ、ࡑూཋもٶいෙ
域です。々は、人ໝឪเ൲௨ཋឋのਦとなる
ឬࣇΨእᤲのӷˮ体ൔをဇし、ଐ本ෙのܱ७
解ଢの研究を行ってます。ଐ本ෙにおけるᤲの൲
௨はȦȋークでありٽබのƦれと大きくီなっ
ていることを最ᡈᙸ出しました。

⌧ሙ䛻䛶ᾏὒ
ほ 䛻ᚲせ䛺
ᢏ⾡䛸⤒㦂䜢
ഛ䛘ᣢ䛴ேᮦ
⫱ᡂ

(ĂͿ (ďͿ

(ĐͿ (ĚͿ

(ĂͿ

(ďͿ

(ĐͿ (ĚͿ

⌮学㒊 䝣䜱ー䝹䝗⛉学ேᮦ⫱ᡂプ䝻䜾䝷䝮
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ᐇᅾከᏍ㉁構㐀䛾ᩘ್䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン䜈䛾㐺⏝

ከᏍ㉁構㐀䛻䜘䜛✵Ẽ㞟⇕㔞䛸ᑕ䞉㏱㐣䞉⇕ᨺᑕᦆኻ䛾合

ǭーワーȉ ༏Мဇ、ˡ༏ȡカȋズム、数値シȟȥȬーシȧンᨗٽឋ構造、ᨼή܉ٶ

ᧉ分ݦ ༏学、ˡ༏学、エネルギー٭੭学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0aMaMura et al.� 5olar Energ[� 8ol. 170� 
2018�� pp. 606-617.
0aMaMura et al.� +nternational ,ournal oH *eat and /ass TransHer� 8ol. 137� 
2019�� pp. 1027-1040.
-awasaMi et al.� ,ournal oH Thermal 5cience and Technolog[� 8ol. 15� 0o. 2� 
2020�� ,T5T0018

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ឋ構造をৢƏ産業/研究܉ٶ・
・ˡ༏ྵᝋのǳントロールに᧙連する産業/研究
・ᨼήᨗٽ༏Мဇに᧙連する産業/研究

ˡ-ݧឋ成からƦれをӕりᡂǜだƾく܉ٶ
。༏ˡᢋの連成数値解ௌまで可能です්ݣ-ݰ

本研究ܴでは、基ᄽ研究にǑるྵᝋの解ଢと
製品発へのࣖဇをႸਦしています。

༏学研究ܴ http://mu-koba.eng.niigata-u.ac.jp

ᐯ科学ኒ 教授

Ҿ ࠳
ᵫATᵱᵳᵠARA Koji

ឋನᡯỆấẬỦ܉ٶ
ỐẪݧ・ˡ්ݣ・ݰ༏ˡᢋメカニズムの解明

ᐯ科学ኒ я教

ɶ̽ ࠌ
NAKAKᵳRA ᵫitsuho

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ݧឋのǑƏなᙐᩃ構造ᘙ᩿における༏ƾく܉ٶ
のλݧ・Ӓݧ・ϐ્܉ٶ、ݧឋ体ᢿにԈ収され
た༏のˡݰにǑるᆆѣ、さらに༏ۥの්れにǑる
ᝋとします。このݣ༏ˡᢋのᙐ合ˡ༏問題を්ݣ
ࣖဇ̊として、ᨼήᨗٽ༏Мဇにおける܉ٶឋ
Ȭシーバ/Ȫアクターがਫげられます。܉ٶឋ構造
の%Tスǭȣンဒからϐ構ሰした3ഏΨ構造を数
値シȟȥȬーシȧンへとӕりᡂみます。連成数値
シȟȥȬーシȧンにǑって、܉ٶឋ構造でのエネ
ルギー収ૅやˡ༏ȡカȋズムをଢらかにします。

ᑐὶ䛻䜘䜛✵Ẽ㞟⇕

⇕ᨺᑕ

ᑕ

㏱㐣
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Ὑί⋡䛻ᑐ䛩䜛䝫ンプὶ㔞䛾㛵ಀ䠄h&�䛾Ὑίຠᯝ䠅

ヨ㦂ὶయ䛻ᑐ䛩䜛୍⯡生⳦ᩘㄪᰝ䠄h&�䛻䜘䜛㝖⳦ຠᯝ䠅

ǭーワーȉ マイクロバȖル、ウルトȩȕǡインバȖル、ඹ、ǱȟカルȕȪー

ᧉ分ݦ ්体学、᩼ȋȥートン්体щ学、環境ᒵ˯ถ技術、ࣇኬൢණ技術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

7shida et al.� ,ournal oH 5urHactants and &etergents� 8ol. 15� 0o. 6� pp. 695-702� 
2012.11�.
7shida et al.� Tenside 5urHactants &etergents� 8ol. 50� 0o. 5� pp. 332-338�
2013.9�.
7shida et al.� ,ournal oH Food Engineering� 8ol. 206� pp. 48-56� 
2017.8�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ඹに᧙する分なら分を問いませǜ。
・新潟Ⴤや新潟ࠊなƲのܫもʩえた発ޒをࠎஓ

しています。

ඹは、ଐࠝ生から業上のあらǏる分
にඬӏするᆉです。本研究ܴでは、්体学
的なᙻ点に基Ʈいた研究を進めています。

学研究ܴ˳් http://fluidlab.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

ᐯ科学ኒ 准教授

ཅဋ ᐫ ᵳᵱᵦᵧDA Akiomi

ἧỳỶὅἢἨἽửဇẟẺؾᒵ˯ถඹ২ᘐの開発
～ ἃἱカἽἧἼὊඹửႸਦẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年、ቩࢲが100マイクロȡートルˌ下のࣇኬ
ൢණであるȕǡインバȖル（/$）がදႸをᨼめ
ています。本研究では、Ʀのɶでもቩ1ࢲマイク
ロȡートルˌ下のウルトȩȕǡインバȖル
（7F$）をဇいた環境ᒵ˯ถ（Ǳȟカルȕ
Ȫー）のඹ技術（ཎに、ࠋඹ、ᓔඹ）に
ついて研究を行っています。

ཎに、්体学的なᚇ点にǑるඹ時の機的
作ဇにბႸし、ʩဪ්ࡸඹとウルトȩȕǡイン
バȖルの相ʈјௐにǑるඹјௐを౨᚛していま
す。

ʩဪ්ࡸඹᘺፗ（ᓔඹの̊）
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�p����������FRPSDUHG�ZLWK�%7��ᓔඹ᬴の̊

7F$ฆ合のᨊᓏјௐ

Ფʩဪ්とは、ࢍい機的作ဇをஊするඹඥ

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－137－－136－

ǭーワーȉ マイクロバȖル、௨ᑥ、れ性、ൗኬሥྵᝋ

ᧉ分ݦ ්体学、᩼ȋȥートン්体щ学、環境ᒵ˯ถ技術、ࣇኬൢණ技術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

7shida et al.� ,ournal oH 5urHactants and &etergents� 8ol. 15� 0o. 6� pp. 695-702� 
2012.11�.
7shida et al.� Tenside 5urHactants &etergents� 8ol. 50� 0o. 5� pp. 332-338�
2013.9�.
7shida et al.� ,ournal oH Food Engineering� 8ol. 206� pp. 48-56� 
2017.8�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・マイクロバȖルဇ分なら問いませǜ。
・新潟Ⴤや新潟ࠊなƲのܫもʩえた発ޒをࠎஓ

しています。

ˡወᑸの᩿ͨもある௨ᑥは、ᘮ学から
業分に᧙̞します。本研究ܴでは、්体学
的なᙻ点に基Ʈいた研究を進めています。

学研究ܴ˳් http://fluidlab.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

ᐯ科学ኒ 准教授

ཅဋ ᐫ ᵳᵱᵦᵧDA Akiomi

ἰỶἁἿἢἨἽửဇẟẺ௨ᑥᆉの᭗јྙ化

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年දႸされているቩ100ࢲマイクロȡートル
ˌ下のࣇኬൢණであるマイクロバȖル（/$）を
ဇいた௨ᑥᆉの᭗јྙ҄をႸਦした研究を進め
ています。本研究では、ൗኬሥྵᝋにǑる௨ᑥܱ
᬴を行い、マイクロバȖルのஊဇ性とȡカȋズム
の解ଢを行っています。

ཎに、௨ᑥяд（界᩿性д）のˊဇをႸਦし
た්体学的なᚇ点にǑる౨᚛を行っています。

௨ᑥ᬴ܱᘺፗ

合成ጞዜ（ɟᑍ的なᘘ）の᬴ܱ̊

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー

௨ᑥ時᧓td にݣして、௨ᑥ᭗さh が向上

ᚑᚌ�が˯下
（れ性が向上）
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㧗㏿ᄇ㟝ὶ䛾ᵝᏊ䛸Ⓨ生䛩䜛ᾮ

ቯ㣗ヨ㦂ᚋ䛾ヨ㦂∦⾲㠃䛸ቯ㣗㒊䛾^�D⏬ീ

ǭーワーȉ ᣐሥถᎹ、L&+、Ȭインエロージȧン、ْ食、᭗ᡮ֩ᩤ්、෩

ᧉ分ݦ 可ᙻ҄計ย、༏්ѣ、ཋឋᆆѣ、ฆ合・ૂਉ、サイエンテǣȕǣックアート

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ʞҗߕら� 可ᙻ҄情報学会ᛯ文ᨼ� 8ol. 31� 
2011�� pp. 63-67. 
0. Fujisawa� et al.� 0uclear Engineering and &esign� 8ol. 265� 
2013�� pp. 909-917. 
0. Fujisawa� et al.� 9ear� 8ol. 398-399� 
2018�� pp. 158-164. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・້щ・Ҿ子щなƲの発ᩓプȩント、щ発ᩓ
ᚨͳのᚨ計・製造や̬μに᧙わる企業

᭗ᡮ֩ᩤ්の෩ࢲが数җ�m、෩ᡮ度は
最大180 m/sでのӲᆔ材料のْ食᬴ܱが可能
です。また、ǭȣビテーシȧンジǧットにǑる
ْ食᬴ܱも可能です。

ӧᙻ化ऴإ研究ܴ http://tmfujisᶔ.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 准教授

ጎޛ ᝮ࠳ ᵷAᵫAᵥATA Takayuki

෩ᘔએỺἿὊἊἹὅỆợỦْメカニズムの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

な෩が、᭗ᡮでُ᩿にᘔᆳするᨥに発生ݱࣇ
するᘔએщにǑって材料に機的ْ食をࡽきឪこ
すྵᝋを෩ᘔએエロージȧン（L&+：LiSuid
&roplet +mpingement Erosion）とԠƼます。
このྵᝋは、້щ・Ҿ子щ発ᩓプȩントのᔕൢᣐ
ሥのᣐሥถᎹ、ᔕൢタービンのْ食、ȖȬー
ȉのᩋにǑるْ食なƲでᙸられます。ܭܤしたエ
ネルギーの̓ዅや発ᩓプȩントのܤμሥ理のため
には、L&+にǑるᣐሥถᎹのȡカȋズムを解ଢし、
Ʀのʖยඥをᄩ立する࣏ᙲがあります。

L&+にǑるถᎹᡮ度には、෩ᡮ度、෩ࢲ、
ᘔᆳ᫁度、෩ᐏҽさ、材料ࢍ度なƲٶくのȑȩ
ȡータがࢨ᪪しています。本研究では、スプȬー
ノズルをဇいた᭗ᡮ֩ᩤ්をဇいたL&+᬴ܱᘺፗ
を構ሰし、ɼに属材料をဇいたْ食᬴ܱにǑり
ถᎹᡮ度とӲᆔȑȩȡータの᧙̞を౨᚛してきま
した。また、2+8（2article image Xelocime-
tr[）やシȣȉーǰȩȕඥなƲの可ᙻ҄計ยඥをဇ
いて、෩ᡮ度や෩ࢲなƲの෩ȑȩȡータの
計ยを行っています。

これらの研究ኽௐをもとに、ǑりദᄩなถᎹᡮ
度のʖยඥを発することで、ᣐሥถᎹのјྙ的
な౨௹、ᢘЏなሥ理が可能となり、発ᩓプȩント
のܤμ性が᭗まると考えられます。

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ щ発ᩓ、エネルギー٭੭、数値シȟȥȬーシȧン、時ኒЗデータ

ᧉ分ݦ ᩓщ学、᭗ᩓן学、щ発ᩓ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

持ዓ可能なエネルギー社会のܱྵには、ϐ生
可能エネルギーの大ݰλが࣏ᙲです。ɟ૾で、
щ発ᩓのǑƏな٭ѣのນしい発ᩓ૾ࡸは、ᩓ
щኒወにԗඬ数やᩓןの٭ѣをࡽきឪこします。
࣏ሊとして、エネルギーᝪᔺᘺፗとの連ѣがݣ
ᙲになります。

本研究では、Ҿ子щ発ᩓ所1基分に相࢘する
1000/9ኢのウインȉȕǡームとෙ൦੬൦発
ᩓにǑるᩓщ҄ܭܤについて、数値シȟȥȬー
シȧンを行います。がには、ෙެዴに
500mᆉ度のɯᨒ地があります。Ʀのɶᐃにᝪ
൦൷を作りෙ൦੬൦発ᩓを行います。੬൦には、
᧓എᢃ᠃が可能でエネルギー٭੭јྙኖ70�
のアルǭȡデスȝンプを̅ဇします（1参
ༀ）。ܱᨥのщ発ᩓ機出щデータをဇいたシ
ȟȥȬーシȧンኽௐのɟ̊を2にᅆします。
൦щ発ᩓのឪѣには6分の時᧓が࣏ᙲで、この
᧓の出щɧឱが生じます。Ʀこで、ൢᝋ)28
データからのᡮʖยにǑるウインȉȕǡーム
出щʖย（ᧈʖย）を行い、ܱยᡮの時ኒ
Зデータからჺʖยᙀദをੑけることで更な
る҄ܭܤを行います。本システムの構成機材は、
ǄとǜƲμてϐМဇ可能で、持ዓ的社会構成に
݃ɨできると信じます。

ᅗ䠎 䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン⤖ᯝ䛾୍

ᅗ䠍 䝅ス䝔䝮䛾ᴫ␎ᅗ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・щ、ᨗٽή、ݱ൦щ、ภඡ発ᩓなƲのエネ
ルギー٭੭、おǑƼ൦እエネルギーなƲへのࣖ
ဇをႸਦす分。エネルギーの地産地ෞをݰλ
したい企業・自治体をࣖੲします。

地域新エネルギー、地域༏̓ዅʙ業ᛦ௹、地
ྶภଡ଼҄ݣሊ、地༏発ᩓݰλ可能性ᛦ௹、ݱ൦
щ等Мဇ̟進౨᚛会、スマートエネルギー推進
会ᜭ等のӲᆔۀՃ会で੩ᚕを行っています。

ỴἽỿメἙἋἯὅἩửဇẟẺ੬൦発ᩓỆợỦ
化ܭܤᙹщ発ᩓのᩓщٻ

ᐯ科学ኒ 准教授

ᓌҾ  ᵱᵳᵥAᵵARA Akira

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*. /itsu[ose� &. /i\use� *. Fujiwara and A. 5ugawara: ß2ower staDili\ation D[ windHarm applied
statistical model and pumped storage generation using Archimedean screwà� ,ournal oH /echanics
Engineering and Automation� 8ol. 5� 0o. 12� pp. 681-686� 2015.

ϐဃӧᏡỺἽἀὊ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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ከᑡ䛾╔ᛶ䛜䛒䜛⢏Ꮚで䜒⏝ྍ⬟

ቨ㠃䜢㏻䛨䛶ᅛయ䜢ຍ⇕䞉෭༷で䛝䜛

╔ᛶ䛺䛧 ⢏Ꮚᛶ≧ ╔ᛶ䛒䜚

እ㒊䛛䜙
⢏Ꮚ䜢ຍ
⇕䞉෭༷

ὶືᒙ

⛣ືᒙ
ᅇ㌿⅔

ⅆ᱁Ꮚ

ᮏ⨨

ᅗϭ 䜙せ䜣ᆺẼᅛ᥋ゐ⨨䛾タィ䛸㔠ᒓ〇ヨసရ䛾

ᅗϮ ᮏᙧᘧ䛾Ẽᅛ᥋ゐ⨨䛾⨨䛵䛡

ǭーワーȉ ࠋᚑ、Ӓࣖᘺፗ、༏ᆆѣ、ቩ子๛သ時᧓分ൢ

ᧉ分ݦ ҄学学、エネルギーМဇ、Ӓࣖ学、්ѣޖ、Ӓࣖᘺፗ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᚑᘺፗӏƼǬス҄ᘺፗൢ （ཎᫍ２０ᲫᲳᲧ０３２０Ხ３ 2019/2/25）
ฌ൦ら、「ǳイルཞόሥからなるׅ᠃らせǜൢᚑᘺፗ内のቩ子ᡛཎ性」、҄学学ᛯ文ᨼ� 45� 197� 2019
ฌ൦ら、「ǳイルཞׅ᠃らせǜൢᚑᘺፗ内のُ᩿とቩ子の᧓のˡ༏」、҄学学ᛯ文ᨼ� � 46� 176� 2020

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・エネルギー分なƲで体Ҿ料をൢ体とᚑ
させながらӒࣖさせるӒࣖᘺፗ分
・ቩ子ʑ༞・加༏・ϬҲなƲの体連ዓȏンȉ
Ȫンǰ分

このᘺፗは、ൢᚑがᑣく、ٳᢿと༏ʩ੭
でき、体๛သ時᧓分ࠋがく、ݲٶの付ბ性
のቩ子までМဇできるこれまでにないཎࣉを
持ったᘺፗࡸ࢟です。

ฌ൦研究ܴ http://tshimiᶘu.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

ฌ൦ࣙ明 ᵱᵦᵧᵫᵧᵸᵳ Tadaaki

ἅỶἽཞׅ᠃ỤẶỮൢᚑӒࣖᘺፗ
～ ẮủộỂỆễẟ˳のᡲዓӒࣖᘺፗ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究では、1にあるǑƏならせǜཞの࢟७
を持ったӒࣖᘺፗを੩కしました。らせǜɶ࣎᠆
ԗりにׅ᠃させることで、体を連ዓ的にᡛで
き、通ൢしてǬスとӒࣖさせるとともに、ٳᢿか
ら加༏・ϬҲできるといƏཎࣉを持っています。
このࡸ࢟のൢᚑᘺፗは、ࢼஹからჷられてい
る්ѣޖ、ᆆѣޖ、ׅ᠃໐
ǭルン�、ᆆѣ້子

ストーカÜ�とはီなったもので、ٳᢿとの༏ʩ
੭をしながら、なおかつݲٶの付ბ性のある体
を連ዓદ作でき
とޖƣቩ子࣏さらにǬスが、�2
上ᢿのᆰ᧓をʩʝに通ᢅすることで、ൢ体がᄩܱ
に体とᚑするものです。

これまでに、ᡢଢǳールȉȢデルをဇいたᘺፗ
でቩ子ᡛཎ性を求め、ቩ子の๛သ時᧓分ࠋがಊ
めてくቩ子がרɟにӒࣖすることがࢳできる
ことをଢらかにしました。またǬス්通᬴ܱを
行ってܭܤした体ޖをዜ持できるદ作ርを求
めました。さらに、属Ȣデル
をဇいて�下、1
ˡ༏᬴ܱを行い、༏ᆆѣཎ性にݣするቩ子性ཞ・
ᢃ᠃வˑのࢨ᪪をଢらかにしました
ද�。このᘺ
ፗは、体のӒࣖだけでなく、ʑ༞なƲのཋ理દ
作についてもᢘဇ可能で、ʻࢸはࠢ࠼い分にお
いてМဇ可能と考えられます。

ද�この研究で、҄学学会Ǒり2020年度҄学学ᛯ文ᨼ
Οᅵᛯ文ចをɨされました。
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⨺ẟ䜢⏝い䛯㔜㔠ᒓ྾╔䞉ᅇᐇ㦂䛾ὶ䜜

䜻䝺ート䜢ᒙ㛫ᤄධ䛧䛯䝝䜲䝗䝻タ䝹䝃䜲ト䛻䜘䜛㔜㔠ᒓ䛾྾╔

ǭーワーȉ 機能性材料、バイオマス、ȏイȉロタルサイト、属Ԉბ・ᨊӊ・ׅ収

ᧉ分ݦ 環境̬μ・̲ࣄ、เׅ収、環境ѣ७解ௌ、環境分ௌ、分ௌ҄学、્҄ݧ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᡈ年、地ྶ上では環境・エネルギー問題がขЦ
҄しており、環境̬μとともにเのᄩ̬やܭܤ
̓ዅがᙲな課題となっています。このǑƏな課
題を解決するെのɟつとして、環境ᒵのݲな
い機能性材料を発して、ԈბඥにǑって属
をᨊӊ・ׅ収する૾ඥがあります。Ʀこで、本研
究ܴでは、バイオマスやȏイȉロタルサイトをဇ
いたԈბдを作成し、ԈბおǑƼᏮბȢデル᬴ܱ
を行い、Ԉბȡカȋズムの解ଢや性能ᚸ価、ܱဇ
҄に向けた技術発を行っています。

バイオマスとして、ෙᕹおǑƼෙᕹဌஹのアル
ギンᣠ、アルギンᣠǲル、おǑƼǭȁン・ǭ
トサン、ங໗、ౡཋなƲの他、ȢンǴル҄学技術
大学の共ӷ研究にǑり፤ൗをșースとしたԈბд
を作成し属のᨊӊ・ׅ収の研究を行っています。

ȏイȉロタルサイト（L&*s）は、ᨏイオンʩ
੭機能をஊするޖཞᙐ൦ᣠ҄ཋで、ټにはあま
り産出されないものの、ൔ᠋的容ତに合成できま
す。Ҿ料ཋឋである属イオンᆔやȢルൔなƲを
させて、ᆔ々のȏイȉロタルサイトの合成を҄٭
行い、ȪンやȒእのᨊӊ・ׅ収の研究を行ってい
ます。また、ޖ᧓にǭȬートдをλして属
のᨊӊ・ׅ収も౨᚛しています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

(1)�Zhang,�S.,�Kano,�N.,�Mishima,�K.,�Okawa,�H.;�Appl.�Sci. 2019,�9,�4805,�16�pages, doi:�10.3390/app9224805
(2)�Du,�X.,�Kishima,�C.,�Zhang,�H.,�Miyamoto,�N.,�Kano,�N.;�Appl.�Sci.�2020,�10,�4745,�24�pages,�doi:�10.3390/�app�
10144745��(3)�Feng,�S.,�Du,�X.,�Munkhpurev,�B.ͲA.,�Zhang,�H.,�Miyamoto,�N.,�Kano,�N.;�Int.�J.�Mol.�Sci.�2021,�22,�3447,�
20�pages,�doi:�10.3390/�ijms 22073447

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境҄、เׅ収、ȪサイクルなƲを行Ə
企業、自治体

Ԉბཋឋの性能ᚸ価を行Əにあたり、ᆔ々の
分ௌᘺፗ（+%2-/5� X4&� 5E/� FT-+4等）を
ৢっており、分ௌ相談が可能です。上記の研究
にᨂらƣ分ௌ҄学に᧙する情報੩̓も可能です。

野研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜchem/

ᐯ科学ኒ 准教授

野 Ⴚ KANO Naoki

ؾỆởẰẲẟૼᙹԈბдỆợỦޓᨊӊ法の開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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ேᕤẼ㇟ჾෆ䛻お䛡䜛᳜≀⫱ᡂ

䝃䝫䝙ン䜢⏝い䛯ᅵተ୰䛾㔜㔠ᒓฎ⌮䠄カ䝷䝮ἲ䠅

ǭーワーȉ ȕǡイトȬȡデǣエーシȧン、バイオ界᩿性д、ٓםોᑣ、属ᨊӊ

ᧉ分ݦ 環境̬μ・̲ࣄ、เׅ収、環境ѣ७解ௌ、環境分ௌ、分ௌ҄学、્҄ݧ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ஊܹཋឋにǑる環境൲௨のなかで、˯ຜ度であ
るものの࠼ርにわたってᔛᆢされるため、新た
な社会的ᘮܹが発生するǱースがあります。この
ǑƏな環境൲௨の解決૾ඥのɟつとして、࢘研究
ܴでは、ౡཋ（ȕǡイトȬȡデǣエーシȧン）や
バイオ界᩿性дをМဇして、ٓםોծを行Ə
ඥの発を౨᚛をしています。

ȕǡイトȬȡデǣエーシȧンとは、ౡཋをМဇ
して環境ɶから൲௨ཋឋをᨊӊ、あるいはܹ҄
する技術です。ఌやᓶからのཋឋԈ収、体内にお
けるˊᜓやᔕなƲのౡཋの生理機能をМဇして
いるため、環境にやさしい技術であるとᚕえます。
ౡཋのᆔやᏋ成வˑの౨᚛、ǭȬートдのช加
にǑるᨊӊྙの向上等の属ᨊӊのための基ᄽ研
究を行っています。

バイオ界᩿性дは、ѣཋ、ౡཋӏƼࣇ生ཋか
ら生成される界᩿性дであり、合成界᩿性д
とӷ等の性能を持っています。また、生分解性で
性がない、p*やภ度のࢨ᪪もӖけにくい、環
境にやさしいといƏཎࣉがあります。࢘研究ܴで
は、サȝȋンやタンȋンᣠ等をဇいて、ٓםɶの
属ᨊӊにӏǅす役лを研究しています。

これらの研究は、൲௨ཋឋᨊӊのみならƣ、Ȭ
アȡタル等のเׅ収へのࣖဇもࢳされます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

L.�Gao,�N.�Kano, Y.�Sato�,�C.�Li,�S.�Zhang,�H.�Imaizumi (2012)��:�Bioinorg. Chem.�Appl.�Vol.�2012,�Article�ID�173819,�
12Pages�(doi:10.1155/2012/173819)
Kano,�N.,�Hori,�T.,�Zhang,�H.,�Miyamoto,�N.,�David,�E.�V.�A.,�Mishima,�K.;�Appl.�Sci.�2021,�11,�1557,�18�pages,�
doi:10.3390/app11041557

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境҄、เׅ収、ȪサイクルなƲを行Ə
企業、自治体

環境にやさしいٓםや൦環境の҄技術のᄩ
立をႸਦしています。また、൲௨ཋឋのᨊӊの
みならƣ、เׅ収につながるための基ᄽ研究
も行っています。

野研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

野 Ⴚ KANO Naoki

ౡཋởἢỶỼမࣱ᩿дửဇẟẺٓםોծ法の౨᚛

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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環環境境・・エエネネルルギギーー

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜchem/
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Fig.�1�(a)�Sodium�Dodecyl�Sulfate
(b)�Sodium�Dodecylbenzene�Sulfonate

ǭーワーȉ 機能性材料、性໗、界᩿性дԈბ・ᨊӊ・ׅ収

ᧉ分ݦ 環境̬μ・̲ࣄ、เׅ収、環境ѣ७解ௌ、環境分ௌ、分ௌ҄学、્҄ݧ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

൦環境は、々の生をૅえているɧ可എな環
境เのɟつです。ᡈ年、業҄やܼࡊ൦また
農業൦にǑる൦ឋ൲ບ、݈҄なƲにǑる環
境問題がভࣞされています。本研究ܴでは、൦ឋ
൲௨ཋឋとして෩体ࡑూཋのɟつである界᩿性
д（̊えば、5&5おǑƼLA5、 Fig.1）にბႸし
て性໗にǑるᨊӊඥの౨᚛を行っています。

φ体̊として、Ҿ子щ発ᩓ所から発生する્ݧ
性ࡑూཋのɟつに、作業ᘘのඹຩやඹいなƲ
で発生するࡑ෩（ȩンȉȪȉȬンኒにǑるࡑ෩）
があります。࢘ᛆࡑ෩のϼ理ඥとして、ඹдにԃ
まれる発ණ成分のにࣖじて、ɼとして性໗を
ဇいたϼ理がされています。Ʀこで、ȩンȉȪ
ȉȬンኒでϼ理するඹຩࡑ෩のјྙのᑣいᨊӊඥ
の構ሰをႸਦして研究を進めています。ྵנは、
性໗のᆔ（ࠊᝤ品、ᩌ性໗）にǑる性能
ᚸ価や性໗へのܫ能基の̲、༏ϼ理を行い、
Ԉბ能щやԈბȡカȋズムをᛦǂています。また、
性໗だけではなく、ȝȪジȡȁルシロǭサン
（2&/5）をǳーテǣンǰしたǬȩス製ૂਉ子を
ဇいたスターバーਁ出にǑる界᩿性дのᨊӊも
౨᚛しています。

上記の研究でࢽられたԈბ能щやԈბȡカȋズ
ムの情報は、他分でのԈბにもࣖဇが可能であ
ると考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

XU,�L.,�PANG,�M.,�KANO,�N.�IMAIZUMI,�H.,��Journal�of�Chemical�Engineering�of�Japan,�47,�319Ͳ323�(2014)
Kano,�N.,�Pang,�M.,�Deng,�Y.,�Imaizumi,�H.:�J.�Appl.�Sol.�Model.,�6,�51Ͳ61�(2017)

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

˯ǳストで環境にやさしい൦環境の҄技術
のᄩ立をႸਦしています。これがܱྵすれば、
Ҿ子щ発ᩓ所からの「્ݧ性ࡑ෩のถ容҄」に
もつながり、Ҿ子щ産業にもᝡྂできます。

野研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

野 Ⴚ KANO Naoki

ࣱ໗ửဇẟẺјྙのᑣẟမࣱ᩿дのᨊӊ法の౨᚛

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜchem/

・環境҄、เׅ収、ȪサイクルなƲを行Ə
企業、自治体

(a)

(b)
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㔠ᒓ㓟≀䛾㓟㑏ඖ⣔䜢⏝䛧䛯学⇕䝃䜲䜽䝹

ǭーワーȉ ᭗ภᨗٽ༏、൦እエネルギー、༏/҄学ᔛ༏、エネルギー٭੭、ʚᣠ҄໗እの༓料҄・҄ܭ

ᧉ分ݦ エネルギー学、材料学、༏҄学、属材料学、ཋ理҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0. )oMon et. al� Frontiers in Energ[ 4esearch 
2021� 9 696213. 
%u-)e allo[の༏ᔛ༏性能�
0. )oMon et. al� ,ournal oH Energ[ 5torage 
2020� 30 101420 
Fe-)e allo[の༏ᔛ༏性能�
0. )oMon et. al� Energ[ 
2016� 113�1099-1108. （%u-5i allo[の༏ᔛ༏性能）
0. )oMon et. al� Energ[ 2rocedia 
2015� 69� 1759-1769. （Al-5i allo[の༏ᔛ༏性能）
0. )oMon et. al� Energ[ 
2019� 171�  971-980. （ペロȖスカイトᣠ҄ཋの҄学ᔛ༏性能）
0. )oMon et. al� A+2 %onHerence 2roceedings 
2019� 2126
1�:210003（Fe-/nᣠ҄ཋの҄学ᔛ༏性能）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ѣ༏เをஊјМဇしたい分、᭗ภ༏の٭・
ᝪᔺ・МဇをႸਦす分の企業をࢳします。

属合やᣠ҄ཋの᭗ภ༏ཋ性（ൔ༏・༏
/Ӓࣖ༏、݅度、༏ˡྙݰ）にბႸし、᭗ภ領
域でのᔛ༏技術発を進めています。

༏ỺἽἀὊᝪᔺ・٭੭学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

ᣂӫᡈ ʂޒ ᵥOKON Nobuyuki

ᵔᵎᵎḥˌɥの᭗ภ༏の᭗݅ࡇᔛ༏২ᘐの開発
～ ༏ᔛ༏ấợỎ化学ᔛ༏ἇỶἁἽỆợỦ༏ᝪᔺἉἋἘム ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ࢽのサンșルトではᨼήしてٳがᝅ݈なෙݧଐᨗٽ
られるᨗٽᨼ༏にǑるᨗٽ༏発ᩓがܱဇ҄されていま
す（ӫ上）。ଐ本内ではϐエネᩓщを༏に٭੭・
ᔛ༏し、༏ăᩓщとしてӕり出すpower-to-heat-
to-powerᔛ༏発ᩓでのМဇがࢳできます。ᨗٽ
༏やϐエネᩓщはଐ٭ݧѣにǑるɧܭܤ性やٸ᧓Мဇ
できないことがഎ点であり、ᩔᙲと̓ዅに合わせた発
ᩓが可能であり、ܤ価で᭗エネルギー݅度のᔛ༏技術
発が求められています。ࢼஹのᔛ༏技術は合成や
ᄏᣠኒ๋ᗡطにǑる෩体の᫋༏ᔛ༏、体にǑる᫋༏
ᔛ༏がɼ්であり、発ᩓภ度の᭗ภ҄やᔛ༏݅度の᭗
度҄にࣖݣできなくなっています。

本技術Ĭでは、᭗༏ˡݰ性の属合にǑる༏ᔛ
༏技術を発しています（ӫɶ） 。この技術はኺ
時٭ѣする᭗ภ༏をแ҄し、体/෩体の相҄٭を
Мဇすることで᭗݅度の༏ᝪᔺがܱྵできます。༏
ᔛ༏材料に属合ኒのဇにǑり᭗い༏ࣖሉ性が
。できますࢳ

本技術ĭでは、マンǬンᣠ҄ཋやペロȖスカイトᣠ
҄ཋのᣠᢩ҄ΨኒをМဇした҄学ᔛ༏システムの発
を行っています（ӫ下） 。҄学ӒࣖをМဇしたᔛ
༏のため、༏Ǒり᭗エネルギー݅度のᔛ༏が可能で
す。属ᣠ҄ཋを༏ۥ体としてМဇする᭗ภᔛ༏シス
テムが考えられます。

環環境境・・エエネネルルギギーー
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㓟Ⅳ⣲䛸Ỉ䛾⇕学ศゎ䛻䜘䜛㻯㻻䛸㻴㻞〇㐀

ǭーワーȉ ᭗ภᨗٽ༏、൦እエネルギー、༏/҄学ᔛ༏、エネルギー٭੭、ʚᣠ҄໗እの༓料҄・҄ܭ

ᧉ分ݦ エネルギー学、材料学、༏҄学、属材料学、ཋ理҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0. )oMon et. al� 5olar2A%E52021ᨥ会ᜭ プロシーデǣンǰ
2021.�
0. )oMon et. al� Thermochimica Acta 680 178374 
2019� （ペロȖスカイトᣠ҄ཋにǑる൦の༏҄学分解に
Ǒる൦እ製造）
*. 5awaguri� 0. )oMon et. al� A+2 %onHerence 2roceedings 2303
1�:170013
2020� （ペロȖスカイトᣠ
҄ཋにǑるʚᣠ҄໗እの༏҄学分解にǑる%1製造）
0. )oMon et. al� A+2 %onHerence 2roceedings 2303
1�:170007 
2020� （ペロȖスカイトᣠ҄ཋにǑる൦
の༏҄学分解にǑる൦እ製造）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・൦እ製造技術に興味のある分、ʚᣠ҄໗እ
のஊјМဇに興味のある分の企業をࢳしま
す。

ʚᣠ҄໗እの出Ъถはϐ生可能エネルギー
とኵみ合わせるのがஊјと࣬います。ហٳዴイ
ȡージ໐にǑるҢ上ᚾ᬴からǭǻノンȩンプに
ǑるプロトタイプのȩȜᚾ᬴までࣖݣ可能です。

༏ỺἽἀὊᝪᔺ・٭੭学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

ᣂӫᡈ ʂޒ ᵥOKON Nobuyuki

᭗ภᨗٽᨼ༏ỆợỦʚᣠ化໗እࣅМဇ২ᘐの開発
～ ༏化学ἩἿἍἋửМဇẲẺʚᣠ化໗እの༓૰化・ܭ化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ٽのサンșルトでは、大ٳのᝅ݈なෙݧଐᨗٽ
ᨗᨼήシステムにǑり᳸1500éの᭗ภ༏がࢽられ
ます。ᨗٽ༏発ᩓでは༏ۥ体のСᨂから600éˌ
下での発ᩓがܱဇ҄されていますが、᭗ภ༏を҄学
Ӓࣖのプロǻス༏にМဇすることで、൦の༏分解に
Ǒる൦እ製造やʚᣠ҄໗እの༏分解にǑるɟᣠ҄໗
እを製造できます。

本技術はペロȖスカイトᣠ҄ཋをᣠᢩ҄Ψኒとし
てဇいたʚെ᨞༏҄学サイクルにǑり、້щ発ᩓ所
等から出される᭗ຜ度のʚᣠ҄໗እをɟᣠ҄໗እ
に᠃੭、また൦のʚെ᨞༏分解サイクルとኵみ合わ
せることで、൦እとɟᣠ҄໗እの合成Ǭスがࢽられ
ます。合成ǬスはFT（Fischer-Tropsch）プロǻ
スのҾ料となり、これにǑり໗҄൦እ༓料に᠃੭す
るßʚᣠ҄໗እの༓料҄àが可能となります。また、
൦እやɟᣠ҄໗እは҄成品製造のҾ料としてもМဇ
できます。

༏เとしてᨗٽエネルギーをဇいることから、ʚ
ᣠ҄໗እの出ЪถをႸਦしたϐ生可能エネルギー
ᬝѣのʚᣠ҄໗እのࣅ環Мဇ・༓料製造プロǻスと
してࢳできます。

環環境境・・エエネネルルギギーー
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Ⅳ⣲㈨※䛾㐃⥆౪⤥ᆺ䝋ー䝷ー䜺スᛂჾ

ǭーワーȉ ᭗ภ༏、൦እエネルギー、༏/҄学ᔛ༏、エネルギー٭੭、ʚᣠ҄໗እの༓料҄・҄ܭ、バイオマス

ᧉ分ݦ エネルギー学、材料学、༏҄学、属材料学、ཋ理҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0. )oMon et. al� 5olar2A%E52021ᨥ会ᜭ プロシーデǣンǰ
2021.�
0. )oMon et. al� Energ[ 166 
2019� 1-16.
0. )oMon et. al� 5olar2A%E52017ᨥ会ᜭ プロシーデǣンǰ
2017.�
0. )oMon et. al� Energ[ 79 
2015� 264-272.
0. )oMon et. al� +nternational ,ournal oH *[drogen Energ[ 39 
2014� 11082-11093.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオマスに興味のある分、༏分解やǬス
҄のᚑۥにች通している企業をࢳします。

バイオマスのஊјМဇはϐ生可能エネルギー
とኵみ合わせるのがஊјと࣬います。ហٳዴイ
ȡージ໐にǑるҢ上ᚾ᬴からǭǻノンȩンプに
ǑるプロトタイプのȩȜᚾ᬴までࣖݣ可能です。

༏ỺἽἀὊᝪᔺ・٭੭学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

ᣂӫᡈ ʂޒ ᵥOKON Nobuyuki

ỆợỦசМဇ໗እ資源のݧᨼήༀᨗٽ
༏分解ỾἋ化ἉἋἘムの開発

～ ᭗ภᨗٽ༏ửМဇẲẺӳỾἋᙌᡯἉἋἘム ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

、のサンșルトではٳがᝅ݈なෙݧଐᨗٽ
1500éᆉ度の᭗ภᨗٽ༏をࢽられます。ᨗٽ༏
の༏҄学᠃੭プロǻスのɟつとして、バイオマス
等の໗እԃஊเを༏分解・൦ᔕൢでǬス҄する
ßǽーȩー༏分解・Ǭス҄àが研究されています。
ǽーȩー༏分解ではɟᣠ҄໗እ、ȡタン、エタン
や൦እ等がࢽられます。またȁȣーのǬス҄では
ɟᣠ҄໗እと൦እをɼ成分とする合成Ǭスがࢽら
れます。Ǭス҄のɼӒࣖは体໗እと൦ᔕൢとの
Ԉ༏Ӓࣖであり、ᨗٽ༏̓ዅにǑりǬス҄を行い
ます。

したࣖݣ様な໗እเにٶᆔٶ研究ܴでは࢘
ǽーȩーǬス҄Ӓࣖシステムの発をႸਦして研
究しています。すなわち、໗እเを༏分解・Ǭ
ス҄Ӓ֥ࣖに連ዓ的に̓ዅ可能なß໗እเの連
ዓ̓ዅኒà、༏分解・Ǭス҄を行ƏßӒࣖኒàな
Ʋをወ合したӒࣖシステムの発です。

このǑƏな༏҄学プロǻスにǑるǽーȩー༏分
解・Ǭス҄システム発にǑり、Ჽ２ȋȥート
ȩルな༓料製造やʚᣠ҄໗እの出Ъถјௐが
。されますࢳ

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ǭーワーȉ バイオデǣーǼル༓料、体࢟成、相分ᩉ、分ᩉች製

ᧉ分ݦ 分ᩉ学、҄学学、Ӓࣖ学、ภܴјௐǬスЪถ・ׅ収、属イオンᨊӊ・ׅ収

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*ideo Tajima et al. Fuel� 2021� 8ol.305� p.121479. &1+: 10.1016/j.Huel.2021.121479
/asahiro ADe et al. Fuel� 2021� 8ol.289� p.119747. &1+: 10.1016/j.Huel.2020.119747
/asahiro ADe et al. Fuel� 2018� 8ol.214� pp.607-613. &1+: 10.1016/j.Huel.2017.11.066

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオデǣーǼル༓料のМဇに興味がある企
業やׇ体なƲ
・༓料༓ᚾ᬴等ができる企業やׇ体なƲ
・分ᩉ技術を相談したい企業やׇ体なƲ

᬴ܱဇのွ˩ኒだけでなく、ܱဌஹバイオ
デǣーǼル༓料についてもᢘဇできることがわ
かってきています。上記の研究にᨂらƣ、様々
な分ᩉݣᝋに興味を持っています。

分ᩉ学研究ܴ
ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

ٶ ᅵဏ TAᵨᵧᵫA ᵦideo

ἢỶỼἙỵὊἎἽ༓૰のૼᙹ分ᩉችᙌ法の開発
～ ϬởẲềẆỜềẆ分ẬỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

環環境境・・エエネネルルギギーー

バイオデǣーǼル༓料とは、ѣౡཋᏢから作
ることができる᠉ˊஆ༓料、ϐ生可能エネル
ギーです。バイオマスから作ることができるので、
カーȜンȋȥートȩルとᚕわれています。ࡑ食
や᩼食ဇから生産すればࡑూཋやசМဇเの
ဇになります。ɼ成分はᏢᏆᣠȡȁルエステル
ですが、Ʀのኵ成ൔにǑっては０éˌ上でも්ѣ
しなくなりロウཞに҄してしまƏので、᠉に
ฆ合して̅ဇすることがɟᑍ的です。ଐ本でɟᑍ
にϤܓにᝤ٥される᠉（2ӭ）は-7.5éまで්
ѣすることが求められるため、バイオデǣーǼル
༓料を上に̅い、新潟ჄのǑƏな݊Ϭ地にまで
く୍ӏさせるためには、ᗡ点の᭗い成分をでき࠼
るだけቇҥに分ᩉᨊӊする࣏ᙲがあります。

に࢟研究ܴでは、ϬҲにǑり分ᩉしやすい࢘
体をௌ出させる૾ඥをɶ࣎に౨᚛しています。こ
の૾ඥのМ点は「ช加する」「ϬҲする」といƏ
ቇҥな૾ඥであること、᭗ภに༓料をさらすこと
がないのでܤμでありᣠ҄なƲにǑるэ҄を৮С
できること、ݦᧉ的ჷᜤや技術がなくてもદ作で
きる上にݱ規ᘺፗでᢃ᠃できるのでエネルギー
の地産地ෞにつながることがਫげられます。

この૾ඥの構ሰと性能向上に向けて、基ᄽ研究
からᘺፗ発まで、ࠢ࠼く研究を行っています。

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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ᅗϭ͘�㧗ຠ⋡Ỉ䛾㟁Ẽศゎ䝅ス䝔䝮䛻䜘䜛Ỉ⣲〇㐀

ǭーワーȉ 人ή合成、ᨗٽήエネルギー٭੭、൦のᩓൢ分解、൦እ製造、ᣠእ発生ᚑۥ、൦እ発生ᚑۥ、ᩓಊ材料

ᧉ分ݦ 機҄学、ᚑ҄ۥ学、ᩓൢ҄学、ή҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・ᚑۥおǑƼᚑۥの製造૾ඥ（ཎ2019Ყ90888）
・ᚑۥの製造૾ඥ、属ᣠ҄ཋの製造૾ඥおǑƼᚑۥ（ཎ2019Ყ95465）
・ <. 0. <ahran and /. ;agi et. al.� A%5 Appl. Energ[ /ater.� 2020� doi:10.1021/acsaem.0c02628.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ή・щなƲのϐ生可能エネルギーをဇᨗٽ・
いた൦እ製造に興味がある分、ʚᣠ҄໗እの
出Ъถ・Мဇに興味がある分の企業、自治
体

દ作環境にࣖじてᚑ̲ۥᩓಊの大きさや࢟
ཞはᚨ計可能です。研究ܴにはᚑۥ発おǑƼ
ᚸ価に᧙するᘺፗがܦͳされており、ܤ価に研
究発を行Əことができます。

ೞἜἠ૰研究ܴ http://yagilab.eng.niigata-u.ac.jp/

┿
ᐯ科学ኒ 教授

οங ᘍ ᵷAᵥᵧ ᵫasayuki

ᙐӳኒᩓಊᚑۥửဇẟẺ᭗јྙ൦እᙌᡯἉἋἘムの開発
～ ਤዓӧᏡễ൦እᅈ˟のܱྵửႸਦẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ʻଐの社会システムは、҄ჽ༓料をɶ࣎とした
エネルギー̓ዅを基盤としているため、࣏的に
ʚᣠ҄໗እの出をˤいます。持ዓ可能なசஹ社
会をܱྵするためには、҄ჽ༓料に̔܍したエネ
ルギー̓ዅをఌࡁから٭᪃する࣏ᙲがあり、ϐ生
可能エネルギーをМဇしたエネルギー̓ዅシステ
ムの構ሰがᙲです。

されࢳ研究ܴは、ഏɭˊエネルギーとして࢘
ている൦እを᭗јྙに生産可能な൦のᩓൢ分解シ
ステム（1）の構ሰをႸਦし、Ʀのᙲな構成
ᙲእである、ᣠእ発生ᚑۥおǑƼ൦እ発生ᚑۥの
発を進めています。

）ᩓಊのቇ̝作製ඥ̲ۥ研究ܴは、ᚑ࢘
2）の発に成ыし、本ඥにǑって作製したᣠ
እ発生ᚑ̲ۥᩓಊがΟれた᎑ʁ性とᚑۥ性能を
ஊすることをଢらかにしました（3）。このኽ
ௐは、൦のᩓൢ分解൦እ製造システムのܱဇ҄に
向けたᙲな研究成ௐです。最ᡈでは、ႉにஆ
わるܤ価な൦እ発生ᚑ̲ۥᩓಊにもӕりኵǜで
います。

本ඥでは、ᚑۥのҾ料となる属材料のᆔ
やл合を自ဌに٭えることができるため、様々な
ᚑۥӒࣖへのࣖဇがࢳされます。

ᅗϮ͘㧗άᛶ㓟⣲Ⓨ生ゐ፹ಟ㣭㟁ᴟ䛾స〇ᡭ㡰䛾୍

ᅗ3͘㧗άᛶ㓟⣲Ⓨ生ゐ፹ಟ㣭㟁ᴟ䛾ᛶ⬟

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー
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熱電変換のイメージ

相転移(160K付近)によって状態密度が変化し、
熱起電力が向上する様子

ǭーワーȉ ༏ᩓ٭੭、ཋឋ発、ཋ性ยܭ、ࣖဇ

ᧉ分ݦ ༏ᩓ٭੭材料、 、相᧙ᩓ子ኒ材料ࢍ ᄬ性ឬˡݰ、 ᭗ןщཋ性

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. 0aMano� et. al.� +nternational %onHerence on Thermoelectrics 26th� 121 
2007�.
T. 0aMano� et. al.� ,. 2h[s. 5oc. ,pn. 805A� 5A058 
2011�.
「1T-Ta52の༏ᩓཋ性」� 本ኹᅎら�ᇹ13ׅଐ本༏ᩓ学会学術ᜒ会ʖᆜᨼ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・༏ᩓ発ᩓにݣしてཋ性の基ᄽから研究、発
を行Ə分
・地域に݅ბした༏ᩓ発ᩓについてのᜭᛯ、
発をお考えの企業との共ӷ研究をࢳします。

ኽおǑƼҥኽᚾ料の作成おǑƼ༏ឪᩓٶ
щ、ᩓൢ৽৴のภ度̔܍性をןщ下でยܭし、
ཋ理的ᚇ点からの解ଢ、発をॖࢽとしていま
す。

ɶ野 研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

ɶ野 ʶ NAKANO Tomohito

༏ᩓ٭੭૰の開発とそのࣖဇ
～ ؕᄽとࣖဇのẬとẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈ年の科学技術の発ޒはϯまじく、人にとっ
ては᩼ࠝに̝Мなɭ界になりました。しかしƦれ
はᩓൢエネルギーへの̔܍がف加しዓけているこ
とにጟがり、᩿࢘この̔܍がถることはないで
しǐƏ。したがって、 ʻࢸは҄ჽ༓料を通さƣ、
いかにјྙǑくᩓൢエネルギーを生み出せるかが
ᦆとなります。៲のׅりのƲこにでもある「ภ度
੭は、クȪーン٭をМဇして発ᩓできる༏ᩓ「ࠀ
な発ᩓおǑƼ発ᩓјྙの向上にࢳされており、
༏ᩓ٭੭јྙの向上と大規なࣖဇが࣏᪰です。

᭗性能な༏ᩓ材料には᭗い༏ឪᩓщ、 ˯いᩓൢ
৽৴おǑƼ༏ˡྙݰが࣏ᙲとなります。これらを
決ܭƮけるのは、 ɼにཋឋɶにおいて᭗いエネル
ギーཞ७にあるȕǧルȟエネルギーᡈͯの;かな
ᩓ子です。࢘研究ܴでは、 このᩓ子をཋឋኧお
ǑƼཋ性ยܭを通してᛦ௹、 理解することにǑっ
て༏ᩓ材料の発ޒにᝡྂしています。

また、最ᡈではφ体的なࣖဇについてもᝡྂし
たいと考えています。ཎに݊、ࢍ、ᝅ݈なภ
ඡなƲを容ତにࢽることができる新潟には様々な
可能性がっているǑƏにᙸえています。᩼皆
様のщを͈りながら大学だけではᩊしい研究、
発を行Əことをஓǜでいます。

9   6'7

6 ��ゼーベック係数
9 ��起電力
'7 �温度差

KoW Fool

フェルミエネルギー近傍の状態密
度(DOS)を反映

�� ��� ��� ��� ��� ���

熱
起
電
力

 温度 (K)

ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ ᑥእ、発ή材料、ቬםᤸཋ、ޖཞᙐ൦ᣠ҄ཋ、ޖཞҞݰ体、ᡈហࣖٳሉ

ᧉ分ݦ ҄学、ή҄学、ޖཞ҄合ཋ、ቬםᤸཋ、ή機能材料

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

、ཞ҄合ཋは、ɟᡀがマイクロȡートルᆉ度ޖ
ҽみが1ナノȡートルᆉ度のெཞ機ኽがᆢޖ
した材料፭です。Ʀのޖ᧓には、様々な҄学ཋឋ
をӕりᡂǉ性ឋをஊしており、ᆔ々の機能をもっ
たᙐ合体を作成することが可能です。

々は、ஊ機ᑥእや属ᥴ体を基本とするή学
ࣖሉ性の҄学ᆔとޖཞ҄合ཋをᙐ合҄することで、
新規ή機能性材料の創生を行なっています。々
が発した材料のཎ性のɟᢿについて紹介します。

๋෩ɶでのήӒࣖは、ਘᘔᆳྵᝋにૅᣐされ
るため、ਘ値ǑりଔいӒࣖを進行させることは
ಊめてᩊですが、ቬ҄ם合ཋにᑥእを҄ܭす
ることで、๋෩のᲫҘɢ̿ものӒࣖ加ᡮがᚇยさ
れました。

ஊ機ᑥእは、ࢢٶなԈ収・発ήཎ性をᅆします
が、通ࠝは๋෩としてৢわれます。機材料は、
ήཋ性のᛦૢがൔ᠋的ᩊです。ɲ者のМ点をМ
ဇした、ᡢଢᕓᐏཞの発ή材料の合成に成ыしま
した
ӫ上�。

ᡈហٳ領域のήは、Ʀのཎီ性から、医療ᚮ
ૺ・༏ዴカット・ɧ可ᙻ材料なƲ様々なࣖဇが
ཞ҄合ޖ。されているエネルギー領域のήですࢳ
ཋɶでナノቩ子を成ᧈさせることで、ࢍいᡈហ

ሉཎ性をᅆす材料を作成しましたࣖٳӫ下�。 ᙉい㏆㉥እᛂ⟅≉ᛶ䜢᭷䛩䜛」合ᮦᩱ

㧗いⓎගຠ⋡䜢᭷䛩䜛䚸↓機ᒙ≧合≀ͬⰍ⣲」合య㏱
᫂⭷䛾Ⓨග≉ᛶ䚹

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ή機能材料（エネルギー・ᘙᅆእ子・医療ᚮ
ૺ・インクなƲなƲ）が᧙わる発であれば、
分は問いませǜ。々が考えてない分の企
業様も大ടᡇです。

発ή・Ԉ収分ήをॖࢽとしており、上記材料
にも分ௌ可能です。ஊ機合成・機合成のٳˌ
ɲ૾を行なっており、ήが᧙連すれば、ࢢٶな
材料ޒが可能です。

ૼᙹೞޖཞ化ӳཋ/ᑥእᙐӳ˳の開発とӳ
～ ήೞᏡࣱ૰のоဃ ～

ᐯ科学ኒ 准教授

ဌʟ ʴ ᵷᵳᵧ Tatsuto

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

;ui� T. et al.� Langmuir� 33� 3680 
2017�.
;ui� T. et al.� )loDal %hallenges� 2� 1700105 
2018�.
;ui� T. et al.� ,. 2orph[rins 2hthaloc[anines� 11� 428 
2007�.

ဌʟ研究ܴ http://materials.eng.niigata-u.ac.jp/research/file/yui.pdf

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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ᐇ大✵㛫䛻お䛡䜛䜶䜰䝁ン࿘㎶䛾Ẽὶ㏿ᗘ䛾ྍどᐇ㦂⤖ᯝ

ᩍᐊෆで䛾㣕ἓᣑᩓ䛻㛵䛩䜛䝁ン䝢䝳ータ䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン

ǭーワーȉ ภ༏環境、ᆰൢ環境、ཋの性能ᚸ価、ሰ・ᣃࠊのႾエネルギー

ᧉ分ݦ ሰཋのႾエネルギー、ሰᚨͳ、学、ภ༏環境、ᆰൢ環境ሰ環境

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ଐ本のエネルギーෞᝲのɶで、ሰが᧙連
する業Ѧ・ܼࡊᢿᧉでෞᝲされるл合はμ体の
ኖ1/3をҩめています。ሰ・ᣃࠊにおけるࣛ
ᢘ性とႾエネルギーのɲ立は、持ዓ可能な社会
をᄩ立する上でಊめてᙲな課題のɟつです。

ᅶたちの研究ܴでは、このɟᙸ相Ӓする課題
にݣして、これまでにˌ下のテーマ等に᧙して
研究を行ってきました。

Š˰ܡの通性能ᚸ価に᧙する研究

Š˰ܡのエネルギーෞᝲ・%12出に᧙する
研究

ŠǼロエネルギーȏウスのȩイȕサイクルǳス
トに᧙する研究

Šܼࡊဇエアǳンをݣᝋとしたܱ̅ဇの成ጚ̞
数に᧙する研究

Šཋ内ٳにおけるൢ්の可ᙻ҄に᧙する研究

Š˰ܡにおけるᩓ҄ӂをݣᝋとした᭗јྙ੭
ൢ・ᆰᛦに᧙する研究

Šܦμ人ήౡཋئをݣᝋとしたႾエネ
ఎؔᚨͳの発研究

Šሰᆰ᧓をݣᝋとした人からのඒのਘに
᧙する研究

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ҥኝ˰ܡȢデルをݣᝋとした٭ѣൢ්ئにおけるܴ内ٳ通性ཞの解ௌ
μᩓ҄˰ܡとǬス́ဇ˰ܡにおけるエネルギーෞᝲӏƼ%12出に᧙する研究
ဇ༓料ᩓ൷にǑるᩓщᩔᙲのȔークカットに᧙する研究ࡊܼ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学研究ܴؾሰ http://tkkankyo.eng.niigata-u.ac.jp/

とؾのภ༏・ᆰൢࠊሰ・ᣃ
ႾỺἽἀὊ・ႾἅἋἚỆ᧙ẴỦ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᐯ科学ኒ я教

ஊඬ ᘽᝮ ARᵧNAᵫᵧ ᵷuki

ᕤ学㒊 ᘓ⠏学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー

のภ༏・ᆰൢ環境に᧙するࣛᢘ性ࠊሰやᣃ・
やႾエネルギー、Ⴞǳストに᧙する課題を持っ
た分。また、学ᨥ的な分にもȁȣȬンジし
たいと考えています。

᬴ܱとǳンȔȥータシȟȥȬーシȧンのɲ᩿
から研究を行っております。

これまでにも様々な企業やׇ体と共ӷで研究、
発にӕりኵǜできました。
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タン䝕䝮ኴ㝧㟁ụ䛾構㐀䛸ㄢ㢟

ኴ㝧㟁ụ䝰䝆䝳ー䝹䛾ᛶ⬟䛻ᙳ㡪䜢ཬ䜌䛩ຎせᅉ

ǭーワーȉ タンデムᨗٽᩓ൷、ᨗٽᩓ൷Ȣジȥール、ネット・Ǽロ・エネルギー・ビル（<E$）、ॖ҉性

ᧉ分ݦ 学ᩓ൷、ᩓ子材料、ᕓᐏᨗٽ、ή発ᩓᨗٽ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

A single-phase DrooMite Ti12 nanoparticle Dridge enhances the staDilit[ oH peroXsMite solar cells
（5ustainaDle Energ[ and Fuels 44� 2009 
2020�.）
2otential-induced degradation in high-eHHicienc[ n-t[pe cr[stalline-silicon photoXoltaic modules: A 
literature reXiew（5olar 44L 55� 2100708 
2021�.）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᩓ൷ȡーカー、ᩓ機ȡーカー、҄学ȡーᨗٽ
カー、材料・እ材ȡーカー、Ҟݰ体製造ᘺፗ
ȡーカー等

҄٭ᩓ൷の性能ᨗٽでのᧈ̅ဇにǑりٳދ
が生じるҾ׆を、材料科学的ᚇ点から究ଢする
研究に10年ˌ上携わっていますので、様々な
ჷᙸを持ち合わせています。

ဋ研究ܴف

ᐯ科学ኒ 教授

ဋف ค ᵫAᵱᵳDA Atsushi

ἑὅἙムᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの研究
～ ဃ෨発ᩓஇٻ化ỆӼẬề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ή発ᩓシステムのُ᩿ᚨፗにおいては、ᚨᨗٽ
ፗ᩿ᆢがᨂられているため、ネット・Ǽロ・エネ
ルギー・ビル（<E$）のܱྵに向けて、ᨗٽᩓ൷
ǻルならƼにȢジȥールの᭗јྙ҄は࣏᪰です。
また、ǳストを考えればሰཋのݤԡ40年の᧓
にʩ੭しないことがஓまれます。本研究では、ُ
᩿ᚨፗᨗٽᩓ൷Ȣジȥールの40年᧓の発ᩓを
最大҄する技術を発します。φ体的には、ُ᩿
ᚨፗஊの˯ༀ度・˯λݧᚌにおける発ᩓཎ性ᚸ
価、᭗јྙ҄のためのペロȖスカイトᲩኽシȪ
ǳンタンデムᨗٽᩓ൷の構造最ᢘᚨ計、タンデム
ᩓᨗٽԡ҄、ُ᩿ᚨፗݤᩓ൷のэ҄৮ഥ・ᧈᨗٽ
൷のॖ҉性向上技術・᧸൲技術等にӕりኵみます。
本研究にǑり、᭗јྙ・ᧈݤԡのタンデムᨗٽᩓ
൷Ȣジȥールがܱဇ҄され、ཋُ᩿等へのᚨፗ
が進ǉことにǑり、<E$がܱྵするとともに、ᇹ
Ჰഏエネルギー基本計ဒに掲げられる「2050年
カーȜンȋȥートȩルܱྵ」にもᝡྂします。本
研究は、立研究発ඥ人新エネルギー・産業技
術ዮ合発機構のۀᚠにǑり、҅ᨕ先ᇢ科学技術
大学ᨈ大学、᩷ޛ学ᨈ大学、ଢ治大学、ޟ᧲大学
との共ӷ研究ならƼにʮᣃ大学、ᝅဋ業大学、
එ大学、ᰦδ大学、ᰦδჄ業技術ǻン
ターとの連携にǑりܱしています。

ᕤ学㒊 ༠創⤒Ⴀプ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー

ᵵEᵠῨ῟ḷ

㟁Ꮚ㍺㏦ᒙ

Ⓨ㟁ᒙ

ṇᏍ㍺㏦ᒙ

Ŷͬŝᒙ

Ŷᒙ

䝨䝻䝤スカ䜲ト
トップ䝉䝹

䞉୧⪅䜢い䛛䛻㟁Ẽⓗ䠋
ග学ⓗ䛻᥋⥆䛩䜛䛛

䞉┤᥋ᡂ㛗䠋㈞䜚合わせ
䛾い䛪䜜䛾ሙ合䜒䚸୧
⪅䛾構㐀䜔≀ᛶ䛜タン
䝕䝮䛻ᙳ㡪

䞉ᛶ⬟䛭䛾䜒䛾䜔䚸ᛶ⬟
䛾⤒ኚ䜢ᨭ㓄䛩䜛
ᒙ䚸⏺㠃䛾ྠᐃ䛜」㞧

䞉Ⓨ㟁䛻䜒トップ䝉䝹
䛾ග྾䛜䝪ト䝮䝉䝹
䛾ග྾䛻ᙳ㡪

⤖ᬗ䝅䝸䝁ン
䝦䝔䝻᥋合
䝪ト䝮䝉䝹

䞉ᐇ㦂䛰䛡䛻䜘䜛᭱㐺はᅔ㞴
䞉䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン䜢᭷ຠά⏝
䞉ᛶ⬟䜔ຎ䜢ᨭ㓄䛩䜛ᒙ䜔⏺㠃䜢≀⌮ⓗ䞉学ⓗศᯒでྠᐃ
䞉ᮦᩱ䠋䝕䝞䜲ス構㐀䛾ᨵၿでᛶ⬟ᨵၿ䚸㛗ᑑ

Ɖͬŝᒙ
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ǭーワーȉ バイオマス、Ȫǰȋン、ȝȪȕǧノール

ᧉ分ݦ ౡཋเ҄学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ከٳዴԈ収д（ཎᚩ5586644）
/iMame� -.� -. 9atanaDe� T. 9atanaDe� /. FunaoMa� /olecular design Hor ph[siologicall[ actiXe 
compounds Hrom lignin D[ oZidatiXe degradation� Trans.  /aterials 4esearch 5ociet[� 46� 29-32 
2021�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境をॖᜤしたȢノƮくり
ཋဌஹȕǡインǱȟカルټ・

Ȫǰȋンの᭗付加価値ဇᡦ発は、ǻルロー
スをԃめたǳスト᩿で進ޒしていないசМဇౕ
เのМဇが可能になり、地ྶภଡ଼҄ݣሊ
へ݃ɨできます。

ஙឋἢỶỼἰἋ研究ܴ https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/ᵐᵔᵓ

ᐯ科学ኒ 准教授

ɤʒ գԍ ᵫᵧKAᵫE Keigo

ౡཋټ᭗分子ẦỤのἧỳỶὅἃἱカἽのоᙌ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ή合成にǑり生成するౡཋ成分は、ౡཋ体内でさまƟまな機能をௐたしているだけでなく、ౡཋ

ௗരࢸも、ٓםɶにƦのȕǣールȉをᆆし、ࣇ生ཋ等にǑりǏっくりと分解・構造҄٭し、新し

い機能をྒࢽし、最ኳ的には%12に分解され、ࣅ環しています。このౡཋ成分の生७ኒにおける

්れを参考に、ౡཋ成分のஊјМဇを研究しています。

ౡཋ成分の生分解の基本はᣠ҄分解です。生ཋ的おǑƼ҄学的に分解し、機能性食品、҄ታ品

Ҿ料、医ᕤ品なƲのȕǡインǱȟカルとしてМဇし、バイオマスの᭗付加価値҄をႸਦしていま

す。

ཎに、地ྶ上に最もᝅ݈にנ܍する

ᑷᬐଈ҄合ཋであるàȪǰȋンټ

ßのౡཋ体内ӏƼٓםɶでの機能を参

考にして、Ȫǰȋンから生理性をஊ

するȝȪȕǧノールを作る研究を行っ

ています。

最ᡈでは、ˊᘙ的なౡཋȝȪȕǧ

ノールであるカテǭンを上ׅるȪǰȋ

ン分解ཋをټȪǰȋンのアルȉール

合̟進ᣠ҄分解やٶ価ȕǧノール҄

ȪǰȋンのアルカȪ分解にǑり᭗収ྙ

で生産できる૾ඥをᄩ立し、Ʀれらの

ࣖဇ研究を進めています。

㎰学㒊 ᛂ⏝生⛉学プ䝻䜾䝷䝮

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ǭーワーȉ ᯓᘔᆳ、щ発ᩓ、ǻンシテǣビテǣマップ、Ǿーȋンǰ

ᧉ分ݦ 生ཋの̬μ、自ϐ生、ՌʐのϤݲࠎ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᾏᾏ㐨㐨᪥᪥ᮏᮏᾏᾏഃഃ䛾䛾䜸䜸䜸䜸䝠䝠䝅䝅䜽䜽䜲䜲䛾䛾ΏΏ䜚䜚䝹䝹ーートト䛻䛻おお䛡䛡䜛䜛
䝉䝉ンン䝅䝅䝔䝔䜱䜱䝡䝡䝔䝔䜱䜱䝬䝬ッッププ͘

ண 㣕⾜㧗ᗘD䝌ーン䛜㢼㌴䝤䝺ー䝗ᅇ㌿域䛻┦ᙜ䛧䚸㫽⾪✺䝸ス䜽䛜㧗い
䛸ண 䛥䜜䜛͘ま䛯䚸Ώ䜚䛾㧗ᗘ≉ᛶ䛾୍䛴䛸䛧䛶䚸䛾ᬒほせ⣲䛻ẚ䜉ẚ
㍑ⓗ㧗い㧗ᗘ䜢㣕⾜䛩䜛ഴྥ䛜䛒䜛ᒣ地で䜒䚸ᒣ㉺䛘๓はD䝌ーン䜢㣕⾜
䛩䜛䛯䜑䚸㢼㌴䛻ᑐ䛩䜛⾪✺☜⋡は㧗い䛸ண 䛥䜜䛯䠄ᯟෆ䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

生ཋや自環境を地域ཎஊの環境เとݲࠎ
してਵえ、ഏɭˊがƦのऍऔをʭӖできるǑƏ、
地૾自治体・021とңで持ዓ的にሥ理・
するˁኵみを考えていきたいと࣬います。

管理ửႸਦẲềעẲềỜỦဃऒ࣎ܤဃཋầݲࠎ

ᐯ科学ኒ 教授

᧙ پँ ᵱEKᵧᵨᵧᵫA Tsuneo

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

/origuchi 5.� /uMai *.� -omachi 4.� 5eMijima T. 
2019� 9ind Harm eHHects on migrator[ Hlight oH
swans and Horaging distriDution at their stopoXer site. 9ind Energ[ and 9ildliHe +mpacts125-133.
5pringer.

野ဃѣཋဃ態学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᵵEᵠῨ῟ḷ

環環境境・・エエネネルルギギーー

┿

3'Ⓨಙჾ䜢╔䛧䛯䜸䜸䝠䝅䜽䜲͘�Ⓨಙჾ䛛䜙㏦ಙ䛥䜜䜛⨨䞉㧗ᗘ
ሗ➼䜢⏝い䚸䝉ン䝅䝔䜱䝡䝔䜱䝬ップ䛜సᡂ䛥䜜䜛͘�

㎰学㒊 ὶ域⎔ቃ学プ䝻䜾䝷䝮

ᝮな地域เである生ѣཋの生७や進҄の
解ଢと、̬μに᧙わる研究をしています。これま
で、トǭの生࠙ࣄに向けた農地ϐ生や、イȌワ
シの環境創出をႸਦしたౕ業なƲ、内
ዌ๒ᆔあるいはዌ๒үूᆔの生ऒ地ϐ生に᧙わり、
。られた成ௐを環境行にӒପさせてきましたࢽ

Ʀしてʻ、տዬの課題としてӕりኵǜでいるの
が、ଐ本でᡈ年ᚨፗ数がفえているщ発ᩓ機の
ȖȬーȉにᯓがᘔᆳするバーȉストȩイクへ
のݣሊです。内でも、ټ記ࣞཋであるオジロ
ワシをᇿ᪽に、年、さまƟまなᆔのᯓがᘔᆳ
രするʙがࢸをዌちませǜ。

ƦれをׅᢤするஊјなඥとしてମʻදႸされ
ているのが、ᯓのᘔᆳȪスクをᙸえる҄したßǻ
ンシテǣビテǣマップàです。ྵנ、ᘔᆳȪスク
の᭗いᯓᆔごとにǻンシテǣビテǣマップの作成
૾ඥを౨᚛し、Ʀれをもとに࠼域マップを作成し
ています。さらに環境Ⴞと連携し、内における
ǻンシテǣビテǣマップのᢃဇ૾ඥを౨᚛してい
ます。ʻ年4月から行されたϐエネෙබМဇ̟
進ඥにǑり、ʻࢸ、බ上щ発ᩓが大きく推進さ
れるཞඞにおいて、ǻンシテǣビテǣマップをဇ
いたǾーȋンǰは、ᯓとщ発ᩓの共܍をるஊ
јなെになると考えています。

・環境ࢨ᪪ᚸ価・地域ϐ生に᧙わる環境アǻス
ȡント会社もしくはǳンサルタント会社なƲ。
・環境行をਃƏ・Ⴤ・ࠊထ、ӏƼ産業ਰ
興上、生ѣཋとの᧙わりが発生する行機᧙。
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生ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー⏝䛻䜘䜛⎔ቃㄪᆺ䝝ウス᱂ᇵ䝅ス䝔䝮

ྠ䝅ス䝔䝮䛸ⅉἜᘧ䝪䜲䝷䛾ྛ ᗘไᚚ䛾ᬮᡣ䝁ストẚ㍑

ǭーワーȉ ൦༏เȒートȝンプ、地下൦、ϐ生可能エネルギー、ԗ年ఎؔ

ᧉ分ݦ 農業環境学、農業情報学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᆢᩌ݊Ϭ地域におけるȏウスఎؔにおいて、Ϥ
ଡ଼ဇ༓料の᭗ᬸにǑりଡ଼ǳストがف加して
います。生産ǳストの˯ถが༏ஓされており、ま
た地ྶภଡ଼҄јௐǬスとして%12出のЪถが
տዬの課題となっているମʻ、҄ჽ༓料を̅ဇし
ないȒートȝンプ技術のࣖဇがϐදႸされていま
す。ཎにᆢᩌ݊Ϭ地域ではデȕロストのない൦༏
เȒートȝンプのࣖဇがࢳされています。൦༏
เȒートȝンプの性能向上はႸᙾましいですが、
༏เのためのʟৎЪᝲဇ等のਃが課題となり
୍ӏにᐱっていませǜ。

Ʀこでᆢᩌ݊Ϭ地域の生基盤として୍ӏして
いるଏ܍ෞᩌᚨͳをМဇした൦༏เȒートȝンプ
システムを構ሰしました。໊ࡸȜイȩにǑるȏ
ウス環境Сࣂとൔ᠋し、ఎؔ環境のϐྵ性、ଡ଼
ǳスト、%12出、ଡ଼ǳストにෞᩌǳストを
ԃめたトータルǳストから構ሰした൦༏เȒート
ȝンプシステムのݰλјௐをᚸ価したኽௐ、ᆢᩌ
݊Ϭ地域においてଡ଼ǳストおǑƼ%12出Ъ
ถをӷ時にܱྵするシステムであることがᅆされ
ました。ʻࢸ、൦༏เȒートȝンプのݰλがفえ
ることで、価˯下やИ৲ᝲの˯ถがࢳさ
れ、更なる୍ӏ̟進がࢳされています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ෞᩌᚨͳに൦༏เȒートȝンプを́ᚨしたȏウスଡ଼のଡ଼ǳストӏƼ%12出のЪถјᲦ共ᓸᲦ農業ᚨᲦ
Ӟ信χ・്ࢀဋӝ・ࢀᢹ・ɶԧٽ4ӭ�123-130Ღ大॰ࠇ2012�43

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᠾಅἉἋἘム学研究ܴ http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜknakano/

ᐯ科学ኒ 准教授

ٻ ॰ٽᢹ OᵦAᵱᵦᵧ ᵱhintaroh

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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環環境境・・エエネネルルギギーー

・ᆢᩌ݊ϬおǑƼɶޛ᧓地域の地域性҄を農
業分からႸਦす地域
・ᚇή産業と農業分をᗡ合し、環境にᣐॾし
た農業ѣを進めたい地域

ଏ܍ᚨͳのஊјМဇにǑるݰλǳストの˯ถ。
ローカルエネルギーМဇでの持ዓ・ࣅ環Мဇ。
ԗ年ఎؔ環境の創出にǑる農ܼのف収。
エネルギー自ዅྙの向上、%12出の˯ถ。



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－157－－156－

㨶㢮䚸㈅㢮䚸⏥Ẇ㢮䛺䛹䛥ま䛦ま䛺Ỉ生生≀䛜
ᾏ䛸ᕝ䜢⾜䛝᮶䛩䜛

ᚤ㔞ඖ⣲ศᯒ䛻䜘䜚ಶయ䝺䝧䝹でỈ域⏝䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛

ǭーワーȉ ൦生生ཋ、環境ࢨ᪪、ෙと߷のつながり

ᧉ分ݦ ᮄ生७学、൦ח生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等
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アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・൦域の環境ᚸ価を行いたい自治体や環境ǳン
サルタント会社なƲ

̾体や̾体፭、環境について、あわせてᛦ
௹・研究を行Əことで、ѣཋをਦとして൦域
の環境をዮ合的にᚸ価できます。

൦חဃ態学研究ܴ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/sadomarine/

˱บᐯσဃ科学ἍὅἑὊ 准教授

ဋ ᄤ ᵧᵧDA ᵫidori

൦ဃဃཋのဃ態ẦỤؾửᚸ̖ẴỦ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᮄをはじめとする൦生生ཋは、様々な環境ᙲ
の൦環ٳ᪪をӖけながら生きています。ࢨに׆
境は、ภ度や්れ、ή、ԗᡀのౡ生なƲの自環
境、ᨕ域のМဇ様ࡸや人構造ཋのஊなƲの人
ໝ的なࢨ᪪なƲ、ٶ様なᙲ׆で҄٭します。

研究ܴでは、ɼにෙと߷を行きஹする通しׅ࢘
ᢂ性のᮄをݣᝋとして、ٳᛦ௹やࣇΨእ分
ௌなƲから生७の解ଢにӕりኵǜでいます。通し
ׅᢂ性ᮄは、ෙとඕ߷をɟ生の᧓に行きஹする
ため、ӑ૾が生ऒにᢘする環境であることが࣏ᙲ
です。˱บをはじめとするᙐ数の地域でのᛦ
௹・研究から、ෙと߷のМဇ࢟७が、ᆔや環境に
Ǒって様々であることが分かってきました。̾体
Ȭșル、̾体፭Ȭșルでの解ௌから、̾々のᆔの
生७や生ऒ地のᢠ৸は、ԗの環境にǑって٭ѣ
することも分かってきました。様々なඥでƦれ
らをଢらかにすることで、൦域の環境の健μ性の
ᚸ価につながると考えています。

ᾏ ᕝ
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環環境境・・エエネネルルギギーー
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㛫ศゎ�^Zス䝨䜽ト䝹䛾

ǭーワーȉ 機能性ཋឋ、機能発ྵȡカȋズム、ᩓ子スȔン共ᯚ

ᧉ分ݦ ཋ理҄学、ཋឋ科学、ᄬൢ共ᯚ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1. 5. ,in� /. 5upur� /. Addicoat� -. FuruMawa� L. %hen� T. 0aMamura� 5. FuMu\umi� 5. +rle� and &. ,iang� ,. Am. %hem. 
5oc.� 113377� 7817-7827 
2015�. 
2. 9. Fu� ,. <hang� T. Fuhrer� *. %hampion� -. FuruMawa� T. -ato� ,. /ahane[� $. $urMe� -. 9illiams� -. 9alMer� %. 
&iZon� ,. )e� %. 5hu� -. *arich� and *. &orn� ,. Am. %hem. 5oc.� 113333� 9741-9750 
2011�.   なƲ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新たな機能性ཋឋ発分
・機能性食材等をৢƏ生҄学ኒ分
・ᩓ子が絡ǜだ機能性ȡカȋズムの解ଢをஓǜ
でいる分の企業とのつながりをࢳします。

様々なཋឋのE54ยܭを行なƏことができま
す。ɶでも᭗ԗඬE54や時᧓分解E54といった
アȉバンスȉE54ยܭにǑり機能を解するこ
とができます。

ཋឋ分子科学研究ܴ https://researchmap.jp/readᵎᵏᵔᵏᵒᵖᵐ/

ᐯ科学ኒ 准教授

Ӟ߷ ᝡ ᵤᵳRᵳKAᵵA Ko

ೞᏡࣱཋឋỆấẬỦೞᏡࣱ発ྵメカニズムの解明
～ EᵱR法ỆợỦᩓ子Ἃἦὅᚇย ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᩓൢを්す、ᄬൢを࠘Ƽるといった性ឋを持つ
機能性ཋឋはǑく研究されています。ᡈ年では、
ᩓ൷発では、ήをԈ収してᩓൢを発生するᨗٽ
機能性ཋឋがදႸをᨼめています。これらの機能
性ཋឋのܱဇ҄をᙸੁえたئ合、「᭗јྙな機能
性ཋឋ発」がɧ可എです。ᅶたちは、「機能が
ᩓ子にǑって発ྵされる」ことにბႸし、ᩓ子ス
ȔンをႺᚇยすることで、機能発ྵȡカȋズム
の解ଢをᚾみています。

解ଢの૾ඥᛯして、ᅶたちはᩓ子スȔン共ᯚ

Electron 5pin 4esonanceᲦE54�ඥにてᩓ子

スȔン�をႺᚇยしています。ɶでも᭗ԗඬ
E54、ȑルスE54、時᧓分解E54とᚕったཎഷな

アȉバンスȉな�E54ඥをᬝ̅することで、機能
を解することがᅶᢋのཎࣉです。これにǑり、
ᩓ子スȔンのཞ७、ᩓ子スȔンのѣ的ਫѣなƲの
機能発ྵȡカȋズムに᧙するᛇኬな情報を収ᨼで
きます。新たな機能性ཋឋ発のシーズを生み出
しています。

最ᡈでは、にԃまれる属イオン成分を
E54ඥでᚇยすることで、品ᆔや産地のᢌいを解
ଢすることもᚾみています。これをƏまくဇで
きれば、さまƟまな食ཋへޒすることがࢳで
きます。
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研究推進機構 ඹ⏝タഛᇶ┙䝉ンター

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ศᕸ䛾䜏䛺䜙䛪䚸㐨㊰⾲㠃䛾ᨺᑕᛶ䝉䝅ウ䝮䛾㔞
䠄ỿ╔㔞䠅䜒ホ౯䛩䜛䛣䛸䛜で䛝ま䛩䚹
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ǭーワーȉ ถ容҄ٓם能ᛦ௹、ᨊӊݧ્・ዴݧዴシȟȥȬーシȧン、環境્ݧ્

ᧉ分ݦ 環境્ݧዴ、્ݧዴ計ย、્ݧዴシȟȥȬーシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

&eXelopment oH a portaDle gamma-ra[ surXe[ s[stem Hor the measurement oH air dose rates� ,. )oto� ;. 
5hoDugawa� ;. -awano et al.� ,25 %onHerence 2roceedings 11� 070007
2016�
+ntroduction oH multiple gamma-ra[ detection to charged particle actiXation anal[sis� ,. )oto� /. 1shima� /. 
5ugawara et al.� ,ournal oH 4adioanal[tical and 0uclear %hemistr[ 314
3� 1707 ệ 1714
2017�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自治体なƲにݣしては、環境ȢȋタȪンǰ、
ᨊӊٓםถ容҄、Ҿ子щܹݣሊなƲ
・産業界なƲにݣしては、્ݧዴ・્ݧ性ཋឋ
をМဇした製品発なƲ

јྙ的な環境્ݧዴȢȋタȪンǰやシȟȥ
ȬーシȧンにǑるᚸ価、્ݧዴ・્ݧ能᧙連
製品の発ૅੲにјௐがࢳされます。

藤研究ܴࢸ https://researchmap.jp/jungoto

ᐯ科学ኒ я教

藤ࢸ ค ᵥOTO ᵨun

ᏡỆ᧙ᡲẴỦᛦ௹・研究・開発ݧ્・線ݧ્
～ ᅦҾ発ʙݣሊӏỎその˂のಮẉễМဇ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

能は、Ҿ発のみならƣ、医療（Ȭݧ્・ዴݧ્
ントǲンϙჇ、ᲽスǭȣンなƲ）、業（プȩ
スȁックの҄ࢍ、ҽみยܭなƲ）、農業（品ᆔો
ᑣ、発ᑻ᧸ഥ）なƲ様々な分でᅶたちの生を
ૅえるためにМဇされています。また、福Ҿ発
ʙから10年ˌ上がኺᢅしたྵנも、ᘮ地に
はまだٶくの課題がസされています。ᅶは、્ݧ
ዴ・્ݧ能のܤμМဇや福のࣄ興につながる研
究発をܱしています。

発したᛦ௹システムA574Aでは、ዴྙの
みならƣආბもยܭ可能です。また、᭗ች度な
。ዴȢンテカルロシȟȥȬーシȧンが可能ですݧ્
ᨊӊٓםถ容҄なƲ્ݧዴ・્ݧ能をӕりৢƏ研
究発もܱできます。

。はˌ下の共ӷ研究発をܱしていますנྵ
【環境્ݧዴᛦ௹】 福Ҿ発ʙᘮ地ӏƼ᭗自
્ݧዴ地域（インȉǱȩȩ߸）のዴྙやආბ
のᛦ௹をܱしています。
【シȟȥȬーシȧン᧙連】 ᭗ች度્ݧዴȢンテカ
ルロシȟȥȬーシȧン技術をဇいて、᭗度્҄ݧ
分ௌඥの発なƲを行っています。
【ถ容҄ٓם】 ᨊ௨で発生した્ݧ性ǻシウムで
൲௨したٓםのถ容҄ඥの発を行っています。

研究推進機構 ඹ⏝タഛᇶ┙䝉ンター

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ᮾிドๆྲྀᘬ所䛻お䛡䜛ᰴ౯䝕ータ䛾ᒁ所ᐃᖖ䜽䝷スタ䝸ン䜾

䝡ット䝁䜲ン౯᱁䛾䝞䝤䝹ᮇ䛾᳨ฟ䛻䛴い䛶䛾�ƵƐƵŵ⤫ィ㔞

ǭーワーȉ ᆉ、ҥˮఌԗᡀᢅᆉᢅࠝܭ所ޅ、時ኒЗࠝܭ᩼

ᧉ分ݦ 時ኒЗ解ௌ、数理ወ計学、ᗡ学、ウǧーȖȬット解ௌ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*iruMawa� Lee: As[mptotic properties oH mildl[ eZplosiXe processes with locall[ stationar[ disturDance� /etriMa� 2244� 
511ệ534� 2020
Taniguchi�5hiraishi� *iruMawa� -ato� ;amashita: 5tatistical 2ortHolio Estimation� %hapman � *all� 2017
Taniguchi� *iruMawa� TamaMi: 1ptimal 5tatistical +nHerence in Financial Engineering� %hapman � *all� 2007

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ܱᨥに、時᧓にบってᚇยされるデータ、と
りわけ、᩼ࠝܭなਰるᑈいをᅆすǑƏなデータ
の分ௌを࣏ᙲとするǑƏな分、等

ᡈ年、時ኒЗ解ௌのඥは、ᗡ学、生体
科学等をԃǉ様々な分においてࣖဇされてき
ています。Ʀのɶでも、᩼ࠝܭ時ኒЗȢデルを
ဇいた૾ඥは最先ᇢの研究ݣᝋです。

ኒЗ解析研究ܴ https://m.sc.niigata-u.ac.jp/ᶜhirukawa/

ᐯ科学ኒ 准教授

ᖳ߷ ɟ ᵦᵧRᵳKAᵵA ᵨunichi

ኒЗのᡈਖ਼ย理ᛯとᗡἙὊἑồのࣖဇࠝܭ᩼
～ ዼởẦẆিẟỊẆ࣯ນỆẆನᡯ٭化ẴỦኒЗ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

時と共に٭ѣするͪのኒЗを時ኒЗといいま
す。数学的にはこのኒЗをᲫつのᄩྙᢅᆉ（ᄩྙ٭
数のଈ）のܱྵЗとみなします。通ࠝの数理ወ計学
のඥは、ɼに立本に基Ʈく理ᛯをࣖဇします。
ɟ૾で、時ኒЗ解ௌは、本が、ᢅӊ、ྵנ、சஹ
とʝいにࢼ属しながらᚇยされる、Ǒりᙐᩃなཞඞ
でのወ計理ᛯです。

時ኒЗ解ௌの理ᛯとࣖဇは、ࠝܭ性のவˑの下で
してきました。しかしながら、ൔ᠋的ᧈޒく発࠼
᧓にบってᚇยされるデータがࠝܭ性を̬ちዓける
といƏˎܭはྵܱ的ではなく、何らかの᩼ࠝܭ性を
ԃǜでいるとみなす૾が自です。࢘研究ܴでは、
時᧓と共に相᧙構造が๖らかに҄٭していく様なྵ
ᝋ（ޅ所ࠝܭ性）やᢅӊのᚇยのࢨ᪪がᧈにบっ
てസりዓけるྵᝋ（ҥˮఌԗᡀᢅᆉにǑるᧈ記চ
性）等の᩼ࠝܭなਰるᑈいをȢデル҄し、ወ計的推
ย理ᛯとܱデータへのࣖဇをݰくことを研究ݣᝋと
しています。φ体̊としては、ˌ下のǑƏなものが
ਫげられます。
・時٭スペクトル݅度᧙数のᆢ分൮᧙数ย度に基Ʈ
くЙ別ඥをဇいたଐ本のఇئࠊࡸのɼᙲఇࡸ᥄
Ძ３社のクȩスタȪンǰ
イノșーシȧンを持つዼやかに༪発するࠝܭ所ޅ・
ᢅᆉについての%757/౨ܭወ計をဇいたଐ本の
ビットǳイン価におけるバȖルのڼまりとኳ
の時のᜤ別

⌮学㒊 ᩘ学プ䝻䜾䝷䝮
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ୡ⏺୰䛻ศᩓ䛧䛶い䜛ィ⟬機㈨※でィ⟬䛥䜜䛯⤖ᯝ䛜
ୡ⏺୰䛻㓄⨨䛥䜜䛯グ᠈㡿域䛻㌿㏦䛥䜜䛶い䛟ᵝᏊ

�ĞůůĞ�//ᐇ㦂䛻お䛡䜛ศᩓ䝁ン䝢䝳ー䝔䜱ン䜾䝅ス䝔䝮⏝
䛾ᵝᏊ䚹᭱大で⣙3ϱ༓�Wh䜢ྠ⏝䛧䛶い䜛

ǭーワーȉ እቩ子᬴ܱ 域分ǳンȔȥーテǣンǰシステムの発・ᢃဇ࠼

ᧉ分ݦ እቩ子ཋ理学、࠼域分ǳンȔȥーテǣンǰ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

%omputing s[stem at $elle ++ eZperiment（ 2o5 -/+2013 
2015� 008）
/onitoring s[stem Hor the $elle ++ distriDuted computing（ ,.2h[s.%onH.5er. 664 
2015� 6� 062020 ）
,oD monitoring on &+4A% Hor $elle ++ distriDuted computing（ ,.2h[s.%onH.5er. 664 
2015� 6� 062023）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

域分ǳンȔȥーテǣンǰシステムの࠼・
発・ᢃဇに᧙࣎のある૾

E7や҅がɶ࣎の࠼域分ǳンȔȥーテǣ
ンǰシステムは地域の͞りが大きく、ଐ本がɶ
きᡂǜだものとなりࠇとなってИめてɭ界を࣎
ました。2002$� 50�000%27のɭ界です。

᭗ỺἽἀὊཋ理学研究ܴ http://www.hep.sc.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

ଔק Ӯס ᵦAᵷAᵱAKA Kiyoshi

ႎᢃဇ法の開発ܭܤ分ἅὅἦἷὊἘỵὅἂἉἋἘムの؏࠼
～ ᢃဇཞඞのӧᙻ化・ᐯѣᚮૺ・ᐯѣࣄ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

እቩ子᬴ܱ分では᬴ܱの᭗度҄にˤいデータ
のف大、Ʀれをϼ理するために࣏ᙲとされる計
ምเ、Ʀれを̬܍する記চ領域のف大が問題と
なっており、この問題を解決するためにྵˊ的な
᬴ܱでは࠼域分ǳンȔȥーテǣンǰシステムの
。となっています࣏᪰λがݰ

域分ǳンȔȥーテǣンǰシステムとは、М࠼
ဇ者からᙸるとあたかもᲫつの߾大なǳンȔȥー
タのǑƏにᙸえ、Ʀのܱ、ɭ界ɶに分してנ܍
する計ም機เをሥ理しјྙǑくဇするシステ
ムのことです。計ም機เのሥ理ཞඞはሥ理者に
ǑってさまƟまで計ም機に問題があってもൢƮか
ないሥ理者もٶくいるため、問題があるئ合はい
ちଔく問題点を発ᙸし可能なᨂりཞඞを分ௌする
ᙲがあります。Ʀのためにはᢃ᠃ཞඞを自ѣ的࣏
に৭੮、可ᙻ҄し、Ʀのཞඞから問題をූきࢤり
にし、Ҿ׆へとᡐるといƏシステムが࣏ᙲとなり
ます。ྵנのとこǖƦのǑƏなものはנ܍せƣ、
自分たちで発する࣏ᙲがあります。

ʻ࠼、ࢸ域分ǳンȔȥーテǣンǰは社会イン
ȕȩとしてแ҄していく可能性が᭗くјྙ的ܤ
。されますࢳ的ᢃဇの技術はᩔᙲが᭗まるとܭ
々は、Иめてଐ本がホストとなったᨥ共ӷܱ
᬴$elle ++に参加し、࠼域分ǳンȔȥーテǣンǰ
システムの発・ᢃဇを行っています。

⌮学㒊 ≀⌮学プ䝻䜾䝷䝮
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ス䝟ース䝰䝕䝸ン䜾䛸ಙྕඖ

ǭーワーȉ ノイズᨊӊ、ȜǱᨊӊ、ឬ解、ןǻンシンǰ、信ӭ推ܭ

ᧉ分ݦ 信ӭϼ理、機学፼、ဒ情報ϼ理、ȡデǣア学、社会・ܤμシステム科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

эफな環境下でӕࢽされるǻンシンǰデータの
、の問題解決にӕりኵǜでいます。ཎにܭΨや推ࣄ
ဒやȜȪȥームデータなƲ᭗ഏΨ信ӭをݣᝋと
した信ӭϼ理の理ᛯ、アルǴȪズム、ܱྵ技術の
研究を行っていますᲨ信ӭϼ理はǻンサのཋ理的
なᨂ界をᙀƏ役лをௐたします。ᚇย信ӭがэ҄
していたとしても、ǳンȔȥータϼ理にǑり、
ᙲな情報をਁ出できる可能性があります。

本研究ܴでは信ӭの分ௌと合成に᧙するჷᜤと
技術をఋとして数ٶくの共ӷ研究プロジǧクトに
ᝡྂしています。̊えば、載ȟȪඬȬーȀにǑ
るᨦܹཋ౨出、ඕ᩿計ยからのඕཞ७の推ܭ、
内感ᙾ上ႝ࠘のૺޖજ、ႝᐎ၌धのဒᚮૺ
ૅੲなƲです。このǑƏにࣖဇはޟٶにบります。

᭗ഏΨ信ӭのࣄΨや推ܭは、ᚇย信ӭをଏჷ、
Ҿ信ӭをசჷとした数ႊɢˌ上の連立૾ᆉࡸを解
く問題になりࢽます。通ࠝは、解（Ҿ信ӭ）をɟ
ॖに求められないɧᑣᚨܭ問題です。Ʀこで、ʙ
ЭჷᜤをМဇして信ӭ生成ȢデルやᚇยᢅᆉȢデ
ル、Сኖவˑをݰλし、最ᢘ҄ϼ理にǑりƦの解
にᡐります。このɟඥにスȑースȢデȪンǰが
あります。もし、ጀデータをМဇできればȢデ
ルの構ሰに機学፼をМဇできます。ǻンサᘺፗ
のǳストЪถや҄ݱなƲもࢳできます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

㻹u㼘tidimensiona㼘㻌㻺onsepa㼞a㼎㼘e 㻻㼢e㼞samp㼘ed㻌㻸apped㻌㼀㼞ans㼒o㼞ms㻦㻌㼀㼔eo㼞㼥㻌and㻌㻰esign㻌䠄㻰㻻㻵㻦㻝㻜.㻝㻝㻜㻥㻛㼀㻿㻼.㻞㻜㻝㻢.㻞㻢㻟㻟㻞㻠㻜䠅
ဒ٭੭ᘺፗ、ဒ٭੭૾ඥ、ӏƼဒ٭੭プロǰȩム（ཎᚩᇹ6066280ӭ）
ᜤ別ᘺፗ、ᜤ別૾ඥӏƼᜤ別ϼ理プロǰȩム（ཎᚩᇹ5112454ӭ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・産業界では、製品౨௹、ପ分ௌ、医療ဒ
ϼ理なƲのつながりにࢳします。
・自治体なƲでは、᧸・᧸ཛ、環境ȢȋタȪ
ンǰなƲのつながりにࢳします。

эफな環境下でǻンシンǰされたဒやȜ
ȪȥームデータなƲのࣄΨϼ理ができます。

ཞඞにᢘしたСኖவˑの考ॾや機学፼のМ
ဇについても相談にࣖじます。

ഏΨ̮ӭ・ဒϼ理研究ܴٶ http://msiplab.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

 ദԍ ᵫᵳRAᵫATᵱᵳ ᵱhogo

ἋἣὊἋἴἙἼὅἂỆợỦ᭗ഏΨ̮ӭࣄΨ
～ ἍὅἉὅἂἙὊἑのἁἼὊὅ化২ᘐ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ಙྕ生ᡂ䝰䝕䝹䛸䛧䛶䛾⏬ീኚ
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ǭーワーȉ マイクロඬ・ȟȪඬ、㠀᥋ゐ䝉ン䝅ン䜾、ືసྠᐃ、ȘルスǱア、᭗ᱫ者ᙸܣり、機学፼

ᧉ分ݦ ᩓඬˡยܭ・解ௌ・ȢデȪンǰ、᭗分解能ȑȩȡータ推ܭ、アȬーಙྕฎ⌮

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

スマート社会に向けて環境おǑƼ人の情報҄技術
がᙲな課題となっています。࢘研究ܴでは、ឬ᭗
ᡮዴ通信をဇした᭗ች度Ȧビǭタスǻンシンǰ
技術（データ通信とǻンシンǰのወ合）の発を
行っています。ཎに、ȟȪඬ࠘ዴˡᡛシステム
（9i)igᲵ60)*\࠘ዴLA0）の᭗分解能通信ែ
ཎ性をဇいた生体信ӭ計ย技術やݱཋ体ѣきӷܭ技
術を研究しています。この技術にǑり、᩼ᚑ࣎ਊ
ྙ・ԠԈྙ計ย、ȏンȉジǧスȁȣーᛐᜤ、ѣ作ᜤ
別なƲଐࠝ的ȘルスǱア、᭗ᱫ者のܤμ・࣎ܤな
らしのサȝート、スマート機֥やܼᩓのСࣂ・デー
タλщのインタȕǧースなƲへのޒをࢳしてい
ます。
・ȟȪඬዴ信ӭをターǲットへༀݧし、Ʀのʏ

ඬのਰࠢ・ˮ相の時᧓҄٭からݱཋ体のࣇኬな٭
ѣをਵえます。ཎに、ȟȪඬ通信においては、
ターǲット૾向へアンテナビームを容ତにりᡂ
み、࠘࠼域信ӭにǑり数cm ᆉ度のݱࣇなˡኺ
ែࠀの分解能がࢽられます。

、にǑりܭ推ݹ性をဇいた最ࠝܭਊ・ԠԈのԗ࣎・
᩼ᚑで体ѣのࢨ᪪にࢍい᭗ች度信ӭ౨出を行い
ます。

・᭗度な信ӭϼ理にǑり所ஓ成分のཎࣉをਁ出し、
機学፼にǑり人体ѣ作のӷܭを行います。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ȟȪඬ通信ែࣖሉをဇいたԠԈと࣎ਊ計ยඥの౨᚛� ᩓ子情報通信学会信学技報� /+%T2017-55� 2018年3月
+ntruder &etection 7sing 4adio 9aXe 2ropagation %haracteristics� +EEE/+E+E +%%E-Asia� ,un. 2018
ȟȪඬを通信ែཎ性をဇいたȏンȉジǧスȁȣーᛐᜤ� ᩓ子情報通信学会ǽサイエテǣ大会� $5-8-1� 2018年9月

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ȘルスǱア機֥・ᢃѣ機֥
・᭗ᱫ者ᙸܣり・ホームǻǭȥȪテǣ
・機֥の᩼ᚑદ作
・スマートホームにおけるӲᆔǻンシンǰ

スマートホーム：ଐࠝ的ȘルスǱア、᭗ᱫ者
のܤμ・࣎ܤならしのサȝート

λщインタȕǧース：スマート機֥やܼᩓの
Сࣂ、データλщ、ˎेタッȁスクȪーン

ᩓඬ̮ӭϼ理研究ܴ http://radio.eng.niigata-u.ac.jp

ἰỶἁἿඬ・ἱἼඬửဇẟẺဃ˳̮ӭᚘย・小ཋ˳ѣẨӷܭ
～ 線ᡫ̮のᩓඬửဇẟềܱྵẲộẴ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᑠ≀యື䛝᳨ฟ

↓⥺㏻ಙ㊰≉ᛶ䠄ター䝀ットᩓἼ䠅

ᕤ学㒊 㟁Ꮚሗ㏻ಙプ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

 ⪞ᥱ ίỿム・ἱὅἏἁὸ Kᵧᵫ ᵫinseok
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ス䝬ート䝷䜲䝣䜢┠ᣦ䛩研究䝃䜲䜽䝹

ᇸ⋢┴䛸新潟┴䛻お䛡䜛YŽ�ホ౯⤖ᯝ䛾ྍど

ǭーワーȉ ビッǰデータ、機学፼、サービス品ឋ、デǶイン、ȋーズਦ向

ᧉ分ݦ 情報通信学、データ分ௌ、ǻンサ技術、ဒϼ理、ȦーǶインタȩクシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

情報通信技術（+%T: +nHormation and 
%ommunications Technolog[）は、ʻや生
インȕȩをૅえる基盤技術として、社会にේᡢし
てきています。࢘研究ܴでは、+%TをあらǏる産
業の基盤としてМဇすること、Ʀして、人とᛦ
ԧする+%Tのあり૾をȦーǶɶ࣎のᙻ点に立って
研究すること、を研究ܴの௵としてੁえて、基ᄽ
からࣖဇまでࠢ࠼く研究発しています。

のǑƏにまとめ研究ܴの研究スタイルはӫ࢘
られます。々が生するྵܱ社会からǻンサな
Ʋをဇいて様々なデータや情報を収ᨼします。こ
れらはビッǰデータやオープンデータとして、ク
ȩウȉシステムなƲで行われる情報分ௌやჷᜤϼ
理にǑり、新たなサービス創出やჷᜤのਁ出にဇ
いられます。Ʀして最ኳ的に、これらのサービス
やჷᜤが々の生へȕǣーȉバックされます。
このǑƏなサイクル自体を、ȦーǶのȋーズを৭
੮した上でデǶインすることがスマートȩイȕの
ܱྵであると考えております。

下のはφ体̊のɟつですが、スマホをǻンサ
として、ȦーǶが感じるМဇサービスのȬșルを、
ȦーǶ体感品ឋ（3oE: 3ualit[ oH EZperience）
としてᚸ価してもらったኽௐを、ؖྚჄと新潟Ⴤ
のൔ᠋で可ᙻ҄したものです。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

;uMi 5hitarai� Tatsu[a ;ama\aMi� TaMumi /i[oshi and -[oMo ;amori� �%ongestion Field &etection Hor 
5erXice 3ualit[ +mproXement 7sing -ernel &ensit[ Estimation�� the 18th Asia-2aciHic 0etworM 
1perations and /anagement 5[mposium 
A201/5 2016�Ღ1ct. 2016.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

Ǒりもɟഩ先行くサービス発を考えてנྵ・
おられる企業なƲとǳȩȜȬーシȧンできれば
いいと考えています。

+%Tのシステム҄を考えているので、ࣖဇに
ᡈいȬșルでの研究ができます。

ȦーǶをシステムのɟᢿとして考えるため、
新ɭˊのデǶインにඝった研究になります。

ἋἰὊἚἻỶἧ研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyamaᶘaki/

ᐯ科学ኒ 教授

᱾ޛ ᢋʍ ᵷAᵫAᵸAKᵧ Tatsuya

ἸὊἈɶ࣎ᚨᚘỆؕỀẪἋἰὊἚἻỶἧ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信
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ᑠᙧ ‵ᗘ䝉ン䝃䛾ᯝᐇ⿄䜈䛾タ⨨

እほရ㉁ホ౯䝅ス䝔䝮

ǭーワーȉ +%T、ǻンサ、可ᙻ҄、インタȩクテǣȖᚨ計、ഏɭˊ農業

ᧉ分ݦ 情報通信学、データ分ௌ、ǻンサ技術、ဒϼ理、ȦーǶインタȩクシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

農業への+%T（+nHormation and 
%ommunications Technolog[）のݰλは、ଏ
に様々な࢟で進められており、ᡈ年では+oT
（+nternet oH Things）、人ჷ能（A+: 
ArtiHicial +ntelligence）やロȜット技術のဇが
᫋ᓸになってきています。࢘研究ܴでもබナシ
「ル Ȭクȁエ」をݣᝋに、ӫ上ᢿにᅆすǑƏに
のภ度ǻンサをௐܱᘥ内にᚨፗし、ภ度ӏ࢟ݱ
Ƽ度の連ዓ計ยを行ってきました。Ʀして収ᨼ
したデータをወ計的に分ௌしたኽௐ、4ᆔのီ
なるௐܱᘥのཎ性にஊॖなࠀがあることをଢらか
にしました。これはௐܱᘥをᢠܭするܲᚇ的デー
タとして、ௐܱᘥȡーカにとっても、農ܼにとっ
てもஊဇな情報であると考えています。

更に、ӫ下ᢿにᅆすǑƏに、収ᆫࢸのௐܱの
ᚇ品ឋのᚸ価をA+における機学፼をဇいて行ٳ
い、農ܼが行っているႸᙻ౨௹のਃを᠉ถする
ことをႸ的としたシステムの発を行っておりま
す。ǽȕトウǧアの構成はǄǅܦ成し、ܱ機Ȭș
ルでのܱᘺの౨᚛を進めています。

このǑƏに、農ܼɟ᠀ɟ᠀がݰλできるܤ価で
̅いやすい+%Tシステムの研究発を加ᡮしなく
てはならないと考えており、ܱᨥの農ܼや新潟Ⴤ
と連携しながらܱဇ҄をႸਦして研究しています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Tatsu[a ;ama\aMi� -a\u[a /i[aMawa� TomohiMo 5ugi[ama and ToshitaMa +watani� �Field EnXironment 
5ensing and /odeling Hor 2ears towards 2recision Agriculture�� the 19th +nternational %onHerence on 
2recision Agriculture 
+%2A 2017�ᲦXol.19� no.1� 2art X8++� pp.2331-2335� ,an. 2017.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟Ⴤの農業をႮり上げていこƏと考える૾
であればƲなたとでも連携していきたいと考え
ています。

農業への+%Tݰλは様々な૾᩿で進められて
います。ଐ本ではݱ規ኺփの農ܼがٶいので、
ƦのǑƏなᚇ点の研究発が࣏ᙲと考えており、
地ᢊな研究発を進めています。

ἋἰὊἚἻỶἧ研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

᱾ޛ ᢋʍ ᵷAᵫAᵸAKᵧ Tatsuya

ૼჄのᠾಅỆ資ẴỦἋἰὊἚỴἂἼ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyamaᶘaki/

ᑠᙧ ‵ᗘ䝉ン䝃䛾ᯝᐇ⿄䜈䛾タ⨨

እほရ㉁ホ౯䝅ス䝔䝮

ǭーワーȉ +%T、ǻンサ、可ᙻ҄、インタȩクテǣȖᚨ計、ഏɭˊ農業

ᧉ分ݦ 情報通信学、データ分ௌ、ǻンサ技術、ဒϼ理、ȦーǶインタȩクシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

農業への+%T（+nHormation and 
%ommunications Technolog[）のݰλは、ଏ
に様々な࢟で進められており、ᡈ年では+oT
（+nternet oH Things）、人ჷ能（A+: 
ArtiHicial +ntelligence）やロȜット技術のဇが
᫋ᓸになってきています。࢘研究ܴでもබナシ
「ル Ȭクȁエ」をݣᝋに、ӫ上ᢿにᅆすǑƏに
のภ度ǻンサをௐܱᘥ内にᚨፗし、ภ度ӏ࢟ݱ
Ƽ度の連ዓ計ยを行ってきました。Ʀして収ᨼ
したデータをወ計的に分ௌしたኽௐ、4ᆔのီ
なるௐܱᘥのཎ性にஊॖなࠀがあることをଢらか
にしました。これはௐܱᘥをᢠܭするܲᚇ的デー
タとして、ௐܱᘥȡーカにとっても、農ܼにとっ
てもஊဇな情報であると考えています。

更に、ӫ下ᢿにᅆすǑƏに、収ᆫࢸのௐܱの
ᚇ品ឋのᚸ価をA+における機学፼をဇいて行ٳ
い、農ܼが行っているႸᙻ౨௹のਃを᠉ถする
ことをႸ的としたシステムの発を行っておりま
す。ǽȕトウǧアの構成はǄǅܦ成し、ܱ機Ȭș
ルでのܱᘺの౨᚛を進めています。

このǑƏに、農ܼɟ᠀ɟ᠀がݰλできるܤ価で
̅いやすい+%Tシステムの研究発を加ᡮしなく
てはならないと考えており、ܱᨥの農ܼや新潟Ⴤ
と連携しながらܱဇ҄をႸਦして研究しています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Tatsu[a ;ama\aMi� -a\u[a /i[aMawa� TomohiMo 5ugi[ama and ToshitaMa +watani� �Field EnXironment 
5ensing and /odeling Hor 2ears towards 2recision Agriculture�� the 19th +nternational %onHerence on 
2recision Agriculture 
+%2A 2017�ᲦXol.19� no.1� 2art X8++� pp.2331-2335� ,an. 2017.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟Ⴤの農業をႮり上げていこƏと考える૾
であればƲなたとでも連携していきたいと考え
ています。

農業への+%Tݰλは様々な૾᩿で進められて
います。ଐ本ではݱ規ኺփの農ܼがٶいので、
ƦのǑƏなᚇ点の研究発が࣏ᙲと考えており、
地ᢊな研究発を進めています。

ἋἰὊἚἻỶἧ研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

᱾ޛ ᢋʍ ᵷAᵫAᵸAKᵧ Tatsuya

ૼჄのᠾಅỆ資ẴỦἋἰὊἚỴἂἼ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyamaᶘaki/
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新潟ᕷ䛾䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン䝰䝕䝹䛾୍⏬㠃

㏣ᚑᛶ䛾᭷↓䛻䜘䜛Ⓨ⅏䛛䜙䛾⤒㐣㛫䛸㑊㞴ேᩘ

ǭーワーȉ ᧸・ถ、マルȁエージǧント、ᢤᩊ、࣎理ᙲ׆、大規シȟȥȬーシȧン

ᧉ分ݦ 情報通信学、データ分ௌ、ǻンサ技術、ဒϼ理、ȦーǶインタȩクシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᡈ年、ൔ᠋的大規なܹがឪきる᫁度がفえ
ているǑƏに࣬われます。ܹにͳえ、ᆔ々のシ
ナȪオをेܭしてஊјな᧸ݣሊを౨᚛すること
が、ଐ々࣏ᙲになってきています。しかしながら、
シナȪオの人々のᢤᩊ行ѣをʖยすることは
ᩊであり、Ʀのための᧸ጀをᣃࠊᢿにおいて
大規に᫁ጛに行Əことはᩊであります。Ʀの
ため、ǳンȔȥータ上でᢤᩊ行ѣをϐྵし、様々
なシナȪオを౨ᚰするᢤᩊシȟȥȬーシȧンがද
Ⴘされてきています。

研究ܴでは、マルȁエージǧントシステム࢘
（/A5: /ulti-Agent 5[stem）をဇいて、ᢤᩊ
者をલするエージǧントに、࣎理学や社会学の
ᚇ点からଢらかにされてきた࣎理ᙲ׆をݰλする
ことにǑり、Ǒりྵܱにᡈい࢟でのシȟȥȬー
シȧンシナȪオをܱᘺしたȢデルを研究発して
きました。これまでݰλしてきた࣎理ᙲ׆には、
ദࠝ性、ӷᛦ性、ग़他性、ᡙࢼ性があります。ӫ
 の)+5（)eographicࠊにᅆすのは、新潟
inHormation 5[stem）データをλщしたئ合の
シȟȥȬーシȧンȢデルのɟဒ᩿です。また、シ
ȟȥȬーシȧンኽௐのɟ̊として、ᡙࢼ性のஊ
にǑる発からのኺᢅ時᧓とᢤᩊܦʕ人数をᅆし
ています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ྚʟਏʂᲦޛ᱾ᢋʍᲦ大ԧဋˢᲦ˱ᕲбᐱᲦඑ ႺʂᲦßᣃࠊᢤᩊシȟȥȬーシȧンにおけるᡙࢼ性࣎理のݰλ
と๛Ȫスク᠉ถȢデル੩క�� ଐ本シȟȥȬーシȧン学会ᛯ文ᛏ� 8ol.10� 0o.1� pp.17-24� /ar. 2018.
ଐ本シȟȥȬーシȧン学会 ˋԧ２年度学会ច ᛯ文ចӖច

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本研究はཎに自治体の૾にМဇしてもらいた
いと考えています。᧸Ꮛにもஊဇだと考え
ています。

ᡈ年、計ም機の性能が上がり、シȟȥȬー
シȧンȢデルのችጁ҄も進ǜでஹたので、か
なりྵܱにұしたલ᬴ܱが可能です。

ἋἰὊἚἻỶἧ研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

᱾ޛ ᢋʍ ᵷAᵫAᵸAKᵧ Tatsuya

ᢤᩊἉἱἷἾὊἉἹὅの研究開発ࠊλẲẺᣃݰử׆理ᙲ࣎

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyamaᶘaki/
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ᅗ䠍䠖ᒇෆே≀⨨推ᐃお䜘䜃⾜ື㏣㊧ᐇ㦂

ᅗ䠎䠖ター䝀ット䛾㊥㞳䞉㛫䞉㏿ᗘ≉ᛶ

ǭーワーȉ ȟȪඬ/+/1ȬーȀ、イȡージンǰ、行ѣᡙួ、ѣ作ᛐᜤ、機学፼

ᧉ分ݦ ȬーȀ、マイクロඬȪȢートǻンシンǰ、ᩓඬˡ、信ӭϼ理

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

;. 9aMamatsu� *. ;amada� et. al.� +E+%E Trans. %ommun.� 8ol.E99-$� 0o.1� pp.124-133� ,an. 2016.
շ� ßȟȪඬȬーȀにǑる᭗分解能イȡージンǰ技術à�ᩓ子情報通信学会ᛯ文ᛏݎဋޛ $� 8ol.,104-$� 0o.2� 
pp.66-82� 2021年2月Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᙸܣりシステムやǻǭȥȪテǣ、マンロǱー
シȧンሥ理なƲ人の行ѣに᧙するࣖဇ分
・ターǲットのᜤ別やѣ作ᛐᜤ（マンマシンイ
ンターȕǧース）等のࣖဇ分

カȡȩ等のή学ǻンサのᢘဇがᩊしいエȪア
でのȢȋタȪンǰにᢘしたǻンシンǰඥです。
ཎにѣきを感に౨出し、ҥなるཋ体౨出のみ
ならƣ機学፼にǑるᛐᜤも可能です。

ඬѣऴإ研究ܴ http://ᵏᵑᵑ.ᵑᵓ.ᵏᵑᵐ.ᵏ/yamada/

ἱἼඬἾὊἒửဇẟẺʴཋἴニἑἼὅἂとѣ˺ᛐᜤ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᡈ年のȟȪඬȬーȀの発ޒにˤい、自ѣȬー
Ȁˌٳにも様々な分へのࣖဇがࢳされていま
す。ཎに/+/1ȬーȀ（ᙐ数ᡛ信・ᙐ数Ӗ信）に
Ǒりុᩉのみならƣ、ᆰ᧓的なˮፗの推ܭも可能
となってきています。々の研究ܴでは、Ǒり᭗
いᆰ᧓分解能をܱྵするためのアンテナ構成おǑ
Ƽ信ӭϼ理ඥを発し、ݲないᡛӖ信እ子数の
まま、的に分解能をોծする技術を発して
います。

ދᝤの79)*\࠘/+/1ȬーȀをဇいたࠊ1は
内人ཋ（3Ӹ）のˮፗ౨出おǑƼ行ѣᡙួኽௐの
ɟ̊です。ࠊᝤ品では人ཋを分ᩉするҗ分な分解
能がࢽられていませǜが、発ඥでは、ӷじ
ȏーȉウǧア規で᭗い分解能がࢽられ、ܴ内μ
域でദᄩなトȩッǭンǰがܱྵされています。

このԗඬ数࠘のȬーȀはβᚩɧᙲでМဇできる
といƏМ点があり、様々なဇᡦへのࣖဇが可能で
す。ᡈ年では携࠘ᩓᛅに載し、ジǧスȁȣにǑ
るદ作も可能になっています。これはᚇย信ӭの
機学፼にǑりܱྵされています。ȬーȀᚇยで
は、ݣᝋཋ体のុᩉ、時᧓、ᡮ度、さらにはᆰ᧓
（ᚌ度）に᧙する情報がࢽられます（２）。こ
れらをМဇし機学፼にǑるཋ体ᜤ別・ѣ作ᛐᜤ
に᧙する研究にもӕりኵǜでいます。

ᐯ科学ኒ 教授

ဋޛ շݎ ᵷAᵫADA ᵦiroyoshi

㊥㞳

㏿ᗘ 㛫

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮
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⛉学⾨ᫍ䛻䜘䛳䛶ീ䛥䜜䛯ኴ㝧⾲㠃䛾ᚤᑠ☢Ẽሢ

ǭーワーȉ ビッǰデータ、ဒᛐᜤ、機学፼、ൢټܬܢʖ報

ᧉ分ݦ ဒ学、データ科学、ወ計科学、ᨗٽ地ྶኒཋ理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

;. +ida� *. *agenaar� T. ;oMo[ama� ß&etection oH HluZ emergence� splitting� merging� and cancellation oH 
networM Hield. + 5plitting and /ergingà� The Astroph[sical ,ournal� 8ol.752� 149
pp. 1-9�� ,un. 2012

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ဒデータ、ཎにƦの時ኒЗデータからの᭗
度な情報ਁ出を࣏ᙲとしている分。
・ဒ等のビッǰデータにおける新しいஊјМ
ဇ૾ඥをኧしている分。

なݲ、や相ʝ作ဇをˤった構造のᡙួを࢟٭
い計ምเで行Əことができます。また、᭗い
ᡙួች度から、ဒእˌ下のᢃѣ情報を౨出する
ことなƲも可能です。

ỴἋἚἿỶὅἧỻἰἘỵἁἋ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

ဋ ˲᠒ ᵧᵧDA ᵷusuke

のᐯѣᡙួỴἽἆἼズム開発්ݣᄬൢᨗٽ
～ ἒỶἜἴբ᫆の解ൿửႸਦẲềᨗٽ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

成されて࢟がƲのǑƏにئѣเであるᄬᨗٽ
いるのか（ᨗٽȀイナȢ問題）の解ଢをႸਦして
います。

文学の問ټȀイナȢ問題はᲫᲯ０年ˌ上のᨗٽ
題であり、数値シȟȥȬーシȧンとཋ理学理ᛯの
᩿からችщ的に研究されてきました。ɟ૾で、Ʀ
こで੩కされた理ᛯȢデルのᚇยܱᚰには、ᨗٽ
ᘙ᩿でᙸられるݱࣇなᄬൢجや්ݣ構造の大ወ計
解ௌが࣏ᙲがあり、ǳンȔȥータにǑる自ѣᛐ
ᜤ・ᡙួが࣏ᙲとなります。しかし、これらの්
体構造は、࢟٭やᘔᆳにǑる合体・分ᘷ・ෞ๒な
Ʋの相ʝ作ဇをˤいながら時᧓発ޒするため、ଏ
。ᩊですのཋ体ᡙួ૾ඥでは܍

本研究ܴでは、ƦのǑƏな࢟٭や相ʝ作ဇを考
ॾした、јྙ的なཋ体ᡙួアルǴȪズムを発し
ています。 ,AXAや0A5Aの科学ᘓがӕࢽ・
ᔛᆢしてきたᚇยビッǰデータとኵみ合わせ、こ
れまでに੩కされてきた理ᛯȢデルのИめてのܱ
ᚰがࢳされます。また大ወ計解ௌを通して、ဒ
እの1/100ᆉ度の᭗いች度でのᢃѣ౨出性能をᢋ
成しており、ᚇยデータからの理ᛯȢデルોᑣも
ࢳされます。

���7UDFNLQJ�

���6SOLWWLQJ��
�DQG�0HUJLQJ��

W� �W��

W� �W��

W� �W��

W� �WF�

WF�

)OX[�

WF�

)OX[�

���&DQFHOODWLRQ�
�DQG��(PHUJHQFH��

���'HWHFWLRQ

☢Ẽሢ䛾┦స⏝䜢⪃៖䛧䛯⮬ື㏣㊧䛾ᴫᛕᅗ
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ǭーワーȉ 時ኒЗ行ѣデータ、信ӭϼ理、үᨖ感Ӗ性

ᧉ分ݦ ȡカトロȋクス、計ย学、Сࣂ学、機構学、人᧓学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ʩ通ʙをถらし、自ѣにǑるܤμなᆆѣを
ૅੲするために、カーナビをはじめとするᢃ᠃情
報のૅੲに加え、ȖȬーǭદ作ૅੲなƲの先進ܤ
μᘺͳや自ѣᢃ᠃技術のܱဇ҄が進ǜでいます。

ɟ૾で、દ作するᘺፗやૅੲ情報にǑっては、
ȉȩイバのਃがف加する可能性や、ࢼஹのᢃ᠃
感ᙾや࣎ܤ感とのᢌいもভࣞされています。

これらの新技術をǑりǑくဇいるために、Ӳᘺ
ፗと人᧓との信᫂᧙̞の向上が࣏ᙲと考え、本研
究では、ᢃ᠃行ѣのǻンシンǰと情報・信ӭϼ理
にǑりこれらをᢋ成するඥを౨᚛しています。

Ʀのɟඥとして、ȉȩイバの連ዓするᢃ᠃行
ѣを時ኒЗȢデȪンǰのඥにもとƮきȢデル҄
し、Ꮾ性をЙૺする技術を発しています。本
研究ではȉȩイȖシȟȥȬータ（Ძ）をဇいた
ᢃ᠃行ѣ計ยにǑって、ȢデȪンǰのஊј性や
Ƽ出しなƲのዬ࣯時（ီࠝཞ७）のӒࣖ౨出性
。を౨᚛しています（２）

してүᨖを感じる能ݣஹ的には、ᢃ᠃環境にݩ
щやᢃ᠃ᢘ性のܭᚸ価をႸਦしており、先進ܤ
μᘺͳの感性ᚸ価や、ʈ者の࣎ܤ・ࣛᢘ性向上
にǉけたѣ作ᚨܭへのࣖဇがࢳされます。
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▽▽  Stimulus

ᅗ䠎䠖㣕䜃ฟ䛧่⃭䜈䛾ᑐᛂ⾜ື䛾᳨ฟ

ᅗ䠍䠖䝗䝷䜲䝤䝅䝭䝳䝺ータ䜢⏝い䛯㐠㌿⾜ືィ 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自ѣᢃ᠃にᨂらƣ、人の行ѣ・作業にბႸ
し、Ʀのܤμ性や、技能ᚸ価・技能ˡ১なƲへ
のࣖဇをႸਦす分やサービスとの連携をࠎஓ
します。

連ዓ的な人のᢃѣのီࠝ性・Ꮾ性を、ቇତ
な数理ȢデルにǑりܱ時᧓シȟȥȬーシȧンし
ながら分ௌできます。

ᐯѣᢃ᠃ᘍѣのီࠝ・ᏮࣱとүᨖᛐჷᏡщの分析
～ ʴとᐯѣのܤμ・࣎ܤỆớẬề ～

ᐯ科学ኒ 准教授

ʻ ܑ ᵧᵫAᵫᵳRA Takashi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ီࠝᢃ᠃行ѣ౨出ᘺፗ、ီࠝᢃ᠃行ѣ౨出૾ඥ、ӏƼプロǰȩム（ཎᫍ2018-040255）
5tud[ on %lassiHication method oH 4isM 2erception $ased on the driXing -nowledge and $ehaXior
（&1+ 10.1109/5/%.2015.225� pp.1261-1266Ღ2015）

ᆆѣૅੲ学研究ܴ http://ima.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－169－－168－

ǭーワーȉ ᭗ᱫ者福祉、ወ合ᚨ計、ᢃѣ・ǳȟȥȋǱーシȧンૅੲ

ᧉ分ݦ ȡカトロȋクス、計ย学、Сࣂ学、機構学、人᧓学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

機֥やᘺፗの機能に加えて、ᙸたႸやデǶイン
性のɲ立が、ᘺፗのό๖・ܤμなМဇにおいて、
ᙲとなる᩿ئがあります。

ᡈ年、᭗ᱫ者介ᜱにおいては、ᛐჷ機能やᢃѣ
能щ（ሂщ）の˯下᧸ഥが課題となっており、Ʀ
のための 「ᢃѣ介ᜱᚨ」がف加ͼ向にあります。
このǑƏなᚨでは、Мဇ者のȢȁșーシȧンの
ዜ持・向上と、ᚨ内のܤμᄩ̬とǳȟȥȋǱー
シȧンのό๖҄のᙲஓがありました。

これをܱྵするᘺፗᚨ計を、ൟ᧓企業との共ӷ
研究としてӖλし、࢘研究ܴ（機構ᚨ計）と本
学研究ܴ（Ꮛ学ᢿ：プロȀクトデǶイン）との
連携にǑり、ٳᚇと機能のɲデǶインをወ合した
᭗ᱫ者向けトȬーȋンǰマシン（Ძ）を੩క・
ᚨ計・ᚾ作いたしました。

ཎに、「Ƶくもり」「ॖഒ向上」なƲのǳンǻ
プトをእ材やᑥでܱྵすると共に、Мဇ者ӷٟや
ᢃѣਦݰՃとのႸዴをᢚらないǑƏ᭗さを৮えた
構造・機構ᚨ計を行いました。また、「理な
く」「ዒዓ性の᭗い」ᢃѣᒵを੩̓するために、
ஹのおもりを持ち上げる構造をોᑣした新たなࢼ
ᒵ発生機構を੩కしました。

本ᚾ作機をဇいて、ܤμなᢃѣᒵ੩ᅆおǑƼ
ᢃѣᚸ価ඥのᄩ立・౨ᚰを進めています。 ᅗ䠍䠖ᑠᆺお䜘䜃機⬟㞟⣙䛧䛯

㧗㱋⪅ྥ䛡ト䝺ー䝙ン䜾䝬䝅ン

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ᱫ者やδᇜ福祉のみならƣ、産業・іྵ
理に࣎等において、ᘺፗ等の機҄と̅ဇ者ئ
もとƮくٳᚇやܤμ機能のデǶインᗡ合を࣏ᙲ
とする分との連携をࢳします。

ᑥやٳᚇ࢟ཞのܱᘺとᘺፗ・機能の機シス
テムとしてのܱྵを、ီ分ᗡ合にǑりɲ立し、
プロトタイプ製作を行っています。

ೞᏡႎೞನᡯ・メカニズムのἙἈỶὅ
～ ᭗ᱫᎍᅦᅍૅੲồのࣖဇ ～

ᐯ科学ኒ 准教授

ʻ ܑ ᵧᵫAᵫᵳRA Takashi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᢃѣᒵ生成ᘺፗ（ ཎᫍ2017-060767）

ᆆѣૅੲ学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

http://ima.eng.niigata-u.ac.jp/



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－171－－170－

ǭーワーȉ ᚑᙾ情報ϼ理、દ作インタȕǧース、ᢒᨠСࣂ、ᢒᨠǳȟȥȋǱーシȧン

ᧉ分ݦ ȡカトロȋクス、計ย学、Сࣂ学、機構学、人᧓学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

情報通信技術の発ᢋにǑり、᪦٣・ପに加え
てさまƟまな感ᙾ情報を情報҄・ܭ҄し੩ᅆ・
ϐྵする技術が、84なƲの最新技術としてܱဇ
҄されはじめています。

ཎに、ਦ先で感じるཋ体のឋ感情報であるᚑᙾ
や、体μ体で感じるᡮ度やۋѬの҄٭なƲの体性
感ᙾについては、ٳ的なХນにǑって生ឪさせて
Ʀのࢍ度をᛦૢする૾ඥがٶく౨᚛されています。

本研究ܴでは、ਦ先にਰѣを੩ᅆすることで、
ཋ体ᘙ᩿にᚑれたᨥに感じる「つるつる」「Ɵら
Ɵら」といったઊર感ᙾをϐྵする૾ඥ（Ძ）
や、ᙻᙾ情報（ପ）で੩ᅆしたԗᡀ環境のѣき
やƦのᡮ度情報から、自៲の体のᆆѣᡮ度やͼ
感ᙾをϐྵする૾ඥ（２）を౨᚛しています。

これらの情報のˡᡛെとして、インターネッ
トを介したᢒᨠ地᧓で行ƏᢒᨠСࣂ技術（３）
へのࣖဇ、ᚑᙾや体感情報をԃめた᭗ྵܱ感のǳ
ȟȥȋǱーシȧンのܱྵがࢳされています。

他૾で、感ᙾХນにݣする生体信ӭのӒࣖを計
ยすることで、ࣛ・ɧࣛとの᧙連性を分ௌ（
Ხ）し、ପや᪦٣のܤμなᙻᎮにつなげる基ᄽ
解ௌも進めています。

ᅗ䠐䠖㧗่⃭ᫎീど⫈䛾▖Ꮝᚄኚ䛾ィ 䞉ẚ㍑

ᅗ䠍䠖ᣦඛゐぬ䛾ᘚูᐇ㦂

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・人の感ᙾのܭ҄とƦのӲᆔࣖဇが࣏ᙲとな
る、産業、技能、アȟȥーズȡントなƲ、ࠢ࠼
い分との連携をࢳします。

ᢒᨠСࣂ技術については、内・ෙٳのՠဇ
インターネットׅዴにおいてܭܤСࣂ可能なこ
とをܱᚰしています。

ज़ᙾऴإの分析・ӧᙻ化とᵴRᢒᨠ制御ồのࣖဇ

ᐯ科学ኒ 准教授

ʻ ܑ ᵧᵫAᵫᵳRA Takashi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

СࣂᘺፗおǑƼС૾ࣂඥ（ཎᚩᇹ6245596ӭᲦ分ਃ出ᫍ）

ᆆѣૅੲ学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ᅗ䠎䠖❧ಖᣢ䛻ᑐ䛩䜛
どぬ่⃭䛾ᙳ㡪ㄪᰝᐇ㦂

ϮϬ
3Ϭ
ϰϬ
ϱϬ

Ϭ ϭϬϮϬ

ษ䜛䠖研研究究ᑐᑐ㇟㇟⪅⪅Ϯ䠄䠄㧗㧗ᚓᚓⅬⅬ䠅䠅䠈研研究究ᑐᑐ㇟㇟⪅⪅ϰ䠄䠄పపᚓᚓⅬⅬ䠅䠅

่่⃭⃭

Ɖ
ŝǆ
Ğů


Ᏻ㟼 Ᏻ㟼 Ᏻ㟼 Ᏻ㟼

่่⃭⃭ ่่⃭⃭ ่่⃭⃭

ᅗ䠏䠖ྍᦙᆺ機ᮦ䛻䜘䜛䜲ンター䝛ット䜢䛧䛯㐲㝸ไᚚ

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

http://ima.eng.niigata-u.ac.jp/
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^D>η䛻䜘䜛^Y>䜽䜶䝸䛾ከ┦ᆺ推ㄽ

㒊ศືⓗ䝺䝁ー䝗䛻䜘䜛:^KE䛾ᆺ䛝᧯స

ǭーワーȉ ഏɭˊプロǰȩȟンǰᚕᛖ、᭗信᫂ǽȕトウǧア発、ܳᚕ的プロǰȩȟンǰ

ᧉ分ݦ プロǰȩȟンǰᚕᛖ理ᛯ、ǳンȑイȩܱᘺ技術、᧙数ᚕᛖ、ǽȕトウǧア科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

A. 1hori et al.� 5/L� in industr[: a practical E42 s[stem deXelopment� +n 2roc. +%F2 2014.
-. 7eno et al.� A Hull[ concurrent garDage collector Hor Hunctional programs on multicore processors� +n 
2roc. +%F2 2016.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ǽȕトウǧアの生産性や信᫂性が᭗い൦แで
求められるǽȕトウǧア産業分
・新しいᚕᛖをဇしたǽȕトウǧア発環境
やプロǰȩȟンǰ技ඥに᧙する研究ȑートナー

15の機能やデータșースをМဇしながら、
ዓきでないスタイルでႺেにプロǰȩムを
くことができます。ଐ本で発されているଐ
本発の᧙数プロǰȩȟンǰᚕᛖです。

ἩἿἂἻἱὅἂᚕᛖ研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

ɥ野 ᨺٻ ᵳENO Katsuhiro

ܱဇࣱの᭗ẟ᧙ૠᚕᛖᵱᵫᵪᵁの研究開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ഏɭˊの᭗機能・᭗信᫂プロǰȩȟンǰ環境の
ܱྵをႸਦして、プロǰȩȟンǰᚕᛖ5/L�の研
究発を推進しています。

5/L�は、᧙数ᚕᛖ5tandard /Lをșース
に、最新の基ᄽ研究でࢽられたܱဇ上ᙲな成ௐ
をӕりλれてᚨ計されている、新しい᧙数ᚕᛖ
です。5/L�の最大のཎࣉは、ࢼஹの᧙数ᚕᛖ
ではᩊしかった、%ᚕᛖ、᧙̞データșース、ٳ
ᢿデータなƲ、᧙数ᚕᛖのٳにあるเとの᭗
度な連携をܱྵしていることです。5/L�をဇい
ることで、᭗൦แでܳᚕ的な記ᡓや理ᛯにᘻ
ちされた信᫂性なƲ、ࢼஹからの᧙数ᚕᛖのཎ
ᧈはƦのままに、オペȬーテǣンǰシステムや
データșース、マルȁǳア%27なƲをဇしたプ
ロǰȩムをくことができます。

/Lኒ᧙数ᚕᛖは、ƦのΟれた性ឋから、計
ም機科学分の研究者にǑって、ܭ理自ѣᚰଢシ
ステムなƲに̅ဇされてきました。5/L�は、
/Lኒ᧙数ᚕᛖのᢘဇርを、エンジȋアにǑ
るɟᑍのシステム発にも࠼げます。ƦれにǑっ
て、ǽȕトウǧア産業におけるܱဇシステム発
の生産性・信᫂性の向上にᝡྂするとࢳされま
す。

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮

情情報報通通信信
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ǭーワーȉ 地域課題解決、デジタル҄（&X）、シビックテック、ǽーシȣル・イノșーシȧン、社会インȑクトᚸ価

ᧉ分ݦ 学（ሊ科学）情報学・人文社会情報学、社会システム

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ൟ自らがデータをဇし新たなサービスࠊ
を作るßシビックテックàといƏ新たなӕり
ኵみを研究をしています。新ǳロナからᅶ
たちのらしをܣるため、ʻɭ界ɶでදႸさ
れるテクノロジーです。行だけではできな
いスȔーȉで、ࠊൟႸዴの̅いやすいデǶイ
ンや、ٳ人向けサイトなƲきめኬかな情報
発信が可能となるなƲ、行のデジタル҄
（&X）の推進にもഎかせない技術です。

情報技術とオープンデータをဇいアプȪや
サービスがഏ々と生み出され、ɶには行と
ሊのサイトݣで、ǳロナ࢟ൟがǳȩȜするࠊ
に̅われるなƲ、ࢨ᪪щをࢍめています。

ཎࣉの1つは、オープンといƏことです。
「オープンデータ・オープンǽース」をМဇ
することです。行が、ᛡでもဇできるǑ
Əπし、さらに、サイトの基本ᚨ計となる
プロǰȩムƦのものが、オープンとなってい
るので、ᛡでもቇҥᙐ製しМဇできます。ᛡ
でもプロǰȩムのોᑣやバǰの̲ദ作業に加
わることができます。

もƏɟつのཎࣉは、「ࠊൟ参加」の技術
ဇをる科学技術にとƲまらないオープン
な社会イノșーシȧンのѣであることです。 䝅䝡ッ䜽䝔ッ䜽ᅋయ䠄୍♫䠅�ŽĚĞͲĨŽƌͲ:ĂƉĂŶ䝃䝭ット䛾ᵝᏊ䠄新潟ᕷ䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自治体のᲾ᳒、行ો᪃、産業ਰ興なƲ、地
域の社会課題を情報技術なƲ科学技術、Ӎは社
会のˁኵみの᪃新で解決を࣓向する、地域の産
学ܫൟの皆様との連携・ңをࠎஓします。

地૾でπѦՃ・立行ඥ人等でѮѦኺ・
᬴があるܱѦܼՃです。産学ܫൟの連携のኺ
᬴がᝅ݈で、自らも社会ឪ業ܼとしてǽーシȣ
ルスタートアップのឪ業ኺ᬴もあります。

ἉἥἕἁἘἕἁỆợỦऴإ২ᘐとσоỆợỦᛢ᫆解ൿ
～ ἙἊἑἽ化とᅈ˟ỶἠἫὊἉἹὅのᅈ˟ႎỶὅἣἁἚ ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ႉ߷ ʂޒ ᵱᵦᵧRAKAᵵA Nobuyuki

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ଐ本におけるシビックテック・ǳȟȥȋテǣの発ޒ Ü内ٳのネットワーク࢟成と%ode-Hor-,apanÜ ኺփ情
報学会ᛏ 8ol. 27 0o. 3� &ecemDer 2018 2208-220
（http://www.jasmin.jp/actiXit[/DooMs/journal/pdH/27-3A208.pdH）
連載 シビックテックの時ˊ : 行サービスの共創とスマート҄（Ძ᳸Ჯ） 時ʙ通信「地૾行」2020᳸21年

ႉ߷研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜemgt/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

シビックテックを通した共創にǑり、企業の
オープン・イノșーシȧン、さらには社会イノ
șーシȧンが加ᡮ҄することがࢳされます。

⡿ᅜ䝕䝆タ䝹ᗇ䠄h^�^䠅ㄪᰝཬ䜃㛗ᐁ⾲ᩗ䛾ᵝᏊ䠄ϮϬϭϵᖺ䠅

ᕤ学㒊 ༠創⤒Ⴀプ䝻䜾䝷䝮
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EHTでᙳ䛧䛯M87୰ᚰ䝤䝷ッ䜽䝩ー䝹䛾⏬ീ(EHT�Collaboration)

2018ᖺ௨㝆はGLT䜒ཧධ䛧EHTはᣑ大䜢⥆䛡䛶い䜛(NRAO/AUI/NSF)

ǭーワーȉ データサイエンス、Ȗȩックホールジǧット、8L$+、E*T、スȑースȢデȪンǰ

ᧉ分ݦ ฏ計、ဒϼ理ཋ理学、ᩓඬܬܢ、文学ټ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

EXent *ori\on Telescope %ollaDoration� ßFirst /87 EXent *ori\on Telescope 4esults. +. The 5hadow 
oH the 5upermassiXe $lacM holeà� The Astroph[sical ,ournal� 8ol.875� L1� 2019
ဋ߃文ޛݱ、ࢽ子、ౕٽݱޛᢹ「E*TにǑる/87�のȖȩックホールဒ҄」ټ文月報2019年7月ӭ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ဒ分ௌや医療ဒϼ理に᧙連する分。
・᭗ᡮデータサンプȪンǰ、大容データ記録、
᭗ᡮ通信ネットワークに᧙連する分。
・ಊ地環境に᧙連する分。 。文୍ӏټ・

Өฺɶځ研究ᨈנቔ時にはǰȪーンȩンȉで
ᚇยを行いました。立ټ文Өをはじめ、アジ
ア・ᜂの研究者とᨥ共ӷ研究を行って
います。

小ޛ研究ܴίᩓඬټ૨学ὸ https://create.niigata-u.ac.jp/staff/sᵎᵐᵏ/

ᐯ科学ኒ я教

小ޛ 子 KOᵷAᵫA ᵱhoko

ᩓඬฏᚘỂỦٻ߾ἨἻἕἁἭὊἽԗᡀのۋ
～ ᭗解ࡇဒ化২ᘐのࣖဇ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ɶ࣎ᢿ分がଢるく᠗くඕのɶ࣎には߾大Ȗ
ȩックホールがנ܍すると考えられています。Ʀ
のࢍ大なщئにǑってǬスがƲのǑƏにԈいᡂ
まれるのか、またƦのԗᡀから֩出するジǧット
とԠばれるኬくᡮい්れがƲのǑƏに࢟成される
のかを解ଢすることをႸਦしています。Ʀのため
に、ឬᧈ基ዴᩓඬฏ計
8L$+�の᭗いᙻщをか
したᚇยとဒ҄を行っています。

ඕ/87ɶ࣎の߾大Ȗȩックホールԗᡀの様子
は、イșント・ホȩイズン・テȬスǳープ
E*T�
にǑるȟȪඬ࠘でのᚇยからଢらかになりました。
医療ဒϼ理分でဇされていたスȑースȢデ
Ȫンǰのඥがᩓඬฏ計データのဒ҄にࣖဇ
され、ឬ解イȡージンǰも可能となりました。
Ǒり᭗い解度で/87Ȗȩックホールԗᡀのဒ
҄を行Əことや、ټの߷ඕɶ࣎にある߾大Ȗ
ȩックホールԗᡀのဒ҄にもਪǜでいます。

本研究ܴでは、E*Tのみならƣ、ிアジアをڼ
めとするɭ界ɶのᩓඬஓᢒᦟを̅った8L$+ᚇยを
行っています。߾大Ȗȩックホールԗᡀでࠇきឪ
こる᭗エネルギーྵᝋのྵئをᚇยし、最新のဒ
҄ඥをӕりλれながら᭗解度ဒをࢽるこ
とで、ྵᝋのཋ理ᢅᆉ解ଢにਪみます。

創生学㒊

情情報報通通信信
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⫱ᡂ䛧䛯⣧Ⰻ༢⤖ᬗ䛸⤖ᬗ構㐀ゎᯒ䚸䝷ウ䜶┿䛾ᵝᏊ

カン䝏䝺䝞ー䜢⏝い䛯ᴟᑠヨᩱ䛾㔞Ꮚື䛾ほ 

ǭーワーȉ ኝᑣҥኽᏋ成、ᄬ性、子ਰѣ、ឬˡݰ、ಊᨂ環境下ཋ性ยܭ

ᧉ分ݦ 相᧙ᩓ子ኒࢍ、体ཋ理、˯ภཋ理

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

-. $eauXois et al.� 2h[s. 4eX. $ 101� 195146 
2020�.
;. *irose et al. ,. 2h[s. 5oc. ,pn. 86� 074711 
2017�.
*. &oto� ;. *irose et al.� ,. Allo[s %ompds 693� 332 
2017�. 他

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

Ψእをԃǜだ҄合ཋの発分םࠎ・
・ಊ˯ภች݅ᄬ҄ยܭに興味のある૾
・᭗ן発生ᘺፗのᚨ計や材料に興味のある૾

様々な૾ඥにǑるኝᑣҥኽᏋ成技術やཋឋの
ኵ成・構造に᧙するᚸ価ができます。また、˯
ภ・ࢍᄬئ・᭗ןのᙐ合環境下におけるች᬴ܱ݅
が可能です。

子ཋࣱ研究ܴᵆઅࢳ研究ܴᵇ http://bussei.gs.niigata-u.ac.jp/ᶜsettai/index.html

ᐯ科学ኒ 教授

અࢳ щဃ ᵱETTAᵧ Rikio

ኝᑣҥኽᏋỆợỦૼڈཋࣱኧとᩓ子ཞ態の解明
～ ಊ˯ภ・ࢍᄬئ・᭗ןɦのཋࣱೞᏡᚸ̖ ～

ᐯ科学ኒ я教

ແ࠼ ᨺ介 ᵦᵧROᵱE ᵷusuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

科学の発ޒは、新しい理ᛯの構ሰやǑり᭗ች度な

ยܭ技術、さらには新しい性ឋや機能を持ったཋឋ

の発ᙸなƲにǑってૅえられています。ཎに新しい

機能やྵᝋをᅆす材料はᅶたちの生にも݅に᧙

わっています。̊えば、ឬˡݰといƏᩓൢ৽৴がǼ

ロになるཎီなྵᝋが発ᙸされ、体のૺޖဒをજ

する/4+やȪȋアȢーターカーへのࣖဇにつなࢨ

がっています。ᅶたちはこのǑƏなཎီな性ឋを持

つ材料発を行い、Ʀのཋឋが持つ興味あるཋ性の

ឪเについて研究しています。

ཋឋのᅆす本ឋ的な性ឋを理解するためにはኝᑣ

なҥኽがɧ可എです。研究ܴでは、アーク໐を

̅ったࡽき上げඥや˯ᗡ点の属を๋ۥとしたȕ

ȩックスඥなƲの様々な૾ඥで新ཋឋኧを行って

います。最ᡈ発ᙸした新ཋឋはಊ˯ภにおいて、ឬ

ˡݰと࣬われるီࠝをᚇยしており、ࢼஹのኵみ

ではᛟଢできない新しいタイプのឬˡݰ体の可能性

がࢳされています。

ཋឋの性ឋは構成Ҿ子が持つᩓ子がਃっています。

ཋឋɶのᩓ子ཞ७をႺ的にᚇยできるȉȏース-

ȕǡンアルȕǧンјௐは、ᄬ҄の子ਰѣとして౨

出されます。カンȁȬバーをဇいれば、0.1mmᆉ

度のಊݱᚾ料でも᬴ܱ可能です。̾々のཋឋがᅆす

性ឋとᩓ子ཞ७を理解することで、Ǒり機能性を᭗

めたཋឋ発が可能になります。

⌮学㒊 ≀⌮学プ䝻䜾䝷䝮
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щ発生技術のƻとつן ー ȀイȤȢンȉアンビルǻル

&A%をဇいたኽ構造解ௌဇXዴׅ৵᬴ܱ（）と
ยܭᚾ料の᫋ࣇᦟϙჇ（ӫ）

ǭーワーȉ ᭗ןཋ性、Xዴኽ構造解ௌ、ᡛཎ性

ᧉ分ݦ ཋ性ཋ理

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*. Leng� A. 1hmura� L. 0. Anh� et al.� ,ournal oH 2h[sics: %ondensed /atter 3322� 025603 
2020�.
A. 1hmura� ;. *iguchi� T. 1chiai� /. -anou F. +shiMawa� et al.� 2h[sical 4eXiew $ 9955� 125203 
2017�.
A. 1hmura� /. /atsu\awa� F. +shiMawa� et al.� ,pn ,ournal oH Applied 2h[sics 5566� 05F$04 
2017�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ןщをဇいたᚸ価ඥだけでなく、ᅶたちの
研究で࣏ᙲɧ可എなןןщщ発発生生ǻǻルルののᚨᚨ計計・・製製作作
に興味のある分の企業の૾なƲ。

щ下でのኽ構造解ௌやᡛཎ性ןӏƼןࠝ
のᚸ価が可能であり、発生ןщ域は᭗ןǻルの
ǻットアップでᢠ৸できます。ή学ᆸをもつ᭗
。も可能ですݑᦟ下でのᚇࣇǻルでは᫋ן

᭗ןཋࣱἂἽὊἩ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/ᵦighᵮressure.html

┿
ᐯ科学ኒ 准教授

ٻ 子ࢢ OᵦᵫᵳRA Ayako

᭗ןщửဇẟẺཋឋ・૰ᚸ̖
～ ẰủỦૼᙹཞ態のኧờԃỜề࢟щɦỂן ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

荷重

ダイヤモンドアンビル：
加圧面の面積により
圧力発生域を変更できる
一般的なアンビルサイズは
最大径~3 mm, 高さ~2 mm

金属ガスケット
穴をあけて試料室とする

硬度の高いダイヤモンドを
用いた圧力発生セル

光学的に透明なため様々な
手法でその場観察が可能

ཋឋにןщを加えるとҾ子᧓ុᩉがݱし、い
ƣれ構造相᠃ᆆやᩓ子᠃ᆆをࡽきឪこします。
々のǰループでは、ןщᛔឪのឬˡݰ᠃ᆆや構
造相᠃ᆆをɶ࣎に、ɼなඥであるᡛཎ性のᚸ
価やXዴׅ৵ඥにǑるኽ構造解ௌ等にǑりןщ
下で生じる様々なྵᝋをཋ性と構造のɲ᩿からᛦ
ǂています。ӫは、ཋ性研究にてМဇされるˊ
ᘙ的な᭗ןǻルのɟつ「ȀイȤȢンȉアンビルǻ
ル
&A%�」
上�と&A%をဇいたXዴׅ৵᬴ܱ
下�
のಒᙲです。本ǻルでは数ɢൢ᳸ן数ႊɢൢןの
。щ発生が可能ですן

щはあらǏる研究分でМဇされてן᭗、נྵ
おり�、Ʀのןщር・発生૾ඥも様々です。ן
щ発生技術は、「ݣᝋཋの体ᆢן」といƏ᩼ࠝ
にシンプルな᬴ܱඥですが、ཋឋ・材料のᚸ価
から新規ཞ७の創生まで᩿૾ٶでのࣖဇが可能で
あると考えられます。

�ଐ本᭗ןщ学会ホームページǑり：
https://www.highpressure.jp/proHile/outline.shtml

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

⌮学部 ≀⌮学プ䝻䜾䝷䝮
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シȪǳンウǧーȏɶのҾ子ᆰ܉

ǭーワーȉ Ҟݰ体シȪǳン、Ҿ子ᆰ܉、ឬ᪦ඬ、性ܭ数、子技術

ᧉ分ݦ ཋ性ཋ理、˯ภཋ理、Ҟݰ体ཋ理、ࢍ相᧙ᩓ子ኒ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. )oto et al. ,. 2h[s. 5oc. ,pn. 7755 
2006� 044602.
-. /itsumoto et al. ,. 2h[s. 5oc. ,pn. 8833 
2014� 034702. 他
ཎᚩᇹ 5008423 ӭ、5204415 ӭ、5276347ӭ、6291797 ӭ 他

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・シȪǳンウǧーȏȡーカー
・Ҟݰ体デバイスȡーカー
・ឬ᪦ඬ計ยや性ܭ数等に興味のある

ȡーカー

˯ภ・ࢍᄬئ・᭗ן下でのች᬴ܱ݅が可能
です。また、ᘙ᩿性ඬ
5A9�デバイスをဇ
いることでウǧーȏのᘙޖ領域をยܭするこ
ともできます。

ᩓ子ཋࣱ研究ܴίఌஜ研究ܴὸ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/nemoto/index.html

ᐯ科学ኒ 准教授

ఌஜ ᅎɟ NEᵫOTO ᵷuichi

ឬ᪦ඬ法ỆợỦἉἼἅὅỸỹὊἡの
Ҿ子ᆰ܉ᚸ̖・制御のؕႴ২ᘐ開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ྵˊのҞݰ体デバイス製造には、ナノȬșルサ
イズのݱࣇഎᨋであるȜイȉやᣠእௌ出ཋなƲを
᭗度にСࣂしたシȪǳンウǧーȏがဇいられてい
ます。これらのݱࣇഎᨋの࢟成にはウǧーȏɶに
ごく;かにנ܍する「Ҿ子ᆰ܉」がࢨ᪪をӏǅす
ことが分かっていますが、Ҿ子ᆰ܉のᚇยに基Ʈ
いたഎᨋᚸ価は産業界ではܱྵしていませǜ。

ឬ᪦ඬˮ相ൔ᠋ඥではཋឋɶにឬ᪦ඬをˡさ
せ、Ʀの᪦ᡮの҄٭を7ఐの᭗分解能でยܭする
ことでཋឋの性ܭ数を決ܭできます。Ҿ子ᆰ܉
がנ܍すると、シȪǳンの性ܭ数が˯ภでภ度
のᡞ数にൔ̊してถݲするǽȕト҄がឪきます。
Ʀのǽȕト҄はҾ子ᆰ܉ຜ度にൔ̊して大きく
なります。ᅶたちはՠ業ဇᡦのシȪǳンウǧーȏ
ɶに1012᳸1014 cm-3ǄƲのࠎᕓなຜ度でנ܍
するҾ子ᆰ܉のႺᚇยにɭ界でИめて成ыしま
した。ཎに、+%TဇにဇいられるȜロンช加シȪ
ǳンでは研究が進ǜでおり、Ҿ子ᆰ܉ຜ度のܭ
ᚸ価が可能となっています。

ՠ業ဇᡦのシȪǳンウǧーȏɶにנ܍するҾ子
ᆰ܉をᚇย・ᚸ価し、ኽᏋ成やデバイス製造に
ȕǣーȉバックすることで、Ҿ子ᆰ܉やݱࣇഎᨋ
をСࣂしたഏɭˊウǧーȏの発や、Ҟݰ体デバ
イスのཎ性向上にࣖဇできるとࢳされます。

ᐯ科学ኒ я教

ហ ήබ AKATᵱᵳ ᵫitsuhiro

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

⌮学㒊 ≀⌮学プ䝻䜾䝷䝮

щ発生技術のƻとつן ー ȀイȤȢンȉアンビルǻル

&A%をဇいたኽ構造解ௌဇXዴׅ৵᬴ܱ（）と
ยܭᚾ料の᫋ࣇᦟϙჇ（ӫ）

ǭーワーȉ ᭗ןཋ性、Xዴኽ構造解ௌ、ᡛཎ性

ᧉ分ݦ ཋ性ཋ理

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

*. Leng� A. 1hmura� L. 0. Anh� et al.� ,ournal oH 2h[sics: %ondensed /atter 3322� 025603 
2020�.
A. 1hmura� ;. *iguchi� T. 1chiai� /. -anou F. +shiMawa� et al.� 2h[sical 4eXiew $ 9955� 125203 
2017�.
A. 1hmura� /. /atsu\awa� F. +shiMawa� et al.� ,pn ,ournal oH Applied 2h[sics 5566� 05F$04 
2017�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ןщをဇいたᚸ価ඥだけでなく、ᅶたちの
研究で࣏ᙲɧ可എなןןщщ発発生生ǻǻルルののᚨᚨ計計・・製製作作
に興味のある分の企業の૾なƲ。

щ下でのኽ構造解ௌやᡛཎ性ןӏƼןࠝ
のᚸ価が可能であり、発生ןщ域は᭗ןǻルの
ǻットアップでᢠ৸できます。ή学ᆸをもつ᭗
。も可能ですݑᦟ下でのᚇࣇǻルでは᫋ן

᭗ןཋࣱἂἽὊἩ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/ᵦighᵮressure.html

┿
ᐯ科学ኒ 准教授

ٻ 子ࢢ OᵦᵫᵳRA Ayako

᭗ןщửဇẟẺཋឋ・૰ᚸ̖
～ ẰủỦૼᙹཞ態のኧờԃỜề࢟щɦỂן ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

荷重

ダイヤモンドアンビル：
加圧面の面積により
圧力発生域を変更できる
一般的なアンビルサイズは
最大径~3 mm, 高さ~2 mm

金属ガスケット
穴をあけて試料室とする

硬度の高いダイヤモンドを
用いた圧力発生セル

光学的に透明なため様々な
手法でその場観察が可能

ཋឋにןщを加えるとҾ子᧓ុᩉがݱし、い
ƣれ構造相᠃ᆆやᩓ子᠃ᆆをࡽきឪこします。
々のǰループでは、ןщᛔឪのឬˡݰ᠃ᆆや構
造相᠃ᆆをɶ࣎に、ɼなඥであるᡛཎ性のᚸ
価やXዴׅ৵ඥにǑるኽ構造解ௌ等にǑりןщ
下で生じる様々なྵᝋをཋ性と構造のɲ᩿からᛦ
ǂています。ӫは、ཋ性研究にてМဇされるˊ
ᘙ的な᭗ןǻルのɟつ「ȀイȤȢンȉアンビルǻ
ル
&A%�」
上�と&A%をဇいたXዴׅ৵᬴ܱ
下�
のಒᙲです。本ǻルでは数ɢൢ᳸ן数ႊɢൢןの
。щ発生が可能ですן

щはあらǏる研究分でМဇされてן᭗、נྵ
おり�、Ʀのןщር・発生૾ඥも様々です。ן
щ発生技術は、「ݣᝋཋの体ᆢן」といƏ᩼ࠝ
にシンプルな᬴ܱඥですが、ཋឋ・材料のᚸ価
から新規ཞ७の創生まで᩿૾ٶでのࣖဇが可能で
あると考えられます。

�ଐ本᭗ןщ学会ホームページǑり：
https://www.highpressure.jp/proHile/outline.shtml

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

⌮学部 ≀⌮学プ䝻䜾䝷䝮



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－179－－178－

ᅗ䠍䠖ཱྀ⭍⢓⭷⤌⧊䛾ᶍᘧᅗ

ᅗ䠎䠖〇㐀䛥䜜䛯䝁䝷ー䝀ン䝅ート

ǭーワーȉ 生体͋、ӝᏸቬᐏ、ᮄƏǖこǳȩーǲン、Ꮲ製ᥚ、ステンȬス製ᥚ

ᧉ分ݦ ϐ生医学、ኬᏘ生ཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

マイクロȑターン҄ǳȩーǲンǲル作製ဇステンȬス製Ȣールȉ（ཎᫍ2021-054133）
ዴዜ҄ǳȩーǲンǲル作製ဇᥚ材料 （ཎᫍ2018-145182、ཎ2020-019627）
5u\uMi A� +\umi -� et al. 5ci 4ep. 10
1�: 2219231� 2020.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本製品のӝᏸٳへのᢘဇに興味のある企業。
・製品の๒ᓏϼ理をɟਙして行える企業。
・ȑターン҄したǳȩーǲンᘙ᩿へß上ႝ基ࡁ
ᐏà成分を構成させる技術を持つ企業。

本研究はȟクロンȬșルのඬバターンをǳ
ȩーǲンシートᘙ᩿に付ɨする技術発から、
製品を̓ዅする体Сまでφ体҄しています。

また、様々なȑターン࢟ཞにࣖݣ可能です。

ဃ˳ኵጢϐဃ学分野
https://www.niigata-u.ac.jp/news/ᵐᵎᵐᵎ/ᵖᵏᵏᵏᵏ/

Ҕഫ学ኒ 教授

ඡ ͤഏ ᵧᵸᵳᵫᵧ Kenji

Ҕഫ学ኒ ཎ˓я教

ᤠங ዃ子 ᵱᵳᵸᵳKᵧ Ayako

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ṑ学㒊

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

ᮄἅἻὊἄὅᙌӝᏸቬᐏഎ̲ࣄの開発
～ ᘙ᩿のἣἑὊὅ化ỆợỦɥႝ化̟ᡶ ～

ӝのɶの᠂ኵጢ（ഫƙき、ӝᏸቬᐏ）には、がǜ、
先ټ性၌धやインプȩントなƲの治療のႸ的で、ͻや
ኵጢഎ（ኵጢを݃せてきて、ጐいあわせることので
きない્創）ができることがݲなくありませǜ。こ
れまでのแ的治療ඥとして自ܼႝᐎ・ӝᏸቬᐏᆆౡ
がဇいられていますが、新たなͻができることが課題
です。自ܼኵጢにஆわる新たな人生体材料の発は、
ध者や医療ࢼʙ者がႺ᩿するこの課題解決にኽƼつき
ますが、ӝのɶのኵጢを治すႸ的で発された生体ᆆ
ౡ材はありませǜ。

本研究ではこの課題解決のため、バイオȟȡテǣク
スのᚇ点からȒトӝᏸቬᐏஊのኽ合ኵጢʐ᪽をし
たマイクロȑターン（ඬ）構造
を、ଔᆖဋ大�Ძ
学ナノȩイȕ創新研究機構、ٶங҄学ఇࡸ会社、ఇࡸ
会社ݱች機作所、ఇࡸ会社ナノ・ǰȬインズ、と
の共ӷ研究にǑり、ܤ、࣎ܤμ、ܤ価な材料であるᮄ
Əǖこဌஹǳȩーǲン製ឱئ材にӒପさせる技術を共
ӷ発し、ᘙ᩿をマイクロȑターン҄したᆆౡ材の作
製に成ыしました（２）。

このマイクロȑターン構造のјௐはؔኬᏘをဇい
て౨ᚰฎみですが、生体͋したマイクロȑターン構
造がଔに上ႝ҄と創ͻ治ၷを̟進するといƏˎᛟに
ѣཋをဇいて推進ɶで大נྵ、する医学的౨ᚰをݣ
す。

Ʀのˎᛟがܱᚰされることで、さらにこの技術基盤
をΨに、様々なȒトのኵጢ構造にしたマイクロȑ
ターンを作成し、ӝᏸٳኵጢへのޒがࢳされます。
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ǭーワーȉ ᩌឋ・ǳンクȪートのཞ७、ᮄ・ᎹなƲの生ᮗ食品、൦、発ᣞ食品なƲのሥ理、農産ཋ・ஙのሥ理・ٓם

ᧉ分ݦ ǻンサ・マイクロマシン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

・で、分ௌܴȬșルのᚸ価が可能な᩼ᚑئྵ
᩼ᄊْの҄学ǻンサ技術の発を進めています。
での༌ጀ的なЙૺをئྵ、子᭗ᱫ҄をᏑとしݲ
A+に˓せる時ˊがஹつつあります。Ʀのために、
Ꮉაではわからない内内ᢿᢿののཋཋ理理・・҄҄学学的的ななཞཞඞඞのの
ᡢᡢᙻᙻががでできき、ྵྵئئཞཞඞඞののϐϐྵྵににすするる᩼ᄊْでイ
ȡジンǰも可能なܤ価なǻンサを発しました。

Ʀのɟ̊をあげると、ٓםᆔのᢌいやီཋ、
എᨋの౨出なƲができます。ᘮ౨出ݣᝋのスǱー
ルは、1Ȭșルのȟクロサイズから、ȑイプȩ
インやሰཋなƲのマクロサイズへࣖݣできます。
また、本ǻンサは、᭗度な技術をǄとǜƲ̅わƣ
にࠊᝤᢿ品て構ሰできます。ࢼって、ܤ価でλ
性のᑣい製品とすることができます。

。されるマーǱットの̊をˌ下に記しますܭे
・農業・食品加業（Ꮲのʈり、ԃ൦なƲ）
（ឋのሥ理ם、農業の᧸）ᩌのཞ७、ٓם・
・ǳンクȪート（ʑ༞、まりφ合、ʒᘷ）
・食品（໗ᣠຜ度、イオンࢍ度）
・ங、ౡཋ（健康ཞඞのЙૺ）
・൦ឋ、のሥ理（上下൦ᢊ、機）

ᅗϮ�䝨ット䝪ト䝹୰䛾䝭䝛䝷䝹Ỉ䛾◳ᗘ䛾ィ 

ᅗϭ�㛤Ⓨ୰䛾䝉ン䝃䛾⿕᳨ฟᑐ㇟䛾

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗度な品ឋሥ理で付加価値を᭗めたい、ݩஹ
のマーǱットਏに向けてᛦ௹研究をしたい、
またはኝቦに学生さǜのᏋ研究にңщしたい
企業・自治体とのңができれば幸いです。

෩体あるいは෩体をԃஊしたݣᝋについて、
൮ဇ性が᭗い技術であり、システムとしてܤ価
な構成ですみます。また、生産ᚨͳに大きな৲
をせƣに研究発を進められます。

᩼ᄊْỂཋ理・化学ႎཞ態ửᡢᙻӧᏡễ
ỶメὊἊὅἂἍὅἇ

ᐯ科学ኒ 教授

ᢿܤ ᨙ AᵠE Takashi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

マルȁȁȣンネルǻンサ（ཎᚩᇹ6003237ӭ）
෩体ຜ度ǻンサ（ཎᫍ2015-222372）
᪰˱ᎈ、ܤᢿᨙ 他、൦発ਰׅែをဇいた᩼ᚑ෩体ຜ度ǻンサ、ᩓൢ学会ᛯ文ᛏE、135、210、2015

ἰỶἁἿἰἉὅ学研究ܴ http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ǭーワーȉ 機、҄学的᎑ʁ性、タȕǻンサ・デバイス、タȕᩓಊ、マイクロ・ナノᥚ

ᧉ分ݦ ǻンサ・マイクロマシン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ȁタン合、タンタル、ȋオȖやȢȪȖデンな
Ʋのཎഷ属やǬȩス・ǻȩȟックスなƲの材料
のࣇኬ加ᘺፗとǻンサ・デバイスへのࣖဇ研究
を進めています。

/E/5技術のɼ体は、シȪǳンのǻンサ・デバ
イスですが、機・҄学的に᎑ʁ性のᚇ点では、
シȪǳンではࣖݣできないཎഷなဇᡦもたくさǜ
あります。Ʀの̊をあげると、࣯ນなןщ҄٭が
ɨえられるןщǻンサやጮりᡉし̅ဇするマイク
ロ・ナノᥚなƲがあります。

本研究ܴではཎഷ属を᭗ᡮ加可能な༏アシ
ストӒࣖ性イオンエッȁンǰඥを考కし、ЭЭᡓᡓ
ののཎཎഷഷなな属属のの᭗᭗ᡮᡮ加加がが可可能能になりました。本
技術では、ൔ᠋的にܤ価で࠼く୍ӏしている行
Ӓࣖ性イオンエッȁンǰᘺፗにᢿ品をӕりெ
付けるだけで、᭗性能҄することができます。

。されるマーǱットの̊をˌ下に記しますܭे
・᎑ᘔએןщ・щǻンサ（Ⴧᆰ、᭗ן下ဇ）
・᎑ᘔએスイッȁ（機、ᩓൢ的᎑性）
・マイクロ・ナノᥚ
・᎑食性マイクロᩓಊ
・バルȖ、ȝンプ（᎑食性、᎑ᘔએ）
・Ӳᆔ൦ǻンサ、ਰѣ子

ᅗϮ ྛ✀ᮦᩱ䛾䝬䜲䜽䝻ຍᕤ

ᅗϭ� ≉Ṧ㔠ᒓ〇䝉ン䝃䞉䝕䝞䜲ス生⏘⨨

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新分のਏに向けたᛦ௹、企ဒ研究をお考
えの企業の૾、またはኝቦに学生さǜのᏋ研
究にңщしたい企業・自治体とのңができれ
ば幸いです。

まだ、マーǱット҄がこれからの新分です。
加・ᘺፗおǑƼМဇ技術がǑƏやくカタȁに
なりつつあるཞඞです。アイデアやМဇ技術ഏ
ᇹで大きな発ޒがࢳされます。

ཎഷޓẆἍἻἱἕἁẆ൦のἰỶἁἿᢿԼဃင২ᘐ

ᐯ科学ኒ 教授

ᢿܤ ᨙ AᵠE Takashi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

プȩズマエッȁンǰᘺፗ（ཎᫍ2014-180272、ཎᚩ௹ܭฎ）
5.;amada� ;./inami� /. 5ohgawa� and T. ADe� 4eXiew oH 5cientiHic +nstruments� 86� 045001� 2015
（EditorÞs %hoice にᢠܭ）

ἰỶἁἿἰἉὅ学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ᅗϭ 䝬䜲䜽䝻カン䝏䝺䝞ー䛾㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾┿

ᅗϮ タン䝟䜽㉁᳨▱⏝䝞䜲䜸䝉ン䝃䜈䛾ᛂ⏝

ǭーワーȉ /E/5、ᘙ᩿マイクロマシȋンǰ、マイクロカンȁȬバー、ᚑᙾǻンサ、バイオǻンサ

ᧉ分ݦ ǻンサ・マイクロマシン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

様々なǻンサにࣖဇがࢳできるݱࣇ構造（マ
イクロカンȁȬバー）の作製を、/E/5技術をဇ
いて行っています。マイクロカンȁȬバーはɟᇢ
がܭされた構造で、щのҮ加やཋឋのؚᆢにǑ
りたわみが生じます。このたわみ҄٭を、Ʀの上
にɟ体࢟成したƻƣみǲージ৽৴҄٭やןᩓјௐ
にǑりᩓൢ的に౨ჷします。大きさは0.1mm᳸
1mmᆉ度が可能です。

このǑƏな構造はɟᑍ的に基ெをᝦ通加して
作製しますが、ᅶたちはᘙ᩿のみの加（ᘙ᩿マ
イクロマシȋンǰ）で行っており、Ǒり作製プロ
ǻスがቇ̝で˯ǳストです。また、ᘙ᩿のዌጂ
ǳーテǣンǰや機能性ཋឋの付加を行ったり、
Ꮲで構造をݥഥしたりすることができ、さまƟま
なဇᡦにࣖݣできます。

ࣖဇ̊として、マイクロカンȁȬバーをᏢで
ഥしたマイクロᚑᙾǻンサȁップ（別᪫参ༀ）ݥ
や、マイクロカンȁȬバーの上に、ኬᏘᐏとӷ様
の人のᏢឋᐏ（Ȫȝǽーム）を҄ܭしたバイ
オǻンサȁップの研究を行っています。このバイ
オǻンサでは、ɟᑍ的な᫋ࣇᦟをဇいたタンȑク
ឋ౨出ඥとီなり、ᖩήᜤやή学ኒがɧᙲで、
ቇ̝҄・҄ݱ・˯ǳスト҄がࢳできます。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ˮの計ยや、機能性ཋឋの付٭・なᒵݱࣇ・
加にǑる҄学的・生ཋ学的な౨ჷが可能ですの
で、製造分から医療分までࠢ࠼くңを
。しますࢳ

マイクロカンȁȬバーのサイズや࢟ཞ、数、
ᣐፗなƲのᚨ計はဇᡦにࣖじて様々にࣖݣ可能
です。作製は研究ܴのᚨͳで可能ですので、ܤ
価に研究発を行Əことができます。

ἰỶἁἿἰἉὅ学研究ܴ

ἰỶἁἿカὅἓἾἢὊನᡯửဇẟẺメカニカἽἍὅἉὅἂ
～ ᚑᙾἍὅἇ・ἑὅἣἁឋἢỶỼἍὅἇ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Chip  

Liposome-Aȕ interaction  

ঐイॡロढ़ンॳঞংー

জএ९ー�ॱンঃॡସৼ൩作⽤

6L੦ഝ

জএ९ー
�ཝჍঔॹル�

http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

݊߷ ᨻʂ ᵱOᵦᵥAᵵA ᵫasayuki

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. Taniguchi� /. 5ohgawa� /. 0oda et al.: $iotechnol. $ioeng. � 8ol.117� 0o.8� pp.2469-2478 
2020�.
/. 5ohgawa� &. *irashima� *. 0oma et al.: 5ensors and Actuators A� 8ol.186� pp.32-37 
2012�.
᭗、݊߷他: ᩓൢ学会ᛯ文ᛏE� 8ol.139� 0o.11� pp.375-380 
2019�
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ǭーワーȉ ᘙ᩿プȩズȢン、バイオǻンサ、ȕȬǭシȖルデバイス、ஊ機ᨗٽᩓ൷、Ǭスǻンサ

ᧉ分ݦ ᩓ子デバイス、ஊ機・バイオエȬクトロȋクス、ஊ機・バイオȕǩトȋクス

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

々はཎに、属ᕓᐏᘙ᩿ᡈͯにѕឪするßᘙ
᩿プȩズȢンàをဇいて、ஊ機ᕓᐏ・デバイスの
᭗感度ᚸ価技術の発を行っています。また、ᘙ
᩿プȩズȢンのѕឪにǑり大きくࢍめられたᩓ界
をМဇした、ഏɭˊ᭗јྙஊ機デバイスの基ᄽ・
ࣖဇ研究を推進しています。これらのφ体的なࣖ
ဇ̊としては、ஊ機ᨗٽᩓ൷、ウǧアȩȖルᩓ子
デバ イス、バイオǻンサ、ǬスǻンサなƲޟٶに
บります。

また、々はマイクロ්ែをဇいたᡢᢅᘙ᩿
プȩズȢン共ᯚ（T524）ඥを基にしたスマート
ȕǩンで౨出可能なプȩズȢȋックバイオǻンシ
ンǰシステムの発を行っています。スマート
ȕǩンのႉᑥLE&をήเとして、%%&カȡȩを
౨出֥としてဇいたT524ǻンシンǰシステムの
構ሰにǑり、ބなƲにǑる健康ᚮૺをݩஹ的にܼ
。でも行えるǑƏႸਦしていますࡊ

にᅆすǑƏに、スマートȕǩンにǻンシンǰ
ᢿをӕり付け・ӕりٳしが可能なȕȬǭシȖルプ
ȩズȢȋックシート/スマートȕǩンɟ体シス
テムの構ሰを行っています。スマートȕǩンにቇ
̝にბᏮが可能となる2&/5を、ǰȬーテǣンǰ
基ெとしてဇいたプȩズȢȋックǻンサーシート
をМဇしています。

ᅗ䠎䠊䠄⣧Ỉ䛸䜶䝏䝺ン䜾䝸䝁ー䝹䛾ẚ䜢ኚ䛥せ䜛䛣䛸で䠅䝬䜲
䜽䝻ὶ㊰୰䛾ᒅᢡ⋡䜢ኚ䛥せ䛯䛸䛝䛾䛭䜜䛮䜜䛾ὶ㊰䛾ග
ᙉᗘ䛾ኚ

ᅗ䠍䠊ス䝬ート䝣䜷ンྲྀ䜚䛡ᆺdͲ^WZ䝉ン䝅ン䜾䝅ス䝔䝮

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオǻンサ、生体ǻンサなƲのӲᆔ᭗感度
ǻンサ、ӏƼஊ機ᨗٽᩓ൷なƲのஊ機デバイス
なƲ、ȕȬǭシȖルஊ機エȬクトロȋクス分
のဇを౨᚛されている企業をࢳします。

ቇ̝な健康ȁǧック、環境エネルギーのဇ
なƲが可能です。φ体的には、・ބǻンサ ・
生፼ॹ၏౨௹・ウǧȩȖルǻンサ ・農業ဇ
ǻンサ ・ήǻンサ 等へのࣖဇです。

ᐯ科学ኒ 教授

ᬔئ  ᵠAᵠA Akira

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

「ᘙ᩿プȩズȢン共ᯚǻンサᘺፗ」（ཎᫍ2017-226029）
「基ឋ৴Ҿӷ時౨出バイオǻンサ、ᩓಊ、基ឋ৴Ҿӷ時౨出૾ඥ、おǑƼ、プロǰȩム」（ཎᫍ2014-19169）
「ᡢᢅήСࣂデバイス」（ཎᚩᇹ5920734ӭ） 「Ǳȟカルバイオǻンサー」（ ཎᚩᇹ 5181386ӭ）

ஊೞ・ἢỶỼỺἾἁἚἿニἁἋ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 㟁Ꮚሗ㏻ಙプ䝻䜾䝷䝮

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

ἩἻズἴὅ᭗ज़ࡇ・ቇ̝ἍὅἇとஊೞἙἢỶἋ

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵗᵐᵎᵽja.html
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ǭーワーȉ ᙐ合材料、ࣇቩ子、カプǻル、ᘙ᩿・界᩿、分ኒ

ᧉ分ݦ ᙐ合材料・ᘙ界᩿学、構造・機能材料、ナノ材料学、Ӓࣖ学・プロǻスシステム

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

マイクロカプǻルӏƼマイクロカプǻルの製造૾ඥ、ɳƼに、҄ታ料ӏƼ҄ታ料の製造૾ඥ（ཎ2018-176047）
ȔッカȪンǰቩ子ӏƼƦの製造૾ඥ、ɳƼにൢ体内Ѽቩ子（ཎ2018-Ძ００３ᲫᲱ）
マイクロカプǻルおǑƼƦれをဇいたǻȩȟックスの製造૾ඥ（ཎ2018-034092Ჱ）
ԃȕッእȝȪマーからなるኵ成ཋӏƼ成࢟品（ϐᘙ2016/204272）
௨料ԃஊマイクロカプǻルの製造૾ඥ（ཎ2012-139658）
ᔛ༏マイクロカプǻル（ཎ2009-108167） （ཎᚩ 他Ჯˑ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医農ᕤ、҄ታ品、食品、情報ᘙᅆ記録材料、
ᩓ子材料、םஙሰ材料なƲ様々な分
・ଏ܍のእ材をોᑣしたい、新規スマート材料
を発したいといった企業

あらǏる分と共ӷ研究のܱጚがあります。
分子からのᚨ計とはီなり、ଏ܍のእ材をも

とに様々な機能を発ྵする新しい᭗付加価値材
料の発が可能です。

ᙐӳࣇቩ子研究ܴ http://capsule.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 准教授

ဋӝ ̀ TAᵥᵳᵡᵦᵧ ᵷoshinari

Ἔἠ・ἰỶἁἿカἩἍἽのᛦᙌとဇᡦ開発
～ ᙐӳ化ẆカἩἍἽ化Ẇᘙ᩿ોឋ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅗ䠍 ᵝ䚻䛺ᙧ≧お䜘䜃構㐀䛾」合ᚤ⢏Ꮚ

ᅗ䠏 カプ䝉䝹⏝䠄⮬ᕫಟ機⬟䛾䠅

ᅗ䠎 カプ䝉䝹䛾䛺ാ䛝

カプ䝉䝹

ᶞ⬡䠄ሬ⭷䠅ᇶ┙
ト䝸䜺ー䠄⎔ቃኚ䚸≀⌮ⓗ◚ቯ䠅

їಟᨺฟїሬ⭷ಟ

䠄ሬ⭷◚ᦆ䠅 䠄ト䝸䜺ー䛻䜘䜚機⬟Ⓨ⌧䠅

䠄ಖㆤ䞉㝸㞳䠅

ෆ䛸እ䛸䜢
㐽᩿

ト䝸䜺ー䠄◚ቯ䚸Ɖ,䚸 ᗘ䛺䛹䠅
їᚎᨺ䚸ᛴᨺฟ䚸㝈ᨺฟ䛺䛹

䠄่⃭ᛂ⟅ᛶ䚸ᨺฟไᚚ䠅 䠄ᅛయ䠅

ᾮయ䜔Ẽయ
їᅛయ

ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

本研究ܴでは、新規ᙐ合ࣇቩ子のᛦ製と、Ʀの
ᙐ合ࣇቩ子のእ材へのฆ合・ᙐ合҄なƲにǑるଏ
様でかٶのእ材のોᑣならƼにこれまでにない܍
つ新しい機能をஊした材料の発をᚾみています。

ᙐ合ࣇቩ子はᙐ数のእ材からなるࣇቩ子のዮᆅ
で、カプǻルもƦのɟつです。ᙐ合ࣇቩ子は、
「構成するእ材のኵみ合わせ」、「サイズ（nm
᳧᳧᳸オーȀー）」、「࢟ཞ」おǑƼ「内ᢿ構
造」（Ძ）にǑり、機能がီなります。̊えば、
内Ѽした成分の̬ᜱ・ᨠᩉ、્出С、ࣂ体҄な
Ʋのきを1つのࣇቩ子にᨼኖすることもできま
す（２）。このǑƏなᙐ合ࣇቩ子は別のእ材と
ኵみ合わせることにǑり、ҥなるእ材ӷٟのኵみ
合わせとはီなり、新しい機能をٶ様なȡカȋズ
ムで発ྵするこれまでにない材料を創生できます。

このǑƏなᙐ合ࣇቩ子は᩼ࠝに࠼い分でМဇ
されており、៲ᡈなとこǖであれば、ᙐϙ機ဇト
ナー、ᩓ子ቔȪーȀー、ノーカーȜンኡ、҄ታ
品、௩᠂д、ൈᖓдなƲがあります。̊えば、̲
дを内ѼしたカプǻルをᏢなƲのእ材とኵみࣄ
合わせることで、Ꮲに自ࣄ̲ࠁ機能を持たせる
こともできます（３）。
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㼃㻭㻿㻿㻾ἲ䛾合ᡂ䜲䝯ー䝆

WASSRἲ䜢⏝い䛶合ᡂ䛧䛯Li2SiO3䛾㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ീ

ǭーワーȉ ナノቩ子、機能性ǻȩȟックス、˯ภӒࣖ、൦、᭗ኽ性

ᧉ分ݦ 機҄学合成、ᖩή体、Ȫȁウムイオンʚഏᩓ൷、機᫊料、ήᚑۥ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ɟᑍ的なǻȩȟックスの合成ඥとして合成プロ
ǻスが᩼ࠝにቇ̝で、かつ˯ǳストである相ඥ
がဇいられています。相ඥはɟᑍ的に1000é
ˌ上の᭗ภϼ理をᙲすることから᭗ภ成にǑる
ቩ子成ᧈがᢤけられƣ、ナノቩ子の合成にはᢘし
ていませǜ。Ʀのため、ナノǻȩȟックスの合成
には、˯ภでの合成が可能な๋෩ඥがဇいられる
ことがٶいです。๋෩ඥでは๋ۥに可๋なҾ料、
また生成ཋにݣして相ݣ的にٶの๋ۥをဇいな
ければならないことから、Ⴘ的ཋをࢽるまでに分
ᩉやʑ༞等のٶくのદ作を行Ə࣏ᙲがあり、製造
ǳストのف大がᢤけられませǜ。

 研究ܴでは、新規に発した9ater࢘
Assisted 5olid 5tate 4eaction 
9A554�ඥを
ဇい、Li25i13、Li%o12、$i814や$aTi13なƲ
のܱဇ性の᭗い機能性ǻȩȟックス材料の合成に
成ыしています。9A554ඥは、ฆ合したҾ料に
合にئくのٶ）の൦をช加し、220Ǟ%ˌ下ࣇ
はܴภから100éˌ下）でӒࣖさせるǻȩȟック
ス合成ඥです。ᖩή体やᩓ൷ဇ材料、ήᚑۥなƲ
にบる材料の合成に成ыしており、Ʀのዮ数ޟٶ
は50ᆔをឬえています。合成時に᭗ภをᙲせ
ƣ、๋෩合成のǑƏな可๋なҾ料を࣏ᙲとしない
ため、合成ǳストをെに৮えることができます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

&etermination oH the cr[stal structure and photoluminescence properties oH 0aEu1ỻZ)dZ
/o14�2
phosphor s[nthesi\ed D[ a water-assisted low-temperature s[nthesis techniSue� 45% AdXances 
7
40�:25089-25094 
2017�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・機材料をৢƏȡーカー
・ナノ材料をৢƏȡーカー
・ஊ機ཋや属とのナノǳンȝジットに興味の
あるȡーカー

ଏ܍の合成ඥとፗき੭えることで、製造ǳス
トの大ࠢなЪถがᙸᡂまれます。ࢽられたǻȩ
ȟックスは᭗いኽ性を持つことから、ܱဇǻ
ȩȟックスの合成ඥとしてஊஓです。

ೞಅ化学研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

ৎဋ ͤӮ TODA Kenji

൦ửМဇẴỦἜἠἍἻἱἕἁἋの˯ภӳ法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 学䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

http://mukiken.eng.niigata-u.ac.jp/
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－185－－184－

ǭーワーȉ 生ཋ材料、܉ٶឋ材料、分ᩉᐏ、生分解性プȩスȁック、相分ᩉඥ、ຯᢅ分ᩉプロǻス

ᧉ分ݦ 生ཋ材料学、生ཋ҄学学、分ᩉ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᭗分子を܉ٶឋ҄することにǑり、܉をМဇし
た分ᩉ材料や生体材料の発をႸਦしています。
ឋ҄には᭗分子๋෩の相分ᩉྵᝋをဇいた܉ٶ
「相分ᩉඥ」を̅っています。๋ۥやϬҲᡮ度を
ឋ構造を作製で܉ٶ様なٶさせることにǑり҄٭
きます。෩体のᡢᢅ性をஊする連ኽの܉ٶឋ構
造も作製できます。

ឋ҄にဇいる᭗分子としては、ཎに生分解܉ٶ
性プȩスȁックをဇいて研究発にӕりኵǜでい
ます。ȝȪʐᣠなƲの生分解性プȩスȁックは環
境にΟしいࣅ環社会のための材料としてදႸさ
れています。ɟᢿの生分解性プȩスȁックは生体
内でもܤμに分解・Ԉ収されるため、医療材料に
もࣖဇされています。ȝȪȡタクȪルᣠȡȁル
（アクȪルᏢ）なƲ、生分解性プȩスȁックˌ
のプȩスȁックや、ǭȁン・ǭトサンなƲの᭗ٳ
分子ٶኄの܉ٶឋ҄にもӕりኵǜでいます。܉
をМဇすると、ȒȉロǭシアȑタイトなƲの機
機能性ࣇቩ子とのᙐ合҄も可能です。

発した܉ٶឋ材料は、̅ဇࢸにႸᛄまり成分
とともにǳンȝスト（ؚᏄ）҄ϼ理できる生分解
性ຯᢅȕǣルターなƲの分ᩉ材料やϐ生医療ဇの
生体Ԉ収性バイオマテȪアルへのࣖဇが考えられ
ます。

生ศゎᛶプ䝷ス䝏ッ䜽䛸ᣢ⥆ྍ⬟䛺♫
䠄䝫䝸ங㓟䛾䠅

┦ศ㞳ἲ䛻䜘䜛ከᏍ㉁㧗ศᏊᮦᩱ䛾స〇
䠄⇕ㄏ㉳┦ศ㞳ἲ䛾ሙ合䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・連ኽ܉をஊする܉ٶឋ᭗分子材料のࣖဇを
Ⴘਦす分。
・෩体のฌ҄なƲのࣇቩ子のຯᢅ分ᩉプロ
ǻスの研究にもӕりኵǜでいますᲨ

Ӳᆔ相分ᩉඥをဇいた܉ٶឋ᭗分子材料の
発とࣖဇにӕりኵǜでいます。生分解性プȩス
ȁックの܉ٶឋ҄をဇして医療材料の発や
持ዓ可能な社会へのᝡྂをႸਦしています。

ឋ᭗分子૰・ဃཋ૰の開発とࣖဇ܉ٶ
～ 分ᩉᐏẆἢỶỼἰἘἼỴἽ ～

ᐯ科学ኒ 教授

ဋɶ ܑ明 TANAKA Takaaki

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ຯᢅᐏӏƼƦの製造૾ඥ（ཎ2008-132415）
デプスȕǣルターች݅ຯᢅᐏӏƼƦの製造૾ඥ（ཎ2011-194325）
ǭȁンシートの製造૾ඥ（ཎ2013-220328）

ဃཋೞᏡ૰研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜtctanaka/top.html

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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－187－－186－

ǭーワーȉ バイオȟȡテǣックス、ナノマテȪアル、ǻンサ・アクȁȥエータ

ᧉ分ݦ ᭗分子材料科学、バイオȟȡテǣックス（生ཋ͋学学））

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

$io-T4+<をݰλした᭗分子ǲルバイオȪアクターの発� ᭗分子ᛯ文ᨼ�70� 7� 331-336 
2013�.
バイオT4+<をဇしたᣞእᙐ合ݰᩓ性᭗分子の作製とバイオǻンサへのࣖဇ� 材料ᚾ᬴技術Ღ 60Ღ3Ღ159 -163

（2015）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・持ዓ可能な社会をܱྵするための技術ᙲእを
している産業界
・新しいᘑƮくりやȩイȕスタイルをኧして
いる自治体等

ȢノƮくりに「ものがたり」をȀウンローȉ
させた新規デバイスの発ができます。

ᨥแ҄機構+51が১ᛐするバイオȟȡ
テǣックス製品の発ができます。

ἋἰὊἚἰἘἼỴἽ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⣽⬊䛾⤌䜏䛻学䜣䛰䝞䜲䜸䝉ン䝃䛾㛤Ⓨ

䜲䜺䜲䛾᥋╔機構䛻学䜣䛰䜰䜽䝏䝳䜶ータ䛾タィ䞉㛤Ⓨ

)H��

ᛂ
⟅
≉
ᛶ
㸦
ȝA

/ c
m

2 
㸧

ᗘ㸦⃰ࢫ࣮ࢥࣝࢢ mM 㸧

ࢫࢡࢵࢸ࣓࣑࢜ࣂ
〇ἲ

㏻ᖖ䛾〇ἲ

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyamauchi/

ᐯ科学ኒ 教授

内ޛ ͤ ᵷAᵫAᵳᵡᵦᵧ Takeshi

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯのˁኵỚỆ学ố૰のᚨᚘ・開発
～ ἍἾὅἙỵἦἘỵὊႎ発ेỆợỦἴἠỀẪụ ～

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

持ዓ可能な社会の構ሰには自ᛦԧ、˯環境
ᒵ、バイオマスМဇなƲを考ॾする࣏ᙲがあり、
˯エネルギーでஊјに機能する材料の創製が࣏ᙲ
ɧ可എとなっています。自のˁኵみに学ǜで、
『ȢノƮくり』をすることができれば、᭗јྙ・
᭗性能な生ཋ機能をӕりλれた製品のᚨ計・発
が可能になります。さらには、࣬いがけない生ཋ
のˁኵみとᢙᢀすることで、新たなアイデアを発
ेすることができ、持ዓ可能な社会でɧ可എな技
術ᙲእをਏすることがࢳできます。

々は、バイオȟȡテǣックスとԠばれる「生
ཋのˁኵみをӕりλれて、学ཎᚩにᆆ᠃する
ඥ」にǑり、生ཋの感ᙾ֥ܫとӷ様の機能をஊす
るǻンサおǑƼアクȁȥエータを発しています。

発発ししたたǻǻンンササおおǑǑƼƼアアククȁȁȥȥエエーータタののཎཎࣉࣉはは、、
ナナノノママテテȪȪアアルルををᨼᨼᆢᆢすするるここととでで、、ݱݱささいいイインン
ププッットトををஊஊјјにに̅̅ƏƏここととでで、、ᨼᨼᆢᆢししたたデデババイイススがが
大大ききななアアウウトトププッットトををࢽࢽらられれてていいるる点点でですす。。

生ཋはɧ࣬ᜭなˁኵみのܰࡉなので、ኬᏘのˁ
ኵみに学ǜだᘉኄǻンサ、イǬイのბ機構に学
ǜだბдや人ࡰ、生ཋのᨼή機能に学ǜだٽ
ᨗᩓ൷、ܴภで൦እをօƗ分けるǻンサのᚨ計・
発なƲޟٶにわたった材料ᚨ計・発をܱྵし
ています。
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－187－－186－

ǭーワーȉ タンǰステンカーバイȉ（9%）、ࡸめっき、ჇᆰǬスේ໗、˯ภプロǻス

ᧉ分ݦ 機材料学、材料ࢍ度学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

タンǰステンの໗҄にǑりࢽられるタンǰステ
ンカーバイȉ（ˌ下9%とᘙ記）は、᭗いᄒ度お
ǑƼ᎑ઊ᎔性をஊすることから、ឬᄒ合φや
ဇ材料としてဇいられています。ɼな成૾࢟
ඥとして、Ĭብϫඥ、ĭ๋ݧඥ、のいƣれか
がਫげられますが、Ĭに᧙しては9%ኽ成ᧈ・
性能э҄や̅ဇにˤƏ࢟ཞСኖが、またĭに
᧙してはብ๋ᗡ時のᏤ҄�相࢟成・ฆλ、と
いったデȡȪットがנ܍します。

成が可能な࢟ɟなᕓᐏר研究ܴでは、ቇ̝で࢘
ࡸめっきඥと、Ꮴ҄相を࢟成しない˯ภ域（ᾄ
900é）での໗እ̓ዅ・ਘ・໗҄ཋ࢟成が可能
なჇᆰǬスේ໗ඥをኵみ合わせた、新規9%-0iኒ
ᄒឋᕓᐏ࢟成プロǻスを発しました。

このプロǻスのȡȪットとして、めっきኵ成、
めっきᐏҽやჇᆰǬスේ໗வˑといったӲᆔȑȩ
ȡータをᛦૢすることで、࢟成される9%-0iኒᄒ
ឋᕓᐏҽさやࣇኬኵጢをဇᡦにࣖじて最ᢘ҄する
ことが可能な点です。ᘙ᩿ᄒ度は通ࠝの9%-%o
ኒឬᄒ合を上ׅる*81700ᆉ度であり、また
ઊરઊ᎔ཎ性ᚸ価においても9%-%oኒឬᄒ合
とǄǅӷ等のኽௐがࢽられており、材料や
ѣᢿ材の᎑ઊ᎔ႝᐏとしてのࣖဇがࢳされます。

t�ͲEŝ⣔◳㉁ⷧ⭷᩿㠃⤌⧊䛾㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾⏬ീ

‵ᘧ䜑䛳䛝䞉┿✵䜺スᾐⅣ」合ἲ䛻䜘䜛t�ͲEŝ⣔◳㉁ⷧ⭷
ᙧᡂプ䝻䝉ス

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・9%-%oኒឬᄒ合の̅ဇ分（φ、ѣ
ᢿ品、）に᧙連するȡーカー

ብϫඥ

ඥݧおǑƼ๋�相ኽ๋ᗡϹ

ɧ可能な˯ภ域のいƣれも�᳸900é�
における9%࢟成プロǻスであり、なおかつᕓ
ᐏ࢟७
9%-0iኒᄒឋᕓᐏ�でのМဇが可能です。

ᵵᵡ-Niኒᄒឋᕓᐏのཎࣱᚸ̖ấợỎࣖဇޒ開

ᐯ科学ኒ 准教授

ஙٻ ؕӪ OᵦKᵧ ᵫotofumi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

大ங基Ӫ� ᤠஙʂ� ᱣᕲී: ਘ合をˤƏ9%ᕓᐏの࢟成おǑƼ機的ཎ性ᚸ価� 材料ᚾ᬴技術� 59
3�� 29-39 

2014.7�
᭗ᄒ度・᎑ઊ᎔性ᢿ材（ཎᚩ出ᫍฎᲦ出ᫍဪӭ 2020-187486）

૰ᚸ̖学研究ܴ http://mohki.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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－189－－188－

開発中のブリッジマンアンビルセル (～12万気圧)

ǭーワーȉ 相᧙ᩓ子ኒ、ኽᏋ成ࢍ、ݰщ、ᄬ性、ឬˡן

ᧉ分ݦ ੭٭щ、༏ᩓן相᧙ᩓ子ኒ、基ᄽཋ性、᭗ࢍ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. 0aMano� et. al.�  2h[s. 4eX. $ 79� 172507 
2009�..
「Thermal and Electronic 2roperties oH 4are Earth %ompounds at *igh 2ressure」� %hap. 252� 
*andDooM on the 2h[sics and %hemistr[ oH 4are Earths� ;.7watoMo et.� al.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ཋ性研究μᑍ
・食品、ᆔ子なƲへのןщјௐ
・᭗ן下に᎑える材料おǑƼ構造の発
上記に興味のある૾は᩼Მ

щ下でのཋן研究ܴでは、ᚾ料作成から᭗࢘
性ยܭをɟᝦして行っています。ᡈ年ではןщ
下で「ή」をᚾ料に࢘てるためのサȕǡイȤア
ンビルǻルの発も行っています。

ɶ野 研究ܴ

ᐯ科学ኒ 准教授

ɶ野 ʶ NAKANO Tomohito

᭗ןщɦのཋࣱとןщ発ဃᘺፗ開発
～ ಊᨂؾɦのཋࣱ研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ภ度にǑってཋឋのཞ७が٭わることはǑくჷ
られています。しかし、ןщにǑってもཞ७が٭
わることをご܍じでしǐƏか。̊えば、൦は
100 éでも2.5ɢൢןˌ上では൧
8++�であり、ࠝ
ݰ上でឬˡˌןᄬ性体であるᤧは15ɢൢࢍでן
をᅆします。ȟクロのႸでᙸると、ኽɶにおけ
るҾ子のԗりのᩓ子の性ឋは、ᨩのҾ子のᩓ子と
のᢊのなりφ合にǑってт的に҄٭します。
щはҾ子᧓ុᩉをǳントロールし、ᩓ子の性ឋן
を҄٭させることができます。

ᩓ子ӷٟのクーロンщがࢍいࢍ相᧙ᩓ子ኒと
Ԡばれるཋឋ፭では、ࠝןでᄬൢᆃࡀをᅆすもの
が、ןщにǑって৮Сされឬˡݰが発ྵすること
がٶ々あります。これは$%5理ᛯでᛟଢできるも
のとはီり、ᩓ子の自ဌ度をۥ介とした新しいឬ
ˡݰです。このǑƏにཋ性研究にとってןщはも
はやഎかせないȄールとなっており、࢘研究ܴで
はɼにןщ下でዌݣᩐ度にᡈいภ度までのᡛཎ
性ยܭにǑるཋ性研究とቇ̝でࣖဇርの࠼いן
щ発生ᘺፗの発を行っています。

また、ɼにᢟᆆ属やםࠎΨእをԃǜだ属
᧓҄合ཋをݣᝋにཋ性研究を行っていますが、ן
щは҄学、生ཋ、食品分でもࣖဇが可能であり、
。様な共ӷ研究、発をѪᨼしていますٶᆔٶ

圧力をかけて縮める

軌道が重なるギリギリのところ
で面白いことが起こる

伝導電子

局在電子(d,f電子)

非BCS超伝導
非フェルミ液体状態など

局在電子の軌道が重なり
結晶中を動き始める

ミクロの目で見た結晶中の電子のイメージ図

常圧では原子核にとらわ
れていた局在電子を・・

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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☢▼䛾ୖ䛻お䛟䛸ᣦでᢲ䛧䛶䜒◳䛟䛶䜈䛣ま䛺い䠄┿ᕥ䠅䚹
☢▼䛛䜙は䛪䛩䛸䚸䜒䛸䛾ᰂ䜙䛛い䝂䝮䛻ᡠ䜛䠄┿ྑ䠅䚹
᪥⤒⏘ᴗ新⪺ᥖ㍕グ䜘䜚

☢ᛶ䝋䝣ト䝬䝔䝸䜰䝹䛾ᙎᛶ⋡䛾☢ሙᛂ⟅ᛶ䚹ϲϬ⛊䛤䛸䛻☢
ሙ䜢䜸ン䞉䜸䝣䛧䛯䛸䛝䛾ᙎᛶ⋡䚹:͘�WŚǇƐ͘��ŚĞŵ͘ᥖ㍕ᅗ䜘䜚

ǭーワーȉ ᄬ性エȩストマー、Хນࣖሉ性材料、ᄬൢቬ性јௐ、᭗分子ǲル、エȩストマー

ᧉ分ݦ ǽȕトマテȪアル、᭗分子ǲル、ټ᭗分子、ᙐ合材料、᭗分子ཋ性

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᄬ性性体とƦの製造૾ඥ（ཎ２０Ძ２Ყ２２ᲱᲮᲫᲫ）
༏ˡྙݰ可٭材料（ཎ２０ᲫᲯᲧᲲᲳᲲᲳᲰ）
クッシȧンᘺፗ（ཎ２０ᲫᲯᲧᲫ０２２０Ჰ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᄬ性ǽȕトマテȪアルのဇᡦはƣれ᧸ഥ
マット、᧸ਰǴム、84のǲーム機までさまƟ
まです。ܱဇ҄をႸਦす企業をࢳします。

ᩓᄬئ、᪦ئ、щ学ХນにǑりཋ性がт的に
わるǽȕト材料の材料ᚨ計、ཋ性ᚸ価（щ٭
学・ᩓൢ・᪦ඬཋ性）ができます。

ἡỶἨἼἕἛ૰研究ܴ http://mitsumat.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

ᄬࣱἏἧἚἰἘἼỴἽのཋࣱ・ೞᏡ・ࣖဇ
～ ᄬئỂ௩ỤẦẰửᐯဌỆ٭ảỤủỦૼ૰ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᄬئでཋ体の௩らかさを自ဌにǳントロールで
きる材料、可٭性ǽȕトマテȪアル（8ariaDle 
Elastic 5oHt /aterial）を発しています。

性ྙにࣖሉしてئ研究ܴではこれまで、ᄬ࢘
がт的に҄٭する材料「ᄬ性ǽȕトマテȪアル」
を発してきました。これは᭗分子ǲルやエȩス
トマーなƲのǽȕトな材料にᄬ性ࣇቩ子が分さ
れたᙐ合材料です。൨ʁᄬჽをᡈƮけると、プȪ
ンのᄒさから᠂ឋプȩスȁックまで٭えることが
できます。性ྙのྙ҄٭は500 ̿。ɭ界最᭗
Ȭșルです。ᄬئでቬ性が҄٭するこのǑƏな
ྵᝋはᄬൢቬ性јௐ（magnetorheological 
eHHect）とԠばれています。ᄬൢቬ性јௐをǑ
り˯いᄬئで、Ǒり大きく҄٭する材料の発を
進めています。

ƻとつの材料で௩らかいཞ७、ᄒいཞ७を作る
ことができるので、ᚑᙾをᘙྵできるデバイスが
作れます。̊えば、ᩉれたئ所で術をするとき、
ᐥ֥なƲのᄒさをˡえることができれば̝Мです。
また、ཋ体のᄒさが٭われば、᪦やਰѣのˡᢋ
Ȣーȉが҄٭します。᪦をˡえたいときにだけˡ
えられる材なƲにࣖဇできます。

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授 ・ 研究ਖ਼ᡶೞನ 研究教授

ɤ̯ Ջ ᵫᵧTᵱᵳᵫATA Tetsu

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ǭーワーȉ ਘ̞数、ቩ子᧓相ʝ作ဇ、๋ۥԧ（൦ԧ）構造、タンȑクឋ、ѣࢲ分ࠋ᧙数

ᧉ分ݦ ҄学ཋ理、生ཋཋ理、ǽȕトマターཋ理

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Y. Nakamura, A. Yoshimori, R. Akiyama, Journal of Molecular Liquids, 2��, 85-88 (2014).
Y. Nakamura, A. Yoshimori, R. Akiyama, T. Yamaguchi, The Journal of Chemical Physics, 14�, 124502 (2018).
Y. Nakamura, A. Yoshimori, R. Akiyama, The Journal of Chemical Physics, 1�4, 084501 (2021).

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ナノቩ子や生体分子のਘྵᝋに興味のある
研究者、企業の૾
・ਘ̞数なƲのཋ性計ยᘺፗȡーカー

ቩ子ԗりの๋ۥ分子の݅度分ࠋ（ѣࢲ分ࠋ᧙
数）が分かれば、ቇҥな計ምにǑってਘ̞数
をᙸᆢもることができます。

化学ཋ理学研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜhuman/

┿
ᐯ科学ኒ я教

ɶ ஊᑶ NAKAᵫᵳRA ᵷuka

෩˳ɶỆấẬỦἜἠቩ子のਘ̞ૠのᚘም法
～ ਘ̞ૠと๋ۥԧನᡯの᧙̞ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

に๋けた๋ឋቩ子はȖȩウンᢃѣにǑってۥ๋
ɶをѣきׅっています。๋ឋቩ子のѣきやすۥ๋
さをᘙすਘ̞数はƦのቩ子の大きさや๋ۥのቬ
度に̔܍することがჷられていますが、ナノȡー
トルオーȀーᆉ度のݱさい๋ឋቩ子のئ合、๋ۥ
ቩ子との相ʝ作ဇなƲにもࢨ᪪をӖけるため、Ʋ
のǑƏに決まるか分かっていませǜ。Ʀの理解は、
ナノቩ子の๋෩ɶでのᢃѣのСࣂなƲ新እ材の
発においてᙲです。

ᅶたちはナノቩ子のਘ̞数が๋ۥԧ（൦ԧ）
構造とԠばれるቩ子ԗりの๋ۥ分子の݅度分ࠋに
ۥ๋。することを理ᛯ的にଢらかにしました܍̔
ԧ構造はቩ子᧓の相ʝ作ဇにǑって決まります。
᪪をɨえるࢨƲのǑƏな構造がਘ̞数に、נྵ
のか、構造とਘ̞数の᧙̞についてᛇኬな研究
を進めています。

本研究でࢽられたჷᙸは、新しい分ௌ技術の
発にもつながります。これまで、ਘ̞数からቩ
子ࢲをยܭする技術はありましたが、本研究の進
ԧ構造をᛦǂられۥにǑって、ਘ̞数から๋ޒ
る可能性があります。๋ۥԧ構造はቩ子のཎ性を
Ӓପするᙲな情報です。̊えば、ナノቩ子であ
るタンȑクឋの๋ۥԧ構造は、タンȑクឋの構造
。性や機能なƲに᧙̞していますܭܤ

䠎ᡂศ⁐፹୰䛻お䛡䜛⢏Ꮚ࿘䜚䛾⁐፹䛾㏿ᗘሙ䚹㏿ᗘ
ሙは⁐፹構㐀䛻䜘䛳䛶Ỵま䜚䚸⢏Ꮚ䛾ື䛝䜔䛩䛥䛻
ᙳ㡪䛩䜛䚹
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㓟䝬ン䜺ン⾲㠃ୖ䛻╔䛧䛯䝔䝣䝻ン䝘䝜⢏Ꮚ

㓟⣲䝘䝜䝞䝤䝹䛾⢏ᚄศᕸ

ǭーワーȉ ɲᚃۥ性分子ᨼ合体、ǳロイȉ・界᩿科学、ǽȕトマテȪアルズ、ナノサイズのጞዜ・ቩ子

ᧉ分ݦ ᘙ᩿・界᩿科学、ጞዜ・᭗分子材料、ǳロイȉ科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

෩ኵ成ཋおǑƼ҄ታ料（2000-256132）
界᩿性д௩᠂ˁ上げдの機能発ྵのᚇݑ（「界᩿性дのᢠƼ૾、̅い૾ʙ̊ᨼ」技術情報ң会
2019�）
ǽȕトǭȣンデǣーと໗ᣠ料共܍下における࣯ᡮ発ණྵᝋの解ଢ（新大Ꮛ学ᢿኔᙲ8２ࠇӭ
2015�）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・分にはこだわりませǜナノእ材にᨂらƣ、界᩿科学的なᙻ点でᚇݑ
できるྵᝋであれば、分やݣᝋを問わƣ何に
でも興味を持ってӕりኵみます。

ᘮ学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

┿
ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ɶ ԧӴ NAKAᵫᵳRA Kaᶘuyoshi

ཋឋのᘙ᩿・မ᩿ỂỊ˴ầឪẨềẟỦのẦᾎ
～ ἴἠの٭化ửἱἁἿỆᙸẨỪỜỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナノȡートルからマイクロȡートルサイズのቩ
子がۥ体ɶに分しているཞ७をǳロイȉといい
ます。ᩤや᰾ჿなƲのൢᝋྵᝋや、食品、医ᕤ品、
くٶ業製品なƲǳロイȉはᅶたちの៲のׅりに
。して、ᅶたちのらしをᝅかにしていますנ܍

ᅶたちは「分ۥであるҾ子や分子Ǒりݲݲしし大大
ききいいቩቩ子子」としてǳロイȉを考え、๋෩҄学のࡨ
ᧈとしてのǳロイȉについて研究を行っています。
Ʀしてཋឋ҄٭のᢅᆉをȟクロなᙻ点でଢらかに
することをႸਦしています。

研究̊としてᣠእナノバȖルの࢟成についてᡓ
ǂます。ʚᣠ҄マンǬンをᚑۥとし、ᢅᣠ҄൦እ
൦を分解してᣠእを発生させるӒࣖは、ݱ学ఄ理
科で学Ƽますが、ʚᣠ҄マンǬンᘙ᩿にテȕロン
のナノቩ子を付けておくと、発生するᣠእǬスの
大きさがナノサイズまでݱさくなります（ӫ）。

本研究で࢟成したᣠእナノバȖルは、通ࠝの発
生ᣠእǑりも᭗いӒࣖ性を持ち、ᑥእ（ȡȁȬ
ンȖルー）の分解Ӓࣖでは通ࠝの３̿ものӒࣖ性
がありました。

ɟᑍにナノサイズのൢණを作るには大がかりな
、ᙲになりますが࣏ኬ҄ᚨͳ（機щ・ᩓщ）がࣇ
本研究では、テȕロンナノቩ子をᡙ加するだけで
ቇତに࢟成する૾ඥを発しました。
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㉸㡢Ἴ᥋合䛻䜘䜛䝬䝹䝏䝬䝔䝸䜰䝹

␗✀㔠ᒓ᥋合䛾䝭䜽䝻⤌⧊䛾

ǭーワーȉ 材料、合、ឬ᪦ඬ、ઊર、ǖƏ付

ᧉ分ݦ 材料加、ᘙ᩿・界᩿Сࣂ、᩼ᄊْ౨௹、ή計ย

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

材料を合する技術は、機のኵ立や新たな機
能材料を創出するためにഎくことのできない基盤
技術としてしています。࢘研究ܴでは、属
材料をはじめ、属とǻȩȟックスなƲの材料
合に᧙連する研究の他、合体の᩼ᄊْ౨௹や材
料ᘙ᩿ϼ理なƲ材料合に᧙わる様々な研究を
行っています。

Ʀのɟ̊として、ឬ᪦ඬਰѣをМဇした合技
術の発研究を行っています。ឬ᪦ඬ合は、材
料ӷٟを᭗ᡮでઊરさせることで界᩿のᣠ҄ႝᐏ
をӕりᨊいて合する技術です。材料を๋かさƣ
にქ時合することが出ஹます。ཎ（相合）
に、ᕓெやݱᢿ品のスȝット合でјௐを発ੱ
します。また、ឬ᪦ඬ合とӷじǑƏに、ǖƏ付
やはǜだ付時の合ᢿにឬ᪦ඬਰѣをɨえること
で、アルȟやȁタンなƲをȕȩックスをဇいƣに
合が可能です。

製品の᭗機能҄やǳストȀウンをܱྵするため
には、様々な材料をኵみ合わせて（合して）М
ဇする「マルȁマテȪアル҄」がᙲとされてい
ます。ឬ᪦ඬਰѣをМဇした合技術は、マルȁ
マテȪアル҄をᢋ成する材料合技術のɟつとし
てࢳされてます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ឬ᪦ඬ合における相ݣᢃѣの解ௌ（๋学会ᛏᲦ2014� 8ol.83� pp.204.）
᠂ᥟと5052 アルȟȋウム合のឬ᪦ඬ合ᢅᆉの解ௌ（᠉属๋� 8ol.53� 2015� pp.448）
4esidual 5tress Anal[sis $ased on Acoustic and 1ptical /ethods（/aterials� 8ol.9� 2016� 0o. 112）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自ѣԗᡀᢿ品、ᑋᆰ機ᢿ品、ᩓ子ᢿ品をは
じめ、加、医療機֥分なƲ、ものƮく
りにおいて合に᧙わるあらǏる企業とのつな
がりをࢳします。

合に᧙わるȟクロ/マクロྵᝋ、問題を、
材料ኵጢ解ௌや可ᙻ҄やシȟȥȬーシȧンなƲ
技術をᬝ̅して解決します。

ಅ૰研究ܴ http://joining.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

˱ẉங ᘽ ᵱAᵱAKᵧ Tomohiro

ឬ᪦ඬਰѣửМဇẲẺӳ২ᘐ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

᥋合プ䝻䝉ス䛾ྍど䠈䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮
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ᅗϭ�ྛ✀㢧ᚤ㙾䛾ど㔝䛸ゎീᗘ䛾㛵ಀ䚸ᗈい㡿域䛾ほᐹは㞴䛧い

ᅗϮ ┿ᐇ᥋ゐ㠃✚䛸機Ეせ⣲䛻お䛡䜛䛭䜜䜙䛾ィ 

ǭーワーȉ ཞ計ย、ઊરྵᝋの解ଢ、ȬーǶテクスȁȣ࢟ᦟ、ᚑ᩿可ᙻ҄、ᘙ᩿ࣇᙻȬーǶ᫋࠼

ᧉ分ݦ 機ᙲእ、ઊર、ᘙ᩿ᚇ、ݑ体ᚑ、ȬーǶー

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᦟのᙻと解度の᧙̞で、解ࣇ1はӲᆔ᫋
度を上げるとᙻがくなることが分かります。
この᧙̞にとらわれないのが࢘研究ܴで発した
ᙲなの࣏領域計ยが࠼。ᦟですࣇᙻȬーǶ᫋࠼
は、2
a�にᅆす࠼いርに分ࠋするჇܱᚑ᩿
ᆢをยܭするためです。ここを通して༏や᪦がˡ
わり、ઊરщが発生するので、機ᢿ品の性能向
上をる上で᩼ࠝに大Џなのですが、ܱはǄとǜ
Ʋยܭされていませǜ。々は、࠼ᙻȬーǶ᫋
。を可能にしましたܭᦟを̅いჇܱᚑ᩿ᆢのยࣇ


2c�にǬスǱットとȕȩンジをᅆします。
ǬスǱットはȕȩンジのଆЪރఌとᚑするこ
とが求められますが、ܱᨥは加ןщɧឱにǑり
2
d�にᅆすǑƏにᡦЏれているとこǖがᙸられま
す。このᚇݑኽௐを基にᚨ計٭更をすればれ
を˯ถすることが可能です。また、2
D�は、൦
ᢊฆ合ఀのઊ᎔をȬーǶฏ計ยでยܭした̊
です。ฏ計ยはࠊᝤのᘺፗで可能ですが、1
にᅆしたとおりᙻがいので、ܱはこの計ย̊
のǄǜのɟᢿしか計ยすることができませǜ。

このǑƏに࠼ᙻ計ยを行Əことで、機ᙲእ
の性能向上をることができます。࠼ᙻ計ยは
˯研究ܴが੩しているඥですが、ᛐჷ度が࢘
いので、興味のある૾にᚾしてもらいたいです。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ȬーǶឥ௹ฏ計をဇいたᘙ᩿࢟ཞの計ย૾ඥ（ཎᚩ6327641）
όለ᩿の࢟ཞ計ย૾ඥ（ཎᚩ5748414）
学会ᛏᦟにǑるόለ᩿μ᩿のナノスǱール計ย、ች݅ࣇᙻȬーǶ᫋࠼ 81
7�（2015） pp.699-704Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᫋ࣇᦟでᘙ᩿ᚇݑしているけƲイマイȁྵᝋ
の本ឋが分からないとおりの૾。
・機ᙲእのᚑᢿ分のཞ७をჷりたい、ある
いはઊરをСࣂしたいと考えている૾。

ኬくᨼήしたȬーǶを̅ってή学᫋ࣇᦟの
。が可能ですݑい領域ᚇ࠼400̿

上記の࠼い領域にわたり、ȟȪからナノȬș
ルの計ยが可能です。

ἚἻỶἮἿἊὊ研究ܴ http://tribo.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

ૼဋ џ NᵧTTA ᵧsami

ཞᚘย࢟ᦟỆợỦᘙ᩿とࣇᙻ野ἾὊἈ᫋࠼
～ ᚘยửӧᏡỆẴỦ؏᪸࠼ஹỂẨễẦẾẺࢼ ～

ᐯ科学ኒ 准教授

உᨗޛ介 TᵱᵳKᵧᵷAᵫA ᵷosuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䠄䡀䠅䜺ス䜿ット㠀᥋ゐ㒊䛾ྍど

┿ᐇ᥋ゐ㒊䠄䝝ッ䝏ン䜾㒊䠅

(䠽Ϳᅛయ᥋ゐ䛻お䛡䜛┿ᐇ᥋ゐ㒊䛾ィ 䚸
ᦶ᧿䜔⇕ఏ㐩䛻大䛝䛺ᙳ㡪䜢䛘䜛䠊 䠄䠾䠅䛧䜕䛖ື㒊ᙧ≧䛾䝘䝜䝺䝧䝹ィ 

䠄䠿䠅䜺ス䜿ット䛸䝣䝷ン䝆

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮
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ᅗϭ 㧗ᦶ᧿ಀᩘ⾲㠃䛻䜘䜛ᑠᆺ䛾

ᅗϮ䝺ー䝄↷ᑕ䛻䜘䜛㧗ᦶ᧿⾲㠃䛸ᦶ᧿ಀᩘ

ǭーワーȉ トȩイȜロジー、᭗ઊર、ઊરСࣂ、ȬーǶ加、ઊ᎔

ᧉ分ݦ トȩイȜロジー、ᚨ計学、機ᙲእ、ȬーǶ加

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

本研究は、ઊરщを᭗くかつܭܤさせることに
Ǒって、機の信᫂性の向上や҄ݱをܱྵする
ものです。通ࠝ、ઊરщにǑってܭあるいはዸ
ኽしている機ᙲእᢿ品では、᭗いઊરщがஓま
しいです。しかし、൲௨やᘙ᩿ᣠ҄ᐏのࢨ᪪でዸ
ኽႺࢸは˯いઊર̞数をᅆしたり、҄ݱのため
にǑり᭗いઊર̞数が求められるئ合なƲがあり
ます。Ʀのため、ᘙ᩿ϼ理あるいはǑり᭗ࢍ度な
材ឋに٭更するなƲが࣏ᙲでした。

̊えば、1にᅆすᏨౢဇインプȩントの̊で
は、ロッȉをスクȪȥ（൦ᑥ）でܭするため、
、するとݲにǑってᢘദな᠆щ（᩷ᑥ）がถ҄ݱ
すなわちઊરщのถݲにつながります。しかし、
Ʀのため҄ݱはᩊしいものでした。

本研究では、2にᅆすǑƏなȬーǶマイクロ
ȁǧクスȁȣȪンǰを属ᘙ᩿にすことで、
属ӷٟのИのઊરからܭܤかつ᭗ઊરを発ᚕす
ることができる技術を発しています。φ体的に
は、൲௨等にǑって0.2ᆉ度のઊર̞数をᅆして
いた属材料を、Иから0.6ᆉ度までف加させ
ることが可能です。この技術にǑり、ᄩܱなИ
。やȕȬッȁンǰの᧸ഥなƲが可能となりますܭ
また、ズȬ᧸ഥにǑりਰѣ機の᎑ȕȬッȁンǰ
性向上もࢳできます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ȬーǶ加にǑる᭗ઊર᩿をМဇしたᭌܭプȬート、ᭌܭᘺፗ（ཎ2017-153816）
2roposal oH new pol[aZial-locMing mechanism oH osteos[nthesis plate（+%/&T2017� p255）
ᭌ合プȬートにおけるタッȔンǰをဇいた新しいȝȪアクシȣルロッǭンǰ機構の੩క
2017機学会年ഏ大会�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᢿ品を҄ݱしたいが、ࢍ度ɧឱでおりの
ǱースなƲ
・ਰѣ機でཎܭのᢿ品がီࠝにઊ᎔し、ȡン
テナンス᫁度がेܭǑりも᭗いǱースなƲ

価なȬーǶマーカᘺፗにǑってあらǏるܤ
属ᘙ᩿に本技術をࢸ加できます。

ਰѣ機におけるズȬ᧸ഥなƲが、ઊરщを
。できますࢳ加させることでف

ἚἻỶἮἿἊὊ研究ܴ http://tribo.eng.niigata-u.ac.jp

ᐯ科学ኒ 准教授

உޛ ᨗ介 TᵱᵳKᵧᵷAᵫA ᵷosuke

᭗ઊરᘙ᩿の開発
～ ἾὊἈἰỶἁἿἘἁἋἓἵἼὅἂỆợỦઊર制御 ～

ᐯ科学ኒ 教授

ૼဋ џ NᵧTTA ᵧsami

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ϮϬvŵ ϮϬvŵ

3 ϮϬ

జਟ品 ৵型品

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮
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図1 試作した触覚センサチップ

図2 指先に装着しての把持・なぞり検知

ǭーワーȉ /E/5、ᚑᙾǻンサ、ᚑ感数値҄、ᚑ・ή・ภ度ᙐ合計ย、ロȜットの৭持Сࣂ

ᧉ分ݦ ǻンサ・マイクロマシン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

製品のᚑり࣎地やᚑᚮ、ᢊφの৭持φ合なƲ、
人᧓はᚑᙾを通じてᚑったཋの感ᙾをࢽています。
ᚑᙾはႝᐎの࢟٭やਰѣ、ภ度҄٭でもたらされ
るᙐᩃな感ᙾであり、ᙻᙾやᎮᙾのǑƏにᄩ立し
たǻンシンǰ技術はまだありませǜ。

ᅶたちは、/E/5技術をဇいたマイクロᚑᙾǻ
ンサȁップの研究発を行っています。5 mmᚌ
のȁップ上に大きさ0.1᳸0.3 mmᆉ度のᙐ数の
構造を作製し、Ʀれらをႝᐎをした௩᠂なݱࣇ
エȩストマーに؈めᡂǜでいます。このȁップƻ
とつで、ᚑ時のᒵや๖りに加え、ή౨ჷにǑ
るᡈᙾやภ度౨ჷにϬภ感の計ยができます。
ឬݱ・᠉なので、ਦ先やφにᚨፗすること
も可能です。また、本ǻンサで計ยしたデータを
੩ᅆするためのデバイスも研究発ɶです。

このǻンサをဇいてᚑᙾをデータ҄することに
Ǒり、下記のǑƏなࣖဇがࢳされます。

• 農作ཋや生体なƲのやわらかいものを֥ဇに持
つための৭持Сࣂ

• 人のႝᐎの࢟٭計ยやᚑᚮのデータ҄
• ༌ጀのにǑるワǶの数値҄
• 地のᑣしあ࣎やᏢ、属なƲのᘙ᩿のᚑりࠋ

しをܭ的にᚸ価する

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ཋ体ᘙ᩿のឋ感計ยᘺፗおǑƼƦれをဇいたኡᓶЙ別ᘺፗ（ཎᚩᇹ5807463ӭ）
/E/5ǻンサ（ཎᚩᇹ6160917ӭ）
Ҥᢿ、ᕲ、ܤᢿ、݊߷: ᩓൢ学会ᛯ文ᛏE� 8ol. 140� 0o. 9� pp. 228-234 
2020�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・加製造業でやわらかいものの৭持や人の
の感ᙾをデータ҄したい分
・医療福祉᧙̞でႝᐎへのᚑに᧙連する分
・ᘘや҄ታ品なƲのᚑ感がᙲな分

ǻンサの大きさや࢟ཞなƲのᚨ計はဇᡦにࣖ
じてさまƟまにࣖݣ可能です。あるᆉ度までの
ᚾ作は研究ܴのᚨͳで可能ですので、ܤ価に研
究発を行Əことができます。

ἰỶἁἿἰἉὅ学研究ܴ http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 准教授

݊߷ ᨻʂ ᵱOᵦᵥAᵵA ᵫasayuki

ἰỶἁἿᚑᙾἍὅἇἓἕἩỆợỦᚑज़のӧᙻ化
～ そのᚑụע࣎Ẇૠ͌ỂᘙྵẲềỚộẶỮẦᾎ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

৬षのமඡ・པ ऩझॉৎの化

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

製製造造技技術術
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図3 センシングデータを提示するためのディスプレイ
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ᅗ䠍 እ㝖ཤ機⬟䜢᭷䛩䜛༙ᑟయ䝺ー䝄ᖸ΅ィ

ᅗ䠎 ⾲㠃ᙧ≧ ᐃ⤖ᯝ

ǭーワーȉ Ҟݰ体ȬーǶฏ計、᩼ᚑឬች݅計ย、ȕǣーȉバック、ٳʏᨊӊ、ᘙ᩿࢟ཞ

ᧉ分ݦ ήࣖဇ計ย、ឬች݅ή計ย、計ย・Сࣂ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. 5u\uMi� et.al.� ß&isturDance-Hree high-speed sinusoidal phase-modulating laser-diode 
interHerometer�à Appl. 1pt. 41� 1949-1953 
2002�.

˱々ங̲ࠁ� ᤠஙܑଡ� �ฏ計におけるȕǣーȉバックСࣂをဇいたロバストなǻンシンǰ技術�� ች݅学会ᛏ ᇹ69
2003
 ᇹ10ӭ� 1379-1382 �ࠇ�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製造加業でች݅計ยを࣏ᙲとする分
・᩼ᚑή計ยを࣏ᙲとする分
価なች݅計ย技術をおしの૾ܤ・

ฏ計ยが行えなかった環境下でもദ、ஹࢼ
ᄩな計ยが行えます。ᘙ᩿࢟ཞのǄか、ݱࣇਰ
ѣ、٭ݱࣇˮの計ยも可能です。

ඬѣ・ήࣖဇ研究ܴ http://optlab.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

ᤠங ܑଡ ᵱᵳᵸᵳKᵧ  Takamasa

ਰѣ・ᩃ᪦ɦỂのឬች݅᩼ᚑ࢟ཞᚘย
～ ฏᚘἾὊἈ˳ݰʏᨊӊೞᏡửஊẴỦҞٳ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

サȖȟクロンオーȀーのឬች݅計ยでは、ɟᑍ
的にήඬฏ計がဇいられます。しかし、ࠊᝤの
ฏ計は᩼ࠝに᭗価です。また、機的ਰѣなƲ
のٳʏにࢊいため、ή学ᨊਰӨや᩺かなยܭ環境
が࣏ᙲです。製造ྵئにൢ᠉にݰλすることはで
きませǜ。

この問題を解決するため、࢘研究ܴでは、Ҟݰ
体ȬーǶをήเとするಊめてܤ価な「能ѣ」
ฏ計の研究発を行っています。能ѣとは、機
的なਰѣのࢨ᪪をᨊӊしたり、ܱ時᧓での計ย
を可能としたりする機能をॖ味しています。

Ҟݰ体ȬーǶは、%&プȬーȤーなƲ々の៲
のׅりにあるܼᩓ製品のήเとしてဇいられてお
り、ܤ価にλ可能です。出ݧήのඬᧈをᬝѣᩓ
්にǑってСࣂすることにǑり、さまƟまな能ѣ
҄をܱྵすることができます。

体ȬーǶݰʏᨊӊ機能をஊするҞٳ、Ძは
ฏ計の構成̊、２は、ย̊ܭです。２
a�は᩼
能ѣ２、
D�は能ѣでᚇยされた信ӭで、能
ѣの信ӭが時᧓的にܭܤしている様子がわかり
ます。２
c�は、能ѣでยܭされたᄬൢデǣス
クのᘙ᩿࢟ཞです。ᲫׅႸと２ׅႸ（Ძ０分ࢸ）
でǄǅӷじԗ構造がᚇยされています。ɲ者の
。で4.2nmですࠀは、แ͞ࠀ
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ᅗ䠍 (a)�SSͲOCT䛸(b)AOD䜢⏝い䛯㟼ⓗLDͲSSග※

ᅗ䠎 Ἴ㛗㉮ᰝᖜ ᐃ⤖ᯝ

ǭーワーȉ ௹域ඬᧈឥ௹、1%T、ឬ᪦ඬ͞向֥、᩺的ඬᧈឥ௹、᭗ᡮඬᧈឥ࠘࠼

ᧉ分ݦ ήࣖဇ計ย、ឬች݅ή計ย、計ย・Сࣂ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. 5u\uMi� et. al.� ßAcousto-opticall[ tuned eZternal-caXit[ laser diode Hor optical coherence 
tomograph[ with continuous waXelet transHorm�à 1pt. Eng.� 58 
10�� 104108A1-6 
2019�.

ȬーǶーᘺፗ（ཎᫍ2021-102910）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製造加業でች݅計ยを࣏ᙲとする分
・᩼ᚑή計ยを࣏ᙲとする分
価なඬᧈឥ௹ήเをおしの૾ܤ・

価で᭗性能な55ήเܤᝤ品にൔǂ、ಊめてࠊ
が構成可能です。また、他の૾ࡸ（タイムȉȡ
イン、スペクトȩルȉȡイン）の1%Tについて
も相談にࣖじます。

ඬѣ・ήࣖဇ研究ܴ http://optlab.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

ᤠங ܑଡ ᵱᵳᵸᵳKᵧ  Takamasa

ἾὊἈή源のඬᧈឥ௹২ᘐ
～ ឬ᪦ඬ͞Ӽ֥ửဇẟẺ᩺ႎඬᧈឥ௹ή源 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体等、ήがᡢᢅしやすいۥឋのૺޖဒをӕ
する技術としてオプテǣカルǳȒーȬンストȢࢽ
ǰȩȕǣ（1%T）がදႸをᨼめており、៲ᡈな̊
ではა科のዡᐏᚮૺなƲですでにܱဇ҄されてい
ます。1%Tには、大きく分けて３ᆔの構成૾ඥ
がありますが、ɶでもඬᧈឥ௹（55）ήเをဇい
た55-1%T（Ძ
a�）は、ች度の点でΟれてい
ます。しかし、ήเが᩼ࠝに᭗価であるといƏഎ
点がありました。

この問題を解決するため、࢘研究ܴでは、Ҟݰ
体ȬーǶ（L&）をήเとするܤ価で᭗性能なL&-
55ήเの研究発を行っています。ࢼஹのL&-
55ήเは、ඬᧈឥ௹のᨥ、ȟȩー等のή学እ子を
機的にѣかす࣏ᙲがありました。ɟ૾、Ძ
D�
の構成では、ឬ᪦ඬ͞向֥
A1&�を̅ဇしており、
ή学እ子を機的にѣかす࣏ᙲがありませǜ。機
的可ѣᢿがないので᩺的55ήเとӸ付けました。

２に、ඬᧈឥ௹の̊をᅆします。830nmを
ɶ࣎とし、ኖ69nmርでඬᧈឥ௹ができている
のがわかります。また、機的可ѣᢿがないため、
ឬ᭗ᡮでのඬᧈឥ௹が可能です。最ᡈでは、さら
にඬᧈឥ௹ࠢをਘ大できるシステム構成を研究ɶ
です。55-1%Tのさらなる性能向上がࢳされて
います。
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ǭーワーȉ 点້プȩǰ（スȑークプȩǰ）、ǻȩȟック、ᘮᙴ、્ᩓ、້ᑶ、ᩓಊ、アーク

ᧉ分ݦ ᩓщ学、᭗ᩓן学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ǬǽȪンエンジン、Ǭスǳンロ、ȕǡンȒー
ターの点້プȩǰは、ྵנの࢟でᧈ年̅ဇされ
てきました。ܦ成された技術ですが、点້ׅែ
のݱ᠉҄のȖȬークスルーはないのでしǐ
ƏかᲹ

本研究では、ࢼஹの点້プȩǰの࢟ཞをǉし
ǖシンプル構造にでき、્ᩓڼᩓןを˯ᩓן
҄でき、્ᩓཞ७を҄ܭܤできるスȑークプȩ
ǰを発しました。1は、ǻȩȟックᘮᙴカ
ǽーȉのಒဦです。ᤆᩓಊは、ࢼஹのǑƏに
先ᥘ҄する࣏ᙲがなく、ײな裁ૺ᩿をもちま
す。ǻȩȟックȑイプが、ᤆᩓಊをᙴƏことで、
ᛔᩓྙのီなるɤ点（トȪプルジȣンクシȧ
ン）を࢟成します。ᩓ子は、ここから્出しତ
くなると共にඝ્᩿ᩓにǑるܭܤした્ᩓȁȣ
ネルを࢟成し、્ᩓᩓ්を大きく（දλエネル
ギーのف大）することが可能となります。

ஹࢼ。ཎ性をᅆしますןᩓڼ2に્ᩓ
のǻȩȟックなしは、્ᩓڼᩓןが᭗くバȩ
Ȅǭも大きいことがわかります。すなわち、本
技術のᢘဇにǑり、᭗ᩓן発生ׅែのݱ᠉
҄が可能になると共に、ȟススȑークの˯下に
Ǒる༓јྙ向上がࢳできます。

ᅗ䠎 放電㛤ጞ電圧特性

ᅗ䠍 䝉䝷䝭ッ䜽⿕そカ䝋ー䝗のᴫ␎ᅗ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗ᩓן分だけでなく、щ、ᨗٽή、ݱ൦
щ発ᩓなƲのエネルギー٭੭、൦እエネルギー
ࣖဇをႸਦす分、エネルギーの地産地ෞをݰ
λしたい企業・自治体をࣖੲします。

学生時ˊもԃめኖ30年、ᩓщ学、᭗ᩓן
学の᬴ܱに携わると共に、Ⴧᆰ્ᩓ・ൢɶ્
ᩓᘺፗのᚨ計製作、おǑƼ᭗ᩓן・大ᩓ්計ย
を行っています。

ᛔᩓ˳ᘮᙴϬᨏಊ

ᐯ科学ኒ 准教授

ᓌҾ  ᵱᵳᵥAᵵARA Akira

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

【発ଢのӸᆅ】点້プȩǰ
出ᫍဪӭ：ཎᫍ2019-080827、発ଢ者：ᓌҾ Ღᙱဋ Ⴚ人Ღܤ߷ ᛮᲦ出ᫍ人：立大学ඥ人新潟大学

ἩἻズἰ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学部 㟁子ሗ㏻ಙプ䝻䜾䝷䝮
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;aͿ カ䝋ー䝗側面図

;bͿ�カ䝋ー䝗正面図
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䜸䝸䝣䝷䛾䛒䜛ウ䜵䝝ー

ǭーワーȉ ৽৴ྙยܭ、 ׄᤆඥ、ᙀദ̞数の計ም、ยܭᛚࠀの解ௌ、シȟȥȬーシȧン

ᧉ分ݦ 数理Ȣデルのᛚࠀ解ௌ、シȟȥȬーシȧン、৽৴ྙยܭ、ׄᤆඥ、ᙀദ̞数の計ም

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ׄᤆඥは、Ҟݰ体材料の৽৴ྙยܭඥとして
Ҟݰ体材料の製造ᆉにおいて最も࠼くဇいられ
ています。ׄᤆඥの̅ဇでは、ࢼஹのޛ下ඥな
Ʋのᙀദ計ም૾ࡸは、オȪȕȩのあるウǧȏーの
エッジにᡈいǄƲƦのᙀദᛚࠀは大きくなるഎ点
があります。

本研究では、ஊᨂᙲእඥのシȟȥȬーシȧンに
Ǒって、Ҟݰ体৽৴ྙยܭに૿けるׄׄᤆᤆඥඥのの新新
ししいいᙀᙀദദ̞̞数数計計ምም૾૾ඥඥを発しました。࢘ᛆᙀദ
̞数の計ም૾ඥにǑり、ࢼஹの૾ඥでৢいᩊい᩼
体材料や、ウǧȏーのエッジ付ᡈݰཞのҞ࢟ܭ
の৽৴ྙのยܭについて、ยܭች度が的に向
上できます。

本研究で発した૾ඥのཎࣉ：
¾ ᭗᭗ችች度度 ᙀദ̞数の計ም値と理ᛯ上のӈ݅値の

相ݣᛚࠀを0.02�ˌ下に৮える。
¾ ࣖࣖݣݣににርርܭܭいいยย࠼࠼ エッジから11᳧᳧᳧᳧ˌ上ᩉ

れているርで৽৴ྙยܭにࣖݣできる。
¾ 様様々々なな࢟࢟ཞཞににࣖࣖݣݣ ウǧȏーのオȪȕȩ、ノッ

ȁとエッジૺ᩿の࢟ཞにࣖݣ可能。
¾ 大ӝࢲ
45᳧᳝ˌ上）ウǧȏーのئ合、エッジ

付ᡈもยܭでき、材料のஊјМဇが可能となる。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

фᩌ4、 ᤆඥにǑるҞݰ体材料৽৴ྙの᭗ች度なยܭについて、ࣖဇ数理学会２０ᲫᲰ年度年会ᛯ文ᛏ
фᩌ、Ҟݰ体の৽৴ྙยܭඥの発にྵれるいくつかのࣖဇ数学の問題、ࣖဇ数理学会2018年度年会ᛯ文ᛏ
৽৴ྙยܭのᙀദ̞数のオンȩイン計ምサービス： http://www.ZHliu.org/4/

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Ҟݰ体᧙連なƲの製造・ยܭ分で、ࢼஹኺ
᬴だけでৢいにいくいย૾ܭඥのᙸႺしを౨᚛
している企業をࢳしています。

৽৴ྙยܭにᨂらƣ、様々なยܭ分（̊え
ば、᩺ᩓ容ុࡸᩉยܭ）に̅ဇされるᙀദ̞
数について、数理Ȣデルの解ௌとシȟȥȬー
シȧンにǑって、ദしくም出できます。

ф研究ܴ http://www.xfliu.org/

ᐯ科学ኒ 准教授

ф ᩌ ᵪᵧᵳ ᵶuefeng

Ҟݰ˳૰৽৴ྙยܭのᙀദ̞ૠの᭗ችࡇễᚘም૾法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ׄᤆඥにǑる৽৴ྙのยܭ

製製造造技技術術
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ᨺ㟁ຍᕤ䜢⏝い䛯ᚤᑠᚄ㍈ᡂᙧἲ

ᚤᑠᚄ✰ຍᕤ䠄ᡂᙧ㍈䜢⏝い䛯ྠ୍機ୖで䛾ຍᕤ䠅

ǭーワーȉ φࢲݱࣇ、ᩓ加્、ขᆭ加、ኬ加ࣇ、᭗アスペクトൔ、᠆ࢲݱࣇ

ᧉ分ݦ 生産学、加学、્ᩓ加ࣇ、ኬ加、ᄆቩ加

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ឥ௹્ᩓ᠆成࢟ඥにおける᠆Ⴚࢲとෞ᎔ൔ（ᩓൢ加学会ᛏ）
5tud[ oH &eposition /achining 7sing Electrical &ischarge with 4eciprocation 4otation in Air )ap
（+nternational ,ournal oH Electrical /achining）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᙲとする企業、自治体࣏を᠆ࢲݱࣇ・
ᙲとする企業、自治体࣏のᆭをࢲݱࣇ・

- 製造業（ች݅加、φ、なƲ）
- 医療分なƲでのМဇをࢳしています。

様々な属材料にݣし、᭗ች度にࢲݱࣇ᠆を
成࢟することができます。

材料ᘙ᩿へのᘙ᩿ોឋもできるため、成࢟᠆
ᘙ᩿や加ᆭ内のᘙ᩿ોឋが可能です。

ޓ加研究ܴ http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ᶜhirao/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ރ ሶМ ᵦᵧRAO Atsutoshi

᭗ỴἋἬἁἚൔࣇ小ࢲ᠆の࢟法ấợỎ
開ޒồのขᆭ加ࢲ小ࣇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

φをဇȉȪルࢲݱࣇ、技術にはᆭ加ࢲݱࣇ

いたȉȪル加ඥ、ឬჺȑルスをဇいたȬーǶ加

јྙの点ඥがਫげられます。加ඥ、્ᩓ加

からȉȪル加ඥが࠼くМဇされているものの、

Ⴚ0.1ࢲmmˌ下のࢲݱࣇᆭや᭗アスペクトൔ

（L/&10ˌ上）のࢲݱࣇขᆭ加において、્ᩓ

加ඥがᢘဇされています。

્ᩓ加ඥをဇいたࢲݱࣇのᆭ加では、ᆭࢲ

にࣖݣしたࢲݱࣇのᩓಊφが࣏ᙲとなり、この

ᩓಊのࣇኬ҄がᙲとなります。ཎに、Ⴚࢲ

5�mˌ下の᠆を成࢟するには、ܱဇ҄されてい

る加機でもᩊをಊめています。

本研究は、ᩓಊ᠆をׅ᠃させながら成࢟プȬー

トͨへឥ௹્ᩓ加するࣇኬ᠆成࢟ඥを੩కして

います（ӫ上参ༀ）。本ඥは、᠆成࢟が容ତ

であり、્ᩓ᩿ᆢが࠼いためјྙのǑい加をܱ

ྵしています。

これまで、Ⴚ10ࢲ�mˌ下、L/&25ˌ上のࣇ

᠆࢟をܱྵしています。さらに、成࢟の᠆成ࢲݱ

をဇいたࢲݱࣇᆭ加へޒしています（ӫ下

参ༀ）。ྵࢲݱࣇ、נのᙐᩃ࢟ཞ加へのޒを

行っています。

ϭϬϬʅŵ

^h^3Ϭϰ

t�Ͳ�Ž

ᩍ⫱学㒊

製製造造技技術術
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ǭーワーȉ 構造ਰѣСࣂ、Сࣂ理ᛯ、地ᩗᚇยዡ、A+、+%T

ᧉ分ݦ Сࣂ学、機щ学、ロȜット学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

=1? -. *iramoto and T. /atsuoMa� ActiXe XiDration control oH structural s[stems with a preXiew oH a Huture seismic 
waXeHorm generated D[ remote waXeHorm oDserXation data and an artiHicial intelligenceệDased waXeHorm 
estimation s[stem� ,ournal oH 8iDration and %ontrol 
2020�� &1+: 10.1177/1077546319901024

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Сࣂ学分、ਰѣ学分、情報通信・
+oT分、人ჷ能（A+）分、םங・ሰ分
、᧸᧙連分 他 との連携をࠎஓします。

新ᚨされる構造ኒおǑƼƦのਰѣСࣂኒだけ
でなく、ଏᚨの構造ਰѣСࣂኒにアȉオン的に
ඬ࢟ˡᡛ・推ܭ、ʖᙸСࣂ機能を加えることに
Ǒる本ඥのܱᘺも可能です。

ѣщ学・制御研究ܴ http://dcl.eng.niigata-u.ac.jp/

┿
ᐯ科学ኒ 教授

Ψ ԧࢠ ᵦᵧRAᵫOTO Kaᶘuhiko

ᢒᨠעעᩗඬ࢟ἼỴἽἑỶムᣐ̮ửဇẟẺAᵧỆợỦ
சஹのעᩗඬ࢟ʖยửМဇẲẺನᡯኒਰѣ制御

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地ᩗٳʏをӖける構造ኒのਰѣСࣂኒのさらな
る性能向上のため、Ȫアルタイム地ᩗᚇยዡ（᧸
科学技術研究所 られるࢽᩗȢȋタ等）からࢍ
（ᡦ上にある）ᢒᨠ地ඬ࢟ᣐ信データをဇいて、
Сࣂされる構造ኒに地ᩗٳʏがПᢋするЭに地ᩗ
のசஹඬ࢟をʖยし、先ׅりしてСࣂするඥを
研究しています。ྵඞでは、ඬ࢟ʖยに人
ȋȥーȩルネットワーク（A00）、アクテǣȖਰ
ѣСࣂにʖᙸСࣂЩを̅ဇしています。

記録地ᩗඬ（2004年ɶឭ地ᩗ）をဇいてᚨ計
ȑȩȡータを最ᢘ҄したシȟȥȬーシȧンでは、

A� ች度の᭗いசஹඬ࢟のʖยが可能であること、

$� 通ࠝのȕǣーȉバックСࣂ（最ᢘСࣂ）とӷ
等のアクȁȥエータщで、ਰѣ৮С性能を2ר
ఐ�ˌ上向上できること をᅆしました=1?。


、נྵa� 様々な地ᩗඬにݣするСࣂኒのロバ
スト性のᄩ̬、
D� 推ܭにဇいるᢒᨠ地ඬ࢟ᚇย
点数のਘ大、
c� ǻȟアクテǣȖ（いȑȩȡー
タ更新ᡮ度を持つデバイスもԃǉ）ਰѣСࣂへの
ᢘဇਘ大 等に向けて研究を進めています。

この研究にǑり、地ᩗٳʏをӖけるٶ数の構造
ኒのਰѣСࣂ性能の大ࠢな向上がܱྵされ、߾大
地ᩗのǑƏなҹにݣし、ǑりȬジȪエントな社
会を創出することにᝡྂできるとࢳしています。

ᕤ学㒊 機Ე䝅ス䝔䝮ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

社社会会基基盤盤
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䝞䝷スト㌶㐨

䝺ー䝹⥅┠で䛾
㐨ᗋୖ㠃ኚศᕸ

ǭーワーȉ ጮりᡉし࢟٭ਫѣ、ᢊ・ែ盤、خ性Ȣデル、ஊᨂᙲእඥ、ѣ的作ဇ

ᧉ分ݦ 学学、ࣖဇщ学、計ምщ学、ᤧᢊஙם

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

本研究ܴでは、ᤧᢊᢊにᚨされている「バ
ȩストᢊ」のጮりᡉし࢟٭ਫѣのјྙ的な解ௌ
ᚸ価ඥの発にӕりኵǜでいます。バȩストᢊ
ޖはᄃჽቩ子のᨼ合体からなり、25cmᆉ度の
ҽでᚨされます。Зᒵのጮりᡉし作ဇにǑ
り、ᢊやែ盤にはɧ可ᡞ的な࢟٭が生じ、ಊめ
てٶ数ׅのጮりᡉし作ဇののち、上᩿の「ආ下」
としてዜ持ሥ理上の問題として᫋҄נします。

本研究ܴでは、バȩストᢊおǑƼ地盤材料か
らなるែ盤ᢿをc[clic densiHicationȢデルでȢデ
ル҄し、ஊᨂᙲእඥでጮりᡉし࢟٭ਫѣをјྙǑ
くܭᚸ価する解ௌඥを発しています。また、
ጮりᡉし࢟٭の発生・進ޒへの݃ɨの大きいᘔએ
連ࢊ合には、ѣ的解ௌとのئᙲな࣏щのᚸ価がٳ
成解ௌඥを構成しᢘဇしています。

なお、バȩストᢊはޖҽにൔしてቩࢲがݱさ
くないቩ子ᨼ合体であり、щ学ਫѣのᆰ᧓的ばら
つきがנ܍します。Ʀのため、ᄩྙஊᨂᙲእඥを
ဇいて、࠹何情報やщ学ਫѣのばらつきのࢨ᪪を
考ॾしたጮりᡉし࢟٭解ௌをܱྵしています。

本研究の成ௐは、バȩストᢊの࢟٭ȡカȋズ
ムの解ଢだけでなく、ᢊのјྙ的な̬ܣ作業の
ܱྵやᚨ計の合理҄に݃ɨし、ᤧᢊʙ業者のኺփ
。されますࢳにᝡྂすることが҄ܭܤ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

FE-Dased Dallast settlement anal[sis considering wheel-tracM d[namic responseᲦ-oro� -.� ADe� -.Ღ2roc. oH +nt. 
5[mpo. speed-up � 5ust. Tech. Hor 4ailwa[ � /agleX 5[s.� 2015.
ᢊの構成ᢿ材の࢟ཞཎ性値おǑƼཋ性値のᆰ᧓的ばらつきにឪ׆するᢊਰѣࣖሉの٭ѣのᚸ価ᲦኗᩧɟݎᲦบあǏみᲦ
᧺ᢿԧʁᲦ計ም数理学ᛯ文ᨼᲦ8ol.17Ღ pp.37-42Ღ2017

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本研究ܴでは、ஊᨂᙲእඥなƲの計ምщ学
ඥをဇいて、Ӳᆔщ学ྵᝋの解ଢにӕりኵǜで
います。シȟȥȬーシȧンでおりの製造業・
。ஓしますࠎᚨ業の皆様とのңを

構造ཋのѣ的作ဇとخ性ਫѣの連成を考ॾ
したጮりᡉし࢟٭解ௌがܱྵできます。

構造ᢿ材の࢟ཞやщ学ਫѣのᆰ᧓的ばらつき
のࢨ᪪を考ॾした࢟٭解ௌがܱྵできます。

ࣖဇщ学研究ܴ http://applmech.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

ኗᩧ ɟݎ KORO Kaᶘuhiro

ʩᡫᒵのጮụᡉẲ˺ဇỆˤạᢊ・ែႴの
ɧӧᡞ࢟٭ਫѣの解析ᚸ̖Ệ᧙ẴỦ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

༢ㄪ㍕Ⲵ㐣⛬䞉⧞䜚㏉䛧㍕Ⲵ㐣⛬䛻お䛡䜛ゎᯒ⤖ᯝ

㌶㐨䝟ッ䝗స⏝ຊ䛸
䛭䛾ᶆ‽೫ᕪ䛾้Ṕ

ᕤ学㒊 ♫ᇶ┙ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

社社会会基基盤盤
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㧗⅔䝉䝯ント�✀䠄��䠅䛻䝅䝸カ䝣䝳ー䝮䠄^䠅䜢ຍ䛘䛯䠏ᡂศ⣔⤖
合ᮦ䝁ン䜽䝸ート䛾ሷศᾐ㏱ᢠᛶ

⁐⼥ス䝷䜾䜢㦵ᮦ䛸䛧䛶⏝い䛯䝁ン䜽䝸ート䛾⪏ᐖᛶ

ǭーワーȉ ᭗໐ǻȡント、シȪカȕȥーム、๋ᗡスȩǰ、൦ԧཋ、᎑ʁ性

ᧉ分ݦ ǳンクȪート学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ძ）Ⴧ᎓Ღ߷ҾჇɟᲦᓎ地ᢊ生Ღ˱ˢᇕࢠ：᭗໐スȩǰࣇብおǑƼシȪカȕȥームをဇいたǻȡントኒᄒ҄体
のط分ේᡢ৽৴性Ღǻȡント・ǳンクȪートᛯ文ᨼᲦ0o. 66Ღpp. 452Û458Ღ2012.12
２）˱ˢ ᇕࢠ� Ⴧ ᓎ地 �᎓ ᢊ生Ღ૬ᕲᝍ：ӲᆔシȪカȕȥームをဇいたǻȡントኒᄒ҄体のط分ේᡢ৽৴性Ღǻ
ȡント・ǳンクȪートᛯ文ᨼᲦ0o. 68� pp.352-359 Ღ2014.12

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・и産ཋやࡑూཋのஊјМဇを౨᚛してる自治
体、企業との共ӷ研究をࠎஓします。

ᆔ々の分ௌᘺፗを̬ஊしており、生成する൦
ԧཋからǳンクȪートのマクロな性能をᚸ価す
ることが可能です。

ἍメὅἚ・ἅὅἁἼὊἚ研究ܴ http://concrete.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

˱ˢ ᇕࢠ ᵱAEKᵧ Tatsuhiko

ငಅиငཋ・ࡑూཋửМဇẲẺ᭗᎑ʁἅὅἁἼὊἚの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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ᕤ学㒊 ♫ᇶ┙ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

社社会会基基盤盤

産業и産ཋやࡑూཋをǳンクȪートဇ材料とし
てஊјဇし、᭗᎑ʁなǳンクȪートの発に᧙
する研究をしています。

材料・ᣐ合をᢘЏにᢠܭすることにǑって、生
成する൦ԧཋをСࣂし、᭗᎑ʁ҄をܱྵするඥ
を౨᚛しています。これにǑって、ྵנဇされ
ていない材料をဇいてǳンクȪートの性能を向上
させるだけでなく、ǳンクȪートにफࢨ᪪をӏǅ
す材料にǑる性能˯下を他の材料やᣐ合のپに
Ǒってᙀって̅ဇするなƲ、ϼ分にっていたࡑ
ూཋなƲのเ҄にもࣖဇできると考えています。

これまでの研究では、,+5規をたさないシ
ȪカȕȥームをဇいたǳンクȪートの᭗᎑ʁ҄、
Ǵȟ๋ᗡスȩǰをဇいたǳンクȪート製品の発
を行いました。（ӫ参ༀ）
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ǭーワーȉ Ө、ව൦Შ、࢟٭ჿѣ७、ොםѣ、ඕӝ٭ͅൢ

ᧉ分ݦ ෙެ学、大ൢщ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

1）0aMamura et al.（2020）5imulations oH Huture t[phoons and storm surges around ToM[o $a[ 
using +2%% A45 4%2 8.5 scenario in multi gloDal climate models� %oastal Engineering ,ournal� in 2ress.
2）ɶʰٽ・加ᕲᒔ・ဋလᝮ大（2018）Ө 1718 ӭにともなƏ潟上の地҄٭࢟機構の解ଢ-ग़ჷჄᙱࠊރி
ࠪᝃのʙ̊Ღםங学会ᛯ文ᨼ $2 
ෙެ学� 74 
2�� +A823-+A828. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ඕ߷ඕӝ域をዜ持ሥ理しているםʩ通Ⴞや、
数値計ምȢデルをဇいてඕ߷᳸ෙެ域を分ௌし
ているᚨǳンサルタント。

をᙸੁえたඕ߷ඕӝ域᳸ෙެ域のࢸѣ٭ͅൢ
ዜ持ሥ理にする分ௌを行います。研究では、
最先ᇢの数値計ምȢデル（ൢᝋ、ෙබ්ѣ・ඬ
。ჿᡛȢデル）をဇいていますם、ු

ෙެ学研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜstormsurge

ᐯ科学ኒ 准教授

ɶ ʰٽ NAKAᵫᵳRA Ryota

ჿѣ態ೞನỆ᧙ẴỦ研究םѣửᙸੁảẺඕӝ؏の٭ͅൢ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ♫ᇶ┙ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

社社会会基基盤盤

㻵㻼㻯㻯䛾ᑗ᮶䝅䝘䝸䜸䠄㻾㻯㻼㻤.㻡䠅䜢⏝い䛯ྎ㢼䛾ᙉᗘ䠄㢼㏿䠅䛾ኚ
䛻㛵䛩䜛ᩘ್ィ⟬⤖ᯝ

ึᮇ地ᙧ ϮϬϬศᚋ

ϰϬϬศᚋ ϲϬϬศᚋ

新潟┴ⲨᕝἙཱྀ◁ᕞ䛻お䛡䜛䝣䝷ッ䝅䝳䛾地ᙧኚ

をᙸੁえたඝެ域ܹやඕӝ域のࢸѣ٭ͅൢ
。を分ௌしています҄٭࢟ჿѣ७・地ם

地ྶภଡ଼҄ࢸをेܭするために、લ˩ภଡ଼҄
ඥをဇいて、ᢅӊに発生したൢᝋྵᝋをൢͅ
させ҄٭度をࢍ、のシナȪオに基Ʈいてࢸѣ٭
ることができます。ݩஹはӨのࢍ度がف加す
る可能性が᭗いとᚕわれていますので、ଐ本ෙ
を通ᢅするӨもࢍ度がفして、ኽௐとしてଐ
本ෙにおけるඬුのࢍ度も᭗くなり、ො࢟٭
も大きく生じる可能性をਦઇできます。

地҄٭࢟の分ௌには、最先ᇢの数値計ምȢデ
ルであるXDeachをဇいています。ӫには、
1ኢඕ߷である新潟Ⴤᒰ߷ԗᡀ域の地҄٭࢟を
数値計ምしているኽௐをᅆしています。ʻࢸは、
ඕӝםჿᡛȢデルのٳщとしてൢͅ٭ѣࢸの
ኽௐをဇいるʖܭです。このǑƏにすることで、
ඕӝص等をࡽきឪこすჿ߸をڼめとした、ݩ
ஹにかけてඕӝ域のჿ߸地࢟がƲƏ҄٭するか
を分ௌします。

このǑƏな分ௌから、ൢͅ٭ѣࢸをᙸੁえた
ඕ߷ඕӝ域のዜ持ሥ理にする研究をޒいた
します。
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新潟ᕷ域䛾ᅵ㉁䛸E್ศᕸ䛾推ᐃ䠄῝ᗘ ϴ䡚ϭϬŵ䠅

䝪ー䝸ン䜾ሗ䛾䜏でホ౯䛧䛯ᾮ≧༴㝤ᗘ䝬ップ
䠄䝪ー䝸ン䜾ᐦᗘ䛜పい㒊ศ䛾ホ౯⢭ᗘ䛜ㄢ㢟䠅

ǭーワーȉ ෩ཞ҄、地盤ࠢف度、ඌᆢޖ、ȜーȪンǰデータșース

ᧉ分ݦ 地盤学、地盤᧸

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ሰཋの᎑ᩗ҄が進ǉɶで、ᡈ年の地ங構造ཋやם
ᩗでは෩ཞ҄なƲのܡ地地盤ᘮܹがදႸされています。
また、地盤はƦのᘙޖ構造にǑって地ᘙ᩿でのੵ
れの大きさやஊԗがီなるため、ᘮܹがޅ地҄す
る̊がǑくᙸられます。

本研究は、ᡈ年Мဇが可能となってきた地盤ᛦ௹の
データșースをဇい、ɼにඌᆢޖをݣᝋとしたᢿ
のᘙޖ地盤構造を解ଢした上で、෩ཞ҄үᨖ度や地盤
度のᚸ価を通して地盤に᧙する地ᩗȏǶーȉマッࠢف
プの᭗ች度҄のඥをることをႸ的としています。

ȜーȪンǰデータをဇいて෩ཞ҄のүᨖ度や地盤ف
ࠢ度をምܭするඥはǄǅᄩ立していますが、࠼域を
ᚸ価するئ合、ȜーȪンǰ情報がျな地域の推ܭች度
向上や地下൦ˮ情報のばらつきが課題となっています。
本研究では、地域内のȜーȪンǰからࢽられるםឋや
0値、܉内൦ˮ等の情報Ǒり、-rigingなƲのᆰ᧓ወ
計学のඥをဇいて構ሰした３ഏΨの地盤Ȣデルでᚸ
価する૾ඥと、ȜーȪンǰ点にᚸ価した෩ཞ҄үᨖ
度や地盤ࠢف度をᆰ᧓ᙀ᧓して᩿的にᚸ価する૾ඥで
ƦれƧれ౨᚛を進めます。

なお、地盤の構造とщ学ཎ性は地࢟வˑやؚᆢ環境
で大きく٭わる可能性があるため、ƦのǑƏな地域ཎ
ஊのᙲእを加味してᚸ価することで、ʖยች度の向上
がࢳされると考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

地盤学会ዻ：μ77ᣃࠊの地盤とܹȏンȉȖックᲦɺծ出版Ღ2012.（新潟ࠊをਃؓ࢘ᇿ）
学ジȣーナルᲦ学的ཎ性Ღ地盤地盤のቩ度とޖ域のᘙࠊӴЩ：ȜーȪンǰデータșースに基Ʈく新潟ק̬
8ol.13Ღ0o.4Ღpp.341-357Ღ2018.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ɼにᢿに立地する地域の地ᩗ᧸をਃƏ
地૾自治体
・連ዓする社会基盤ᚨ（ᢊែ、ᤧᢊ、ء᧸、
上下൦ᢊ等）の地ᩗ᧸をਃƏӲሥ理者

ᧈ年研究してきた෩ཞ҄に᧙するჷᙸを地域
にᢩΨしたいと考えています。

ᆰ᧓ወ計学と)+5をဇした研究ですが、地
盤᧸ˌٳへのޒも考えられます。

学研究ܴႴע http://geotech.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ я教

ק̬ ӴЩ ᵦOᵱAKA ᵷoshinori

ᩗਫѣのᚸ̖ע学ႎನᡯの解明とႴのע野
～ 化ỆӼẬࡇᩗἡἈὊἛἰἕἩの᭗ችע ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⢓ᛶᅵయ

◁㉁ᅵయ

ᕤ学㒊 ♫ᇶ┙ᕤ学プ䝻䜾䝷䝮

社社会会基基盤盤
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㕲➽䝁ン䜽䝸ートᰕ䛾◚ቯᐇ㦂

ϮϬϭϲᖺ⇃ᮏ地㟈䛾⿕ᐖㄪᰝ

ǭーワーȉ ሰ構造、地ᩗᘮܹ、᧸、ᄊ᬴ْܱ、地ᩗࣖሉ解ௌ

ᧉ分ݦ 学、ᤧሂǳンクȪート構造ሰ構造、᎑ᩗ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

学年ഏᛯ文ᨼᲦሂǳンクȪート௵のᄊْ性ཞᚸ価ᲦǳンクȪートᤧいせǜૺᄊْٶ本ᢷᲦɶܑʍ：ɼሂのޛ�1
ᇹ42ࠇᲦᇹ2ӭᲦpp.121-126Ღ2020.7

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・大地ᩗなƲの自ܹにǑるሰཋのᘮܹ˯
ถをႸਦす分。

・ଏ܍ሰཋの᎑ᩗ性向上にǑり、ཋのᧈݤ
ԡ҄をႸਦす分。

ᢅӊの研究でᔛᆢされたデータをМဇできま
す。̊えば、ཋのᢿ材のᄊ᬴ْܱ、Ȣデル
ཋの地ᩗࣖሉ解ௌ、地ᩗᘮܹᛦ௹にǑるᘮܹの
Ҿ׆分ௌ、なƲにǑるჷᙸです。

૰ನᡯ研究ܴ http://ᶘaikou.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

┿
ᐯ科学ኒ 教授

ɶ ܑʍ NAKAᵫᵳRA Takaya

ሰཋの᎑ᩗࣱỆ᧙ẴỦ研究
～ ᩗᘮܹの˯ถửႸਦẲềע ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

いࢍμでܹにܤ、ሰ材料構造研究分では
̊。ሰཋをܱྵするための研究を行っています
えば、ᢅӊに発生した大地ᩗでは、ሰཋのある
く生じまٶのᘮܹが数ْߐޖするْߐμにܦがޖ
した。Ʀれらْߐޖしたཋの大ᢿ分はӞい᎑ᩗ
ᚨ計基แにǑりᚨ計されており、ྵנでもӞい
ཋはٶ数נ܍しているため、ʻࢸ大地ᩗが発生し
たᨥにӷ様のᘮܹが生じる可能性が大きいといえ
ます。ْߐޖは人ԡにႺүܹをӏǅすᄊْࡸ࢟
であるため、ݩஹの大地ᩗにݣしてこのǑƏな
ཋのْߐを᎑ᩗᙀࢍにǑって᧸ഥすることが࣏ᙲ
であり、Ʀのためには、௵がᘮܹをӖけてጏ૾向
にْߐするᨥの性ཞやཋのᢅْߐᆉを৭੮して
おくʙが᩼ࠝにᙲです。

Ʀこで、ሰཋをǑり᎑ᩗ性の᭗いものにする
ために、1� 構造᬴ܱにǑるᢿ材（௵なƲ）のْߐ
性ཞの৭੮、2� ᩓም機をဇいた数値解ௌにǑる
ཋの地ᩗ時ਫѣのʖย、のƾたつの᩿から研究し
ています。このǑƏに、ݩஹの地ᩗᘮܹを᠉ถす
ることをႸਦして様々な課題にӕりኵǜでいます。

また、2011年ி҅地૾ٽබඌ地ᩗ、2016
年༇本地ᩗなƲにおけるཋのᘮܹʙ̊をᛇኬに
分ௌし、ݩஹ大地ᩗがឪきた時にᘮܹのϐ発を᧸
ƙための研究も行っています。

ᕤ学㒊 ᘓ⠏学プ䝻䜾䝷䝮

社社会会基基盤盤
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䝙䝳ー䝷䝹䝛ットワー䜽䛾構ᡂ ᅗϮ

ǭーワーȉ ஊᨂᙲእඥ、材料構成Щ、ȋȥーȩルネットワーク、属ኒ材料、ጮりᡉしخ性

ᧉ分ݦ ஊᨂᙲእඥ、ᥟ構造ཋ、ஙឋ構造ཋ、ဒ解ௌ、機学፼

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

=1? Teranishi /.� -aneMo -.� et al. 
2021� ,ournal oH %onstructional 5teel 4esearch 187:106923.
ᙱദ᠗ݢ ?2= 
2020� ଐ本ሰ学会構造ኒᛯ文ᨼ 85:1565-1573.
=3? Teranishi /. 
2022� /echanics 4esearch %ommunications 119:103815-103821

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᭗度な材料構成Щをဇいて、構造ཋのخ性
解ௌを᭗ች度にܱしたい૾
・構造解ௌ᧙連のᜂ問題の解決にȋȥーȩル
ネットワークをᢘဇしたい૾

おǑƼ൮ဇ҄ࡸܭの材料構成Щのئщࣖ᠆ٶ
ஊᨂᙲእプロǰȩムへの構成Щのܱᘺができま
す。ȋȥーȩルネットワークを構造解ௌのᜂ問
題にᢘဇできます。

寺ᙱ研究ܴ https://researchmap.jp/ᵕᵎᵎᵎᵎᵐᵖᵏᵏᵑ

ᐯ科学ኒ я教

寺ᙱ ദ᠗ TERANᵧᵱᵦᵧ ᵫasaki

ニἷὊἻἽἕἚὁὊἁửဇẟẺޓኒ૰の
૰ನЩの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ʻଐの構造解ௌにはஊᨂᙲእඥがٶဇされています。خ性ஊᨂᙲእ解ௌの計ምች度は、材
料構成Щのᢠ৸に大きく̔܍します。属ኒ材料のᄒ҄ྵᝋを考ॾ可能な材料構成Щはこれま
で、ٶく੩కされてきたが、ᜂࡸがᙐᩃ、かつ、計ምᒵが大きいものがٶく、ܱဇ性にʅし
いです。本研究ܴでは、ٶ᠆ࣖщئでのᄒ҄ྵᝋをϐྵ可能、材料ܭ数の決૾ܭඥがଢࣛ、か
つ、計ምᒵがݱさい、ܱဇ的な材料構成Щの発をႸਦしています。

1にᅆすǑƏに、᩼ᄒ҄領域Ȣデルに᠂҄Щを考ॾし、地ᩗ時に生じるጮりᡉしᒵ時の
ᄒ҄ྵᝋを考ॾ可能な材料構成Щを発しました=1?。この材料構成Щでは、1ᆔの材料ᚾ᬴
にǑり、材料ܭ数を決ܭすることができます。

また、ȋȥーȩルネットワークの計ምјྙおǑƼׅ࠙性能の᭗さにბႸし、材料構成Щへの
ᢘဇ性に᧙する研究を行っています=2� 2は、ȋȥーȩルネットワークの構成をᅆしてお。?3
り、材料ܭ数やخ性᧙連のȑȩȡータをλщし、ネットワークを介して、خ性ƻƣみのف分を
出щします。3は、ࢼஹඥとȋȥーȩルネットワークにǑる計ምኽௐをൔ᠋しており、ɲ
者のီࠀがݱさく、発ඥのஊј性をᅆしています。

ᚑ᮶ᡭἲ䛸䝙䝳ー䝷䝹䝛ットワー
䜽構ᡂ๎䛾ẚ㍑ᅗ3㠀◳㡿域䝰䝕䝹䛻䜘䜛◳⌧㇟䛾⌧ᅗϭ

ᕤ学㒊 ᘓ⠏学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ 学፼、᩼ᄊْ・᩼ᚑͻ度ᚮૺޖ性ඬѣᛯ、信ӭϼ理、ဒ解ௌ、性能ᚸ価、機学፼、ข

ᧉ分ݦ 材料科学、ͻщ学、᩼ᄊْ౨௹学、農業םங学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

నやトンネル、൦МᚨなƲ自環境下に
ᚨされた社会基盤ᚨは、ͻᔛᆢにǑり性能を
˯下させます。ྵཞでは、性能˯下や構造ཋの
μ性に᧙するᜭᛯがҗ分な技術的ఌਗにܤ、ԡݤ
基Ʈくものにはなっていませǜ。

本研究ܴでは、3ഏΨဒ解ௌ技術の自発
にǑるӲᆔࣖщئのƻƼлれ（クȩック）発生・
進ᢅޒᆉのѣ的౨出ඥを構ሰしています。発シ
ステムにǑり、材料や構造ᢿ材のࣖщ-ƻƣみਫ
ѣのች݅ᚸ価を可能にしました。計ยܱጚのある
材料には、ᥟ材、ǳンクȪート、ங材（%LTԃ
ǉ）地盤材料おǑƼᙐ合ᢿ材（ᥟǳンクȪートᢿ
材なƲ）です。ɟ̊としてᲫから３は、Ძ
にᅆすϵܹͻがޅ所的に発ᢋしたǳンクȪート
ᢿ材をݣᝋにXዴ%TにǑるƻƼлれのឋ的ᚸ価
のئとྵ地ᚨのဒ解ௌにǑるƻƣみ（２）
᩼ᄊْ・᩼ᚑ౨出（３：ហᑥᢿ分がƻƣみᨼ
ɶᢿˮ）をᚾみたʙ̊です。

᩼ᄊْ౨௹ඥの発や構造材料の性能ᚸ価では、
材料の࢟٭ਫѣをችጁに౨出する࣏ᙲがあります。
ƦのᏑには、ͻᔛᆢにはࣖщᨼɶとƻƼлれ
発生・進ޒがࢨ᪪するためです。ྵנ、発ඥ
は7A8と機学፼をࣖဇし、᩼ᄊْ・᩼ᚑ計ย
技術をᆆѣ体でのܱྵを進めています。

ᅗ䠏 䜂䜃䜜Ⓨ生䞉進ᒎ䛾㠀◚ቯ䞉㠀᥋ゐ᳨ฟ

ᅗ䠍 ᐖᦆയ䛜㢧ᅾ䛧䛯㕲➽䝁ン䜽䝸ート㒊ᮦ䠄Ỉタ䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・నやトンネル、൦МᚨなƲӲᆔ社会基盤
ᚨのܤμ性やݤԡᚸ価ඥの発を考えている
ൟ᧓企業、自治体との連携をࠎஓします。

Ӳᆔࣖщئにおける構造材料のƻƼлれ発
生・進ᢅޒᆉの᩼ᄊْ・᩼ᚑ౨出ඥを発し
ています。ဒ解ௌや性ඬ、ᩓᄬඬをМဇし
た計ย・ᚸ価が可能です。

ͻщ学ửੲဇẲẺನᡯ૰の᩼ᄊْᚮૺ২ᘐの開発
～ ᩼ᄊْ・᩼ᚑͻࡇᚮૺ২ᘐのನሰ ～

ᐯ科学ኒ 教授

ᤠங Ջʍ ᵱᵳᵸᵳKᵧ Tetsuya

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等


1� 5u\uMi� T.� 0ishimura 5.� 5himamoto� ;.� 5hiotani� T. and 1htsu� /.: &amage Estimation oH %oncrete %anal due 
to Free\e and Thawed EHHects D[ Acoustic Emission and X-ra[ %T /ethods� %onstruction and $uilding 
/aterials� 8ol. 245� 0o. 10� 2020� &1+: 10.1016/j.conDuildmat.2020.118343.


2� ᤠஙՋʍ：AEඥをੲဇしたƻƼлれǳンクȪートのͻ度ᚸ価Ღ᩼ᄊْ౨௹Ღ8ol. 64Ღ0o. 6Ღpp. 267-273� 2015.

ᚨೞᏡ学研究ܴ http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ᶜt-suᶘuki/index.html

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅗ䠎 y⥺�d䛻䜘䜛ᐖᦆയ䛜ྍど䞉ᐃ㔞

ᛂຊ㞟୰
ї䜂䜃䜜Ⓨ生
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ǭーワーȉ ൦ဋ、൦ܹ᠉ถݣሊ、シȟȥȬーシȧン、ӕኵみૅੲ

ᧉ分ݦ 農業൦М学、農業םங学、൦理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ဋǜǅȀムとは、൦ဋをМဇした൦ܹ᠉ถのӕ
ኵみです。൦ဋはဧにまれているため、൦をั
えるʙができますが、ሥ理൦ขˌ上のᩋ൦は൦
ӝからᨊされます。Ʀこで、൦ӝのᆭの大き
さをݱするˁੑけをして්出を৮Сし、大
ᩋ時にփ農にૅᨦのないርでできるだけٶくの
ᩋ൦を൦ဋにᝪめられるǑƏにするのがဋǜǅȀ
ムのˁኵみです（1）。൦ဋがもつ「൦をᝪめ
る」能щを҄ࢍして、ේ൦ᘮܹを৮Сします。̊
えれば、ȩッシȥアワーのᩓのฆᩃを৮えるた
めの「時ࠀ通Ѯ」のǑƏなもので、通Ѯ時᧓を分
させれば、ᢅ度なฆᩃがዼԧされるǑƏに、්
出がᡮいᣃࠊ域のᩋ൦をまƣは්下させて、൦ဋ
地࠘からの්出をらせることにǑって、ɟ度に
大の൦がඕ߷や潟にᨼɶすることを৮えること
ができるのです。

研究ܴでは、ဋǜǅからの්出を৮Сするた࢘
めのᘺፗの発、්域ҥˮでのјௐ౨ᚰのための
シȟȥȬーシȧンȢデル（2）なƲに加えて、
ӕኵみ୍ӏのためのૅੲ体Сに᧙するяᚕなƲ、
ဋǜǅȀムのݰλからӕኵみૅੲまでを研究のݣ
ᝋとしています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဋǜǅȀム්ܱ域におけるව൦ዼԧ機能のᚸ価（2009）農業農学会ᛯ文ᨼᲦ261Ღ41-48
学ᛯ文ᨼᲦ55Ღ991-996ᨭᨭ䛘䛘䜛䜛⟇⟇スス䜻䜻ーー䝮䝮農業地域における内൦൩解ௌȢデルの発（2011）൦˯

ဋǜǅȀムの持ዓ性をૅえるሊスǭーム （2016）農業農学会ᛏᲦ84
4�Ღ271-274

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・൦ܹݣሊを࣏ᙲとするμの自治体新潟でڼまったこのӕኵは、ᡈ年のᝍᩋܹ
のف加ͼ向から、μでදႸをᨼめています。

ᠾಅ൦М学研究ܴ

ᐯ科学ኒ 教授

Ӵ߷ ٰ ᵷOᵱᵦᵧKAᵵA Natsuki

ဋỮỗỂ൦ܹݣሊ
～ ဋỮỗἒムの২ᘐ開発と୍ӏồのˁੑẬ˺ụ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㎰学㒊 ὶ域⎔ቃ学プ䝻䜾䝷䝮

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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䛛䛘䛳䛣プ䝻䝆䜵䜽ト す༊ ��䜰ート 䠎䠌䠌䠓

ǭーワーȉ ң、ᘙྵ、፦術Ꮛ

ᧉ分ݦ ྵˊ፦術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

大地のᑸ術ᅛ、ແৎ内ᨥᑸ術ᅛ等の参加 ൦とםのᑸ術ᅛ デǣȬクター
『Əちの&Eアート 15年のួ 
地域アートプロジǧクトを通じてᙸえてきたもの� 』新潟大学Ꮛ学ᢿᑸ術環境


ࡈᜒ፦術�ዻ、新潟ଐ報ʙ業社、2017）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・大学とңしながら社会的な問題をアートに
Ǒって解決を考えている自治体やࠊൟׇ体。

Əちの &Eアートや新潟ࠊ内におけるアート
プロジǧクトのܱោをٶ数ੑけてきました。

ɻ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ɻ ࢠ֒ TANᵨᵧ ᵷιῂᾷᾸᾷᾸᾺι

ỴὊἚἩἿἊỹἁἚのܱោỆợỦע؏ᝡྂ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ʻまでアートをᛖるときにɟᑍ的にਵえていた
᫇ጂに収まったዋဒやӨࡈにのったࢤЦを࣬いූ
かǂるでしǐƏ。また技能的なјௐをཀྵったもの
をཋࠀしとしてᑸ術をᛯƣることもあるでしǐƏ。

しかし、ྵˊ社会におけるアートのȝジシȧン
は、他者と᧙わることにƦのॖ味をᙸ出すことが、
新たなƦのಒࣞのఋとなっています。

̊えば、社会にǉ問題をࠊൟとともに考え、
Ʀれをアートにおけるᘙྵをܱោすることで地域
ǳȟȥȋテǣーの性҄にጟがり、またƦれに
Ǒって人と人とがஊ機的にጟがることがƦの̅ԡ
となっています。

アートプロジǧクトとは̊えば大学が地域が抱
える問題をɟደに考え、Ʀしてともにᘙྵするこ
とで、新たな環境を生み出すことがƦのॖ味にな
ります。

生䞉ᾏ䛭䛧䛶ᕝ䛛䜙 㼢o㼘.㻞

ᩍ⫱学㒊

地地域域課課題題
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ǭーワーȉ ჷの2otlucM part[、問題解決、ȁームビルデǣンǰ、地域医療、ܹ医療

ᧉ分ݦ Ꮿᅕኺٳ科、˯̛᙭術、᧓Ꮿ下体၌ध、᭗ഏᏯ機能、地域医療

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

地域医療のྵئでは様々なήをႸにし、医療のみ
が立して最ᢘ҄できるわけではないことをܱ感して
います。地域医療がႺ᩿する問題を解決していくため
のᒍჷをኽᨼし、「情報ወ合」を行い、問題点をᛇኬ
にᲩଢᄩにૢ理することで、問題解決能щをஊするݦ
ᧉܼとのᢙᢀが容ତとなり、解決までのȏーȉルが下
がることをཀྵっています。

医療問題は、医療のみならƣ、地域の行、ᝠ、
ᚇή、ܹݣሊともႺኽするので、医療ኒ᭗等Ꮛ機
᧙のみでの解決はᩊであり、ǑりѼਙ的に、ኺฎ、
行をはじめとするᒍჷのኽᨼがஓまれます。Ⴤ内の
２9の᭗等Ꮛ機᧙ƦれƧれのॖࢽ分からݲしƣつ
ॻを出し合ƏことにǑり（2otlucM part[）、Ⴚ᩿
する問題をஊјに解決してǏく2latHormを創ᚨします。
ȁームビルデǣンǰᲩኵጢᢃփᲩᛦᢋᲩ会計Ჩ+T
機֥ૢͳᲩ情報ሥ理等、課題の解決に࣏ᙲなჷᜤや技
術やኺ᬴を、Ʀの2otlucM part[でᛦᢋします。

また、新潟Ⴤは࠼く、Ʀのុᩉ的ᨠたりを؈めるた
めに、+ᲽTのဇが࣏᪰です。%18+&-19 
2andemicのもとで、ܱဇ性がϐᛐᜤされたXideo 
conHerencing and online meetingにてᒍჷをኽᨼ
します。「ᇹᲯɭˊᆆѣ通信システム（Ჯ)）」のܱ
ဇ҄をᙻに、地域情報のወ合を、先ƣは医療情報か
らᚾみます。

ወ合された地域情報から問題を解決するスǭームを
研究し、All 0iigataでの発ޒをႸਦします。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

新潟医学会ᩃᛏ 131
12�:669-684� 2017 ᭗ᱫ҄社会におけるᏯᅕኺٳ科 ᮄක地域におけるܱោからኜ解く�᭗ᱫ
҄地域医療における˯̛᙭ٳ科の役л
新潟Ⴤ医ࠖ会報 
818� 2-10 /a[ 2018 ᮄක地域におけるᏯᅕኺٳ科医療のܱោからኜ解く地域医療のݩஹ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・「᭗等Ꮛǳンǽーシアムにいがた」に加Ⴑ
するჄ内の30の᭗等Ꮛ機᧙、新潟Ⴤ、通信
ᲩᏋᲩ医療等のʙ業体や企業（ཎにᲯ᳁を生
かしたሊに興味ある）。

本Ⴤの᧙ிからの᧙ӝであるᮄක地域での
医療のܱ情にች通し、ȋーズを৭੮しています。

問題解決システムの創ᚨをႸਦし、ȋーズを
৭੮し、ʙ業҄をႸਦします。

ૼٻ学ע؏Ҕၲ教ᏋἍὅἑὊ http://www.uonuma-kikan-hospital.jp/ᵁtopᵎᵒ

Ҕഫ学ዮӳ病ᨈᮄකע؏Ҕၲ教ᏋἍὅἑὊ ཎ˓教授

ޢ ஊɟᢹ ᵷONEOKA ᵷuichiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

་ṑ学⥲合㝔 㨶地域་⒪ᩍ⫱䝉ンター

Ẑૼᒍჷのᵮotluck partyẑửᡫẲẺբ᫆解ൿᵮlatformのоᚨ
～ ᵵeb meeting ửဇẟẺpost ᵡOᵴᵧD-ᵏᵗ eraのע؏ऴإወӳίҔၲऴإẦỤὸ ～

新潟Ⴤ内のᒍჷをつなげることにǑり、ǽȕトおǑƼȏーȉ
ɲ᩿の産をஊ機的に連ኽし、ଏ܍のȪǽースから最大ᨂの
成ௐを生み出す、問題解決2latHormの創ᚨをႸਦします。

ŧ年᧓100人˷りともいわれるᮄක地域の介ᜱᩊൟの
፭ᬔჄ්出：

新潟Ⴤのᨽဇ機会とᝲဇのჄ්ٳ出。
介ᜱᚨȋーズのᙸᓳとし。

ŧืඑ・Ҥᮄකࠊへのᆆ˰者への医療੩̓：
ᢘЏな医療੩̓が、ᆆ˰者をोきつける。
。ዅのȋーズの̟進̓ܡ˰

ŧืඑ・Ҥᮄකࠊへのީޛ・ウインタースȝーȄ・ᚇήの
ஹჄ者への医療੩̓：

ᢘЏな医療੩̓が、ȪȔーターをفやす。
ᚇή᭽щのඹጀ҄。

ŧืඑ・ᮄක地ғのᆰきܼ・ᆰきᢿދのデータșース҄：
Ҥෙトȩȕ߾大地ᩗᘮ者への˰̓ܡዅנ能щの
ᚸ価と৭੮（本Ⴤ᧸能щ向上）。

䛆ྲྀ䜚⤌䜐ㄢ㢟䠋ᴗ䛇

地地域域課課題題
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Ṕྐⓗᘓ㐀≀බ㛤䛾ᐇ㦂䠄༡◝ᕷᇛ➃で䛾研究ᡂᯝ䛾ᒎ♧䠅

බඹ✵㛫ά⏝䛾♫ᐇ㦂䠄ᕥ䚸⇩䠅䚸㊰地ㄪᰝ䛾ᵝᏊ䠄ྑ䚸ภ㤋䠅

ǭーワーȉ ᚇ計ဒ、ഭӪ的ထɳみ、ഭӪ的ሰཋ、地域เ、ᆰきܼဇ、まちƮくり、エȪアマネジȡント

ᧉ分ݦ ᣃࠊ計ဒ、ᣃࠊデǶイン、ᚇ計ဒ、ᣃ̬ࠊμ計ဒ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᡈ年、ᚇにݣするࠊൟの᧙࣎が᭗まり、ᚇ
のܱ७ᛦ௹や̬μのためのˁኵみƮくり、自治体
にݣするᚇ計ဒの੩కなƲを行Ə021ኵጢがف
えています。さらに、このǑƏなൟ᧓のѣきをӖ
けて、μӲ地の自治体ではᚇ̬μのሊを新
ᚨ・҄ࢍしているとこǖがٶくあります。

本研究ܴでは、ഭӪ的ᚇの̬μといƏᙻ点か
ら、上ᡓの021ኵጢや行ኵጢとңしながらᛦ
௹・研究をܱし、これをᚇ̬μのሊやまち
ƮくりにӒପしていくといƏѣを行なっていま
す。φ体的には、ഭӪ的ᚇの基ᄽᛦ௹（造ཋ
፭やែ地ᆰ᧓のᛦ௹、ᣃࠊの成り立ちの研究な
Ʋ）から、Ʀれをဇしたᚇ̬μのඥ（ᚇ
計ဒ、ᚇ࢟成基แ、ႇ録文҄ᝠ、ሰ基แඥ、
まちƮくりのプロǻス、ᆰきܼϐ生のプロǻスな
Ʋ）についてのᛦ௹・ܱោを行なっています。

人ӝถݲやݲ子᭗ᱫ҄が進み、地૾自治体のᘛ
ᡚが問題ᙻされるなか、ᣃࠊᆰ᧓の的Ϊܱから
ឋ的ΪܱへとႸ᠃੭をり、持ዓ可能で̾性の
あるまちƮくりを行Əことで、新しいᇤʗщをつ
けていくことをӲ自治体は求められています。

本研究ܴの研究ѣは、ᚇといƏ᩿ͨから、
この社会的課題に݃ɨできると考えます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等


1�˱ᕲܨ・ʟ大᠒
2019�「ഭӪまちƮくりにおける地域ᢡ産ᛦ௹のဇに᧙する研究」ଐ本ᣃࠊ計ဒ学会ᣃࠊ
計ဒᛯ文ᨼ、8ol.54-3、pp.953-959 
2�ᤠங健૯・ʟ大᠒
Ⴤᄋඬᢼにおけるႇりన・ᘨُޛ݈」�2019
付きထܼの分ࠋཞඞӏƼٳᚇཎ性」ଐ本ሰ学会技術報ԓᨼ0o.60、pp.893-897なƲ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ഭӪ的ᚇをかしたまちƮくりを進めǑƏ
としている021ኵጢや地૾自治体（ᣃࠊ計ဒ
ᢿޅなƲ）、これを%54ѣなƲを通してૅੲ
しǑƏとする企業なƲとのңが可能です。

ഭӪ的ᚇをᛦ௹し、これを˰ൟ、行職Ճ
や021᧙̞者らとワークシȧップなƲを通して
共通ᛐᜤ҄し、ሊやまちƮくりѣへとޒ
するɟ連のプロǻスをサȝートできます。

ᣃࠊᚘဒ研究ܴ http://matsuiᵐᵎᵏᵒ.wixsite.com/urbandesignlab

ᐯ科学ኒ 准教授

ʟ ᠒ٻ ᵫATᵱᵳᵧ Daisuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ᘓ⠏学プ䝻䜾䝷䝮

地地域域課課題題

ഭӪႎᚇの̬μử᠆とẲẺộẼỀẪụỆ᧙ẴỦ研究
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㛗ᒸᕷᰣᑿで䛾㞜ᮌᘓタ

୕᮲ᕷで䛾䝫䜿ット䝟ー䜽ᘓタ䠄㔛ᒣ䛾ᶞᮌ⛣᳜䠅

ǭーワーȉ ܱោ的まちƮくり、ものƮくり、地域と大学とのң、持ዓ性

ᧉ分ݦ ሰᚨ計、ሰ計ဒ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᢿへのᨼɶにǑる地域ࠊ子᭗ᱫ҄、人ӝのᣃݲ
ǳȟȥȋテǣがࢊ体҄し、他者やᣃࠊ・˰環境へ
の信᫂性がᕓれるɶで࣎ܤでܤμならしをᄩ̬
するための៲ᡈな環境における人と人、人と環境
の新たな᧙̞をϐ構ሰする࣏ᙲが生じています。

地域と大学のңにǑるまちƮくりは、地域ϐ
生の課題に向けて地域ᆰ᧓の・機能のϐ生や創造、
環境̬܍、地域ኺฎのਰ興なƲをテーマに発に
μӲ地で行われています。新潟大学学ᢿሰ
ॖ҉・計ဒ研究ܴでのまちƮくりѣは、計ဒか
らものƮくり（ᚨ）、ዜ持ሥ理ᢃփまでを˰ൟ
とңしながら、ܱោするѣです。年、ɟカ
所ƣつᚨし、Ǐっくりとまちを更新しています。

地域と大学のңにǑる៲ᡈな˰環境のものƮ
くりを介したܱោ的まちƮくりをܱし、また、
これらのѣを通して持ዓ的な˰環境࢟成にஊј
なඥの発をႸਦしています。

まちƮくりを通して、៲ᡈな˰環境が҄٭する
だけではなく、ものƮくりをңして行Əため、
様々なɭˊ、ݦᧉܼ、大学が᧙わり、新たなѣ
やǳȟȥȋテǣ࢟成の機会ともなります。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᧈࠊޢރᘙထにおける学生・˰ൟのңにǑるܱោ的まちƮくり
地域と大学とのңȝǱットȑークƮくりにおける ܱោ的ものƮくり学፼の研究
A 2roject $ased Learning through +nternational %ollaDoration with 5tudents� +nhaDitants and Local 2roHessionals

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・˰ൟ、大学、ݦᧉܼなƲٶ様な分のңを
通して、ዒዓ的にᣃࠊ・˰環境のોծ・更新を
するまちƮくりをおこないたい自治体。

これまで、ᧈࠊޢރとɤவࠊにおいて、ᨹ
ஙやȝǱットȑークなƲをᚨし、˰ൟ、大学、
ᧉܼとңするまちƮくりѣをዒዓしてݦ
行ってきました。

ሰॖ҉・ᚘဒ研究ܴ

ᐯ科学ኒ я教

ొဋ औ ᵠODA ᵱatoshi

学のңỆợỦܱោႎộẼỀẪụٻと؏ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ᘓ⠏学プ䝻䜾䝷䝮
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https://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜboda/
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ከୡ௦䛜㞟い㞟ⴠ䛾ᮍ᮶䜢⪃䛘䜛ワー䜽䝅䝵ップ

ᑐヰ䛛䜙ᢳฟ䛥䜜䛯地域ㄢ㢟䜢ྍど

ǭーワーȉ 合ॖ࢟成、まちƮくり、環境共生、ݣᛅ、ࠊൟ参加

ᧉ分ݦ 環境Ջ学、合ॖ࢟成学、環境Ꮛᛯ、ݣᛅᏋ・究Ꮛ（philosoph[ Hor children）

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

π共ʙ業におけるࠊൟ参加のᙲ性がᜭᛯされ
るǑƏになってからׄҞɭኔˌ上がᢅƗましたが、
参加のኵみやプロǻスのᚨ計には、پの˷地
がまだまだٶくസされています。

わたしは、ɼに新潟Ⴤ˱บࠊにおいて、ࠊൟ参
加の環境共生社会の構ሰをႸਦし、ǳȟȥȋ
Ǳーシȧンプロǻスのᚨ計やңʙ業推進にかか
わるܱោ研究を行っています。̊えば、トǭの
生࠙ࣄʙ業、生ཋٶ様性地域ဦのޒ、ɭ界農
業ᢡ産の推進なƲにおいて、ٶ様なステークホル
Ȁーがॖᙸをʩわしながら考えるɼ体となり、ܱ
ោ的成ௐを生み出すためのݣᛅのئのデǶイン、
連携のしくみƮくりなƲを行っています。

合ॖ࢟成のバックȜーンにあるのは、子Ʋもの
Ջ学（philosoph[ Hor children）といƏݣᛅ
Ꮛです。ݣᛅを通してွ問やॖᙸをٶᚌ的にり
下げるң究をႸਦすこのᏋでは、ǳȟȥȋ
Ǳーシȧンのئのǻーȕテǣを᭗めることをᙻ
しています。ǻーȕテǣのᙲ性は、ܱ社会の合
成にも共通しています。いǖいǖな࣬いをᛖ࢟ॖ
ることができるᛅし合いとはいかにあるǂきかを
考えながら、ൟɼ的なǬバナンスのあり૾をኧ
しています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᝅဋήɭǄか（2020）「農地のǬバナンスをめƙる合ॖ࢟成のプロǻスデǶインの考ݑệɶޛ᧓地域における
「人・農地プȩン」のޒをがかりにᲨܱោሊ学6
2�：255-266.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ൟ参加の環境ʙ業や地域Ʈくりを進めたいࠊ・
と考えている自治体
・地域課題の解決にӕりኵみたいと考えている
地域ǳȟȥȋテǣ

自治体の૾とңでࠊൟɼ体となる環境ʙ業
の౨᚛・ޒを行っています。π共ʙ業、地域
Ʈくり、ኵጢマネジȡントなƲに᧙するݣᛅの
。のデǶインにӕりኵǜでいますئ

ἅἱἷニἘỵἙἈỶὅܴ https://www.comdesign.sices.niigata-u.ac.jp

˱บᐯσဃ科学ἍὅἑὊ 准教授

ᝅဋ ήɭ TOᵷODA ᵫitsuyo

ؾσဃᅈ˟のನሰỆӼẬẺݣᛅἩἿἍἋのἙἈỶὅ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

బΏ⮬↛ඹ生⛉学䝉ンター

地地域域課課題題
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⏥ᩫ⩏᫂⦅ヂ䛄┿䛾⌮ㄽ䛅᭶᭙♫䚸ϮϬϭϳᖺ

䛂⾲⌧プ䝻䝆䜵䜽ト₇⩦䛃䛾ᤵᴗ㢼ᬒ

ǭーワーȉ ϙჇӪ、፦術Ӫ、ᙻᙾ文҄ᛯ

ᧉ分ݦ ᡈྵˊ፦術Ӫ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဍ૭፯ଢዻᚪ、ジȧン・シȣーカȕスǭー、アȩン・ǻクーȩ、ロǶȪンȉ・クȩウス、ジǧȕ・ウǩール、ジǧȕ
Ȫー・バッȁǧン『ϙჇの理ᛯ』月୴社、2017年
ဍ૭፯ଢ「Ȭȕ・マノȴǣッȁとインスタǰȩム፦学」、ʁ̬ဋࢀ、きりとりめでるዻ『インスタǰȩムとྵˊᙻ
ᙾ文҄ᛯ：Ȭȕ・マノȴǣッȁのカルȁȥȩル・アナȪテǣクスをめƙって』ビー・エȌ・エȌ新社、2018年、8-
22᪫。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ϙჇをဇいたワークシȧップに᧙࣎のある学
ఄや地૾自治体なƲ。

ϙჇをᙸたり、જったりしながら、このȡ
デǣアの本ឋについて考えていきたいと考えて
います。

ဍ૭研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

┿
ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ဍ૭ ፯明 KAᵧ ᵷoshiaki

ྵˊᅈ˟ỆấẬỦϙჇ૨化のᎋݑ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶのݦᧉ分はᡈྵˊ፦術Ӫで、これまでアȡ
Ȫカ合ᘌおǑƼଐ本のϙჇӪ・ϙჇ理ᛯの研究
を行ってきました。2017年には『ϙჇの理ᛯ』
と題したዻᚪを出版しました。ϙჇや፦術やᙻ
ᙾ文҄に᧙࣎のある学ᢿ生をɼな読者ޖとेܭし
て、ᒍᛖחのɼᙲなϙჇᛯ5ሯをᎇᚪし、解ᛟと
ȖックǬイȉを付しました。

ᡈ年ではデジタル時ˊにおけるアマȁȥアϙჇ
文҄の٭容と܍ዓにදႸし、『インスタǰȩムと
ྵˊᙻᙾ文҄ᛯ』なƲのཋにᛯ文を݃ᆜしてい
ます。ϙჇをᙸたり、જったりすることがかつて
ないǄƲଐࠝ的な行ໝとなったྵנにおいて、こ
のȡデǣアが̔としてƲのǑƏな社会的・ᑸ術
的ॖ፯を持つのかを解ଢしたいと考えています。

Ʀのためのƻとつのがかりとして構ेし、ਃ
している፼の業においてもܱោしているの࢘
は、「をѣかして学ƿϙჇᛯ」、すなわちϙჇ
を自らજࢨし、ƦのϙჇをဒϼ理ǽȕトでዻᨼ
加し、さらにはજࢨ行ໝに᧙してかれた文ྂ
を読み解くことで、ϙჇȡデǣアについてǑり考
。するアプローȁですݑ

ேᩥ学㒊 ᚰ⌮䞉ே㛫学プ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学
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ྂ௦䜼䝸䝅䜰௦䛾ⴿရ䚸ⴿ⚍⏝㝡ჾ䚸☃䠄ယ䜔ᝒ䛧
䜏䛾ᅗീ䛾୍䠅䜰䝔䝛䚸ᅜ❧⪃ྂ学༤≀㤋䚸䜿䝷䝯䜲䝁ス༤
≀㤋䛻䛶➹⪅ᙳ

䜰䝔䝛䛾ྂ௦地㑇㊧䜿䝷䝯䜲䝁ス䠄ᶆはඖ䠅➹⪅ᙳ

ǭーワーȉ ӞˊギȪシア፦術、感情文҄Ӫ、感情、ᔀᅇ፦術、ȝストȒȥーマȋズム

ᧉ分ݦ ᙱබ፦術Ӫ、Ӟχ考Ӟ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဋɶԵ子『基本の「き」からの፦術ᦷចλᧉ』（ȖックȬット新潟大学71）新潟ଐ報ʙ業社、2020年
ဋɶԵ子「エーǲ時ˊからȘȬȋズム時ˊにおける『ɲを上げる』៲ਰりのዻ年とॖ味：Իलと֑ᫍをɶ࣎に」
『オȪエント』 62
2�� 2020� 194 ệ 195
ဋɶԵ子「『アǭȬウスのဒܼ』のႉ地Ȭǭȥトスにおけるര者と生者」『ᙱබӞχ学研究』53� 2005� 34-46

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

。理学やᏯ科学分の感情研究者、ׇ体࣎・
・可能性を感じて下さった૾々（この研究をƲこ

で役立てて᪬けるか本人としてはᙸ࢘がつきませǜ）。

研究ݣᝋはኔΨЭの地ɶෙ地域の፦術ですが、
Ʀこにはʻଐ的課題をܲᚇᙻし考ݑするȒント
がᨨれていると考えています。

ဋɶ研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ဋɶ Ե子 TANAKA Emiko

૨化ӪẦỤᎋảỦẐज़ऴẑ
～ ӞˊἀἼἉỴ፦ᘐのᙻໜẦỤ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

感情といえば、࣎理学やᏯ科学がॖࢽとしてき
た分であり、感情「とは何か」に᧙する分ௌに
はᐔ大なᔛᆢがあります。他૾、「人は感情とƲ
Ə向き合ってきたか」といƏ価値ᚇの問題は、Ʀ
れとൔǂてあまり研究が進ǜでいませǜ。A+が人
᧓をឬえるといƏ「シンギȥȩȪテǣ」時ˊをႸ
Эに、ᡈ年ᅶはこの問題に᧙࣎を抱き、人は感情
をƲƏ価値Ʈけてきたかを、ᅶがݦᧉとするӞˊ
ギȪシア፦術Ӫの立ئから考えています。

ܱはこの研究はまだბしたばかりです。ࢼஹ
ᅶは、ӞˊギȪシアのـᄞූࢤやᔀᅇでဇいたᨓ
֥に੨かれたから、࢘時の人々が考えた፦ࣈ
や規ርಒࣞを考ݑしてきました。ᔀᅇ፦術がいわ
ば人生ᚇのだからです。この研究のᢅᆉで、
ƦこにᘙされたԻलやब֑といった感情のᘙ
ᝋに᧙࣎を持ったことが発ᇢで、感情文҄Ӫに立
Ꮹした研究にბしました。Ⴘ下、大ʗや၃၏
なƲ、時ˊの࣎性を大きく҄٭させる出ஹʙにࣖ
じて感情のᘙྵが҄٭する様子をᡃっていま
す。࢘時のዋဒやࢤЦには、ໝ者やೌщ者だけ
でなく、ɭ᧓ɟᑍの࣬いがӒପされているとのЭ
੩に立ち、Ʀれを読み解くことをႸਦしています。

ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ேᩥ学㒊 ᚰ⌮䞉ே㛫学プ䝻䜾䝷䝮
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学生䛻䜘䜛䝠䜰䝸ン䜾䛾ᵝᏊ䠄♫ㄪᰝᐇ⩦䠅

᭱㏆䛾研究ᡂᯝ䠄ⴭ᭩䠅

ǭーワーȉ ᧸地域Ʈくり、ૅੲの文҄、Ҿ発ᢤᩊ、ǳȟȥȋテǣのȬジȪエンス、ǳȟȥȋテǣの分ૺと̲ࣄ

ᧉ分ݦ 地域社会学、ܹ社会学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ଐ本は、あきれるǄƲ自ܹのٶいです。
൦ܹやᝍᩌ、地ᩗ、ඬなƲにጮりᡉし᙭われて
きました。ܹは地域社会のᏤࢊ性をූきࢤりに
するとӷ時に、ᘮኺ᬴を地域の「ࢍみ」に٭え
ていくきっかけになるئ合もあります。

社会学はź人と人とのつながりŻをݣᝋとする
学問です。ܹに᧙しては、Ȁムやܡ˰、᧸ءな
Ʋの「ȏーȉ」ではなく、ǳȟȥȋテǣや社会ॖ
ᜤ・社会࣎理といった「ǽȕト」᩿と᧸・ࣄ興
との᧙わりについて研究します。ᅶ自៲は、これ
までɶឭ地ᩗ・ɶឭඌ地ᩗのᘮとࣄ興のᢅᆉを
いǳࢍᝋとして、ૅੲのኺ᬴ჷのᔛᆢとܹにݣ
ȟȥȋテǣのவˑについてᛦǂてきました。

ிଐ本大ᩗࢸは、とくに福Ҿ発ʙにǑり
新潟Ⴤにᢤᩊしてきた人ƼとへのȒアȪンǰを通
じて、新潟Ⴤにおけるૅੲのཎࣉやǳȟȥȋテǣ
の分ૺとƦの̲ࣄ可能性なƲについて研究してい
ます。Ҿ発ᢤᩊの問題には自ܹとはီなるᩊ
しさがあるのですが、ྵˊଐ本社会の抱える課題
がǑりクȪアにପし出されているともいえます。

ܹといƏᚌ度から地域社会をᙸることは、人
ӝถݲや᭗ᱫ҄にपǉ地域の課題と可能性をූき
りにして、持ዓ可能な社会のあり૾について考ࢤ
えることにもつながるはƣです。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ʟΰී（2008）『ɶឭ地ᩗの記চÜ人のとࣄ興へのᢊ』᭗࣓ᨈ
ʟΰී（2011）『ᩗ・ࣄ興の社会学Ü2つの「ɶឭ」から「ிଐ本」へ』Ȫșルタ出版
ʟΰී（2017）『ᣂվڂとϐ生への時᧓Ü新潟ჄへのҾ発ᢤᩊとૅੲの社会学』ி信ؘ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᧸を通じた地域Ʈくりにӕりኵǉ自治体、
ׇ体なƲ
・ᘮ者・Ҿ発ᢤᩊ者のૅੲにӕりኵǉ自治体、
ׇ体なƲ

ܹといƏЏりӝから地域の課題と可能性に
ついて考えます

ᘮ者・Ҿ発ᢤᩊ者へのૅੲのあり૾につい
て考えます

ʟ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ʟ ΰී ᵫATᵱᵳᵧ Katsuhiro

ܹỆࢍẟἅἱἷニἘỵのவˑ
～ ܹࣖݣ・ૅੲの経᬴ჷのᔛᆢẦỤ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

ேᩥ学㒊 ♫ᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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ᐩᒣ┴䛾ᑠỈຊⓎ㟁䛾⌧地どᐹ

ⴭ᭩䛄䛂᰾䛃䛸ᑐᓖ䛩䜛地域♫䛅䝸䝧䝹タฟ∧䚸㻞㻜㻝㻣ᖺ

ǭーワーȉ ȝストȕクイȁ社会 ˰ൟ自治 ϐ生可能エネルギー（Ჷǳȟȥȋテǣエネルギー）

ᧉ分ݦ 社会学、地域社会ᛯ、社会ᢃѣᛯ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

บႇ『「ఋ」とݣする地域社会᳸ࠇထから߃А፶、Ʀして᪡へ᳸』Ȫșルタ出版、2017年
᧙ᅇ子・บႇ他『ᘮとᢤᩊの社会学』ி信ؘ、2018年
บႇ『ϐ生可能エネルギーにǑる持ዓ可能なǳȟȥȋテǣへのࠊൟのਪÜ「おらって新潟ࠊൟエネルギーңᜭ
会」のѣをめƙってÜ』新潟ଐ報ʙ業社、2022年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域ࣅ環共生חの構ሰを、ཎにϐ生可能エネ
ルギーをɼ᠆に進めǑƏとしている自治体、企
業、021等

地域社会においてϐ生可能エネルギーにӕり
ኵǉことはありࢽǂき社会（分ೌ、ࠊൟ参加、
地域自治）へのᢠ৸であり、Ʀの可能性を問Ə
ことはಊめてᙲです。

ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

บ ႇ ᵵATANAᵠE Noboru

ẒἯἋἚἧἁỶἓᅈ˟ẓỆӼẬẺҾ発ᇌעჄỆấẬỦ
ನሰのӧᏡࣱとᛢ᫆חπσ؏ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2011年3.11ிଐ本大ᩗにǑってࡽきឪこさ
れた「Ҿ発ᩗ」は新たなٶΨ的な社会システム
への٭᪃をǰローバルに̟す᠃੭点となり、Ꮾ໗
እ社会へのӕりኵみはտዬの課題となっています。
ଐ本においてもҾ発ϐᆙሊをዜ持しつつϐ生
可能エネルギーのɼщᩓเ҄をるといƏアンビ
ȴǡȬントなӕりኵみをせƟるをࢽなくなってい
ます。

ᅶの研究のႸ的は、ᇹɟにҾ発立地地域におけ
るᏮҾ発へのǽȕトȩンデǣンǰの可能性を新潟
Ⴤࠊ߃・А፶においてること、ᇹʚに、こ
の᠃੭で点҄される地域社会がɼ体となった地
域分ೌ的・自治的なエネルギー᠃੭への可能性と
課題をҾ発ԗᡀ地域として新潟Ⴤの（Ҿ発立地地
域ˌٳの）Ӳ自治体においてること、ᇹɤにˌ
上を៊まえて「ȝストȕクイȁ」社会（ᲷҾ発ᩗ
ࢸの社会）に向けた地域π共ח構ሰの可能性を
立地地域とԗᡀ地域の相ʝ作ဇから౨᚛すること
です。ᇹׄに́せて、地域ǳȟȥȋテǣの課題等
でଐ本と共通の課題を抱える᪡の地域社会や社
会ᢃѣとの共通性や相ᢌをൔ᠋研究します。

この研究はɭ界共通の課題とされている5&)s
をܱྵするありࢽǂき社会をኧすることにな
るとᄩ信しています。

人人文文社社会会科科学学

บ研究ܴ
ேᩥ学㒊 ♫ᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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学生䛻䜘䜛▼㐀≀ㄪᰝ

ǭーワーȉ ൟ̨学、生文҄、地域、ˡ১、Ꭵきき

ᧉ分ݦ ൟ̨学、Ҧཋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

新潟大学人文学ᢿൟ̨学研究ܴ『新潟大学ൟ̨ᛦ௹報ԓ』ᇹ1ᨼ᳸ᇹ27ᨼ
康پ・൷ဋՋپ・福ဋアジオዻ『環境・地域・࣎性Ყൟ̨学の可能性Ყ』ޥဋᨈ、2004
൷ဋՋپ・康پዻ『ޛӞ࣓ൟ̨料所ᔺ ൟ̨料Ⴘ録』2016

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地૾自治体ᅶたちは、地域の課題解決や地域ਰ興のため
のႺ的な「ሉえ」を੩ᅆするわけではありま
せǜ。Ʀのための参考となる料のᛦ௹や記録
を行っています。

پࡍ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㏆ᖺ䛾新潟大学Ẹ学研究ᐊẸㄪᰝሗ࿌᭩

人人文文社社会会科科学学

ൟ̨学は、ଐ々の生のɶで地域の人々にˡ১
されてきたʙᝋから、生文҄の٭ᢟとॖ味をଢ
らかにしǑƏとするものです。生文҄は、ଐࠝ
のɶに࢘たりЭのこととして؈めᡂまれているた
め、文܌に記録されないこともٶく、いつのまに
か҄٭してしまいます。ᅶたちは「Ꭵきき」と
いƏ૾ඥ、すなわち生をܱោしてきた地域の人
とݣᛅし記録するといƏ૾ඥにǑって、自ᙾしな
いまま҄٭しෞえてしまった生ʙᝋ、あるいは、
何のためかわからないながらもዓけている生ʙ
ᝋについてりឪこして料҄します。Ʀこから
生ʙᝋが҄٭し、ዒ১されるᨨれた理
ことわ
り�をଢらかにしたいと考えています。

̾々の生ʙᝋは、ƦれƧれ立しているわけ
ではなく、他の生ʙᝋと絡み合ってנ܍してい
ます。ƻとつの生ʙᝋを理解するためには、地
域の生μᑍをできるだけਵえることが࣏ᙲにな
ります。

ᅶたち新潟大学人文学ᢿൟ̨学研究ܴでは、こ
のǑƏな考えから研究・Ꮛのɟ環として、年
新潟Ⴤ内をɶ࣎に、ƻとつの地域の生ʙᝋμᑍ
にわたるൟ̨ᛦ௹を行い報ԓにまとめています。
これまでに27冊のൟ̨ᛦ௹報ԓを刊行してき
ました。

ൟ̨学ỆợỦע؏ဃのᛦ௹研究

ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

 پࡍ ᵧᵧᵨᵧᵫA ᵷasuo

ேᩥ学㒊 ♫ᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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᭱㏆䛾研究ᡂᯝ䠄ⴭ᭩䠅

ǭーワーȉ ˡወᑸ能、Ӟχᑸ能、ᑸ能のዒ১、地域創生、ᅕಏ

ᧉ分ݦ ᑸ能ᛯ、ଐ本ᑸ能Ӫ、ଐ本᪦ಏӪ、ଐ本ജ᜕文学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ɶ本Ⴧ人
ᅕಏÜྛஔƼとのᑸ能Ü』新χ社新ࣂのࡩܷ『�2016
ɶ本Ⴧ人
2020�『内̋所ࣂᅕಏとജ᜕』നᔺᨈ
ɶ本Ⴧ人
2021�『なƥᅕಏはࣖʶのʏをʈりឭえられたのか』新χ社ᢠ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域にˡわるᑸ能を生かしたい自治体、ᚇή
ң会、ˡ১̬܍会
・ᨼܲщをアップさせたいтئ、イșントᢃփ
会社

ྵˊの地域をめƙるᜂ課題は、すƙに解決ሊ
がᙸつかるとはᨂりませǜ。先人のѐщやᢅӊ
のኺ᬴に学Ƽながら、ྵˊに生かせる૾ሊや
。をɟደに考えていきましǐƏپ

ᑸᏡᛯ研究ܴ https://ameblo.jp/nakamoto-geino/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ɶஜ Ⴧʴ NAKAᵫOTO ᵫasato

ᚇܲầᨼộỦ理ဌẆᚇܲửᨼỜỦپ
～ 資૰ửဇẲẺˡወᑸᏡの研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ɼたる研究課題は、ܷࡩのࣂᅕಏをɶ࣎とする
Ӟˊɶɭᑸ能Ӫの研究です。すǂてのᑸ能は、࢟
にസりませǜ。ཎに録᪦・録ဒ技術の୍ӏするˌ
Эのᑸ能は、ᙻᙾ的なϐྵがಊめてᩊです。Ʀ
のǑƏなᢅӊのᑸ能について、Ӟ記録やஊ職ܱ
、さらに料をဇしながら、φ体的に৭
੮しǑƏとᚾみています。またᡈ年は、ൟ̨ᑸ能、
年ɶ行ʙ、ജ᜕、ᛟᛅ、ԧജ、地域学なƲも࠼く
ᙻに収めて研究しています。

ᑸ能、エンターテイȡントは、ᑈӨ上にいる
者だけでは成立しませǜ。ᑸ能をӖけӕるͨ、つ
まりᚇܲがɧ可എです。者は、ᚇܲの数、᧙࣎、
ӒࣖをᎻで感じながら、Ʀのᙲ求にࣖえられるǑ
Əにȑȕǩーマンスをጮり࠼げます。しかしࢼஹ
の研究は者がɶ࣎で、ᚇܲにݣする᧙࣎はࢍく
ありませǜでした。

ᑸ能研究は、ᢅӊのփみをଢらかにするとӷ時
に、ྵנのᜂ課題にݣするᅆՐもɨえてくれます。
ᡈ年、地域のᑸ能はᢅျ҄、ݲ子᭗ᱫ҄なƲに
Ǒって、ٶくがү機にືしています。者のถݲ
ˌ上にขЦなのは、ܱはᚇܲのถݲではないで
しǐƏか。なƥᚇܲはᨼまるのか、ƲƏすればᚇ
ܲをԠǂるのかといƏ課題に、ᢅӊの文ྂやዋဒ
なƲをဇしながら考えていきます。

人人文文社社会会科科学学

ேᩥ学㒊 ♫ᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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大ቃ㛛䠄ᙇᐙཱྀ䠅䠖䛛䛴䛶᪑ⵚၟ䛜䝰ン䝂䝹䜈ධ䜛㛵所で䛒䛳䛯䚹

‶Ὢ㔛ᕷᅜ㛛䠖୰㟢ᅜቃ䚹⌧ᅾ䜒㝣㊰で䝰䝜䛸ே䛜⾜䛝䛖䚹

ǭーワーȉ ி҅アジア、ɶ、ȢンǴル、ෂ、ᆆൟ

ᧉ分ݦ ி҅アジアӪ、社会ኺฎӪ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

「新潟からෂ、内ȢンǴルをするᲧᕓႩɤ・ܣഏのᡃったᢊ」新潟大学人文学ᢿ᧽ፗ地域文҄連携ǻンターዻ
『大学的新潟Ǭイȉ』ଯԧؘ、2020年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・文Ӫ料に᧙࣎のある皆様。
・ி҅アジアやロシアへᆆ˰した人々に᧙する、
ச刊行の文Ӫ料の所נなƲ、ご܍じの૾がい
らっしǌいましたら、ごᅆください。

ᡈྵˊி҅アジア地域Ӫ研究会に参加し、ᩃᛏ
『 0ews Letter 』をዻᨼしています。ᛇしい
内容は下記をご覧ください。
http://northeastasia.inHormation.jp/

ỴἊỴᡈྵˊӪ研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

߷࠼ ˱̬ ᵦᵧROKAᵵA ᵱaho

૨ẦỤẺỄỦᆆൟのഭӪ
～ ி҅ỴἊỴửᘍẨʩạʴẉのឱួẦỤ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶは、ᡈྵˊி҅アジアにおける社会ኺฎ的٭
҄について、ɶி҅やȢンǴルにᆆѣ・ᆆ˰し
た人やロシア人ᆆൟのឱួからଢらかにするこ
とを課題としています。ƦのためにɶやȢンǴ
ルのӪ料で文Ӫ料をኧしたり、ܱ地ᛦ௹を
行ってきました。ி҅アジアを行きʩƏ人やȢノ
の්れは、新潟Ⴤとも決して᧙̞ではありませ
ǜ。なƥならลࢸの新潟は、ᑋែでロシアやஔ
ᮗとዓされ、ٶくの人々が大ᨕをႸਦしたᏑ
があるからです。̊えば1920年ˊ、新潟Ⴤ߷
からஔᮗҞや大ᨕにบったᕓႩɤとܣഏは、
ʙ的ѣを通じてྵ地の人やȢンǴルྛπと᧙
̞をขめ、記録ପဒ『ᔎӞ್ૺ』をજࢨしていま
す。また新発ဋ出៲で大̽ᝠをᚨ立した大̽շ
οᢹは、ᤧやᕓらと᧙̞を持ちつつ、ɶி҅
のೌႩに᧙࣎を持っていました。1930年ˊˌᨀ
「߸ʙ٭」にǑりɶி҅に「ෂ」が成立
すると、新潟ჄӲ地からٶくの人々がᔎਏׇ
として大ᨕにบりました。新潟Ⴤからのᆆൟዮ数
はμᇹ5ˮを数えましたが、ɶには࠙するこ
とができƣ、സသܔδとなった人もいます。この
ǑƏに新潟Ⴤとி҅アジア᧓の人のᆆѣのഭӪを
考えることは、ྵנᛅ題になっているٳ人ᆆൟ
問題を考えるƏえで、ɟつのᦆとなるはƣです。

人人文文社社会会科科学学

ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ேᩥ学㒊 ♫ᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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㑇㊧ฟᅵ䛾㯮᭙▼〇▼ჾ

ᚋᮇᪧ▼ჾ௦⤊ᮎᮇ䛾㑇㊧䛸⏝䛥䜜䛯㯮᭙▼ཎ⏘地䛾

ǭーワーȉ 考Ӟ学、ޥჽ学、ჽ材、᱅୴ჽ、ᖩήXዴ分ௌᘺፗ

ᧉ分ݦ 考Ӟ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

᩷ஙᙲᅎ・˱々ஙጛշ 2021 「Ҥထ上ҾEᢡួ出ם᱅୴ჽ製ჽ֥のҾ産地分ௌ」『ᒁᰭޛئジオȑーク研究ᨼ録』3 pp.50-62
᩷ஙᙲᅎ・˱々ஙጛշ 2021 「ܷ؉Ⴤᕤᓈ0ޛo.34ᢡួ出ם᱅୴ჽ製ჽ֥のҾ産地分ௌ」『文҄ᝠ科学』89 pp.91-107

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地૾自治体やҦཋなƲ
ჽ学Ჩ地学なƲ他分との連携ޥ・
・Ꮛ研究ѣや地域ਰ興のӕりኵみ

考Ӟ学とޥჽ学の学ᨥ研究にǑり、先Ӫ時ˊ
人がƲのǑƏな生をᡛっていたのか、ଢら
かにしていきます。

ᎋӞ学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ я教

᩷ங ᙲᅎ AOKᵧ ᵷosuke

ჽ֥のΨእ分析ẦỤέӪˊʴのᘍѣửỦ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

先Ӫ時ˊをɶ࣎に、ჽ֥には様々なჽ材が̅ဇ
されてきました。本研究では、᱅୴ჽで作られた
ᢡួ出םჽ֥とҾჽᚾ料のΨእኵ成をଢらかにす
ることで、ჽ֥ჽ材のҾ産地を推ܭし、人のѣ
きをっています。

᱅୴ჽは、້ޛから֩出したマǰマがϬえ
まって生成される້ޥޛで、ټのǬȩスとᚕえ
ます。マǰマの֩出เごとにわƣかにΨእኵ成が
ီなる性ឋをかし、ӕしたҾჽとᢡួ出םჽ
֥のΨእ分ௌにǑってƦのҾ産地を推ܭすること
ができます。ჽ֥のჽ材Ҿ産地、すなわちဌஹを
ჷることで、࢘時の人の行ѣርやルーȄにも
ᚕӏすることが可能になります。

ᡈ年行った分ௌでは、新潟ჄҤထで出םした
ჽ֥時ˊのჽ֥が҅ෙᢊ産᱅୴ჽで製作さࢸ
れていることが分かり、ኖ2ɢ᳸1ɢ5Ҙ年Эに҅
ෙᢊからҤ下した人のѣきをǑりᮗଢにਵえる
ことができました。

ʻࢸも分ௌを進め、Ǒり通時的なჽ材・人の
ѣきをっていきたいと࣬います。

ただし、Ҿ産地がଢらかでない᱅୴ჽもあるこ
とから、ޛや߷における᱅୴ჽ分ࠋཞඞの៊௹Ϊ
ܱも課題のɟつです。᱅୴ჽの産出ཞඞなƲにつ
いての情報੩̓もおࢳちしております。

ேᩥ学㒊 ♫ᩥ学プ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学
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؛বୁଽ๕の౸षのன৫としथٹ
ᄽृइによढथଽ๕をਠ৻षとَतऐٹ
るُ⽅റम、ଽ๕をਊৎのୁ⽂化共৬ऊैજ
ॉし、ਠ৻のୁ⽂化共৬の部にੌाむ
ुのदँॉ、ഄఴ的ऩ事をৎກऊैજॉさ
ोञഔ的ऩ事षとૡ化しथしऽअ؛
ಆ者のડऋଽ๕のୁ⽂化共৬षとَत৾ٹ
いथいऎُञीの⽅റを৫発घる؛

ǭーワーȉ ଐ本ᛖのഭӪ的٭ᢟ、文体的ˮ相、࣬考様ࡸ、「」と「ԧ」、「くこと」のᏋ

ᧉ分ݦ ଐ本ᛖ学、ଐ本ᛖӪ、ᘙ記Ӫ、文体Ӫ、ᛖᏋ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

൷ဋᚰݤ�ᄸคɟ 他（2020）『᭗ݢޛኺᔺの࢟成とˡ১』ൽӞᨈ
ᤠஙऔ�ᄸคɟ�ဋɶܨ幸�߃ദ治�ౕ፦ˊ（2019）『学Ƽのプロǻスとଐ本ᛖ記Ӫをወ合する学፼材・カȪ
ǭȥȩムの発と౨ᚰ』成28᳸30年度科学研究ᝲя成ʙ業（基盤研究
$�）研究成ௐ報ԓ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学ఄ、ɶ学ఄ、᭗等学ఄのᏋ研究᧙連分ݱ・


ଐ本ᛖのഭӪもӞχの業も、他人ʙとして
学のではなく、自分が生きるॖ味とともに学ǜ
でいきたい。Ʀの࣬考をܱྵする研究でありた
いと考えています。

ଐஜᛖӪ研究ܴ https://kokugoshi.blogspot.com/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ᄸ คɟ ᵧᵱOᵥAᵧ ᵨunichi

࣬ᎋಮࡸのᙐࣱޖửỦ
～ ଐஜᛖの૨˳Ӫ研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ଐ本ᛖのഭӪ的٭ᢟをᏑとした、ଐ本ᛖにཎ
ஊの「もののᙸ૾・考え૾」の解ଢを進めていま
す。ӷじଐ本ᛖのɶにも、ᚕᛖと文҄的ཞඞとの
ኽƼつき૾から、ီなるᚕᛖとƦれをૅえるီな
る࣬考様ࡸのנ܍をᚇݑすることができます。と
くに、ီなるᚕᛖ文҄共ӷ体において文読文
体とԧ文体とがݣ立的᧙̞をᙸせるܤ時ˊには
Ʀのͼ向が᫋ᓸでした。

本研究では、ܤ・ᦉ̽のଐ本ᛖ料にᙸら
れるᚕᛖのˮ相性の৭੮を通じて、࢘ᛆのᚕᛖ
のᙐޖ性がƦのࢸのଐ本ᛖのޒにӏǅしたࢨ᪪
を解ଢします。大きくᙸれば「」と「ԧ」のᚕ
ᛖ文҄がᙐޖ的にנ܍していたこのཞඞは、ᚕ文
ɟᐲが進み、܌ˎӸʩじり文がɟのᘙ記体と
して学ばれるྵˊではᙸえƮらくなっています。
たとえば学ఄᏋでも、学፼者の文ᇘやもののᙸ
૾・考え૾の構ሰにおいて、こƏしたଐ本ᛖཎஊ
のᚕᛖᲩ࣬考様ࡸのᙐޖ性の問題に自ᙾ的である
とはᚕいがたいཞඞがあるのではないでしǐƏか。

ഭӪ的٭ᢟをᏑとしたᚕᛖのあり様がźʻŻ
を生きるᅶたちのᚕᛖᲩ࣬考にᙸえƟるࢨ᪪をɨ
えています。自៲のᚕᛖに自ᙾ的になるための新
たなᏋѣの構ेへのޒを考えています。

ྂୡ⏺䛾㏣య㦂䜢ᐇ⌧䛩䜛学⩦䝰䝕䝹䚸⛉研ሗ࿌᭩䠄ϮϬϭϵ䠅

人人文文社社会会科科学学

ேᩥ学㒊 ゝㄒᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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䝅䝧䝸䜰䛸࿘㎶地域䛻ศᕸ䛩䜛ᑡᩘẸ᪘ゝㄒ

ǭーワーȉ シșȪア、ྵ地ᛦ௹、先˰ൟ、ݲ数ൟଈ、ᚕᛖᚑ

ᧉ分ݦ ᚕᛖ学、記ᡓᚕᛖ学、ᚕᛖᛯ、ݣༀᚕᛖ学、ȁȥルクᜂᛖ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・シșȪアとԗᡀᜂ地域のᚕᛖ・ൟଈ・文҄
・ᚕᛖ学とᛖ学Ꮛを通じたီ文҄理解

シșȪアでᛅされる「ݱさな」ᚕᛖのˁኵみ
をᛦǂることで、ଐ本ᛖなƲの「大きな」ᚕᛖ
の構造がᙸえやすくなることがあります。ᙐ数
のᚕᛖをൔ᠋ݣༀするᙻ点もᙻしています。

ᚕᛖ学研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

൶လ Ϥဃ EᵠATA ᵤuyuki

ἉἫἼỴݲૠൟଈᚕᛖのྵעᛦ௹
～ ഭӪႎᆰႉの解明とᚕᛖᛯồのޒ開 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

ଐ本のჇ҅にˮፗするシșȪアには、ኖ30の
先˰ൟᜂᛖが分ࠋしています。このɶにはഭӪ的
ኒወがɧଢのܔ立ᚕᛖもԃまれています。先˰ൟ
ᜂᛖのٶくはᛅ者数が1ɢ人にたないݲ数ᚕᛖ
であり、ෞ๒のү機にືしています。

ᅶはシșȪアでᛅされる2つのᚕᛖ（サȏᛖと
トǥバᛖ）の文ඥ構造を、Ⴚྵ地にឨきながら
ᛦ௹研究しています。ɲᚕᛖはᢒいଥには共通の
ᅑ先にᢓるӷኒᚕᛖですが、ᚕᛖཎࣉには大きな
相ᢌ点もᙸられます。研究を進めるƏち、サȏᛖ
がԗの᩼ӷኒᚕᛖとのᚕᛖᚑをጮりᡉしなが
ら文ඥ構造を٭容させてきたഭӪ的ᢅᆉのɟᇢが
ଢらかになってきました。さらには、ɲᚕᛖには
ᚕᛖᛯ的にཎီなྵᝋがᝅ݈にᙸられること
も分かってきました。

本研究は、シșȪアとԗᡀ地域でのᚕᛖ研究を
的ᧉとする10Ӹの研究者が、ኒወ᧙̞とݦ
ཎࣉがီなるᚕᛖӷٟが相ʝᚑをጮりᡉしてྵ
にᐱるまでのഭӪ的ᢅᆉを解ଢすることをۋのנ
Ⴘਦしています。ཎに、җ分なᚕᛖ料がസって
いない時をԃǉഭӪ的٭ᢟをܱᚰ的にਵえなが
ら、ྵנおǑƼᢅӊのシșȪア先˰ൟᜂᛖのᚕᛖ
ᛯ的なཎီ性に点をあてた研究を行います。

ேᩥ学㒊 ゝㄒᩥ学プ䝻䜾䝷䝮

ᵵEᵠῨ῟ḷ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

AgglutinatiXeness� 2ol[s[nthesis� and 5[ntactic &eriXation in 0ortheastern Eurasian Languages.
0orthern language studies. 8ol.10� 1-16. 2020.

『サȏᛖ文ඥ : ወᛖ的生とᚕᛖᛯ的ཎီ性』 2020年 Ѡᛗ出版Შ
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⋤ᅜ⥔⫝̸ീ 䛄⋤ᛅឩබ
ယᤂ㘓䛅䠄1ϵϮϳᖺ䠅よ䜚

ᷕ⚥⚥⭞図㚠棐哝ˮ㔁做ᶾ䓴˯堐䳁

ǭーワーȉ ዜ、ฌ、『Ꮛɭ界』ྛ

ᧉ分ݦ ɶ文学、ɶ文҄、ൔ᠋文学、ൔ᠋文҄、文学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ɶ文学とᚕえば、᭗ఄˌЭに፼Əᛖの文
を連ेし、ኡ᩿をᙴƏ܌の፠Зにたちまちۯफ
感を抱く૾もٶいかもしれませǜ。しかし、Ʀの
ɟ܌ɟ܌を読み解けば、ɭ界が࠼がるなƧなƧの
ǑƏなものです。科材はᐔ大な作品のごく
ɟᢿにすƗƣ、ܱはǄとǜƲにᚪදがנ܍してい
ませǜ。だからこƦசਏであり、ƦのスǱール
の大きさに᭽ʕされます。

ɶ᭗ではɟᑍ的にՓᚿやᮅᡆのݱᛟを学Ƽます
が、大学や学界では、このЭࢸや᧓の時ˊの文学
もᙸႺされています。しかし、いƣれにせǑଐ本
ཎஊのӖ容の͞りがԁܭできませǜ。ᅶはɶで
の価値ᚇにༀらし、ɶではᓸӸなྛዜといƏ
人ཋの、ɼにܥᚺをርとしたˡወࡸ࢟にǑる文
学やԗᡀの文҄Ꮡについて研究しています。

ཎにࢬが᩷年、文学作品なƲを発ᘙした『
Ꮛɭ界』といƏᩃᛏにもბაしています。Ꮛ学
分をɶ࣎にӲジȣンルの記ʙが掲載されていま
すが、ଐ本料のᎇᚪが大ᢿ分をҩめており、ฌ
ɶにおけるီ文҄અӕのཞඞがᇄえます。

２０ɭኔ、ɶᡈˊ文学Ӫのࠧはᮅᡆがឪ点
とされることもٶいですが、ᮅᡆにᐱり࣯ນに٭
҄をげたわけではありませǜ。ᅶは、Эᡈˊと
ᡈˊがʩᥴしていたᢅบにおいて、ᡈˊ文学の
先ᬝ者でありながらӞχ文学のዒ১者でもあった
人ཋとして、ྛዜにදႸしています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・「ฌᩃᛏ『Ꮛɭ界』とྛዜÜசᛇ記ʙのᛦ௹に基ƮくዻᨼᏑの考ᚰÜ」
（『ଐ本ɶ学会報』ᇹ66ᨼ、ଐ本ɶ学会、2014年10月）

・「᩷年ྛዜのᎇᚪܼとしてのˮ相Ü『Ꮛɭ界』時ˊにおけるଐ本ᛖӖ容の問題と᧙連してÜ」
（『ൔ᠋文҄研究』0o.133、ଐ本ൔ᠋文҄学会、2018年10月）

・「᩷年ྛዜにおける文学ᚇの࢟成とظᚺのॖ፯Ü『Ꮛɭ界』時ˊのᚿᚺおǑƼ文学ᛯにᙸられる相ʝ᧙̞からÜ」
（『』ᇹ16ӭ、ଐ本ᚺ学会、2019年12月）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・他分研究者との共ӷ研究、自治体の生෨学
፼ᜒࡈ、アカデȟックなテȬビဪኵ

文学、ଐ本ではᛖの業ではえてくれないɶ
なくɶのᙻ点でとらえるɶ文学、「ɶ文学」の
をឬえたとこǖからɶ文学をᙸႺす学ᨥ研究。

ɶ૨学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

小 明子 KOᵨᵧᵫA Akiko

ฌɶの学ᎍྛ維とᩃᛏẒ教Ꮛɭမẓ
～ பႉ・றဈẆᮅᡆỂờễẟɶ૨学 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

ˮ㔁做ᶾ䓴˯䫔1Ϯϯ⎟
ˬṢ攻娆˭⸷㔯

ேᩥ学部 ゝㄒᩥ学プ䝻䜾䝷䝮
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不安や恐怖に関する基礎研究

キーワード 認知行動療法、恐怖や不安に関する基礎研究、ストレスマネジメント

専門分野 臨床心理学、認知行動療法

研研究究のの目目的的、、概概要要、、期期待待さされれるる効効果果

関連する
知的財産
論文 等

（書籍）「認知行動療法事典」（丸善出版、2019、分担執筆）
（書籍）「生徒指導・教育相談・進路指導 」（東洋館出版社、2019、分担執筆）
（論文）佐藤 友哉（2018）．臨床応用を学ぶ：関係フレーム理論を実践する 臨床心理学、18、28-31．

アアピピーールルポポイインントト つつななががりりたたいい分分野野（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・認知行動療法に関心のある方々（子どもに対
するストレスマネジメント、職員研修など）

実験室で行われるような基礎研究や、スクー
ルカウンセラーとしての実践活動など、認知行
動療法の考え方に基づいて幅広く活動してきま
した。

佐藤友哉研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 准教授

佐藤 友哉 SATO Tomoya

認知や行動の基礎理論を心理的問題の解決に活かす
～ 認知行動療法の研究実践 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

私の専門は、臨床心理学の中でも、「認知行動
療法」（にんちこうどうりょうほう）の考え方に
基づいた研究実践です。

認知行動療法とは、認知や行動の基礎理論（行
動理論、認知行動理論、心理学的ストレス理論な
ど）を使って、人間がかかえる様々な心理的な問
題を解決することを目指すカウンセリング技法の
ひとつです。

カウンセリング技法にはさまざまな技法があり
ますが、認知行動療法は、うつ病や不登校といっ
た「こころの問題」の原因を、性格といった「変
容しづらいもの」に帰着せず、より「具体的」な
行動や認知を増やしたり、減らしたりすることで
精神的健康を高めることに特徴があります。

先述したように、認知行動療法は、認知や行動
の基礎理論を土台としておりますので、その発展
のためには、認知や行動のメカニズムを明らかに
する基礎研究と、基礎研究の知見を活かした応用
研究の双方が不可欠です。

当研究室においても、基礎研究と応用研究のい
ずれにも力を入れ、認知行動療法の治療効果向上
や普及を目指していきたいと考えています。

子どもを対象としたストレスマネジメント教育

■人間のコトバと不安の関係
• 人はなぜ「コトバ」を恐れるようになるのか？

「コトバ」が不快なイメージをもつメカニズムを
実験的に明らかにしていく

こわい
「こ」「わ」「い」という文字の
集まりでしかないのに、嫌なイ
メージを抱くのはなぜ？

教育学部

人人文文社社会会科科学学
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ࣙͶͪͮ๏๑Ͳʄ

䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆

ǭーワーȉ 読みきᨦܹ、ᛐჷཎ性の͞り、ǳȟȥȋǱーシȧンૅੲ、ことばのれ

ᧉ分ݦ ᚕᛖ発ᢋ学、ᚕᛖ発ᢋᨦܹ学、ཎ別ૅੲᏋ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

「ᛐჷཎ性の͞りをѼਙした学ᇜᒍᛖਦݰの体ኒ҄に᧙する研究」（基盤研究ᶰ課題ဪӭ17-04926）
「ナȩテǣȖをဇいた学፼ᚕᛖのᚸ価とਦݰඥの発ー࣬考・学፼のためのᚕᛖ፼ࢽにいている子Ʋものଔ発ᙸ
とૅੲのために」（ᇹ14ׅδᇜᏋܱោについての研究я成：πႩᝠׇඥ人Ҧ報δᇜᏋਰ興会）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学ఄ等のᏋྵئだけでなく、ؽ等でもᛐჷ
ཎ性の͞りがある子Ʋもたちへの理解が࠼がる
ことをࢳしています。

Ꮛኒの出៲ではありますが、ᚕᛖᎮᙾٟと
して၏ᨈでのᐮኺ᬴がᧈいので、医療・Ꮛ
等にまたがったٶ機᧙の連携をႸਦしています。

λޛ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

λޛ औ子 ᵧRᵧᵷAᵫA ᵫaiko

ᛠỚẨᩊửਤế子ỄờẺẼの学፼のᐯᇌửႸਦẲề

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ჷ的な能щは˯くないのに読みきがᩊしい
「読みきᨦܹ」をご܍ჷでしǐƏか。ᡈ年、通
ࠝ学ኢのなかでも「発ᢋᨦܹ」を持つ子Ʋもたち
のл合は6.5�と推計され、ƻとクȩスに何かし
らૅੲを࣏ᙲとしている子Ʋもたちが1�2人いて
もおかしくないとされています。読みきᨦܹは
発ᢋᨦܹのɟつですが、ᛐჷཎ性の͞りがあるた
めに、ٶ数の૾たちとは学Ƽ૾がီなり、ࢼஹか
ら学ఄでޒされてきた「みǜなとɟደの૾ඥ」
では学፼ᩊにᨋるȪスクが᭗いのです。ɟ૾で、
からは᩼ࠝにわかりにくいことなので、発ᙸがٳ
れて学ఄで学፼がいたままᒊしǉ子Ʋもたち
はݲなくありませǜ。

ではこƏした子ƲもたちをଔئᏋのྵ、נྵ
に発ᙸし、本人に合った学Ƽの૾ඥを考え੩̓
することが求められており、最ኳ的には子Ʋも自
៲が自らのᛐჷཎ性を理解して、学፼の自立をႸ
ਦすことがᙲとされています。ᅶはȋーズのあ
る子Ʋもたちのཎ性をӲᆔᚸ価からり下げ、࣏
ᙲにࣖじた૾ඥやૅੲを੩̓するとともに、ݩஹ
ՃをႸਦす学生たちにƦƏした૾ඥをˡえなが
ら、ଔ発ᙸをႸਦす研究プロジǧクトなƲを進
めています。また、読みきだけでなく、ᚕᛖや
ǳȟȥȋǱーシȧンをૅੲするјௐ的な૾ඥにつ
いてもǼȟの学生たちとともにӕりኵǜでいます。

௪ָڅͶࡑͤΖୣ্֒ࣉ(LD)ࣰସ
• ,Ϯϰ೧સآ)ࠅघ・宮・ෳౣΝঈ͚Ϳのޮཱིのঘ・
学ߏ௪常څにࡑͤるࣉಒ・ਫ਼ైଲে(ϱ3͕ϴϴϮਕͿ
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ǭーワーȉ ၐ࣎៲ᨦܹ、ǳȟȥȋǱーシȧンૅੲ、࣎ਊਦ、0+45

ᧉ分ݦ 度ᙐᨦܹᏋ、医療的Ǳア、၏ࢊᏋ、ᨦܹδ生理学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

々の研究ܴでは、ၐ࣎៲ᨦܹをもつ子Ʋ
もや大人が社会生をᢅごすために自立に向け
たૅੲやᏋや、地域でらしやすくなるため
の研究を行っています。

ၐ࣎៲ᨦܹとは、៲体のၡ等のために
度のᢃѣᨦܹをもち、発ᢋが᩼ࠝにǏっくりで
ある度のჷ的ᨦܹをあわせもったᨦܹです。
ၐ࣎៲ᨦܹがあると、៲体をѣかすことがᩊ
しいためにԗの人からᛅしかけられたりした
時にࣖሉしていることが分かりにくかったり、
本人のॖ࣬をԗが理解することがᩊしかった
り、ǳȟȥȋǱーシȧンに大きくᩊを抱える
ことがٶいです。

ၐ࣎៲ᨦܹδ者の内᩿をܲᚇ的にᚸ価する
ことで、ԗの人とǳȟȥȋǱーシȧンがス
ムーズに行っていけるǑƏになり、自立や社会
参加がしやすくなることがࢳできます。

内᩿をܲᚇ的にᚸ価するために、本研究ܴで
は、ၐ࣎៲ᨦܹδ者の࣎ਊやᏯ機能のデータ
をยܭし分ௌを行っています。

また最ᡈでは、ၐ࣎៲ᨦܹδ者だけでなく、
၏ൢのためにᧈλᨈをしている子Ʋもたちへ
のᏋૅੲや生ૅੲにもӕりኵǜでいます。

䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆䠆

^ϭͲ^Ϯ䝟䝷䝎䜲䝮䛾,ď⃰ᗘኚ䠄ᕥ䠅䛸ᚰᢿᛂ䠄ྑ䠅

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・度のᨦܹδ・者のૅੲにӕりኵǜでいる
Ꮛˌٳの他の職ᆔ
・最新の+%T技術を生かす領域をしている研
究᧙̞者

度のᨦܹδへのᏋやૅੲや、地域生へ
のૅੲにӕりኵǜでいます。

ᧈ療（λᨈ）が࣏ᙲな子Ʋもたちへの
Ꮛૅੲにもӕりኵǜでいます。

ၐ࣎៲ᨦܹδのἅἱἷニἃὊἉἹὅૅੲ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

บ ්理ʍ ᵵATANAᵠE Ruriya

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・บ්理ʍ他（2004）「ᙻᙾᨦܹをˤƏၐ࣎៲ᨦܹδにおける࣎ࢳਊӒࣖの生ឪとᏯ࢟७所ᙸとの᧙̞」Ღ
『ଐ本ၐ࣎៲ᨦܹ学会ᛏ』Ღᇹ29３ࠇӭᲦppᲨ231-237Შ

・บ්理ʍ他（2005）「Ꮿᣠእ機能マッȔンǰをဇいたၐδのᏋਦݰјௐのᚸ価ඥ」Ღ『ଐ本ၐ࣎៲ᨦܹ
学会ᛏ』Ღᇹ303ࠇӭᲦppᲨ265-270Შ

・บ්理ʍ（2017）「Ꮓ体ɧ自ဌཎ別ૅੲ学ఄנቔδのǳȟȥȋǱーシȧン機能ᚸ価の౨᚛：行ѣᚸ価と0+45
にǑるᏯ機能ᚸ価から」Ღ『新潟大学Ꮛ学ᢿ研究ኔᙲ人文社会学ዻ』10ࠇᲫӭᲦpp31-39Შ

ᨦܹδဃ理学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᩍ⫱学㒊
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䡚䡚ᒸᒸ⏣⏣䛜䛜ᥦᥦ䛩䛩䜛䜛䛆䛆ゝゝㄒㄒ∧∧䛂䛂䝆䝆䝵䝵䝝䝝䝸䝸䛾䛾❆❆䛃䛃䛇䛇䡚䡚

䠄ᒸ⏣䛾㛵ᚰは䚸⌧௦᪥ᮏㄒ䛾䐡䜔䐢䛾㒊ศҸ⌧௦᪥ᮏㄒ
䛾ẕㄒヰ⪅で䛒䛳䛶䜒䛂▱䜙䛺い䛃⌧௦᪥ᮏㄒ䛾ጼ䠅

䛂䛂䝉䝉䜽䜽䝌䝌ンン䛃䛃䛛䛛䜙䜙 䛂䛂䝉䝉䜽䜽䝌䝌䛃䛃䜈䜈
䡚䡚䜰䜰䜲䜲䝗䝗䝹䝹䜾䜾䝹䝹ーーププ䛂䛂SeǆǇ��Žne䛃䛃䛾䛾␎␎⛠⛠䛾䛾ኚኚ䡚䡚

䠄ᢡ䜜⥺䜾䝷䝣は䚸dǁŝƚƚĞƌ䛻おい䛶䚸䜰䜲䝗䝹䜾䝹ープ䛂^ĞǆǇ��ŽŶĞ䛃
䛾␎⛠䛜䛂䝉䜽䝌䛃䛸⾲⌧䛥䜜䜛合ኚ䜢♧䛩䚹䛂䝉䜽䝌ン䛃䛛䜙
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ǭーワーȉ ྵˊଐ本ᛖの̅ဇ・ᢃဇのܱ७、ྵˊଐ本ᛖの地域ࠀ・ɭˊࠀ・̅ဇࠀ᩿ئなƲ、「ことばᲩଐ本ᛖのʏれᲩǏれ」

ᧉ分ݦ ྵˊଐ本ᛖ学、社会ᚕᛖ学、ǳーȑスᚕᛖ学、᪦٣学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

TwitterをМဇした新ᛖ・්行ᛖ研究の可能性Üアイȉルǰループ「5eZ[ <one」のဦᛖを」（2013）ဋᅙޢ・
̊にÜ」『新潟大学Ꮛ学ᢿ研究ኔᙲ 人文・社会科学ዻ』ᇹ6ࠇᇹ1ӭ（新潟大学Ꮛ学ᢿ）

ᇹ26ӭ（新潟Ⴤことばの会）『ことばとくらし』「ᚕᛖ版「ジȧȏȪのᆸ」の੩క」（2014）ဋᅙޢ・

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ྵˊଐ本ᛖに᧙する問題や課題、ွ問（ཎに
ྵˊଐ本ᛖのᢃဇや̅ဇに᧙するᜂ問題）を抱
えていらっしǌる૾であれば、ƲのǑƏな分
であってもおщになりたいと考えています。

ྵˊଐ本ᛖに᧙する様々な問題について、
や「データ」に基Ʈいたჷᙸを求め「ᧉჷݦ」
ていらっしǌる૾のȋーズにࣖえることができ
るかと࣬います。

研究ܴဋᅙޢ http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ᶜkokugoka/okada.html

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ဋޢ ᅙ OKADA ᵱhohei

ᛖᛅᎍầίờᾎὸჷỤễẟྵˊଐஜᛖのۋ
～ ྵˊଐஜᛖのѣ態・ٶಮࣱửਵảỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ྵˊଐ本ᛖ（Ჷྵˊଐ本社会で̅ဇされている
「ଐ本ᛖ」）をᖎײ࣎দにᚇݑすると、ܱにٶ様
なۋをしていることにൢ付きます。ƦのǑƏなᙲ
なƲにあるもࠀ᩿ئဇ̅、ࠀˊɭ、ࠀは、地域׆
のと考えられます。しかし、ྵˊଐ本ᛖをᛖと
する人たちのɶには、こƏしたʙܱ・ྵܱにൢ付
かƣ、自分の感ᙾや価値ᚇに基Ʈき、ྵˊଐ本ᛖ
をܭ的かつ᩺的なものとして考えている人がݲ
なくないǑƏに࣬います。「ŨŨといƏᚕい૾は
᧓ᢌっている」「最ᡈのᚕᓶはʏれている」なƲ
といƏ発ᚕは、ܭ的かつ᩺的にਵえているǏえ
に出てくるのではないかと考えています。

ᅶは、「ྵˊଐ本ᛖは決してܭ的かつ᩺的な
ものではなく、ٶ様でȀイナȟックにѣいてい
る」といƏ立ئから、社会とのかかわりもॖᜤし
つつ、ྵˊଐ本ᛖのٶ様性とѣ७とƦれをਵえる
૾ඥᛯについて༌ॾをƶ、ྵˊଐ本ᛖのᢃဇの、
ʻとこれからのあり様について考えるଐです。
記ᡓ・分ௌ・考ݑし、Ʀのᨥには、ྵˊଐ本ᛖを
ᛖとしない人々（ٳからଐ本にやってきた
人々や、ଐ本ᛅをᛖとするᎳ者なƲ）のנ܍
も᪽ࣞにፗくǑƏ、࣎がけています。なƥなら、
ྵˊଐ本社会はྵˊଐ本ᛖをᛖとする人々のみ
にǑって構成されているわけではないからです。

当該言語／方言の母語話者は
知っている

当該言語／方言の母語話者は
知らない

当該言語／方言の
非母語話者に
知られている

①母語話者も非母語話者も
知っている

当該言語／方言についての
知識

③母語話者は知らないが，
非母語話者は知っている
当該言語／方言についての

知識

当該言語／方言の
非母語話者に
知られていない

②母語話者は知っているが，
非母語話者は知らない

当該言語／方言についての
知識

④母語話者も非母語話者も
知らない

当該言語／方言についての
知識

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学
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䜰䝯䝸カで㉎ධ䛧䛯ᛶⓗ䝬䜲䝜䝸䝔䜱㛵㐃㈨ᩱ䛺䛹

䝃ン䝣䝷ン䝅ス䝁䚸䝢ン䜽ト䝷䜲䜰ン䜾䝹䝟ー䜽䛻䛶䚹

ǭーワーȉ ᡈˊܼଈಒࣞ、ܼଈの価値、L)$T、ӷ性۟、ۡپ別ڿ

ᧉ分ݦ ඥ学、ඥ社会学、社会学、ジǧンȀー、ঙඥ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ඡݱ ଢ子『ӷ性۟ᛯʗÜ「ܼଈ」をめƙるアȡȪカの文҄ʗ』অড大学出版会Ღ2020年Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・性的マイノȪテǣやジǧンȀーステロタイプ
ોծにॖഒ的であったり、生きにくいଐ本の社
会構造に᧙࣎をお持ちの学ఄ、企業、自治体、
021なƲ。

ᡈˊܼଈಒࣞとƦの٭容を通じて社会をƲƏ
৭੮していくか、また性的マイノȪテǣとᚕわ
れる૾々のඥ的、社会的ѼઅをƲƏ考えていく
かがᙲだと࣬っています。

法ࢷ学・学研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

小ඡ 明子 KOᵧᵸᵳᵫᵧ Akiko 

ᡈˊܼଈಒࣞỊỄのợạỆܾ٭ẲềẟỦẦ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᡈˊܼଈಒࣞ（ီ性۟ۡپとƦの子からなるܼ
ଈ）がඥおǑƼሊにƲのǑƏなࢨ᪪をɨえてい
るか、またܼଈಒࣞがƲのǑƏに٭容しているか
について研究しています。ᅶ領域として情ደ的に
ᛖられがちなܼଈですが、ཎにᡈˊˌᨀൟܼ
҄にˤい、ܼଈはщの基盤として治、ඥሊ
のݣᝋとして治にኵみᡂまれてきました。ܼଈ
ಒࣞをめƙり、ƲのǑƏにඥሊがѣいているか
がɼたる研究᧙࣎です。

これまで、アȡȪカ合ᘌをݣᝋに、性的マイ
ノȪテǣであるӷ性ग़者たちがӷ性۟を求めるೌ
Мᢃѣについて研究してきました。ӷ性۟をᛐめ
るは2019年ྵנɭ界で27かとなり、アȡȪ
カでも2015年にᛐめられています。しかし、ӷ
性۟はˡወ的ܼଈಒࣞやܼଈの価値をْすとして、
。から様々なバックȩッシȥが生じましたܣ̬
これらのバックȩッシȥがƲのǑƏなものであっ
たか、ƦのɶでᡈˊܼଈイデオロギーがƲのǑƏ
にဇいられてきたかについて研究してきました。

最ᡈ、興味があるのはۡپ別ڿ問題です。なƥ
ᜂٳがۡپ別ڿをᛐめるɶ、ଐ本ではۡپ別ڿ
がᛐめられないのか。ӸЭはೌщ行̅とኽƼつく
といƏᚇ点から、別ڿを求める࢘ʙ者等にᎥきӕ
りを行っています。

人人文文社社会会科科学学

ᩍ⫱学㒊

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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㨱ዪ⊁䜚䜢ᢅ䛳䛯ds␒⤌䛾ไస䛻༠ຊ䛧ま䛧䛯

㢼ග᫂䛺䝷䜲ン䞉䝰ー䝊䝹地域は㨱ዪ㏕ᐖ䛾୰ᚰ地䛾䜂䛸䛴

ǭーワーȉ ᮂڡ、ᡈɭȉイȄ、ᣃࠊӪ、ᛪᫍ、ҮТȡデǣア、ȝȪȄǡイ、ǳȟȥȋǱーシȧン、ДʙӮඥ

ᧉ分ݦ ȉイȄᡈɭӪ、ඥСӪ、ᮂڡᡐܹӪ、文҄Ӫ㏆㏆ୡୡྐྐ䚸䚸ἲἲไไྐྐ䚸䚸㨱㨱ዪዪ㏕㏕ᐖᐖྐྐ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

『ᡈɭȉイȄのᮂڡ裁ЙᲧൟᘌɭ界とૅᣐೌщ』（ȟネルȴǡ、2015年）
「ᮂڡはཎ別ཛፕかーᡈɭȉイȄにおけるཛፕとਡ問」『࣬े』1125ӭ（2016）
「ᮂڡがᨼƏޛᲧȖロッǱンޛ」『ȉイȄ文҄ʙχ』（ɺծ出版、2020年）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・治・Ӯඥ参加のॖ味をᢌったᚌ度から考え
てみたい地૾自治体、学ఄ
・ᚇή業・創作ǳンテンȄ・デǶインのための
ഭӪ料を求めている企業

Ӫ研究ܴٳ http://witch.jp.net/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

小 ጛ子 KOᵠAᵷAᵱᵦᵧ ᵱhigeko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᅶは16᳸17ɭኔにかけてȨーロッȑ、とくに
ȉイȄ地域でឪこったᮂڡᡐܹのഭӪを研究して
います。ଐ本でもアȋȡ作品なƲにӕり上げられ
る「ᮂڡ」ですが、Ʀれにݣしてܱᨥに「裁Й」
といƏπ的С度をဇいてᡐܹが行われていたこと
はあまりჷられていないかもしれませǜ。ȉイȄ
のǄとǜƲのထにはٶかれݲなかれᮂڡ裁Йのഭ
Ӫがあります。࢘時からҮТཋを介してᮂڡイ
ȡージが࠼がっていきました。

最ᡈでは、ൟから݃せられた「ᛪᫍ」のӪ料
をဇいて、ƲのǑƏにしてൟたちがπ的なኵ
みに参ɨしǑƏとしたのかを考えています。ᮂڡ
をᨊしたい人々は裁Йを行ƏǑƏޅ࢘にןщを
かけ、ᮂڡのፕをბせられた人々はࠔの裁Й所
なƲ別のׅែからのящを求めました。ᮂڡ裁Й
をめƙる様々な立ئからのٶ様なǳȟȥȋǱー
シȧンׅែを分ௌすることで、ૅᣐÜᘮૅᣐとい
Əɟ૾的な᧙̞ではないᆃࡀのנり૾がᙸえてき
ます。ᮂڡᡐܹといƏとᢒいɭ界の出ஹʙのǑƏ
ですが、ʻଐでもいかに自分の٣をӮඥや行に
成するᝧ˓ある࢟けていくのか、社会をともにފ
り૾を考えるƏえで、参考にできることנൟのࠊ
があるはƣです。

ȉイȄはじめȨーロッȑでのちǐっと٭わっ
たȄーȪズムを考えるȒントになるかもしれま
せǜ。ȨーロッȑӪをॖٳなᚌ度から考えてい
きます。

ɶᡈɭἛỶのൟの・Ӯ法Ӌ加
～ ᮂڡᘶЙ・ᛪᫍ・ἅἱἷニἃὊἉἹὅ ～

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学
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௧3ᖺϭϮ᭶Ϯϴ᪥ బΏᕷ㇏ᒸබẸ㤋๓䛻䛶
䛂㛛ᯇస䜚䛃

௧3ᖺϭϬ᭶ϭϴ᪥ బΏᕷ㛵地༊䛾⚍䜚

ǭーワーȉ ᭸ٽᱛ、地域おこし、ᑸ能ˡ১、ஙᢔり、ᨂ界ᨼᓳ

ᧉ分ݦ ᪦ಏ科Ꮛ、᪦᪪学、ཎ別ૅੲᏋ（᪦ಏ）、࠷δᏋ（᪦ಏ）

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

˱บ᭸ٽᱛにおけるȪズムの҄٭
新潟大学Ꮛ学ᢿ研究ኔᙲ 人文・社会科学ዻ 8ol.2 no.2 p.171-174�
大学Ꮛのɟ環としての˱บᨼᓳにおけるᑸ能ѣのॖ፯
新潟大学Ꮛ学ᢿ研究ኔᙲ人文・社会科学ዻ
8ol.7Ღ0o.1� p.127-132�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᑸ能をԃǉᅛりを通して、学ఄやᏋྵئ
・Ʀれらをૅੲする行、021、地域おこし
ңщᨛ、企業等

˱บࠊᝅޢ地ғ、᧙地ғにおɭᛅになって
13年Ⴘになります。学生やҡ業生にとっては、
ここがᇹʚのᣂのǑƏになっています。

ౕɦ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ౕɦ ̲ഏ ᵫORᵧᵱᵦᵧTA ᵱhuji

ᅛụと教ᏋửఋとẲẺע؏ࣱ化
～ ˱บࠊᝅעޢғ᧙עғỆấẬỦӕኵ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2009年から学生らと共に˱บࠊᝅޢᨼᓳにお
けるݱဋҾᅕ社ବ̊ܓ大ᅛ（年3月下କ᳸4月
上କܱ）をˡ১しています。021ඥ人˱บᑸ能
ˡ১機構のңщをࢽながらᲫᡵ᧓ӷ地の˱บࠊ体
食を共にし、ᆚӞをዓけ、ᅛり本ဪでݏでܡ˰᬴
は᭸やྊ子をじました。また、このѣがきっ
かけとなり、地Ψでも「ᝅޢ地域おこしの会」や
「᭸ٽᱛ̬܍会」が発ឱしѣしています。

2020年からは%18+&-19ᅤのため、ѣの܍
ዓがүƿまれましたが、感௨ݣሊをしっかり行い、
何とかѣをዒዓしています。

また、ӷ時にᝅޢでѣする学生とは別ѣᨛが
᧙地ғでѣを行いました。

いƣれの地ғも、内でもʩ通ɧ̝なとこǖに
ˮፗし、ᨂ界ᨼᓳ҄していますが、ǉしǖ学生た
ちは地Ψの૾々とңして生き生きとѣしまし
た。ᝅޢ地ғではᅛりのみならƣ、ᨼᓳ内の生
と݅ბしたѣをӕりλれるǑƏになりました。
᧙地ғのᅛᅇ参加も、 %18+&-19ᅤで他Ⴤから
の参加者をӖけλれがᩊしいɶ、学生の参加にǑ
りᅛりにᑶをชえたり、࠷い子Ʋもの᩿͂をみた
りなƲのѣを行いました。

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－237－－236－

ϭϮ͘ũƉĞŐ

ග䛾୕ཎⰍ䛸䛾ฟい䛛䜙䛂㐟䜃䛃䛂学䜃䛃䛂創㐀䛃䛜ᒎ㛤䛥䜜䜛

⾲⌧άື䛻お䛡䜛䛂学䜃䛾構㐀䛃

ǭーワーȉ ȡタᛐჷ的૾ဦ、ପȡデǣア、ȡタᛐჷ

ᧉ分ݦ ፦術Ꮛ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

をもたらすアプローȁのܱោ的研究ᾄእ材・ཋᛖ・+%Tのᙻ点からᾄࢌ作におけるイȡージのेឪとਘဒ
（新潟大学Ꮛ学ᢿኔᙲ）
自ཋに出会Ə࠷δの自発的なᘙྵにᙸえるᏋち（新潟大学Ꮛ学ᢿኔᙲ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本研究は生ԡᛯȑȩȀイムとしての理ࣞに基
Ʈいています。したがって、あらǏるჷの領域
と᧙わりながら、人の感性に᧙わるᛐჷ的様相
をᙸえる҄していきたいです。

本研究は、5&)sをはじめとしたǰローバル
時ˊに求められるឋ・能щのᏋ成を፦術Ꮛ
（子Ʋもがಏしく੨いたり作ったりするѣを
通したᏋ）の立ئから推進するものです。

፦ᘐ教Ꮛ研究ܴ http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵏᵎᵔᵐᵽja.htmlᵝk

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

௶ක ݤܨ ᵷAᵥᵧNᵳᵫA ᵦirotoshi

メἑჷႎ૾ဦửኵỚᡂỮẻᘙྵѣỆấẬỦ
資ឋ・Ꮱщの࢟分析と学፼ἴἙἽの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究は、21ɭኔに࣏ᙲとされるឋ・能щ
のᏋ成を፦術Ꮛにおいて推進するために「ȡタ
ᛐჷ的૾ဦ」のᙻ点からᘙྵѣをਵえႺし、学
፼Ȣデルの発と൮ဇ҄をႸਦすものです。

「ᛐჷ的૾ဦ」とは、̾々の「感じ૾」「ਵえ
૾」をॖ味し、Ʀのきを自ᙾすることが「ȡタ
ᛐჷ的૾ဦ」となります。ᘙྵѣにおいて、子
Ʋもが自分の感じ૾をܲᚇ的にჷることは自ࠁ理
解をขめ、他者とのʩ්を通して他者理解へもつ
ながります。まƣ、このಒࣞの機能をᢅᆉに
ኵみᡂǉことでឋ・能щのᏋ成が̟進されるこ
とをଢらかにします。さらに̪ჷ的な「૾ဦ」が̪
的イȡージと連ѣしている構造をੲဇして、ᘙ࣎
ྵॖഒにݰかれるǑƏな創造的な፦術の業૾ඥ
を発します。研究の૾ඥとしては、᧽属学ఄを
はじめとしたᙐ数のңщఄと連携しながら、ܱᨥ
の業ܱោを通して推進していきます。

本研究では、これまでᩊとされていたɼ体性
や創造性をؔƏ૾ඥを൮ဇ҄可能な࢟でɟᑍ҄し、
作品ɼ፯や地ྶ規のᜂ問題にਪしながら、ᄩ
かな፦術Ꮛの構ሰとǰローバル時ˊをЏりਏく
人材のᏋ成をႸਦします。

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学
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ǭーワーȉ 健康社会デǶイン、ᢃѣ機能ᚸ価、ȕǣールȉ科学Ꮛ、ȘルスǱア

ᧉ分ݦ ࣖဇ健康科学、ยܭᚸ価、発Ꮛ発ᢋ、加ᱫ科学、健康生理学、地域デǶイン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

々の研究ܴでは、Ǒりᝅかで健康な人生をሰ
く社会のˁኵみ構ሰを研究の௵として、ࣖဇ健康
科学に基Ʈく研究や社会デǶインにӕりኵǜでい
ます。ᢃѣ解ௌȁームはሂᩓ、ȕǩースプȬー
ト、ビデオဒ解ௌ、Ꮿඬ計なƲをဇいてᢃѣに
おける様々なʙᝋをਵえながら解ௌを行っていま
す。社会デǶインȁームは、行からのӖᚠ研究
やൟ᧓企業・ׇ体からの̔᫂に基Ʈくᛦ௹を行っ
ており、地域เをဇしたまちƮくりやスȝー
ȄにǑる地域性҄なƲのプロジǧクトにもᆢಊ
的にӕりኵǜでいます。ཎにᡈ年では、スȝーȄ
や健康ኺփにǑるまちƮくりに᧙わることや、᭗
ᱫ者の健康ف進とʩ通ʙ৮ഥのプロジǧクトを
新潟Ⴤᜩとの連携でӕりኵǜでいます。

これら研究はμて健康的な社会基盤のૢͳとˁ
ኵみ構ሰに向かいます。研究ܴをҡ業したᨈ生ら
はᏋྵئ・၏ᨈ・企業なƲࠢ࠼い分でし
ており、研究を通じてܱ社会に向けたᏋを行っ
ています。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健康やȘルスǱアをǭーワーȉにして5&)s
に向けた地域Ʈくりにӕりኵǉ自治体

・新しい生スタイルの発に᧙࣎のある企業
・学生とɟደにଢるくಏしいѣをஓǉ地域

ᢃѣ機能のยܭとᚸ価おǑƼ体щ᧙連ᛦ௹。
地域เをဇした地域デǶインの発と੩క。
地域の新しいȪビンǰスタイル・ȩイȕスタイ

ルを੩కしていきます。

ဃのૼẲẟἋἑỶἽử੩కẴỦͤࡍᅈ˟ἙἈỶὅ
～ ἋἰὊἚἻỶἧỶἠἫὊἉἹὅನे ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ޛ پ ᵫᵳRAᵷAᵫA Toshio

ࣖဇͤࡍ科学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://murayama-lab.com/

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等


情報の機能的役лについてןࡁにおける立ˮˮፗჷᙾとឱࣂѬСۋޛپ：ଐ本体Ꮛ学会ᇹ69ׅ大会Შ2018�
ឱן分ࠋと࣎ᆆѣួにბႸしたف課題行ᢃѣのഩ容解ௌ
ޛپ：ଐ本体Ꮛ学会ᇹ68ׅ大会Შ2017）
地域のʖ᧸医療ޒをႸਦしたȪȬーシȧンシップデǶインの構ሰᲦޛپᲦ地域デǶイン学会ᛏ、0o.4� p135-154Ღ2014Შ

様様々々なな地地域域やや分分ととつつななががるる健健康康社社会会デデǶǶイインン
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ǭーワーȉ E5&
持ዓ可能な発のためのᏋ�、Ȗȩンȁǭȣンȑス、スタデǣǱーシȧン、ɭˊ᧓ʩ්

ᧉ分ݦ ࣖဇ健康科学、ยܭᚸ価、発Ꮛ発ᢋ、加ᱫ科学、健康生理学、地域デǶイン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᝅかな人生をᏋǉためのɭˊをឬえた学Ƽの
環境ૢͳを地域と大学がƻとつになってӕりኵ
ǉことにਪしています。
・大学と地域と企業がңし、さらに地域᧓で
ʩ්・連携できるˁኵみƮくり
・人、ɭˊ、地域、情報のࣅ環のφྵ҄
・5&)sをႸਦした新潟大学E5&Ȣデルの੩క

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新しいᏋȢデルの発に᧙࣎ある૾々
・ɭˊをឬえた学Ƽの環境ૢͳにॖഒある૾々
・Ꮛで地域創生を構ेする自治体
・学生たちとʩ්しながら共創をႸਦす企業

Ꮛ学ᢿと学ᢿの学生が所属している研究ܴで
す。また、大学ᨈ生は様々な学ᢿ学科で学ǜできた
学生たちがࠎஓして進学してきているီ分ᗡ合研
究ܴです。新しい発ेをࢽやすい環境です。

ᵵell beingỆӼẬẺ教ᏋἉἋἘムの開発とἩἿἂἻム੩క
～ ᵱDᵥs教Ꮛਖ਼ᡶἩἿἊỹἁἚ ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ޛ پ ᵫᵳRAᵷAᵫA Toshio

ࣖဇͤࡍ科学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://murayama-lab.com/

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学

オオンンȩȩイインンᢃᢃѣѣ会会ののププロロǰǰȩȩムムޒޒ

ჄჄ内内᭗᭗ఄఄととののȖȖȩȩンンȁȁǭǭȣȣンンȑȑスス地地域域˰˰ൟൟとと学学生生ののʩʩ්්ѠѠࢍࢍ会会
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－241－－240－

ǭーワーȉ ȢビȪテǣ、ʩ通ܤμ、ᢃ᠃行ѣ

ᧉ分ݦ ࣖဇ健康科学、ยܭᚸ価、発Ꮛ発ᢋ、加ᱫ科学、健康生理学、地域デǶイン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

これまでに自ѣȡーカーと共に᭗ᱫ者のѣ
機能とᢃ᠃行ѣの᧙̞をってきました。Ʀこ
でࢽたኽௐはʩ通ʙ৮ഥのプロジǧクトとし
て社会ܱᘺに向けてӕりኵǜでいます。さらに
ʩ通രʧʙǼロをႸਦして新潟Ⴤᜩと連携し
ながらܤμᢃ᠃のための地域ѣをޒしてい
ます。これらƻとつƻとつをʩ通ܤμசஹ創造
ȩȜでᨼኖしながらμのステークホルȀーと
共にܤμなசஹを創ることをޒしています。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ある૾々࣎μなʩ通環境やȢビȪテǣに᧙ܤ・
・ʩ通ʙ৮ഥに向けたᢃ᠃行ѣに᧙࣎ある企業
・クルマをӕりࠇくசஹをの社会考をえる企業
・ʩ通ʙのないܤμな地域Ʈくりを考える自治体

ଐ産自ѣ、新潟Ⴤᜩݑ、新潟文҄自ѣ学ఄと
の連携でܤμなȢビȪテǣ環境をႸਦします。
・新潟Ⴤᜩݑ本ᢿᧈ感ᜓཞɨ
2018�
・出ᩏ߃ထᧈ感ᜓཞɨ
2020�

ἙἈỶὅ؏עとؾμễἴἥἼἘỵܤ࣎ܤ
～ ʩᡫܤμசஹоᡯἻἮ ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ޛ پ ᵫᵳRAᵷAᵫA Toshio

ࣖဇͤࡍ科学研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://murayama-lab.com/

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学

研研究究ᐊᐊでで所所᭷᭷䛩䛩䜛䜛ᐇᐇ㦂㦂㌴㌴୧୧



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－241－－240－

ǭーワーȉ ɧܤၐ、ࢍᡐၐ、ᘔѣСࣂᩊ、行ѣ։ၸ、ɧႇఄ、ƻきこもり、ᨼׇɧᢘࣖ、፼ၸ

ᧉ分ݦ ᐮ࣎理学、Ꮛ相談、カウンǻȪンǰ、ᛐჷ行ѣ療ඥ、ᐮ行ѣ分ௌ、ストȬスǳーȔンǰ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

「ここǖの健康」に᧙するȪテȩシーを、ȩイ
ȕステージにࣖじてദしく៲につけてもらƏこと
は、本人とܼଈの生のឋを大きくӫします。

̊えばɧႇఄやᒉ者のƻきこもり、᩷年ˌᨀ
のここǖのトȩȖルについては、ƦれなりのȪス
クᙲ׆があるǑƏです。ƦれらをᢘЏにアǻスȡ
ントし、生じࢽるɧᛦについてჷᜤを持ちʖ᧸に
に࣎がけること、ɢɟ、ɧᛦとなったئ合には、
јௐ的なોծׅࣄにつながるᢘЏなサービスをɼ
体的にӖけることが求められます。

ここǖの健康にかかわるさまƟまなᒊၘやᩊ
を行ѣ科学をșースとして分ௌした上でᧈ的な
ȡȪットをもたらす介λを੩̓するための技術が
ᛐჷ行ѣ療ඥであり、ࣖဇ行ѣ分ௌです。

ɧܤၐやࢍᡐၐ、ᘔѣСࣂの問題は、「ׅᢤし
たいといƏࢍいᘔѣのため、こだわりをƻきƣっ
てしまƏ」ここǖのトȩȖルであるといƏ点で共
通しています。ᢅйにᏣیとᛐჷしてしまƏこと、
課題解決のјྙを˯下させるǑƏなᄩᛐやΒࡸ的
行ໝのጮりᡉし、ზをɶ࣎とした生Ȫズムの
ᨦܹ、ƦしてギȣンȖル、ǲームやネットへの։
ၸなƲは、行ѣ科学のҾ理に基Ʈいて٭容させる
ことができます。ƦのǑƏな技ඥのች度の向上に
ǉけて、ܱោ研究をޒしています。 ᕥ䠅Ⓩᰯ䜂䛝䛣䜒䜚䛻䛴い䛶ⴭ᭩䚸ྑ䠅䜼䝱ン䝤䝹㞀ᐖ䛻䛴い䛶

ᩍ⫋大学㝔㝔生䛸新潟┴ෆᩍဨ䚸┦ㄯဨ䛾合ྠ᳨ウ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療や̬健、福祉やᏋの領域がɶ࣎ですが、
子Ʋもから大人の、なかなか٭わりにくい生
፼ॹがかかわる問題に科学的にӕりኵもƏとお
考えのすǂての૾々、おǑƼ分に。

行ѣ科学（ܱᚰ的࣎理学）の技術に基Ʈいて
ここǖのトȩȖルをᚸ価、٭容する૾ሊの、ࣖ
ဇないし発がࢳされている領域において、
お役に立てることがあるかもしれませǜ。

子Ễờとʴのͤࣄׅࡍ維ਤỆếễầỦᘍѣܾ٭
～ ᛐჷᘍѣၲ法ửࣖဇẲề ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

神 ɟ KAᵫᵧᵫᵳRA Eiichi 

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

『ɧႇఄ・ƻきこもりのための行ѣ性҄』（ҥᓸ、б出版、2019）
『学ఄでȕルဇするᛐჷ行ѣ療ඥ』（ҥᓸ、ᢒᙸ、2015）
『ɶ1ギȣップ：新潟から࠼まったᏋのܱោᲵȖックȬット新潟大学65』（共ᓸ、新潟ଐ報ʙ業社、2015）

ᘍѣܾ٭ᛯ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᩍ⫱学㒊

ᵵEᵠῨ῟ḷ

人人文文社社会会科科学学
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ǭーワーȉ 学፼のȦȋバーサルデǶイン、生ࢻਦݰ、ଔ療Ꮛ、合理的ᣐॾ、ᛐჷཎ性

ᧉ分ݦ ཎ別ૅੲᏋ、発ᢋᨦܹ、ᨦܹ者ૅੲ、Ꮛ問題、ਦݰඥ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᧈຓ研究ܴの*2でπしております
http://www.ed.niigata-u.ac.jp/`nagasawa/nagasawahomepage2
2008�.html

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᨦܹ者ᨽဇ・ૅੲや合理的ᣐॾなƲアȉバイ
スできるかもしれませǜ。

ᧈຓ研究ܴ

ỂẨỦ学ఄとᅈ˟ửỜằẲềࣖݣಮࣱồٶ
～ ཎКૅੲ教ᏋẆᨦܹᎍૅੲ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ᧈຓ ദ NAᵥAᵱAᵵA ᵫasaki

http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ᶜnagasawa/

㛗⃝研究ᐊ

学生ᨭ䛾䛯䜑䛾≉ูಟ学䝃䝫ート䝹ー䝮(新潟大学Ϳ


1�学፼のȦȋバーサルデǶイン
ᨦܹのある子Ʋももԃめ、Ʋの子も学Ƽやすい

学፼வˑやਦݰඥについて研究しています。


2�子Ʋものपみにࣖえるࣖݣ
ᨦܹといƏᙻ点ではなく、子Ʋものपみに点

҄し、子Ʋもと子Ʋもをӕりࠇく人々の31Lを
大Џにしたࣖݣを౨ᚰしていきます。


3�発ᢋᨦܹ࠷δへのૅੲ
発ᢋᨦܹཎ性のある࠷δにݣしଔ療Ꮛのנり

૾を考えていきます。


4�ギȕテッȉ、Twice EZceptional
2E� 
%hildrenへのࣖݣ

᭗い能щ、᭗い能щと相Ӓする能щをஊし、ཎ
別なૅੲをᙲする子Ʋものܱ७৭੮とૅੲについ
て研究します。

δから成人まで、ᨦܹなƲૅੲをᙲする人࠷
たちへのᏋやૅੲを考えます。

いじめやɧႇఄ、ᖋࢳ、᩼行なƲのᏋ問題
へもӕりኵǜでいます。
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－243－－242－

ǭーワーȉ ಒࣞ発ᢋ、理解、学Ƽ、子Ʋもの၏ൢ理解、࣎理学研究ඥ、子Ʋも、̬Ꮛ、ݱδ医療

ᧉ分ݦ 発ᢋ࣎理学、ᛐჷ発ᢋ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

2013
 .子˦ኔ子・ɶޛٳ�ʐ࠷δはɭ界をいかに理解するかᲧ᬴ܱで読み解くហちǌǜと࠷δのɭ界 新୴社
子Ʋもの၏ൢ理解研究会.
2018）၏ൢやǱǬの子Ʋもにᣐॾした医療環境に᧙するᛦ௹報ԓ. デǶインエッǰ社
ɶ˦子・ඕ合ᅙ子
2017�៲体的ၘみに᧙するឋ問にݣする࠷δのӒࣖバイアスᲧᏉܭバイアスにදႸしてᲧʐ࠷δ医学・࣎理学
研究� 26� 121-130

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・子Ʋもや子Ꮛてに᧙するあらǏるᚨ/ᢿፙ。
̬Ꮛ、Ꮛ、ݱδ医療ᚨなƲ。

子Ʋもに᧙するܱ७ᛦ௹、Ꮛ・̬Ꮛܱោのјௐ

౨ᚰの૾ඥのご੩క、データ収ᨼ・分ௌのૅੲがで
きるかもしれませǜ。

子Ʋもに᧙わるྵئから生じる課題を出発点とし
てɟደに研究にӕりኵみたいです。

ᛐჷ発ᢋ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ɶ ˦子 NAKAᵱᵦᵧᵫA Nobuko

子ỄờỊɭမửỄạ理解ẲềẟỦẦ
～ 子Ễờの理解ᚸ̖のẺỜの૾法の౨᚛と੩క ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ʐ࠷δは能でӖѣ的だと࣬われるかもしれま
せǜが、ƦƏではありませǜ。発ᢋのごくИか
ら、基ᄽ的学፼能щ、他者から学፼する能щが
いています。ԗの環境をいくつかのɭ界Üཋの
ɭ界、生ཋのɭ界、࣎のɭ界ÜにғЏり、Ӳɭ界
にஊの考え૾でྵᝋをとらえることも可能です。
これらのᛐჷ・社会的基盤をםӨに、子Ʋも自៲
がᆢಊ的に環境と相ʝ作ဇすることで、ݼ学Эま
でには、大人の理解と本ឋ的にはさǄƲ相ᢌのな
いᝅかな理解を構ሰするのです
1）。

ᅶもこƏした新しい発ᢋᚇのもと、ݱさいお子
様をݣᝋに࣎៲の理解、自ࠁ理解の発ᢋ等につい
てᛦ௹を行ってきました。ɟ人ƣつ᩿をして理
解ᚸ価をする研究ඥをとることがٶく
3�、様々な
をしてきました（̊えばȑペットを̅ဇするپ
なƲ
4�）。ឋ問ࡸ࢟にǑってもࢽられるデータは
ီなり、ኬかいᣐॾがかかせませǜ。

最ᡈでは、子Ʋもに᧙わるྵئから生じる課題
を出発点として研究にӕりኵみたいと࣬ƏǑƏに
なりました。Ʀのɟ̊として、ݱδ医療ྵئを
ȕǣールȉとした研究があります
2） 。

これまでのᛦ௹ኺ᬴を生かして、ྵئの૾々の
ȋーズにǑりƦった研究計ဒのᚨ計・分ௌඥの੩
కやૅੲを行い、Ʀの成ௐを自分の研究にかし
たいと考えています。


Ხ�ᛦ௹のᨥに̅ဇするȑペッ
ト。ហちǌǜऀᇕが子Ʋもにឋ
問を৲げかけると、子Ʋもたち
はȪȩックスして、はりきって
様々なことをおᛅしてくれます。


ᝋとしたᛦ௹の様ݣδを࠷�3
子。טのɟܴにて（ɶ・ඕ
合� 2017のᛦ௹᩿ئ）。


2013
ɶ・ޛٳ�1�


2�子Ʋもの၏ൢ理解研究会
2018�

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学
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－245－－244－

ǭーワーȉ ܴ談ᛅ、ݣᛅ、学፼、ܱោ的ჷᜤ、٣

ᧉ分ݦ Ꮛ࣎理学、発ᢋ࣎理学、学፼科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ɟ௶ኔ「ң的なᛅし合いをૅੲするࠖのұ興的࣬考の研究：業談ᛅとインタビȥー記録の分ௌにǑるȪȴǩ
イシンǰ時のࠖの࣬考の౨᚛」 ᅸဋշˊ፦・ᕲ൶康ࢠዻᓸ『これからのឋ的研究ඥ：ᲫᲯのʙ̊にみる学ఄᏋ
ܱោ研究』ிʮ、2019年
ɟ௶ኔ「ܴのǳȟȥȋǱーシȧンからᙸる業٭᪃」 ˱ᕲ学Ǆかዻ『ޥඬᜒࡈ Ꮛ ஓᲯޒ᪃への٭ 学Ƽ
とカȪǭȥȩム』ޥඬ2017、ࡃ年

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学ఄྵئにᨂらƣ、医療やჃᜱなƲ、ݣᛅや
Ǳアをܱោされている૾

学ఄྵئに᧙わらせていただき、Ʀこで子Ʋ
もや先生૾がႺ᩿する課題をもとに研究を進め
ています。

教Ꮛ࣎理学研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ɟ௶ ኔ ᵧᵡᵦᵧᵷANAᵥᵧ Tomonori

学ఄỆấẬỦ子Ễờの学Ỏと教ࠖの学Ỏ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

「あの子の考えはƲƏやって生まれたǜだǖƏ」「ƲƏして先生はあの᩿ئでああいƏƾƏに
ࣖじたǜだǖƏ」といった問いを持って研究をしています。ཎに、なにげないܴでのଐ々のɶ
で生ឪする子Ʋもや先生૾の学Ƽをଢらかにするために、ᛅしᚕᓶでのやりとりやノートやワー
クシートへのきᚕᓶ、᩼ᚕᛖ的なཎࣉなƲにあらわれる子Ʋもや先生૾の「٣」にბႸしなが
ら研究を進めています。

また、ƦƏした学Ƽをૅえるܴや学ఄの持つ文҄にもბႸしています。ܴや学ఄにǑって
子ƲものǳȟȥȋǱーシȧンがီなるのはなƥなのか、ңᜭ会での先生૾のᛖりがီなるのはな
ƥなのか、ƦのᢌいにǑってƲのǑƏな学ƼがƦれƧれにあるのかを、ܱᨥに学ఄྵئに᧙わら
せていただきながら研究しています。

これらの研究にǑり、子Ʋもや先生૾の学ƼをૅੲすることをႸਦしています。

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学
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ᧉ分ݦ Ꮛ行学、学ఄኺփ、ᏋС度、生෨学፼・社会Ꮛ、᧸

䠘㛵㐃䛩䜛ᢸᙜᤵᴗ⛉┠䠚

䠄䠍䠅㢠ඹ㏻ᩍ⫱ㅮ⩏䛸䛧䛶ᐇ
䚽 䝪䝷ン䝔䜱䜰㛤ⓎㄽϨ䞉ϩ
䚽 䝁䝭䝳䝙䝔䜱㛤ⓎㄽϨ䞉ϩ

䠄䠎䠅ᩍ⫋大学㝔㛤ㅮ⛉┠
䚽 地域ᩍ⫱⤒Ⴀ䛾⌮ㄽ䛸ᐇ㊶
䚽 学ᰯᏳィ⏬䛸地域㜵⅏

䕔新潟創生ேᮦ⫱ᡂプ䝻䜾䝷䝮
䛂䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝬䝛䝆䝯ントプ䝻䜾䝷䝮䛃
䠄ୖグ䝪䝷ン䝔䜱䜰㛤Ⓨㄽ䞉䝁䝭䝳䝙䝔䜱㛤Ⓨㄽ䜢
୰ᚰ䛻ᐇ䠅
地㟈䜔㢼Ỉᐖ䚸㞷䛺䛹䛾ཝ䛧い⮬↛᮲௳䜔⅏ᐖ

䛸ᢡ䜚合い䜢䛴䛡䛺䛜䜙䚸㇏䛛䛺㒓ᅵ䜢⠏䛝䚸⥔
ᣢ䞉Ⓨᒎ䛧䛶い䜛新潟䛾地域䛸䛭䛣でάື䛩䜛ே
䛯䛱䛻学䜃䚸地域䛾⣲ᮦ䜢Ⓨぢ䛧☻䛝⫱䛶ୖ䛢
䜛ຊ䚸⮬ຓ䞉ඹຓ䞉බຓ䜢⪃䛘合わせ䛺䛜䜙ே䛸
ே䛸䜢䛴䛺いでい䛟䛣䛸䛾で䛝䜛ຊ䜢᭷䛩䜛䚸䝁
䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝁ー䝕䜱䝛ーター䚸⅏ᐖ䝪䝷ン䝔䜱䜰䞉
䝁ー䝕䜱䝛ーター䛾⣲㣴䜢ᣢ䛳䛯ேᮦ⫱ᡂ䜢┠ᣦ
䛧ま䛩䚹

ǭーワーȉ 学ఄᏋ、生෨学፼、ܼࡊᏋ、社会Ꮛ、地域Ʈくり、地૾創生

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

᩷ஙɟዻ『ࣄ・ࣄ興へ向かƏ地域と学ఄ』（大ᩗに学ƿ社会科学ᇹᲰࠇ）、ிබኺฎ新報社、2015年。
ଐ本ᏋʙѦ学会研究推進ۀՃ会ዻ『ȁーム学ఄの発૾ޒሊと地域Ȧȋット҄へのဦ』学ʙ出版、2018年。
ᩏރԗ『学ఄのܤμ・地域の࣎ܤ ᳸地域学ఄңѣと生෨学፼がܣる᳸』新潟ଐ報ʙ業社、2022年。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学ఄᏋ、ܼࡊᏋૅੲ、社会Ꮛ・生෨学
፼にかかわる人・ኵጢ・ׇ体
・地域Ʈくりにかかわる人・ኵጢ・ׇ体

地૾創生には様々なɼ体がӕりኵǜでいます
が、̾々バȩバȩにѣするのではなく、つな
がりにǑる相ʈјௐをƏみだしていけます。

教Ꮛᘍ学研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᩏރ ԗ KᵳᵫOO ᵱhu

学ఄỀẪụ・ʴỀẪụ・ע؏ỀẪụ
～ 教Ꮛ経փỆợỦʴᏋとếễầụのоဃ؏ע ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ꮛ行学は、Ꮛのவˑૢͳに᧙する学問で
す。Ꮛவˑとは、学ఄ環境ૢͳにとƲまらƣ、
ƲのǑƏにՃ成を行いဇし研̲するか、何
をƲのǑƏにえるか、ƲのǑƏなݦᧉ性を持つ
職Ճをᣐፗするか、なƲあらǏることがԃまれ
ます。ƦしてƦれは、学ఄᏋにとƲまらƣ、ܼ
Ꮛૅੲ、社会Ꮛ、生෨学፼にもӏƿものでࡊ
す。

地域Ꮛኺփは、ɶ学ఄғᆉ度を基本ҥˮとし、
学ఄをఋにしながら、地域のᏋเ（くはٶ）
をኽƼ付けるもので、Ꮛ行の学ఄғにおける
ܱྵ行ѣといえます。ƦのǑƏな学ఄをつくるこ
とで、Ʀこに᧙わる人たちが自分の学Ƽをѣに
ኽƼつける、ƦƏいった人Ʈくりが可能になりま
す。地域のɶでǑりǑく生きるために、学Ƽ、つ
ながり、ѣする。ƦƏいった˰ൟにૅえられて、
˰みǑい・˰みたい地域が࢟成されます。

つまり、学ఄƮくりをឪ点としながら、地域の
人Ʈくりがられ、学ఄをڼめとする地域のあら
ǏるᏋเと人々がѣすることで、地域Ʈく
りがޒすることになります。ƦƏいった地域Ʈ
くりがすでに行われている地域を研究ݣᝋとして
分ௌするともに、ƦのǑƏな૾向性を求める地域
に参ဒ・ܱោすることもᙻにλれます。

ᩍ⫱学㒊

人人文文社社会会科科学学

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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ྡྂᒇ 䠄ϮϬϭϵᖺϭϮ᭶䠅

ǭーワーȉ 地૾МႩ、地域社会と治、合ॖ࢟成、インȕȩૢͳ、ȡデǣアと治、ลฺ行

ᧉ分ݦ ଐ本治ٳʩӪ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᆖӴ『ෙลの治Ӫ：ଢ治からࢸへ』ӸӞދ大学出版会（2014年）
᛫ޛദ・᭗پࢯޛ・ۋႳ̲『みなとまち新潟の社会Ӫ』新潟ଐ報ʙ業社（2018年）
規・ʞႊଊ᪽ᕣዻ『ローカルからのϐ出発：ଐ本と福ʟのǬバナンス』ிʮ大学出版会（2015年）ܢ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 社会インȕȩૢͳをすすめる࠻ܫ、自治体、
ᅶ企業

• 地域社会のɭᛯを࢟成するȡデǣア

あくまでഭӪ研究ですので、ଢࣛな「ሉえ」
をݰき出すわけではありませǜ。しかし、ᢅӊ
のいくつかのʙ̊をኜ解くことで、問題解決の
Ȓントƙらいはᙸつかるかもしれませǜ。

ᆖӴ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ᆖӴ  ᵧNAᵷOᵱᵦᵧᵊ Akira

МႩとỊ˴Ầ૾ע
～ ᅈ˟ỶὅἧἻૢͳửỜẫỦܼと૾ע ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人々の生൦แをዜ持し、またોծしていくた
めには、ᤧᢊ・ลฺ・ᢊែ・ᩓൢ・Ǭス・൦ᢊな
Ʋ、様々な社会インȕȩが࣏ᙲとなります。これ
らの社会インȕȩを、Ʋこに・ƲのǑƏにૢͳし
ていくのかを決めることは、ᡈྵˊの治に求め
られるᙲな役лのƻとつです。

ʩӪ研究は、ɼとして、これٳஹのଐ本治ࢼ
らの社会インȕȩૢͳを、治ܼやܫ·がƲのǑ
ƏにМဇしてきたのか、といƏᙻ点からදႸして
きました。すなわち、ηや治ܼは、ᢠਫでѨ
つためにᢠਫғへの社会インȕȩૢͳをᛔݰして
きた、といƏ「地૾МႩᛯ」です。

しかし、地域社会にᤧᢊやลฺをつくることが、
Ʀのまま「地૾МႩ」になるわけではありませǜ。
ƦこからऍऔをӖける人もいれば、ऍऔをӖけな
い人もいるからです。Ʀれらのૢͳに、地Ψਃ
が求められるのであれば、なおさら地域社会での
合ॖ࢟成が࣏ᙲになるでしǐƏ。「地૾МႩ」は、
ᛡかが作り上げる࣏ᙲがあるのです。

Ʀれでは、ɟ体だれが、ƲのǑƏにして、「地
૾МႩ」を作り上げるのでしǐƏか。また、Ʀの
ਃいにǑって、「地૾МႩ」のかたちは、٭わ
るのでしǐƏか。これらの問いにሉえるために、
とりわけลฺ・地域ȡデǣア（新Ꭵ）・ܱ業ܼに
දႸして、研究を進めています。

㛗ᓮ 䠄ϮϬϭϵᖺϵ᭶䠅

ἲ学㒊

人人文文社社会会科科学学

⤒῭⛉学㒊 学㝿᪥ᮏ学プ䝻䜾䝷䝮
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ᣋⴭϮϬϭϮᖺ䠄ᕥ䠅䛸䚸䛭䛾ⱥㄒ∧ϮϬϮϬᖺ䠄ྑ䠅

㏆ᖺຍわ䛳䛯プ䝻䝆䜵䜽ト䛾ᡂᯝ䛾୍㒊

ǭーワーȉ Ϭ、ᨥᆃࡀᚇ、ଐɶ᧙̞、ଐǽ᧙̞、Ӵဋᒔ、環ଐ本ෙңщ、ଐ本社会η

ᧉ分ݦ ଐ本治Ӫ、ଐ本ٳʩӪ、ᨥ᧙̞Ӫ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᅕဋᝅᨙ『Ϭ構造の٭容とଐ本のݣɶٳʩÜÜʚつのᆃࡀᚇ1960-1972』（ޥඬ2012、ࡃ年）。
Yutaka Kanda, Translated by Yoneyuki Sugita, Japan’s Cold War Policy and China: Two Perceptions of Order, 1960-
1972 (Abingdon: Routledge, 2020).

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ཎに、上記「環ଐ本ෙңщ」に᧙して、ここ
数җ年の新潟における人文・社会科学と自科
学における成ௐは数ٶく、新大の「地のМ」を
生かして、ƦれらをԈ収したいと࣬っています。

あくまでഭӪ研究としてӕりኵǜでいますが、
「ᢅӊに々はƲのǑƏなᨥ的ޒஓを持って
きたのか」をขくჷることは、ʻଐのଐ本ٳʩ
ᛯにとってもᙲなとなるはƣです。

神ဋᝅᨙ研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

神ဋ ᝅᨙ KANDAᵊ ᵷutaka

Ϭとଐஜٳʩ
～ ଐஜのਦݰᎍẺẼỊẆϬỆˊỪỦᨥᆃࡀửỄのợạỆನेẲẺのẦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᇹʚഏɭ界大ࢸ、ཎにϬ時ˊのଐ本ٳʩの
ഭӪを研究しています。

まƣ、ɶ・ǽ連にݣするଐ本のٳʩについて
研究してきました。ここでは、ଐɶ・ଐǽのʚ
᧓᧙̞がƲのǑƏにޒしてきたかといƏʙܱの
解ଢももちǖǜですが、ƦƏした解ଢを通じて、
ଐ本のਦݰ者（̊えばӴဋᒔ、ެ信介）たちがி
アジアᨥᆃࡀのஓましいあり૾についてƲのǑ
Əなビジȧンを持っていたのか、といƏことをଢ
らかにしてきました。ǰローバルなϬのዬࢌዼ
ԧのඬにிアジアも合්していくǂきか、あるい
はアジアは自のᆃࡀのۋをኧしていくǂきか、
といったޒஓの相ᢌが、ӷじ̬ܣѬщ（自ൟη）
のਦݰ者の᧓にもנ܍していたのです。

このテーマに᧙連して、ଐǽの通ՠତ᧙̞や、
かつて新潟でもႮり上がった「環ଐ本ෙңщ構
े」にも᧙࣎を持ってきました。ཎにࢸ者は、新
大でのᧈ年の成ௐも生かして、Ӟˊからのᧈの
ᙻ点でこの地域のʩ්のཎឋを考えています。

ᡈ年は̬ܣѬщǑりも᪃新Ѭщのٳʩᛯ、̊え
ばϬ下でଐ本社会ηも構ሰに加わったӒ共社会
ɼ፯Ѭщのᨥネットワークの解ଢや、いわǏる
「ഭӪ問題」に᧙連して、ଐ本社会ηのࢸԧ解
ሊの研究も進めています。

ἲ学㒊 ⤒῭⛉学㒊 学㝿᪥ᮏ学プ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学
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♫ಖ㞀䛾ᩍ⛉᭩䚸♫ಖ㝤䜔⚟♴䛾ᖺ㚷䛺䛹䠄ඹⴭ䠅

䝗䜲䝒་⒪ไᗘሗ࿌᭩䠄ඹ⦅ⴭ䠅䚸౫㢗ཎ✏ᥖ㍕䛾་⒪ᨻ⟇ᑓ㛛ㄅ

ǭーワーȉ π的医療̬ᨖ、医療੩̓体С、ᚮ療報ᣛ、医療のឋ、医療アクǻス、ȉイȄ、新潟ฌᣒ（ᢋ人౨ܭ「のᢋ人」）

ᧉ分ݦ 社会̬ᨦඥ、医療̬ᨦඥ、π共ሊ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ɔ共ᓸƇ『ɭ界の၏ᨈ・介ᜱᚨ』（ඥࢷ文҄社、2020年）28᪫᳸48᪫、『̬健医療と福祉』（ɶځඥ規、
2021年）90᪫᳸104᪫、『社会̬ᨦの基ᄽ（ᇹ2版）』（ிබኺฎ新報社、2022年刊行ʖܭ）ᇹ5ᇘ なƲ
Ɔҥᓸᛯ文Ƈ「医療のឋと医療̬ᨦඥ
1�」ඥ理ᛯ522ࠇӭ（2019年）27᪫᳸75᪫、「ӷ
2�」ӷ523ࠇӭ
（ӷ年）15᪫᳸61᪫、「ӷ
1ӭ（2020年）1᪫᳸48᪫ࠇӷ53「�ܦ・3 なƲ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᚮ療報ᣛや医療のឋのᄩ̬に᧙࣎のある၏ᨈ
なƲのሥ理者や医療職、̬ᨖ者の૾々
・地域医療にӕりኵǉ地૾π共ׇ体の૾々
・医療のС度やሊに᧙࣎のある૾々

ᧉᛏでのؓᇿのǄか、ɟᑍの૾々にわかりݦ
やすく医療С度のѣきを解ᛟするӕኵみにも参
加しています。Ⴚᡈでは『ɭ界の社会福祉年ᦷ
2020』でȉイȄのǳロナݣሊをಒᛟしました。

ဋɶ˦ᐱ研究ܴ https://researchmap.jp/tanakashinji

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ဋɶ ˦ᐱ TANAKAᵊ ᵱhinji

Ҕၲ̬ᨦ法ỆợỦҔၲᝲ・ᚮၲإᣛẆҔၲのឋのᄩ̬Ẇ
ҔၲỴἁἍἋのᛦૢ ～ ଐஜとἛỶのൔ᠋法ửᡫẳề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究のႸ的】ൟ皆̬ᨖの下で、「̬ᨖあって
医療なし」はᚩされませǜ。Ʀれ、医療機᧙へ
のアクǻスᄩ̬は医療̬ᨦඥの最ᙲ課題のɟつ
なのですが、2025年ˌᨀのྵ役ɭˊ࣯ถには
医療ȋーズのȔークアウトへのࣖݣなƲもなり、
Ǒりᩊしい問題となることがʖेされます。また、
医療アクǻスのᄩ̬は、医療ᝲの৮С・јྙ҄、
医療のឋの向上との᧓の相ΰ᧙̞も៊まえて考え
なければならないテーマです。このため、ᚮ療報
ᣛС度ો᪃にǑる人ӝถݲ地域での医療機᧙のዜ
持や医療のឋの向上とɲ立する医療アクǻスᄩ̬
ሊについて研究しているとこǖです。
【研究のݣᝋ】研究では、ଐ本とȉイȄの医療С
度をݣᝋに、Ʀの構造やཎࣉ、ഭӪと課題なƲを
ൔ᠋するアプローȁをっています。ȉイȄのᨈ
内マネジȡントやᐮਦデータᚸ価システムな
ƲにǑる医療のឋのᄩ̬、人ӝ්出にႺ᩿してき
たிȉイȄ߸での医療アクǻス、ᚮ療報ᣛを
ဇした地૾၏ᨈのዜ持૾ሊなƲにදႸしています。
【研究のјௐ】人ӝ構造大᠃੭のɶで医療̬ᨦは
大な᩿ޅをᡇえています。医療С度ો᪃、ᚮ療
報ᣛોܭ、地域医療構ेなƲにおける立ඥ・行
ܱѦ、医業ኺփや̬ᨖ者のʙ業ᢃփ、ൟの健康
にݲしでも役立つ研究を࣎がけたいと࣬います。

ἲ学㒊

人人文文社社会会科科学学
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ᧉ分ݦ 行学、地૾自治、ᣃࠊሊ

ᬔغ研究ܴ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ᬔغ ͤ ᵠAᵠA Takeshi

ǭーワーȉ Local Act、行ྵܼ҄ᝋ、ᣃࠊ機能のᢘദ規

ᣃࠊỆễỦとẟạẮと
～ ᵏᵗɭኔᒍỆấẬỦᵪocal ActỆợỦೌᨂ˄ɨ ～

1904ᖺスウ䜱ン䝗ンᕷ䛜㊰㠃㟁㌴ᩜタᶒ㝈䛾
䛯䜑䛾Local�Actไᐃ䜢ᅜ䛻ồ䜑䛯ㄳ㢪ᩥ

䛄ⱥᅜ䛾大㒔ᕷ⾜ᨻ䛸㒔ᕷᨻ⟇1945Ͳ2000䛅䚸
ᩗᩥᇽ䠄2012䠅䚸༢ⴭ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

「%lauses %onsolidation Act
வወ合的ᜭ会Сܭඥ�のСܭとᣃࠊ機能」『ܓ刊 行ሥ理研究』ᇹ175ӭ
（2021.9.）
「19ɭኔࢸҞからᇹɟഏɭ界大までの、ロンȉンをݣᝋとしてСܭされた地૾ඥ（Local Act）とƦのСܭ
に᧙̞したʙѦࡰᜱٟ（5olicitor）とᜭ会ˊ理人（2arliamentar[ Agent）」『ඥ理ᛯ』 1ӭ、121-236Ღࠇ48

2015.9.� 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᣃࠊ問題の発生と行機能のਘ大について᧙
のある自治体࣎
の࣎ထ合́にˤƏғ域と機能のᱨᱰに᧙ࠊ・
ある自治体

・ғ域と機能に᧙する̾別的、ɟᑍ的課題の৭
੮
・行ྵܼ҄ᝋのܱᚰ的৭੮

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

々は、ᣃࠊであるといƏことを࢘のこととして
ਵえていますが、ではᣃࠊとはɟ体何かといƏ問いに
ሉえるのは容ତではありませǜ。ᅶがݦᧉとする行
学の分では、ᣃࠊの機能にბႸして、ᣃࠊをਵえǑ
Əとします。ただ、ᣃࠊが持つ機能といってもƦれこ
ƦݣᝋなƲにǑって様々で、Ʀの機能を੩̓するのに
ᢘദな規もɟ様ではありませǜ。

Ʀれでは、このǑƏなᣃࠊの機能はƲのǑƏにして
生まれてきたのでしǐƏか。Ʀこで、ྵנ進めている
研究では、19ɭኔのᒍで、地૾に˰ǉ̾人やׇ体が
ᣃࠊ機能（πೌщ）をࢽるために会にᛪᫍして成立
したඥࢷ（Local Act）を̊にӕりながら、ᣃࠊ機能
のਘ大がƲのǑƏに行われてきたのかをଢらかにしǑ
Əとしています。これは、とりもなおさƣƦれまでπ
ೌщを持たなかったئ所が何らかの地૾ׇ体としての
地ˮをࢽるといƏ「ᣃࠊになる」といƏことをଢらか
にすることに他なりませǜ。さらに、࢘ИはӲ地૾の
̾人やׇ体がバȩバȩに会にᛪᫍしていたLocal 
Actがある時を境にしてถݲし、ˊわって会のͨ
でแ҄したȡȋȥー（%lauses %onsolidation 
Act）を੩ᅆするǑƏになってきます。

ここに、行学でいƏとこǖの行ྵܼ҄ᝋのᓦ
ᑻをᙸてӕることができます。このǑƏな研究を通し
て、ᣃࠊをƲƏマネジȡントしたらǑいのかについて

まとめられればと考えています。

ἲ学㒊

人人文文社社会会科科学学

https://researchmap.jp/readᵎᵎᵔᵐᵔᵖᵑ
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ǭーワーȉ ঙඥ学、ඥՋ学、ȪșȩȪズム、ナシȧナȪズム、ݲ数者のೌМ

ᧉ分ݦ ঙඥ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ɔ共ᓸƇήँᲷ᱅ܷɟٽ『ナシȧナȪズムの治学 規ር理ᛯへのᛔい』（ナカȋシȤ出版、2009年）
Ɔ共ᓸƇ大գԍᲷ大එᅵ介『アȡȪカのঙඥ問題とӮඥݙ௹』（成文ؘ、2016年）
ƆҥᓸƇంဋ̀『Ȫșȩル・ナシȧナȪズムঙඥ学 ଐ本のナシȧナȪズムと文҄的ݲ数者のೌМ』（ඥࢷ文҄社、

2020年）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

様な人々の「ɟ人ƻとり」ٶ、人をԃめٳ・
を等にৢƏとはƲƏいƏことか、また、Ʀの
ために̬ᨦすǂきݲ数者のೌМとはƲƏいった
ものかに᧙࣎のあるや自治体等

ナシȧナȪズムについて考えるには、まƣ、
៲ᡈなኽƼつきであるᣂםへのेいが大Џです。
̊えば、新潟ลล150年、ᧈޢ400ࡅ年を
記ࣞする࣎に、本研究は᧙̞します。

ంဋ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ంဋ ̀泰 KᵳRᵧTA ᵷoshiyasu

ἜἉἹἜἼズムとঙ法学
～ঙ法とɟᑍᅈ˟とのἀἵἕἩỆửẦẬỦẮとỊẟẦỆẲềӧᏡẦ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【【研研究究ののႸႸ的的】】
ঙඥは、ɟᑍ人には理解できない。最ᡈ、Ʀǜ

な٣をᎥくことがあります。ঙඥは、わたしたち
のଐࠝ生と、Ⴚにはかかわることはないです
が、ඥˋ等とఌΨでつながり、᧓的にはขくか
かわっています。であれば、ঙඥの理解にݦᧉܼ
とɟᑍ人とでギȣップがあるのはǑくありませǜ。
本研究は、ƦƏしたギȣップが生じるのはなƥか
をナシȧナȪズムをᦆಒࣞとして解ଢし、ขЦな
ものにᐱらないǑƏにするためにはƲƏすǂきか
を考えるものです。
【【研研究究ののಒಒᙲᙲ】】

ナシȧナȪズムはफいॖ味で̅われることがٶ
いですが、学問的には、Ʀれだけではありませǜ。
本研究は、とりわけ、ȪșȩȪズムといƏ自ဌを
基ᛦとしたՋ学からঙඥをਵえるˁ૾と、ナシȧ
ナȪズムとの᧙̞性について考ݑしています。
【【ࢳࢳさされれるるјјௐௐ】】

ଐ本人とは何かをႺᙻすることで、ྵܱにఌࠀ
したঙඥ理解は進ǉでしǐƏ。また、ƦƏするこ
とにǑってはじめて、アイȌやඌጃの人々、ٳ
人といったݲ数者とともに、健μなଐ本社会を࢟
成・ዜ持できると考えています。

人人文文社社会会科科学学

ἲ学㒊
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䛂᠇ἲ䛾䛴䛹い䛃䠄ᶍᨃᅜ䠅䛾ᵝᏊ䠄䛭䛾䠍䠅

ǭーワーȉ ঙඥ学、ɼೌ者Ꮛ、લ会、会、アクテǣȖ・ȩーȋンǰ

ᧉ分ݦ ঙඥ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

Ɔ共ᓸƇޢဋٽǄか「ርᜭ会2016Ყ記録と料」ႉᯡ大学ᛯᨼᇹ32ࠇᇹ2ӭ（2018年）pp179-233
Ɔ共ᓸƇޢဋٽǄか「ርᜭ会2017Ყ記録と料」ႉᯡ大学ᛯᨼᇹ33ࠇᇹ2ӭ（2019年）pp209-270
Ɔ共ᓸƇంဋ̀Ǆか「大学生にǑるɶ学生のためのલ会2019Ყ新潟ࠊ・ˋԧΨ年度「ঙඥのつƲい」の記録
と料」ඥ理ᛯ534・3ࠇ合́ӭ（2021年）pp1-52

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学ఄ、Ʀの他Ꮛ機᧙（࠼いॖ味でᏋに᧙
̞するとこǖであればƲこでも）

2021年度の新潟ࠊのイșント「ঙඥのつƲ
い」として、「505ܱӸႇ録፯Ѧ҄」᧙連ඥక
をৢƏલ会が新潟ࠊ立ႉҤɶ学ఄで行われ
ました（ϙჇЭはɶ学生、೨上は大学生）。

ంဋ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ంဋ ̀泰 KᵳRᵧTA ᵷoshiyasu

લ˟とঙ法学
～Йщ・ႎἼἘἻἉὊử៲ỆếẬӋ加ẴỦẺỜの教ᏋỆӼẾề～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【【研研究究ののႸႸ的的】】
おʝいのɼࢌを᪽ごなしにԁܭしてばかりでは、

ᜭᛯはできませǜ。おʝいにݭし、理ဌƮけを
ᅆしながらᜭᛯする࣏ᙲがあります。本研究は、
こƏした७度をƲƏすれば៲につけられるのか、
લ会のܱោを通じて考ݑします。また、本研
究は、ᒉ者の問題᧙࣎とঙඥ上のೌМがƲƏ᧙連
あるいはƲƏ相ʝ作ဇするかも考ݑします。
【【研研究究ののಒಒᙲᙲ】】

લ会とは、学生に会ᜭՃ等の役лをじ
てもらい、ܱᨥの会ݙᜭをલ的に体感しても
らƏᚾみです。ඥకの作成からۀՃ会、本会ᜭま
で、業時᧓や学生のȢȁșーシȧンに合わせて
ᛦૢし、ܱោします。こƏしたᚾみは、ཎܭの
ሊのૅ持/ɧૅ持をᛔݰするとᛚ解されることが
ありますが、ӑ૾のɼࢌをݭし、Ʀの理ဌを考
することがႸ的ですので、治的ɶ立性をഎくݑ
とのЙはあたりませǜ。
【【ࢳࢳさされれるるјјௐௐ】】

学生は、ඥక作成・ඥࢷのСᢅܭᆉを学ƿこと
ができ、ᚇܲも「会ᜭՃ」として৲ᅚに参加す
れば、ඥకについて考ݑしॖ࣬決ܭする学Ƽをࢽ
ます。これらから、ഏˊをਃƏᒉ者の᧙࣎やྵˊ
的課題とঙඥとの᧙̞性がᙸ出されます。

ἲ学㒊

䛂᠇ἲ䛾䛴䛹い䛃䠄ᶍᨃᅜ䠅䛾ᵝᏊ䠄䛭䛾䠎䠅

人人文文社社会会科科学学
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㔞⤫ไ䛻お䛡䜛⪃៖䛾

ǭーワーȉ ঙඥ学Ღᢌঙݙ௹Ღ立ඥ裁

ᧉ分ݦ ঙඥ学・πඥ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

402（ଐ本ᚸᛯ社Ღ2020年）『地נঙඥ学のྵ』大ᢊᎧዻ್・ࢠ本ᱴޛ「ঙඥЙૺをԃǉЙ決の」本Ⴧޛ
᪫ˌ下Ღޛ本Ⴧ「৲ᅚ価値᠋ࠀᚫᚤのᜂᛯ点」ඥࢷ時報915ࠇӭ（2019年）13᪫ˌ下Ღ૬ᕲɟʁ・ؗӝथᢹዻ
。なƲ（分ਃؓᇿ）（文ؘᲦ2021年ࢀ）『ঙඥƆᇹ2版Ƈ録ଐ本』

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・何らかのඥ的ˁኵみをᚨ計したり、Ʀのˁኵ
みの下でɟܭのሊを行ったりするときに、ঙ
ඥ上の価値をƲのǑƏに考ॾすǂきかを౨᚛す
ることが࣏ᙲな૾々

「地味」な研究ではありますが、ᢌঙݙ௹を
考えるᨥにࠝに問題となるテーマをৢっていま
す。ෙٳやᨩ領域のʙ̊をも៊まえた「ኳわ
りなき」をこれからもዓけていきます。

ஜჇ研究ܴޛ https://researchmap.jp/ymmtmshr

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ஜޛ Ⴧ ᵷAᵫAᵫOTO ᵫasahiro

ᇌ法ᘶとそのወ制法
～ ᢌঙݙ௹のΪܱとᇌ法ೌ・Ӯ法ೌのᢘЏễ᧙̞ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䚽䚽研研究究䛾䛾┠┠ⓗⓗ
みなさǜも、ঙඥにӒするඥࢷを裁Й所がᢌঙ

とするといƏᢌঙݙ௹ೌについてᎥいたことがあ
るでしǐƏ。ᢌঙݙ௹ೌの行̅を通じてᢌঙなඥ
にǑるೌМ̛ܹを᧸ƙこと（ೌМ̬ᨦ）はᙲࢷ
ですが、他૾でඥࢷは、ɼೌ者がᢠਫで会ᜭՃ
をᢠƼ、ƦのᜭՃからなる会にǑってСܭされ
ており（ൟɼೌ）、ᢌঙݙ௹ೌとൟɼೌとを
Əまく「バȩンス」させなければなりませǜ（ೌ
щ分立）。ᅶの研究は、この「バȩンス」のӕり
૾に᧙わります。立ඥ者には、ඥࢷをСܭするᨥ
に様々なᢠ৸の˷地をঙඥがᚩ容する内でᛐめ
られており（立ඥ裁）、Ʀの立ඥ裁を裁Й所
がƲのǑƏにወСすǂきかといƏ点をଢらかにす
ることで、立ඥೌとӮඥೌのᢘЏな「バȩンス」
を౨᚛しǑƏとするものです。
䚽䚽研研究究䛾䛾ᴫᴫせせ

ᡈ年、最᭗裁Й所は、ࢼஹとൔǂて立ඥ裁を
ӈしくወСするͼ向をᙸせています。Ʀこで、ɟ
૾では、ƦのǑƏなЙ決を分ௌ・౨᚛することで
最᭗裁のЙ̊理ᛯの問題点を৭੮し、他૾では、
ෙٳ（ɼにȉイȄ）のЙ̊・学ᛟや、ᨩ領域
（行ඥ）のЙ̊・学ᛟを分ௌ・౨᚛し、立ඥ裁
のወСのஓましいあり૾を研究しています。

䚽䚽ᮇᮇᚅᚅ䛥䛥䜜䜜䜛䜛ຠຠᯝᯝ
まだまだᢊのりはᧈいですが、裁Й所が

ᢌঙݙ௹ೌをᆢಊ的に行̅し、これまでˌ
上にᢌঙなඥࢷにǑるೌМ̛ܹをΪ分に᧸
ƙǑƏになるとӷ時に、会のೌᨂをもᢘ
Џにݭすることを通じて、立ඥೌとӮඥ
ೌのǑりᑣい᧙̞をᅆすことができたらと
考えています。

ἲ学㒊

人人文文社社会会科科学学
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ୡ⏺㻝㻤㻟カᅜ䛾୍ேᙜ䛯䜚㻳㻰㻼䛸ฟ生⋡䠄㻞㻜㻝㻤䠅

ǭーワーȉ іئࠊ、ジǧンȀー、ܼଈ、ݲ子᭗ᱫ҄、アジア

ᧉ分ݦ ɶኺฎᛯ、і問題、ジǧンȀーᛯ、ݲ子҄問題

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ไӝဌ（2021）ࠁ『ݲ子҄問題のኺฎ学Ყ生きƮらい社会で出生ྙは˯下するᲧ』新潟ଐ報ʙ業社。
ไӝဌ（2021）ࠁ「ݲ子҄ᙲ׆分ௌのᙻ点Ყ本ɼ፯機能ɧμとしてのݲ子҄Ყ」ኺฎ理ᛯ学会『ܓ刊ኺฎ理ᛯ』

ᇹ58ࠇᇹ1ӭ。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

子҄問題にӕりኵǜでいるが、さらに大学ݲ・
や他の自治体とも連携して、Ǒりјௐ的なӕり
ኵみをኧしたい、Ⴤ内ࠊထ。
・ワークȩイȕバȩンスに᧙࣎がある産業界。

ไӝ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ไӝ ဌࠁ ᵫᵧᵸOᵥᵳᵡᵦᵧ ᵷuki

ሊのܱោݣ子化ݲᐯ˳とᡲઃẲẺ૾ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

子҄ͼ向（人ӝፗ੭൦แˌ下の出生ྙ）がዓݲ
くと、人ӝの年ᱫ構造が᭗ᱫ҄します。人ӝの᭗
ᱫ҄は社会̬ᨦૅ出ف加を通じてᝠをफ҄させ、
ᆢみあがったπ的ͺѦはኺฎのנ的Ꮴࢊ性とな
り、また年々のዬᝠはൟ生のឋをэ҄さ
せています。ƦしてƦのことがݲ子҄を加ᡮさせ
るᙲ׆にもなります。

このǑƏにଐ本社会をصさせるफࣅ環の最も
ᙲな環にݲ子҄（˯出生ྙ）があります。この
फࣅ環から৷け出すにはƲƏしたらǑいかといƏ
問題に、新潟大学ǳア・ステーシȧンの共生ኺฎ
学研究ǻンター（ˊᘙ・ไӝ）は、環ிアジアӲ
。の研究機᧙とも連携し、ӕりኵǜできました
Ʀの成ௐを2022年度に刊行ʖܭです。

これまでの共ӷ研究の成ௐを、地૾自治体と連
携しながら、ݲ子҄ݣሊのܱោのなかでかして
いくプロジǧクトを、2022年度から立ち上げます。

と連携して、新ޅのჷʙሊ࠻は、新潟Ⴤנྵ
潟Ⴤ内の大学ӏƼ大学研究者とჄӏƼჄ内ࠊထ
とをኽƿ、ݲ子҄ݣሊのܱោに᧙するプȩット
ȕǩームを構ሰしていくことをʖܭしています。

10年ҥˮのプロジǧクトとして考えています。

Zϸ�с�Ϭ͘ϲϭϭϲ
Ǉ�с�ͲϬ͘ϲϵϲůŶ(ǆͿ�н�ϴ͘ϳ3ϰϱ

Ϭ
ϭ
Ϯ
3
ϰ
ϱ
ϲ
ϳ
ϴ

ϭϬϬ ϭϬϬϬ ϭϬϬϬϬ ϭϬϬϬϬϬ ϭϬϬϬϬϬϬ
୍ேᙜ䛯䜚'�W䠄⡿䝗䝹䠅

⤒῭⛉学㒊 ⤒῭学プ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学
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人᧓が生き生きと生できるС度Ʈくりが
ᙲで、Ʀのなかでも「き૾ો᪃」がカギを੮
るとみています。

行や企業との連携がカギです。
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ǭーワーȉ Ӓǰローバルኺฎ、ɶݣ立、%18+&-19、ൟɼɼ፯のү機、ᧈɧඞ

ᧉ分ݦ ɶኺฎᛯ、ǰローバルኺฎᛯ、ྵˊ本ɼ፯分ௌ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ไӝဌࠁዻᓸ（2018）「ࠀで読み解くǰローバルኺฎ』ȟネルȴǡ。
ไӝဌ（2022）ࠁ「ǰローバȪǼーシȧンとൟɼɼ፯のジȬンマをឭえて」『TA5% /10T*L;』0o.542。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ǰローバル҄とൟɼɼ፯のジȬンマに᧙࣎の
ある人。
・%18+&-19のࢨ᪪щがもつݧᆉやขさに᧙
。のある人࣎

新ǳロナはいまを生きるわれわれに共通の
体᬴です。

៲ᡈな問題として共に考え共にݣሊしたいと
࣬います。

ไӝ研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ไӝ ဌࠁ ᵫᵧᵸOᵥᵳᵡᵦᵧ ᵷuki

ᵡOᵴᵧD-ᵏᵗࢸのἂἿὊἢἽ経ฎ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2016年はɭ界Ӫ上の大きな᠃੭の年でした。
イギȪスでの$4EX+T、アȡȪカでのトȩンプ࢘
ᢠなƲです。Ʀれは行きᢅƗたǰローバȪǼー
シȧンからのੵりしといƏ᠃੭で、先進にお
けるࠀਘ大のなかで、ඐᓳするɶ産᨞ኢがൟɼ
ɼ፯のኺែを通じたӒʏをឪこしていることが、
このੵりしのҾѣщでした。

ӫ下のᘙ（エȬȕǡント・カーȖ）は、ǰ
ローバル҄のௐܱを先進の下ˮɶ᧓ޖだけがʭ
Ӗできなかったことをᅆしています（ɶの点A
はɼにɶ人、点$は先進の下ˮɶ᧓ޖ、点%
は先進の݈ᘽޖのƦれƧれの所فࢽ加ྙ）。こ
れが先進でȝȔȥȪズムとともにӒǰローバル
҄のѣきが先ᥘ҄したᏑです。

新潟大学のǳア・ステーシȧンである共生ኺฎ
学研究ǻンターではこれらの研究を成ௐとして刊
行しました（ӫ上ϙჇ）。

ƦしてƦのࡨᧈዴでいま、%18+&-19ࢸのǰ
ローバルኺฎの研究をスタートさせました。

%18+&-19はƦれˌЭからあったѣき（Ӓǰ
ローバȪǼーシȧン、ɶݣ立、π的ͺѦസ᭗の
加なƲ）をさらに加ᡮさせているǑƏにみえまف
す。これから%18+&-19ࢸのǰローバルኺฎを読
み解いていきたいと࣬います。

⤒῭⛉学㒊 ⤒῭学プ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学
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新潟ᕷ䛾ᨺㄢᚋඣ❺䜽䝷䝤䜈䛾ㄪᰝ䜢ま䛸䜑䛯䜒䛾で䛩䚹

ㄪᰝは₇⩦䛾学生䛯䛱䛸⾜いま䛩䚹学生䛯䛱䛾⣲┤䛺Ẽ䛵䛝
は新䛯䛺どⅬ䜢䛘䛶䛟䜜ま䛩䚹

ǭーワーȉ ̬Ꮛのኺฎ学、્課ࢸδᇜクȩȖ、

ᧉ分ݦ マクロኺฎ学、̬Ꮛのኺฎ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᧈ߷ᩌ子（2012）『新潟の学ᇜ̬Ꮛを考える 』新潟ଐ報ʙ業社
ᧈ（2014）ࠊޢ「ᧈࠊޢ子Ʋも・子Ꮛてૅੲʙ業計ဒሊܭに᧙するȋーズᛦ௹報ԓ」

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・̬Ꮛ・子Ꮛて᧙連の課題を抱え、ᛦ௹を行い
たいと考えている自治体
・学生をˤƏᛦ௹に理解がある૾

上の̊では્課ࢸδᇜクȩȖを̊としてਫげ
ましたが、̬Ꮛ・子Ꮛて᧙連の他のテーマでも
Ʀのテーマにᢘするᛦ௹૾ඥにǑって進めてい
くことが可能と考えています。

ᧈ߷研究ܴ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᧈ߷ ᩌ子 ᵦAᵱEᵥAᵵA ᵷῄᾺᾸᾺι

̬Ꮛ・子Ꮛềの経ฎ分析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ここでは、᧙࣎を持ってすすめている̬Ꮛ᧙連
のኺฎ分ௌの紹介をいたします。̬Ꮛ・子Ꮛて᧙
連をテーマとすると、なƥኺฎ学でと࣬われるか
もしれませǜが、ɲᚃのݼ業のஊであったり、
子Ʋもの数なƲのᢠ৸に̬Ꮛ・子Ꮛて᧙連の環境
やሊがࢨ᪪をɨえる可能性があるなƲ、̬Ꮛの
ឋやС度等については、ኺฎ学的に分ௌする˷地
のあるテーマでもあるのです。

̊えば、્課ࢸδᇜクȩȖは、ദࡸには「્課
δᇜ健μᏋ成ʙ業」とᚕい、δᇜ福祉ඥᇹ6வࢸ
の3ᇹ2の規ܭに基Ʈき、̬ᜱ者がі等にǑ
りଷ᧓ܼࡊにいないݱ学ఄの子Ʋもたち（્課ࢸ
δᇜ）にݣし、業のኳʕࢸにᢘЏなᢂƼӏƼ生
のئを੩̓して、Ʀの健μなᏋ成をるもので
す。成27年度から5年᧓でኖ30ɢ人分のӖけ
ႤをૢͳすることをႸとした「્課ࢸ子Ʋもዮ
合プȩン」は、成29年の「新たなኺฎሊ
ȑッǱージ」にǑり、1年Э͂ししてܱしႸ
をᢋ成したとありますが、ឋのᄩ̬はƲƏなって
いるでしǐƏか。̬ᜱ者やਦݰՃへのᎥきӕりᛦ
௹や、アンǱート等のܭ的分ௌから、્課ࢸδ
ᇜクȩȖのྵཞや課題をଢらかにすることが可能
になります。

人人文文社社会会科科学学

⤒῭⛉学㒊 ⤒῭学プ䝻䜾䝷䝮
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ศㆡ䝬ン䝅䝵ンᖹᆒ༢౯䠄䝻䝅䜰㐃㑥ᖹᆒ䠖䝹ー䝤䝹ͬ䟝䠅

䝻䝅䜰䛾新⠏ศㆡ䝬ン䝅䝵ン䠄ᕥ䠅䛸୰ྂ䝬ン䝅䝵ン䠄ྑ䠅

ǭーワーȉ ロシア、˰ܡ、ᣃࠊ、ɧѣ産、˰ܡビジネス

ᧉ分ݦ ロシアኺฎ、ൔ᠋ኺฎ体С（ロシア・ி）、ロシアᣃئࠊܡ˰ࠊ・ሊ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᢊ上Ⴧஊ『˰ܡᝢʅᣃࠊȢスクワ』ிබࡃ、ȦーȩシアȖックȬット0o.185、2013年
ᢊ上Ⴧஊ「ロシアにおける˰ܡビジネス：ଐ本企業にとってのޒஓと課題」E4+0A 4E214T 2L75� 0o.149� 
2019� August� pp.14-20
ᢊ上Ⴧஊ「ロシアの˰ܡʙ情はƲこまで٭わったか」『ロシア・Ȧーȩシアのኺฎと社会』2018年1月ӭᲦ
0o.1024� pp.23-41

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

Ĭロシアからの研究者や学生との研究・Ꮛʩ
්、研̲やᙻݑ・ᙸ学のӖλ、ĭଐロӑ૾での
Ʈくり分でのኺฎңщࠊᚨ分、ᣃ・ሰ
やƦのᜭᛯ参加（会ᜭ等）、なƲにご᧙࣎、ご
ңщいただける自治体や企業の૾。

ଐ本、ロシア本においてもこの分の社会科学
的な研究ᔛᆢはまだݲなく、本研究は研究をȪーȉ
しています。Ȣスクワ、ペテルȖルǰ、カǶン、ȏ
バロȕスク、ウȩジオストクなƲのロシア人研究者
との研（ሰኺฎ、地理学、社会学、ኺฎ学なƲ）
究ңщ、共ӷ研究でӕりኵǜでいます。

ᢊɥ研究ܴίἿἉỴ経ฎ研究ὸ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᢊɥ Ⴧஊ ᵫᵧᵡᵦᵧᵥAᵫᵧ ᵫayu

˰ဃẦỤᙸẺἿἉỴの経ฎ発ޒ
～ ἿἉỴのᣃئࠊܡ˰ࠊのዮӳႎ研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ロシアの˰ܡには、ロシアኺฎのᒰඬを生きる
様々なロシア人の人生のがӒପされています。
本研究では、ロシアئࠊኺฎをٶ様な˰生から
ᡈし、Ʀの生にまつわるኺฎ発ޒやビジネス
。をਵえるᚾみですࣉとƦのཎޒ

研究ඥは、ኺฎ学に加え、社会学的なインタ
ビȥーやアンǱートᛦ௹もӕりλれています。Ȣ
スクワをはじめとするロシアのᣃئࠊܡ˰ࠊの発
Ʀのᨏで、ޒᗡの発ܡ˰、҄٭ሊのܡ˰、ޒ
生じる様々な˰ܡ問題をᡙいかけながら、ロシア
をଐ本とのൔ᠋でଢらかにするこࣉኺฎのཎئࠊ
とがႸ的です。

˰ൟͨのᙻ点だけでなく、˰̓ܡዅͨの研究と
して、ロシアのɧѣ産業やᚨ業、行の˰ܡ
ローンʙ業なƲのǄか、ଐ本の˰᧙連企業の進出
ʙ̊なƲ、ଐ本とロシアӑ૾の᧙連企業のئࠊ進
出の可能性についても研究をڼしたとこǖです。

、のϐ発の問題はロシアでもᙲでࠊᣃ・ܡ˰
ଐロኺฎңщႸのɟつにも上がっています。ロ
シアの大学、研究者もᣃࠊƮくりの分でଐ本と
のᏋ・研究・ʙ業ʩ්に᭗い᧙࣎があります。
ଐロӑ૾のভけにもなる研究をႸਦしています。

೧ 2000 2010 2015 201�
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୰ᑠᴗ䛾研究ᩍ⫱䜢Ⓨಙ䛩䜛䝫ータ䝹䝃䜲ト䛾ᒎ㛤
䛄 ^D�Ɛ <ŶŽǁůĞĚŐĞ EĞƚǁŽƌŬ WŽƌƚĂů 䛅

ŚƚƚƉƐ͗ͬͬƐŵĞͲŬŶĞƚ͘ŽƌŐͬ

ǭーワーȉ ɶݱ企業、ᨥޒ、産学連携、情報発信、アントȬプȬナーシップ、ネットワーク分ௌ

ᧉ分ݦ 会計学、ሥ理会計ᛯ、Ҿ価計ምᛯ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ኺฎ科学ᢿՃをɶ࣎としたɶݱ企業ナȬッジ
ネットワークǻンターでは、大学ᝠ産をかした
ɶݱ企業のჷのਗ点Ʈくりを進めてきました。地
域大学、ɶݱ企業、ᗡ、行、ٟ業が連携する
産ܫ学ٟの連携をขめ、ɶݱ企業の研究やᏋ
ѣを通じて、地域のɶݱ企業のストロンǰȝイ
ントや課題を࠼く内ٳに発信することをႸਦしま
す。ྵנ、ᅶはƦのǻンターᧈをさせて᪬いてお
ります。

ɶݱ企業ナȬッジネットワークǻンターでは、
地域のɶݱ企業のʙ̊を分ௌし、ネットワーク構
造をଢらかにすることで、地域のɶݱ企業ビジネ
スの成ыのɟяとなるネットワークの成ыᙲ׆を
ଢらかにしていきます。 ǻンターでは2、נྵ
つの研究がឥっています。ƻとつは、ネットワー
ク分ௌのඥをဇい地域のɶݱ企業ネットワーク
のࢍみや課題をଢらかにする研究です。もƏɟつ
は、イșントを通じて地域のɶݱ企業ネットワー
クがƲのǑƏに҄٭するかをʙ̊を通じてଢらか
にしていきます。

こƏした研究を通じて、̾々の企業だけでなく
地域のɶݱ企業ネットワークμ体としていかにᇤ
ʗ環境でѨち৷くかをଢらかにすることができる
と考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

研究̊ ワーǭンǰペーȑー ஊΨჷӪ他. 2018.ɶݱᣒᔺのෙޒٳに᧙するʙ̊研究 ：ଐ本ᣒ「がǜばれ༵
ちǌǜの」の᪡進出をɶ࣎に 
5/Es -nowledge 0etworM 2ortal 参ༀ）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ɶݱ企業、共ӷኵ合他
（業ᆔ業界は問いませǜ）

・行のɶݱ企業ሊのਃ࢘者

ᅶ̾人としてはɶݱ企業の連携とሥ理会計の
Мဇについて᧙࣎があります。ǻンターでは、
会計分にᨂらƣ、産ܫ学の連携から研究の
シーズを࢟に٭えていきたいと考えています。

ஊΨ研究ܴ ίɶ小˖ಅἜἾἕἊἕἚὁὊἁἍὅἑὊὸ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ஊΨ ჷӪ ARᵧᵫOTO ᵱatoshi

ɶ小˖ಅの̖͌σоἕἚὁὊἁのыᙲ׆
Ệ᧙ẴỦ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

https://sme-knet.org/

⤒῭⛉学㒊 ⤒Ⴀ学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ 行からの͈λれ、ᗡவˑ（М、ᝠѦСᨂவ 等）、ኺփ者のМႩᛦૢ

ᧉ分ݦ ᝠѦ会計、ܱᚰ会計学、エージǧンシー理ᛯ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ଐ本では、1990年ˊࢸҞからᙐ数の行が共
ӷで企業にᗡする「シンジǱート・ローン」の
Мဇがਘ大ͼ向にあり、2018年のസ᭗は79
Ϋόにも上ります（ӫ：ᘙᲫ参ༀ）。このǑƏ
なᗡ࢟७は、行にとっては付にˤƏ͂れ
Ȫスクをถじることができ、企業にとってはᗡ
をӖけやすくなるといƏМ点があります。

シンジǱート・ローンには、ᗡவˑとしてᝠ
ѦСᨂவがᚨܭされるͼ向があります。ᝠѦС
ᨂவは、企業がܣるǂきᛒኖであり、ˊᘙ的な
ものとして、МႩのɟܭˌ上のዜ持をᙲ求する
「МႩዜ持வ」がਫげられます。

ܱᚰ会計学の分では、ӞくからᝠѦСᨂவ
は͈企業のኺփ者のМႩᛦૢと᧙連付けられ、
研究されてきました。̊えば、ኺփ者は業ጚɧਰ
時にМႩを上ʈせするМႩᛦૢにǑって、ᝠѦС
ᨂவへのᢌӒをׅᢤするといƏのです。ɟ૾、
行も͂Ȫスクのሥ理のために、ƦのǑƏ
な行ѣがられないǑƏ͈企業をදॖขくႳᙻ
（ȢȋタȪンǰ）することがჷられています
（ӫ：ᘙ2 参ༀ）。本研究では、企業と行の
ɲ૾にとってᑣい͈λ・付வˑ、Ʀして、Ǒり
ᑣい᧙̞のዜ持に࣏ᙲなӕりኵみなƲを、ܱѦに
基Ʈきᛦ௹・౨᚛したいと࣬っています。

䠄ὀ䠅✄ᮧ (ϮϬϭϵĂͿ�䜘䜚ᢤ⢋䛧䛶➹⪅సᡂ䚹

ᅗ⾲ϭ͘�㏆ᖺ䛻お䛡䜛䝅ン䝆䜿ート䞉䝻ーン䛾ᮇᮎṧ㧗

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・͂Ȫスクのሥ理に興味があり、また、企業
とのᑣڤな᧙̞構ሰをႸਦすᗡ機᧙の皆様

・ᛦᢋ（͈λ）に興味のある企業の皆様
・企業へのᗡሊに興味のある自治体の皆様

͈企業と行は、ᬵす・ᬵされるとい
Əૣݣ的な᧙̞ではなく、情報共ஊを̟進する
ことで、Ǒりᑣい持ዓ的な᧙̞がሰけるはƣで
す。本研究がƦのɟяになれば幸いです。

˖ಅの͈λủとᘍとの᧙̞
～ ợụᑣẟ᧙̞の維ਤのẺỜỆ ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᆖ ဌ፦ ᵧNAᵫᵳRA ᵷumi

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᆖဌ፦ 
2019a�「ᝠѦСᨂவと行のȢȋタȪンǰに᧙する考ݑ」『新潟大学ኺฎᛯᨼ』ᇹ107ӭ� 57-84᪫.
ᆖဌ፦ 
2019᳜�「ᝠѦСᨂவに̞るȢȋタȪンǰとኺփ者のܱ体的裁行ѣ」『ൟኺฎᩃᛏ』ᇹ219ࠇᇹ３

ӭ� 1-16᪫.

ᆖ研究ܴ https://researchmap.jp/readᵎᵏᵒᵒᵔᵐᵖ/researchᵽinterests

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䠄ὀ䠅ᅜ㖟⾜༠䠉㈚ฟമᶒᕷሙྲྀᘬືྥ
(ŚƚƚƉƐ͗ͬͬǁǁǁ͘ǌĞŶŐŝŶŬǇŽ͘Žƌ͘ũƉͬƐƚĂƚƐͬǇĞĂƌϰͲϬϭͬͿ�䜘䜚➹⪅సᡂ䚹

䝰䝰䝙䝙タタ䝸䝸ンン䜾䜾㢖㢖ᗘᗘ
䝰䝰䝙䝙タタ䝸䝸ンン䜾䜾ᑐᑐ㇟㇟

ィሗ 䛭䛾

ᖖ
(ሙ合䛻䜘䛳䛶は䚸
3䛛᭶ศ㐣ཤ䛻
㐳䛳䛶ศᯒͿ

ィሗ࿌᭩䛻ᇶ䛵䛟
㈈ົ≧ἣ䠄ୖ㧗䚸
┈䛾ኚ䚸㈨㔠⧞䜚䚸
ᡭඖὶືᛶ䚸ὶືẚ
⋡䚸ῶ౯ൾ༷㈝䚸ᘬ
ᙜ㔠䚸ධṧ㧗お䜘
䜃ᨭᡶᜥ䚸㔠ᛶ
䛾䛺い㈨⏘䚸⮬ᕫ㈨
ᮏ➼䠅䚸䜻䝱ッ䝅䝳䞉䝣
䝻ー≧ἣ➼

ᴗෆᐜ䚸ᢏ⾡ຊ䚸
㈍ຊ䚸⤒Ⴀ⪅䛾
㈨㉁䚸⤒Ⴀᡓ␎䜔
⤒Ⴀィ⏬᭩䚸⤒Ⴀ
ᨵၿ䚸㈨⏘ฎศ䚸
ႠᴗㆡΏ䚸㏣ຍ䛾
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人人文文社社会会科科学学
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ϮϬϭϴᖺ新潟ῐ㯇䛻い䛜䛯㓇䛾㝕䛾⤒῭Ἴཬຠᯝ䛾⟬ฟ

⤌䜏合わせで౯್䛜ቑ䛩᪥ᮏ㓇

ǭーワーȉ ଐ本ᣒ産業、ଐ本ᣒのෙޒٳ、ኺฎඬӏјௐ、イノșーシȧン、内ئࠊの創造

ᧉ分ݦ ኺփ学、社会学、ᨥ人的เሥ理ᛯ、ˡወ産業のෙޒٳ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

と新潟の地域創生にޒٳˡወ産業のෙ、נྵ
ついて、ଐ本ᣒ産業に点を࢘てて研究を進めて
います。

ଐ本ᣒをǭーワーȉにٶᚌ的な研究をޒして
おり、これまでは、ଐ本ᣒのෙٳ出について、
Ʀの්通ኺែやෙٳ向けの製品発、さらにはෙ
にǑるˡወと᪃新のジȬンマなƲについてޒٳ
研究を行ってきました。また、ഭӪのあるᣒᔺが
ෙئࠊٳに進出をௐたすことで、Ʀれが内のʙ
業ѣにƲのǑƏなࢨ᪪をɨえるか、ෙޒٳと
᧙̞についても研究していܦ内ʙ業との相ʝᙀ
ます。

最ᡈでは、新潟Ⴤᣒ造ኵ合の「2018年新潟
ᰯにいがたᣒのᨉ」なƲの地域イșントが地域ኺ
ฎにɨえるኺฎඬӏјௐについてもᚾምしていま
す。

ଐ本ᣒは様々なȢノやǳトとኵみ合わせること
で᭽щをفす新潟をˊᘙするˡወ的な文҄的製品
です。料理やᣒ֥、さらにはȄーȪズムやイșン
トなƲとኵみ合わせることで、ଐ本ᣒの価値が᭗
まります。新潟がᛍるଐ本ᣒを基᠆にෙޒٳを
めとする、様々なǳトやȢノとのኵみ合わせでڼ
新潟ฌᣒの付加価値を᭗め、新潟の地域創生にጟ
がる研究成ௐを生み出していきたいと࣬います。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• ެ̬行（2018）「ᇹ3ᇘ ǰローバルወ合とローカルᢘࣖの相ΰᲧˡወ産業としてのଐ本ᣒのෙޒٳへのᅆ
ՐÜ」（ޛဋჇᒔသዻᓸ『ǰローバルྵˊ社会ᛯ』文ؘ）

• ެ̬行Ღා（2017）「ଐ本ᣒ産業における情報の生成・්通ȢデルᲧ価値創造のための生産・分・ᢘ
合情報Ყ」Ღ『新潟大学ኺฎᛯᨼ』Ღ0o.103Ღ pp.115-12Ჳ.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ެ研究ܴ

ˡወငಅのෙޒٳ開と内ئࠊのоᡯ
～ ଐஜᣒのἂἿὊἢἼἎὊἉἹὅとૼע؏のоဃ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ެ ̬ᘍ Kᵧᵱᵦᵧ ᵷasuyuki

人人文文社社会会科科学学

・新潟のᛍるଐ本ᣒをɶ࣎に、ଐ本ᣒとのኵみ
合わせで様々な共ӷ研究等が可能です。料理、
ᣒ֥、ȄーȪズム、ෙޒٳ、内ئࠊの創造、
健康なƲ、様々なǭーワーȉがԃまれます。

ଐ本ᣒは様々なǳトやȢノとのጟがりで価値
をفします。皆様の領域とଐ本ᣒをኵ合せて新
しい価値の創造をおこないましǐƏ。

ƲのǑƏなご相談でもウエルカムですᲛ

⤒῭⛉学㒊 ⤒Ⴀ学プ䝻䜾䝷䝮
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㛵㐃䝔ー䝬䛾研究ᴗ⦼

ǭーワーȉ ᨥൔ᠋、文҄の価値システムのᢌい、内容分ௌ、ԓ࠼

ᧉ分ݦ マーǱテǣンǰ・ǳȟȥȋǱーシȧン、ɶݱ企業ᛯ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

9enting <hang
2019�The 4esearch on 1Xerseas AdXertising 5trateg[ oH a ,apanese Enterprise: The 
%omparison oH 1ne T8 adXertisement Detween &iHHerent %ultures� ,ournal oH $usiness and $ehaXioral 
5ciences� 30
2�� pp.139-148

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ෙޒٳ（ཎにアジアᜂ）を考えている
ɶݱ企業、Ȝーンǰローバル企業なƲ

・ෙٳにȡッǻージを発信したい企業なƲ

これまでにଐ本とɶのȡデǣアۥ体を通じ
て、ɲの文҄的ီࠀについて分ௌ研究してき
たため、ɶ進出を考える企業に᧙連情報を੩
̓します。

研究ܴࢌ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ ᜒࠖ

ࢌ ૨⤹ ᵸᵦANᵥ ᵵenting

ɶ小˖ಅのෙئࠊٳỂの̖͌࢟メカニズム研究
～ ửỦီࠀԓửᡫẲề૨化ႎ࠼ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ԓの内容分ௌには2つൔ᠋分ௌᆔがありま࠼
す。1つめは・企業なƲの್ૺ的ൔ᠋で、2つ
めは時ˊのൔ᠋なƲの時ኒЗൔ᠋です。ᅶがこれ
までに行ってきた研究はЭ者のをឿいだီ文҄
᧓のൔ᠋です。࠼ԓはᚕᛖとǳȟȥȋǱーシȧン
に基Ʈくために、マーǱテǣンǰ・ȟックスにお
いては最も文҄に̔܍するため、ཎに地域のɶݱ
企業がٳの文҄にᢘࣖしǑƏとするときに、ᢘ
ЏなǳȟȥȋǱーシȧンをとることが、Ʀの企業
のʻࢸのෙئࠊٳでの܍ዓを大きくӫします。

ଐ本の࠼ԓはڭࣇなൔ᠋のኵみ内で、࠼ԓに
おけるᘙྵをጞኬに作り上げています。ɶの文
҄的価値は࠼ԓのɶでステータスᝋࣉをࢍᛦされ
ることがٶくみられ、２᧓のᚫ求ȝイントがݣ
ༀ的になることがあります。マーǱテǣンǰ・ǳ
ȟȥȋǱーシȧンの大ᢿ分をҩめる࠼ԓは、文҄
的・社会的Ꮡが᧙̞していて、時ˊとともに٭
҄するものであるため、࠼ԓဦや࠼ԓᘙྵをǰ
ローバル基แに合わせるǂきか、ローカルᢘࣖす
るǂきかࠝに考える࣏ᙲがあります。成ыしてい
るǰローバル・ǳȟȥȋǱーシȧンでは、企業イ
ȡージをƲのǑƏにᄩ立してきたのか、Ʀの価値
の最ᢘޒٳ企業のෙݱ成ȡカȋズムをりɶ࢟
マーǱテǣンǰ・ǳȟȥȋǱーシȧンを考えます。

人人文文社社会会科科学学

⤒῭⛉学㒊 ⤒Ⴀ学プ䝻䜾䝷䝮
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䛄⋤❧Ᏹᐂ㌷ 䜸䝛䜰䝭ス䛾⩼䛅䜰ーカ䜲䝤୰㛫⣲ᮦᒎ
䠄㻞㻜㻝㻥ᖺ㻢᭶㻝㻠᪥ 新潟大学䝷䜲䝤䝷䝸ー䝩ー䝹䠅

䛂Ώ㒊䝁䝺䜽䝅䝵ン䛃䜘䜚
䜰䝯䝸カ䛛䜙ᮾᫎື⏬䛜ཷὀ䛧䛯 䛄㻳.㻵.䝆䝵ー 䛅䠄㻝㻥㻤㻟ࠥ㻝㻥㻤㻣䠅
⤮䝁ン䝔䛻䛴い䛶䛾ᣦ♧

ǭーワーȉ ɶ᧓እ材、アーカイビンǰ、ဒ分ௌ、分್ૺ的研究、ȡデǣア・エǳロジー

ᧉ分ݦ ପ研究、アȋȡーシȧン研究、ȝȔȥȩーカルȁȣ研究、ジǧンȀーᛯ、ȝストȒȥーマȋズム

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ArchiXing /oXements: 5hort Essa[s on /aterials oH Anima and 8isual /edia� co-edited D[ /inori +shida 
and ,oon ;ang -im� 0iigata: ArchiXe %enter Hor Anime 5tudies� 2019.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・アȋȡɶ᧓እ材のデジタル・アーカイビンǰ
おǑƼƦのဇを進めたいアȋȡС作会社

・アȋȡにǑってまちの性҄をᚾみる自治体
・アȋȡをɼ題とするޒ覧会を企ဒする፦術

ǰローバルなȡデǣア環境のᙻ点からアȋȡ
のɶ᧓እ材のॖ፯を解ଢしています。

アȋȡɶ᧓እ材のアーカイビンǰにおける分
್ૺ的なナȬッジをᔛᆢしています。

Ỵニメ・ỴὊカỶἨ研究ἍὅἑὊ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ỿム ἊἷニỴὅ Kγᵫ ρ oonᵷang 

ỴニメのྵئỂ˺ẰủẺɶ᧓እの分析とဇ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ჽဋ ፦ኔ ᵧᵱᵦᵧDA ᵫinori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ଐ本のȝȔȥȩーカルȁȣーにおいてᙲなɟ
ᎈをਃってきたアȋȡですが、ǭȣȩクターᚨܭ
やǻルဒなƲС作ᢅᆉのɶで生み出された「ɶ᧓
እ材」のٶくは、С作ᆉにおけるデジタル҄の
進ޒもあり、のү機にୀされています。アȋ
ȡɶ᧓እ材のɟᢿはཋの࢟にዻᨼされᝤ٥され
ていますが、ᐔ大な生のእ材は研究者にアクǻス
できるǑƏなものではありませǜ。

ଐ本のアȋȡをȡデǣア・エǳロジーのᙻࡈか
らイȡージのޖ的・්ѣ的構造のプȩットホー
ムとしてਵえる本研究ǻンターは、アȋȡɶ᧓እ
材がアȋȡのС作ᢅᆉやƦのཋ理፦学的ȡカȋズ
ムをܱᚰ的に研究するためのᙲなఌਗとして
ৢっています。デジタル・アーカイビンǰを通し
てɶ᧓እ材のǑり௩᠂なဇを進ޒさせており、
ཎにǻルဒの成分の҄学的解ௌなƲ分್ૺ的な
研究も進めています。

本ǻンターは、アȋȡɶ᧓እ材をλ・ૢ理・
̬μしアーカイビンǰを推進することで、内ٳ
のアȋȡ研究者にእ材へのアクǻスを੩̓する
ᨥ的な研究ਗ点として機能するɟ૾、アȋȡー
シȧンС作おǑƼପȡデǣア業界、地域社会や
自治体とዬ݅に連携し、研究成ௐを社会へᢩΨす
ることをႸਦしています。

人人文文社社会会科科学学

⤒῭⛉学㒊 学㝿᪥ᮏ学プ䝻䜾䝷䝮ேᩥ学㒊
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ᒎぴ㢼ᬒ

䛄すᕝ㒓ᅵྐ⪃䛅䠄すᕝ地域
䝁䝭䝳䝙䝔䜱༠㆟䠋⦅䠅

キーワード 学校教育、文܌を上に書くǳȄ、ኡの書き方、ᑸᘐᘙྵとしての書、ˡወᘙྵとしての書

専門分野 ྵˊの書、実用書、ૼǏかりの文人書ဒ

研研究究のの目目的的、、概概要要、、期期待待さされれるる効効果果

アアピピーールルポポイインントト つつななががりりたたいい分分野野（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᣂ土Ӫ研究עまたӲ、ئを問わず学校ྵ؏ע・
会、ੑ᠆や᫇をਫ਼ƛるܼ、૰ʯл、など。
・લ業と実עᛦ௹に応ơます。

書文҄を実技と理論のʚ᩿から研究するμ
でもྦྷしいೞ関です。ᑣݎとஈοɟのʚٻ文
人を出した土עǏえ、Ψ々書活動はႮんで、
このעならではのӕኵの実践にѐめています。

文҄研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 教授

ޢ ී OᵩAᵫᵳᵰA ᵦᶇᶐoᶑᶆᶇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学校ྵئで書ϙ書ᢊ教育を実践できる人がʅ
しくなっています。ᇤ書ٻ会ǁの出Լを目指すƹ
かりではなく、ᛖ教育とƶて文܌に関するɟ
ᑍ教の学修のあり方の見ஜをᅆすǂく、出Эᜒ
፯に応ơています。そこでは܌ɤҘ࠰のഭӪ、
文܌のりᇌちから܌とˎӸの関係、くらしで
応用するためにᄒ・ൗ筆の連ዓ性についておᛅを
しています。

また書のᑸᘐ性について。̊えƹထおこしのɟ
として「ȑフǩーマンス書ᢊ」がӲעでႮんに
なってʁしく、学生ǁの出̔᫂をӖƚています。
先人の筆៝・Ӟ典に学ぶ研究果は、࠰学生ɼ
͵の書展で校ٳ発ᘙを行っています。

もうɟつ、書ဒˡወ文҄の研究について。ஜჄ
には൶ৎ期ˌஹ൶ৎ上方からᓸӸな文人がたくさ
んஹឭしています。中ځの文҄がע方にいかにˡ
છしたか、書ဒ・ᚿജ・̴といった幅広いɭ界
を見บし、実עᛦ௹に出向いております。

その方法としてɟᑍの方と「ឭ佐文人研究会」
をኵጢし、࠰間Წ・Ჭׅの˖ဒ展とೞ関ᛏの発行
をዓƚています。書ဒのᘙྵǁのᚕ及というより
も、˺ܼを出した土ٓの᭽力をり、ひいては
ᡈɭˌᨀឭ佐の土を分ௌし、ग़ᣂ心を育ǉこと
がஇኳ的な研究目でしょう。

ẟ文҄の研究࠼ࠢ
～ 実২ể理論のʚ᩿かỤ ～

⤒῭⛉学部 地域䝸ー䝎ープ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学

関連する
知的財産
論文 等

ීޢ ᓸ ƀᑣݎとஈοɟを育んƩឭ佐文人ࢮஹƁૼଐإ事業社 �உ࠰2021
ීޢ ˂ ƀᙱ߷ᣂ土Ӫ考Ɓᙱ߷ע؏ǳȟȥニȆǣңᜭ会Ჩዻ 3உ࠰2020
ීޢ σᓸƀ相ᬔࣂᢡمᨼƁነᮄ߷ഭӪൟ̨૰館 �உ࠰2010

教育学部

䛄Ⰻᐶ䛸᭳ὠඵ୍䜢育䜣䛰
㉺బᩥே ᮶䛅䠄新潟日報
事業社䠅
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ǭーワーȉ 人材Ꮛ成、ሊ立క、ሊඥѦ、地૾自治、地૾ᝠ

ᧉ分ݦ 地૾ᝠ、人材Ꮛ成、地૾自治С度、ሊ立క

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

【【研研究究ののႸႸ的的】】
ʻଐの地૾自治体は、地૾分ೌの進ޒや人ӝถ

くࠇǳロナᅤなƲƦのӕり子᭗ᱫ҄、新ݲ・ݲ
環境がࢼЭになく҄٭しています。このɶで自治
体職Ճには環境҄٭に的ᄩにࣖݣして、地域の
ȋーズにあったሊを企ဒ立క・ܱしていくこ
とが求められています。このǑƏな自治体職Ճは
いかにあるǂきか、Ꮛ・研̲のܱោを通して研
究しています。
【【ܱܱោោをを通通ししたたӕӕኵኵみみ】】

ᅶはዮѦႾ、内᧚ࡅ等でܱѦをਃいながら30
を上ׅる自治体・研̲機᧙で研̲ᜒࠖをѦめ、ᜒ
፯・፼をਃ࢘してきました。このɶで、自治体
職Ճɟ人ɟ人が地域の課題を発ᙸし、様々な地域
のɼ体と連携しながらȋーズにࣖじたሊを企ဒ
しܱ行していけるщを፼ࢽできるǑƏѐめてきま
した。このǑƏなܱោを通して、地域で࣏ᙲとさ
れる人材（人ᝠ）のᏋ成にもӕりኵǜできました。
【【ႸႸਦਦすす「「地地域域のの人人材材」」ととははᲹᲹ】】

地域には、፦しい自・ᘑɳみといったȏーȉ
のみならƣ、ƦこでᏋまれたഭӪ・文҄・፼ॹ・
人᧓᧙̞なƲのǽȕトがあります。これらをࢸɭ
にࡽきዒいでいける行ѣ者こƦ、地域で࣏ᙲとさ
れる人材ととらえています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

80ӭ『ி҅自治』「Ѭۋ地૾分ೌો᪃のѣきと自治体職Ճとしての」ৎᢰʁ（2014）ܧ
ৎᢰʁ（2015）「ᜭ会におけるሊ立కの考え૾Ĭĭ」『Й̊地૾自治』395・396ӭܧ
858ӭ『地૾自治』「ထとのңを考えるࠊჄとࡅᣃᢊ」ৎᢰʁ（2019）ܧ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・さらに人材Ꮛ成にӕりኵみたい自治体
・ሊ立కやሊᚸ価のඥ、行ો᪃なƲに

ついてኵጢとしてࡁ上げをりたい自治体

20年ˌ上のπѦՃѣのɶで、人材Ꮛ成に加え、
ሊ立క・ሊඥѦ（ඥˋ立క）、地૾ᝠなƲに
携わりました。「人材」にとƲまらƣ、ҽみ・
ࠢのある「Ψ人材」をᏋ成していきます。

ৎ研究ܴܧ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ৎܧ ᢰʁ ᵱᵦᵧᵱᵦᵧDO Kunihisa

ᐯ˳のʴᏋ・ሊᇌక૾ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⪷⡲⏫⾜㈈ᨻᨵ㠉᭷㆑⪅㆟で㛗䜢ົ䜑䜛➹⪅

䛂ᚋ䛾⾜ᨻは䛹䛾䜘䛖䛺⾜ື䜢䛸䜛䜉䛝䛛䠛䛃䛻㛵䛩䜛⪃ᐹ
䠄➹⪅䛸⸨ᮏኴ㑻㟼ᒸ┴❧大学ᩍᤵ䛸䛾ඹྠసᴗ䛻䜘䜛䠅

人人文文社社会会科科学学

ᵵEᵠῨ῟ḷ

⤒῭⛉学㒊 地域䝸ー䝎ープ䝻䜾䝷䝮
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ᕷ⏫ᮧ⟶⌮ᶫᱱ䛾⤒㐣ᖺᩘ䛸ᗘศᕸ(ϮϬϭϰͲϭϲᖺᗘͿ
(ฟ所Ϳ�୰ᮾ(ϮϬϭϵͿ�ᅗϭ䜘䜚㌿㍕

㤳㒔㧗㏿㐨㊰䠍ྕ⩚⏣⥺ᮾရᕝᱞᶫ㩪Ὢᇙ❧㒊᭦新ᕤ
䛾⌧地どᐹ䜘䜚䠄୰ᮾ䛻䜘䜛ᙳ䠅

ǭーワーȉ インȕȩストȩクȁȣー、ᎊ҄、健μ度、ܭ点౨、生܍時᧓分ௌ

ᧉ分ݦ ᝠ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ɶிᨻ
2019�「ଐ本におけるనのዜ持ሥ理のᢘദ性ᚸ価Ყࠊထሥ理のనにおける健μ性の点౨ኽௐをဇい
て」『ᝠ研究』15ࠇᲦ144-162ページ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・行ወ計として収ᨼしたもののったままの
データをဇしたい自治体
・ሊᚸ価のɟ環として、ሊјௐをወ計的に
分ௌしたい自治体

నˌٳのインȕȩストȩクȁȣーにᢘဇす
れば、ᢘЏなዜ持ሥ理に࣏ᙲなᝠ৲λの時
や規のʖย、ݩஹのインȕȩૢͳのあり૾を
考える材料として役立てられると考えます。

ɶி研究ܴ http://www.econ.niigata-u.ac.jp/ᶜm-nakahigashi/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ɶி ᨻ NAKAᵦᵧᵥAᵱᵦᵧ ᵫasaki

ଐஜỆấẬỦనの維ਤ管理のᢘദࣱᚸ̖
～ ထ管理のనỆấẬỦͤμࣱのໜ౨ኽௐửဇẟềࠊ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ଐ本では、ݲ子᭗ᱫ҄の進ޒとともに、インȕ
ȩのᎊ҄もბܱに進ޒしているといわれていま
す。は、2012年度ᙀദʖምで「᧸・ܤμʩ
付」を創ᚨしたり、ᢊែをԃǉπ共ᚨのᙀ
̲・ો̲にかかわるʙ業で、ᚨのࡨԡ҄や機能
ᝋとݣにするʙ業にᙲするኺᝲを地૾ͺの҄ࢍ
するǑƏにしています。

本研究は、םʩ通Ⴞ「ᢊែȡンテナンス年
報」に掲載されている2014年度から2016年度
の3年᧓のࠊထሥ理のనのዮ合的な健μ度を
ဇいて、୍通ʩ付ᆋのஊでみたᝠᙲ׆がన
の健μ度のࠀにࢨ᪪をɨえているかを生܍時᧓分
ௌにǑりଢらかにǑƏとしたものです。分ௌから
は、ʩ付ׇ体におけるనの健μ度のଔਜ਼ፗെ
᨞への˯下は、ɧʩ付ׇ体のƦれにൔǂてר的
にଔく、ᝠཞඞのफい地域やவˑɧМ地域にお
いてనのዜ持ᙀ̲へのเ৲λがɧҗ分である
ことをᅆՐしています。

このኽௐは、ࠊထሥ理నにᨂられたもので
はありますが、とくにʩ付ׇ体やவˑɧМ地域に
おいてインȕȩストȩクȁȣーのዜ持ᙀ̲に向け
た更なるเ৲λ、もしくはዜ持ᙀ̲向けૅ出に
ᙲであることをᅆ࣏する更なるᝠ上のᣐॾがݣ
しているといえます。
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⤒῭⛉学㒊 地域䝸ー䝎ープ䝻䜾䝷䝮
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䝬䝹䝏䜶ー䝆䜵ントேᕤ学⣭䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン䛾⤖ᯝ

プ䝺䜲䝲ཧຍᆺ䛾ேᕤ学⣭䝀ー䝮䛾⏬㠃

ǭーワーȉ マルȁエージǧントシステム、ǲーȟンǰシȟȥȬーシȧン、ウǧȖデǶイン、スクȪーȋンǰ౨௹、᩼ዴ࢟問題

ᧉ分ݦ ᩓ子情報学、ᙐᩃኒ学、数理社会学、生体医学、生ૅੲ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

=1? ፭ᨼ҄ʩӐᨼׇのいじめに᧙するエージǧントșースȢデルᲨᩓ子情報通信学会ᛯ文ᛏᲦXol.,88-AᲦno.6Ღ
pp.722-729Ღ2005Შ=2? プȬイȤの行ѣ記録をဇいた人学ኢǲームエージǧントの行ѣᚨ計Შᩓ子情報通信
学会ᛯ文ᛏᲦXol.,97-AᲦno.8Ღpp.565-573Ღ2014ᲨなƲ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・インターネット・プロǰȩȟンǰやウǧȖ
デǶインにᛇしい企業や産業界。
、でのኺ᬴をお持ちのՃやᏋ業界ئྵ・
自治体᧙̞者。

いじめ問題にӕりኵǉには、ᙐ数のׇ体にǑ
るңщがɧ可എです。学者としてڼめた社会
科学、Ꮛ学研究ですが、ྵཞ、ɟ人でっ
ているといƏのがアȔールȝイントです（ᇰ）

ᅈ˟・ʴ᧓・ဃ˳ἴἙἼὅἂ研究ܴ http://maeda.eng.niigata-u.ac.jp/

ᐯ科学ኒ 教授

Эဋ ፯̮ ᵫAEDA ᵷoshinobu

ʴ学ኢửဇẟềẆἋἚἕἩὲẟẳỜ
～ in silico ᅈ˟教Ꮛ学のನሰửႸਦẲề ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

社会問題としてのßいじめàをถらすために、
ǳンȔȥータのɶにˎे的な人学ኢをᚨ計して
ᛦǂています。

生ࢻエージǧントが自分と˩ているエージǧン
トとӐ人になǖƏとすると、学ኢμ体でいじめが
ᚇݑされてしまƏことがあります。いじめは᩼ዴ
エージǧントࢻᩊですが、生問題Ǐえにʖย࢟
のဦや行ѣを分ௌをすることで、いじめにПる
ჷᙸをࢽることができます。

Ȓトの行ѣをਁ出・分ௌするために、Ȓトがプ
ȬイȤとして人学ኢに参加するǲームも作って
います。ᐮئ感を出すためのウǧȖデǶインや、
プȬイȤをȕローཞ७へݰくためのシナȪオを作
成することはとても大Џです。

このǑƏな人学ኢǲームがܦ成すると、Ʋの
ǑƏな行ѣをឪこす生ࢻがいじめにᢙいやすいか
を、ǲームでもってスクȪーȋンǰ౨௹すること
ができます。

また、自ࠁɶ࣎的なᙻ点からいじめを行Ə࢘ʙ
者が人学ኢǲームをプȬイすると、ܲᚇ的にཞ
ඞをᙸつめႺすことができるǑƏになります。こ
のǑƏなྵᝋ学的なᙻ点の٭੭は、࢘ʙ者が自分
のਰᑈいとƦのኽௐ生じるいじめとの᧙̞を構造
的に理解するƏえで大٭ஊဇです。

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

人人文文社社会会科科学学
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ǭーワーȉ 地域Ȗȩンȉ、地域産、地域の価値、地域イȡージ、ʩ්・ܭ˰ॖ向、᧙̞人ӝ

ᧉ分ݦ 地域Ȗȩンデǣンǰ、᧙̞性マーǱテǣンǰ、%58
%reating 5hared 8alue�

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

地域Ȗȩンȉ構造Ȣデル（ӫ）に基Ʈいた
的ᛦ௹をܱし、地域Ȗȩンȉ産、地域Ȗȩン
ȉ価値なƲを৭੮します。ƦれにǑりᚇή、ʩ්、
᧙̞人ӝ̟進のሊ立కにǉけた基ᄽデー、˰ܭ
タの作成、౨ᚰをすることができます。

さらに、インタビȥーなƲឋ的ᛦ௹をܱする
ことで、生者やኵጢ࣎理へのขいݑをࢽるこ
とができます。

これまでӖᚠ先が求める成ௐにǑって、ᛦ௹
Ⴘをカスタマイズして、ᛦ௹を進めてきました。
̊えば、ある自治体では地域˰ൟの人のᑣさを
感ᙾ的に৭੮していたものの、としたイȡー
ジにသまっていました。地域内の信᫂᧙̞やʩ්
のᆉ度をยܭすることにǑって、Ʀれを可ᙻ҄す
ることにጟげました。これらのデータに基Ʈいて、
地域内の福祉ሊ、ʩ්人ӝのف加に᧙わるሊ
Ʈくりにかしていきました。

また、地域内ٳの人々にݣしてアンǱートᛦ௹
を行い、テǭストマイȋンǰといƏඥにǑって
解ௌすることにǑり、地域イȡージの可ᙻ҄も
行っています。これをဇすることで、࠼報јௐ
のยܭにもጟがり、ሊのોծや新たなǳȟȥȋ
Ǳーシȧンඥの発へとޒすることができま
す。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

『地域Ȗȩンȉ・マネジȡント」ஊ૭᧚Ღ2009 『プȬイス・Ȗȩンデǣンǰ』ஊ૭᧚Ღ2018
「ᣃࠊȖȩンȉのॖ味構造の҄に᧙するɟ考ݑ Ü ᧙̞人ӝ時ˊにおける新たなȖȩンȉဦ構ሰに向けて Ü」
マーǱテǣンǰȬビȥーᲦ8ol.2Ღ0o.1Ღ pp.13-21Ღ2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域のȖȩンデǣンǰ、社会課題の解決にᆢ
ಊ的にӕりኵみたいと考える自治体、企業、ׇ
体。

ᧈރ研究ܴίἨἻὅἙỵὅἂ研究ὸ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ༠創⤒Ⴀプ䝻䜾䝷䝮

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᧈރ ᨻ̮ NAᵥAO ᵫasanobu

人人文文社社会会科科学学

の᭽щởᛢ᫆の発ᙸ؏עỆợỦܭἨἻὅἛщย؏ע

地域䝤䝷ン䝗構㐀䝰䝕䝹

地域䜲䝯ー䝆䛾ᢕᥱ䠄୍䠖⤖ᯝᅗは୍㒊ຍᕤ䠅

ᛆ地࢘、様なᛦ௹ኺ᬴をもとにٶでのٳ内
域にᢘしたᛦ௹ᚨ計と、ሊ立కのアȉȴǡイ
スが可能。

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜnagao/
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ǭーワーȉ Ȗȩンȉщの向上、エシカルෞᝲ、価値共創、5&)s
sustainaDle deXelopment goals�

ᧉ分ݦ 地域Ȗȩンデǣンǰ、᧙̞性マーǱテǣンǰ、%58
%reating 5hared 8alue�

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ྵˊの企業は、ҥなる企業の社会的ᝧ˓のᡙ求
から、地域社会のኺฎѣや社会வˑをોծしな
がら、自らのᇤʗщを᭗めることが求められてい
ます。これは共通価値の創造
%reating 5hared 
8alue� %58�としてᛐᜤが࠼がっています。また
持ዓ可能な発Ⴘ（5&)s sustainaDle 
deXelopment goals）は、ᙲなኺփ課題とし
て企業と社会の᧙わりのあり૾を問Əています。

本研究ܴではჄ内ٳの企業と%58にӕりኵǜで
きました。̊えば、新潟ࠊ内のᘘᘺࡃ、Ⴤ内の
ጢཋȡーカーとҡ業ࡸဇのれბのՠ品発「カ
ワイイȋイǬタǭȢノプロジǧクト」をܱして
います。新潟のᒉいڡ性がҡ業ࡸといƏれのئ
で、新潟のˡወᘘᙆにᘨを通すといƏ感ѣ体᬴を
通して、新潟のጢཋあるいは新潟といƏ地域にग़
ბを抱いてもらƏことをႸ的とし、Ⴤ内ጢཋ産業
の性҄とˡወ文҄のዒ১に݃ɨしています。プ
ロジǧクトでは大学生の発ेをࡽき出すワークシ
ȧップにǑるデǶイン決ܭ、マーǱテǣンǰᛦ௹
にǑる価࠘のݰ出にǑり、製作を行いました。
製作ࢸは大学内でのბཋજࢨ会、新潟፦人Ძ００
人会ᜭなƲにてのȕǡッシȧンシȧー、505を通
じたプロȢーシȧンをޒしました。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

『プȬイス・Ȗȩンデǣンǰ』ஊ૭᧚Ღ2018
「カワイイȋイǬタǭȢノÛૹ新デǶインでᒉ者に的」ଐ本ኺฎ新ᎥᲦ2018/9/19付 ஔ刊
「地域創生とˡወᑸᲝᲫ᳸３」ᩓ通報Ღ2015

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域のȖȩンデǣンǰ、社会課題の解決にᆢ
ಊ的にӕりኵみたいと考える企業、ׇ体。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ༠創⤒Ⴀプ䝻䜾䝷䝮

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ᧈރ ᨻ̮ NAᵥAO ᵫasanobu

人人文文社社会会科科学学

˖ಅのỺἉカἽ・ἨἻὅἙỵὅἂ

ఏ⤫ᕤⱁ䛾άᛶ䛾ྲྀ䜚⤌䜏䠄カワ䜲䜲䜻䝰䝜プ䝻䝆䜵䜽ト䠅

ᴗ䛸地域䛸䛾㛵わ䜚᪉䛾ኚᐜ

する社会性をॖᜤしたȖȩݣの企業にٳ内
ンデǣンǰ、マーǱテǣンǰのアȉȴǡイスኺ
᬴をもとに、ᝮ社のȖȩンȉ価値向上にኽƼ付
くᛦ௹、プロジǧクトのޒが可能。

ᧈރ研究ܴίἨἻὅἙỵὅἂ研究ὸ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜnagao/
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⌧௦䛻お䛡䜛ᨻⓗ⎔ቃ䛸⛉学ᢏ⾡䛾」合ⓗኚ

᭱㏆䛾ⴭ᭩

ǭーワーȉ システム、Ȫスク、イノșーシȧン、データ、E$2/

ᧉ分ݦ 科学技術Ӫ、科学技術ሊ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

˱ᕲ᩹『科学技術のྵˊӪᲧシステム、Ȫスク、イノșーシȧン』（ɶځπᛯ新社、2019年）
˱ᕲ᩹『0A5Aをሰいた人と技術 大システム発の技術文҄』（ிʮ大学出版会、2019年）߾ᙀ新ᘺ版Ყف
˱ᕲ᩹『0A5AᲧܬܢ発の60年』（ɶځπᛯ新社、2014年）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・科学技術に᧙わるȪスクや͒理的課題に᧙す
る分

・エビデンスに基Ʈくሊ立క（E$2/）に᧙
する分

科学技術Ӫ・科学技術ሊといƏ、文理ᗡ合
的分で研究をしています。科学技術࠻（ྵ
文ᢿ科学Ⴞ）でのѮѦኺ᬴があり、行的な課
題に᧙࣎を向けています。

˱藤研究ܴί科学২ᘐとྵˊᅈ˟ὸ https://create.niigata-u.ac.jp/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

˱藤 ᩹ ᵱATO ᵷasushi

ྵˊᅈ˟ỆấẬỦ科学২ᘐởそのἼἋἁửỄạਵảỦẦ
～ πσሊẆỶἠἫὊἉἹὅẆἙὊἑẆỺἥἙὅἋ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ྵˊ社会において、科学技術のȑワーはᓸしく
。大してきましたف大し、ɟ૾でƦのȪスクもف
科学技術と社会との᧙わりはますますขくなり、
Ʀこで生じる問題もᙐᩃ҄してきています。

科学技術はいったいƲのǑƏな૾向に向、נྵ
かっているのでしǐƏか。この問いにሉえǑƏと
するときにはഭӪ分ௌがɟつのെとなります。
なƥならྵנの科学技術はᧈ年にわたるӲࡅ
や企業からの৲λにǑってሰかれ、Ʀのࢨ᪪
下で࢟成されてきたものだからです。

このǑƏな考え૾の下、本研究ܴではྵˊ科学
技術のഭӪ分ௌにӕりኵみ、ྵˊ科学技術の構造
をଢらかにしǑƏとしています。また、ྵˊの科
学技術がもたらすȪスクや͒理的課題へのࣖݣの
あり૾について研究しています。科学技術の૾向
性に大きなࢨ᪪をɨえるӲࡅのѣ向にもදႸ
しています。

最ᡈでは、ࡅにǑるሊ࢟成がデータ࣓向を
をもっています。ஊј性の࣎めていることに᧙ࢍ
᭗いሊをܱྵするため「エビデンスに基Ʈく
ሊ立క（E$2/）」が推進され、さまƟまなȪス
クのሥ理においてもデータဇの᭗度҄が進ǜで
います。データ社会において、ሊ࢟成のあり૾
も٭わりつつあるのです。

創生学㒊

人人文文社社会会科科学学
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ǭーワーȉ アクテǣȖ・ȩーȋンǰ、業発・ܱ、ॖ࣬決ܭ理ᛯ

ᧉ分ݦ ǭȣȪア࢟成、᭗大連携Ꮛ、Ꮛ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

᭗ఄဃ・ٻ学ဃのỿἵἼỴ࢟
～ ᅈ˟・学ఄ教Ꮛとの᧙ỪụửᡫẲề ～

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဋɶɟᘽᲦ「சஹをഩくためのスǭルᲧA+時ˊに求められるॖ࣬決ܭщᲧ」ȖックȬット新潟大学Ღ2021年2月
ဋɶɟᘽᲦஊౕႺ子Ღ಄ᝮ࣓Ღ᭗等学ఄπൟ科における出生Эᚮૺをʙ̊としたॖ࣬決ܭ学፼Ყオタワ̾人ॖ࣬決ܭ
ǬイȉをࣖဇしてᲧᲦଐ本社会科Ꮛ学会ᇹ68ׅμ研究大会Ღ2018年11月
学会発ᘙ�

ဋɶἩἿἊỹἁἚἎἱ

䝀スト䝔䜱ー䝏䝱ー䜢㏄䛘䛶䛾බ㛤䝉䝭䝘ー㻔㻞㻜㻝㻥ᖺ㻣᭶䠅

創生学㒊

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ဋɶ ɟᘽ TANAKA Kaᶘuhiro

https://create.niigata-u.ac.jp/

人人文文社社会会科科学学

᭗ఄ生・大学生において自らのǭȣȪア࢟成は
大٭ᙲなˮፗをҩめているにもかかわらƣ、ॖ
ᜤ的に学፼にӕりኵǉプロǻスはݲないとᚕえる
でしǐƏ。ɟ૾学業やᢿѣなƲへのӕりኵみは、
ኵጢ҄・体ኒ҄され、ᄩかなਦݰのもと、ܱし
ています。

このǼȟでは、大学生がഏのステップ（進学・
学ɶに学ƿǂき内נ、職・သ学なƲ）においてݼ
容、ྒࢽすǂきスǭルなƲଢらかにすることをႸ
的に研究を行っています。

研究のɶ࣎は、これまでのჺ的なႸ的に向け
た大学生のᚨ計を、社会に出てからの30年ࢸ、
50年ࢸの自分自៲のǭȣȪア࢟成をႸ的とした
大学生のᚨ計へとॖᜤを٭え、社会や学ఄᏋ
なƲとの᧙わりのɶから、ǭȣȪア࢟成のנり૾
をଢᄩにすることをႸਦします。

ʻ年度は、オンȩインイșントとして、社会で
する૾をǲストにਔき、大学生のǭȣȪア࢟
成をႸ的としたǻȟナーをܱしました。

子Ʋもから成人に᧙わるǻȟナーやイșントの
企ဒ・計ဒ・ܱなƲを通して社会μ体的なѣ
にᆢಊ的に᧙わっていくとともに、大学生のǭȣ
Ȫア࢟成におけるஊјな内容やඥをᄩ立してい
きます。

ᝋとするǭȣȪݣ学生から᭗ఄ生、成人をݱ・
ア࢟成ǻȟナーやイșントをݰλ・ܱしたい
分の学ఄ・自治体・021・企業

大学生がɼ体的に、ǭȣȪア࢟成ǻȟナーや
イșントの企ဒ・発・ܱをおこないます。
また、ݣᝋ者にあわせた最新の内容・ඥなƲ
をӕりλれ、ஊј的にࣖဇします。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䝀スト䝔䜱ー䝏䝱ー䜢㏄䛘䛶䛾䜸ン䝷䜲ンබ㛤䝉䝭䝘ー㻔㻞㻜㻞㻝ᖺ㻝᭶䠅
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ǭーワーȉ オンȩインᜒ፯発・ܱ、+%Tဇ

ᧉ分ݦ +%TᏋ、Ꮛ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学፼јௐử᭗ỜỦỼὅἻỶὅᜒ፯開発・ܱោ
～ ᶘoomဇỆợỦᢒᨠ教Ꮛ ～

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဋɶɟᘽᲦ「சஹをഩくためのスǭルᲧA+時ˊに求められるॖ࣬決ܭщᲧ」ȖックȬット新潟大学Ღ2021年2月
ဋɶɟᘽᲦஊౕႺ子Ღ಄ᝮ࣓Ღ᭗等学ఄπൟ科における出生Эᚮૺをʙ̊としたॖ࣬決ܭ学፼Ყオタワ̾人ॖ࣬決ܭ
ǬイȉをࣖဇしてᲧᲦଐ本社会科Ꮛ学会ᇹ68ׅμ研究大会Ღ2018年11月
学会発ᘙ�

ဋɶἏἼἷὊἉἹὅἻἮ

䜸ン䝷䜲ン䞉䜸ープン䜻䝱ン䝟ス 大学生సᡂື⏬㻔㻞㻜㻞㻝ᖺ㻤᭶䠅

創生学㒊

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ဋɶ ɟᘽ TANAKA Kaᶘuhiro

https://create.niigata-u.ac.jp/

人人文文社社会会科科学学

2021年、新潟大学創生学ᢿでは、\oomМဇ
にǑるオンȩインᜒ፯と、ᜒ᩿ݣ፯が行してお
こなわれる「ȏイȖȪッȉᜒ፯」がɶ࣎となり
ました。

また、これまでӲ地の᭗ఄへႺ出向きܱし
ていた学ᢿᛟଢ会も、ʻ年度は「᭗ఄ生ݣᝋオン
ȩイン学ᢿᛟଢ会」として2ׅܱ、また「職
Ճݣᝋオンȩイン学ᢿᛟଢ会」を1ׅܱし、Ⴤ
くの᭗ఄ生、職Ճの૾々の参加がありٶからٳ
ました。さらに、「᭗ఄ生ݣᝋオンȩイン基ᄽǼ
ȟ体᬴」として、2ׅܱし、こちらもჄ内ٳか
らのٶくの᭗ఄ生の参加がありました。

また、大学生がɼ体となりજࢨからѣဒዻᨼま
でおこなったオンȩイン・オープンǭȣンȑスの
ѣဒは、ٶくの૾にᙻᎮいただきました。

研究のɶ࣎は、+%TဇにǑりオンȩインにお
けるᜒ፯やイșントの学፼јௐの向上をႸ的とし
ています。

᭗ఄ生から成人に᧙わるオンȩインでの学፼会、
研̲会、ǻȟナーやイșントの企ဒ・計ဒ・ܱ
なƲを通して、社会的なѣにᆢಊ的に᧙わって
いくとともに、\oomをဇしたஊјなオンȩイ
ンඥを発・ܱោしていきます。

ᝋとするオンȩݣ学生から᭗ఄ生、成人をݱ・
イン学፼会、研̲会、ǻȟナーやイșントをݰ
λ・ܱしたい分の学ఄ・自治体・021・
企業

大学生がɼ体的に、オンȩインでの学፼会や
ǻȟナーの企ဒ・発・ܱをおこないます。
また、ݣᝋ者にあわせた最新のオンȩインඥ
をӕりλれ、学፼јௐの向上をႸਦします。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䝀スト䝔䜱ー䝏䝱ー䜢㏄䛘䛶䛾䜸ン䝷䜲ンබ㛤䝉䝭䝘ー㻔㻞㻜㻞㻝ᖺ㻝᭶䠅
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┿䠍 㞟୰ㅮ⩏䛂䝁䝭䝳䝙䝔䜱䜲ンターン䝅ップධ㛛䛃
䠄ϮϬϮϭᖺᗘ䠅䛃䠜㛗ᒸᕷᦤ⏣ᒇ

ǭーワーȉ 人材Ꮛ成、ң研究、地域創生、学ٳ学̲、インターンシップ、オープンイノșーシȧン

ᧉ分ݦ Ꮛ学、Ꮛ࣎理学、Ꮛシステム、アクシȧンȪサーȁ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

研究のɶ࣎的᧙࣎は、地域社会の課題を「Ꮛ
課題」としてとらえ、Ʀれらを学፼の文Ꮶに٭੭
することで、Ǒりٶくの人々の᧙࣎をोきつけな
がら解決ሊを考え、アクシȧンする人材をفやす
ことです。地域社会には様々な課題があり、Ʀの
ʙ者だけではすƙに解決࢘くはᙐ合的でႺのٶ
できないものがǄとǜƲです。

研究では、アクシȧンȪサーȁのඥをဇし
て、課題のӷܭ・ᚨܭ、アクシȧンプȩンのሊܭ、
ܱ行、分ௌ・ોծのサイクルやプロǻスを᧙̞者
とともに共ஊすることをᙲᙻしています。̊え
ば、「ݱ学ఄのዮ合的な学፼のҥΨ発」「大学
生にǑる地域性҄デǶイン」「地域におけるɭ
ˊ᧓ʩ්のئƮくり」なƲのテーマが進行ɶです。

ᢿ機᧙との連携・ң体Сで課題解決にǉけٳ
たӕኵみをޒしていきます。こƏしたアプロー
ȁにǑり、࢘Иはेܭしなかった᧙̞が࢟成され
ることで、参ဒする機᧙が抱える様々な課題をѼ
ਙ的にとらえることにもつながります。さらに、
ʙ者᧓での課題解決のነӝの発ᙸや「つなが࢘
り」のࣅڤ環がᑻ生え、課題解決にݣするዒዓ的
な᧙ɨやǳȟȥȋテǣの࢟成がࢳできます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

・ຓ・ஙᘽ૯・ʟΰී（ዻᓸ）（2019）.ᧈ学ٳ学̲のデǶインとܱោᲦி信ؘ
・共ӷ研究「ビジネスȪテȩシーᏋ成プロǰȩムの発」（2017年度᳸2021年度）
・ຓ（2018）.職ңにǑる地域連携Ꮛプロǰȩム発のᚾ行的ӕኵÜ新潟ჄݱҘࠊへのȕǣールȉ

ワークをʙ̊としてÜ 新潟大学᭗等Ꮛ研究� 5 � 23-28.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域課題に᧙して大学生のアイデǣア等をご
౨᚛ɶの自治体᧙̞の皆様
・課題解決インターンシッププロǰȩムのᚨ
計・発に᧙࣎のある産業界の皆様

地域社会と人材࠹ແに᧙する課題についてご
相談をしながら課題ᚨܭ、アプローȁをኧし
ていきます（おൢ᠉にご連絡いただければ幸い
です）。

ຓ研究ܴί教Ꮛ開発・教Ꮛ学ὸ

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ຓ  ᵱAᵵAᵠE ᵨun

Ẑ教ᏋのˁኵỚẑỀẪụửᡫẳềע؏ᅈ˟の
ᛢ᫆解ൿử࢘ʙᎍととờỆႸਦẴỴἁἉἹὅἼἇὊἓ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

┿䠎 㞟୰ㅮ⩏䛂䝁䝭䝳䝙䝔䜱䜲ンターン䝅ップ䠄ϮϬϭϲᖺᗘ䠅䛃
䠜新潟ᕷす༊地域э䝎䝤䝹䝩ー䝮タ⨨䠄ϮϬϭϳᖺϰ᭶䡚䠅

ͤ大学㽢学生㽢⮬య䠄新潟ᕷす༊䠈䝁䝭䝳䝙䝔䜱༠㆟䠅➼

ㄢㄢ㢟㢟䛾䛾ྠྠᐃᐃ䞉䞉
ศศᯒᯒ

ィィ⏬⏬⟇⟇ᐃᐃ

ᐇᐇ㊶㊶䞉䞉ᨵᨵၿၿ

ププ䝻䝻䝉䝉スス䜢䜢༠༠ാാ

䝣䝣䜱䜱ーー䝗䝗䝞䝞ッッ䜽䜽

ᅗ 研究䜰プ䝻ー䝏䠄䜰䜽䝅䝵ン䝸䝃ー䝏䝃䜲䜽䝹䠅䛾䜲䝯ー䝆

創生学㒊

ᵵEᵠῨ῟ḷ

人人文文社社会会科科学学
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సᡂ䛧䛯䝣䝸ー䝨ー䝟ー䛾䜲䝯ー䝆

学生䛸䛾⾤Ṍ䛝䛾䠄㛗ᒸᕷ୰ᚰᕷ⾤地䠅

ǭーワーȉ ችᅕ的健康、Ꮛ、地૾創生、地域創生、（௹アンǱートᛦ）ܭ理ย࣎

ᧉ分ݦ ܭ理ย࣎、理学࣎理学、ȑーǽナȪテǣ࣎理学、Ꮛ࣎

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

の作「度（アンǱート）ݿ理࣎」ᧉとしてはݦ
成、ဇに᧙する研究を行っています。ƲのǑƏ
なឋ問Ⴘをဇいると、Ǒりјྙ的に、Ǒりችጁ
に、ยりたいもの（性、ችᅕ的健康度、能щな
Ʋ）をยܭできるかを、ႸӒࣖ理ᛯ（+4T）と
Ԡばれる理ᛯなƲをもとに౨᚛するものです。

アンǱートᛦ௹は、࣎理学の研究ˌٳでも、˰
ൟのॖᜤやȋーズをݮƶるᛦ௹から、δᇜ・生ࢻ
の学፼ཞඞをᛦǂるᛦ௹、イșント参加者にឱ
度をᎥくᛦ௹なƲ、さまƟまな᩿ئでٶくဇさ
れていると࣬います。しかし、ɟᙸቇҥにܱで
きるǑƏにᙸえるӒ᩿、ܱᨥにᢘЏなアンǱート
を作成し、ദしくยܭを行Əためには、ᚾ行ᥴᛚ
が࣏ᙲになってくるǑƏなこともٶいと࣬います。
ƦのǑƏなᛦ௹の計ဒから、φ体的なឋ問Ⴘの
作成、Ʀしてデータの分ௌ・解もԃめて、「ア
ンǱートᛦ௹」のܱに役立つǑƏなჷᙸをࢽる
ことをႸਦしています。

また、学生とともに地域の性҄に᧙するӕり
ኵみを行Əこともɳ行して進めています。ᘑഩき
や、地域を紹介するȕȪーペーȑーの発行を通し
て、学生Ⴘዴで地域のཎࣉや課題をਁ出し、ݦᧉ
分にとらわれᢅƗることなく自ဌな発ेでアプ
ローȁできないかと考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ɳ߷ ѐ 他 
2011�. $irleson自ࠁ記λࡸ৮Əつᚸ価ݿ度（&545-%）ჺ版の作成 ችᅕ医学� 53� 489-496. 
ɳ߷ ѐ 他 
2012�. $ig FiXeݿ度ჺ版の発と信᫂性と࢘ڲ性の౨᚛  .理学研究� 83� 91-99࣎
ɳ߷ ѐ 
2011�. ᇹ4ᇘ 理アǻスȡント࣎ ಔ本 Ҧଢ（ዻ）『カウンǻȪンǰ࣎理学』おƏƾƏ pp.43-55. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ɳ߷研究ܴ https://create.niigata-u.ac.jp/

┿
ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ɳ߷ ѐ NAᵫᵧKAᵵA Tsutomu

ỴὅἃὊἚᛦ௹のဇとોծỆ᧙ẴỦ研究Ẇ
のࣱ化Ệ᧙ẴỦѣ・研究؏ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

創生学㒊

人人文文社社会会科科学学

・ӲᆔアンǱートᛦ௹のМဇ、ોծ
・学生とңで課題の発ᙸや解決にӕりኵみた
い自治体、ׇ体なƲ

፯の「࣎理学」にᨂらƣ、ࠢ࠼いテーマの
ᛦ௹やӕりኵみに᧙࣎を持っています。また、
学ᢿには様々な課題・テーマに᧙࣎を持つ学生
もٶく、ٶ様な̞わり૾ができると࣬います。
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ǭーワーȉ 地域ኺփ、地域システム、地域デǶイン、地域เ、地域価値

ᧉ分ݦ 医療システム、医療Ǭバナンス、地域ኺփ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᡈ年のわがにおける࣯ᡮなݲ子᭗ᱫ҄の進ޒ
は、社会構造の٭ѣをともなって、地域に新たな
・をਔこƏとしています。地域におけるኺฎ᩿ޅ
щのถᡚはბܱにᘙ出しڼめており、「地域創
生」がࢍく求められています。他૾、人々の健康
でいきいきとしたらしをܣるために、医療機能
おǑƼኵጢをクローズȉにਵえたࢼஹのシステ
ムから、地域をѼਙ的にਵえてステークホルȀー
のМܹをૢ合҄させるマネジȡントシステムへの
᠃੭が進められǑƏとしています。これらはつま
るとこǖ、地域マネジȡントの問題に࠙ბします。

Ʀこで、ൟ学産πのңにǑる社会᬴ܱを通じ
て、地域に生きるステークホルȀーの価値をૢ合
҄させるˁኵみを発したいと考えています。$
ኢǰルȡ、Ǐるきǌら、まちおこしイșントÜ地
域性҄のੑけ٣のもと、ٶくの地域がӕりኵǜ
できたものです。ƦのኽௐƲれだけの地域がჇの
ॖ味で地域価値をف大させることができたでしǐ
Əか。ᙐ数の地域・分の大学生と地域に生きる
ステークホルȀーとがዒዓ的にǳȩȜȬーシȧン
したワークシȧップやȕǣールȉワークを通じて、
地域เをӒପしたဦ的࣬考に基Ʈく地域マネ
ジȡントシステムについてのܱោჷをᔛᆢし、地
域価値の向上にᝡྂしたいと考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• ؗቛ߁Ღ本大ԍ「ౕ᩷Ⴤにおける医療ȄーȪズムの課題と可能性」『地域ኺփ学研究』ᇹ11ࠇӭᲦ2019年。
• 研究ˊᘙ者「医療ඥ人၏ᨈのǬバナンスとॖ࣬決ܭ」科研ᝲ（ᒉ研究$: 25780225）2013ỻ2015年度。
• 研究ˊᘙ者「地域ѼਙǱアシステムの機能分҄・ወ合と連携に᧙するܱ७ᛦ௹と҄へのᚾみ」科研ᝲ（基盤研究%: 18-01790）2018-

2021年度。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ؗቛ研究ܴίҔၲ経փ・ע؏経փὸ https://create.niigata-u.ac.jp/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ؗቛ ߁ ᵦORᵧᵥOᵫE Takashi

ൟ学ငπのңỆợỦע؏̖͌ӼɥửႸਦẲẺ
ἰἊメὅἚἉἋἘムとẲềのע؏のἼἙἈỶὅ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㻞㻜㻞㻜ᖺᗘ 䝷䝪学生䛻䜘䜛新潟㎰ᮧ地域ㄪᰝ⤖ᯝ䛸ㄢ㢟ゎỴᥦ

㻞㻜㻝㻥ᖺᗘ 地域ㄢ㢟ゎỴ⟇䛾ᥦゝ䛻ྥ䛡䛯䝠䜰䝸ン䜾ㄪᰝ䛾ᵝᏊ

創生学㒊

人人文文社社会会科科学学

・地域をΨൢにするイșントなƲにᆢಊ的にӕ
りኵǉ地Ψのᒉ者、ׇ体

・地域เのりឪこしにӕりኵǉ自治体
・社会課題への᧙࣎がขい企業

ྵˊの地域課題はٶ領域にまたがったޖ的
なものです。文理ᗡ合学ᢿのȩȜといƏࢍみを
生かし、ᙐა的なᙻ点を通じた᩿ٶ的なアプ
ローȁにǑる課題解決ሊを੩ᅆしていきます。
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ǭーワーȉ 地域ኺփ、ǰローカル、ᚇήまちƮくり、᧙̞人ӝ

ᧉ分ݦ 医療システム、医療Ǭバナンス、地域ኺփ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

わがにおけるʻࢸのᚇήのあり૾については、
ȝストிʮオȪンȔックをᙸᡂǜだᜭᛯが、かな
りଔいെ᨞からなされていましたが、ʻࢸはᚇή
について、ࢼஹとはμくီなるᙻ点で考えていく
ᙲがあります。なƥならば2019年に発生し࣏
た%18+&-19のࢨ᪪にǑり、これまでेだにし
なかった時ˊにᆳλしǑƏとしているためです。

インバウンȉをᙸᡂǜだᚇήからシȕトして、
ǰローバルとローカルとを合したǰローカル࣓
向のᚇήဦと、ƲのǑƏに地域にらす人々の
生をܣり、ཋឋ的ᝅかさだけではない地域価値
の向上をるのか（Ჷ地域課題の解決）をᙻに
λれた「ᚇήまちƮくり」が求められているとᚕ
えるでしǐƏ。

Ʀこでࢼஹの「ᚇή学」からのアプローȁでは
なく、ǰローカル地域ኺփのᙻᚌからᚇήまちƮ
くりのあり૾、課題、可能性をᡙ究したいと考え
ています。Ʀのᨥにᙻするのは、࢘ʙ者性です。
アクシȧンȪサーȁのඥをဇいて、学生ととも
にܱᨥに地域にλり、地域におけるٶ様なステー
クホルȀーと᧙わり合いながら、「ワǬǳト」と
して課題を共ஊし、Ʀの解決をႸਦします。

本研究を通じ、地域と大学とをጟƙけとし
て新潟の地域創生に݃ɨできればと考えています。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

• ؗቛ߁Ღ本大ԍ「ౕ᩷Ⴤにおける医療ȄーȪズムの課題と可能性」『地域ኺփ学研究』ᇹ11ࠇӭᲦ2019年。
• ؗቛ߁「地域ኺփ学へのᙻࡈỻʚΨᛯをឬえて」『ኺփ学Ӫ学会ᇹ29ׅμ大会ʖᆜᨼ』pp.93-99Ღ2021年5月。
• ؗቛ߁「地域ኺփ学のᄩ立に向けてỻޛኺփ学『ጂとቦのኺփ』に学ƿ」『学問ρጂ』pp.21-26Ღ2021年3月。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ؗቛ研究ܴίҔၲ経փ・ע؏経փὸ https://create.niigata-u.ac.jp/

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ؗቛ ߁ ᵦORᵧᵥOᵫE Takashi

ἂἿὊカἽע؏経փのᙻᚌẦỤのᚇήộẼỀẪụ
～ ᛢ᫆の解ൿửႸਦẴỴἁἉἹὅἼἇὊἓ؏ע ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

㻞㻜㻝㻥ᖺᗘ 学生⪃䛾ほග䜢㏻䛨䛯ま䛱䛵䛟䜚プ䝷ン

㻞㻜㻝㻥ᖺᗘ ほගま䛱䛵䛟䜚䛻㛵䛩䜛䝷䝪で䛾䝣䜱ー䝹䝗ワー䜽䛾ᵝᏊ

創生学㒊

人人文文社社会会科科学学

・地域をΨൢにするイșントなƲにᆢಊ的にӕ
りኵǉ地Ψのᒉ者、ׇ体

・地域เのりឪこしにӕりኵǉ自治体
・社会課題への᧙࣎がขい企業

ྵˊの地域課題はٶ領域にまたがったޖ的
なものです。文理ᗡ合学ᢿのȩȜといƏࢍみを
生かし、ᙐა的なᙻ点を通じた᩿ٶ的なアプ
ローȁにǑる課題解決ሊを੩ᅆしていきます。
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学ᰯᩍ⫱⌧ሙで䛾ᐇ㊶䝃䝫ート

p㻠c䛻㛵䛩䜛᭩⡠

ǭーワーȉ 子ƲものՋ学、 philosoph[ Hor children 
p4c�、ݣᛅ的学Ƽ、究的学Ƽ

ᧉ分ݦ 環境Ջ学、合ॖ࢟成学、環境Ꮛᛯ、ݣᛅᏋ・究Ꮛ（philosoph[ Hor children）

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

『p4cの業デǶインệ共に考える究とݣᛅの時᧓のつくり૾』ଢ治� 2020年.
『子ƲものためのՋ学ᏋȏンȉȖック』ிʮ大学出版会� 2020年. 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᛅ的学Ƽの新たなඥをしている学ఄݣ・
Ճの૾々
・子Ʋもたちやٶɭˊのݣᛅのئをきたいと
࣬っている地域や021の૾々

業や学ኢƮくりの他、ஔの会や業の˷ႉ
時᧓でもဇできるシンプルなᏋȡǽッȉで
す。

ἅἱἷニἘỵἙἈỶὅܴ https://www.comdesign.sices.niigata-u.ac.jp

子ỄờのՋ学ίpᵒcὸỆợỦ究ႎ学ỎのἩἿἍἋἙἈỶὅ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

子ƲものՋ学（philosoph[ Hor children）と
は、ݣᛅを通して考え究するᏋで、「ɼ体
的・ݣᛅ的でขい学Ƽ」をܱྵするためのɟつの
アプローȁとして᭗いදႸをᨼめています。p4c
のݣᛅでは、子ƲもたちのワンȀーを「問い」の
ᚌ的にٶᛅを通してݣでᘙྵし、Ʀの問いを࢟
り下げるң究を行います。ƦƏした体᬴を通
して、子Ʋもたちは、ჷ的究࣎をᏋみ、考えを
ขめる૾ඥを፼ࢽし、またݣᛅのئのǻーȕテǣ
の大Џさを学Ƽます。

ᏋྵئでのデȢンストȬーシȧンやՃ研̲
を通して、p4cといƏᏋがଐ本の学ఄᏋでƲ
のǑƏにޒ可能かを、学ఄՃの૾々と共に
究しています。ᢊࣈ、社会、理科、ཎ別ѣなƲ
のさまƟまな学Ƽのシーン、さらには学ኢኺփや
学ఄƮくりに生かす૾ඥを共ӷで発しています。
ᛅ的学Ƽの学፼Пᢋ度のᚸ価૾ඥについても౨ݣ
᚛をڼめました。

これまでにp4cܱោのサȝートを行なった地
域・学ఄ：ܷ؉Ⴤ˅Өࠊ立ݱɶ学ఄ、ܷ؉Ⴤႉჽ
ɶ学ఄ、新潟Ⴤݱ立ࠊɶ学ఄ、新潟Ⴤ˱บݱ立ࠊ
Ҥᮄකࠊ立ɶ学ఄ、τࡉჄۈែࠊ立ݱ学ఄ・᭗等
学ఄ Ǆか。

˱บᐯσဃ科学ἍὅἑὊ 准教授

ᝅဋ ήɭ TOᵷODA ᵫitsuyo

బΏ⮬↛ඹ生⛉学䝉ンター

人人文文社社会会科科学学
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ୖ᱒䛾⚄♫㑇㊧㐲ᬒ䠄す䛛䜙༡ᮾ䛾୕ᓥୣ㝠᪉㠃䜢ᮃ䜐䠅

ୖ᱒䛾⚄♫㑇㊧➨䠍ḟㄪᰝ䞉䛺ฟᅵ㑇≀䠄⚗㌿㍕䠅

ǭーワーȉ 考Ӟ学、ࢄ生文҄、ᆖ作、ᤧ֥、ʩ්

ᧉ分ݦ 考Ӟ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ౕ ᝮ 2019「ᧈۄࠊޢȶλҤᢡួ出ᤧםのϐ౨᚛」『環ଐ本ෙ研究年報』ᇹ24ӭ、新潟大学大学ᨈྵˊ社会文҄研究科環
ଐ本ෙ研究ܴ、68-75᪫。
ౕ ᝮ（ዻ）2021『ᧈ߃ࠊޢ߷්域ᢡួ፭の研究í 上ఘのᅕ社ᘻᢡួÜᇹᲫഏ・ᇹ２ഏ発ᛦ௹の報ԓÜ』（߃߷්域
ᢡួᛦ௹ׇ報ԓᇹᲫᨼ）、߃߷්域ᢡួᛦ௹ׇ。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地૾自治体なƲ（文҄ᝠ̬܍・ဇ分）
・他分との共ӷ研究
・様々なᏋ研究ѣ・文҄ਰ興のӕりኵみ

考Ӟ学的研究のܱោを通じて、学ᨥ的・ǰ
ローバルなᙻから新潟のࢄ生文҄のཎឋにつ
いてଢらかにすることをႸਦします。

ׇ௹ᢡួᛦ؏්߷߃

研究ਖ਼ᡶೞನឬ؏学ᘐᨈ я教

ౕ ᝮ教 ᵫORᵧ Takanori

ૼのࢄဃ૨化ửỦ
～ ௹ᢡួ፭の発ᛦ؏්߷߃ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟におけるƮくりとᤧのМဇのڼまり（ჽ
֥からᤧ֥へのᆆり٭わり）について、ࢄ生時ˊ
のᨼᓳᢡួの学術発ᛦ௹・考Ӟ学的研究を通じ
てଢらかにします。

新潟Ⴤᧈࠊޢ（ԧ）の߃߷්域は、大
നᢡួやۄȶλҤᢡួをはじめ、Ⴤ内でࢄ生時ˊ
のཎᇿされるᢡួが݅ᨼする地域です。ࢄ生時ˊ
の研究上の様々な課題について、އ˰・生産域と
のڤ域のɲ᩿からዮ合的に౨᚛するためのዌـ
ȕǣールȉといえます。

ᅶは新潟大学のՃ・学生をɶ࣎に߃߷්域
ᢡួᛦ௹ׇをኵጢし、2019年度から発ᛦ௹を
ܱしています。И年度にܱした上ఘのᅕ社ᘻ
ᢡួᇹᲫഏᛦ௹では、いᛦ௹᩿ᆢながらࢄ生時
ˊɶࢸҞ（ЭᲫɭኔ᪭）の֥םがٶく出םしま
した。地域的なဌஹのီなる֥םがɟ地点から出
地域とԗᡀのᜂ地࢘、がみられࣉしたことにཎם
域（ி҅・҅ᨕ）との݅なʩ්᧙̞がᇄわれま
す。

ʻࢸのᛦ௹では、出םᢡཋにݣする理҄学的な
分ௌやӞ環境・地ឋ学的研究とのᗡ合研究を推進
し、ᢡួ情報をさらにفやしたいと考えています。
数カ年をかけてዒዓ的に࢘地域のᛦ௹・研究を進
めることにǑり、新潟のࢄ生文҄を大きくرり
ஆえるǑƏな発ᙸがࢳされます。

ୖ᱒䛾⚄♫㑇㊧

研究推進機構 ㉸域学⾡㝔

人人文文社社会会科科学学

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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ඖ▼ᗐ䛻䜘䜛✭ᐇ㦂䠄㟼ᒸᕷⓏ࿅㑇㊧ඖỈ⏣䠅

ǭーワーȉ ɠ、̅ဇၕ分ௌࡂ生文҄、ᆖ作、᬴ܱ考Ӟ学、ჽࢄ

ᧉ分ݦ 考Ӟ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ܘ ୂᦐ（ౕ ᝮᚪ）2019「᪡Ҟ Ҟ月࢟ʩʝ༾Ќჽࡂɠの製作・̅ဇ・ॖ味Ü˓ݖᢼ᩷ᨺ᩿出ם品にݣする分ௌÜ」『環ଐ
本ෙ研究年報』ᇹ24ӭ、新潟大学ྵˊ社会文҄研究科環ଐ本ෙ研究ܴ、76-94᪫。
ౕ ᝮ・Ҿဋ ࠴ 環』「ᝋとしてÜݣჽ֥をםᬔบ・ளȶිᢡួ出ࠊ生時ˊにおけるჽ製農φの̅ဇၕ分ௌÜӞࢄ」2020
ଐ本ෙ研究年報』ᇹ25ӭ、新潟大学ྵˊ社会文҄研究科環ଐ本ෙ研究ܴ、1-12᪫。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地૾自治体なƲ
・他分（農学・ౡཋ学なƲ）との共ӷ研究
・様々なᏋ研究ѣ・文҄ਰ興のӕりኵみ

生時ˊの農᎓技術について᬴ܱを通してଢࢄ
らかにすることをႸਦしています。本᬴ܱに᧙
。ちしておりますࢳをお持ちの૾のご連絡をお࣎

ౕ研究ܴ

研究ਖ਼ᡶೞನឬ؏学ᘐᨈ я教

ౕ ᝮ教 ᵫORᵧ Takanori

ဃˊのᠾ᎓২ᘐửỦࢄ
～ ჽᙌᠾφỆợỦ᬴ܱᎋӞ学ႎ研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

にいたる生業の基盤であるנྵ、生時ˊはࢄ
Ʈくりがڼまった時ˊです。ᅶはࢄ生文҄のཎឋ
をଢらかにする研究のɟ環として、ࣄΨしたჽ製
農φをဇいて᬴ܱ考Ӟ学的研究を行っています。

、は「ɠࡂჽ」生時ˊの農φのˊᘙといえるࢄ
なჽ材のɟᡀにЌをもつჽ製の収ᆫφで、こ
れをဇいてイネ科等ᒬ本ౡཋのᆞをઇみӕってい
たことがこれまでの研究でଢらかになっています。
また、「大ႺጂЌჽ֥」とǑばれる大のெཞ
ჽ֥は、ᆞઇみのࢸにസったᆖఇなƲのസᆈϼ理
やᨊᒬ作業にဇいられていたと考えられています。

しかし、ᢡួから出םしたこれらのჽ֥が本ஹ
ƲのǑƏに̅われていたのか、Ќの付け૾や࢟、
̅ဇჽ材のᢌいなƲが収ᆫјྙやદ作性にӏǅす
。くസされていますٶ᪪についてはɧଢな点もࢨ
Ʀこで、᬴ܱを通してჽ製農φの機能・ဇᡦにつ
いてφ体的にଢらかにしたいと考えています。

また、ᓳݧༀଢ᫋ࣇᦟをဇいてჽ֥のᘙ᩿を
᭗̿ྙ（100᳸500̿）でᚇݑすると、ྯᣠ体を
ԃǉイネなƲのЏૺにǑって生じるཎࣉ的な̅ဇ
ၕ（ݱࣇήඑ᩿）がみられるئ合があります。考
Ӟ料と収ᆫ᬴ܱでဇいたࣄΨჽ֥の̅ဇၕ分ௌ
をൔ᠋することで、ࢄ生時ˊの農᎓技術をさらに
ܱᚰ的にଢらかにできるものとࢳされます。 ⪃ྂ㈨ᩱ䛻ᑐ䛩䜛⏝ศᯒ䠄䝰䝸䝔ッ䜽ス^K�ͲϪ䠅

研究推進機構 ㉸域学⾡㝔

人人文文社社会会科科学学

ᵵEᵠῨ῟ḷ
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�>W㧗㏿プ䝻䝆䜵䜽タ䛸ᥦ♧ᫎീ䛾㛫ᐦᗘ䛾ᶍᘧᅗ

㞃䜜䛯㒊ศ䛾⿵䛜㛵䛩䜛㘒ど䛾

ǭーワーȉ ᙻᙾ、ᥴᙾ・ᥴᙻ、情報੩ᅆ、ܤμ・࣎ܤ、Ȓȥーマンエȩー

ᧉ分ݦ 理学、Ȓȥーマンȕǡクターズ࣎理学、ࣖဇ᬴ܱ࣎

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

=1? 0aMajima � 5aMaguchi. 
2016�. 2erceptual shrinMage oH a one-wa[ motion path with high-speed motion. 
5cientiHic 4eports� 6� 30592.

=2? 0aMajima� -aMuda� � 5atoh. 
2019�. +llusor[ 1scillation oH the %entral 4otation AZis. 
i-perception� 10
4�� 1ệ17. èᇹ8ׅ ᥴᙻ・ᥴᎮǳンテストλច

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・Ȓトのჷᙾᛐჷཎ性をȝジテǣȖにਵえ、
Ȓȥーマンȕǡクターズ、ෞᝲ者ទᝰ行ѣ等の
課題にݣし、Ȓトの持つ能щをᆢಊ的にဇし
たいと考えている企業、自治体なƲ。

「Ꮿのܭჽ」をかすことから、ܭჽをᢘဇ
したȢノ（製品、ᢊφ、දॖնឪ、࠼ԓなƲ）
とインタȩクシȧンをするᨥに、ᢌԧ感を৮С
し、自にᢘࣖできるものと考えます。

理学研究ܴ࣎ http://www.human.niigata-u.ac.jp/ᶜpsy/index.html

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ɶߢ ᝅ NAKAᵨᵧᵫA ᵷutaka

ẐᙸảễẟऴإửᙸỦẑἤἚのᏡщのဇ
～ ᥴᙾ・ᥴᙻのἓカἻ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究では、ܤμ・࣎ܤなȢノ作りや࠼ԓ・ԓ
ჷ等に、Ȓトのჷᙾᛐჷཎ性（「Ꮿのܭჽ」）を
かすことで、Ȓトにやさしい、᭽щあるȢノ作
りを੩̓していくことをႸਦし、Ʀの基ᄽとなる
ᥴᙾ・ᥴᙻྵᝋに᧙わるȒトのჷᙾᛐჷȡカȋズ
ムの解ଢを進めています。

φ体的には、時᧓的にᙸえない情報（Ȓトの時
᧓ϼ理のᨂ界をឬえたȪȕȬッシȥȬートで੩ᅆ
された情報）にǑり、ѣいているཋ体のˮፗがƣ
れてჷᙾされるᥴᙻྵᝋを、最大5000 *\のȪ
ȕȬッシȥȬートを持つ&L2᭗ᡮプロジǧクタを
ဇいて౨᚛しました =1?。また、ᆰ᧓的にᙸえない
情報（ദ૾࢟の᪬点がᨨされた࢟）をᏯがᙀܦ
することにǑって生じるᥴᙻを発ᙸしました=2?。

こƏした「ᙸえない情報」をȒトのᏯがᙀって
ჷᙾᛐჷすることを考ॾすると、̊えば、何らか
の情報の੩ᅆをܲやᚨМဇ者等に行なƏᨥ、
ɟᢿがᨨれているဒの૾がかえってॖがˡわ
るといったことがࢳされます。また、ᙸえない
時᧓情報の੩ᅆをࣖဇすると、Ȓトに༁わしさを
感じさせることなくදॖնឪを行なƏといったဇ
ᡦへのМဇがࢳできます。

ᙎᛶయ䛾ᅇ㌿㐠ື䛸䛧䛶▱ぬ

๛య䛾ᅇ㌿㐠ື䛸䛧䛶▱ぬ

䛹䛱䜙䜒ྠ䛨≀⌮ⓗ㐠ືሗ

䞉⅊Ⰽ䛾ṇ᪉ᙧ䛜ᅇ㌿䛩䜛䜘䛖䛻▱ぬ
䞉ᅇ㌿䛾୰ᚰ㍈䛜䜆䜜䛶▱ぬ䛥䜜䜛

୍య㐠ື䛻お䛡䜛㐠ືឤᅇ㌿୰ᚰ㍈ືᦂ㘒ど㼇㻞㼉

㧗㏿ࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉ
㧗ᐦᗘ࡛ࡢᥦ♧ྍ

ྑ᪉ྥࡢ㧗㏿㐠ື

ᚑ᮶ࡢᥦ♧᪉ἲ
పᐦᗘ࡛ࡢᥦ♧

ேᩥ学㒊 ᚰ⌮䞉ே㛫学プ䝻䜾䝷䝮
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䛆㞟所䛾 ⇕⎔ቃᨵၿ䛇

䛆✵䛝ᐙ問㢟で䛾࿘▱ၨⓎάື䛸ண㜵⟇䛾ᥦ䛇

ǭーワーȉ ˰Ꮛ、˰生、˰ܡ、˰環境、πփ˰ܡ、ᆰきܼ問題、地域ǳȟȥȋテǣ、᧸ѣ

ᧉ分ݦ 学ሰ環境、学އ˰、科の˰Ꮛࡊܼ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᘮ地ٳのᢤᩊ所における生環境のܱ७（ிଐ本大ᩗ合ӷᛦ௹報ԓ� ሰዻ8� 2015）
新潟Ⴤփ˰ܡにおけるއ˰問題とᨼ会所のٶႸ的ဇに᧙する研究（ଐ本ሰ学会҅ᨕૅᢿ報ԓᨼ� 62ӭ� 2019）
ԗჷ・գ発にǑるᆰきܼ問題のʖ᧸ሊの౨᚛（新潟大学Ꮛ学ᢿኔᙲ� ᇹ121 �ࠇӭ� 2019）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・πփ˰ܡにおける˰環境のોծや地域ǳȟȥ
ȋテǣの࢟成ӏƼ᧸体Сの構ሰをɟደに行え
る自治体。ᆰきܼ問題のʖ᧸的なӕりኵみにឃ
ӷ・ܱោしていただける自治体。

性や˰環境の問題ӏ˰އ、者のᚇ点から˰އ
Ƽ社会や地域のᜂ問題について、ܱย・アン
Ǳートᛦ௹なƲにǑり৭੮しݣሊなƲを੩ᅆす
る研究と、ܱោ的なѣを行っています。

野研究ܴί˰އ学研究ܴὸ ᵵEᵠῨ῟ḷ 

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

野 ဌᬐМ ᾘᾘᾝᾞ ᵷukari

πփ˰ܡỂのއ˰ࣱのોծとᆰẨܼբ᫆のʖ᧸ሊ
～ ᢘễ˰ဃỆӼẬềࣛ・ࡍͤ・μܤ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

社会における᭗ᱫ҄、ᝢ҄とཋのᎊ҄な
Ʋのѣ向を៊まえて、本研究ܴでは人々がܤμで
ࣛᢘに˰まƏことのできるਗ点作りや地域ǳȟȥ
ȋテǣの࢟成をႸਦしてܱោ研究を行っています。
̊えば、πփ˰ܡの自治会とңして、ᨼ会所の
ภ༏環境ોծのために᩿にૺ༏材とカーペット
ӏƼދݱᘻにૺ༏材をᚨ、Ϥにᆸ᩿にૺ༏材
やすきまテープをᚨፗ、ٰにおける通時ӏƼ
エアǳンと機との́ဇ時のภ༏環境のોծሊ
の੩కなƲを行い、ᨼ会所を˰ൟの生ਗ点（自
治会ѣや子Ʋものئއ所、ӏƼႾエネなئ所な
Ʋ）にするためのˁኵみ作りや᧸ѣのૅੲを
行っております。さらに、˰環境で問題になって
いるٰの༏ɶၐݣሊやϤのȒートシȧックݣ
ሊを੩ᅆし、ܱยやアンǱートᛦ௹なƲにǑり౨
ᚰを行っています。

ɟ૾、人ӝถݲにˤƏᆰきܼ問題は自治体のᣃ
なᚇのᄩ̬ڤやᑣܤ計ဒのܱӏƼ地域の治ࠊ
をڳげ、ᝠ上の大きなਃになることがভࣞさ
れます。ᆰきܼ問題のݣሊはȪノșーシȧンやȪ
ȕǩームがٶいですが、ܱ数はᨂܭ的で時᧓も
іщもかかります。᭗ᱫ者に向けたᆰきܼ問題の
ԗჷգ発ѣと、ܼɼが自ɼ的に持ちܼの相ዓや
ϼ分を考えるʖ᧸的なˁኵみを考కし、自治体へ
のӕりኵみ૾ඥの੩కを行っています。

ᗋ㠃䛻᩿⇕ᮦ䛸カー䝨ット䜢ᩜタ

ᑠᒇ䛻᩿⇕ᮦ䜢ᩜタ ❆㠃䛾᩿⇕ᛶ⬟䛾ྥୖ 䜶䜰䝁ン䛾タ⨨

㧗㱋⪅䜈䛾࿘▱ၨⓎㅮ⩏䛸㈨ᩱ

ᐙ䛜ᐙ䛾ᚋ䜢᳨ウ䛩䜛䛯䜑䛾䝣䝻ー䝏䝱ート

カー䝨ット ᩿⇕ᮦ

䝣䝻ー䝸ン䜾

᩿⇕ᮦ

䜶䜰䝁ン
᩿⇕ᮦẼἻ

⦆⾪ᮦ

ᩍ⫱学㒊
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ZĞƋƵŝĞŵ�ĨŽƌ�&ƵŬƵƐŚŝŵĂ�䠄䜸ー䜿スト䝷సရ䠅䝗䜲䝒ୡ⏺ึ₇ ϮϬϭϮ

'h/䜢䛳䛯プ䝻䜾䝷䝭ン䜾

ǭーワーȉ ᑸ術ᘙྵ、創作、᪦、᪦ಏ、ᑸ術と学

ᧉ分ݦ 作、アルǴȪズムǳンȝジシȧン、ᑸ術、ǳンȔȥータ᪦ಏ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᛯ文:  ǳンȔȥータ᪦ಏとƦの作へのࣖဇ（新潟大学Ꮛ学ᢿ研究ኔᙲ、人文・社会科学ዻ� 81ࠇӭ� pp.81-94）
ᓸ（ಏᜧ）: ڌȕルートのための「ီなる時ᆰ++」（Ȼ᪦ಏʂӐ社 2004）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・᪦ಏの新たなӕりኵみや作品С作に᧙࣎のあ
る自治体・企業
・ପなƲ他の分やᘙྵでのǳȩȜȬーシȧ
ンに᧙࣎のある૾

作品発ᘙのኺ᬴から᪦ಏ文҄の֚ۀでのٳ内
発ޒへ݃ɨしていきます。

ฌ൦研究ܴ https://kensakushimiᶘu.com

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 教授

ฌ൦ 研˺ ᵱᵦᵧᵫᵧᵸᵳ Kensaku

˺と᪦ỆợỦᑸᘐᘙྵ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ଐ本Ӟஹの፦ॖᜤと࠸なɭ界を᪦でᘙྵする
ため、ࢼஹの作ඥだけでなく、アルǴȪズムを
ဇいてசᎮᙾな᪪きや構造をኧし、題材やᙲஓ
に合った「ɭ界ᚇ」を作を通してᘙྵし、オー
Ǳストȩ、ܴ内ಏ、ǳンȔȥータなƲにǑる作品
としてС作、発ᘙしています。

ᅶの研究ܴでは、ࢼஹの作のǄかに、)7+

ǰȩȕǣカル・ȦーǶー・インターȕǧイス�を
̅い、アルǴȪズムをဇいた᪦ಏ作品のС作、シ
ステム構ሰなƲを行っています。ᑸ術的なᙻ点、
ᘙྵ૾ඥと、数ࡸなƲᑸ術領域ˌٳの૾ඥ、ಒࣞ
をኵみ合わせることで、ࠢ࠼いᘙྵや様々なᆔ
の᪦を生み出すことができます。ᑸ術と学のᗡ
合といƏ新たな環境が、この研究を可能にしてい
ます。

ᩍ⫱学㒊 ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ ᢒᨠ業、プロǰȩȟンǰ、自ѣ点、クȩウȉ計ም、ˎेマシン

ᧉ分ݦ 数理Ȣデルのᛚࠀ解ௌ、シȟȥȬーシȧン、クȩウȉǳンȔȥーテǣンǰ、数理最ᢘ҄

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᢒᨠ業の可能性がኧされるɶ、ཎにプロǰ
ȩȟンǰ᧙̞の業では、計計ምም機機環環境境ががババȩȩババȩȩ
であることや課課題題のの自自ဌဌ度度のの˯˯下下といったСኖ的
な٭᪃がՃにとって大きなਃとなっています。

本システムは、クȩウȉ計ምのˎेマシンの技
術をМဇし、ወɟ的なオンȩインプロǰȩȟンǰ
環境の੩̓や、業ሥ理、ݱテスト出題といった
機能をͳえたククȩȩウウȉȉᏋᏋシシスステテムムです。

また、数学ኒの業ܱでは、Ȭȝート解ሉの
点を自ѣ҄するために、ᘙ記Ǐれ（̊:2
Z1� 
と2Z2は等しい）の問題を抱えています。この
問題にݣして、自の数ࡸϼ理エンジンを発し、
数ࡸのᘙ記Ǐれを理解できる自自ѣѣ出出題題・・点点のの
ササーービビススを੩̓します。

2015年の発ឱから、トȩイアル版である
%E5-Alphaは新潟大学のᙐ数の業で̅ဇされ、
学生からڤᚸをࢽています。

本システムのȡȪット：
¾ クȩウȉМဇであるためȏーȉウǧアሥ理がɧᙲ。

24時᧓ᢃဇ。人数規のࢨ᪪もӖけない。

¾ 計ምϼ理には)oogleの᭗性能なˎेマシンをМဇ

できる。Ӳᇢの性能にࢨ᪪をӖけƣ業が可能。

¾ 自の数ࡸϼ理エンジンにǑりᢒᨠ業における数

理的な課題の自ဌ度が᭗まる。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ф ᩌ� クȩウȉ技術をဇいたᏋ・研究ဇの計ም環境の構ሰについて� 2015年ଐ本ࣖဇ数理学会年会
%E5-Alpha： https://www.ces-alpha.org/

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・業ဇ、研̲、ǻȟナーなƲでオンȩイン
プロǰȩȟンǰや数理的な課題を౨᚛している
૾、ኵጢ、ׇ体。
・本システム自体に興味のある企業。

クȩウȉサービスをМဇしているため、いつ
でもƲこでもᛡでもӷじ計ም機環境をМဇでき
ます。業ወ計情報のሥ理といった基本的な機
能もஊしています。

ф研究ܴ http://www.xfliu.org/hp/index.html

ᐯ科学ኒ 准教授

ф ᩌ ᵪᵧᵳ ᵶuefeng

ἁἻỸἛửМဇẲẺ教ᏋؾἉἋἘムᵆᵡEᵱ-Alphaᵇ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⌮学㒊 ᩘ学プ䝻䜾䝷䝮

CESͲAlpha䝅ス䝔䝮䛾構ᡂᅗ

CESͲAlpha䛾⮬ື᥇Ⅼ䝃ー䝡ス䛾学生ᅇ⟅⏬㠃

教Ꮛ・学ဃૅੲೞನ ཎ˓准教授
ᱣ藤 ᘽ ᵱAᵧTO ᵷutaka 

https://www.ces-alpha.org/

共共通通・・他他のの領領域域

ᐯ科学ኒ ཎ˓я教
൷ ීɟᢹ ᵧKE Koichiro 
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ኳ䛾ᕝ㖟Ἑ䜢ほ 䛩䜛 Gaia (ESA)�䛾䜲䝯ー䝆ᅗ

ᑠᆺJASMINE䠄ᅜ❧ኳᩥྎ䠈JAXA䠅䛾ീᅗ

ǭーワーȉ ˮፗټ文学、ټの߷ඕ、࢟成

ᧉ分ݦ 文学ټ、ཋ理学ܬܢ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

0ano-,A5/+0E and small-,A5/+0E data anal[sis� ;amada� ;oshi[uMi� 5hirasaMi� ;uji� 0ishi� 4[oichi� 
Astrometr[ and Astroph[sics in the )aia sM[� 2roceedings oH the +nternational Astronomical 7nion� +A7 
5[mposium� 8olume 330� pp. 104-105

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・データ解ௌ分
・自治体の社会人向けᜒ
ࡈɶ・᭗ఄ生向けᜒ・ݱ・

大学のπᜒࡈや出Эᜒ፯、にいがた連携π
ᜒࡈ、サイエンスカȕǧなƲɟᑍ向けのᜒ
をٶ数行っています。新潟ジȥȋアȉクターᏋ
成ؽなƲ子̓向けのᜒࡈのኺ᬴もあります。

ཋ理学研究ܴܬܢ ᵵEᵠῨ῟ḷ

ᐯ科学ኒ 准教授

ᙱ ʰɟ Nᵧᵱᵦᵧ Ryoichi

ૼɭˊˮፗټ૨ᘓửဇẟẺټ˳の研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2013年にȨーロッȑܬܢ機᧙（E5A）がち
あげたˮፗټ文ᚇย機)aiaは、ټの߷ඕに所属
するँをɶ࣎にች݅なᚇยを行い、13Ε̾ˌ
上ののښ行૾向をԃめたˮፗやᢃѣᡮ度につい
てのデータをπしています。ᅶたちは、Ʀの
データを解ௌすることで、ټの߷ඕの構造やँ
ټ体ƦしてƦれƧれのँについてᛇしくᛦǂ
る研究を行っています。)aiaはᚇยをዒዓɶで、
これからもデータは更新されていき、Ǒりች݅な
研究が進ǉことがࢳされます。

また、ଐ本の立ټ文Өをɶ࣎に計ဒɶのݱ
,A5/+0Eᘓは、2019年5月に,AXAにǑっ
てち上げ計ဒకがᛐめられ、2020年ˊࢸҞの
ち上げʖܭとなっています。ݱ,A5/+0Eは
ហٳዴでᚇยすることにǑり、可ᙻήでᚇยして
いる)aiaでは᧓ཋឋにǑるήのԈ収のためᚇย
大分子ᩏ内ᢿのँ߾、ᢿや࣎の߷ඕɶټᩊな
をᚇยすることができます。Ʀして、ټの߷
ඕɶ࣎にנ܍する߾大Ȗȩックホールの性ឋや߾
大分子ᩏでの࢟成ᢅᆉなƲについての研究が進
ǉとࢳされています。

ᅶたちはݱ,A5/+0Eの計ဒをサȝートする
ためのኵጢである,A5/+0E consortiumのȡン
バーとしてѣしています。

共共通通・・他他のの領領域域

⌮学㒊 ≀⌮学プ䝻䜾䝷䝮
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㻞㻜㻞㻞ᖺ∧ ᨺᩓカ䝺ン䝎ー 䠄䜲䝯ー䝆䝭ッ䝅䝵ンᮌ㙾♫ సᡂ䠅
䝬䝸䜰䝘ᾏ⁁⏘䛾ⓑள⣖᭱๓ᮇ䛾ᨺᩓ▼
䠄ୖ䠖ග学㢧ᚤ㙾┿䠈ୗ䠖㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾┿䠅

ǭーワーȉ ્ᖓ、最ᢘ҄、生ཋ進҄、࢟७࢟成、デǶイン、アート、ジオȑーク、サイエンスǳȋȥȋǱーシȧン

ᧉ分ݦ Ӟෙබ学、地ឋ学、Ӟ生ཋ学、ෙබ生ཋ学、࢟の科学、サイエンスǳȋȥȋǱーシȧン

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

「ǄƏさǜちǎƏ ちいさな ƾしƗな 生きものの かたち」Ⴓ̲：ޢ ሶᲦ文：かǜちくたかこᲦアȪスᲨ
「્ᖓカȬンȀーᲦ્ᖓトȩンプᲦ્ᖓマスクǱースᲦ્ᖓクȪアȕǡイル」イȡージȟッシȧンஙᦟ社
「્ᖓኬᲦ્ᖓ3&」4% )EA4

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

アート、࢟業デǶイン、造・
・サイエンスǳȟȥȋǱーシȧン
・Ꮛ、出版
・ジオȑーク

፦しいȟクロのɭ界、ෙのプȩンクトンがも
つ࢟には、ᧈい進҄のഭӪが記録されています。
ർはӈしく、いい࢟しかസれない。

の科学࢟ 研究ܴ http://www.katachi.niigata-u.ac.jp/index.html

ᐯ科学ኒ 教授

ޢ ሶ ᵫATᵱᵳOKA Atsushi

ἇỶỺὅἋとỴὊἚのẬ
～ ầጢụễẴ፦のɭမ࢟ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

共共通通・・他他のの領領域域

5Ε年ЭのカンȖȪアኔにǬȩスのをもつ生
ཋとなったෙබプȩンクトンの્ᖓは、Ʀのࢸ、
ௗႮᘛをጮりᡉしながらྵנのෙにも生ऒして
います。これまでに1ɢᆔをឬえる્ᖓのᆔが
ჷられていますが、μ体の৭੮にはᐱっていま
せǜ。ᅶたちは、5Ε年の᧓に્ᖓがᅆす࢟
७の҄٭をもとに、ෙබ環境٭ᢟӪの解ଢをႸਦ
しています。

ᅶたちの研究アプローȁは、ྵ生્ᖓの生७
学的౨᚛、҄ჽ્ᖓのӞ生ཋ学的研究、マイク
ロ%T技術と3&プȪンターを̅ဇした࢟の科学的
ඥなƲ、ޟٶにわたっています。新潟大学自
科学ኒ᧽ፗǳア・ステーシȧン「࢟の科学研究ǻ
ンター」は、ᅶたちが研究を進めるኵጢとして機
能しており、ٳをԃǉ学ٳの共ӷ研究者ととも
にѣをޒしています。ཎᇿされるѣとして
は、アーテǣストや科学ྜྷφȡーカーなƲとのǳ
ȩȜȬーシȧンを推進していることがあげられま
す。

્ᖓ研究のи産ཋとしてٶにӕࢽされるဒ
データを、カȬンȀー、TシȣȄのዋ、トȩ
ンプ、ዋ本、クȪアȕǡイルなƲ、様々なアイテ
ムのС作にМဇしてきました。自の造࢟፦をと
もにಏしǉȑートナーをѪᨼɶです。

⌮学㒊 地㉁⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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新潟地域䝸䜰䝹タ䜲䝮㢼ሗ䝅ス䝔䝮

ᐮ෭ ᣦᶆ䜢⏝い䛯㢧ⴭ大Ẽ⌧㇟㏣㊧┘ど⾲♧䝅ス䝔䝮

ǭーワーȉ ᫋ᓸ大ൢྵᝋ、ൢᝋܹ、ᝍᩋ・ᝍᩌ、ᇕࠇ・ᆳྵᝋ、݊Ϭพ

ᧉ分ݦ ൢᝋ学、ൢͅシステム学、地ྶ環境科学、自ܹ科学、地ྶ්体щ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

新潟Ⴤは「ൢᝋのデȑート」とᚕわれ、ࢢٶな
ൢᝋがみられます。またଐ本でもஊ数のٶᨀ൦地
࠘で、しばしばᝍᩋやᝍᩌにᙸᑈわれます。更に
ᇕࠇなƲのᆳྵᝋにǑるܹがٶいのもཎࣉで
す。このǑƏな᫋ᓸな大ൢྵᝋをਵえるႸ的で、
、研究ܴでは新潟大学ൢᝋȉップȩーȬーȀー࢘
新潟ࠊがᢃဇする地上ൢᝋᚇยዡǑりオンȩイン
でൢᝋデータを収ᨼӏƼႳᙻ・解ௌしてウǧȖサ
イトにᘙᅆする「新新潟潟地地域域ȪȪアアルルタタイイムム情情報報シシ
スステテムム」をᢃဇしています。また、情報システ
ムにܱᘺされた領域ൢᝋȢデルにǑって、แȪア
ルタイムでᝍᩋ・ᝍᩌ・ᆳྵᝋ等をᡆᡮに౨
出・解ௌし、ܹ発生機構の解ଢをႸਦす「แȪ
アルタイム解ௌシステム」の構ሰを進めています。

ܹをもたらす᫋ᓸ大ൢྵᝋは、上ᆰに݊ൢを
ˤった˯ൢן（݊݊ϬϬพพ）をˤっています。࢘研究
ܴでは݊Ϭพのˮፗ、ࢍ度、ࢨ᪪Ҟࢲをܲᚇ的に
ਁ出するඥを発し、このਦをဇいたᡙួ・
ႳᙻにǑり݊Ϭพをଔ౨出する「᫋᫋ᓸᓸ大大ൢൢྵྵᝋᝋ
ᡙᡙួួႳႳᙻᙻᘙᘙᅆᅆシシスステテムム」のᢃဇをڼしました。

様な時ᆰ᧓スǱールを持つさまƟまなྵᝋのٶ
᨞ޖ構造にბႸし、ܹをもたらすǑƏな᫋ᓸな
大ൢྵᝋの発ྵȡカȋズムを、ǰローバル・ロー
カルӑ૾のᙻ点からଢらかにしていきます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

大ൢෙබ研究ܴサイト：http://enX.sc.niigata-u.ac.jp/`naos/indeZ.html
新潟地域Ȫアルタイム情報システム：http://naos.enX.sc.niigata-u.ac.jp/`sc-enX/puDlic/indeZ.php
᫋ᓸ大ൢྵᝋᡙួႳᙻシステム：http://naos.enX.sc.niigata-u.ac.jp/`coluser/indeZ.php

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地ྶภଡ଼҄が進行するɶで、新潟のൢᝋもʻ
していくものと࣬われます。新潟҄٭大きくࢸ
のݩஹをᧈ的なᙻ点でᙸੁえる࣏ᙲのあるӲ
ᆔ産業、自治体なƲとの連携をࢳします。

新潟のນしいൢᝋはٶくの自ܹをもたら
しますが、ɟ૾Ʀのࢢٶなൢᝋは新潟にᝅかさ
をもたらします。新潟のൢᝋをȝジテǣȖにਵ
え、Ǒりᝅかな新潟をႸਦしましǐƏ。

ෙබἉἋἘム研究ܴൢٻ http://enᶔ.sc.niigata-u.ac.jp/ᶜmeiji/index.html

ᐯ科学ኒ 教授

ஜဋ 明 ᵦONDA ᵫeiji

ܹửờẺỤẴ᫋ᓸྵൢٻᝋの発ྵᢅᆉの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

共共通通・・他他のの領領域域

⌮学㒊 䝣䜱ー䝹䝗⛉学ேᮦ⫱ᡂプ䝻䜾䝷䝮
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ᨭ⪅䛜䛴䛺䛜䜛䛂䛧䜓䜣䛧䜓䜣⫱䛱䛾䛃

新潟┴E/�hධ㝔ඣᨭᴗ䛸䛾㐃ᦠ

ǭーワーȉ 医療的Ǳアδ・者やᨦがいδ・者へのૅੲ、ܼଈૅੲ、地域ѼਙǱア、地域共生

ᧉ分ݦ δჃᜱ学、ᨦがいδ・者Ⴣᜱ、0+%7ᡚᨈૅੲݱ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ဋɶ፦ځ 他（2019）ܡנ度ᨦܹδ・者のᚃのȬジȪエンスݿ度の発�ଐ本ᘓ生学ᩃᛏ74ࠇ
新潟Ⴤ0+%7λᨈδᡚᨈᛦૢǬイȉȖック https://www.preH.niigata.lg.jp/sec/MenMo/1356813753310.html

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᅶたちは、ૅੲ者をૅੲするためのネット
ワークƮくりを行っています。相ʝにǭȣッȁ
Ȝールしながら課題解決にӕりኵǉ、Ʀのため
の参考となるᛦ௹とئƮくりを行います。

ဋɶ研究ܴ https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ᶜtana/

Ҕഫ学ኒ 准教授

ဋɶ ፦ځ TANAKA ᵫio

ҔၲႎἃỴδ・ᎍとܼଈửૅੲẴỦ
ἩἻἕἚἧỻὊムỀẪụửỜằẲề؏ע

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

・医療技術の進ഩにǑり、ଐࠝ的に医療を࣏ᙲと
する、医療的Ǳアδ・者がف加しており、Ʀの
ૅੲ体Сのૢͳが求められています。

・医療機᧙と地域のスムーズな相ʝᆆ行、࢘ʙ者
の૾のり感に݃りชったૅੲ等、いいᨦᨦܹܹやや
医医療療的的ǱǱアアががああっっててもも、、子子ƲƲももととܼܼଈଈがが地地域域のの
ɶɶででᢅᢅごごせせるるネネッットトワワーーククƮƮくくりりが求められま
す。Ʀのため、ˌ下のӕりኵみを行っています。

（（11））ૅૅੲੲ者者ののૅૅੲੲ
ૅੲ者の皆さǜと、医療・Ꮛ・福祉・行の
ː᧓がᨼまって、相談して、ჷऔを出し合って、
「᫊がᙸえる᧙̞」からɟഩ進ǜで、「「ɟɟደደにに
ӕӕりりኵኵǉǉːː᧓᧓ƮƮくくりり」」ををႸႸਦਦししてていいまますす。
ŨつながるئƮくりと、つながり૾の౨᚛

ʙ̊共ஊや̾別のテーマ（ݼ学、Ȭスȑイト、
ܹなƲ）の解決ሊの共ஊăă研研究究・・課課題題共共ஊஊ

とと地地域域ににࣖࣖじじたた解解決決ሊሊ・・研研̲̲ををととおおししてて、、ɟɟደደ
ににӕӕりりኵኵみみ、、成成ௐௐをを共共ஊஊししまますす。。

ʙʙ者者のの皆皆ささǜǜととののつつななががりり࢘࢘（（22））
子Ʋもとܼଈの皆さǜには、ૅੲ者のつながり
のئをૅえていただくサȝーターとして、ܱᨥ
の体᬴やᩊ感をえていただき、ᛦ௹やોծ
ሊにアȉバイスをいただきます。
Ũ相相ʝʝににǭǭȣȣッッȁȁȜȜーールルししななががらら、、課課題題解解決決にに
ӕӕりりኵኵǉǉことをႸਦしています。

་学㒊 ಖ学⛉

共共通通・・他他のの領領域域

・医療的Ǳアδ・者とƦのܼଈの地域ѼਙǱア・
地域共生の地域Ʈくりに᧙࣎がある医療・福祉・
̬Ꮛ・Ꮛ、行᧙̞者
・医療的Ǳアδ・者、ᨦがいδ・者とܼଈの皆様
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㛗᪉ᙧ䝟ッ䜻ン䜾䠖䛘䜙䜜䛯㛗᪉ᙧ䜢㔜䛺䜛䛣䛸䛺䛟㓄⨨
䛩䜛䚹㓄⨨䛾Ⰻ䛧ᝏ䛧䜢ᅗ䜛ᑻᗘ䜢ホ౯㛵ᩘ䛸䜆䚹䝟ッ䜻
ン䜾問㢟では㓄⨨䜢ᅖ䜐㛗᪉ᙧ䛾㠃✚䛜ホ౯㛵ᩘ䚹s>^/タ
ィではᅇ㊰䛾㓄⥺㛗䛜㓄⨨䛾ホ౯㛵ᩘ䛸䛺䜛䛣䛸䜒ከい䚹

ǭーワーȉ 最ᢘ҄問題、アルǴȪズム、ȑッǭンǰ

ᧉ分ݦ ኵ合せアルǴȪズム、数え上げアルǴȪズム、ǰȩȕアルǴȪズム、ᩉ数学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ᅶたちの研究ܴは「もの」のኵみ合わせをǳン
Ȕȥータの内ᢿでƲのǑƏにᘙྵすればјྙ的な
アルǴȪズムができるかを研究してきました。ཎ
に、јྙ的なアルǴȪズムのためのデータ構造を
発ᘙしてきました。

ᧈ૾࢟（Ⴚ૾体）のȑッǭンǰとは、ɨえられ
たᧈ૾࢟（Ⴚ૾体）をできるだけݱさい᩿ᆢ（体
ᆢ）内にᛄめᡂǉ問題です。この問題をੑける
ことになったのは、ឬ大規ᨼᆢׅែ
8L5+�ᚨ計
において、ǑりݱさなȁップにׅែȖロックをᣐ
ፗする研究プロジǧクトに参加したことがきっか
けでした。

もちǖǜȑッǭンǰは、ׅែᚨ計だけでなく、
ᤧெ、ெ、ࠋなƲのእ材からЏり出し問題、̽ࡉ
やトȩックへのᒵཋのᆢみᡂみなƲ、様々な᩿ئ
にႇئします。さらに、アルǴȪズムもᢊφの1
ᆔですから、࣬いもǑらない̅い૾といƏものが
あり、これまでになかったॖٳなࣖဇがᙸつかる
ことがあります。こƏした発ᙸもがアルǴȪズム
の研究の᩿ႉいとこǖです。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

2002 +EEE %ircuits and 5[stems %A& Transaction $est 2aper: 2ei 0ing )uo� ToshihiMo TaMahashi� 
%hung -uan %heng� TaMeshi ;oshimura� Floorplanning using a tree representation� +EEE Transactions 
on %omputer-Aided &esign oH +ntegrated %ircuits and 5[stems� 8ol. 20� 0o. 2� pp.281-289� 2001.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ɺ৲げのۀᚠ研究やࡸ࢟だけの共ӷ研究でな
く、ɟደに問題を考え、ᜭᛯし、研究をಏしめ
る૾なら、業ᆔ、企業、地域、分は問いませ
ǜ。つながりは人と人の᧓に生まれます。

分かりやすい̊としてȑッǭンǰを紹介しま
したが、研究ݣᝋは「もの」のኵみ合わせ構造、
すなわち何でもありです。ᧈ૾࢟やႺ૾体だけ
をৢっているといƏわけではありませǜ。

ኵӳẶỴἽἆἼズム

ᐯ科学ኒ 准教授

᭗ ࢠ̢ TAKAᵦAᵱᵦᵧ Toshihiko

ᧈ૾࢟ấợỎႺ૾˳のἣἕỿὅἂỴἽἆἼズム
～ ᨂỤủẺἋἬὊἋỆỄạởẾềờのửᛄỜᡂớẦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

┤᪉య䝟ッ䜻ン䜾䠖㛗᪉ᙧ䝟ッ䜻ン䜾䛾3ḟඖ∧䚹s>^/䛾タ

ィ䛰䛡で䛺䛟䚸ᗜ䜈䛾Ⲵ≀䛾ワ䜑㎸䜏䛺䛹䛾ᛂ⏝䜒䛒䜛䚹
䛯䛰䛧䚸3ḟඖ䛾ሙ合は┤᪉య䛜ఱ䛻ᑐᛂ䛧䛶い䜛䛾䛛䛻

䜘䛳䛶䚸ᵝ䚻䛺ไ⣙᮲௳䠄㔜䛽䛶はい䛡䛺い䚸㞄䛻⨨い䛶は
い䛡䛺い䛺䛹䠅䛜ຍわ䜛䛣䛸䛜ከい䚹

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵑᵎᵏᵽja.html

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮
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進҄計ምの最ᢘ҄ኧᲨᙐ数のኧ解（ݱさなό点）の
Hitness（ᚸ価値）を基にᲦ最ᢘ҄アルǴȪズムに基Ʈい
てࢹ々に最ᢘ性能のᚨ計解をኧᲨ

ܱ問題のӈしいᙲ求ˁ様

ǭーワーȉ 最ᢘ҄、進҄計ም、計ምჷ能、ᚨ計、ȕǡジǣ推ᛯ

ᧉ分ݦ ჷ能情報、計ምჷ能、ǽȕトǳンȔȥーテǣンǰ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

,. ;u� et al.� �Accelerating EXolutionar[ %omputation 7sing Estimated %onXergence 2oints�� pp.1438-1444 
2016�.
,. ;u and *. TaMagi� � 8egetation EXolution Hor 0umerical 1ptimi\ation �� pp.49-54 
2018�.
,. ;u and *. TaMagi� �2erHormance Anal[sis oH 8egetation EXolution�� pp. 2214-2219 
2019�.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品製造、ᣱ造ሥ理、属加・機業、
ጞዜ産業なƲ、最ᢘ҄が࣏ᙲなޟٶにわたる業
ᆔ

最ᢘ҄は製造業、情報通信、食やバイオなƲ、
。くの分でМဇ可能な൮ဇ性のある技術ですٶ
感性に基Ʈく最ᢘ҄ᚨ計もこの技術で可能です。

ᚘምჷᏡ研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyujun/

ᐯ科学ኒ я教

˷ ̢ ᵷᵳ ᵨun

ᚘምჷᏡ২ᘐỆợỦᙐᩃễܱբ᫆のஇᢘᚨᚘ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生ཋ進҄や自のˁኵみにȒントをࢽた最ᢘ҄
技術「進҄計ም」は、新࠴ዴ0-700ኒɲ࢟
ཞ、,AXAのロǱットの行計ဒ、ɤᓛスペース
ジǧットのރᎈᚨ計、マȄȀのᙐ数ɲᚨ計なƲ、
。くのܱဇ問題の最ᢘ҄ᚨ計にဇいられていますٶ
ᚨ計ݣᝋの性能をǑりᑣくすることはすǂて最ᢘ
҄であるので、最ᢘ҄ᚨ計技術がМဇできるܱɭ
界の問題は、食品製造、ᣱ造ሥ理、属加・機
業、ጞዜ産業、፦的デǶイン、᪦やဒの信
ӭϼ理、なƲޟٶにʠります。

ܱ問題にはᙐᩃなཎ性がٶくˤっていることが
あります。計ምǳストが᭗いئ合、Сኖவˑがӈ
しいئ合、ᚨ計٭数がٶいئ合、技能者やݦᧉܼ
のኺ᬴・ჷᜤ・ѥまでもが࣏ᙲなئ合、なƲです。
̊えば、マȄȀのᙐ数ɲᚨ計のπ問題では、
100ɢ̾のʏ数解のƏちСኖΪឱ解はわƣか28
̾であったとか、わƣか1̾の解ͅᙀのСኖΪឱ
をᛦǂるシȟȥȬーシȧンǳストが30ɢό、な
ƲとᚕわれていますᲨ

々の研究ܴでは、このǑƏなӈしいܱ問題の
ᙲ求ˁ様にもܱဇ的に᎑えƏる最ᢘ҄ᚨ計技術を
これまで発してきており、これらの技術のɟޖ
の性能向上とܱࣖဇをႸਦしています。

解のСኖが大きい

計ም時᧓がかかる

数٭くのᚨ計ٶ

Hitness（ᚸ価値）大ޅ最ᢘ解

所最ᢘ解ޅ

ᕤ学㒊 ▱⬟ሗ䝅ス䝔䝮プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ バイオȟȡテǣックス、ᨥแ҄機構（᳃）、᪃新的問題解決ඥ（᳃᳔）、データșース構ሰ

ᧉ分ݦ ᭗分子材料科学、バイオȟȡテǣックス（生ཋ͋学）

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

トǳトンやさしいバイオȟȡテǣックスの本、ß生ཋから技術ჳႽ解決のȒントをる「バイオ᳃᳔って
何Ჹ」à 111-112 
バイオT4+<をဇしたᣞእᙐ合ݰᩓ性᭗分子の作製とバイオǻンサへのࣖဇᲦ材料ᚾ᬴技術Ღ60.3.159-163      

2015�

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・持ዓ可能な社会をܱྵするための技術ᙲእを
している産業界
・新しいᘑƮくりやȩイȕスタイルをኧして
いる自治体等

学的なपみを生きཋに相談して、ȢノƮく
りに「ものがたり」をȀウンローȉできます。

ᨥแ҄機構+51が১ᛐするバイオȟȡ
テǣックス製品の発ができます。

ἋἰὊἚἰἘἼỴἽ研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜyamauchi/

ᐯ科学ኒ 教授

内ޛ ͤ ᵷAᵫAᵳᵡᵦᵧ Takeshi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

䐟䐟/SKㄆㄆドド䛾䛾䝞䝞䜲䜲䜸䜸䝭䝭䝯䝯䝔䝔䜱䜱ッッ
䜽䜽スス〇〇ရရ䛾䛾㛤㛤ⓎⓎ䜢䜢ᨭᨭ

䐠䐠問問㢟㢟ゎゎỴỴἲἲ䜢䜢ᥦᥦ

ᢏᢏ⾡⾡▩▩┪┪
䜢䜢᥈᥈⣴⣴

問問㢟㢟ゎゎ
ỴỴἲἲ䛾䛾
᥈᥈⣴⣴

〇〇ရရ
⤂⤂

⎔ቃᚠ⎔ᆺ♫䜢ᨭ䛘䜛䛯䜑䛾≉チ創ฟ䜢
ᨭ䛩䜛䝕ータ䝧ース䛾ᴫせ䛸᳨⣴

ศศཎཎ⌮⌮䜢䜢άά⏝⏝䛧䛧䛶䛶いい䜛䜛
生生≀≀䛾䛾機機⬟⬟᳨᳨⣴⣴

ᕤ学㒊 ᮦᩱ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

ਤዓӧᏡễᅈ˟ửૅảỦẺỜのཎᚩоЈửૅੲẴỦἙὊἑἫὊἋ
～学২ᘐỆỴἕἩἙὊἚẴỦ૾法のཎᚩửᵱDᵥsửܱྵẴỦẺỜの܍ྵ～

共共通通・・他他のの領領域域

持ዓ可能な社会の構ሰには自ᛦԧ、˯環境
ᒵ、バイオマスМဇなƲを考ॾする࣏ᙲがあり、
˯エネルギーでஊјに機能する材料の創製がɧ可
എです。自のˁኵみに学ǜで、ものƮくりをす
ることができれば、᭗јྙ・᭗性能な生ཋ機能を
ӕりλれた製品のᚨ計・発がࢳできます。
々が発したデータșースは、材料ᚨ計のアイ
デア創出ඥとしてჷられるT4+<（トǥȪーズ）に
ბႸしており、јௐ的に生ཋ機能を材料学にᆆ
᠃することができます。これまでの学的なアプ
ローȁに150ɢᆔˌ上もנ܍するといわれる生ཋ
のˁኵみをӕりλれて、問題解決のȒントとして
੩కできるǑƏになっています。

ここののデデーータタșșーーススののཎཎࣉࣉはは、、ƲƲのの分分ののȦȦーー
ǶǶーーででもも、、自自分分ののჷჷᜤᜤををဇဇししななががらら。。࣬࣬いいががけけ
なないい生生ཋཋののˁˁኵኵみみととᢙᢙᢀᢀすするるここととでで、、新新たたななアアイイ
デデアアをを発発ेेででききるる点点でですす。。Ʀのため、下記のǑƏ
なǱースにおいて、問題解決のૅੲと新しいཎᚩ
を創出するためのおˡいができます。
Ĭ学的な技術ჳႽ（ジȬンマ）にᨋっている૾
ĭ新ʙ業をڼめたが、自社技術のဇඥが分から
ない૾
ĮやჄの̾別プロジǧクトにおいて、持ዓ可能
な社会に求められる技術ᙲእをჷりたい૾
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ǭーワーȉ デǶインᘙྵ、ॖ҉੩క（プロȀクト、ȑッǱージ）、ՠ品発（Ȗȩンȉ発）、ᆰ᧓出（デǣスプȬイ）

ᧉ分ݦ デǶイン、機能造࢟、環境ᑸ術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ՠ品発において、構ेをアウトプットするᢅ
ᆉでᑥ・࢟・ȑッǱージ・ޒᅆ会での出等、デ
Ƕインが᧙̞する᩿ئはٶくנ܍しています。こ
のデǶインする行ໝは、通ࠝ、発とともに݃り
ชって進められます。ᘙ᩿的なビジȥアルのሰき
ではく、クȩイアントと共にՠ品ǳンǻプトを
考えဦ的に進められればとࠝに考えています。
発Иെ᨞でのՠ品ǳンǻプトの૾向性は大ʙ
であり、ՠ品のბ地点に大きなࢨ᪪をɨえます。

ᅶの研究ܴでは、ᑸ術領域でのᘙྵと、ܭ҄
した数値を解ௌする学領域とをᗡ合した研究環
境をሰいています。成28年にᚨした学ᢿ
のᗡ合プロǰȩムにࠗをፗき、ዮ合的なデǶイン
研究に向き合Ə体Сをૢえました。ʻまで᧙わっ
たデǶインᘙྵでは、プロトタイプのܼφや、ༀ
ଢ֥φ、イșント企ဒをᢃփしながら発したଐ
本ᣒのデǶインワーク等です。また、ѣ作解ௌを
進めながら発した健康֥φ、ՠ品ޒᅆ会等の
出をᙻにλれ、プロǰȩȟンǰをဇしたСࣂ
技術をဇいたインタȩクテǣȖなᆰ᧓ᘙྵѣも
。めていますڼ

人々の生をᝅかにするȢノの੩కや、ഏɭˊ
の生ᆰ᧓でဇいる機能造࢟の新たな発が、ᅶ
の研究ܴです。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᓸ「Əちの&Eアート ᲫᲯ年のួ 地域アートプロジǧクトを通じてみえてきたもの 」（新潟ଐ報ʙ業者）
ᛯ文「ଐ本ᣒのȖȩンȉϐ構ሰäデǶインᏋのܱោから」（新潟大学Ꮛ学ᢿ研究ኔᙲ、ᇹᲲࠇᇹ Ძӭ）
ᛯ文「ౕเをဇいたアートプロジǧクトのܱោ னྚプロジǧクト」（環境ᑸ術学会学会ᛏ、8o l.16）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ՠ品発をᙻにλれʙ業を進めている産業
界、新たなȖȩンȉ発を考えている分
ᅆ会でのᆰ᧓出をႸਦす企業ޒ・
・地域Ȗȩンȉでのកわいを作りたい自治体

ᑸ術ኒのᘙྵщと学ኒの分ௌщをかした
ՠ品発ӏƼޒᅆ会等のᆰ᧓出を੩క・ܱោ
出ஹる研究環境があります。

ἙἈỶὅ研究ܴ http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵐᵎᵑᵽja.html

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ஜ 学 ᵦAᵱᵦᵧᵫOTO ᵫanabu

Ẑဇと፦とのᗡӳẑᗡӳ᪸؏ỂڼộỦἙἈỶὅᘙྵ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮

共共通通・・他他のの領領域域

᪥ᮏ㓇䛂新㞷≀ㄒ䛃䛂^,/^h/䛃⏬㛤Ⓨ䠋䝟ッ䜿ー䝆䝕䝄䜲ン

3�䝋䝣ト 䠏�プ䝸ンター䜢⏝い䛯᳨ドᶍᆺไస

ᰯ❶䝕䝄䜲ン䠋ᰯྡኚ᭦䛻䜘䜛౫㢗䛛䜙
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ǭーワーȉ デǶインᘙྵ、ȡデǣアアート、ޒᅆ会ᆰ᧓出、ՠ品デǣスプȬイ

ᧉ分ݦ デǶイン、機能造࢟、環境ᑸ術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ମʻのアートプロジǧクトや、エンターテーȡ
ントʙ業では、ᙻᎮ者が参加体᬴できるイșント
が数ٶくᙸかけるǑƏになってきました。プロ
ジǧクシȧンマッȔンǰや、Ȫアルタイムで҄٭
るȩイトアート等、学技術・ȡデǣアᘙྵを
ဇしたӕりኵみです。

新潟大学学ᢿ学科においても、領域ᗡ合し
た人᧓ૅੲ感性科学プロǰȩムのɶで、学技術
（プロǰȩȟンǰ）をဇいたȡデǣアᘙྵをႸਦ
すカȪǭȥȩムがឥり出しました。人の࣎（感
性）にきかけるᚨ計・С作・発です。

Ʀのプロǰȩムのɶで、ᅶは、デǶイン領域を
ਃ࢘しながら、様々なテクノロジーをဇいたイン
タȩクテǣȖなᆰ᧓をሰく出作品をС作してい
ます。Сࣂ技術を持ったՃスタッȕと共ӷして、
Ꮛプロǰȩムの構ሰをႸਦしています。発ᘙし
た作品は、ǻンサーにǑってᦷច者のѣきをਵえ
た情報をλщ信ӭとし、ή、ѣき、᪦を҄٭させ
るᆰ᧓出作品です。சだい研究分ですが、
のあるಏしいɭ界をሰいていく考えです。人々ٹ
のកわい作りや、ଏ成ಒࣞをឭえたՠ品ޒᅆ会を
出できるᘺፗ・発をႸਦしていきます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ᓸ「Əちの&Eアート ᲫᲯ年のួ 地域アートプロジǧクトを通じてみえてきたもの 」（新潟ଐ報ʙ業者）
ᛯ文「ᦷច者の行ѣにǑって҄٭するᑸ術ᘙྵのܱោ」（環境ᑸ術学会学会ᛏ、8ol.20）
ᛯ文「ౕเをဇいたアートプロジǧクトのܱោ னྚプロジǧクト」（環境ᑸ術学会学会ᛏ、8o l.16）

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ᅆ会でのᆰ᧓出をႸਦす企業ޒ・
・企業ȡǻナѣをᚾみているʙ業社
・地域性҄、កわい作りを考えている自治体

ᑸ術ኒのᘙྵщと、ᙻᎮᙾのݦᧉ学ኒ技術
をかした出ᘙྵがܱោできる研究ኵጢがሰ
かれています。

ἙἈỶὅ研究ܴ http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ᵐᵎᵑᵽja.html

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ஜ 学 ᵦAᵱᵦᵧᵫOTO ᵫanabu

学ἘἁἠἿἊὊửဇẲẺᘙྵ研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ᕥୖͬ㖡合㔠䛾⁐ゎ ྑͬ㖔≀䛸㗪㐀䛧䛯㐀ᙧ≀䜢⤌䜏合わせ䛯సရ
ᕥୗͬ㗪ᆺ䛻⁐䛡䛯㔠ᒓ䜢ὶ䛧㎸䜐ᵝᏊ

సရ䛾㖔≀(⤖ᬗ∦ᒾͿ⏘ฟ地 ዉⰋ┴ྜྷ㔝㒆ᮾྜྷ㔝ᮧ୕ᑿ㖔ᒣ㊧

ǭーワーȉ ᑸ術ᘙྵ、ȕǣールȉワーク、እ材と技ඥ、ᥚ、ϙჇ

ᧉ分ݦ 立体造、࢟ᑸ
ᥚ�、環境ᑸ術

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

riXer-自をԃǉᤸཋと、ᥚ造にǑる造࢟ཋ、ᤸཋの産出地の記録ϙჇにǑる作品-：環境ᑸ術学会ᛏ
22��33 
2019.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・アートプロジǧクトやᑸ術ᅛ、ワークシȧッ
プ等にǑる地域ਰ興にӕりኵǜでいる自治体な
Ʋ

「すƙ役に立つ」問題解決の研究ではあり
ませǜが、ᑸ術ᘙྵは人や地域社会にǏるやか
にアプローȁできる分だと考えています。

ɤ研究ܴ https://mmrtmmk.com/

ᐯ科学ኒ 准教授

ɤ Ӑ子 ᵫᵧᵫᵳRA Tomoko

ἧỵὊἽἛὁὊἁとᑸᘐᘙྵ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ᆰेの生きཋや人の࣎のはたらき、アȋȟズム

を題材として「自分を自分たらしめるものは何

か」といƏテーマのもと、ᥚといƏ属加の

技ඥをဇいて作品С作・ᑸ術ᘙྵの研究を行って

います。ႸにᙸえないȢȁーȕをᙻᙾやᚑᙾでჷ

ᙾできる࢟にᘙྵするために、属や᫊料なƲの

እ材をኵみ合わせ、እ材やᘙྵ技ඥが作品ӏƼᦷ

ច者にもたらすјௐを研究しています。

ᡈ年は作品の材料となるの産出地をӕ材した

体᬴をもとに、とをԃǉᤸཋをኵみ合わせた

造࢟ཋとϙჇを1ኵにした作品をС作するなƲ、

ȕǣールȉワークを通して、ཎܭのئ所からࢽら

れる体᬴や࣬考を作品のテーマや造࢟、ᘙྵඥ、

。ᅆᆰ᧓にӒପさせるᚾみを行っていますޒ

ᑸ術ᘙྵは̾人的なものであるとともに、ᦷច

や体᬴を通して人々に感情のѣきや࣬考、Ʀれに

ˤƏ行ѣの҄٭をࡽきឪこすことのできるもので

もあります。作品С作や、ワークシȧップ・アー

トプロジǧクトを通して、地域社会や人々のٶ様

な࣎のѣきと࣬考を̟す機会を作っていきます。

ᕤ学㒊 ே㛫ᨭឤᛶ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ ɶኺփ計ဒ、技術ʖย、ローȉマップ、科学技術ሊ、ᚸ価

ᧉ分ݦ ኺփ学、技術ኺփᛯ、イノșーシȧンᛯ、社会システム学、ሊ科学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

சஹݑとは、ኵጢがݩஹをʖしݣϼす
るኵጢ能щを構ሰするためのѣです。技術
ʖยやȕǩーサイト、ローȉマップ、シナȪ
オといったものがƦの̊です。சஹݑの૾
ඥᛯは、企業におけるɶኺփ計ဒや行に
おけるᧈ計ဒなƲ、ࠢ࠼い分の計ဒ立క
やᚸ価を行ƏܱѦで自に̅われ、ଐ本では
科学研究のݣᝋとはみなされてはいませǜ。

ただɭ界では、ኺփǳンサルテǣンǰをɶ
に行計ဒやᚸ価とも᧙連し、学術的な研࣎
究とともにɭ界でこƏしたசஹをЏりくこ
とを࣓向する人々のネットワークがあります。
先進ӏƼ発ޒᡦ上を問わƣ能щ構ሰ、人
材発が進められ、ኵጢやなƲがȪーȀ
シップを発ੱする上で、ᙲなឋです。

சஹݑでは、Ⴘ的にࣖじて、シȥȟȥ
ȬーシȧンなƲ自科学の૾ඥᛯから、ᛯ文
分ௌなƲのデータ分ௌ、さらに5FݱᛟのǑƏ
な人文科学までဇされます。このǑƏに、
சஹݑとはኺփ学のイノșーシȧンᛯ、
マーǱテǣンǰ、技術ኺփᛯやデǶイン学、
π共ሊሊ科学のᚸ価ᛯ、科学技術ሊな
Ʋ、さまƟま分の研究者・ܱѦ者が᧙わり
合Ə学ᨥᗡ合の研究領域です。

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・企業ኵጢにおいて、ɶኺփ計ဒ、ኺփ企ဒ
と科学技術、更には社会のイノșーシȧンをኽ
Ƽつける新サービス。ʙ業企ဒにपǉൟ᧓企業
ӏƼπ的機᧙・ඥ人等との連携をࠎஓします。

立研究発ඥ人で、技のᚾ᬴研究機᧙や
術ʖย、技術ローȉマップなƲ、技術ဦのሊ
、やƦのためのᛦ௹体СのˁኵみƮくりなƲܭ
技術ኺփのܱѦኺ᬴がᝅ݈なܱѦܼՃです。

சஹݑ・ἧỻὊἇỶἚỆؕỀẪɶ・ᧈᚘဒのሊܭとᚸ̖
～ ২ᘐʖย・ᚘဒẆ研究ᚸ̖ễỄ২ᘐ経փᛯ研究 ～

ʴ૨ᅈ˟科学ኒ 准教授

ႉ߷ ʂޒ ᵱᵦᵧRAKAᵵA Nobuyuki

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

科学技術ʖยᛦ௹ඥに᧙する数理的分ௌ:デルȕǡイᛦ௹ӏƼȪアルタイム・デルȕǡイඥに᧙するエージǧントシ
ȟȥȬーシȧン
ႉ߷ ௷ݱ �ʂޒ 等 研究 技術 計ဒ 33
2� 170-183 2018年

ႉ߷研究ܴ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜemgt/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

このため、࢘研究ܴでは、分ௌの૾ඥᛯも、
情報学的な分ௌから、社会科学の૾ඥᛯもӕ
りᡂみながら、学ᨥ的なアプローȁにǑり研
究をすすめています。また、ݣᝋも企業ኺփ
のみならƣπ共ኺփӏƼπ共ሊもԃめたኵ
ጢとイノșーシȧンのためのエǳシステムμ
体をᙻにλれて研究ѣをしています。

சஹݑのɶからは、シナȪオ分ௌにǑり、
ɧᄩܱなݩஹのਰれࠢをʖすることで、企
業のኺփ課題にʙЭにݣϼしたりすることが
できます。

このஊӸなʙ̊が、オイルシȧックをʙЭ
にʖしていたٶቔ企業のჽ会社ロイȤ
ルȀッȁシǧルです。ӷ社はƦのࢸもシナȪ
オ分ௌをዒዓし、ჽ会社でありながらいち
ଔくϐ生可能エネルギーに大規な৲を行
ƏなƲኺփ上の先をってきました。

ɟ૾、行においては、ٶ様なステークホ
ルȀーをሊ࢟成ᢅᆉにѼઅすることで、合
ॖしにくい内容のʙᝋであっても、சஹをឪ
点に問題解決を共ஊして考えるプロǻスをኺ
ることを通じ、Мܹݣ立をʈりឭえ、சஹを
共創していく、Ǭバナンス上のМܹᛦૢјௐ
があります。

ᕤ学㒊 ༠創⤒Ⴀプ䝻䜾䝷䝮
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ǭーワーȉ μሥ理、ʙʖ᧸、可ᙻ҄ܤ、μ文҄、ኵጢᚮૺܤ

ᧉ分ݦ 学、ኺփ学学、システムμܤ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

້・くの大ʙ（രʧܹٶでឪきるئ
・༪発）は、̾人のȟスがɼたるҾ׆ではあり
ませǜ。ᧈい᧓をかけてኵጢがᛚったЙૺӏƼ
ʢኬなᛚ解をݲしƣつᆢみƶ、Ʀのኽௐとして
ɧφ合が᫋҄נしたときに大な問題が発生しま
す。本ඥでは、ዡ፠的なᙻ点である「ܤμ文҄
のᲲ᠆Ȣデル」に基Ʈき、「ኵጢのэ҄をଔに
౨ჷし、ଔいെ᨞でݣሊをつことを̟す૾ඥに
ついて研究しています。

本研究ではዡ፠的なᙻ点に基Ʈいて作成された
アンǱートを̅ဇし、ኵጢのྵཞについてᚮૺを
行います。ƦれƧれのʙ業所のׅሉኽௐを、ኖ
100ʙ業所・ኖ10�000人規の業界แࢽ点な
ƲとșンȁマークすることにǑり、࢘ᛆʙ業所の
みを可ᙻ҄することができます。大製ࢊ・みࢍ
造業をɶ࣎に、内ࡨٳǂ200ʙ業所ˌ上（ׅሉ
数60�000人ˌ上）がဇしています。

また、ᢿፙ別・ɭˊ別なƲの分ௌを通じて、自
社・自ʙ業所でૅੲが࣏ᙲとなるғ分をりᡂみ、
ኵጢのોծをјௐ的に進めるᇹɟഩとしてဇし
ます。
Ũेܭされるܱ̊、ࣖဇ̊
μѣの性҄、ኺփのોծܤのئ・
・ኵጢᚮૺኽௐに基Ʈくોծѣの立క

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・大規な製造ᘺፗをኵጢ的にᢃဇする、数ႊ
人᳸数Ҙ人規のʙ業所を持つ企業。

業Ճのॖᜤが可ᙻ҄できࢼ的なЏりӝで᩿ٶ
ます。数年おきに行Əことで、ኺ年でのࢼ業Ճ
ॖᜤの҄٭（ཎに࣬わƵफ҄）を౨出すること
も可能です。

᭗ἼἋἁငಅӼẬငಅʙ・іܹ᧸ഥのẺỜの
μ૨化ᚮૺ法ܤ

ிແ研究ܴ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Ᏻᩥ䛾䠔㍈䝰䝕䝹

デ᩿⤖ᯝ䛾

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

ிແ ஒ� ɤங Ңχ、᭗ 研ɟ. ܤμ文҄ᚮૺඥの発とƦのᢘဇÜჽ・҄学産業等大規ᚨͳをஊするʙ業所
をɶ࣎としてÜᲦ .学Ღ2016� 8ol.55� 0o.1� p.49-63μܤ

ᕤ学㒊 ༠創⤒Ⴀプ䝻䜾䝷䝮

ᐯ科学ኒ 准教授

ிແ ஒ TOᵱE Akira

共共通通・・他他のの領領域域

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜtose/
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ᅜ㝿䜾䝹ープワー䜽䜲ンターン䝅ップ䛾䜲䝯ー䝆

ᅜ㝿䜾䝹ープワー䜽䜲ンターン䝅ップ䛾ᵝᏊ

ǭーワーȉ インターンシップ、သ学ʩ්、理ኒǰローバル人材Ꮛ成、アクテǣȖȩーȋンǰ

ᧉ分ݦ 学፼ᨥᏋ、連携Ꮛ、課題解決、学Ꮛ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

;. 7eda� et al.� ß/ulticultural and /ulti-disciplinar[ 2roject-Dased Learning with +ndustr[ Focus: 
Fostering )loDall[ %ompetent Engineersà� +0TE40AT+10AL ,1740AL 1F E0)+0EE4+0) 
E&7%AT+10� 37 
2�� pp. 512-527� 2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学生のݦૌとီ業ᆔ・ီ分のʩ්にǑる新
たな価値創造をᙻします。Ʋの分でもടᡇ
します。

文ᢿ科学Ⴞ等がࢸੲする「ᇹ3ׅ 学生がᢠƿ
インターンシップアワーȉ」でΟᅵចをӖចし、
またȡデǣア報ᢊや学会発ᘙのܱጚもあるイン
ターンシップです。

学教Ꮛίᵥ-DORᵫὸᨥ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜg-dorm/

ᐯ科学ኒ 准教授

ɥဋ ԧܑ ᵳEDA ᵷasutaka

ᨥἂἽὊἩὁὊἁỶὅἑὊὅἉἕἩңのᵮᵠᵪ؏ע
～ ˖ಅと学ဃầᵵin-ᵵinỆễủỦᨥႎễင学ᡲઃ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟大学学ᢿでは、ȡǳン地域（カンȜジア、
ȩオス、タイ、șトナム）の大学とのသ学ʩ්ʙ
業)-&14/をܱしています。)-&14/では、
Ӳの参加学生と新潟大学生が、ቔ・分・学
年ฆ合のǰループをኵみ、သ学先の・地域や新
潟Ⴤ内において、新潟᧙連企業での課題解決の
ᨥǰループワーク・インターンシップにӕりኵ
ǜでいます。

このインターンシップでは、ǰローバル҄の進
、しܭにǑり企業が抱えるܱ課題をテーマにᚨޒ
学生ǰループが解決੩కを行います。企業でのܱ
፼᧓は、ჺ（3ଐᆉ度）、ɶ（1か月ᆉ
度）、ᧈ（2か月ᆉ度）であり、これに大学で
のʙЭ・ʙࢸ学፼が加わります。インターンシッ
プは新潟大学のദ規科ႸとしてˮፗƮけられ、所
࢘の成ௐを̲めた学生には、ܱ፼᧓にࣖじてܭ
ᛆ科Ⴘのҥˮが付ɨされます。

このインターンシップは、学生のܱោ的ǰロー
バル人材Ꮛ成のئだけでなく、学生ǰループの課
題解決੩కを通じて、Ӗλ企業の人材Ꮛ成・業Ѧ
ોծや、新ʙ業に向けた価値創出等の機会として
もဇされています。また、学生がӖλ企業の᭽
щをჷる機会となり、Ʀの᭽щが学生にǑりᨥ
学会や505でɭ界に発信されています。

M1
学

␃␃学学生生

B4
ሗ

B2
ᘓ⠏

B1
機Ე

B3
♫ᇶ┙

Aᅜ

新潟㛵㐃ᴗ䜈
䜲䜲ンンタターーンン䝅䝅ッッププ

ᕤ学㒊㝃ᒓᕤ学ຊᩍ⫱䝉ンター
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ᅜ㝿䜸ン䝷䜲ン༠ാ学⩦䠄�K/>䠅䛾構ᡂ

䜸ン䝷䜲ンᅜ㝿䜾䝹ープワー䜽䜲ンターン䝅ップ䛾ᵝᏊ

ǭーワーȉ インターンシップ、သ学ʩ්、理ኒǰローバル人材Ꮛ成、アクテǣȖȩーȋンǰ、ᨥオンȩインң学፼

ᧉ分ݦ 学፼ᨥᏋ、連携Ꮛ、課題解決、学Ꮛ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

上ဋԧܑ他� 「産学連携ᨥオンȩインң学፼のܱោ」� 学Ꮛ研究ᜒ会ᜒᛯ文ᨼ� pp. 98-99. 2021.
;. 7eda et al.� ß3-da[ %ollaDoratiXe 1nline +nternational Learning on 5ci-tech %hallenges Hor 5us-
tainaDle &eXelopment )oalsà� ,5EE Annual %onHerence +nt	l 5ession 2roceedings� pp. 38-43� 2021.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学生のݦૌとီ業ᆔ・ီ分のʩ්にǑる新
たな価値創造をᙻします。Ʋの分でもടᡇ
します。

2020年度の%1+Lܱោは、ଐ本学Ꮛң会
ᇹ69ׅ年ഏ大会において+nternational 
5ession AwardをӖចしました。

学教Ꮛίᵥ-DORᵫὸᨥ http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ᶜg-dorm/

ᐯ科学ኒ 准教授

ɥဋ ԧܑ ᵳEDA ᵷasutaka

ỼὅἻỶὅᵮᵠᵪᨥἂἽὊἩὁὊἁỶὅἑὊὅἉἕἩ
～ င学ᡲઃᨥỼὅἻỶὅң学፼ίᵡOᵧᵪὸ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟大学学ᢿでは、ȡǳン地域（カンȜジア、
ȩオス、タイ、șトナム）の大学とのသ学ʩ්ʙ
業)-&14/をܱしています。)-&14/では、
Ӳの参加学生と新潟大学生が、ቔ・分・学
年ฆ合のǰループをኵみ、新潟᧙連企業で課題解
決のᨥǰループワーク・インターンシップに
ӕりኵǜでいます。

2020年からは、ǳロナᅤにǑりෙٳบᑋがС
ᨂされたことから、ᨥオンȩインң学፼
（%1+L）のඥをဇいて、オンȩインのᨥ
ǰループワーク・インターンシップの発にӕり
ኵǜでいます。%1+Lでは、文҄・ᚕᛖ・価値ᚇ
のီなる学生が、Ʀのᢌいをᛐᜤし、オンȩイン
上でңして課題解決にӕりኵǉことがཎࣉです。

このインターンシップでは、ǰローバル҄の進
、しܭにǑり企業が抱えるܱ課題をテーマにᚨޒ
学生ǰループが解決੩కを行います。学生の課題
解決੩కは、Ӗλ企業からも「ஊဇだ」とᚸ価を
᪬いています。また、ɶには、Ϊܱしたインター
ンシップであったことを理ဌに、Ӗλ企業にݼ職
を決めた学生もいます。Ӗλ企業にとっても、ʻ
ᨥ᧓のܱѦますますᙻされる+Tをဇしたࢸ
を体᬴・፼ࢽする機会となります。

䜰䜰䜲䜲スス䝤䝤䝺䝺䜲䜲䜽䜽

ྛྛᅜᅜ䛾䛾㐪㐪いい
䛾䛾ẚẚ㍑㍑ウウㄽㄽ

༠༠ാാάάືື䞉䞉
ㄢㄢ㢟㢟ゎゎỴỴᥦᥦ

ⓎⓎ⾲⾲䞉䞉

㏉㏉䜚䜚

⮬⮬ᕫᕫ⤂⤂䜔䜔䜽䜽䜲䜲䝈䝈➼䛻䜘䜚䠈ཧཧຍຍ学学生生ྠྠኈኈ
おおいい䜢䜢▱▱䜚䜚䠈䠈ᡴᡴ䛱䛱ゎゎ䛡䛡合合䛖䛖䚹

ྛ䜾䝹ープで䛂ㄢ㢟ཬ䜃䛭䛾⫼ᬒ䛃䛃䜢㆟ㄽ䛧䚸
ᅜᅜ䛻䛻䜘䜘䜛䜛ᤊᤊ䛘䛘᪉᪉䛾䛾㐪㐪いい䜢䜢ᢕᢕᥱᥱ䛩䜛䚹

㛵㛵㐃㐃➼➼䛛䜙䝠䝠ンントト䜢ᚓ䛶䚸䛂ㄢㄢ㢟㢟䛾ゎゎỴỴ
ᥦᥦ䛻䛻䛴䛴いい䛶䛶༠༠ാാససᴗᴗ䛃䛃䛻ྲྀ䜚⤌䜐䚹

ᡂᡂᯝᯝⓎⓎ⾲⾲䜢ᐇ䛩䜛䚹ま䛯䚸⮬㌟䛾学学䜃䜃
䜔䜔ᡂᡂ㛗㛗䜢☜ㄆ䛩䜛䛯䜑䠈㏉㏉䜚䜚学学⩦⩦䜢⾜䛖䚹

ᕤ学㒊㝃ᒓᕤ学ຊᩍ⫱䝉ンター
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᪥ᮏᅜ䛾✚㞷ほ Ⅼศᕸ

‽䝸䜰䝹タ䜲䝮✚㞷ศᕸ┘ど䝅ス䝔䝮䛾⏬㠃⾲♧䠄ᅜ∧䠅

ǭーワーȉ ᆢᩌ分ࠋ、ᨀᩌ分ࠋ、ᩌܹݣሊ、Ϥᢊែሥ理、ᩌ൧חႳᙻ

ᧉ分ݦ ᩌ൧学、ᩌ൧ܹ、ᩌ൧٭חѣ、自ܹ科学、ᤧᢊ᧸

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

ൢᝋ、࠻ʩႾ、自治体等のٶ機᧙がᚇยした
ଐ本μのኖ2�300ᚇย点のᆢᩌข情報をɟΨ的
にᨼኖし、Ȫアルタイムにᡈいかたちでᛇኬなᆢ
ᩌข・ᨀᩌ分ࠋを作成・πする「แȪアル
タイムᆢᩌ分ࠋႳᙻシステム」を発し、ᆢᩌ
の᧸に役立てていただくため下記74LでϤ᧓
を通してπしています。
https://platHorm.nhdr.niigata-u.ac.jp/`snow-
map/

ʻƲこにƲのᆉ度のᩌがᆢもっているのか（ま
たはᨀっているのか）といƏ情報は、Ϥのᩌܹ
ሊを行Ə上で᩼ࠝにᙲですが、Ʀれをᙻᙾ的ݣ
に分かりやすくᙸることができるˁኵみがありま
せǜでした。構ሰしたシステムはƦのǑƏな᧸
上のȋーズにࣖえるものであり、πサイトには
ɟϤで30�000ׅˌ上のアクǻスがあります。

また、ǰローバルなൢͅ٭ѣが進行するɶで、
ᩌ൧חは地ྶภଡ଼҄のࢨ᪪を大きくӖけると考え
られており、ᩌ൧חの٭ѣをች度ǑくႳᙻしǑƏ
といƏɭ界ൢᝋ機᧙のӕりኵみ「μྶᩌ൧חႳᙻ
計ဒ」がڼまっています。発したˁኵみは、ଐ
本μ体のᆢᩌ域をᛇኬにႳᙻできるものであり、
わがのᩌ൧חႳᙻのᚇ点からもᙲな情報を੩
̓できます。

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

˙ᝎᢿѠ・ඕΰʁ・ԧඡᕣ 
2012�：9eD上でπされるᆢᩌข情報のܱ७とɟΨ的ᨼኖにǑるᆢᩌข分ࠋの作
成Შଐ本ᩌ学会ᛏᲦ28
3�Ღ211-220Შ ˙ᝎᢿѠ・ඕΰʁ
2020�：แȪアルタイムᆢ分分ࠋႳᙻシステ
ムの発Შଐ本ᩌ学会ᛯ文ᨼᲦ 36
1�Ღ1-13. ඕΰʁ・˙ᝎᢿѠ
2020�：แȪアルタイムᆢᩌ分ࠋႳᙻシ
ステムをဇいたᨼɶᝍᩌのႳᙻᲨᣃࠊ計ဒᲦ69
1�Ღ24-25Შ

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ᆢᩌの᧸ݣሊ、ᩌܹݣሊ、ᢊែሥ理なƲ
を行Ə地૾自治体、םʩ通Ⴞ等の行機᧙
・ᆢᩌ地域のπ共ʩ通をਃƏᤧᢊ会社や᭗ᡮᢊ
ែ会社なƲ

μ版の他に、地域版として҅ෙᢊ・ᅸဋ
Ⴤ・新潟Ⴤ・ᯓӕჄ版があります。

ɟᢿの自治体でᩌܹݣሊやϤᢊែሥ理に
ဇされています。

ᩌ൧学研究ܴ http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

ܹ・ࣄᐻ科学研究所 教授

ඕ ΰʁ KAᵵAᵱᵦᵧᵫA Katsuhisa

แἼỴἽἑỶムᆢᩌ分ࠋႳᙻἉἋἘムのನሰ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

⅏ᐖ䡡⯆⛉学研究所
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地ᒙ䛻グ㘓䛥䜜䛯㐣ཤ䛾ὠἼሁ✚≀䛾研究

地㟈䛻䜘䜛地┙⅏ᐖ䜔ᾮ≧⅏ᐖ䛻㛵䛩䜛研究

ǭーワーȉ 地ᩗ、෩ཞ҄、םჿܹ、ඬ、ව൦、᧸Ꮛ、地域᧸

ᧉ分ݦ 自ܹ科学、地ឋ学

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

4econstruction oH tsunami histor[ Dased on eXent deposits in the 0iigata area� eastern coast oH the 
5ea oH ,apanᲨ3uaternar[ +nternationalᲦ2017.
2011年ி҅地૾ٽබඌ地ᩗにǑるກஹࠊଐの出地ғの෩ཞ҄ᘮܹと෩ཞ҄ޖのቩ度ኵ成Შ地学ᩃᛏᲦ2017.

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域の様々なܹȪスクに᧙する基ᄽ研究
・地域のܹを理解し、᠉ถするためのᏋや
୍ӏʙ業のૅੲ

理学的なܹ研究の成ௐをもちいて、企業・
学ఄ・地域のȪスクᚸ価やܹࣖݣ・Ꮛ・୍
ӏにつながることを行っていますᲨ

ឋܹ研究ܴע http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

ܹ・ࣄᐻ科学研究所 教授

ҧᢿ ҽ࣓ ᵳRAᵠE Atsushi

ᐯܹの発ဃメカニズムとそのཎࣉの解明
～ ᢅӊのܹửụẆᘮܹử᠉ถẴỦ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地ឋܹ研究ܴでは、地ᩗにǑるࢍᩗѣ分ࠋ、
やඬْܹߐᩗѣにǑるᘮܹ、෩ཞ҄、᩿ࢍ
の発生ȡカȋズムやܹとしてのཎࣉをଢらかに
する研究を行っています。また、ᨼɶᝍᩋやӨ
にǑるව൦・םჿܹの発生ȡカȋズムやܹと
してのཎࣉをଢらかにする研究も行っています。

ཎに、地ޖに記録されたᢅӊのܹྵᝋをり、
ܹのጮりᡉしや発生ޗഭからܹȪスクを読み
ӕる研究に点をおいています。ɟᑍにはᄩྙを
ဇいたܹのʖยから、1000年に1度のܹな
Ʋとして、発生するܹの規をᙸᆢもっていま
す。しかし、本࢘に1000年に1度なのか、ある
いはᡈˊではኺ᬴していない規のܹ᫁度は、
わかりませǜ。Ʀこで、地ޖに記録されたᢅӊの
ܹのၕួから、ܹの規やޗഭをࣄΨするこ
とを行っています。

このǑƏなӕりኵみは、地域ごとにီなるܹ
のᆔ、᫁度、Ȫスクとして理解をขめることが
でき、行が作成するܹのȏǶーȉマップの理
解のข҄や、地域でのܹȪスクの理解、᧸
Ꮛ・୍ӏにつながります。

ܹ研究とともに、理学的に理解できたܹと
᧸について、地域や学ఄへの୍ӏもᆢಊ的に
行っています。

⅏ᐖ䡡⯆⛉学研究所

共共通通・・他他のの領領域域
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大䝬䝊䝷ン㞼䛻Ⓨぢ䛥䜜䛯䝩ット䝁䜰䠄ศᏊ䛾㞼䛻ໟま䜜䛯
生ま䜜䛯䜀䛛䜚䛾ᫍ䠅䛾䜲䝯ー䝆ᅗ

ᮃ㐲㙾䜈䛸⥆䛟㐨͘�䝆䜵䝭䝙༡ኳᩥྎ(䝏䝸Ϳ䛻䛶

ǭーワーȉ ᧓分子、᧓ػ、分子ᩏ、・ष࢟成、ហٳዴ・ᩓඬټ文ᚇย、ټの߷ඕ、マǼȩンᩏ

ᧉ分ݦ 文学、᧓҄学ټ

研研究究ののႸႸ的的、、ಒಒᙲᙲ、、ࢳࢳさされれるるјјௐௐ

᧙連する
ჷ的ᝠ産
ᛯ文 等

T. 5himonishi� A� &as� 0. 5aMai� -.E.+ TanaMa� ;. AiMawa� T. 1naMa� ;. 9atanaDe� 0. 0ishimura�
ß%hemistr[ and ph[sics oH a low-metallicit[ hot core in the Large /agellanic %loudà� 
The Astroph[sical ,ournal� 891� 164 
24pp�� 2020 

アアȔȔーールルȝȝイインントト つつななががりりたたいい分分（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

に興味のある皆様ܬܢ・
・Ꮛ機᧙や自治体なƲにおけるݱ・ɶ・

᭗ఄ生または社会人向けᜒ
・ဒ解ௌ・信ӭ解ௌ分

に興味のある૾とのီ分ᗡ合研究ടᡇܬܢ
です。ɟᑍ向けのܬܢに᧙するᜒなƲもኺ᬴
あります。

化学研究ܴܬܢ https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/tenure-track/tt-researcher/shimonishi-takashi/

┿
研究ਖ਼ᡶೞನឬ؏学ᘐᨈ я教 ί研究准教授ὸ

ɦᙱ ᨙ ᵱᵦᵧᵫONᵧᵱᵦᵧ Takashi

分子ᡶ化Ӫの研究ܬܢ
～ ཋ理学のᗡӳܬܢ᬴ܴܱ・૨ᚇย・ᚘም化学ټ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

アストロǱȟストȪー 
Astrochemistr[�は、
における様々な҄学ྵᝋの理解を通して、ܬܢ
やषの材料となる᧓ཋឋの生成・進҄のഭӪ、
Ʀしてᅶたちの៲ᡈにנ܍するཋឋやИ生ԡの
材料となりࢽたཋឋのឪเを研究する分です。
文学ټ 
Astronom[�と҄学
%hemistr[�が合わ
さったӸЭがᅆすとおり、分್ૺの性ឋを持
つ学ᨥ的な研究分であり、ᨥ的にも大きなද
Ⴘをᨼめています。

ஓ研究ܴでは、ɭ界Ӳ地にある最先ᇢの大࢘
ᢒᦟやܬܢஓᢒᦟにǑりࢽられるᚇยデータをဇ
いて、ټの߷ඕやマǼȩンᩏなƲඕኒ内ٳ
の様々な環境下にある᧓ཋឋ（分子Ǭス・ػ・
൧）や࢟成ѣの研究を行っています。また、
におけるܬܢの様々なǰループと連携してٳ内
ཋឋの҄学進҄に᧙する理ᛯ研究や᬴ܱ研究も
行っています。᧓ᆰ᧓にᡈいಊ˯ภ・᭗Ⴧᆰの
環境をϐྵする᬴ܱᘺፗの発も行っています。

Ҿ子・分子ȬșルのȟクロなྵᝋがඕスǱー
ルでのマクロなཋឋ進҄をӫする。Ʀǜなܬܢ
のロマンにあƾれるアストロǱȟストȪーのɭ界
で、人のܬܢӪの理解にཋの҄学進҄Ӫとい
Ə新たなಒࣞを付加するǂく、ଐ々研究にӕりኵ
ǜでいます。

研究推進機構 ㉸域学⾡㝔 ⌮学㒊 ⮬↛⎔ቃ⛉学プ䝻䜾䝷䝮
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2022 年 3 月 

発刊にあたって 

 

 新潟大学地域創生推進機構では、冊子とホームページで研究シーズを紹介しています。 

 この度、「『つながる研究』紹介 2021 年版」（247 テーマ収録：２０21 年 3 月発行）

の内容をアップデートするとともに、新規テーマを加え、「『つながる研究』紹介 2022 年

版」（292 テーマ収録）を作成しました。 

 本冊子では、産業界・企業が抱える技術的課題の解決や自治体等が抱える地域課題の解

決に役立つ研究内容を 10 の領域に分け、連携を求めている研究者とともにご紹介してい

ます。 

  また、本冊子は、企業や自治体等の皆様に、本学の研究内容をご理解いただき、課題解

決への可能性を感じていただくために、読みやすくわかりやすい内容と体裁にしました。 

 様々な企業や自治体等と研究者がつながり、新たな付加価値や製品・サービスの創出、

生産性向上等につなげていただければ幸いです。 

 掲載している研究にご興味をお持ちになりましたら、何なりと、下記の問い合わせ先ま

でご連絡ください。 

 

         ＜参考＞            領域別掲載テーマ数             

領   域 テーマ数 領   域 テーマ数 

医療・健康・福祉 97 製造技術 9 

農・食・バイオ 32 社会基盤 9 

環境・エネルギー 28 地域課題 5 

情報通信  15 人文社会科学 59 

ナノテクノロジー・材料 17 共通・他の領域 21 

                                              （合計 292） 

 

 

【ご相談はこちらまで・・・】 

 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター 

 TEL：025-262-7554 

 FAX：025-262-7513 

 E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp 

 

【ホームページでの研究紹介は・・・】 

 https://www.ircp.niigata-u.ac.jp 

 随時更新していますので、最新情報はこちらでご覧ください。 

 

 （記載している研究者の所属・役職は、2022 年３月時点のものです。） 

こんな関心・お困りごとをお持ちの方，
新潟大学 にご相談ください！

新潟大学では地域創生推進機構が
産業界・公的機関等の皆様と大学との橋渡しを行っています。

新潟大学って

どんな研究しているの？

技術的課題・地域課題を

解決できる研究はないか？

大学と共同研究するには

どうしたらいいのか？

　新潟大学は、10学部、5大学院研究科とともに、脳研究所、災害・復興科学研究所、医歯
学総合病院、附属学校園を有し、また、全学組織として、環東アジア研究センター、佐渡自
然共生科学センター、日本酒学センターが設置されている大規模総合大学であり、多分野に
おいて専門知識やノウハウを持った研究者が在籍しています。

　教育研究活動によって得た成果を、企業との共同研究や、地方公共団体との連携事業など、
様々な形で皆様にお使いいただき、地域社会の発展に貢献していくことを大きなミッション
としています。

創生学部創生学部

理学部理学部

人文学部人文学部

工学部工学部

教育学部教育学部

農学部農学部

法学部法学部

医学部医学部

経済科学部経済科学部

歯学部歯学部



『つながる研究』紹介

国立大学法人　新潟大学
地域創生推進機構

課題解決のきっかけに！ 近くにあった研究と人材
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新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター
〒950-2181　新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050番地
TEL　：025-262-7554　　FAX　：025-262-7513
E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp　　URL：https//www.ircp.niigata-u.ac.jp

ご入会の相談は…
新潟大学産学連携協力会事務局
〒950-2181　新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050番地　新潟大学地域創生推進機構内
TEL　：025-262-7553　　FAX　：025-262-7577
E-mail：unico@ccr.niigata-u.ac.jp　　URL：https//www.ircp.niigata-u.ac.jp/kyouryokukai/

産学連携・地域連携に関するご相談はこちらまで！

▶ 新潟大学産学連携協力会のご案内

新潟大学産学連携協力会について
　新潟大学地域創生推進機構と産業界等との密接な連携、協力によって産業技術の向上および地域連携を図り、産業の活性
化、高度化、地域社会の発展に資することを目的に、県内企業が集まって設立されました。
　会員企業には、セミナーの開催や技術の相談、大学への共同研究の取り次ぎなど、さまざまなサービスを行っています。

産業界産業界

産学連携
協力会
企業等が加入
年会費で運営

地方公共地方公共
団体団体

地域社会地域社会

会員登録 新潟大学新潟大学
地域創生推進機構
●研究成果の社会実装
●企業等との共同研究推進
●関連外部組織との連携窓口
　産学官連携プロジェクトの企画
　・立案・調整 等
●知的財産の管理・活用推進

ビジネスプロデュース室
社会連携部門
産学連携部門
知的財産部門

研究企画推進部
●産学官連携関連事務

協力

協力

産学連携事業
情報提供 等

■共同研究
■技術相談
■研究会 等


